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平成15年度には､ 義務教育費国庫負担金の見直しにより､ その一部が一
般財源化され､ 引き続く議論の中で､ 負担金の使い道について地方の裁量
が拡大される ｢総額裁量制｣ の16年度の導入が決定されました｡

さらには､ そうした財源論と併せて義務教育制度の在り方について､ 教
育論的観点からも中央教育審議会において検討がなされているところであ
ります｡

また､ ｢生きる力｣ を育成することをねらいとした新学習指導要領の一
層の実現を図るために一部改正がなされ､ 学校の管理運営について､ 地域
運営学校や公立学校の管理運営の包括的な委託の在り方などの新たな考え
方が示されました｡ その他にも大きな動向として､ 教育基本法改正につい
ての国民的議論の継続や構造改革特区制度における規制緩和による地方の

自主性の推進､ 食に関する指導体制の整備の提言などがありました｡ 県教育委員会は､ 第５次長期総合
教育計画の前半期である平成14年度からの４か年において実施する教育改革の活動指針として策定した
｢うつくしま教育改革推進プログラム～ふくしまの教育７つの約束～｣ を平成15年３月に改訂し､ 特に
重視する３つの視点から重点的に事業に取り組みました｡ 県教育行政において特記すべき事項としては､
次の３点を挙げることができます｡ 第一は､ 上述した ｢うつくしま教育改革推進プログラム～ふくしま
の教育７つの約束～｣ を改訂したことです｡ 子どもたちを ｢未来からの留学生｣ としてとらえ､ 子ども
たち一人ひとりが人間として自立して生きる力を身に付け､ 活力ある未来を創造していくことができる
よう教育環境の整備を図るために､ 次の３つの視点から重点施策を推進しました｡
Ⅰ ｢学びのくに｣ ふくしま

○30人学級編制の拡大 ○高等学校の学力向上方策 ○中高一貫教育の推進
○ ｢ふくしま教育の日｣ の制定

Ⅱ ｢感性のくに｣ ふくしま
○福島県文化振興条例の制定 ○子ども文化活動支援

Ⅲ ｢共生のくに｣ ふくしま
○共に学ぶ環境づくり
第二に､ ｢開かれた学校｣ づくりの趣旨を踏まえた上で､ 教育に対する地域住民のニーズに的確に対

応しながら､ 教育の質の改善を不断に進めていくための具体的施策の検討として､ 県教育委員会の附属
機関である福島県学校教育審議会に諮問した ｢開かれた学校づくりを推進する上での学校評価の在り方
について｣ 答申されたことです｡
[諮問事項]
① 学校の自己評価とその内容､ 方法､ 公表の在り方について
② 学校の外部評価の在り方について
第三に､ 子どもたちの人間性・社会性の育成を一層推進するために､ 関係部局等の連携のもと ｢『豊

かな心』 育成推進会議｣ を設置し､ ８項目のアクションからなる ｢“あったかハート”アクションプラ
ン｣ を策定し､ 重点的に事業を推進していくこととしたことです｡
[８つのアクション]
①ふくしま子ども憲章 ②子どもたちを支える人づくり・地域づくり ③Let's体験・Let's交流
④ ｢思いやり｣ を自ら実践しよう ⑤ ｢心を育む本との出会い｣ ⑥ ｢性｣ を真剣に考えよう
⑦みんなで創ろう ｢あったかスクール｣ ⑧生活のリズムを取りもどそう
最後になりますが､ 平成15年度に県教育委員会が推進した施策事業の概要を取りまとめた本誌が本県

教育の今後の充実発展のために､ 多くの方々に有意義に活用されますようお願いいたします｡

平 成 16 年 ９ 月
福 島 県 教 育 委 員 会

教 育 長 � � � �
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第１章 教 育 行 政 の 概 観

平成15年度には､ 義務教育費国庫負担金の見直しにより､

その一部が一般財源化され､ 引き続く議論の中で､ 負担金の

使い道について地方の裁量が拡大される ｢総額裁量制｣ の16

年度の導入が決定された｡ さらには､ そうした財源論と併せ

て義務教育制度の在り方について､ 教育論的観点からも中央

教育審議会において検討がなされているところである｡

また､ ｢生きる力｣ を育成することをねらいとした新学習

指導要領の一層の実現を図るために一部改正がなされ､ 学校

の管理運営について､ 地域運営学校や公立学校の管理運営の

包括的な委託の在り方などの新たな考え方が示された｡

その他にも大きな動向として､ 教育基本法改正についての

国民的議論の継続や構造改革特区制度における規制緩和によ

る地方の自主性の推進､ 食に関する指導体制の整備の提言な

どがあった｡

県教育委員会は､ 第５次長期総合教育計画の前半期である

平成14年度からの４か年において実施する教育改革の活動指

針として策定した ｢うつくしま教育改革推進プログラム～ふ

くしまの教育７つの約束～｣ を平成15年３月に改訂し､ 特に

重視する３つの視点から重点的に事業に取り組んだ｡

この間､ 平成15年10月25日付けで福島県教育委員会委員長

には深谷幸弘氏が選任され､ 委員長職務代理者には須佐由起

子委員が指定された｡

県教育行政において特記すべき事項としては､ 次の点を挙

げることができる｡

第一は､ 上述した ｢うつくしま教育改革推進プログラム～

ふくしまの教育７つの約束～｣ を改訂したこと｡ 改訂の概要

は次のとおりである｡

子どもたちを ｢未来からの留学生｣ としてとらえ､ 子ども

たち一人ひとりが人間として自立して生きる力を身に付け､

活力ある未来を創造していくことができるよう教育環境の整

備を図るために､ 次の３つの視点から重点施策を推進した｡

Ⅰ ｢学びのくに｣ ふくしま

○30人学級編制の拡大

平成14年４月から小中学校の１年生で実施している30

人学級編制を小学校２年生にも拡大し､ きめ細かな指導

の一層の推進を図った｡

○高等学校の学力向上方策

発展的・応用的な学力を身に付け､ 難関大学等への進

学を目指すことができるよう､ 講師等の配置により特に

数学の学力強化を支援した｡ また､ 多様な進路希望に対

応するため､ 各学校の創意工夫による基礎学力向上策を

支援するとともに､ 不登校・中途退学等の防止を図るな

ど､ 生徒指導面での取組みについても支援した｡

○中高一貫教育の推進

子どもや保護者の学校選択の幅を拡大するため､ 様々

なタイプの中高一貫校の整備を検討した｡

○ ｢ふくしま教育の日｣ の制定

県民の教育に対する理解を深め､ 本県の学校教育､ 社

会教育及び文化を充実・発展させることを期する日とし

て制定した ｢ふくしま教育の日｣ の啓発を図り､ 家庭､

地域及び学校が一体となって教育に取り組む環境づくり

を推進した｡

Ⅱ ｢感性のくに｣ ふくしま

○福島県文化振興条例の制定

地域に根ざした文化振興策を総合的に推進し､ 本県文

化の一層の振興を図るため､ 条例を制定した｡

○子ども文化活動支援

プロの芸術家を指導者に迎え､ 芸術活動を体験する場

を設け､ 次代の文化芸術を担う人材の育成を図った｡

Ⅲ ｢共生のくに｣ ふくしま

○共に学ぶ環境づくり

障害のある児童生徒の学校生活を支援するために､ 身

体に障害がある児童生徒のための介助員配置､ 重度の視

覚障害のある児童生徒に対する教材の貸与､ 盲・聾・養

護学校への看護師配置による医療的なケアを図った｡

第二に､ ｢開かれた学校｣ づくりの趣旨を踏まえた上で､

教育に対する地域住民のニーズに的確に対応しながら､ 教育

の質の改善を不断に進めていくための具体的施策の検討とし

て､ 県教育委員会の附属機関である福島県学校教育審議会に

諮問した ｢開かれた学校づくりを推進する上での学校評価の

在り方について｣ 答申されたこと｡

[諮問事項]

① 学校の自己評価とその内容､ 方法､ 公表の在り方につ

いて

② 学校の外部評価の在り方について

第三に､ 子どもたちの人間性・社会性の育成を一層推進す

るために､ 関係部局等の連携のもと ｢『豊かな心』 育成推進

会議｣ を設置し､ ８項目のアクションからなる ｢“あったか

ハート”アクションプラン｣ を策定し､ 重点的に事業を推進

していくこととした｡

[８つのアクション]

①ふくしま子ども憲章

②子どもたちを支える人づくり・地域づくり

③Let's体験・Let's交流

④ ｢思いやり｣ を自ら実践しよう

⑤ ｢心を育む本との出会い｣

⑥ ｢性｣ を真剣に考えよう

⑦みんなで創ろう ｢あったかスクール｣

⑧生活のリズムを取りもどそう

以上のほか､ 教育行政の主要な動きは次のとおりである｡

― 1 ―



１ 教育の情報化関係

平成13年に発表された ｢e-Japan戦略｣ では､ ｢ミレニア

ム・プロジェクト 『教育の情報化』 を早期に達成し､ ��を

利用した教育を可能にする｣ ことが明記された｡ また､ 新し

い学習指導要領には､ 各教科や総合的な学習の時間でコンピュー

タや情報通信ネットワーク等の活用を図ることが盛り込まれ

ている｡ これらに対応すべく教育の情報化を推進するために

は､ ①基盤整備､ ②人材の育成・活用､ ③教育用コンテンツ

の充実の３つの観点から取り組むことが重要であるとの認識

に立ち､ 事業を実施してきた｡

情報通信技術を活用した教育に不可欠な“安定”かつ“安

全”なネットワーク環境を､ 学校や教育関係機関などに提供

するため､ ｢うつくしま教育ネットワーク｣ の基盤整備を行っ

てきた｡

また､ インターネットを活用するなどして学習効果の向上

を図るためには､ コンピュータで指導できる教員の育成が急

務であり､ コンピュータを操作できる教員の育成に加えコン

ピュータで指導できる教員の育成を図る研修を実施した｡

さらに､ 県､ 各市町村などに集録､ 所蔵されている教育情

報などについて､ 電子化し､ インターネットから検索・閲覧

可能な教育情報データベースを整備した｡

２ 生涯学習関係

� 副知事を本部長とする生涯学習推進本部を中心に､ 全庁

的な生涯学習の推進に努めるとともに､ 福島県生涯学習審

議会においては福島県における生涯学習振興の在り方につ

いて審議した｡

� 平成12年１月にインターネット化した ｢ふくしまマナビィ

ネット｣ は､ その後アクセス件数が増加し､ 生涯学習に関

する情報源となっている｡ データベースの一層の充実のた

め､ 操作研修を充実させて､ 引き続き市町村にデータ整備

の働きかけを行った｡

� 生涯学習によって得られた知識や技術をボランティア活

動に生かしたいと考えている県民の活動を支援・促進する

ため､ 特に必要の高まっているボランティア・コーディネー

ターの養成に取り組むとともに､ 指導者の学習と交流の機

会として研究大会を開催し､ ｢生涯学習ボランティア｣ の

推進に努めた｡

３ 義務教育関係

� 県内の小・中学校児童生徒の基礎学力の向上を図るため､

｢ふくしま夢実現プラン｣ [基礎学力向上推進支援事業〕を

実施した｡ 個に応じた指導の充実を図るためのT・T (ティー

ム・ティーチング) 教員を配置するなど､ 各市町村教育委

員会における基礎学力向上推進支援事業への支援をとおし

て､ 各小・中学校における日々の授業の工夫改善を図り､

基礎学力向上に努めた｡

� 総合的な生徒支援施策 ｢ハートウォームプラン｣ の一環

として､ 各教育事務所に学校教育相談員を配置し､ 電話相

談や学校等への訪問相談活動を実施した｡ また､ 中学校51

校及び小学校11校に文部科学省及び県単独事業によるスクー

ルカウンセラーを配置し､ いじめ問題や不登校等の学校不

適応問題への指導援助の強化を図った｡ さらに､ カウンセ

リング研修会や各種連絡協議会を開催し､ 教職員や教育相

談専門員の資質の向上と関係機関相互の連携強化を図った｡

� 環境教育を行う学校に対して､ 環境教育に詳しい専門家

を派遣し､ 指導助言を行う環境教育コーディネーター派遣

事業を実施した｡ また､ 福島､ 群馬､ 新潟三県の児童生徒

が参加する ｢尾瀬子どもサミット｣ を実施し､ 次世代を担

う子どもの環境観の育成に努めた｡

４ 高等学校教育関係

� 大学等進学及び就職等のために必要な学力の向上を期す

るとともに､ 本県生徒一人一人の個性を生かした進路希望

の実現のために､ すべての県立高等学校を対象にして ｢ふ

くしま夢実現プラン｣ [進路希望実現推進事業] を実施し

た｡

なお､ 事業は次の３つの柱としている｡

①各学校の主体性を生かした学力向上事業 (進路講演会､

集中学習会､ 大学教授の出前講座等) ②教員の指導力の向

上を図るための事業 (作問を通しての学習指導の研究､ 中・

高連携による学習指導の研究等) ③学力向上を図るための

家庭・地域の意欲啓発事業 (学びへの誘い等)

� 教職員現職教育計画に基づいて､ 各種研修会や講習会を

開催し､ 教職員の職責にふさわしい資質・能力の向上に努

めるとともに､ 社会の変化や時代の進展に対応した実践的

指導力を修得させるため､ 先端技術の研修等を実施した｡

� 多様化した生徒の心の問題の解決のために､ 学校教育相

談推進事業として学校教育相談員を配置し､ 継続的な指導

に努めた｡ さらに､ 生徒指導に関する各種研修会等を通し

て､ 教職員の実践的指導力の向上を図った｡

５ 養護教育関係

� ノーマライゼーションの理念に基づく ｢共に生きる社会

づくり｣ の理解・啓発を促進し､ ユニバーサルデザインの

まちづくりの着実な実現に寄与するため､ 盲・聾・養護学

校高等部生徒と高等学校生徒等８名をインクルージョンや

グループホームを取り入れたドイツ連邦共和国ケルン市に

派遣し､ 共通の体験を通して研修する福島県青少年等海外

派遣事業 ｢うつくしま県民の翼｣ 共生社会への道支援研修

コース 『ふれあいウイング』 を実施した｡

� 盲・聾・養護学校の児童生徒が学校から外へ出て､ 多く

の人と出会い､ ふれあいを深めたり､ 自然体験や社会体験

を通して､ 自ら学び､ 自ら考え､ 主体的に行動できる生き

る力を育み､ 社会参加・自立を積極的に支援する ｢豊かな

体験学習支援事業｣ を実施した｡

� 21世紀を展望した養護教育の課題の中で､ 特に重要な課

題となる重度・重複障害児の医療的ケアについては､ 平成

15年～16年度まで文部科学省から ｢養護学校における医療

的ケア｣ の委嘱を受け､ 教育・医療・福祉等関係者からな

る ｢医療的ケア実施連絡協議会｣ を設置し､ 本県における

医療的ケアの在り方についての研究を行うとともに､ 常時

医療的ケアを必要とする児童生徒 (訪問教育や病院入院生

徒は除く) が在籍する､ 10の学校に特別非常勤講師として

看護師を配置した｡
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※ 看護師配置校

盲学校､ 大笹生養護学校､ 郡山養護学校､ あぶくま養

護学校､ 須賀川養護学校､ 西郷養護学校､ 会津養護学

校､ 平養護学校､ いわき養護学校､ 富岡養護学校

� 養護教育センターが､ 養護教育に関する情報発信基地と

しての機能の充実・強化と効果的な情報機器活用の研究に

必要となるソフトウエアの整備をするため､ 情報教育研究

事業を実施した｡

� 盲・聾・養護学校施設整備事業の養護教育充実プランに

おいて､ 須賀川養護学校の水治訓練室 (工事)､ 石川養護

学校水治訓練室 (設計)､ 富岡養護学校体育館暖房設備

(工事) を実施したほか､ 平養護学校全面改築に向けて実

施設計､ 会津養護学校学校給食設備増築 (工事) を実施し

た｡ また盲学校緑化事業､ 聾学校給食施設改築を実施した｡

６ 社会教育関係

� 県社会教育委員の会議では､ 学校の代表者３名が退職し

たため､ 新たに委員を委嘱した｡ (任期は前委員の残任期

間)

委員数は16名で､ 任期期間中は､ 県の社会教育関係事業､

今後の社会教育のあり方､ 社会教育関係団体への補助金等

について審議した｡

� 家庭の教育力の活性化をめざして､ 地域における家庭教

育・子育て支援に向けた体制を構築するため､ 親への支援

として ｢親育て・子育てサポート事業｣ を実施した｡ その

中で､ 親や教育関係者等を対象に家庭教育における課題解

決に向けた学習の機会としての ｢家庭教育地域・中央フォー

ラム｣ を実施したほか､ 市町村においては､ 身近な子育て

支援のための人材養成として､ 中・高校生を含めた ｢子育

てサポーター養成研修会｣ を実施した｡ また､ 地域におけ

る家庭教育支援として中学校区ごとに ｢親支援ネットワー

ク協議会｣ を設立し､ 隣接する小学校等との連携により､

子どもと関わってきた既存の団体や指導者を含め､ 地域で

子どもを育てる視点から課題解決に向けた協議や学習会を

実施した｡ また､ 家庭教育子育て支援推進事業 ｢家庭教育

電話相談すくすくダイヤル｣ を実施し､ 子育てに悩む親へ

の支援として電話による相談を実施し家庭教育への支援､

推進に努めた｡

さらに､ 全ての親が集まる機会を捉えて､ 子どもの発達

段階に合わせ､ 子育て学習の機会を提供するため､ ｢子育

て学習県民講座｣ として ｢妊娠期子育て講座・就学時健診

等を活用した子育て学習講座・思春期子育て学習講座｣ を

実施し､ 家庭教育の充実､ 向上を図った｡

� 青少年の創造性や可能性を伸長させ､ ｢生きる力｣ の育

成を図るためには､ 自然体験､ 交流体験等を意図的・計画

的に実施する必要があり､ ｢青少年アクションプラン 『豊

かな自然から学ぶ体験活動推進事業』｣ を実施した｡

『自然の家編』 では､ ｢ウィークエンドわくわく体験｣､

｢ハートウォームプラン｣ 事業を自然の家に委託して実施

した｡

『学校外活動編』 では､ 地域ボランティア活動の実践を

活性化させる環境づくりを積極的に支援する ｢うつくしま

ボランティア｣ 事業をモデル的に実施した｡

『家庭編』 では､ あらゆる体験活動の中で大人と子ども

が共感したことをそれぞれペアで17音で表現する ｢17字の

ふれあい｣ を実施した｡

また､ ｢体験活動・ボランティア推進センター事業｣ を

実施し､ 体験活動・ボランティア活動の推進センターを県

及び地域に設置したほか､ 57市町村に市町村センターを設

置した｡ 各公立学校にも体験活動・ボランティア活動に関

する推進体制の整備を図った｡

さらに､ その機能を生かし､ 地域教育力活性化に向けた

総合的な取り組みのモデル事業 ｢心を繋ぐ異世代間交流事

業｣ を実施した｡

� 男女共同参画社会の形成をめざして､ 男女が社会のあら

ゆる分野へ平等に参画していくために､ 新たな学習プログ

ラムや教材を開発する能力を養うとともに､ 男女平等の観

点から家庭や地域､ 職場等において学習活動の指導と助言

に携わる専門的な指導者を養成するため､ ｢男女共同参画

アドバイザー養成研修会｣ を実施した｡

また､ 女性の学習活動を促進・支援するため､ ｢女性の

生涯学習推進員｣ の継続配置を行った｡

� 高齢者粋・意気人生促進事業 ｢粋・意気生きがいいい暮

らしセミナー｣ として､ ラジオ生涯学習講座 ｢粋・意気プ

ラザ｣ を開設し､ 高齢者を中心として多様な学習要求に応

えるよう努めた｡ また､ 講座生や高齢者等を対象に､ スクー

リングを５会場で実施した｡

� ユネスコ運動の拡大と発展を図るとともに､ 平和文化へ

の理解と実現を図るため ｢ユネスコ活動指導者研修会｣ を

開催し､ ユネスコ活動の充実発展に努めた｡

� すべての人々の人権が真に尊重される社会の実現を目指

し､ 人権問題に対する理解と認識を深め､ 人権問題の解決

に資することができるよう ｢人権教育指導者研修会｣ を開

催した｡

７ 文 化 関 係

� 県､ 県民､ 事業者等が相互に協力し合って､ 先人たちが

残したふくしまの文化を更に豊かなものへと育むとともに､

自ら一人一人が文化の担い手として生涯にわたって新たな

ふくしまの文化を創造し､ 将来の世代へ引き継いでいくこ

とを決意し､ 平成16年３月 ｢福島県文化振興条例｣ を制定

した｡

� 県総合美術展覧会や県文学賞､ 21世紀うつくしまヤング

アートフェスタ等の事業を実施するとともに､ 文化振興基

金の利活用により､ 県民文化活動の促進と発表機会の充実

に努めた｡

� 県民の芸術文化の振興を図るため､ 県立美術館での ｢東

北の美展｣ や県立博物館での ｢雪村展｣ などの企画展を開

催するとともに､ 県文化センター､ 県美術館､ 県立博物館

の施設・設備に努めた｡

� 只見町の ｢会津只見の生産用具と仕事着コレクション｣

が平成15年２月20日付けで重要有形民俗文化財に指定され､

いわき市の重要文化財 ｢飯野八幡宮｣ が平成14年12月26日

付けで楼門等６棟が追加指定された｡ また､ 県指定文化財

として ｢南泉寺鐘楼門｣ ほか８件を新たに指定し､ １件を

追加指定して文化財の保護を図った｡
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� 各種の開発から埋蔵文化財を保護するため､ 常磐自動車

道など５事業について表面調査・試掘確認調査を実施した｡

また､ 現状保存できない遺跡については､ 会津縦貫北道

路など６事業で記録保存のための発掘調査を実施し､ 報告

書を刊行した｡

� 県が実施する発掘調査の過程を公開し､ 埋蔵文化財に対

する県民の理解を深めるため､ 平成16年度から実施する

｢遺跡の案内人 (ボランティア)｣ の登録前オリエンテーショ

ン事業を行った｡

８ スポーツ関係

� 本県スポーツの振興・充実を図るため､ �福島県スポー

ツ振興基金事業として ｢ふくしまスポーツフェスタ｣ を始

め､ ｢生涯スポーツキャンペーン｣ や ｢総合型地域スポー

ツクラブ支援事業｣ 等を実施した｡

� ｢スポーツに強いふくしま｣ の定着を図るため､ ビクト

リーコーチ養成事業により指導者の養成・確保を図るとと

もに､ 中・高校指導者連絡強化会議､ ジュニア育成強化指

導練習会を実施し､ 一貫指導体制の確立に努めた｡

９ 福利厚生関係

� 教職員の生活習慣病の早期発見・早期治療に資するため､

人間ドック等の検診事業を､ 県､ 公立学校共済組合､ 教職

員互助会等が連携を図りつつ実施した｡

� 生活習慣病の予防に関する基礎知識や､ 教職員の主体的

な健康管理の意識を高めるための健康講座の開催､ 医療機

関との連携による健康相談等の事業を実施した｡

なお､ 次代を担う本県の児童生徒が様々な分野で活躍した｡

芸術・文化面では､ 第56回全日本合唱コンクール全国大会

高等学校部門において､ 安積黎明高等学校が24年連続25回目

の金賞を受賞するとともに橘高等学校合唱団が銀賞を受賞し､

安積黎明高等学校は大会第１席の文部科学大臣奨励賞をあわ

せて受賞した｡ 同コンクール中学校部門においても､ 郡山市

立郡山第二中学校合唱部､ 会津坂下町立第一中学校合唱部が

金賞を受賞するとともに二本松市立二本松第一中学校合唱部

が銀賞を受賞､ 郡山市立郡山第二中学校合唱部は大会第１席

の文部科学大臣奨励賞をあわせて受賞した｡

また､ 第70回���全国音楽コンクールにおいて橘高等学

校合唱団が銀賞､ 第51回全日本吹奏楽コンクール全国大会に

おいて磐城高等学校吹奏楽部､ 湯本高等学校吹奏楽部､ 平商

業高等学校吹奏楽部がそれぞれ銀賞を受賞した｡ さらに平成

15年度こども音楽コンクールの小学校管楽合奏部門において､

原町市立原町第二小学校が最高賞の文部科学大臣奨励賞を受

賞した｡

スポーツ面では､ 全国高校体育大会で陸上競技､ 自転車競

技､ ウェイトリフティング競技において優勝したのをはじめ､

高校生の各種全国大会で数多く入賞するなどの活躍が見られ

た｡ また､ �福島県体育協会の ｢日本一育成モデル事業｣ の

指定を受けている郡山東高校女子ハンドボール部が全国高校

選抜大会においてベスト８に進出するなど着実にその成果が

現れている｡
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第２章 教 育 行 政

第１節 平成15年度福島県教育委員会
重点施策

☆ 県教育委員会は ｢第５次福島県長期総合教育計画｣ に基

づき､ ｢人・地域・自然と共に個を磨く新世紀ふくしまの

教育｣ を基本目標として､ 教育行政の推進に努めています｡

☆ 県教育委員会は､ 長期総合教育計画の目標実現に向けて､

｢重点施策の視点｣ を設定し､ 当該年度において重点的に

推進する施策及びその具体化の方向を示します｡

重点施策の視点

Ⅰ 人と共に

－人との共生の視点－

Ⅱ 地域・自然と共に

－家庭､ 地域社会､ 学校の一体化と豊かな自然との

触れ合いの視点－

Ⅲ 新世紀と共に

－社会変化への柔軟な対応の視点－

Ⅳ 学びの環境づくり

－生涯学習社会の実現に向けた基盤整備の視点－

重点施策を具体化する事業

Ⅰ 人と共に

継 続 少人数教育推進事業 (うつくしまっ子みらいプラン)

－ティーム・ティーチング

－習熟度別等の学習集団編成

－30人学級編成

継 続 ふくしま夢実現プラン

－基礎学力向上推進支援事業

－進路希望実現推進事業

新 規 うつくしまっ子みらいプラン (ふくしま夢実現プラ

ンの人的支援)

－数学学力向上支援事業

－高等学校活性化支援事業

一部新 スーパースクール事業

－スーパーイングリッシュハイスクール事業

－スーパーサイエンスハイスクール事業

継 続 小学校・中学校新教育課程説明会事業

継 続 福島県高等学校教育課程講習会

新 規 親育て・子育てサポート事業

継 続 家庭教育子育て支援推進事業

継 続 子育て学習県民講座

継 続 21世紀うつくしまヤングアートフェスタ開催事業

継 続 ハートウォームプラン

－スクールカウンセラー､ 心の教室相談員､ 学校教

育相談員の配置

－教育相談関係者連絡協議会の開催

継 続 人権教育指導者研修会

新 規 子ども読書活動推進計画策定事業

継 続 ふくしま夢実現プラン

－養護教育進路サポート事業

新 規 高校生の技能向上支援事業

継 続 高校生の職場体験推進事業

新 規 高等学校インターンシップ推進事業

継 続 高齢者粋・意気人生促進事業

継 続 学校給食施設訪問実施状況点検調査事業

継 続 ヘルスプロモーション推進事業

－思春期の児童生徒の悩みに関する支援事業

継 続 ヘルスプロモーション推進事業

継 続 スポーツエキスパート活用事業

継 続 共生社会への道支援研修コース ｢ふれあいウイング｣

事業

継 続 ｢ふれあいウイング｣ ネットワークサポート事業

継 続 ゆう・あいジョイントプラン

－病院訪問学習支援ボランティア派遣事業

継 続 豊かな体験学習支援事業

新 規 共に学ぶ環境づくりプラン

－養護教育における医療的ケア実施事業

新 規 共に学ぶ環境づくりプラン

－地域教育相談推進事業

継 続 共に学ぶ環境づくりプラン

－身体に障害のある児童生徒に対する支援事業

新 規 共に学ぶ環境づくりプラン

－視覚に障害のある児童生徒に対する支援事業

新 規 共に学ぶ環境づくりプラン

－視覚障害に応じた教材購入事業

継 続 ふくしま養護教育充実プラン

継 続 男女共同参画アドバイザー養成研修会

継 続 民俗文化財公開推進事業

新 規 子ども文化活動支援事業

継 続 うつくしま広域スポーツセンター事業

Ⅱ 地域・自然と共に

継 続 学校評議員制度実施事業

継 続 学校評価の在り方研究事業

継 続 教育ボランティア制度モデル事業

継 続 学校いきいきプラン推進事業 (小・中学校)

継 続 学校いきいきプラン推進事業 (高等学校)

継 続 学校いきいきプラン推進事業 (盲・聾・養護学校)

継 続 心を繋ぐ異世代間交流事業

継 続 体験活動・ボランティア推進センター事業

継 続 豊かな自然から学ぶ体験活動推進事業

継 続 ふくしまの子どもたちの成長支援事業 ｢チャレンジ

ふくしま体験プラン｣

新 規 文化芸術振興条例 (仮称) 制定事業

継 続 国民文化祭参加事業
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継 続 21世紀うつくしまヤングアートフェスタ開催事業

(再掲)

継 続 文化財保存助成事業

継 続 無形の文化財(祭り行事)調査事業

継 続 ビクトリー強化コーチ養成事業

継 続 スポーツによる国際交流事業

継 続 選手の育成・強化事業

－競技別一般強化合宿事業

－競技別指定競技種目強化合宿事業

－中学・高等学校運動部指定事業

継 続 競技力向上総合システムの構築

－中・高校指導者連絡強化会議

－ジュニア育成強化指導練習会

継 続 うつくしま広域スポーツセンター事業 (再掲)

継 続 放課後子どもスポーツ活動活性化モデル事業

新 規 第４回日本スポーツマスターズ大会開催事業 (平成

16年度開催)

Ⅲ 新世紀と共に

継 続 うつくしま教育ネットワーク強化事業

新 規 ��活用授業実践強化事業

新 規 ｢うつくしま電子事典｣ 作成事業

継 続 図書館情報ネットワーク推進事業

継 続 県立学校校内���整備事業

継 続 小・中学校校内���整備支援事業

継 続 情報教育研究事業

継 続 語学指導等を行う外国青年招致事業

継 続 国際理解・国際交流論文募集事業 (朝河貫一賞)

一部新 環境教育支援事業 (ふくしま式環境教育モデル事業)

継 続 高齢者粋・意気人生促進事業 (再掲)

継 続 科学・技術研究論文募集事業 (野口英世賞)

Ⅳ 学びの環境づくり

一部新 県民カレッジ整備事業

継 続 学校開放講座推進事業

継 続 学習情報提供・学習相談事業

一部新 生涯学習ボランティア活動推進事業

継 続 自然の家管理運営

継 続 ふくしま海洋科学館管理運営

継 続 校舎改築等事業

継 続 大規模改造事業

継 続 県立学校校内���整備事業 (再掲)

継 続 小・中学校校内���整備支援事業 (再掲)

継 続 文化財センター整備業務

継 続 文化財センター白河館管理運営

新 規 遺跡の案内人 (ボランティア) 事業

継 続 県立博物館リニューアル事業

継 続 県立博物館��化事業

新 規 教員の評価に関する調査研究

継 続 豊かな人間性と人づくりを目指す体験研修事業

継 続 常勤講師資質向上事業

継 続 教職員の福祉事業

一部新 学校改革推進事業

第２節 教育委員会

１ 教育委員会

平成15年10月17日に開催された教育委員会定例会において､

委員長に深谷幸弘氏が互選され､ 委員長職務代理者には､ 須

佐由起子委員が指定された｡

２ 審 議 事 項

４月定例会 (15.４.18)

１ 審議事項

� 福島県スポーツ振興計画 ｢うつくしまスポーツプラン

2010｣ について

� 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県教育庁組織規則の一部を改正する規則について

� 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県教育庁の行政機構の改革に伴う関係規則の整備

に関する規則について

	 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する

規則の一部を改正する規則について


 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県教育委員会が保有する公文書の開示等に関する

規則の一部を改正する規則について

� 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県教育委員会文書等管理規則の一部を改正する規

則について

� 教育長臨時代理による処理の承認について

職員の給料等の決定の基準に関する規則の一部を改正

する規則について

 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県立学校の管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則について

� 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県市町村公立学校事務職員の懲戒処分について

� 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県市町村公立学校長の懲戒処分について

� 教育長臨時代理による処理の承認について
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職 名 氏 名 就任年月日 職 業 備 考

委 員 長 深谷 幸弘 平成13年
12月24日

会 社
社 長 須賀川市

委員長職
務代理者 須佐由紀子 平成14年

10月19日 郡山市

委 員 宮森 泰弘 平成12年
10月19日

会 社
社 長 会津若松市

委 員 里見 庫男 平成12年
10月19日

会 社
社 長 いわき市

委 員 鈴木 芳喜

平成15年
12月22日 弁護士

福島市
(樽川 満委員平成15
年12月19日付けで退任)

教 育 長 �城 俊春 平成12年
４月１日 郡山市



福島県市町村公立学校長の懲戒処分について

� 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県市町村公立学校教頭の懲戒処分について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

２ 教育長報告事項

� 平成15年度福島県立高等学校入学者選抜の結果につい

て

� 平成15年度福島県立盲学校､ 聾学校､ 養護学校高等部

入学者選抜の結果について

５月定例会 (15.５.９)

１ 審議事項

� 教科用図書選定審議会規則の一部を改正する規則につ

いて

� 福島県学校教育審議会委員の任免について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

６月定例会 (15.６.３)

１ 審議事項

� 県民カレッジ実施計画について

� 福島県立図書館協議会委員の任免について

� 福島県立博物館運営協議会委員の任免について

� 福島県生涯学習審議会委員の任免について

� 福島県社会教育委員の任免について

	 福島県スポーツ振興審議会委員の任免について

２ 教育長報告事項

� 公益法人の設立許可について

７月定例会 (15.７.11)

１ 審議事項

� 福島県立美術館運営協議会委員の任免について

� 福島県生涯学習審議会委員の任免について

� 福島県スポーツ振興審議会委員の任免について

� 福島県学校教育審議会委員の任免について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

	 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について


 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

２ 教育長報告事項

� 公益法人の解散について

� 平成16年度福島県公立学校教員採用候補者選考試験志

願状況について

８月定例会 (15.８.22)

１ 審議事項

� 福島県高等学校定時制課程及び通信制課程修学資金貸

与条例施行規則の一部を改正する規則について

� 平成16年度県立学校使用教科用図書の採択について

� 学校教育法第107条の規定による平成16年度県立盲・

聾・養護学校小学部・中学部使用教科用図書の採択につ

いて

� 平成16年度福島県公立学校実習助手採用候補者選考試

験の実施について

� 教育長臨時代理による処理の承認について

福島県市町村公立学校長の懲戒処分について

	 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について


 福島県公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

� 懲戒処分の公表基準について

２ 教育長報告事項

� 公益法人の解散について

� 平成16年度福島県公立学校教員採用候補者選考試験の

実施状況について

９月定例会 (15.９.19)

１ 審議事項

� 平成16年度福島県立高等学校入学者選抜について

� 平成16年度福島県立盲学校・聾学校・養護学校高等部

入学者選抜について

� 福島県立図書館協議会委員の任命について

� 平成15年度 (第52回) 福島県文化功労賞について

� 平成15年度教育・文化関係表彰について

	 福島県公立学校教員の懲戒処分について


 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

10月定例会 (15.10.17)

１ 審議事項

� 平成16年度福島県立高等学校生徒募集定員について

� 平成16年度福島県立盲学校・聾学校・養護学校高等部

生徒募集定員について

� 福島県生涯学習審議会委員の任命について

� 福島県学校教育審議会委員の任命について

� 第56回福島県文学賞について

２ 委員長選挙

３ 委員長職務代理者の指定

11月定例会 (15.11.l4)

１ 審議事項

� 福島県市町村公立学校長の人事について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

12月定例会 (15.12.15)

１ 審議事項

� 福島県立学校の管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則について

� 福島県教育庁技術職員の懲戒処分について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

１月定例会 (16.１.9)

１ 審議事項

� 平成15年度教育・文化関係表彰について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県市町村公立学校事務職員の懲戒処分について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

	 福島県公立学校教員の懲戒処分について


 福島県公立学校長の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

 福島県公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について
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� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

２月定例会 (16.２.13)

１ 審議事項

� 福島県自然の家条例施行規則の一部を改正する規則に

ついて

� 福島県生涯学習審議会委員の任命について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県市町村公立学校長の懲戒処分について

２ 教育長報告事項

� 平成16年度福島県公立学校実習助手採用候補者選考試

験について

� 福島県文化財センター白河館・野外展示施設 ｢奈良時

代の家｣ の焼失について

３月定例会 (16.３.10)

１ 審議事項

� ｢福島県子ども読書活動推進計画｣ について

� 福島県教育庁組織規則の一部を改正する規則について

� 福島県教育委員会文書等管理規則の一部を改正する規

則について

� 福島県養護教育センター組織規則の一部を改正する規

則について

� 福島県教育職員の長期研修に関する規則の一部を改正

する規則について

� 福島県立学校の管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則について

	 福島県立高等学校学則の一部を改正する規則について


 福島県指定文化財の指定について

� 懲戒処分の公表基準の一部改正について

３月臨時会 (16.３.22)

１ 審議事項

� うつくしま教育改革推進プログラムの改訂について

� 福島県文化振興審議会規則について

� 福島県奨学資金貸与条例施行規則の一部を改正する規

則について

� 福島県教育庁指導主事の懲戒処分について

� 福島県市町村公立学校教員の懲戒処分について

� 福島県公立学校教員の懲戒処分について

	 福島県公立学校教員の懲戒処分について


 福島県教育委員会教育長の任命について

� 平成16年度教育庁職員 (参事以上及び教育事務所長)

並びに教育機関の長の人事について

� 平成16年度市町村公立小・中・養護学校長の人事につ

いて

 平成16年度県立学校長の人事について

２ 教育長報告事項

� 平成16年度教育庁職員及び教育機関の職員の人事異動

について

� 平成16年度市町村公立小・中・養護学校教職員の人事

異動について

� 平成16年度県立学校教職員の人事異動について

第３節 教育庁組織
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課名 職 名 参事等氏名 グ ル ー プ 名

教

育

総

務

領

域

政策監

参事

教育庁主幹

教育庁企画主幹

主幹

参事

主幹

参事

参事

野崎 直実

小幡 泰弘

二階堂勝彦

�橋 正人

菱沼 敏幸

遠藤 和夫

黒田 啓一

矢吹 祐一

住谷日出雄

総 務 企 画 グ ル ー プ

〃

〃

〃

人 事 管 理 グ ル ー プ

〃

福 利 厚 生 グ ル ー プ

福 利 給 付 グ ル ー プ

生
涯
学
習･

文
化
ス
ポ
ー
ツ
領
域

総括参事

参事

主幹

庁参事兼参事

参事

参事

参事

武田 善明

長谷川賢二

近藤 芳行

渋谷 均

佐々木孝司

日下部善己

菅野 正行

施設運営管理グループ

〃

生涯学習文化グループ

社 会 教 育 グ ル ー プ

文 化 財 グ ル ー プ

ス ポ ー ツ グ ル ー プ

教

育

振

興

領

域

総括参事

参事

主幹

参事

参事

主幹

参事

鈴木 敏夫

大平 正芳

岩渕 高志

小野 義明

関 博之

鈴木 仁

大槻 謙一

免 許 財 務 グ ル ー プ

〃

市町村立学校グループ

県 立 学 校 グ ル ー プ

〃

学 校 施 設 グ ル ー プ

教

育

指

導

領

域

総括参事

参事

主幹

参事

主幹

参事

主幹

参事

参事

清野 要

齋藤 哲夫

春日 茂

渡辺 博志

齋藤 修一

佐治 和則

山ノ内壽太郎

阪路 裕

星 光一

奨 学 助 成 グ ル ー プ

〃

学習生活指導グループ

〃

企画学力向上グループ

〃

特別支援教育グループ

健 康 教 育 グ ル ー プ



第４節 企 画 調 整

１ 教職員現職教育計画の策定

� 教職員現職教育担当者会議を開催し､ 平成16年度の教職

員研修計画及び研究学校 (地区) 指定計画について策定に

関する協議や関係課・所間の調整を行い､ ｢福島県公立学

校教職員現職教育計画｣ を策定した｡

○作成部数 2,100部

○配布機関 教育委員､ 教育庁各課・所､ 教育事務所､

県立学校､ 市町村教育委員会､ 公立小・中

学校､ 県議会文教委員､ その他関係機関

� 策定経過は次のとおり

� 構 成 員

教育指導領域企画学力向上グループ

参事､ 主幹､ 主任指導主事､ 担当指導主事

教育指導領域学習生活指導グループ

参事､ 主幹､ 主任指導主事

教育指導領域特別支援教育グループ

主任指導主事､ 担当指導主事

教育指導領域健康教育グループ

主任指導主事､ 担当栄養技師

教育総務領域総務企画グループ

主幹､ 主任主査

教育総務領域人事管理グループ

主任管理主事

生涯学習･文化スポーツ領域社会教育グループ

主任社会教育主事､ 担当社会教育主事

教育振興領域市町村立学校グループ

主任管理主事､ 担当管理主事
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教育事務所

教育事務所 所長・次長名 課 長 名

県 北

所長

次長 (総)

次長 (業)

植田 守

藤田 奉丕

室井 君男

総務 (兼)

生涯

管理

指導

藤田 奉丕

梅津 和男

斎藤 龍雄

丹野 学

県 中

所長

次長 (総)

次長 (業)

佐藤 彦一

三本菅貞雄

大竹 明

総務 (兼)

生涯

管理

指導

三本菅貞雄

田口 和憲

冨岡 高春

佐藤 正敏

県 南

所長

次長 (総)

次長 (業)

下山田和順

佐藤 哲郎

伊藤 渉

総務･生涯(兼)

管理 (兼)

指導

佐藤 哲郎

伊藤 渉

古張 金一

会 津

所長

次長 (総)

次長 (業)

永嶋 啓一

高野 洋一

齋藤 秀一

総務 (兼)

生涯

管理

指導

高野 洋一

五十嵐長孝

川上 閲男

山田 賢一

南 会 津

所長

次長 (総)

次長 (業)

木村 孝雄

阿久津伸一

菅家 敏之

総務･生涯(兼)

指導･管理(兼)

阿久津伸一

菅家 敏之

相 双

所長

次長 (総)

次長 (業)

湯田 健一

高木 信洋

渋佐 常範

総務･生涯(兼)

管理 (兼)

指導

高木 信洋

渋佐 常範

木幡 清明

い わ き

所長

次長 (総)

次長 (業)

佐藤 正敏

菅野 喜勝

平田 州一

総務･生涯(兼)

管理

指導

菅野 喜勝

伊藤 孝俊

草野 義教

所管教育機関等

教 育 機 関 名 所 館 長 名 次 長 等 名

福島県教育センター 星 本 文

次長 (総務)
伊 藤 幸 雄
次長 (業務)
石 橋 光 一
次長 (業務)
佐 藤 俊市郎

福島県養護教育センター 中 村 雅 彦
主幹兼事務長
金 澤 治

福 島 県 立 図 書 館 宮 澤 順一郎
副館長
村 山 照 彦

福 島 県 立 美 術 館 酒 井 哲 朗
副館長
山 田 修 平

福 島 県 立 博 物 館 赤 坂 憲 雄
副館長
長谷川 孝

回 開催期日 会議の場所 議事及び協議の概要

第１回

第２回

第３回

第４回

15. 6.23

15. 9. 9

15.10. 1

15.11.26

西 庁 舎

第３会議室

西 庁 舎

11 階 1101

西 庁 舎

11 階 1101

自 治 会 館

８ 階 802

○平成16年度教職員現職教育

計画作成日程について

○平成16年度教職員現職教育

計画作成に当たっての検討

事項について

○教職員現職教育計画の充実

のための検討

○平成16年度に新設・変更・

廃止する研修会及び講座に

ついて

○教職員現職教育計画の充実

のための検討

○平成16年度教職員現職教育

計画 (第一次案) について

○教職員現職教育計画の充実

のための検討

○平成16年度教職員現職教育

計画 (第二次案) について



教育振興領域県立学校グループ

主幹､ 主任管理主事､ 担当指導主事

教 育 セ ン タ ー

次長､ 主任指導主事､ 担当指導主事

養護教育センター

事業部長､ 研修・研究担当､ 主任指導主事

２ 調 整 事 務

� 教育庁内企画・調整事務

ア 県教委重点施策設定に関する連絡調整

イ 政策評価に関する連絡調整

ウ 県重点事業に関する連絡調整

エ 政府予算対策に関する連絡調整

� 知事部局との調整事務

ア 総務部

行財政改革推進本部､ 広域行政推進連絡会議､ 県立大

学法人制度等検討会議､ 県立大学法人化推進本部会議

ほか

イ 企画調整部

政策評価関係､ 平成16年度重点事業関係､ 政府予算対

策活動､ 地産地消推進会議､ 阿武隈地域総合開発推進庁

内連絡会議､ 過疎中山間地域振興会議､ 庁内地域新エネ

ルギー導入推進連絡会 ほか

ウ 生活環境部

ユニバーサルデザイン推進本部会議､ 青少年健全育成

推進本部､ ｢人間・人格・人権の尊重｣ 懇話会､ うつく

しま環境パートナーシップ会議､ 環境影響評価庁内連絡

会議､ 循環型社会形成推進庁内連絡会 ほか

エ 保健福祉部

少子高齢社会対策推進本部会議 ほか

オ 商工労働部

緊急経済・雇用対策会議､ 中心市街地活性化対策推進

本部会議､ 全国高等学校パソコンコンクール実行委員会

ほか

カ 土木部

県有建築物耐震対策推進連絡会議

第５節 広報・広聴

１ 広報担当者会

� 広報担当者名簿
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所 属 職 名 氏 名

会 長 教 育 総 務 領 域
総務企画グループ 参 事 小幡 泰弘

副会長 教 育 総 務 領 域
総務企画グループ 企 画 主 幹 �橋 正人

担当者 教 育 総 務 領 域
総務企画グループ 主 任 主 査 須田 俊幸

〃 教 育 総 務 領 域
総務企画グループ 管 理 主 事 亀田 光弘

〃
生涯学習・文化ス
ポーツ領域施設運
営管理グループ

主 任 主 査 伊藤 裕之

〃 教 育 振 興 領 域
免許財務グループ 主 幹 岩渕 高志

〃 教育指導領域企画
学力向上グループ 主 任 指 導 主 事 菅野 善昌

〃 教 育 セ ン タ ー 主 任 指 導 主 事 岩渕 賢美

〃 養護教育センター 事 業 部 長 高坂 均

〃 県 立 図 書 館 企 画 管 理 部
専 門 司 書 遠藤ヒロ子

〃 県 立 美 術 館 主 査 浅野 公生

〃 県 立 博 物 館 専 門 学 芸 員 藤原 妃敏

� 教育事務所広報事務担当者名簿

教 育 事 務 所 職 名 氏 名

県 北 教 育 事 務 所 指 導 主 事 佐 原 聡

県 中 教 育 事 務 所 〃 塩 田 正 信

県 南 教 育 事 務 所 〃 古 川 晃

会 津 教 育 事 務 所 〃 神 田 優 子

南 会 津 教 育 事 務 所 〃 川 島 敬 章

相 双 教 育 事 務 所 〃 山野辺 藤 夫

い わ き 教 育 事 務 所 〃 折 笠 文 昭



２ 教育ふくしま

� 編 集 方 針

県教育委員会県の施策､ 実績及び学校教育の現状等を､

県民や教職員に広くつたえることにより､ 開かれた教育行

政の推進に資するものとする｡

� 内 容

６月号 うつくしま教育改革

新しい高校入試

お知らせ

８月号 ふくしまの英語教育､ 国際理解教育

完全学校週５日制に対応した取組み

プロジェクト研究報告(養護教育センター)

お知らせ

10月号 ふくしまの環境教育

新規高卒者の就職促進支援事業

共に学ぶ環境づくりプラン

ふくしま教育の日

お知らせ

12月号 ｢ふくしま教育の日｣ 記念事業

活躍するボランティア

盲・聾・養護学校における進路指導

｢障害児教育相談力��研修講座｣

お知らせ

２月号 ふくしまの食育

ふくしまのスポーツ活動

ふくしまの学校建築

平成15年度教育広聴会

お知らせ

４月号 豊かなふくしまの教育を目指して

“あったかハート”アクションプラン

｢英語が使える人材育成｣ ふくしまプラン

県民カレッジ

｢ふくしま学習空間・夢まなびと｣

平成15年度知事を囲む教員との座談会

お知らせ

� 規格・部数

ア 規 格 �４判 ８ページ カラー

イ 部 数 8,500部

� 配 布 対 象

県内小・中学校､ 県立学校､ 私学団体連合会､ 各教育関

係機関､ 県立医大付属病院､ 県立病院､ 公民館､ 市町村役

場､ 北海道・東北各県教育委員会等

３ 教育委員会だより (№151)

� 編 集 方 針

教育庁の新陣容や教育行政の諸領域の中から広報を要す

る事項及び全教職員に周知させる必要のあるものを掲載し､

教育委員会施策の徹底を図る｡

� 内 容

平成16年度県教育委員会重点施策､ うつくしま教育改革

推進プログラム､ 県教育委員会名簿､ 平成16年度予算の概

要､ 平成16年度の教育庁新陣容､ 教育庁の組織及び電話番

号､ 教育庁各領域・各グループ配置図

� 規格・部数

ア 規 格 �４判 ８ページ

イ 部 数 5,000部

� 配 布 対 象

県内公立学校､ 私学団体連合会､ 各教育関係機関､ 北海

道・東北各県教育委員会等

４ 教 育 年 報

� 編 集 方 針

平成14年度の県教育行政の成果を記録し､ 将来に残る公

的記録として保存する｡

� 内 容

平成14年度の県教育行政の実績

� 規格・部数

ア 規 格 �４判 279ページ

イ 部 数 1,200部

� 配 布 対 象

県内公立学校､ 私学団体連合会､ 各教育関係機関､ 北海

道・東北各県教育委員会等

５ 福島県の教育

� 編 集 方 針

本県教育界の実情と教育行政の要点を図式化して編集し､

教育庁への来訪者や諸会議の出席者に配布し､ 本県教育に

対する理解を図る｡

� 内 容

本県教育の実情及び教育行政の要点

� 規格・部数

ア 規 格 �４判 ８ページ カラー

イ 部 数 2,000部

� 配 布 対 象

各教育関係機関､ 研究大会等の諸会議､ 県教育行政機関

への来訪者､ 北海道・東北各県教育委員会等

６ うつくしま ふくしま 教育ニュース

� 編 集 方 針

当面する教育諸問題に対する県教育委員会の考えを保護

者を対象としてまとめ､ 適時に提供し､ 本県の教育に対す

る理解を図る｡

� 内 容

｢ふくしま教育の日｣ 記念事業､ 人間性・社会性の育成､

教育庁子ども参観デー､ お知らせ

� 規格・部数

ア 規 格 �４判 ４ページ

イ 部 数 355,000部

� 配 布 対 象

県内公立幼稚園､ 小学校､ 中学校､ 高等学校､ 盲・聾・

養護学校の全保護者・教職員､ 各教育関係機関等
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７ 教育庁各領域・所・館の広報誌・紙

領域･所
・館名 広報誌・紙名 内 容 発行

回数 判 ページ 発行部数 決 算
(千円) 配 布 対 象

教

育

総

務

領

域

教 育 ふ く し ま
教育施策､ 学校の実践例等
を掲載し､ 開かれた教育行
政に資する｡

６ �４ 8 各8,500 1,477.98 県内学校､ 各教育関係
機関､ 市町村役場等

教育委員会だより 県の教育行政施策・人的配
置の広報 １ �４ 8 5,000 84 県内学校､ 各教育関係

機関等

教 育 年 報 県教委の前年度の実績を記
録・保存 １ �４ 279 1,200 1,638 〃

福 島 県 の 教 育 県の教育の実情を図表を用
いて集約 １ �４ 8 2,000 298.2 各教育関係機関等

う つ く し ま
ふ く し ま
教 育 ニ ュ ー ス

教育施策等をわかりやすく
保護者へ啓発 ２ �４ 4 335,000 1,385.895 公立学校の全保護者

各教育関係機関等

ふ く し ま
福 利 だ よ り

教職員の福利・厚生事業の
紹介等 ５ �４ 8 22,500 3,509 全教職員

福利厚生のしおり 教職員の福利・厚生事業の
紹介等 １ �５ 104 22,500 4,111 〃

生
涯
学
習･

文
化
ス
ポ
ー
ツ
領
域

生涯学習ふくしま 生涯学習に関する情報全般 ３ �４ 12 各5,000 1,050 市町村､ 市町村教委他

県民カレッジ開設
広報パンフレット

県民カレッジ開設に向けた
広報 �５ 20 15,000 1,575 民間協力事業所・市町

村教育委員会

県民カレッジ開設
広 報 ポ ス タ ー

県民カレッジ開設に向けた
広報 �２ 2,000 420 〃

社 会 教 育 社会教育に関する情報全般 ３ �４ 16 各2,400 498 市町村教委､ 公民館等

教
育
指
導
領
域

福島県の養護教育 パンフレット １ �４ 6 3,000 283.5 学校等

共生社会への道
｢ふれあいウイング｣
報 告 書

報告書 １ �４ 70 2,000 1,050 〃

地域教育相談推進
事 業 紹 介
リ ー フ レ ッ ト

事業紹介リーフレット １ �４ 4 17,000 510 〃

教

育

セ

ン

タ

ー

要 覧
教育センターについての沿
革､ 設置の趣旨､ 組織､ 予
算､ 事業内容を掲載

１ �４ 22 500 199 学校､ 関係機関

所報ふくしま｢窓｣

教育センターの研究成果普
及並びに広報を目的とし､
本県の学校教育の向上に資
する

３ �４ 40 各1,500 897 〃

研 究 紀 要
研究の成果をとりまとめて
刊行し､ 本県学校教育の向
上に資する｡

１ �４ 90 1,300 778 〃

養
護
教
育
セ
ン
タ
ー

セ ン タ ー 案 内
リ ー フ レ ッ ト 事業の内容･啓発 １ �４

三折 1,000 42 関係機関

要 覧 沿革､ 事業体系､ 事業概要､
施設･設備 １ �４ 8 600 195.3 〃

所 報 ｢養護教育｣ 教育界の動向･今日的課題､
事業の成果 １ �４ 1,800 292.95 〃

研 究 紀 要 研究成果の発表 １ �４ 1,000 299.25 〃
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領域･所
・館名 広報誌・紙名 内 容 発行

回数 判 ページ 発行部数 決 算
(千円) 配 布 対 象

図

書

館

館 報 あ づ ま 図書館業務の広報 ２ �４ 6 1,400 162 図書館・関係機関

県立図書館要覧 県立図書館の概況 １ �４ 14 450 126 〃

県公共図書館・公
民館図書室実態
調 査 報 告

県内図書館・公民館図書室
の概況 １ �４ 25 180 80 〃

美

術

館

美術館ニュース 企画展・普及事業等の案内 ６ �４ 1 各12,000 756 関係教育機関

ミ ュ ー ジ ア ム
カ レ ン ダ ー 年間事業紹介 １ �４ 1 40,000 620 利用者等

美 術 館 年 報 美術館事業等の報告 １ �５ 100 650 683 関係教育機関

博

物

館

県立博物館年報 前年度の事業実績 １ �４ 60 240 60 関係機関

県立博物館紀要 学芸員の調査・研究成果の
報告 １ �４ 100 300 300 〃

博 物 館 だ よ り 行事予定､ 企画展案内､ 講
演要旨等 ４ �４ 8 各2,100 638 学校､ 関係機関

児童生徒用利用案
内 書

児童生徒向け博物館利用案
内 １ �４ 8 50,000 750 入館した小・中学生

自

然

の

家

財 団 要 覧 自然の家４施設の概要紹介 １ �４ 30 800 378 学校､ 関係機関

財団リーフレット 自然の家４施設の概要紹介 １ 20.5×
43.2㎝ 2 3,000 126 〃

財 団 利 用 案 内 自然の家４施設の利用案内 １ �４ 14 4,000 231 〃

所 報 海 青
( 相 馬 ) 主催事業などの紹介 １ �４ 4 2,000 170 〃

主 催 事 業 案 内
( 相 馬 )

主催事業内容､ 実施期日､
対象等 １ �４ 4 2,000 89 〃

所 報 し お ね
( い わ き ) 主催事業などの紹介 １ �４ 4 2,000 170 〃

主 催 事 業 案 内
( い わ き )

主催事業内容､ 実施期日､
対象等 １ �４ 1 2,000 60 〃

所報こおりやま
( 郡 山 ) 主催事業などの紹介 １ �４ 4 1,600 189 〃

主 催 事 業 案 内
( 郡 山 )

主催事業内容､ 実施期日､
対象等 １ �４ 1 5,000 64 〃

所 報 あ い づ
( 会 津 ) 主催事業などの紹介 １ �４ 1 2,000 105 〃

主 催 事 業 案 内
( 会 津 )

主催事業内容､ 実施期日､
対象等 １ �４ 1 25,000 150 〃

文
化
セ
ン
タ
ー

文 化 福 島 文化情報､ イベント情報等 10 �５ 20 各35,000 3,455 関係機関

行 事 予 定 表 行事予定､ 企画展案内 11 �５ 4 各1,000 289 〃



８ 教育長記者会見

平成16年３月24日 (水) ９:30～

・内容 平成16年度公立学校教職員・教育庁職員人事異動に

ついて

・場所 教育委員室

９ 県政広報との連携並びに記者発表及び
資料提供

10 教育広聴事業

県民各層との対話を通して､ 多様化している県民の意向を

積極的､ 多角的に把握し､ これを､ 教育行政に反映させるこ

とにより､ 県民一体となった ｢開かれた教育｣ を推進する｡

特に平成15年度は､ 子どもたちを中心に ｢豊かな心｣ 育成

推進事業について意見を聴いた｡

� テーマ

｢豊かな心｣ を育成するために

～“あったかハート”アクションプラン～

� 内 容

ア 開催形態

� ｢一般県民及び教員による広聴会｣

・公募による一般県民３人､ 保護者３人､ 教員３人

・参加者による座談会形式

� ｢生徒による広聴会｣

・中学校生徒６人､ 県立学校生徒６人

・参加者による座談会形式

イ 会場・開催日時等
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月

内容
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

記 者
発 表 1 3 1 1 1 2 1 2 3 1 16

記 者
ク ラ ブ
資料提供

35 34 46 49 39 34 50 34 38 43 48 41 491

会 場 日 時 教 育 委 員 会

一
般
県
民
及
び

教
員
に
よ
る
広
聴
会

杉 妻 会 館
12月３日�
13:30～16:00

総務企画グループ参事

社会教育グループ参事

学習生活指導グループ参事

生

徒

に

よ

る

広

聴

会

県 立 田 島
高 等 学 校

12月５日�
13:30～16:00

総務企画グループ参事

県立郡山北
工 業
高 等 学 校

12月10日�
13:30～16:00

総務企画グループ参事

県立相馬東
高 等 学 校

12月15日�
13:30～16:00

企画主幹

領域･所
・館名 広報誌・紙名 内 容 発行

回数 判 ページ 発行部数 決 算
(千円) 配 布 対 象

歴
史
資
料
館

収 蔵 目 録 収蔵目録 １ �５ 110 500 418 関係機関

研 究 紀 要
学芸員の調査・研究成果の
報告

１ �５ 94 550 435 〃

史 料 情 報 誌 史料・行事の情報等 ４ �４ 4 各1,000 168 〃

文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館

館 案 内
リ ー フ レ ッ ト

館の施設案内 １ 変�４ 5折 20,000 309 関係機関､ 利用者等

年 報
沿革､ 事業の概要､ 入館者
統計､ 予算等

１ �４ 41 500 399 関係機関

ま ほ ろ ん 通 信
イベントの内容､ 体験学習
の案内等

４ �４ 4 各5,000 420 関係機関､ 利用者等

研 究 紀 要
学芸員の調査､ 研究成果の
報告

１ �４ 152 500 1,627 関係機関



11 知事を囲む教員との座談会

� 目 的

｢いのち・人格・人権の尊重｣ を県づくりの基本理念の

一つとする新しい長期総合計画 ｢うつくしま21｣ の下､ 新

世紀を担う人づくりに第一線で携わっている教員と知事と

の座談会を通して､ 日ごろ感じていることや考えているこ

となどを直接聞くことにより､ 教育施策等に反映する｡

� 日 時

平成16年２月23日 (月) 13:00～15:30

� 場 所

相馬市立向陽中学校

� 出 席 者

ア 座談会参加者

� 小・中学校教員６名､ 県立高等学校教員３名

� 県 関 係

知 事

教育委員会委員長

教育委員会教育長

教育庁総括参事

教育庁総務企画参事

イ その他参加者

相双地方振興局長

相双教育事務所長

相馬市教育委員会教育長

相馬市立向陽中学校長

� 内 容

前半は､ ｢読書｣ 関係について２名､ ｢規範意識｣ 関係に

ついて１名､ ｢いじめ・不登校｣ 関係について１名､ ｢食育｣

関係について１名､ ｢英語教育｣ 関係について２名､ ｢国際

理解教育｣ 関係について２名が意見発表を行い､ 後半はフ

リートークを行った｡

12 ｢ふくしま教育の日｣ 記念事業

県民の教育に対する理解､ 関心を高め､ 学校教育､ 社会教

育及び文化の充実､ 発展を期するために､ ふくしま教育の日

条例を制定し､ ふくしま教育の日及びふくしま教育週間を設

けた｡

ついては､ その趣旨の周知を図り､ 教育関係者だけでなく

広く県民の教育に対する意識をより一層高めることを目的と

して本事業を実施した｡

� 日 時

平成15年11月１日 (土) 13�00～16�00

� 会 場

福島県文化センター大ホール

� 参 集 者

教育関係者を含む一般県民 約800名

� 内 容

ア 記念式典

主催者あいさつ

福島県知事 佐藤栄佐久

福島県教育委員会委員長 深谷 幸弘

来賓祝辞

福島県議会議長 加藤 貞夫

｢ふくしま教育の日｣ 宣言

福島県教育委員会教育長 �城 俊春

福島市立福島第二小学校６年 金子 将大

福島市立福島第三小学校６年 鞍田 彩佳

イ 教育への提言表彰・発表

～みんなで考えるふくしまの教育～

教育に関する提言を県民から募集し､ その中から選定

した意見について表彰するとともに､ 本人からの発表を

行った｡

発表者

石井 里奈 (須賀川市立須賀川第二小学校２年)

郡山 将佳 (富岡町立富岡第一小学校５年)

遠藤雄二郎 (三春町立要田中学校３年)

横山 有沙 (福島成蹊女子高等学校１年)

趙 瑩 (福島大学大学院２年)

�久 清子 (社会人)

ウ アトラクション

西部三育幼稚園マーチングバンド

エ 記念講演

テーマ ｢あなたは何のために学ぶのですか｡

『夢 追いかけて』｣

講 師 河合 純一

早稲田大学大学院生､ 全盲の中学教師､ パラ

リンピック競泳金メダリスト

13 教育庁子ども参観デー

子どもたちに教育庁を見学する機会を提供することにより､

社会の仕組みや職業について理解を深めてもらい､ 職員の子

どもたちについては､ 保護者の職場を訪問して働く姿を見る

ことにより､ 家族の絆を深める機会とした｡
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所 属 ・ 職 氏 名 テ ー マ

西郷村立西郷第一中学校 教諭 鈴木 典子 読書

只見町立只見小学校 教諭 岩橋 康紀 読書

県立福島工業高等学校定時制
教諭 浅尾 哲哉 規範意識

大熊町立大熊小学校 教諭 佐伯 哲夫 いじめ･不登校

須賀川市立稲田中学校 教諭 左雨 貴子 食育

相馬市立向陽中学校 教諭 加藤みゆき 英語教育

県立会津学鳳高等学校 教諭 野中 斉 英語教育

福島市立福島第三小学校 教諭 菅野 信幸 国際理解教育

県立平養護学校 教諭 佐川 知子 国際理解教育



また､ この取組みを広報することにより､ 市町村や民間企

業等における職場参観の実施を啓発した｡

� 日 時

平成15年８月21日 (木) 10:30～12:00

� 参 観 者

小学生・幼稚園児39人､ その保護者15人

� 内 容

ア 教育庁の仕事紹介

イ 県庁見学

ウ 教育庁職場見学

第６節 調 査 統 計
平成15年度において実施した調査統計事業は､ 次のとおり

である｡

１ 学校統計要覧の刊行

平成15年５月１日現在で調査した ｢学校基本調査｣ (指定

統計第13号) の調査結果により､ 学校数､ 児童生徒数､ 教職

員等の基本的事項を収録した ｢学校統計要覧｣ を刊行した｡

２ 地方教育費調査 (届出調査)

この調査は､ 平成14会計年度において､ 学校教育､ 社会教

育及び教育行政のために､ 県及び市町村 (教育事務組合を含

む｡) から支出された経費並びに授業料等の収入の実態を明

らかにし､ 教育行政等に関する諸施策の資料とすることを目

的として文部科学省が実施したものである｡

３ 進路状況等に関する調査

この調査は､ 中学校・高等学校生徒の進路希望及び卒業後

の状況を調査し､ 進路指導及び高等学校の適正配置計画並び

に課程・学科等の整備計画の基礎資料を得ることを目的とし

た県単独調査である｡

なお､ ２～３の調査結果については､ ｢教育調査報告書｣

としてとりまとめ､ 同書を刊行した｡

第７節 教職員の給与
平成15年度の教職員の給与改定については､ 平成15年10月

６日の県人事委員会の給与勧告及び報告等に基づき､ 平成15

年11月県議会臨時会及び平成16年２月定例県議会に給与条例

等の一部改正が提案され､ 議決・公布されたものであり､ そ

の概要は次のとおりである｡

１ 給料表の改正

各給料表に定める給料月額が､ 1.1％程度引き下げられた

こと｡ (平成15年12月１日適用)

２ 給料の調整額

調整基本額が､ 給料月額の改定に伴い改められたこと｡

(平成15年12月１日適用)

３ 扶 養 手 当

配偶者に係る当該手当の月額が､ 月額13,500円 (改正前

14,000円) に改められたこと｡

(平成15年12月１日適用)

４ 住 居 手 当

当該手当の月額が､ 次の通り改められたこと｡

� 自宅等職員に対する住居手当のうち､ 新築・購入から５

年間以外の支給額が､ 月額2,500円 (改正前3,500円) に改

められたこと｡

� 単身赴任自宅等職員に対する手当の額については､ 自宅

等職員の月額の２分の１に相当する額としていることから､

上記�の改正後の月額2,500円に対応する期間の手当の額

が､ 月額1,200円 (改正前1,700円) に改められたこと｡

(平成15年12月１日適用)

５ 通 勤 手 当

交通機関等を利用する場合の手当額等が､ 次のとおり改め

られたこと｡

� 手当額の算定の基礎となる運賃等の額が､ ｢６箇月以内

で最長である通用期間の定期券の価額｣ (改正前 ｢一箇月

定期券の価額｣) に改められたこと｡

� １箇月当たりの全額支給限度額が､ 55,000円 (改正前

51,000円) に改められたこと｡

� 支給日等が､ ｢６箇月を超えない範囲内で月を単位とし

て定める期間分を､ 当該期間の最初の月の給料の支給定日｣

(改正前 ｢１箇月分を毎月の給料の支給定日｣) に改められ

たこと｡ (平成16年４月１日適用)

６ 期 末 手 当

期末手当の支給割合が次のとおり改正されたこと｡

(平成15年12月１日適用)
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７ 給与の減額関係
(教育委員会に該当する部分)

� 知事等の特別職の職員等の給料月額の特例

教育長の給料月額は､ 平成14年４月１日から平成17年３

月31日までの間において､ 当該給料月額に5／100を乗じて

得た額を減じた額としているところ､ 前年に引き続き平成

16年４月１日から平成17年３月31日までの１年間について､

7／100を乗じて得た額 (100円未満の端数は切り捨て) を

減じた額とすることに改められたこと｡

なお､ 期末手当等の額の算出は､ 従前のとおり減額前の

給料月額によること｡

� 職員の給料の特別調整額等の特例

職員の給料の特別調整額又は管理職手当は､ 平成14年４

月１日から平成17年３月31日までの間において､ 当該手当

の額に5／100を乗じて得た額を減じた額としているところ､

前年に引き続き平成16年４月１日から平成17年３月31日ま

での１年間について､ 7／100を乗じて得た額 (１円未満の

端数は切り捨て) を減じた額とすることに改められたこと｡

なお､ 期末手当等の額の算出は､ 従前のとおり減額前の

手当の額によること｡

(平成16年４月１日適用)

第８節 附属機関等

１ 福島県学校教育審議会

� 福島県学校教育審議会委員

� 福島県学校教育審議会の審議・調査経過概要
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支 給 期 改 正 後 改 正 前

［15年度］

６月 1.55月 (1.35月) 1.55月 (1.35月)

12月 1.45月 (1.25月) 1.70月 (1.50月)

年 間 支 給 月 数 3.0 月 (2.6 月) 3.25月 (2.85月)

［16年度］

６月 1.4 月 (1.2 月) 1.55月 (1.35月)

12月 1.6 月 (1.4 月) 1.70月 (1.50月)

年 間 支 給 月 数 3.0 月 (2.6 月) 3.25月 (2.85月)

( ) 書きは､ 特定幹部職員

(平成15年12月10日現在)

氏 名 役 職 名 備 考

学識経験を

有する者

市町村長

高原 栄征

内池 浩

荻路 貫司

小田 修史

加藤 隆

菅野 建二

栗原 昭子

佐藤 晴雄

辻 みどり

中川 迪子

永田 リセ

二瓶由美子

早川 敬介

林 由美子

廣嶋 良助

富田 孝志

宗形 明子

浅和 定夫

三保 恵一

福島県中学校長会会長

市町村教育委員会連絡協議会会長

福島大学教育学部教授

青年会議所福島ブロック協議会会長

福島県小学校長会会長

福島民友新聞社取締役編集局長

前PTA全国協議会評議員

福島民報社編集局長

福島大学行政社会学部教授

会津若松市教育委員長

海洋科学館評議員

桜の聖母短期大学専任講師

福島県PTA連合会会長

タカラ印刷常務取締役

連合福島副会長

福島県高等学校長協会会長

ホテル飛天常務取締役

大玉町長

二本松市長

会長

副会長

福島県学校教育審議会 前役員

氏 名 役 職 名 備 考

学識経験を

有する者

市町村長

加藤 征男

荒海 健二

菅野金四郎

古市 孝雄

室井 英彦

根本 尚美

福島県小学校長会会長

福島県中学校長会会長

福島県中学校長会会長代行

福島県高等学校長協会会長

田島町長

二本松市長

諮問事項 ｢開かれた学校づくりを推進する上での学

校評価の在り方について｣

① 学校の自己評価とその内容､ 方法､ 公表の在り方

について

② 学校の外部評価の在り方について

月・日 学校教育
審 議 会 内 容

平
成
15
年
度

６月６日 (学校訪問) 大笹生養護学校 橘高等学校

９月８日 第３回
諮問事項について審議､ 答申案につ
いて審議

12月１日 第４回 答申案について審議

12月10日 答 申



� 審 議

① 第１回審議会

期 日 平成15年７月４日 (金)

会 場 福島県自治会館３階301会議室

内 容 ｢うつくしまスポーツプラン2010の具体的

方策について｣

・スポーツ推進体制の整備について

・指導者の養成・確保・活用について

② 第２回審議会

期 日 平成16年２月1６日 (月)

会 場 福島県自治会館３階303会議室

特別会議室

内 容 ｢うつくしまスポーツプラン2010の具体的

方策について｣

・指導者の養成・確保・活用について

・スポーツ施設の整備活用について
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２ 福島県スポーツ振興審議会

根拠法 スポーツ振興法 (昭和36年法律第141号) 第18条及

びスポーツ振興審議会条例 (平成11年福島県条例第94

号)

目 的 教育委員会又は知事の諮問に応じて､ スポーツの振

興に関する重要事項について調査審議し､ これらの事

項に関して教育委員会又は知事に建議する｡

� 平成14・15年度福島県スポーツ振興審議会委員 (任期�平成14年８月１日～平成16年７月31日)

領 域 氏 名 役 職 名 備 考

学 識 経 験 者

柳 沼 幸 男 福 島 民 友 新 聞 社 郡 山 総 支 社 次 長 兼 報 道 部 長

佐 藤 光 俊 福 島 民 報 社 編 集 局 社 会 部 長

堀 川 哲 男 公 立 藤 田 総 合 病 院 整 形 外 科 科 長 スポーツドクター

白 石 豊 福 島 大 学 教 授

水 戸 眞由子 福 島 新 体 操 ク ラ ブ 主 宰

大 宮 剛 雄 ㈱ ス ポ ー ツ メ イ ト ウ ィ ン 代 表 取 締 役 (公 募)

栗 山 めぐみ � 級 ス ポ ー ツ 指 導 員 ( 水 泳 ) (公 募)

増 子 恵 美 財団法人福島県障害者スポーツ協会事務局員 (公 募)

体育団体代表

猪 俣 昭 洲 財 団 法 人 福 島 県 体 育 協 会 副 会 長 県ゴルフ連盟会長

菊 池 辰 夫 財 団 法 人 福 島 県 体 育 協 会 医 ・ 科 学 委 員

川 本 和 久 福 島 陸 上 競 技 協 会 普 及 部 長

樋 口 裕 子 福 島 県 レ ク リ エ ー シ ョ ン 協 会 理 事

永 山 美智子 福 島 県 体 育 指 導 委 員 連 絡 協 議 会 副 会 長

斎 藤 恵美子 福 島 県 ス ポ ー ツ 指 導 者 協 議 会 副 会 長

富 田 孝 志 福 島 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 会 長 県立福島高等学校長

尾 形 忠 吉 福 島 県 中 学 校 体 育 連 盟 会 長 郡山市立郡山第四中学校長

市 町 村 代 表
栗 城 春 夫 福 島 県 町 村 会 副 会 長 河東町長

砂子田 敦 博 福 島 県 都 市 教 育 長 協 議 会 監 事 いわき市教育委員会教育長



３ 福島県生涯学習審議会

根拠法 生涯学習の振興のための施策の推進体制の整備に関

する法律 (平成２年６月29日法律第71号) 第10条及び

福島県生涯学習審議会条例 (平成３年10月５日条例第

65号)

目 的 生涯学習の振興に資するための施策の総合的な推進

に関する重要事項を調査・審議する｡

� 福島県生涯学習審議会委員 (第６期)

名簿のとおり

� 会議の開催

ア 第１回

� 日 時 平成15年７月24日 (木)

� 場 所 福島県庁内第一特別委員会室

� 内 容 福島県における生涯学習振興の在り方に

ついて

イ 第２回

� 日 時 平成15年11月21日 (金)

� 場 所 杉妻会館 ｢百合の間｣

� 内 容 福島県における生涯学習振興の在り方に

ついて

� 提言書の提出

平成15年12月24日､ ｢福島県における生涯学習振興の在

り方について｣ として､ 生涯学習審議会より教育委員会に

対し提言書が提出された｡
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福島県生涯学習審議会委員名簿 (第６期)

五十音順 任期�平成14年１月11日～平成16年１月10日

氏 名 役 職 名 備 考

池 田 洋 子 桜の聖母短期大学ボランティアセンター室長､ 同短大講師 (副会長) (～H15.３)

石 井 定 福 島 県 社 会 福 祉 協 議 会 副 会 長 (～H15.３)

エディタ・サビツカ 福 島 学 院 短 期 大 学 講 師

江 本 節 子 公認少年スポーツ上級指導員・公認スポーツプログラマー

大 竹 コ ハ ル 只 見 町 男 女 共 同 参 画 社 会 づ く り 実 行 委 員 長

川 瀬 ト キ 子 ガ ー ル ス カ ウ ト 日 本 連 盟 福 島 県 支 部 長 (副会長)

菅 野 建 二 福 島 民 友 新 聞 社 編 集 局 長

菅 野 典 雄 飯 舘 村 長 ・ 福 島 県 町 村 会 (H15.７～)

菅 野 純 紘 福 島 県 社 会 福 祉 協 議 会 副 会 長

日 下 部 三 枝 福島県婦人団体連合会三春町連合会長､ 三春町新町婦人会長

斉 藤 寛 福 島 大 学 生 涯 学 習 教 育 研 究 セ ン タ ー 長 (H15.４～)

斎 藤 美 佐 (公 募)

佐 藤 榮 子 社 団 法 人 福 島 県 看 護 協 会 会 長

佐 藤 眞 也 (公 募)

佐 藤 芳 徳 福 島 民 報 社 編 集 局 次 長 (～H15.１)

鈴 木 幸 子 ㈱ い わ き や 代 表 取 締 役 社 長

筒 井 雄 二 福 島 大 学 生 涯 学 習 教 育 研 究 セ ン タ ー 長 (～H15.３)

新 妻 威 男 社 会 福 祉 法 人 恩 賜 財 団 済 生 会 福 島 県 支 部 業 務 担 当 理 事 (会 長)

二 瓶 由 美 子 桜 の 聖 母 短 期 大 学 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 室 長 (H15.４～)

根 本 尚 美 福 島 県 市 長 会 ・ 二 本 松 市 長 (～H15.７)

浜 津 三 千 雄 福 島 民 報 社 編 集 局 次 長 (H15.１～)

三 保 恵 一 二 本 松 市 長 ・ 福 島 県 市 長 会 (H15.10～)

室 井 英 彦 福 島 県 町 村 会 副 会 長 ・ 田 島 町 長 (H15.７～)

門 馬 正 人 � い わ き 市 産 業 振 興 公 社 専 務 理 事



４ 福島県社会教育委員の会議

根拠法 社会教育法 (昭和24年法律第207号) 第15条並びに

福島県社会教育委員の定数及び任期に関する条例 (昭

和24年福島県条例第56号)

目 的 社会教育に関する諸計画を立案するとともに教育委

員会の諮問に応じ､ 意見を述べたり､ 必要な研究調査

を行い､ 社会教育に関して教育長を経て教育委員会に

助言する｡

� 福島県社会教育委員

名簿のとおり

� 定例会の開催

ア 第１回定例会

� 日 時 平成15年７月10日 (木)

� 場 所 福島県自治会館 ｢301会議室｣

� 内 容

� 報告事項

・平成15年度生涯学習・文化スポーツ領域主要施策､

事業について

� 審議事項

・今後の社会教育の在り方について

イ 第２回定例会

� 日 時 平成16年２月３日 (火)

� 場 所 福島県建設技術センター ｢特別会議室｣

� 内 容

� 報告事項

・平成16年度社会教育グループ主要施策・事業概要

について

� 審議事項

・平成16年度社会教育関係団体への助成について

・今後の社会教育の在り方について
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福島県社会教育委員名簿 任期�平成14年７月12日～平成16年７月11日

区 分 氏 名 役 職 名 備 考

学 校 の
代 表 者

堀 江 通 福島県小学校長会副会長・藤田小学校長

齋 藤 邦 光 福島県中学校長会副会長・白河中央中学校長

君 島 整 福島県立橘高等学校長

社会教育
関係団体
の代表者

三 本 木 孝 福島県公民館連絡協議会副会長・福島市中央公民館長

高 橋 典 夫 福島県市町村社会教育委員連絡協議会副会長

吉 田 恵 三 福島県連合青年会長

遠 藤 静 子 福島県��	連合会理事

畠 腹 桂 子 福島県婦人団体連合会評議員

学 識
経 験 者

渡 邊 專 一 二本松市教育委員会教育長

塚 本 繁 前福島学院短期大学教授 (議 長)

中 田 ス ウ ラ 福島大学教授 (副議長)

五 十 嵐 隆 子 福島県商工会連合会女性部副会長

遠 藤 君 子 福島県磐青の会県中地区会長

今 泉 玲 子 今泉女子専門学校長

公 募
原 田 和 信 獣 医

齋 藤 道 子 主 婦



５ 福島県文化財保護審議会

� 会 議

① 第１回審議会

ア 期 日 平成15年６月６日

イ 場 所 福島県自治会館 502会議室

ウ 内 容

� 諮 問

福島県教育委員会より､ 平成15年度指定文化財の

指定について､ 諮問がなされた｡

� 審議事項

平成15年度福島県指定候補文化財について

� 報告事項

� 平成14年度福島県指定文化財等について

� ｢遺跡の案内人 (ボランティア)｣ について

� 平成15年度補助事業について

� 国指定文化財について

� 平成15年度事業について

② 第２回審議会

ア 期 日 平成15年11月17日 (月) ～18日 (火)

イ 場 所 ルネッサンス棚倉 (棚倉町)

ウ 内 容

� 平成15年度県指定候補文化財の審議

� 報告事項

� 県指定遺跡の現状変更について

・ ｢古寺山松並木｣ の現状変更について

� 現地調査

棚倉城跡・馬場都々古別神社・石川町歴史民俗資

料館・古寺山・須賀川市立博物館

③ 第３回審議会

ア 期 日 平成16年２月６日 (金)

イ 場 所 福島県自治会館502会議室

ウ 内 容

� 平成15年度県指定候補文化財の審議

� 報告事項

� 国指定重要無形民俗文化財の指定についてほか

④ 答 申

ア 期 日 平成15年２月27日 (金)

イ 場 所 教育長室

ウ 内 容

福島県教育委員会に対し､ 平成15年度福島県指定重

要文化財４件の文化財について､ 指定する答申がなさ

れた｡
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� 福島県文化財保護審議会委員
任期	平成15年４月１日～平成17年３月31日

氏 名 所 属 等 担 当 分 野

有 賀 祥 隆 前東北大学教授・文化審議会 (文化財分科会) 専門委員 絵画

岡 田 茂 弘 前東北歴史博物館長・日本考古学協会会員・国立歴史民俗博物
館名誉教授 考古資料・史跡・埋蔵文化財

懸 田 弘 訓 会津大学非常勤講師・民俗芸能学会・東洋音楽学会 有形・無形民俗文化財

○ 樫 村 利 道 福島大学名誉教授・理学博士・福島県尾瀬保護指導委員会 天然記念物 (植物)

◎ 草 野 和 夫 東北工業大学名誉教授・工学博士 建造物・伝統的建造物群

木 村 吉 幸 福島大学教授・福島県森林審議会委員 天然記念物 (動物)

小 島 美 子 国立歴史民俗博物館名誉教授・前文化財保護審議会委員 無形民俗文化財 (芸能)

小 林 清 治 文学博士･福島大学名誉教授・
福島県文化振興事業団専門委員
会委員 書跡・典籍・古文書・歴史資料

高 瀬 かづ子 若松城天守閣郷土博物館郷土文化財運営委員会委員 工芸品・無形文化財 (工芸技術)

竹 川 重 男 郡山女子大学教授・国指定名勝 ｢会津松平氏庭園｣ 整備指導会
議座長 古文書 (近世文書)

田 辺 真 弓 郡山女子大学教授・服装美学会・国際服飾学会 染織・工芸品

中 村 五 郎 前福島県考古学会長・日本考古学協会会員 考古資料・史跡・埋蔵

中 村 嘉 男 奥羽大学教授・理学博士・福島県自然環境保全審議会委員 名勝

藤 田 定 興 前
福島県文化センター歴史資料課課長 歴史資料・工芸品 (宗教関係)

真 鍋 健 一 福島大学教授・理学博士・日本地質学会会員 天然記念物 (地質鉱物)

◎は会長､ ○は副会長



第９節 市町村教育委員会

１ 概 要

本県の市町村教育委員会数は､ 平成15年５月１日現在､ 10

市80町村２組合の計92である｡

県教育委員会は､ 市町村教育委員会連絡協議会､ 都市教育

長協議会､ 町村教育長協議会等との密接な連絡､ 連携のもと

に､ 教育行政の適正な事務の執行と管理に努めている｡

２ 組 織

平成15年５月１日現在､ 県内16地区別各市町村教育委員会

の委員長及び教育長は次のとおりである｡
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地 区 市 町 村 委 員 長 教 育 長

福 島

福 島 市 内 池 浩 佐 藤 晃 暢

飯 野 町 菅 野 晋 一 齋 藤 健 一

川 俣 町 佐 藤 捷 善 片 寄 隆 臣

伊 達

桑 折 町 半 澤 敏 子 荒 海 健 二

伊 達 町 遠 藤 道 雄 田 中 雅 邦

国 見 町 遊 佐 眞紀子 吉 田 孝 夫

梁 川 町 小 野 勝 也 井 上 三 男

国見町梁川町
佐 藤 洋 一 井 上 三 男

大枝小学校組合

保 原 町 小 野 庄 三 齋 藤 良 眞

霊 山 町 大 橋 哲 夫 菅 野 宏 敏

月 舘 町 伊 藤 久 雄 三 浦 哲 夫

安 達

二 本 松 市 須 賀 紀 一 渡 � 專 一

安 達 町 渡 辺 勇 治 鈴 木 隆 雄

大 玉 村 渡 � 榮 富 堀 田 惠 一

本 宮 町 伊 藤 滋 敏 引 地 洲 夫

白 沢 村 前 田 長

岩 代 町 三 浦 五 郎 佐 藤 嘉 之

東 和 町 諸 根 啓 介 鈴 木 正 宏

郡 山 郡 山 市 齊 藤 久之丞 遠 藤 久 夫

岩 瀬

須 賀 川 市 渡 辺 達 雄 舘 美 文

長 沼 町 池 田 良 一 奥 河 敏 男

鏡 石 町 � 田 亀 雄 斎 田 一 男

岩 瀬 村 須 田 諄 中 山 定

天 栄 村 山 口 毅 山野辺 庄 吉

石 川

石 川 町 曲 山 晴 次 吾 妻 幹 �

玉 川 村 矢 吹 貞 幸 車 田 政 美

平 田 村 関 根 綾 子 大 沼 茂 司

浅 川 町 芳 賀 國 男 安 倍 治 男

古 殿 町 野 崎 衣 子 水 野 純 一

田 村

三 春 町 深 谷 信 吾 前 田 昌 徹

小 野 町 櫛 田 延 子 吉 田 勝 人

滝 根 町 先 � 達 雄 白 岩 正 信

地 区 市 町 村 委 員 長 教 育 長

田 村

大 越 町 橋 本 喜 治 大 橋 重 信

常 葉 町 白 岩 茂 坪 井 一 郎

船 引 町 奥 秋 盛 美 柳 沼 照 栄

都 路 村 吉 田 壽 久 岩 沢 憲 一

西白河

白 河 市 穂 積 友 大 平 山 伊智男

西 郷 村 荒 谷 幸 作 加 藤 征 男

中 島 村 有 松 周 保 藤 田 廣 彦

矢 吹 町 岩 谷 和 夫 関 根 直 次

表 郷 村 根 本 昌 典 遠 藤 毅

東 村 藤 田 小 一 吉 田 隆

大 信 村 戸 田 和 男 佐 藤 博 治

泉 崎 村 田 � 為 吉 長 嶺 節

東白川

棚 倉 町 � 田 悦 男 和 知 賢 示

塙 町 星 仁 子 郡 司 正 孝

矢 祭 町 佐 藤 文 子 近 藤 作多子

鮫 川 村 中 井 公 子 根 本 忠 義

北会津

会 津 若 松 市 小 林 良 行 高 石 寛 治

北 会 津 村 五十嵐 貞 子 中 山 雄 助

河 東 町 倉 戸 晋 加 藤 孝 雄

磐 梯 町 小 池 常 雄 小 川 英 毅

猪 苗 代 町 菅 井 誠 大 坂 恭 一

耶 麻

喜 多 方 市 上 野 隆 雄 鈴 木 充 正

熱 塩 加 納 村 瓜 生 傳 小 林 正 守

北 塩 原 村 新 井 徹 佐 藤 忠 幸

塩 川 町 武 藤 修 吉 物 江 清 光

山 都 町 高 橋 忠 弘 平 田 二 郎

高 郷 村 小 林 喜代春 小 林 幸 夫

西 会 津 町 松 崎 好 延 長谷川 隆 夫

両 沼

会 津 坂 下 町 二 瓶 洪 一 � 久 庄 三

湯 川 村 小 林 悦 子 鈴 木 昭 彦

柳 津 町 笠 間 節 子 小 川 茂 正

会 津 高 田 町 齋 藤 美代子 村 岡 幸 男

会 津 本 郷 町 山 中 久 子 新 國 正 明

新 鶴 村 齋 藤 萬 衛 古 川 保 夫

三 島 町 佐 藤 村 夫 星 孝 雄

金 山 町 菅 家 昇 一 雪 下 明 雄

昭 和 村 五十嵐 吉 彦 栗 城 萬 吉

南会津

田 島 町 桑 名 莞 爾 渡 部 雄 次

下 郷 町 五十嵐 謙一郎 湯 田 靖 夫

舘 岩 村 阿久津 榮 平 野 弘 明

伊 南 村 渡 部 靜 子

檜 枝 岐 村 星 俊 次 星 護

南 郷 村 大 塚 勝 友 岩 渕 国 男

只 見 町 吉 津 直 人 松 井 栄 吉

南会津地方広域
渡 部 雄 次

市町村圏組合

相 馬 新 地 町 目 黒 壽 惠 目 黒 美津英



３ 平成15年度市町村教育委員会援助指導の
概要

県教育委員会は､ 市町村教育委員会教育長会議､ 新任教育

委員研修会､ 予算担当課長会議等を開催して助言指導を行う

とともに､ 教育行政関係の諸資料等を配布して県内市町村教

育委員会への援助に努めた｡

� 平成15年度福島県市町村教育委員会教育長会議

ア 主 催

福島県教育委員会

イ 期 日

平成15年４月16日 (水)

ウ 会 場

西庁舎12F 講堂

エ 出席者

市町村教育委員会教育長 90名

オ 内 容

平成15年度教育庁各グループ (所･館) 重点施策の説明

� 平成15年度福島県市町村教育委員会新任教育委員研修会

ア 主 催

福島県市町村教育委員会連絡協議会

福島県教育委員会

イ 期 日

平成15年10月10日 (金)

ウ 会 場

本庁舎５F 正庁

エ 参加者

平成14年10月１日から平成15年９月30日の間に任命さ

れた委員49名

オ 内 容

○講 話

・演題 ｢市町村教育委員会教育委員の役割｣

・講師 松 本 義 治 先生

(小高町教育委員会委員長)

○講 義

・演題 ｢教育委員会の組織と運営について｣

・講師 福島県教育庁教育総務領域管理主事

齋 藤 吉 成

○協 議

・指導助言者

小高町教育委員会委員長 松本 義治

福島県教育庁教育総務領域

人事管理グループ参事 遠藤 和夫

福島県教育庁教育総務領域

人事管理グループ主任管理主事 田代 公啓

� 平成15年度福島県市町村教育委員会予算担当課長会議

ア 主 催

福島県教育委員会

イ 期 日

平成15年11月26日 (水)

ウ 会 場

西庁舎12F 講堂

エ 出席者

市町村教育委員会の教育次長又は予算担当課長90名

オ 内 容

平成16年度の市町村教育関係予算編成上､ 改善及び充

実を要する事項等の説明

� 平成15年度支会長研修会

ア 主 催

福島県市町村教育委員会連絡協議会

イ 期 日

平成16年１月30日 (金)

ウ 会 場

郡山市 ｢ホテルラフィーネ郡山｣

エ 参加者

福島県市町村教育委員会16支会長16名

オ 内 容

○講 話

・演題 ｢教育委員会の活性化について｣

・講師 福島県教育庁教育総務領域

総務企画グループ参事 小幡 泰弘
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地 区 市 町 村 委 員 長 教 育 長

相 馬

相 馬 市 岩 本 勝 博 佐 藤 利 郎

鹿 島 町 郡 芳 一 青 木 紀 男

原 町 市 菊 地 清 人 渡 邉 光 雄

小 高 町 松 本 義 治 荒 川 登

飯 舘 村 小 山 茂 神 長 敬 治

双 葉

浪 江 町 三 瓶 洋 子 遠 原 肇 一

葛 尾 村 松 本 良 子 松 本 正 文

双 葉 町 菅 野 茂 小 川 謙太郎

大 熊 町 松 本 光 清 武 内 敏 英

富 岡 町 仲 山 陽 一 � 田 久 夫

川 内 村 山 中 安 了 猪 狩 瑛 一

楢 葉 町 松 本 ミサヲ 猪 狩 孝 夫

広 野 町 瀧 本 政 弘 阿 部 真 生

いわき い わ き 市 緑 川 幹 朗 砂子田 敦 博



第10節 職員団体との話合い
平成15年度における ｢福島県教職員組合｣ ｢福島県高等学

校教職員組合｣ ｢福島県立高等学校教職員組合｣ ｢福島県学校

事務労働組合｣ との話合いのうち､ 主なものは次のとおりで

ある｡

福島県教職員組合

１ ５月２日

� 賃金の改定・改善について

� ゆとりある学校づくりについて

� 育児休業､ 介護休暇について

� 指導が不適切である教員等について

� 適正化プログラムについて

２ 11月４日

� 給与改定について

� 育児・介護休暇について

� ゆとりある学校づくりについて

� 適正化プログラムについて

� 指導が不適切である教員等について

３ 11月17日

� 給与改定について

� 子の看護のための休暇について

� 退職手当について

福島県高等学校教職員組合

１ ５月30日

� 給与､ 手当について

� 指導が不適切な教員の認定について

� 勤務の適正化について

� 研修について

� 妊娠女性教職員の負担軽減措置について

２ 11月６日

� 給与改定について

� 職員の給与等に関する報告及び勧告について

� 指導が不適切な教員等の取り扱いについて

� 教員評価システムについて

� 研修の在り方について

３ 11月18日

� 給与改定について

� 子の看護のための休暇について

� 退職手当について

福島県立高等学校教職員組合

１ ５月２日

� 教職員の賃金・諸手当の改善について

� 制度の改善について

� 教職員のいのちと健康を守る取り組みについて

２ 11月６日

� 給与改定について

� 教職員の賃金・諸手当の改善について

� 多忙化解消､ 教職員のいのちと健康について

３ 11月18日

� 給与改定について

� 子の看護のための休暇について

� 退職手当について

福島県学校事務労働組合

１ ５月30日

� 義務教育費国庫負担制度について

� 賃金・手当・超勤について

� 育児休業､ 介護休暇について

� 再任用制度について

� 適正化プログラムについて

２ 11月４日

� 給与改定について

� 超過勤務手当について

� 再任用制度について

� 学校の施設管理について

� 義務教育費国庫負担制度について

３ 11月17日

� 給与改定について

� 子の看護のための休暇について

� 退職手当について

― 24 ―



― 25 ―

第11節 不利益処分審査請求事件及び損害賠償請求事件

１ 不利益処分審査請求事件

平成16年３月31日現在､ 県人事委員会に不利益処分審査請求事件として係属中のものは９件であり､ その概要及び進行状況

等は下表のとおりである｡

請 求 事 件 名 請 求
年 月 日 請 求 の 内 容 請 求 者 備 考

懲戒処分取消請求事件 昭48. 5.28
昭47.５.19の日教組統一行動に係る昭48.３.31付懲戒処分

についてその取消を請求
県立学校職員

13名
準備手続中

同 上 昭49. 3.30
昭48.４.27の日教組統一行動に係る昭49.１.24付懲戒処分

についてその取消を請求
小･中学校職員

20名
同 上

同 上 昭50. 4.24
昭49.４.11､ 同４.13ストに係る昭50.２.22付懲戒処分に

ついてその取消を請求
県立学校職員

65名
同 上

同 上 昭52. 5. 9
昭50.12.10､ 51.３.９､ 51.４.20ストに係る昭52.３.31付

懲戒処分についてその取消を請求
小･中県立学校
職員 15名

同 上

同 上 昭57. 4.12
昭56.11.25のストに係る昭57.３.20付懲戒処分についてそ

の取消を請求
小･中学校職員

31名
同 上

同 上 昭58. 7.28
昭57.12.16のストに係る昭58.７.20付懲戒処分についてそ

の取消を請求
小･中学校職員

36名
同 上

同 上 昭60. 3.29
昭59.10.26のストに係る60.３.20付懲戒処分についてその

取消を請求
小･中学校職員

54名
同 上

同 上 平15. 5.28
生徒への体罰に係る平成15.３.６付け懲戒処分について､

その取消を請求｡
中学校職員 口頭審理終結

同 上 平15. 9.22
セクハラに係る平成15.７.31付け懲戒処分について､ そ

の取消を請求｡
元小学校職員 準備手続中

２ 損害賠償請求事件

平成16年３月31日現在､ 裁判所に係属中の事件は２件であり､ その概要及び進行状況は下表のとおりである｡

なお､ 県立高等学校入学不許可処分取消等請求事件に関する経過は次のとおりで､ 平成15年度中に県側の勝訴が確定し事件

は終了した｡

・第１審 福島地方裁判所�原告の請求棄却 (平成15年７月22日判決)

・控訴審 仙台高等裁判所�控訴人 (第１審原告) の請求棄却 (平成15年11月26日判決)

・上告審 最 高 判 裁 所�上告人 (第１審原告､ 控訴人)の上告棄却 (平成16年３月30日決定)

請 求 事 件 名 請 求
年 月 日 請 求 の 内 容 当 事 者 備 考

損害賠償 (その他)
請求事件
(福島地方裁判所

郡山支部平成14年
(ワ) 第336号)

平14. 9.17

原告は､ 平成13年５月28日の授業中､ 教室内が騒がしく
なったため､ 担当教諭から教室内を静かにさせるように指
導を受けた際に体罰を受けたことについて､ 教育上の配慮
を欠いた違法なものであり､ その後の学校側の対応も十分
ではなかったとして､ 同教諭が勤務する市及び同教諭の費
用負担者として県も連帯して損害を賠償する責任があると
して200万円余を求め提訴したもの｡

原告
�

被告
� 市
福 島 県

弁 論 準 備
手 続 中

損害賠償請求事件
(福島地方裁判所

郡 山 支 部 平 成 15
(ワ) 第151号)

平15. 4.24

平成12年７月３日､ 高等学校格技場 (掃除の時間中) に
おいて､ 被告�が原告に対しプロレス技を掛けようとした
ところバランスを崩したため､ 頭部から落下し頸椎骨折等
の重傷を負ったことについて､ 原告は､ 被告�が故意に傷
害を負わせ､ 被告�は親で監督養育義務があるとして民法
第709条 (第714条) に基づき損害賠償を請求｡

また原告は被告県に対し､ ｢いじめ｣ に対する適切な措
置を講じず､ 安全配慮義務違反があったとして国家賠償法
第１条第１項に基づき損害賠償を求め提訴したもの｡

原告
�

被告
�

�
福 島 県

弁 論 準 備
手 続 中



第12節 公益法人の設立の許可及び監督
並びに公益信託の引き受けの許可
及び監督の状況

平成16年３月31日現在､ 県教育委員会の所管に属する民法

第34条に規定する公益法人は､ 財団法人82､ 社団法人７の計

89である｡ 各法人から事業報告書・収支決算書､ 事業計画書､

収支予算書等の提出を求めた｡

15年度に解散した法人は２法人で､ 新たに設立を許可した

法人は１法人である｡

また､ 県教育委員会の所管に属する信託法第66条に規定す

る公益信託は３件である｡

15年度に引き受けを許可した公益信託はない｡

第13節 表彰及び叙勲
平成15年度福島県文化功労賞及び第56回福島県文学賞の授

賞式は11月３日 (日・文化の日) 杉妻会館において､ また､

平成15年度教育・文化関係表彰式は11月12日 (水) 福島県文

化センター小ホールにおいて､ それぞれ厳粛のうちにも盛大

に行われた｡

また､ 文部科学大臣による地方教育行政功労者表彰式は８

月１日 (金) 虎ノ門ホールにおいて､ また､ 教育者表彰式は

11月21日 (金) 国立劇場 (小劇場) において､ それぞれ行わ

れた｡

１ 文化功労賞受賞者 (１名)

芸 術 部 門 (美 術) 神 野 忠 和

２ 教育・文化関係表彰

� 地方教育行政功労者 (４名)

霊山町教育委員会委員長 大 橋 哲 夫

(前) 安達町教育委員会教育長 松 本 正

(前) 白河市教育委員会教育長 鈴 木 忠 夫

山都町教育委員会教育長 平 田 二 郎

� 学校教育功労者 (15名)

福島市立福島第二小学校長 加 藤 隆

福島市立福島第三中学校長 峯 島 和 彦

安達町立安達中学校長 遠 藤 忠 弘

郡山市立金透小学校長 富 山 英 正

郡山市立郡山第二中学校長 箭 内 政 勝

白河市立白河中央中学校長 齋 藤 邦 光

会津若松市立第三中学校長 原 康 之

会津坂下町立第一中学校長 新井田 明 義

原町市立原町第一中学校長 江 尻 邦 夫

いわき市立平第一小学校長 大 森 俊 輔

福島県立福島商業高等学校長 齋 藤 義 人

福島県立安積黎明高等学校長 菅 野 暁

福島県立会津高等学校長 堀 幸一郎

福島県立葵高等学校長 柳 橋 幸 生

福島県立原町高等学校長 日下部 健 一

� 社会教育関係

ア 社会教育功労者 (３名)

ボーイスカウト福島県理事 仲 村 魁

福島県婦人団体連合会理事 大 竹 ハルイ

いわき市子ども会育成会連絡協議会長 齋 藤 和 夫

イ 功績顕著な団体・施設 (３団体・３施設)

�社会教育団体�

二本松市立二本松北小学校父母と教師の会

只見婦人会

相馬市立大野幼稚園・小学校���

�社会教育施設�

小野町公民館

塙町公民館

金山町中央公民館

� 文 化 関 係

ア 芸術・文化財保護功労者 (２名)

石川町文化財保護審議会副会長 三 森 たか子

(前) 原町市芸術文化協会長 山 口 末 好

イ 功績顕著な団体 (１団体)

原瀬上原遺跡保存会

� 保健体育関係

ア 保健体育功労者 (４名)

福島県ソフトボール協会会長 斎 藤 学

会津若松市立城西小学校主任栄養技師 野 中 憲 子

相馬地方体育指導員連絡協議会副会長 山 田 喜一郎

いわき市学校医 門 屋 桂太郎

イ 功績顕著な団体 (３団体)

大信村立信夫第二小学校

山都町立山都第二小学校

田島町レスリングクラブ

� へき地教育関係

ア へき地教育功労者 (１名)

田島町立田島小学校長 山 田 明

イ 功績顕著な団体 (２団体)

玉川村立須釜小学校四辻分校

田島町立針生小学校

� 養護教育関係

ア 養護教育功労者 (１名)

福島県立会津養護学校長 � 山 紀代子
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� 永年勤続表彰受賞者

� 第56回福島県文学賞受賞者 ( ) 本名

① 小説・ノンフィクション部門 (６名)

文 学 賞 ｢母よ､ 我､ 未だ健在なり｣

菅 野 五 郎

準 賞 ｢九月十一日｣ 橋 本 捨五郎

準 賞 ｢吟遊詩人｣ 中 村 友 恵

奨 励 賞 ｢ヴァカンス｣ 綱 藤 幸 恵

青少年奨励賞 ｢黒猫の白星と僕のクロボシ｣

梅 津 佳 菜

青少年奨励賞 ｢雨露の菫｣ 石 井 さやか

② 詩 部 門 (５名)

文 学 賞 ｢風になり鳥になり｣ 細 谷 節 子

奨 励 賞 ｢曼珠沙華｣ 浅 井 たけの

(浅井タケノ)

奨 励 賞 ｢つむじ｣ 岩 田 武 昭

青少年奨励賞 ｢うたかたのうたうたいたかった｣

内 村 由 惟

青少年奨励賞 ｢冷凍硝子｣ 遠 藤 好 美

③ 短 歌 部 門 (７名)

奨 励 賞 ｢山村の風いん｣ 増 子 良 衛

奨 励 賞 ｢鄙の歌 青空｣ 矢 澤 重 徳

奨 励 賞 ｢四つ切り林檎｣ 伊 藤 正 幸

奨 励 賞 ｢日々の断片｣ 大 堀 千枝子

奨 励 賞 ｢晩 年｣ 後 藤 滋

奨 励 賞 ｢キリストに似し父｣ 鈴 木 恵美子

青少年奨励賞 ｢囲碁全国大会記｣ 薪 塩 悠

④ 俳 句 部 門 (５名)

文 学 賞 ｢猫 会｣ 永 瀬 十 悟

(永瀬 洋市)

準 賞 ｢花野踏む｣ 春 日 石 疼

(春日 良之)

奨 励 賞 ｢飾り窓｣ 江 藤 文 子

青少年奨励賞 ｢心の奥の天使達｣ 遠 藤 英 雄

青少年奨励賞 ｢こんにちは私の名前は奈津美です｣

渡 辺 奈津美

� 特別功績者

児童・生徒 (団体) の部 (４団体)

ア 郡山市立郡山第二中学校合唱部

イ 石川郡平田村立蓬田中学校

ウ 福島県立橘高等学校合唱団

エ 福島県立安積黎明高等学校合唱団

３ 文部科学大臣表彰

� 地方教育行政功労者表彰 (４名)

梁川町教育委員会教育長 井 上 三 男

田島町教育委員会委員長 桑 名 莞 爾

三島町教育委員会委員 齋 藤 公 朗

都路村教育委員会委員長 吉 田 壽 久

� 教育者表彰 (２名)

原町市立原町第一中学校長 江 尻 邦 夫

郡山市立金透小学校長 富 山 英 正

４ 春･秋及び高齢者叙勲､死亡叙位叙勲

� 平成15年春の叙勲受賞者 (10名)

ア 勲四等瑞宝章

小松 忠夫 (教育功労､ 元福島県立若松女子高等学校長)

相楽 達 (教育功労､ 元福島県立福島女子高等学校長)

津田 俊晴 (教育功労､ 元福島県立会津高等学校長)

イ 勲五等双光旭日章

玄永 清久 (教育功労､ 元福島県立福島工業高等学校長)

立石 昭治 (教育功労､ 元天栄村教育委員会教育長)

稲富 正昭 (地方教育行政功労・学校保健功労､ 元田

島町教育委員会委員長・田島町公立学校

歯科医)

ウ 勲五等瑞宝章

喜古 亮 (教育功労､ 元福島市立福島第二小学校長)

本宮 俊一 (教育功労､ 元郡山市教育委員会教育長)

山本 毅 (教育功労､ 元いわき市立平第一小学校長)

増山 茂人 (学校保健功労､ いわき市公立学校歯科医)

� 平成15年秋の叙勲受賞者 (10名)

ア 瑞宝小綬章

佐藤 十次 (教育功労､ 元福島県立田村高等学校長)

仁科 彦 (教育功労､ 元福島県立郡山商業高等学校長)

片寄 悦幸 (教育功労､ 元福島県立喜多方女子高等学校長)

佐竹 重男 (教育功労､ 元福島県立会津女子高等学校長)

イ 瑞宝双光章

佐藤 聰 (教育功労､ 元会津坂下町立第二中学校長)

服部 秀文 (教育功労､ 元福島市立福島第一中学校長)

鈴木 忠夫 (教育功労､ 元白河市立白河第二中学校長)

矢内 一男 (教育功労､ 元浪江町立浪江中学校長)

木村 騏一 (教育功労､ 元福島市立飯坂小学校教頭)

ウ 旭日単光章

菊池 利雄 (文化財保護功労､ 国見町文化財保護審議

会会長)

� 高齢者叙勲章者

(平成15年４月１日発令～平成16年３月１日発令)

ア 勲五等双光旭日章

橋本 重一 (教育功労､ 元西郷村立小田倉小学校長)
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校種等
職名 小学校 中学校 県立学校 教育庁等 計

校 長 36 9 5 0 50

教 頭 5 3 15 0 23

教諭(養護教諭を含む) 83 33 105 0 221

実 習 教 諭 等 0 0 17 0 17

事 務 職 員 11 5 16

栄 養 職 員 5 2 1 0 8

用 務 員 等 0 0 2 0 2

そ の 他 0 0 9 14 23

計 140 52 154 14 360

(注) 市立養護学校職員は､ 中学校に含む｡



沼澤 東吾 (教育功労､ 元西会津町立西会津中学校長)

加藤 四郎 (教育功労､ 元郡山市立郡山第六中学校長)

イ 勲五等瑞宝章

根本 常夫 (教育功労､ 元いわき市立内郷第二中学校長)

小野 親吾 (教育功労､ 元石川町立石川小学校長)

吉田喜代治 (教育功労､ 元梁川町立山舟生小学校長)

菅野 茂雄 (教育功労､ 元川俣町立川俣中学校長)

設楽 貞夫 (教育功労､ 元福島市立清明小学校長)

大山 政男 (教育功労､ 元郡山市立福良小学校長)

平野 清吉 (教育功労､ 元会津坂下町立広瀬小学校長)

阿部 守 (教育功労､ 元郡山市立熱海小学校長)

古川 廣 (教育功労､ 元船引町立船引中学校長)

ウ 瑞宝小綬章

早川 五郎 (教育功労､ 元福島県立喜多方女子高等学校長)

エ 瑞宝双光章

阿部 忠 (教育功労､ 元相馬市立八幡小学校長)

笠原 公夫 (教育功労､ 元会津若松市立大戸中学校長)

市川 清雄 (教育功労､ 元安達町立安達中学校長)

菊池 儀一 (教育功労､ 元矢吹町立三神小学校長)

高橋 武男 (教育功労､ 元大越町立牧野小学校長)

緑川 武 (教育功労､ 元中島村立中島中学校長)

� 死亡叙位・叙勲

《平成15年度》

正六位勲五等瑞宝章 若林 精一 (元金山町立川口小

学校長)

正六位勲五等瑞宝章 稲林 敬一 (元高郷村立高郷第

三小学校長)

従五位 鈴木 彦衛 (元福島市立森合小

学校長)

正六位 荒川 末壽 (元いわき市御厩小

学校長)

正六位勲五等瑞宝章 岩村 怜 (元いわき市立錦中

学校長)

従五位勲五等瑞宝章 星 淳一 (元浪江町立浪江小

学校長)

従五位勲五等瑞宝章 関根 保雄 (元須賀川市立大森

小学校長)

従五位勲五等双光旭日章 橋本 篤也 (元福島市平野小学

校長)

従六位 菅野 三郎 (元福島市庭塚小学

校長)

従五位勲五等瑞宝章 荒木 重式 (元いわき市立久之

浜第一小学校長)

従六位 佐藤 信昭 (元原町市立原町第

一中学校長)

従五位 安部 � (元浪江町立浪江小

学校長)

従五位勲五等瑞宝章 坂内 宗之 (元北塩原村立北山

小学校長)

従六位勲五等瑞宝章 郷田 正 (元塙町立高城小学

校長)

従五位勲五等瑞宝章 千葉 義明 (元会津坂下町立若

宮小学校長)

従五位勲五等瑞宝章 佐々木四郎 (元須賀川市立大東

中学校長)

従五位勲五等双光旭日章 赤塚 尹輔 (元只見町立只見小

学校長)

従五位 星 喜平 (元田島町立田島中

学校長)

従五位勲五等瑞宝章 浅沼 信介 (元本郷町立本郷中

学校長)

従五位勲五等瑞宝章 原 則文 (元猪苗代町立猪苗

代小学校長)

正六位勲五等瑞宝章 國井 愼哉 (元郡山市立柴宮小

学校長)

従五位勲五等瑞宝章 坂本 明 (元いわき市立高久

小学校長)

正五位勲四等瑞宝章 佐藤 兵衛 (元福島県立平商業

高等学校長)

正六位勲五等瑞宝章 田中 豊司 (元須賀川市立第二

小学校長)

従五位勲五等瑞宝章 村上 昇 (元いわき市立勿来

第一小学校長)

従五位 松野 榮吉 (元鹿島町立上真野

中学校長)

従五位勲五等双光旭日章 村越 庄太 (元本宮町立本宮小

学校長)

正五位 椎名 貞雄 (元福島県立郡山工

業高等学校長)

従五位勲五等双光旭日章 黒羽 健三 (元桑折町立醸芳中

学校長)

従六位勲五等瑞宝章 �橋 良一 (元霊山町立掛田小

学校長)

従六位 瀬谷 良男 (元いわき市植田中

学校長)

従五位 大越源三郎 (元福島市立福島第

四小学校長)

従五位勲五等瑞宝章 古田 一郎 (元富岡町立富岡第

二小学校長)

正五位 渡邉 春三 (元福島県立岩瀬農

業高等学校長)

従六位勲五等瑞宝章 鯨岡 忠治 (現須賀川市立仁井

田中学校長)

正六位勲五等瑞宝章 鈴木大三郎 (元須賀川市立大東

中学校長)

従五位勲五等瑞宝章 高野 庄三 (現白河市立東北中

学校長)

従五位勲五等瑞宝章 五十嵐長市 (元西会津町立西会

津中学校長)

正五位瑞宝小綬章 佐藤 磯雄 (元福島県立小高工

業高等学校長)

従六位瑞宝双光章 百井 光 (元原町市立石神中

学校長)

正六位 柴山 浩 (元棚倉町立棚倉中

学校長)
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正六位瑞宝双光章 根本 榮 (元いわき市立好間

第三小学校長)

従六位瑞宝双光章 大竹 久吉 (元田島町立田島第

二小学校長)

従五位 佐藤 嘉雄 (元福島県立浪江高

等学校長)

正六位瑞宝双光章 新田 秀雄 (元塩川町立駒形小

学校長)

正六位瑞宝双光章 小野 恒夫 (元いわき市立上遠

野小学校長)

従五位瑞宝双光章 芳賀 一郎 (元矢吹町立矢吹小

学校長)

従五位 松本 義惠 (元大越町立大越小

学校長)

従五位 播摩市三郎 (元福島県立田島高

等学校長)

正六位瑞宝双光章 遠藤 榮 (元いわき市立上遠

野中学校長)

正六位 設楽 貞夫 (元福島市立清明小

学校長)

従六位瑞宝双光章 荒 薫 (元相馬市立中村第

一中学校長)

従五位瑞宝双光章 大内 衛 (元原町市立原町第

二小学校長)

従五位瑞宝双光章 佐藤 政吉 (元北会津村立荒舘

小学校長)

従五位瑞宝小綬章 羽根田宣清 (元福島県立双葉農

業高等学校長)

正六位 吉田 基 (元大熊町立熊町小

学校長)

従五位 佐久間正男 (元福島市立福島第

一中学校長)

従五位瑞宝小綬章 中妻 昇 (元福島県立須賀川

女子高等学校長)

正六位瑞宝双光章 間宮 祐二 (元いわき市立汐見

が丘小学校長)

従六位 日野 良策 (元岩代町立杉沢小

学校長)

正六位瑞宝双光章 熊耳 昭寿 (元福島市立下川崎

小学校長)

正六位瑞宝双光章 芳賀 信俊 (元郡山市立御代田

小学校長)

正五位 古川 正二 (元福島県立相馬高

等学校長)

従五位 久保田文雄 (元会津若松市立謹

教小学校長)

正六位 佐々木 實 (元船引町立移小学

校長)

正六位瑞宝双光章 佐久間伍郎 (元喜多方市立松山

小学校長)

従六位瑞宝双光章 芳賀 弘之 (元浪江町立浪江小

学校長)

従五位瑞宝双光章 荻野 仁 (元鏡石町立第一小

学校長)

正六位瑞宝双光章 紺野 義尚 (元大熊町立熊町小

学校長)

従五位 宮本 義門 (元いわき市立四倉

中学校長)

従五位瑞宝双光章 二瓶 義人 (元郡山市立赤津小

学校長)

正六位瑞宝双光章 野村 守 (元新鶴村立新鶴小

学校長)

従五位瑞宝双光章 猪狩 友良 (元いわき市立内郷

第一中学校長)

正六位瑞宝双光章 渡部健次郎 (元河東村立河東中

学校長)

従五位瑞宝双光章 鈴木 幾馬 (元須賀川市立第三

中学校長)

正六位瑞宝双光章 佐藤 裕英 (元福島市立大波小

学校長)

正六位瑞宝双光章 鴻巣 純一 (元会津高田町立高

田小学校長)

従五位 半澤 武美 (元福島市荒井小学

校長)

第14節 奨 学 育 英

１ 福島県奨学資金

� 貸与月額

� 平成15年度の貸与状況

① 募集期間

平成15年４月入学以降～６月30日

② 奨学生決定

平成15年７月25日 (金)

③ 貸与状況
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区 分
平成９～10年度
採 用 者

平成11～12年度
採 用 者

平成13～15年度
採 用 者

高 等 学 校
高等専門学校

国公立 14,000円
私 立 18,000円

国公立 15,000円
私 立 19,000円

国公立 16,000円
私 立 20,000円

大 学
国公立 33,000円
私 立 38,000円

国公立 34,000円
私 立 39,000円

国公立 35,000円
私 立 40,000円

区 分 継続貸与
新 規 貸 与 計

応募者数 貸与者数

高 等 学 校
高等専門学校

17人 5人 2人 19人

大 学 266 156 125 391

計 283 161 127 410



２ 福島県高等学校定時制課程及び通信制課程
修学資金貸与制度

� 貸与月額

定時制課程

１～２学年 14,000円

３～４学年 13,000円

通信制課程

１～２学年 14,000円

３～４学年 13,000円

� 平成15年度の貸与状況

３ 財団法人福島県学生寮

� 男子寮の概要

① 所 在 地 千葉県松戸市松戸638の4

② 施 設 鉄筋コンクリート造り３階建

③ 収容定員 95名

④ 所要経費

入寮寄付金 35,000円 (入寮時のみ)

寮 費 月額 19,500円

食費､ 共通経費 月額 24,200円程度

⑤ 入寮時期 ２年間 (更新を認める)

� 女子寮の概要

① 所 在 地 東京都渋谷区幡�谷３丁目72番９号

② 施 設 鉄筋コンクリート造り３階建

③ 収容定員 50名

④ 所要経費

入寮寄付金 35,000円 (入寮時のみ)

寮 費 月額 18,000円

食費､ 共通経費 月額 23,000円程度

⑤ 入寮時期 ２年間 (更新を認める)

� 平成15年度入寮状況

① 申込受付時期 平成14年12月13日～

平成15年１月25日

② 入寮者選考 平成15年２月中旬

③ 入寮者決定 平成15年２月下旬
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学 年 別 定 時 制 通 信 制 計

１ 年 生 3人 3人

２ 年 生 4 4

３ 年 生 5 5

４ 年 生 1 1

計 13 0 13

区 分 男 子 寮 女 子 寮

募 集 人 員 32人 22人

応 募 者 数 46 19

入 寮 者 31 22
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第３章 教 育 財 政

第１節 平成15年度決算

１ 歳 入
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(単位�千円)

款 項 決 算 額 ％

分 担 金 及 び 負 担 金 0 0.0

負 担 金 0 0.0

使 用 料 及 び 手 数 料 6,587,491 9.5

使 用 料 6,415,948 9.2

手 数 料 171,543 0.3

国 庫 支 出 金 55,270,063 79.6

国 庫 負 担 金 53,908,280 77.7

国 庫 補 助 金 1,273,471 1.8

委 託 金 88,312 0.1

財 産 収 入 250,225 0.4

財 産 運 用 収 入 52,213 0.1

財 産 売 払 収 入 198,012 0.3

寄 附 金 0 0.0

寄 附 金 0 0.0

繰 入 金 1,533,388 2.2

特 別 会 計 繰 入 金 0 0.0

基 金 繰 入 金 1,533,388 2.2

諸 収 入 1,073,354 1.5

預 金 利 子 0 0.0

貸 付 金 元 利 収 入 123,616 0.2
受 託 事 業 収 入 459,578 0.6
収 益 事 業 収 入 27,638 0.0
雑 入 462,522 0.7

県 債 4,677,000 6.7
県 債 4,677,000 6.7

計 69,391,521 100.0

２ 歳 出
� 県予算に占める教育費 (単位�千円)

区 分 当 初 予 算 額 ％ 最 終 予 算 額 ％ 決 算 額 ％

県 予 算 966,203,869 100.0 954,002,208 100.0 943,409,248 100.0

教 育 費 243,606,166 25.2 237,512,025 24.9 236,801,566 25.1

教 育 委 員 会 所 管 分 218,987,702 22.7 213,444,006 22.4 212,840,221 22.6

知 事 部 局 所 管 分 24,618,464 2.5 24,068,019 2.5 23,961,345 2.5

教 育 委 員 会 所 管 分 労 働 費 429,956 0.0 421,172 0.0 416,982 0.0

教 育 委 員 会 所 管 分 災 害 復 旧 10,000 0.0 0 0.0 0 0.0

(繰越分を含む)

福島県土地取得事業特別会計 (単位�千円)

款 項 決 算 額

土 地 取 得 事 業 費 公 共 用 地 取 得 事 業 費 5,080,000
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� 教育委員会所管目的別予算及び決算状況 (単位�千円)

区 分
(款・項・目) 当初予算額 構 成 比

％ 最終予算額 構 成 比
％ 決 算 額 構 成 比

％
労 働 費 429,956 0.2 421,172 0.2 416,982 0.2

雇 用 対 策 費 429,956 0.2 421,172 0.2 416,982 0.2
緊 急 雇 用 対 策 費 429,956 0.2 421,172 0.2 416,982 0.2

教 育 費 218,987,702 99.8 213,444,006 99.8 212,840,221 99.8
教 育 総 務 費 7,162,333 3.3 6,690,919 3.1 6,611,208 3.1

教 育 委 員 会 費 14,536 0.0 14,206 0.0 14,153 0.0
事 務 局 費 4,294,640 2.0 4,072,256 1.9 4,017,618 1.9
財 務 管 理 費 307,443 0.1 292,638 0.1 286,153 0.1
義 務 教 育 指 導 費 383,538 0.2 311,509 0.2 302,007 0.2
教 職 員 福 利 厚 生 費 173,080 0.1 173,094 0.1 172,535 0.1
育 英 費 219,544 0.1 211,328 0.1 210,981 0.1
恩 給 及 び 退 職 年 金 費 957,371 0.4 902,849 0.4 897,888 0.4
教 育 セ ン タ ー 費 793,024 0.4 694,580 0.3 691,646 0.3
養 護 教 育 セ ン タ ー 費 19,157 0.0 18,459 0.0 18,227 0.0

小 学 校 費 81,511,487 37.1 79,828,903 37.3 79,722,969 37.4
教 職 員 費 81,511,487 37.1 79,828,903 37.3 79,722,969 37.4

中 学 校 費 48,078,991 21.9 47,113,890 22.0 47,022,723 22.0
教 職 員 費 48,078,991 21.9 47,113,890 22.0 47,022,723 22.0

高 等 学 校 費 63,622,920 29.0 62,098,614 29.1 61,971,678 29.1
教 職 員 費 49,132,592 22.4 48,551,795 22.7 48,505,822 22.8
高 等 学 校 指 導 費 363,334 0.2 300,640 0.1 288,634 0.1
高 等 学 校 管 理 費 5,877,377 2.7 5,812,677 2.7 5,798,531 2.7
施 設 等 整 備 費 3,107,348 1.4 2,863,451 1.3 2,851,103 1.3
通 信 教 育 費 12,869 0.0 12,762 0.0 12,615 0.0
農 業 高 等 学 校 実 習 費 147,347 0.1 164,582 0.1 163,116 0.1
水 産 高 等 学 校 実 習 費 175,955 0.1 160,241 0.1 160,099 0.1
⑭～⑮いわき光洋高等学校全日制新築費 2,267,647 1.0 1,985,737 0.9 1,985,485 0.9
⑭～⑮相馬女子高等学校校舎等移転改築費 2,342,768 1.1 2,051,046 1.0 2,050,883 1.0
⑮～⑯相馬高等学校運動場整備費 100,800 0.0 100,800 0.1 69,510 0.0
⑮～⑯いわき光洋高等学校運動場整備費 94,883 0.0 94,883 0.1 85,880 0.1

特 殊 学 校 費 13,350,462 6.1 12,874,757 6.0 12,770,874 6.0
盲 ろ う 学 校 費 1,995,022 0.9 1,968,404 0.9 1,930,911 0.9
養 護 学 校 費 11,355,440 5.2 10,906,353 5.1 10,839,963 5.1

社 会 教 育 費 4,092,724 1.8 3,738,874 1.8 3,651,729 1.7
社 会 教 育 総 務 費 131,302 0.1 122,618 0.1 118,629 0.1
図 書 館 費 137,299 0.1 135,251 0.1 134,835 0.1
自 然 の 家 費 679,437 0.3 656,466 0.3 648,686 0.3
文 化 振 興 費 43,494 0.0 42,084 0.0 41,081 0.0
文 化 財 保 護 費 939,788 0.4 739,387 0.4 733,475 0.3
文 化 セ ン タ ー 費 418,957 0.2 407,598 0.2 401,503 0.2
美 術 館 費 310,177 0.1 289,629 0.1 288,259 0.1
博 物 館 費 305,912 0.1 285,650 0.1 282,556 0.1
ふ く し ま 海 洋 科 学 館 費 862,536 0.4 788,341 0.4 742,026 0.4
文 化 財 セ ン タ ー 費 263,822 0.1 271,850 0.1 260,679 0.1

保 健 体 育 費 1,168,785 0.6 1,098,049 0.5 1,089,040 0.5
保 健 体 育 総 務 費 157,924 0.1 153,809 0.1 152,794 0.1
学 校 保 健 費 336,828 0.2 315,093 0.1 314,104 0.1
体 育 振 興 費 602,982 0.3 558,716 0.3 551,712 0.3
体 育 施 設 費 71,051 0.0 70,431 0.0 70,430 0.0

災 害 復 旧 費 10,000 0.0 0 0.0 0 0.0
文 教 施 設 災 害 復 旧 費 10,000 0.0 0 0.0 0 0.0

公 立 文 教 施 設 災 害 復 旧 費 10,000 0.0 0 0.0 0 0.0
計 219,427,658 100.0 213,865,178 100.0 213,257,203 100.0

福島県土地取得事業特別会計 (単位�千円)

区 分 (項目) 当 初 予 算 額 最 終 予 算 額 決 算 額

公 共 用 地 取 得 事 業 費
公 共 用 地 取 得 事 業 費 5,080,000 5,080,000 5,080,000
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第２節 学校教育施設

１ 県 立 学 校

� 学校建設の概要

平成16年５月１日現在の県立学校の現状は､ 別表のとおりである｡ 全体を構造的に見ると鉄筋コンクリート造が72.2％､

鉄筋造が25.8％と非木造が98.0％を占めており､ 木造建物が2.0％となった｡

別表 県立学校建物の現況 (16.５.１現在)

区 分
高 等 学 校 盲 ・ ろ う 学 校 養 護 学 校 計

面 積 構成費 面 積 構成費 面 積 構成費 面 積 構成費

㎡ ％ ㎡ ％ ㎡ ％ ㎡ ％

校 舎

� 683,972 85.0 10,721 75.5 60,686 95.8 755,379 85.6

� 101,808 12.6 1,454 10.2 2,300 3.6 105,562 12.0

� 19,213 2.4 2,031 14.3 358 0.6 21,602 2.4

計 804,993 100.0 14,206 100.0 63,344 100.0 882,543 100.0

体 育 館

� 16,815 9.0 0 0 3,932 49.8 20,747 10.5

� 170,119 96.0 2,240 100.0 3,971 50.2 176,330 89.1

� 838 0.4 0 0 0 0 838 0.4

計 187,772 100.0 2,240 100.0 7,903 100.0 197,915 100.0

寄 宿 舎

� 10,753 93.9 2,433 94.2 2,050 100.0 15,236 94.7

� 703 6.1 92 3.6 0 0 795 4.9

� 0 0 57 2.2 0 0 57 0.4

計 11,456 100.0 2,582 100.0 2,050 100.0 16,088 100.0

計

� 711,540 70.9 13,154 69.1 66,668 91.0 791,362 72.2

� 272,630 27.1 3,786 19.9 6,271 8.5 282,687 25.8

� 20,051 2.0 2,088 11.0 358 0.5 22,497 2.0

計 1,004,221 100.0 19,028 100.0 73,297 100.0 1,096,546 100.0

� 鉄筋造､ � 鉄骨その他造､ � 木造
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� 平成15年度事業実績

ア 高等学校一般施設整備事業

事 項 校数 学 校 名 事 業 費
財 源 内 訳

国 庫 そ の 他 県 費

千円 千円 千円 千円

男女共学化推進事業 3 福島､ 橘､ 相馬東 2,676,381 57,657 10,099 2,608,625

大 規 模 改 造 事 業 22

福島商業､ 福島明成､ 福島工業､
福島北､ 安積黎明､ 郡山商業､ 湖南､
須賀川､ 光南､ 白河旭､ 小野､ 会津､
葵､ 若松商業､ 喜多方､ 喜多方東､
西会津､ 田島､ 平工業､ 小名浜､ 四倉､
双葉翔陽

1,732,015 7,473 1,724,542

第２体育館新築事業 1 福島南 172,794 172,794

総 合 学 科
施 設 整 備 事 業 2 福島北､ 内郷 18,937 18,937

全 日 制 校 舎
移 転 新 築 事 業 1 いわき光洋 1,875,749 798,218 441,450 636,081

教 育 環 境 整 備 事 業 3 福島工業､ 郡山商業､ 塙工業 37,608 37,608

下 水 道 接 続 事 業 2 田村､ 喜多方 28,027 28,027

学 校 用 地 取 得 事 業 1 会津学鳳 5,081,455 5,081,455

プ ー ル 改 修 事 業 1 橘 36,322 36,322

格 技 場 改 築 事 業 1 田村 5,460 5,460

校舎等移転改築事業 1 会津学鳳 59,082 59,082

産 振 棟 整 備 事 業 2 二本松工業､ 岩瀬農業 72,857 72,857

情報処理室棟整備事業 1 福島 163,517 163,517

そ の 他 工 事 一般補修､ 諸施設整備等 975,513 975,513

合 計 12,935,717 855,875 459,022 11,620,820

イ 特殊学校施設整備事業 (一般施設)

事 項

学校種別
学 校 名 及 び 工 事 名 事 業 費

財 源 内 訳

国 庫 そ の 他 県 費

千円 千円 千円 千円

盲 ・ ろ う

盲学校緑化事業 2,520 2,520 0

聾学校給食施設改築 5,149 5,149

一般施設整備等 13,925 13,925

計 19,074 0 2,520 19,074

養 護

ふくしま養護教育充実プラン(須賀川･石川･富岡) 204,720 31,873 37,525 135,322

会津養護学校給食施設増築 74,255 74,255

平養護全面改築 173,289 173,289

一般施設整備等 53,610 53,610

計 505,874 31,873 37,525 436,476

合 計 524,948 31,873 40,045 455,550
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２ 幼稚園・小学校・中学校・養護学校 (市町村立分)

� 構造物保有面積 (単位�㎡)

区 分
小 学 校 中 学 校 小 ・ 中 学 校 計 養 護 学 校 幼 稚 園

面 積 ％ 面 積 ％ 面 積 ％ 面 積 ％ 面 積 ％

校

舎

� 1,552,039 94 907,782 95 2,459,821 94 4,475 78 36,257 33

� 45,002 3 28,903 3 73,905 3 1,111 19 57,863 52

� 47,442 3 18,930 2 66,372 3 115 3 16,351 15

計 1,644,483 100 955,615 100 2,600,098 100 5,701 109 110,471 100

屋
内
運
動
場

� 140,457 33 112,704 44 253,161 37 391 94

� 260,797 63 143,938 55 404,735 60 26 6

� 14,945 4 2,977 1 17,922 3 0 0

計 416,199 100 259,619 100 675,818 100 417 100 0 0

寄

宿

舎

� 430 100 4,377 65 4,807 67 0 0

� 0 0 1,116 17 1,116 16 0 0

� 0 0 1,208 18 1,208 17 0 0

計 430 100 6,701 100 7,131 100 0 0 0 0

計

� 1,692,926 82 1,024,863 84 2,717,789 82 4,866 79 36,257 33

� 305,799 15 173,957 14 479,756 15 1,137 18 57,863 52

� 62,387 3 23,115 2 85,502 3 115 3 16,351 15

計 2,061,112 100 1,221,935 100 3,283,047 100 6,118 100 110,471 100



第３節 産業教育振興法補助事業

産業教育施設・設備の整備

高等学校産業教育施設・設備等整備

県立高等学校における産業教育のための設備の整備促進を

図った｡

15年度における実施状況は次のとおりである｡

設 備

� 国庫補助事業

① 基準設備

� 県単独事業

① 基準設備の整備 4,866千円

② 老朽設備の整備 38,219千円

③ 普通科家庭科 8,600千円

④ 学科改編等 25,505千円
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学 科 名 学 校 名

農 業 東白川農商

工 業 福島工業､ 二本松工業

総 合 相馬東

設 備 費 13,821千円

② 特別装置

学 科 名 学 校 名

工 業 喜多方工業､ 小高工業､ 福島工業

設 備 費 39,060千円

③ 設備更新

学 科 名 学 校 名

農 業 磐城農業

設 備 費 1,273千円

� 公立学校施設整備事業 (市町村分交付決定額)

平成15年度

区 分

単 年 度
国庫債務負担行為

(15～16)

学校数
補 助
面 積

補助金 学校数
補 助
面 積

補助金

公立小学校
校 舎 の
新 増 築

2 1,765 207,451

公立中学校
校 舎 の
新 増 築

公立小学校
屋内運動場
の 新 増 築

3 923 96,077 1 447 59,210

公立中学校
屋内運動場
の 新 増 築

公立小・中
学校の統合

1 922 106,377 1 2,926 349,311

公立小・中
学 校 危 険
建物の改築

1 937 63,785 2 3,284 234,712

公立小・中
学校不適格
建物の改築

2 1,482 102,323 4 3,086 199,658

屋 外
環 境 整 備

2 37,500

地域学校連
携施設整備

1 200 11,520

大規模改造 10 285,236

公立幼稚園
園 舎 の
新 増 築

1 350 15,224

公 立 学 校
(幼稚園) 不
適格建物の
改 築

木 の 研 修
交 流 施 設

へ き 地
教 員 宿 舎

地 震 補 強 7 329,589

計
(実数)

16 4,814 1,047,361

(実数)

4 11,508 1,050,342

災 害 復 旧



第４節 理科教育振興法補助事業

１ 理 科 設 備

学校規模別設備現有状況

２ 数学特別設備

学校規模別設備現有状況

第５節 情報処理設備整備事業

１ 県単補助事業

・小・中学校校内���整備支援事業

７校 (西山小 他) 3,051千円

２ 県単独事業

� パーソナルコンピュータの整備

25校 (郡 山 他) 48,129千円

語学演習 (LL) 装置

３校 (相馬東 他) 46,196千円
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区分
規模別

学校数 基準金額 現有金額 現有率

校 円 円 ％

高 校 Ⅰ 88 7,187,312,000 986,003,989 13.7

高 校 Ⅱ 3 490,044,000 38,068,795 7.8

小 計 91 7,677,356,000 1,024,072,784 13.3

盲 学 校 1 102,140,000 4,837,800 4.7

聾 学 校 4 91,369,000 9,863,430 10.8

養護学校 15 793,939,000 29,633,140 3.7

小 計 20 987,448,000 44,334,370 4.5

区分
規模別

学校数 基準金額 現有金額 現有率

校 円 円 ％

高 校 Ⅰ 88 1,202,168,000 75,934,100 6.3

高 校 Ⅱ 3 81,966,000 3,600,000 4.4

小 計 91 1,284,134,000 79,534,100 6.2

盲 学 校 1 11,616,000 42,400 0.4

聾 学 校 4 9,296,000 611,100 6.6

養護学校 15 113,494,000 3,516,838 3.1

小 計 20 134,406,000 4,170,338 3.1
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第４章 教 育 の 情 報 化

第１節 基 盤 整 備
学校及び教育事務所等の教育関係機関が教育ネットワーク

及びインターネットを利用できるよう､ 情報環境の基盤整備

を目的としたネットワークである ｢うつくしま教育ネットワー

ク｣ を平成11年度から整備してきた｡ ｢うつくしま教育ネッ

トワーク｣ は県教育センターを拠点とし､ 県立学校はもとよ

り県内の学校などの教育関係機関との接続を可能としている｡

さらに､ 回線の高速化を図るために､ 県の情報通信システ

ムであるうつくしま世界樹への接続を進め､ 平成15年度に全

県立学校の接続が完了した｡ これにより､ 教育情報の提供・

検索などの高速回線による利用ができるようになり､ 電子情

報利活用のための利便性向上が図られた｡

また､ 県立学校への情報機器の配備を進めるとともに､ 各

教室等から校内外の情報の収集や伝達が可能となる校内��

�の整備に取り組んでいる｡ 校内���の整備は､ 国の整備

基準により普通教室に２台 (当面は１台) と特別教室に１校

あたり６台のコンピュータ等を配備している｡

生涯学習については､ インターネットを利用し､ 生涯学習

に関する情報を県民に提供する ｢福島県生涯学習情報提供シ

ステム (ふくしまマナビィネット)｣ の整備を平成11年度か

ら行っている｡

さらに､ 社会教育施設においては､ ｢��基礎技能講習会｣

を実施するための学習活動支援設備整備事業により､ コンピュー

タ機器の整備を行ってきたところである｡

うつくしま教育ネットワークのサービス

・ホームページの利用環境

学校や教育関係機関等のホームページを設置できるスペー

スを提供し､ 取組みや研究成果などを広く共有する場を提

供する｡

・電子メールサービス

電子メールアカウントを､ 教職員､ 学校､ 教育関係機関

等に発行する｡

・不適切情報のフィルタリング

児童・生徒に触れさせたくない情報をネットワーク拠点

で一元的に管理し､ 教育にふさわしい情報の提供を行う｡

・セキュリティやウィルス等への対策

・教育情報データベース・検索サービス

・インターネット放送システム

・コミュニケーション環境 (掲示板､ メーリングリスト)

・ヘルプデスクによるネットワークサービスの相談受付

第２節 人材の育成・活用
すべての教員がコンピュータを操作でき､ コンピュータを

用いて指導できることを目指して､ 研修の充実を図っている｡

さらに､ 教員が��を活用して分かる授業を実践できるよ

う､ 自ら教育用コンテンツを作成する研修事業である ｢��

活用授業実践強化事業｣ を平成15年度に実施した｡
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県立学校基盤整備状況

年 度 うつくしま教育NW 世界樹接続 校内LAN整備

�11 38校 － －

�12 39校 － 48校

�13 35校 52校 25校

�14 － 48校 15校

�15 1校 13校 7校

学校の基盤整備状況 (小･中･高･盲･聾･養護学校)

項 目 福島県 全国平均

教育用��１台当たり児童生徒数 8.3人 9.7人

インターネット接続率 98.4％ 99.5％

普通教室の���整備率 44.7％ 29.2％

(H15. 3.31現在 文部科学省調べ)

人材の育成状況

項 目 福島県 全国平均

��を操作できる教員 86.3％ 87.6％

��で指導できる教員 53.9％ 52.8％

(H14. 5. 1現在 文部科学省調べ)



第３節 教育用コンテンツの充実
県及び各市町村､ 博物館､ 教育センター､ 学校等に集録､

所蔵されている教育情報のデジタル化を推進し､ ｢ふくしま

教育総合ネットワーク｣ の中に､ ｢ふくしま教育情報データ

ベース｣ として整備し､ 児童生徒にとって安全で利用しやす

い検索・閲覧サービスを提供している｡

また､ 平成15年度から本県の自然や歴史及び文化､ 人物等

の様々な情報を集め､ 小・中学生向けの教育用コンテンツを

整備する ｢うつくしま電子事典｣ 作成事業を実施しており､

平成15年度は人物について整備を行った｡
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第５章 生 涯 学 習

第１節 概 要
いつでもだれでもどこででも､ 自由に学習機会を選択して

学ぶことができ､ その成果が適切に評価される社会､ すなわ

ち生涯学習社会を目指し､ 全庁的に生涯学習の推進を図った｡

生涯学習審議会では､ 福島県における生涯学習振興の在り

方について審議を行った｡ また､ 生涯学習推進本部において

は､ ｢福島県生涯学習関連事業推進要領｣ を制定し､ 福島県

の各部局等で実施されている生涯学習関連事業の対象範囲の

明確化と事業内容に応じた体系化を行った｡

また､ 生涯学習情報提供については､ ｢ふくしまマナビィ

ネット｣ の利用拡大に努めたほか､ 広報紙 ｢生涯学習ふくし

ま｣ を発行し､ 生涯学習の啓発に努めた｡

さらに､ ｢生涯学習ボランティア｣ の活動を推進するため､

ボランティアコーディネーター養成講座､ ボランティア活動

指導者研究大会を開催した｡

第２節 生涯学習の推進体制

１ 福島県生涯学習審議会の開催

第２章第８節 ｢付属機関等｣ ３に記載のとおり｡

２ 福島県生涯学習推進本部 (本部長�副知事)

・本部会議の開催�平成15年６月23日 (月)

・ ｢福島県生涯学習関連事業推進要領｣ の一部改正

第３節 生涯学習情報提供及び啓発

１ 生涯学習情報提供システム
(ふくしまマナビィネット) の整備

県民の学習活動支援のため､ 生涯学習に関する情報を県と

各市町村が参加したコンピュータネットワークにより提供す

る｡ [参加市町村63 (H16年３月現在)]

� 提供した情報

・県立郡山萌世高等学校平成16年度科目履修生募集案内

・特 別 情 報 福島県における生涯学習推進の在り方

について (提言) 概要版／全文

・お役立ちリンク 県外及び県内各市町村の生涯学習関連

ホームページ

・従来からの情報 ①施設 ②講座・イベント

③サークル ④視聴覚教材

⑤指導者 ⑥問い合わせ先

⑦民間団体 ⑧資格

� アクセス状況

・平成15年度 18,238件 月平均 1,520件

� システムへの情報提供操作研修会

・各市町村教育委員会等の生涯学習担当者が､ それぞれの

市町村独自の生涯学習情報を発信できる体制づくりを目

的とする｡

・平成15年６月２日～３日 浪江町中央公民館 (浪江町)

・平成15年６月５日～６日 北会津村公民館 (北会津村)

・平成15年６月９日～10日 福島県ハイテクプラザ

(郡山市)

２ 広報紙 ｢生涯学習ふくしま｣ の発行

・発行回数 ３回 (各5,000部)

・配 布 先 市町村､ 市町村教育委員会､ 公民館､ 図書館､

関係機関､ 団体など

３ 学 習 相 談

・学習相談員の設置 １名 (生涯学習文化グループ内)

第４節 生涯学習ボランティア活動の
推進

１ 目 的

生涯学習によって得られた知識や技術をボランティア活動

に生かしたいと考えている県民の活動を支援・促進するとと

もに､ ボランティア活動に興味・関心のある県民のために学

習や情報交換の機会を提供するなど､ 生涯学習ボランティア

の推進に努めた｡

２ 内 容

� ボランティア活動指導者研究大会

ボランティア活動の指導者や実践者､ リーダー養成講座

等の修了者などを対象に､ 学習と情報交換の機会を提供す

るため､ 研究大会を開催した｡

・前期�平成15年10月18日 (土)

・場所�下郷ふれあいセンター

・対象�ボランティア団体､ グループ､ サークルの関係者

市町村のボランティア事業担当者と関係者

学校教育のボランティア担当者など

・内容

基調講演

｢ボランティアで学ぶ生涯楽集社会｣
・・・・

講師 社団法人日本青年奉仕会事務局長

齋藤 信夫 氏

実践発表

田島町ボランティア連絡会

南郷村教育委員会

ハートネットふくしま

棚倉町立社川小学校
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シンポジウム

｢今､ ボランティアを考えよう�｣

コーディネーター

桜の聖母短期大学講師 二瓶由美子 氏

シンポジスト

田島町ボランティア連絡会副会長

湯田 芳博 氏

南郷村教育委員会主査 星 克之 氏

ハートネットふくしま理事長 吉田 公男 氏

棚倉町立社川小学校教諭 遠藤 愛子 氏

・出席者�469名

� ボランティア人材情報検索システムの作成

ボランティア人材の情報を広く県民に提供し､ ボランティ

アを必要とするニーズに対応できるようにした｡

・期日�平成15年９月整備

・内容�青少年の体験活動に関するボランティア人材の検

索システムを作成し､ ホームページで公開するこ

とによって､ 県民が必要とするボランティア情報

をいつでもどこでも得られるようにした｡

ホームページアドレス

http:／／www.fvolnt.gr.fks.ed.jp.／

第５節 学校開放講座
県民の学習機会の充実を図るため､ 学校の教育機能を活用

して､ 県立学校12校において講座を開催した｡

講座開設校及び内容 受講者合計337人
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人学校名 講 座 内 容 開講期間 受講者

福 島 東
高 等 学 校

親子サッカー教室
11／9､

11／10
2回

64人

聾 学 校
福 島 分 校

ことばってな～に 手話って
な～に

10／25､
11／8

2回
24人

安 積 黎 明
高 等 学 校

創造の楽しみ…音楽・美術・
コンピューターを通して

11／15～
11／29

3回
31人

あ ぶ く ま
養 護
高 等 学 校

『共生社会』 の創造を目指し
て～養護教育 (特別支援教育)
の 『現在』

10／30～
11／20

4回
39人

白 河 旭
高 等 学 校

マジック転写によるかんたん
篆刻

1／10
1回 30人

会 津 学 鳳
高 等 学 校

能楽 (謡曲) 教室
10／18～

29
4回

9人

会 津 養 護
高 等 学 校

木工製品製作体験教室
9／24～

10／15
4回

21人

川 口
高 等 学 校

音楽に親しもう
6／12～

11／27
11回

15人

南 会 津
高 等 学 校

身近で役立つ教養講座 (パソ
コン・ラン・お茶)

8／19～
8／21

3回
30人

相 馬 農 業
高 等 学 校

趣味と教養を高める生涯学習
6／14～

12／13
7回

35人

小 名 浜
高 等 学 校

刻字講座 (表札作り)
1／24～

2／7
3回

20人

内 郷
高 等 学 校

介護実習講座
11／29～

12／13
3回

19人
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第１節 学 校 管 理

１ 児童生徒数・学級数と教職員定数

� 小 学 校
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年 度 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

本 校 554 555 552 551 550 550 548 548 547 546 540

分 室 － － － － － － － － － － －

分 校 40 38 35 31 31 27 25 24 24 22 20

計 595 591 587 582 581 577 573 572 571 568 560

前 差 0 △ 4 △ 4 △ 5 △ 1 △ 4 △ 4 △ 1 △ 1 △ 3 △ 8

� 平成15年度の学級数別学校数 (小学校)

学 級 数 別 １～５学級 ６～11学級 12～18学級 19～24学級 25学級以上 合 計

本 校 88 276 118 50 8 540

分 室 － － － － － －

分 校 20 － － － － 20

計 108 276 118 50 8 560

構 成 比 19 49 21 9 2 100

� 中 学 校

年 度 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

本 校 243 243 242 244 244 244 244 245 245 242 241

分 室 － － － － － － － － － － －

分 校 1 1 1 1 1 1 1 1 1 － －

計 244 244 243 245 245 245 245 246 246 242 241

前 差 0 0 △ 1 2 0 0 0 1 0 △ 4 △ 1

� 平成15年度の学級数別学校数 (中学校)

学 級 数 別 １～５学級 ６～11学級 12～18学級 19～24学級 25学級以上 合 計

本 校 67 99 60 13 2 241

分 室 － － － － － －

分 校 － － － － － －

計 67 99 60 13 2 241

構 成 比 27 41 25 5 2 100

� 公立幼稚園の設置状況

年 度 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

園 数 236 237 237 238 238 237 237 237 237 233 234

園 児 数 13,730 13,221 12,578 12,508 12,474 12,040 11,860 11,923 11,917 11,691 11,540

園児指数 280.8 270.4 257.1 255.9 255.2 246.3 242.6 243.9 243.7 239.1 236.0
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� 小学校児童数・学級数の推移

小学校の児童数は昭和34年度が最高で､ その後は減少を続けてきた｡ 昭和52年度を境に児童数､ 学級数とも増加傾向にあっ

たが､ 昭和60年度を境に児童数が再び減少傾向にあり､ 学級数も学級編制基準の改善にもかかわらず少しずつ減少している｡

年 度 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

単 式 5,680 5,610 5,533 5,416 5,264 5,164 5,026 4,939 4,855 4,948 5,041

複 式 192 186 177 160 170 169 171 179 192 194 193

特 殊 198 182 179 172 175 175 187 198 217 252 288

年 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

児 童 167,640 164,388 160,603 155,312 149,971 145,759 141,258 137,796 134,878 132,229 130,290

指 数 62.8 61.6 60.2 58.2 56.2 54.7 52.9 51.6 50.6 49.6 49.5

学 級 6,070 5,978 5,889 5,748 5,609 5,508 5,384 5,316 5,264 5,394 5,522

指 数 80.2 79 77.9 76 74.1 72.8 71.1 70.2 69.5 71.2 73.68

� 中学校生徒数・学級数の推移

中学校の生徒数は昭和37年度が最高となり､ その後は減少を続けてきた｡ 昭和56年度を境に生徒数､ 学級数とも増加傾向

にあったが､ 昭和63年度より再び減少傾向にある｡

年 度 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

単 式 2,563 2,518 2,483 2,498 2,491 2,457 2,404 2,329 2,255 2,358 2,281

複 式 5 5 5 4 3 3 5 5 6 6 8

特 殊 99 94 86 89 86 85 90 97 105 115 126

年 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

生 徒 89,302 87,536 85,888 85,742 85,309 83,877 81,774 78,740 76,315 73,115 70,573

指 数 53.4 52.3 51.4 51.3 51.1 50.2 48.9 47.1 45.7 43.8 42.9

学 級 2,667 2,617 2,574 2,591 2,580 2,545 2,499 2,431 2,366 2,479 2,415

指 数 66.9 65.6 64.5 65 64.7 63.8 62.6 60.9 59.3 62.1 61.4

� 小・中・養護学校条例定数の推移

年 度 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

小

学

校

教 員 8,633 8,540 8,414 8,294 8,160 8,031 7,977 7,905 7,858 7,816 7,784

事 務 職 員 560 558 559 556 549 548 547 546 542 538 535

充 指 導 主 事 37 36 36 37 36 36 30 31 25 26 26

補 充 教 職 員 321 345 355 397 381 380 374 378 365 355 365

県単独負担教員 46 45 44 65 61 55 40 37 200 362 350

学 校 栄 養 職 員 149 150 152 151 147 147 146 148 148 149 151

中

学

校

教 員 5,133 5,049 5,085 5,154 5,086 5,000 4,908 4,829 4,967 4,633 4,551

事 務 職 員 247 242 244 246 250 248 248 245 240 238 232

充 指 導 主 事 41 41 42 43 43 43 49 53 55 55 55

補 充 教 職 員 128 138 120 119 132 135 146 171 157 155 177

県単独負担教員 66 67 67 55 52 52 42 27 269 246 255

学 校 栄 養 職 員 56 55 58 61 62 62 61 63 65 64 64

養

護

学

校

教 員 66 63 60 83 86 81 87 90 96 92 94

事 務 職 員 4 4 4 4 4 4 6 6 6 6 6

補 充 教 職 員 4 3 5 5 5 5 5 4 5 5 6

県単独負担教員 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

学 校 栄 養 職 員 2 － 2 2 2 2 2 2 2 2 2



２ 教職員人事・任用

平成15年度人事に関する方針

教育に対する県民の期待と要望に応え､ 教育改革を推進し､

県教育の一層の充実と向上発展を期するためには､ 各学校の

教育職員組織及び教育庁職員組織の充実・強化と士気の高揚

を図らなければならない｡

本委員会は､ この実現を図るため､ 下記の方針に基づき人

事異動を行うものである｡

� 基 本 方 針

１ 全県的視野にたち､ 適材を適所に配置し､ 教育効果並

びに行政効果の向上を図る｡

２ 教育の機会均等の理念に立脚し､ 各学校の教職員組織

の充実と均衡に努めるとともに､ 平成15年４月から導入

する�･�型行政組織の趣旨を踏まえ､ 教育庁職員組織

の充実を図る｡

３ 厳正公平な人事を行い､ 各学校の教職員及び教育庁職

員の士気の高揚を図る｡

� 重 点

１ 市町村立学校関係

� 教育の充実に努めるため､ 有能適格な教職員の採用

と新進有為な人材の登用を図る｡

� 教職員組織の充実と均衡に努めるため､ 計画的な交

流の推進を図る｡

� 養護教育及びへき地教育の振興を図るため､ 適任者

を配置するとともに､ 適正な交流を行う｡

� 管理監督の立場となる職への登用にあたっては､ そ

の職責の重要性に鑑み､ 適任者を厳選し適所に配置す

る｡

◎平成15年度公立小・中学校人事 (平成15年３月末公表)

� 異動件数

異動件数3,192件 (前年度2,991件) 201件の増｡ 異

動件数が前年度に比べて増加したのは､ 退職者の増に

加え､ 採用と転補が増加したことによるものである｡

� 採用について (教諭､ 養護教諭､ 事務職員等の区分

ごとの数)

教職員としての資質､ 能力､ 人物､ 適性､ 健康等に

ついて判断し選考した｡

ア 採用者は､ 小学校教諭107名､ 中学校教諭101名､

養護教諭５名､ 学校事務職員３名､ 学校栄養職員４

名である｡

イ 採用者は小学校教員､ 中学校教員とも前年度に引

き続き増加した｡ 今年度は81名の増となった｡

ウ 教職経験者については､ 平成５年度採用予定者よ

り受験資格年齢を引き上げた結果40歳以上45歳未満

の者が29名志願し､ ４名が採用となった｡

エ 一定期間教職経験を積んだ後､ へき地校勤務とさ

せることを意図し､ 都市への配置を多くした｡ 特に

小・中学校とも､ 初任者研修のため､ 大・中規模校

への配置を多くした｡

� 交流について

都市・平地､ へき地各地域の実態に応じた計画的な

交流を進めるとともに､ 短期間勤務者の転補を抑制す

ることにより､ 教育活動に専念できるよう配慮した｡

� 昇任について

ア 管理職への昇任は校長85名 (小学校58名､ 中学校

27名､ 前年度比６名増)､ 教頭88名 (小学校52名､

中学校36名､ 前年度比２名減)､ 計173名で前年度に

比べ４名の増となった｡

② 女子教員の管理職登用に意を用いた｡

小学校長12名､ 中学校長０名､ 小学校教頭７名､

中学校教頭５名を登用した｡

③ 教頭の昇任は受考者983名に対し､ 88名で昇任率

は9.0％となっている｡

� 退職について

① 平成14年度末の退職者件数は322名で前年度に比

べ34件の増である｡

② 退職者の内訳は定年退職者196名､ 勧奨による退

職者162名､ 普通退職者24名となっている｡

③ 退職者中､ 校長は96名 (小学校59名､ 中学校36名､

市立養護学校１名)､ 教頭は２名となっている｡

３ 教育職員の免許

� 教育職員免許状の授与状況

平成15年度中に本県で授与した教育教員免許状は､ 総数

で2,292件あり前年度より257件減となっている｡

普通免許状は､ 前年度より313件減って2,129件､ 臨時免

許状は56件増で163件となっている｡

普通免許状のうち平成15年度大学卒業者の占める割合は､

約77％で､ 1,649件となっている｡

免許状の種類別授与件数は､ 次のとおりである｡

小学校教諭専修免許状 29件

同 一種免許状 256件

同 二種免許状 63件

中学校教諭専修免許状 57件

同 一種免許状 368件

同 二種免許状 45件

高等学校教諭専修免許状 95件

同 一種免許状 526件

幼稚園教諭専修免許状 0件

同 一種免許状 24件

同 二種免許状 538件

盲学校教諭専修免許状 0件

同 一種免許状 0件

同 二種免許状 6件

聾学校教諭一種免許状 1件

同 二種免許状 13件

養護学校教諭専修免許状 2件

同 一種免許状 33件

同 二種免許状 37件

聾学校自立活動教諭一種免許状 2件

養護学校自立活動教諭一種免許状 1件

養護教諭専修免許状 2件

養護教諭一種免許状 14件

同 二種免許状 17件

小学校助教諭免許状 139件
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中学校助教諭免許状 3件

高等学校助教諭免許状 11件

幼稚園助教諭免許状 3件

盲学校助教諭免許状 0件

聾学校助教諭免許状 1件

養護学校助教諭免許状 0件

養護助教諭免許状 6件

� 免許法認定講習の実施状況

４ 学校の設置及び統廃合

地域社会における過疎・過密化の進行に伴い地域の事情に

応じた教育諸条件の整備充実が図られてきた｡ 学校規模の適

正化もその一つであり､ 地域にあった設置､ 廃止が計画的に

進められている｡

５ 学 校 防 火

学校防火は､ 公有財産を消失し､ 児童生徒に精神的な打撃

を与え､ 学校教育の質の低下を招くとともに､ 教育行政を停

滞させるなど､ 社会に及ぼす物心両面の影響はきわめて大き

い｡

県の教育委員会は､ 市町村教育委員会の協力のもと､ 次の

観点から､ 各学校における防火体制を再点検し､ その強化を

図っているところである｡

・学校防火計画並びに防火診断の内容と方法の改善

・木造校舎を中心とする防火上の施設設備の充実と整備方

法の改善

・児童生徒並びに教育関係者の防火意識の高揚と防火訓練

の強化

平成15年度に学校火災が６件発生したことは誠に残念であ

り､ 今後は学校火災の絶無を期するよう努める｡

また､ 昭和50年度以降の県内の学校火災は原因別にみると､

放火または放火の疑い､ 火遊び､ たばこの不始末など生徒指

導上の問題と関連の深い火災が多く､ 防火の面からも生徒指

導の一層の充実と強化を図る必要がある｡ なお､ 原因不明に

よる火災が突出している｡

次に､ 学校の整備状況を見ると､ その多くが機械整備となっ

ており､ 機械が探知した火災情報の確認から消火活動に至る

まで､ 関係者の連携が一層迅速になるよう検討し､ 改善を図っ

ていくことが重要である｡

さらに､ 灯油､ アルコール､ シンナー等の燃えやすい物質

や混合爆発､ 発火等の可能性の高い毒劇物・危険物等薬品の

保管については､ 防火上のみならす､ 防犯上からも厳重な管

理を徹底していくことが必要である｡

平成15年度の学校防火査察の概要及び学校管理の状況は次

のとおりである｡

� 平成15年度公立小･中･養護学校防火診断視察項目

ア 防火体制について

イ 警備員､ 代行員の勤務状況について

ウ 火気関係設備及び取り扱い状況について

エ 電気設備について

オ 消防用設備及びその管理について

カ そ の 他

・諸表簿の管理状況

・毒劇物・危険物等薬品の保管状況

� 学校防火査察の実施と指導

ア 学校防火診断実施要項の趣旨を徹底させた｡

イ 防火・防犯上から休日・祝日及び夜間における宿日直

代行員並びに機械警備等の設置の状況を把握した｡

ウ 県教育庁教育振興領域が中心となって､ 各地域の消防

署の協力を得て､ 小学校18校､ 中学校18校を会場として､

周辺校の防火管理者464人の参加により､ 防火診断を実

施し防火診断方法についての理解を深め､ 各学校におけ

る防火診断の徹底と防火体制の強化を図った｡

エ 査察診断の結果に基づき､ 防火対策上必要な措置を市

町村教育委員会並びに各小・中・養護学校に指導した｡

� 学校防火管理の状況

平成15年度における校舎建築構造及び管理の状況は､ 次

のとおりである｡

……………………
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対 象 者 開催地 時 期 開 設
単位数

受講者
数

付 与
単位数

小 学 校 教 員

福島市 15 年
7・8月

10 502 501

中 学 校 教 員 11 98 98

養 護 教 員 6 130 130

高等学校教員 1 6 6

養護学校等教員 1 135 135

幼 稚 園 教 員 1 28 7

聾 学 校 教 員 1 99 99

盲 学 校 教 員 1 67 67

計 32 1,065 1,043

公立・中学校の設置・廃止

廃止 (平成16.３.31) 設置 (平成16.４.１)

小

学

校

岩代町立田沢小学校
岩代町立百目木小学校
川内村立川内第一小学校
川内村立川内第二小学校
川内村立川内第三小学校
会津高田町立東尾岐小学校

岩代町立旭小学校
川内村立川内小学校
いわき市立中央台東小学校

中
学
校

都路村立都路第一中学校
都路村立都路第二中学校

都路村立都路中学校

学校種別

分類項目
小学校 中学校 計

建 築 構 造
耐 火 構 造 519 233 752

木 造 41 10 51

警備の状況

宿日直代行 1 0 1

巡 回 2 0 2

機 械 警 備 537 236 773

無 人 化 20 7 27

※市立養護学校は中学校に含む｡
※休校中の分校は含めない｡



� へき地教育の振興策

へき地の学校は､ 概して小規模であり､ かつ分校も多い

ため複式学級が多い｡ 従って教育条件の改善充実を図ると

ともに､ へき地学校に優秀な教員を確保することが緊要で

ある｡

ア へき地教育の人事行政

｢平成15年度人事異動方針｣ Ⅰの２において､ ｢教育

の機会均等の理念に立脚し､ 各学校の教職員組織の充実

と均衡に努めるとともに平成13年度に教育機構改革で導

入したグループ制の発展形である一層フラットでフレキ

ンブルな行政組織 (�・�型行政組織) の平成15年４月

からの導入趣旨を踏まえ､ 教育庁職員組織の充実を図る｣

ことを基本としてかかげ､ これを受けて平成15年度小・

中・養護学校教職員人事実施要項２の１において ｢交流

のための区分を設定し､ すべての教職員を在職期間中に

都市､ 平地､ へき地の勤務を公平に経験させる｣ ことと

し､ へき地と各地域との計画的な交流の推進を図った｡

また､ へき地派遣制度によるへき地派遣､ へき地学校

勤務で優秀な実績をあげた者の管理職への抜てきなどの

施策もあわせて実施した｡

� へき地交流

� 地域区分

県内の地域区分を次のとおりとする｡
○ 特�地域 旧４市 (福島､ 郡山､ 会津若松､ 平)

の学校
○ �地域 市､ 主要町村の学校
○ �地域 特�､ �及び�地域以外の学校
○ �地域 へき地の学校 (人事委員会､ 教育事

務所の各指定学校)
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６ へき地対策

� へき地学校の状況

ア へき地学校

級地 ４ 級 ３ 級 ２ 級 １ 級 準 １ 級 特 地 教育事務所指定 計

教育事務所 本校 分校 本校 分校 本校 分校 本校 分校 本校 分校 本校 分校 本校 分校 本校 分校

小

学

校

県 北 3 1 4 2 16 25 1

県 中 2 2 13 7 9 1 11 19 54 10

県 南 1 1 1 1 3 2 5 13 1

会 津 1 5 7 1 4 2 9 27 2

南 会 津 1 6 2 4 3 1 1 4 2 18 6

相 双 3 6 4 13 0

い わ き 4 2 7 1 1 1 8 1 21 4

計 0 0 2 2 21 6 41 13 22 2 22 0 63 1 171 24

中

学

校

県 北 2 5 7 0

県 中 1 4 4 4 4 17 0

県 南 1 1 2 4 0

会 津 1 3 4 1 6 14 1

南 会 津 1 5 1 1 2 1 11 0

相 双 2 3 1 6 0

い わ き 4 6 1 3 14 0

計 0 0 1 1 15 0 21 0 8 0 6 0 22 0 73 1

総 計
0 0 3 3 36 6 62 13 30 2 28 0 85 1 244 25

0 6 42 75 32 28 86 269

イ 特別へき地学校数､ 学級数､ 児童生徒数､ 教員数

小中別 小 学 校 中 学 校 合 計

項 学校数 児 童 数 学級数 教 員 数 学校数 生 徒 数 学級数 教員数 学校数 児 童 生 徒 数 学 級 数 教 員 数

区分

級地

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

本

校

分

校
計

４ 級 地 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３ 級 地 2 2 4 71 5 76 9 2 11 15 2 17 1 1 2 13 0 13 2 0 2 83 0 83 3 3 6 84 5 89 11 2 13 98 2 100

２ 級 地 21 6 27 1,019 43 1,062 79 9 88 165 10 175 15 0 15 601 0 601 39 0 39 78 0 78 36 6 42 1,620 43 1,663 118 9 127 243 10 253

１ 級 地 41 13 54 2,613 116 2,729 188 23 211 364 25 389 21 0 21 1,564 0 1,564 69 0 69 211 0 211 62 13 75 4,177 116 4,293 257 23 280 575 25 600

準 1 級 地 22 2 24 1,567 30 1,597 110 4 114 202 4 206 8 0 8 612 0 612 23 0 23 127 0 127 30 2 32 2,179 30 2,209 133 4 137 329 4 333

特 地 22 0 22 1,987 1,987 107 0 107 231 0 231 6 0 6 948 0 948 33 0 33 83 0 83 28 0 28 2,935 0 2,935 140 0 140 314 0 314

教育事務
所 指 定 63 1 64 5,961 15 5,976 344 3 347 493 3 496 22 0 22 4,211 0 4,211 147 0 147 287 0 287 85 1 86 10,172 15 10,187 491 3 494 780 3 783

合 計 171 24 19513,218 20913,427 837 41 878 1,470 44 1,514 73 1 74 7,949 0 7,949 313 0 313 869 0 869 244 25 269 21,167 209 21,376 1,150 41 1,191 2,339 44 2,383



� 交流基準

� へき地学校勤務については次の基準による｡
○教員については､ その在職期間中に別表１によ

る期間勤務する｡ ただし､ 会津ブロック外出身

者の会津ブロックへき地学校勤務年数は､ 別表

２による｡
○昭和28年以降採用者のうちで､ へき地学校勤務

の経験のない者については､ 計画的にへき地学

校へ転出させる｡ ただし､ へき地学校に勤務す

べき該当者が少ない場合においては､ 採用年度

にかかわらず計画的にへき地学校に転出させる｡
○すでにへき地経験を有する者が､ 再び相当期間

へき地学校に勤務し､ 都市又は平地の学校に転

出を希望する者については､ 優先的に考慮する｡

� へき地派遣制度

へき地校勤務満了教員で､ 都市又は平地の学校

に勤務する教員のうちから､ 成績優秀な中堅教員

を厳選して計画的にへき地学校に派遣し､ その教

育実践をとおしてへき地教育振興に役立てるとと

もに､ 当該教員が相当期間勤務し､ その勤務成績

が良好な場合は､ 抜てき人事等の優遇措置を講ず

ることとした｡ 相当期間とは３年以上である｡

昭和59年度末からは特に東白川地区､ 南会津地

区を重点地区に設定し､ 教育組織の充実強化を図っ

た｡

イ へき地学校教職員の経済的優遇策

� へき地手当等の支給

人事委員会指定のへき地学校等に勤務する教職員に

対し､ 次の手当が支給される｡
○ へき地手当

勤務するへき地学校等の級別区分に応じて次のと

おり支給される｡

○ へき地手当に準ずる手当

へき地学校等又は特別の地域に所在する学校等

(人事委員会指定) へ､ 異動に伴い住居を移転した

場合に支給される｡

・異動日から５年間 (給料の月額＋教職調整額＋

扶養手当)×４％

・５年を経過した後 (給料の月額＋教職調整額＋

扶養手当)×２％

� へき地学校勤務職員の昇給期間短縮

へき地学校等に次の期間を勤務した教職員に対して適

用される｡

ウ へき地学校教職員の配置に対する特別措置

へき地教育振興法第４条の２項に ｢都道府県は､ へき

地学校に勤務する教員及び職員の決定について特別の考

慮を払わなければならない｡｣ とあり､ 本県としてもへ

き地学校教職員及び養護教員､ 事務職員等の配置につい

て特別措置を講じている｡

� 今後の問題点

ア へき地学校の教職員配置の改善を図ること｡

へき地学校の教職員の年齢構成からみて､ 中堅教員が

少ない傾向にある｡ 今後中堅教員を計画的にへき地に配

置していく必要がある｡

また､ へき地に勤務する教職員の優遇策や地元の受け

入れ態勢の整備充実にいっそう努力する必要がある｡

イ 都市・平地とへき地との人事交流を推進すること｡

へき地勤務未経験者を解消するため､ これまでも計画

的に平地､ へき地の交流を推進してきた｡ 今後いっそう

計画的､ 広域的な交流を推進する必要がある｡
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別表１ (教員のへき地校勤務年数)

級別
教育事
務所指
定のへ
き 地

人 事 委 員 会 指 定 へ き 地

特地準
１級地 １級地 ２級地 ３級地 ４級地 ５級地

勤続
年数 ４年以上 ３年以上 ２ 年 以 上

別表２ (教員のへき地校勤務年数)

会津ブロック外出身者
の会津ブロックへき地
勤務年数(新採は含まない)

へ き 地 級 地 別

教育事務所指定 特地､ 準１級地
１ 級 地 以 上

３年以上 ２年以上

級 地 手 当 額 支給割合

４ 級 地

(給料の月額＋教職調整額

＋扶養手当) ×支給割合

20／100

３ 級 地 16／100

２ 級 地 12／100

１ 級 地 ８／100

準 １ 級 地 ４／100

(注) 給料の月額＝給料の月額＋給料の調整額

勤務年数

級別区分

１年以上
２年未満

２年以上
３年未満

３年以上
４年未満

４年以上

５級・４級 ６月短縮 12月短縮 － －

３級・２級 ３月短縮 ９月短縮 12月短縮 －

1級・準1級 ３月短縮 ６月短縮 ９月短縮 12月短縮



第２節 学 校 教 育

１ 概 要

� 指導行政の基本方針

今年度は､ 平成22年度を目標年度とする10年間の長期的

な展望によって策定された ｢第５次福島県長期総合教育計

画－新世紀ふくしまの学び・2010－｣ の３年目に当たる｡

｢人・地域・自然と共に個を磨く新世紀ふくしまの教育｣

を基本目標に､ ｢児童生徒の夢がかなうふくしまの教育｣

の実現を目指し

Ⅰ 人と共に Ⅱ 地域・自然と共に

Ⅲ 新世紀と共に Ⅳ 学びの環境づくり

の４つの視点のもと､ 本県学校教育の推進を図ってきた｡

具体的には､ 集中的に教育改革を進めるため､ 昨年度策

定した ｢うつくしま教育改革推進プログラム～ふくしまの

教育７つの約束～｣ に基づき､ 今年度は ｢学びのくに｣

｢感性のくに｣ ｢共生のくに｣ の３つの視点から､ 強化､ 推

進を図ってきた｡

� 指 導 組 織

教育指導領域総括参事を中心に､ 各グループ参事､ 主幹､

主任指導主事､ 指導主事及び各教育事務所指導課長､ 指導

主事､ 県教育委員会委嘱学校教育指導委員 (下表) によっ

て､ 幼稚園､ 小学校､ 中学校の指導に当たった｡

� 学校教育指導の重点

学習指導要領の趣旨を踏まえ､ ｢確かな学力｣ ｢豊かな人

間性・社会性｣ の育成を図るため､ 教育課程の改善・充実､

学習指導と生徒指導の充実に努めた｡

ア 教育内容・方法の改善充実に努める｡

� 広報誌 ｢教育ふくしま｣､ ｢学校教育指導の重点｣､

｢児童生徒の夢がかなう福島の教育の実現に向けてⅤ｣

などにより､ 指導の重点や具体的な実践例を紹介し､

授業の改善が図られるようにした｡

� 本県教育行政の推進を図るため､ 指導担当者の資質

向上のための研究に努めた｡

○ 指導担当者研究協議会

○ 指導課長会議

○ 学力向上担当指導主事会議

○ 生徒指導担当指導主事会議

� 小・中学校教育課程研究協議会を開催し､ 学習指導

要領の趣旨の徹底と教員の指導力向上を図った｡

○ 対象者～各校長・教頭及び教務主任等のうちから

１名

� 福島県小・中学校教育研究会との共催により､ 教育

課程実施上の諸問題を研究し､ その改善・充実に努め

た｡

� 各種研究学校 (地区) を指定し､ 指導内容や指導方

法の改善・充実に努めた｡

○ 文部科学省及び国立教育政策研究所の研究委託に

よる研究指定校等

・ 豊かな体験活動推進事業

・ 児童生徒の心に響く道徳教育推進事業

・ 全国的かつ総合的な学力調査の実施に係る研究

指定校

・ 生徒指導総合連携推進事業

・ 幼稚園における道徳性を培う活動等の充実に関

する調査研究

・ 幼稚園における子育て支援活動の総合推進事業

・ 学力向上フロンティア事業

・ 国語力向上モデル事業

・ 学習指導カウンセラー・放課後学習チューター

調査研究事業 ほか

○ 県教育委員会による研究指定校

・ 基礎学力向上モデル校事業

・ チャレンジふくしま体験プラン

・ ふくしま式環境モデル事業 ほか

イ 教職員の資質と指導力の向上に努めた｡

� 小学校､ 中学校初任者研修の実施

� 事務職員､ 教職経験者､ 校長研修会､ 新任校長､ 新

任教頭､ 新任教務主任等の研修会の実施

� 授業改善研修会の実施

� 中央研修講座への派遣

� 英語教育指導者講座への派遣

� 教員海外派遣の実施

� 長期研修生 (内地留学) の派遣

� 教育研究団体に対する援助と指導

	 教職員研究論文の募集

ウ へき地教育担当教員､ 免許外教科担当教員の研修の充

実と指導力の向上に努めた｡

� へき地教育担当教員研修会

� へき地小規模学校教育研究大会

� 中学校免許外教科担任教員研修会

エ 幼稚園教育担当教員の研修の充実と指導力の向上に努

めた｡

� 幼稚園等新規採用教員研修

� 幼稚園経験者研修Ⅱ

� 幼稚園教育課程理解推進事業中央協議会

� 幼稚園教育課程研究協議会

� 保育技術協議会

� 幼稚園実技講習会

� 園長等運営管理協議会
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県

北

県

中

県

南

会

津

南
会
津

相

双

い
わ
き

計

指 導 主 事 数
(指導課長を含む) 8 9 7 9 5 7 8 53

市・町村教育委員会
指 導 主 事 等 数 12 26 3 7 0 3 15 66

教 科 等 指 導 委 員 数
(養護教育を含む) 7 7 8 7 10 8 7 54

生 徒 指 導 委 員 数 3 4 2 3 1 2 2 17

学校体育指導委員数 2 2 1 2 1 1 1 10

学校保健指導委員数 1 1 1 1 1 1 1 7



オ 生徒指導の充実に努めた｡

� 各種研修会を実施し､ 生徒指導の充実に努めた｡
○生徒指導担当指導主事研究協議会 (２回)

� 研究地域を指定し､ 生徒指導の充実・改善に努めた｡
○生徒指導総合連携推進事業 (１市)

� ハートウォームプラン事業を実施した｡

いじめの問題の解消とその未然防止に努めるととも

に､ 不登校等の学校不適応問題の解決に努めた｡
○教育相談体制の充実

・学校教育相談員の設置 (各教育事務所に配置)

・フリーダイヤル電話相談 (ダイヤルSOSの設置)
○学校の取組みに対する支援

・スクールカウンセラーの配置

・ ｢心の教室相談員｣ 調査研究発表

・スクーリングサポートネットワーク (SSN)

・マルチメディアを活用した補充指導についての調

査研究
○教職員の資質向上

・カウンセリング研修会の実施 (県内７会場３日)

・新任生徒指導担当教員研修会 (２班各２日)
○教育相談専門研修並びに関係機関との連携強化

・教育相談関係者連絡協議会 (県内７会場１日)

・学校教育相談員連絡協議会

カ 社会の変化に対応した教育の充実に努めた｡

� 情報化社会への対応
○学校におけるコンピュータ等の整備 (地教委)
○情報化対応学校支援事業の実施

� 国際化への対応
○語学指導等を行う外国青年招致事業の実施
○ 120名の外国JET青年の受入れ (96名を市町村教育

委員会が配置)

２ 現 職 教 育

� 教職員等中央研修講座

ア 趣 旨

校長､ 教頭､ 中堅教員に対し､ 学校の管理運営､ 学習

指導などの諸問題について､ それぞれの職務に必要な研

修を行い､ その識見を高め､ 指導力の向上を図る｡

イ 主 催 文部科学省

ウ 会 場 独立行政法人教員研修センター

エ 期間及び参加者

◇校長・教頭等研修講座

第１回 ６月17日�～７月８日�

福島県立小野高等学校校長 古関 隆史

福島県立会津工業高等学校教頭 佐藤 国善

第２回 ７月15日�～８月５日�

西会津町立西会津中学校校長 佐藤 秀喜

福島市立岳陽中学校教頭 小柴 治紀

第３回 １月７日�～１月28日�

白河市立関辺小学校校長 下重 康仁

郡山市立朝日が丘小学校教頭 渡邉 和宏

福島県教育庁教育指導領域指導主事 山内 正吉

第４回 ２月12日�～３月４日�

いわき市立豊間小学校教頭 山野辺政次

福島県教育庁教育指導領域指導主事 菅野 哲也

福島県教育センター指導主事 島 義一

◇中堅教員研修講座

第１回 ５月６日�～６月６日�

相馬市立中村第一小学校教諭 小関 洋

石川町立石川中学校教諭 岡崎 寛人

福島県立南会津高等学校教諭 長田 公雄

第２回 ８月12日�～９月12日�

小野町立夏井第一小学校教諭 高島 利恵

下郷町立楢原小学校教諭 高橋 弘之

第３回 ９月30日�～10月31日�

伊達町立東小学校教諭 高橋 孝

北会津村立若舘小学校教諭 湯田 靖

本宮町立本宮第一中学校教諭 渡邉 定行

富岡町立富岡第一中学校教諭 淀 正明

いわき市立綿中学校教諭 小島 一浩

第４回 11月11日�～12月12日�

福島県立福島南高等学校教諭 樋口 則雄

福島県立磐城高等学校教諭 阿部 武彦

福島県立双葉高等学校教諭 大沼 博文

� 教員海外派遣

ア 主 催 独立行政法人教員研修センター

イ 派遣種別

英語担当教員海外研修

ウ 研修内容

語学及び諸外国の教育､ 文化・社会等の諸事情

エ 参加者及び主な視察国

英語担当教員海外研修

� 各種研修会

ア 福島県公立学校長研修会地区別研修会 (公立小・中学

校長､ 県立学校長)

� 主 催 福島県教育委員会

� 管内・期日・会場・参加人数【参加891名】
○県 北 ６月23日�

【自治会館】 183名
○県 中 ７月15日�

【ユラックス熱海】 234名
○県 南 ６月９日�

【白河地域職業訓練センター】 77名
○会 津 ７月１日�

【県立会津大学】 144名
○南 会 津 ７月７日�

【田島町中央公民館】 32名
○相 双 ６月18日�
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氏 名 所 属 職名 派 遣 先 期間

熊 坂 吉 徳 東和町立東和中学校 教 諭 ニュージーランド ６か月

高 瀬 永 志 飯舘村立飯舘中学校 教 諭 ア メ リ カ ６か月

箭 内 博 貴 県立郡山高等学校 教 諭 カ ナ ダ ６か月

鈴 木 聡 県立磐城高等学校 教 諭 ア メ リ カ ６か月



【原町市福祉会館】 88名
○い わ き ７月２日�

【県いわき合同庁舎】 133名

イ 公立小・中・養護学校新任校長研修会

� 主 催 福島県教育委員会

� 会 場 福島県教育センター

� 期間・参加人数

６月４日�～６月６日� 小学校 59名

中学校 31名

� 講 師

桑折町教育委員会教育長 荒 海 健 二

ウ 公立小・中・養護学校新任教頭研修会

� 主 催 福島県教育委員会

� 会 場 福島県教育センター

� 期間・参加人数

５月19日�～５月21日� 小学校 52名

中学校 36名

� 講 師

ヒューマンパワー研究所代表 大 槻 英 郎

エ 市町村公立小・中・養護学校教頭研修会

� 主 催 福島県教育委員会

� 会 場 福島県教育センター

� 期間・参加人数

７月10目�～７月11日� 小学校 51名

中学校 31名

� 講 師

福島市清水学習センター所長 神 田 紀

オ 公立小・中・養護学校新任教務主任研修会

� 主 催 福島県教育委員会

� 期間・会場

第１回 ５月 (1日) 各教育事務所

第２回 11月 (1日) 各教育事務所

� 参加人数 第１回	114名

(小学校 72名､ 中学校 42名)

第２回	114名

(小学校 72名､ 中学校 42名)

カ 公立小・中学校経験者研修 (Ⅰ､ Ⅱ)

� 経験者研修Ⅰ
○主 催 福島県教育委員会
○期間・会場


 ４月～11月 教育事務所

� ５月～10月 勤務校

� ６月～11月 教育センター

(小) ６月23日�～24日

６月30日�～７月１日

(中) ６月２日�～３日

６月12日�～13日�

６月19日�～20日�

○参加人数 (小学校89名､ 中学校70名)
○講 師

各教育事務所依頼の外部講師

� 経験者研修Ⅱ
○主 催 福島県教育委員会

○期間・会場


 ４月～11月 教育事務所

� ５月～10月 勤務校

� ７月～２月 教育センター

(小) ９月24日�～26日� 10月６日�～８日�

10月14日～16日�

(中) 10月20日�～22日� 10月27日�～29日�

○参加人数 (小学校149名､ 中学校98名)
○講 師

各教育事務所依頼の外部講師

キ 公立小・中学校初任者研修

� 校内における研修 60日間

各学校で年間を通じて計画し､ 実施する｡

� 校外における研修 30日間


 グループ研修 A

(10日､ 各教育事務所の計画による)

・一般研修 １日間 学年始休業中

・授業研修 ３日間 １～２学期中

・授業研修 １日間 協力校により1～2学期中

・へき地校研修 １日間 ２学期中

・カウンセリング研修

３日間 ２学期中

・養護学校研修 １日間 ３学期中

� グループ研修 B

(14日､ 各市町村教育委員会の計画による)

・一般研修 １日間 １学期中

・研究発表集会等研修

７日間 １～２学期中

・ボランティア活動研修

３日間 １～３学期中

・地場産業､ 公共施設等研修

２日間 ２～３学期中

・他校種園参観研修 １日間 ３学期中

� 宿泊研修

(６日､ 県教育委員会､ 教育センターの計画による)

・国立磐梯青年の家

３日間 ６月

・教育センター ３日間 １～２月中

� 参加者数


 小 学 校 102名

� 中 学 校 96名

� 講 師

大原病院附属清水病院臨床心理士 酒 井 芳 子

ク 公立小・中・養護学校事務職員研修

� 新採用職員研修

・対 象 平成15年度新規採用者

・日 数 ５日間

・参加人数 ３名 (小学校３名)

� ステッププレ研修

・対 象 採用後４年目

・日 数 ３日間

・参加人数 ５名 (小学校１名､ 中学校４名)

� ステップⅠ研修
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・対 象 採用後８年目

・日 数 ４日間

・参加人数 ９名 (小学校８名､ 中学校１名)

� ステップⅡ研修

・対 象 採用後12年目

・日 数 ４日間

・参加人数 37名 (小学校30名､ 中学校７名)

� ステップⅢ研修

・対 象 採用後16年目

・日 数 ３日間

・参加人数 18名 (小学校13名､ 中学校５名)

※ 会場は､ いずれも ｢ふくしま自治研修センター｣

� 教員長期研修

(研修機関､ 研修期間､ 研修生)

ア 筑 波 大 学

� 後 期 平成15年10月１日～平成16年３月31日

富岡町立富岡第一小学校教諭 門馬 千玲

いわき市立上遠野中学校教諭 大越 元昭

イ 上越教育大学

� 平成14年４月１日～平成16年３月31日

郡山市立郡山第二中学校教諭 渡邊 真魚

�尾村立�尾中学校教諭 長階 哲哉

� 平成15年４月１日～平成17年３月31日

猪苗代町立長瀬小学校教諭 新井田克生

いわき市立平第一中学校教諭 緑川 敏之

ウ 福 島 大 学

� 平成14年４月１日～平成16年３月31日

福島市立金谷川小学校教諭 佐藤 雅彦

同 後藤 一則

同 新美賢一郎

福島市立松陵中学校教諭 小針美由紀

福島市立金谷川小学校教諭 伊藤 健一

同 横田 安弘

福島市立松陵中学校教諭 丑木 香織

福島市立金谷川小学校教諭 結城 克徳

同 田中 淳一

� 平成15年４月１日～平成17年３月31日

二本松市立二本松北小学校教諭 鈴木 雅子

東和町立南戸沢小学校教諭 藤原 謙

三春町立中妻小学校教諭 米本 順一

郡山市立郡山第五中学校教諭 水野 知也

白河市立白河第三小学校教諭 安達 和良

塩川町立塩川小学校教諭 坂内 清昭

� 教員体験研修

① 主 催 福島県教育委員会

② 期 間 ６か月又は４か月

③ 派遣者及び派遣先
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学 校 名 職 氏 名 派 遣 先

福 島 市 立 西 信 中 学 校 教諭 天 野 健 史 杉妻会館

福 島 市 立 北 信 中 学 校 教諭 佐 藤 義 和 福島市社会福祉協議会

桑 折 町 立 醸 芳 小 学 校 教諭 加 藤 倫 ㈱辰巳屋

二本松市立石井小学校 教諭 丹 野 潔 県国際交流協会

郡山市立郡山第七中学校 教諭 遠 藤 英 樹 ヨークベニマル

須賀川市立第一小学校 教諭 鈴 木 毅 ㈱ホテルはまつ

玉 川 村 立 泉 中 学 校 教諭 仁 平 光 俊 ホテルラフィーネ郡山

塙 町 立 塙 中 学 校 教諭 亀 田 征 利 ㈱ルネサンス棚倉

北塩原村立裏磐梯小学校 教諭 大坂興太郎 ㈱リオンドール

喜多方市立第二中学校 教諭 五十嵐光広 ㈱会津天宝醸造

田 島 町 立 針 生 小 学 校 教諭 大 桃 豊 JA会津みなみ

浪 江 町 立 浪 江 小 学 校 教諭 山 田 浩 貴 JAふたば

川 内 村 立 川 内 中 学 校 教諭 西 康 弘 ㈱Jヴィレッジ

いわき市立上遠野小学校 教諭 甲 高 乾 ㈱いわや

いわき市立藤間中学校 教諭 志 賀 吉 平 ㈱いわや

� 平成15年度新産業技術等指導者養成講習 (中学校)

○ 新産業技術コース

教 科 氏 名 職名 学 校 名 研 修 先 研修期間

技･家 (技) 湯 淺 伸二朗 教諭 小 野 町 立 小 野 中 学 校 筑 波 大 学 (水 戸 市)
８月25日～

８月29日

技･家 (技) 平 田 憲 一 教諭 喜 多 方 市 立 第 二 中 学 校 茨 城 大 学 (水 戸 市)
８月25日～

８月29日

技･家 (技) 大 竹 孝 喜 教諭 白 河 市 立 白 河 中 央 中 学 校 北海道立教育研究所 (江 別 市)
９月８日～

９月12日

技･家 (家) 菅 野 秀 子 教諭 岩 代 町 立 小 浜 中 学 校 東 京 学 芸 大 学 (小金井市)
７月28日～

８月１日

技･家 (家) 土 井 芳 枝 教諭 田 島 町 田 島 中 学 校 東 京 学 芸 大 学 (小金井市)
７月28日～

８月１日



� 教育研究奨励

ア 主 催 福島県教育委員会

イ 応募資格

福島県公立幼稚園・小・中・高・盲・聾・養護学校の

教職員

ウ 審査委員

福島大学教育学部附属

教育実践総合センター長 熊 田 喜 宣

福島大学教育学部教授 浜 島 京 子

福島学院短期大学非常勤講師 近 藤 博 之

元桑折町立醸芳中学校長 菅 野 金四郎

エ 入 賞 者

� 特 選

３ 教 育 課 程

� 平成15年度小学校教育課程研究協議会

ア 主 催 文部科学省

イ 期 日 １班�平成15年11月13日・14日

２班�平成15年11月18日・19日

ウ 会 場 虎ノ門ホール他

エ 本県からの参加者 12名

� 平成15年度中学校教育課程研究協議会

ア 主 催 文部科学省

イ 期 日 １班�平成15年10月30日・31日

２班�平成15年11月６日・７日

ウ 会 場 虎ノ門ホール他

エ 本県からの参加者 12名

� 平成15年度福島県小・中学校教育課程研究協議会

�平成15年度福島県小学校教育課程研究協議会�

ア 主 催

福島県教育委員会

イ 実施期間

県北管内 ９月29日�

県中管内 ９月22日�

県南管内 ９月10日�

会津管内 ９月９日�

南会津管内 ９月18日�

相双管内 10月７日�

いわき管内 10月15日�

ウ 実施教科等

教育課程一般､ 国語､ 社会､ 算数､ 理科､ 生活､ 音楽､

図画工作､ 家庭､ 体育､ 道徳､ 特別活動､ 総合的な学習

の時間

エ 参加者数 540名

�平成15年度福島県中学校教育課程研究協議会�

ア 主 催

福島県教育委員会

イ 実施期間

県北管内 ９月16日�

県中管内 10月14日�

県南管内 ９月29日�

会津管内 ９月17日�

南会津管内 ９月19日	

相双管内 10月９日�

いわき管内 10月８日�

③ 実施教科等

教育課程一般､ 国語､ 社会､ 数学､ 理科､ 音楽､ 美術､

保健体育､ 技術・家庭､ 外国語､ 道徳､ 特別活動､ 総合

的な学習の時間

④ 参加者数 242名
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氏 名 所 属

加 藤 裕 紀 いわき市立田人第二小学校

渡 辺 秀 一 会津坂下町立坂下小学校

本 宮 町 立 本 宮 小 学 校 団 体

郡山市立郡山第二中学校 団 体


 入 選

氏 名 所 属

近 野 典 男 郡山市立熱海小学校石筵分校

塙 町 立 塙 小 学 校 団 体

紺 野 稔 東 和 町 立 北 戸 沢 小 学 校

平 塚 学 会津高田町立尾岐小学校

小 川 尚 子 福島市立福島第二小学校

渡 邉 裕 樹 福 島 市 立 大 森 小 学 校

郡 山 市 立 芳 山 小 学 校 団 体

石 川 淳 飯 舘 村 立 臼 石 小 学 校

� 奨 励 賞

氏 名 所 属

矢 祭 町 立 関 岡 小 学 校 団 体

木 村 圭 吾 桑 折 町 立 伊 達 崎 小 学 校

橋 本 恵 久 子 石 川 町 立 石 川 小 学 校



４ 学力向上等

� ふくしま夢実現プラン (基礎学力向上推進支援事業)

ア 学力実態調査研究

県内全小学校第５学年 (国語・算数)､ 県内全中学校

第２学年 (数学・英語)

イ 基礎学力向上支援事業 (基礎学力､ 小中連携､ 習熟度

別､ その他)

研究開発モデル校 小・中学校40校

ウ 学力向上フロンティア事業 (発展的な指導等)

学力向上フロンティアスクール 小・中学校30校

エ 授業改善研修会 (�・�の授業の改善)

� 少人数教育推進事業

学力向上や人間性・社会性の育成を総合的・効果的に推

進するための ｢個に応じた指導｣ の徹底を図るため､ ティー

ム・ティーチングや習熟度別等指導､ 及び30人学級編制等

の少人数教育を進め､ 教員等の目が子ども一人ひとりに行

き届き､ きめ細かな指導や評価ができる体制を作る｡
○ ティーム・ティーチングや習熟度別等指導
○ 30人学級編制 (小１､ 小２､ 中１)

５ 道 徳 教 育

� 道 徳 教 育

ア 道徳教育連携・推進講座

� 主 催 文部科学省・独立行政法人教員研修セ

ンター

� 会 場 独立行政法人教員研修センター

� 期 日

第 １ 回 平成15年６月10日�～13日�

第 ２ 回 平成15年９月16日�～19日�

イ 道徳教育連携・推進講座 (地区別研修講座)

� 主 催 文部科学省､ 独立行政法人教員研修セ

ンター､ 福島県教育委員会

� 会 場

各管内ごとに設定 (８会場……県中２会場)

� 期 日

各管内ごとに３日を設定

(始期６月13日､ 終期11月28日)

� 参加者数

教 員 360名 ��	 288名 計 648名

ウ 小学校教育研究会道徳部会

� 研究主題

｢心豊かでよりよく生きることを求め実践できる子

供を育む道徳の指導のあり方｣

� 主 催

福島県教育委員会､ 福島県小学校教育研究会

関係市町村教育委員会

� 会場・期日

地 区 各地区ごとに設定 (16会場) ７月～10月

エ 中学校教育研究会道徳部会

� 研究主題

｢道徳的価値の自覚を深め､ 生徒一人一人によりよ

く生きるための実践的な力を育む道徳教育はどうあれ

ばよいか｣

� 主 催

福島県教育委員会､ 福島県中学校教育研究会

関係市町村教育委員会

� 会場・期日

地 区 各地区ごとに設定 (16会場) ７月～10月

� 児童生徒の心に響く道徳教育推進事業
○ 趣 旨

各学校や地域の実態に応じ､ 地域人材の活用や体験活

動等を生かした多様な取組の工夫等､ 各学校や教育委員

会の創意工夫を生かした児童生徒の心に響く道徳教育を

推進するための実践研究を行い､ もって道徳教育の充実

に資する｡
○ 推進地域名
本宮町立本宮第一中学校区

推進学校名
本宮第一中学校､ 本宮小学校､

本宮まゆみ小学校

研 究 課 題
 ｢地域の人材を活用した道徳教育の充実｣

研 究 期 間
平成14年度､ 15年度
○ 推進地域名
矢祭町 (東舘小学校区および矢祭中学校

区)

推進学校名
東舘小学校､ 矢祭中学校

研 究 課 題
 ｢体験活動等を生かした道徳教育の充実｣

研 究 期 間
平成14年度､ 15年度
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第１回受講者

氏 名 勤 務 先 職 名

小 澤 悌 一 本宮町立本宮第一中学校 校 長

猪 狩 照 良 い わ き 市 立 夏 井 小 学 校 教 頭

渡 部 淳 一 会 津 教 育 事 務 所 指導主事

第２回受講者

氏 名 勤 務 先 職 名

小 野 真 也 相 馬 市 立 山 上 小 学 校 校 長

高 橋 眞 一 猪 苗 代 町 立 東 中 学 校 教 頭

橋 本 宏 克 県 中 教 育 事 務 所 指導主事

� 沼 文 俊 郡 山 市 立 多 田 野 小 学 校 教 頭

草 野 仁 い わ き 市 立 江 名 中 学 校 教 頭

� 各種研究学校の指定

幼稚園における道徳性を培う活動等の充実に関する調査研究

管 内 市 町 村 名 園 長 名 研 究 主 題 備 考

県 北 文� 本 宮 町
障害のある幼児・児童との交流を通して､
道徳性の芽生えを培う

○指定期間
平成14年～

15年度



６ 特 別 活 動

主な研修及び行事

� 県小学校教育研究会特別活動部会

ア 主 催

県教育委員会､ 県小学校研究協議会､ 開催市町村教育

委員会

イ 研究主題

望ましい集団活動を通して､ 個性の伸長を図るととも

に､ 豊かな人間性や社会性を育てる特別活動の指導の在

り方｡

ウ 県研究協議会
○期 日 平成15年10月24日�

○会 場 二本松市勤労者研修センター

� 県中学校教育研究会特別活動部会

ア 主 催

県教育委員会､ 県中学校教育研究会､ 開催市町村教育

委員会

イ 研究主題

望ましい集団活動を通して､ 集団の一員としての自覚

を深め､ たくましく生きる力を育む特訓活動の指導はど

うあればよいか｡

～将来の生き方と進路の適切な選択をめざす

学級活動の指導～

ウ 県研究協議会
○期 日 平成15年10月16日�

○会 場 いわき市立好間中学校

７ 生徒指導・進路指導

� 生 徒 指 導

ア 指定地域による研究推進

喜多方市
○指 定 文部科学省､ 生徒指導総合連携推進事業

平成14～15年度

イ 生徒指導に関する研修会 (カウンセリング研修会)
○期 日 各教育事務所ごとに９月～10月中に３日間実

施
○対 象 公立小・中学校の教員392名 (初任者含む)

ウ 生徒指導総合推進会議

文部科学省主催
○期 日 平成15年８月28日�

○会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター
○参加者 県教育庁教育指導領域主任指導主事 工藤 博

会津教育事務所指導主事 佐藤 玄

福島市立清水中学校長 鷺 理一

福島市立飯坂小学校長 竹田 正彦

喜多方市教育委員会指導主事 齋藤 文泰

エ 新任生徒指導担当教員研修会
○期 日 平成15年４月23日�～４月24日�〔１班〕

平成15年４月24日�～４月25日�〔２班〕
○会 場 福島県教育センター
○参加者 計140名

オ 生徒指導総合研修講座
○期 日 平成15年７月22日�～８月８日�

○会 場 独立行政法人教員研修センター
○参加者 石川町立石川小学校教諭 白旗 敏明

福島市立西根中学校教諭 安田 一成

福島中央高等学校教諭 佐藤 真一

� 進 路 指 導

ア 進路指導講座 (中央講座)

� 主 催 文部科学省・独立行政法人教員研修センター

� 会 場 筑波大学

	 期 間 平成15年６月16日
～６月20日�

� 参加者 岩代町立小浜中学校教諭 三津間勝彦

郡山市立安積第二中学校教諭 笹口あけみ

白河市立白河中央中学校教諭 稲川 竜寿

福島商業高等学校教諭 遠藤 文夫

会津高等学校教諭 横山 隆

イ 中・高進路指導研修会

� 主 催 福島県教育委員会

� 会 場 福島県教育センター

	 期日・参加人数

６月30日
～７月１日� 中 学 校 30名

高等学校 17名

� 講 師 日本進路指導協会理事 篠 翰

８ 幼稚園教育

本年度公立幼稚園数233園であった｡ 学級数は11学級減少

し､ 幼児数の減少から少人数保育になっているところが多い｡

県全体の平均学級園児数は､ 20.1人である｡ ５歳児の就園率

は､ 71.5％で (全国平均59.3％) 東北第２位､ 全国でも５位

となっている｡ 幼稚園未設市町村の解消や就園率の地域格差

是正､ ３年保育､ その他混合保育､ 預かり保育など課題も多

い｡

兼任園長等を対象とした ｢園長等運営管理協議会｣ をはじ

めとして､ ｢保育技術協議会｣､ ｢実技講習会｣､ ｢新規採用教

員研修会｣ ｢経験者研修Ⅱ｣ などの経験や職能に応じた研修

により教員の資質の向上を図った｡

さらに､ 幼稚園教育の一層の充実を図るため､ 市町村教育

委員会､ 福島県公立幼稚園教育研究会並びに福島県全私立幼

稚園協会等の協力を得て､ 次の事業を実施した｡

� 幼稚園教育課程理解推進事業都道府県協議会

ア 主 催

福島県教育委員会､ 福島県公立幼稚園教育研究会

イ 期 日

平成15年10月３日～10月17日のうち１日

ウ 会 場 (県内６ブロック)

県北､ 県中､ 県南､ 会津 (南会津)､ 相双､ いわき

エ 研修主題

〈統一協議主題〉

幼稚園において､ 教師が､ 幼児一人一人の活動の場面

に応じて､ 様々な役割を果たし､ その活動を豊かにして

いくためには､ どのようなかかわりが必要か｡
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〈分科会協議主題〉

� 友達と楽しく生活する中できまりの大切さに気付き､

守ろうとするようになるためには､ どのような教師の

関わりが必要か｡

� 身近な物や遊具に興味をもち､ 考えたり､ 試したり

して工夫して遊ぶようになるためには､ どのような教

師のかかわりが必要か｡

� 絵本や物語などに親しみ､ 先生や友達と心を通わせ

るようになるためには､ どのような教師のかかわりが

必要か｡

� 高齢者をはじめ地域の人々など､ 自分の生活に関係

の深いいろいろな人に親しみの気持ちをもつようにな

るためには､ どのような教師のかかわりが必要か｡

オ 参加者数 1,114名 (６地区合計)

� 幼稚園教育課程理解推進事業中央研修会

ア 主 催 文部科学省

イ 期 日 平成15年12月３日～４日

ウ 会 場 虎ノ門ホール

エ 本県からの参加者 10名

� 保育技術協議会

ア 主 催 文部科学省､ 福島県教育委員会

イ 期 日 平成15年６月25日～６月27日

ウ 会 場 福島県教育センター

エ 受講者 28名

オ 内 容 講義､ 研究協議､ 実技､ 演習

� 幼稚園実技講習

ア 主 催 福島県教育委員会

イ 期 日 平成15年７月29日～８月１日

ウ 会 場 福島大学教育学部附属幼稚園

エ 受講者 51名

オ 内 容 実技､ 演習

� 園長等運営管理協議会

ア 主 催 文部科学省､ 福島県教育委員会

イ 期 日 平成15年７月３日～４日

ウ 会 場 福島県教育センター

エ 受講者 51名

オ 内 容 講義､ 演習､ 研究協議､ 映像による協議

� 福島県幼稚園等新規採用教員研修

ア 主 催 文部科学省､ 福島県教育委員会

イ 会 場 各教育事務所が定めた場所

勤務園､ 参観を希望する幼稚園､ 保育所､

小学校

ウ 日 数 園外保育 (教育指導領域の計画) ３泊４日

〃 (教育事務所の計画) ３日間

〃 (幼稚園・保育園､ 小学校参観)

３日間

園内保育 (勤務園) 10日間

エ 参加者 研修対象者

公立21名､ 私立107名 計128名

オ 内 容 講義……教師の役割､ 幼稚園教育の現状

演習……自然の中での遊び

協議……諸問題､ 教師のかかわり

実技……絵本のイメージと遊び､ みんなで

楽しむ歌やゲーム

参観……生活科､ 保育実習

実習……保育実習

講演……幼児理解と援助など

� 幼稚園経験者研修�

ア 主 催 文部科学省､ 福島県教育委員会

イ 期 日 年 間

ウ 日数・内容・会場

○ 長期休業期間等における研修…10日程度 (７日以上)

・共通研修………１日 (各教育事務所の指定する会場)

・保育専門研修…４日程度

(保育専門研修会 県教育センター３日)

(学校訪問研修 学校訪問園１日程度)

・社会体験研修…１日程度 (社会体験を行う各施設等)

・選択研修………１日程度

(保育技術協議会､ 幼稚園実技講習会)

○ 課業期間中における研修…10日程度 (７日以上)

・保育力の向上研修

・教育課題研修

・パイオニア研修

エ 参加者 公立幼稚園対象教員 ５名

９ へき地教育

本県におけるへき地学校は､ 県全体の小・中学校別の総数

に対して､ 小学校138校で､ 26％､ 中学校52校で22％を占め､

小・中学校総数に対して24％の割合となっている｡

このへき地､ 山村､ 過疎地域の教育の振興を図るため､ 下

記の事業を実施した｡

� へき地教育担当教員研修会

ア 主 催 福島県教育委員会

イ 期 日 平成15年４月21日�､ 22日�

ウ 会 場 福島県教育センター

エ 講 師 古殿町立論田小学校教諭 遠藤 良和

オ 参加者数 47名

� 中学校免許外教科担当教員研修会

ア 主 催 福島県教育委員会

イ 期 日 平成15年５月７日�～５月９日�

平成15年５月12日�～５月14日�

ウ 会 場 福島県教育センター

エ 講 師 中学校教諭他

オ 実施教科 音楽､ 美術､ 技術､ 家庭

カ 参加者数 音楽１名､ 美術27名､ 技術24名､ 家庭33名

� 全国へき地教育研究大会

第52回全国へき地教育研究大会福井大会

ア 主 催 文部科学省､ 全国へき地教育研究連盟､

滋賀県教育委員会

イ 期 日 平成15年10月16日	～17日�

ウ 会 場 全体会 フェニックス・プラザ

分科会 県内13会場

エ 研究主題
○全国主題

｢ふるさとに立ち､ たくましく生きる力を持つ､ 心豊
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かな子どもの育成｣

オ 派遣者氏名

� 福島県へき地・小規模学校教育研究会

ア 組織及び財政の状況
○会 長 松田貞夫 (福島市立水原小学校)
○会員数 1,504名
○平成15年度決算額 1,504,120円

イ 主な事業
○県研究大会

・研究主題

｢ふるさとを見つめ､ 自ら創造的に生きる､ 心豊か

な子どもの育成｣

・期 日 平成15年10月23日�

・会 場 大信村立大屋小学校

大信村立大屋中学校

・参加者数 260名

10 環 境 教 育

学校における環境教育は､ 学校教育全体を通して行う必要

があり､ 自然とふれあいを深め自然を愛護することの大切さ

を理解させるように努めている｡

この環境教育を充実させるため､ 下記の事業を実施した｡

� 環境教育コーディネーター派遣事業

ア 目 的

環境教育を総合的な学習の時間に取り上げる､ または

取り上げようと計画している学校に対して環境教育コー

ディネーターを派遣し､ 教職員には児童生徒の課題意識

の持たせ方やカリキュラムの構成､ 地域との連携の持ち

方､ 児童生徒には環境問題等について､ 環境教育コーディ

ネーターによる助言指導を行うことによって､ 環境教育

の発展・充実を図る｡

イ 対 象

県内の公立小学校､ 中学校20校程度

ウ 講 師

大学教授､ 教育センター指導主事等

� ｢尾瀬サミット｣ 小・中学生３県交流

ア 主 催 福島県教育委員会

群馬県・群馬県教育委員会

新潟県教育委員会

イ 期 日 平成15年７月29日�～８月１日�

ウ 会 場 群馬県利根郡片品村 ｢至仏山荘｣

エ 参加者数 福島県 県内小・中学生 20名

群馬県 県内小・中学生 20名

新潟県 県内小・中学生 20名

オ 活動内容 ・尾瀬レクチャー ・フィールド活動

・意見交換会

カ 知事報告会 平成15年８月６日� 県庁

� 第６回全国環境学習フェア

ア 主 催 文部科学省､ 群馬県､ 群馬県教育委員会

イ 期 日 平成15年10月16日�～17日�

ウ 会 場 群馬県片品村

エ 派遣者氏名及び参加者部会等

― 57 ―

氏 名 職 名 勤 務 先

松 田 貞 夫 校 長 福島市立水原小学校

熊 田 正 臣 校 長 福島市立大笹生小学校

渡 邊 勝 則 校 長 福島市立大波小学校

荒 木 藤 夫 校 長 福島市立中野小学校

青 木 隆 雄 校 長 福島市立土湯小学校

花 見 剛 校 長 福島市立庭塚小学校

� 橋 貴 信 校 長 福島市立茂庭小学校

関 口 史 子 校 長 福島市立平石小学校

氏 名 職 名 勤 務 先

勝 見 州 良 校 長 川俣町立福田小学校

宗 川 孝 校 長 霊山町立泉原小学校

赤 城 壽 彦 指導主事 県教育庁教育指導領域

秋 元 裕 美 教 諭 浪江町立津島中学校

渡 辺 実 教 諭 船引町立緑小学校 氏 名 職 名 勤 務 先 分散会

神 永 睦 子 教 諭 矢 祭 町 立 内 川 小 学 校 第２分科会

小 澤 義 春 教 諭 北塩原村立裏磐梯中学校 第３分科会

田 邉 洋 二 教 諭 福島県立湖南高等学校 第５分科会



11 教科用図書

� 平成15年度使用教科用図書の採択

公立小・中学校教科用図書の採択は､ ｢義務教育諸学校

の教科用図書の無償措置に関する法律｣ に基づき､ 小学校

用教科書､ 中学校用教科書ともに継続採択であった｡

ア 教科用図書選定審議会

� 委 員 16名

� 任 期 平成15年５月９日～平成15年８月15日

� 開催期日 平成15年５月13日

� 会 場 県庁西庁舎301会議室

② 教科書展示会

平成15年６月20日から14日間､ 県内16教科書センター

で開催した｡ 展示会場及び来会者は下記のとおりである｡
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採 択 地 区 名

展示教科書 (該当に○印) 展示会場設置場所 (該当に○印)
来会者
総 数

小･中･高 小・中 高 教 科 書
センター 分 館 その他

福島教科書センター 福島･伊達･安達地区 ○ ○ 118

保原教科書センター 〃 ○ ○ 83

二本松教科書センター 〃 ○ ○ 69

郡山教科書センター 郡 山 地 区 ○ ○ 136

郡山教科書センター福良分館 〃 ○ ○ 24

三春教科書センター 田 村 地 区 ○ ○ 146

三春教科書センター常葉分館 〃 ○ ○ 63

須賀川教科書センター 岩 瀬 地 区 ○ ○ 45

須賀川教科書センター長沼分館 〃 ○ ○ 18

須賀川教科書センター広戸分館 〃 ○ ○ 17

石川教科書センター 石 川 地 区 ○ ○ 146

西白河教科書センター 西白河･東白川地区 ○ ○ 72

棚倉教科書センター 〃 ○ ○ 74

会津若松教科書センター 会 津 地 区 ○ ○ 33

喜多方教科書センター 〃 ○ ○ 43

会津坂下教科書センター 〃 ○ ○ 32

田島教科書センター 〃 ○ ○ 7

田島教科書センター南郷分館 〃 ○ ○ 14

相馬教科書センター 相 馬 地 区 ○ ○ 125

双葉教科書センター 双 葉 地 区 ○ ○ 189

いわき教科書センター い わ き 地 区 ○ ○ 50

いわき教科書センター植田分館 〃 ○ ○ 42

合 計
(展示会場22箇所)
(採択地区10地区)

9 13 16 6 1,564



� 教科用図書無償給与

平成15年度も義務教育諸学校の全児童生徒に教科書の無

償給与が行われた｡

また､ 平成16年度使用教科用図書無償給与事務説明会を

市町村教育委員会教科書事務担当者を対象に下表のとおり

開催し､ 適性かつ円滑な事務処理が図られるようにした｡

12 教育研究団体

� 福島県公立幼稚園教育研究会

ア 組織及び財政の状況
○会 長 関 場 弘 子
○会 員 数 1,005名
○平成15年度決算額 1,726,171円

上記のうち補助金 200,000円

イ 事業の概要
○幼稚園教育課程研究協議会

・県北地区 10月８日� 309名

伊達町立伊達幼稚園

伊達町立伏黒幼稚園

国見町立藤田幼稚園

国見町立森江野幼稚園

・県中地区 10月10日� 172名

須賀川市立稲田幼稚園

須賀川市立仁井田幼稚園

・県南地区 10月15日� 172名

中島村立中島幼稚園

・会津地区 10月７日� 150名

猪苗代町立吾妻幼稚園

猪苗代町立長瀬幼稚園

・相双地区 10月17日� 180名

原町市立石神第二幼稚園

・いわき地区 10月３日� 131名

いわき市立湯本第二幼稚園
○参加者数 国公立幼稚園長・教諭

私立幼稚園教諭､ 保育所保母など

1,114人
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期 日 会 場 参集範囲

平成16年２月９日 郡山市中央公民館 県 中

平成16年２月10日 原町合同庁舎 相双･いわき

平成16年２月12日 県 庁 県 北

平成16年２月17日 白河合同庁舎 県 南

平成16年２月18日 田島町中央公民館 南 会 津

平成16年２月19日 福島県ハイテクプラザ 会 津

ウ 平成16年度使用小学校教科書採択一覧 (採択３年目)

種 目
採択地区

国 語 書 写 社 会 地 図 算 数 理 科 生 活 音 楽 図 画
工 作 家 庭 保 健

福島・伊達・安達 東 書 光 村 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 開隆堂 開隆堂 東 書

郡 山 光 村 光 村 東 書 帝 国 東 書 東 書 光 村 教 芸 開隆堂 東 書 学 研

田 村 光 村 光 村 東 書 東 書 東 書 大日本 東 書 教 芸 日 文 開隆堂 東 書

岩 瀬 光 村 光 村 東 書 帝 国 東 書 東 書 教 出 教 出 日 文 東 書 学 研

石 川 光 村 光 村 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 出 日 文 開隆堂 東 書

西 白 河 ・ 東 白 川 光 村 光 村 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 出 日 文 開隆堂 東 書

会 津 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 開隆堂 開隆堂 東 書

相 馬 光 村 光 村 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 開隆堂 東 書 東 書

双 葉 光 村 光 村 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 開隆堂 東 書 東 書

い わ き 光 村 光 村 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 開隆堂 開隆堂 東 書

エ 平成16年度使用中学校教科書採択一覧 (採択３年目)

種目

採択地区
国 語 書 写

社 会
(地理的
分野)

社 会
(歴史的
分野)

社 会
(公民的
分野)

地 図 数 学
理 科
(第一
分野)

理 科
(第二
分野)

音 楽

(一般)

音 楽
(楽器
合奏)

美 術 保 健
体 育

技術･
家 庭
(技術)

技術･
家 庭
(家庭)

英 語

福島･伊達･安達 光 村 光 村 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 出 教 出 日 文 東 書 東 書 東 書 東 書

郡 山 光 村 光 村 帝 国 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 教 芸 日 文 学 研 東 書 東 書 東 書

田 村 光 村 光 村 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 大日本 大日本 教 出 教 出 日 文 東 書 東 書 東 書 東 書

岩 瀬 光 村 光 村 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 教 芸 日 文 東 書 東 書 東 書 東 書

石 川 東 書 光 村 教 出 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 教 芸 日 文 東 書 開隆堂 開隆堂 東 書

西白河･東白川 光 村 光 村 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 出 教 出 日 文 東 書 東 書 東 書 東 書

会 津 東 書 東 書 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 出 教 出 日 文 東 書 東 書 東 書 東 書

相 馬 光 村 光 村 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 教 芸 日 文 東 書 東 書 東 書 東 書

双 葉 光 村 光 村 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 芸 教 芸 日 文 東 書 東 書 東 書 東 書

い わ き 教 出 光 村 東 書 東 書 東 書 帝 国 東 書 東 書 東 書 教 出 教 出 日 文 学 研 東 書 東 書 東 書



� 福島県小学校教育研究会

ア 基本主題 (平成13年度～平成15年度)

� ｢子供の豊かな学びと生きる力をはぐくむ学習指導｣

イ 各研究部研究主題

ウ 組織及び財政の状況

� 会 長 西舘与四孝 (郡山市立芳賀小学校)

� 会 員 数 7,071名

� 平成14年度決算額 12,686,813円

エ 主な事業
○研究協議会

� 主 催 福島県小学校研究協議会

� 共 催 福島県教育委員会

� 期日・会場

� 地区研究協議会 各地区

各地区の計画による

� 研究協議会 10月16日�～10月29日�

県内14会場 １～２日間

� 指導助言者

指導主事､ 学校教育指導委員､ 校長､ 教頭､ 教諭

� 福島県中学校教育研究会

ア 硫究主題

� 基本主題

｢21世紀を､ 主体的に学び心豊かに生きる生徒の育

成｣

� 各部研究主題
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部 研 究 主 題

国 語

伝え合う力を育てるために､ ｢話すこと・聞

くこと｣ の指導と ｢読むこと｣ ｢書くこと｣ と

の関連を図る指導はどうあればよいか｡

社 会

児童一人一人が観察・調査・表現など具体

的な活動を通して､ 社会的事象の意味や働き

を考える社会科の授業はどうあればよいか｡

算 数

数理的に処理するよさを味わう学習を通し

て､ 自ら､ 生きて働く基礎的な知識と技能を

身に付けるにはどうすればよいか｡

理 科
自ら自然にはたらきかけ､ 感じ､ 考え､ 実

感できる理科学習｡

生活科･総合

人・社会・自然に進んでかかわり､ ふれあ

いを深め､ 自分にとって価値ある課題を見つ

け､ 自ら学び､ 自ら考え､ 主体的に判断し､

よりよく問題を解決する子供を育成するには

どうすればよいか｡

音 楽
多様な音楽活動を通して､ 音楽の楽しさや

喜びを味わい､ 主体的に活動する子供の育成｡

図 画 工 作

一人一人の思いや願いを大切にし､ 自らが

豊かな感性をはぐくみ､ 造形的な創造活動の

喜びや楽しさが味わえる指導はどうあればよ

いか｡

家 庭

社会の変化に主体的に対応する豊かな心と

実践力が育つ家庭科学習はどうあればよいか｡

……家庭や地域の人々との豊かなかかわりを

大切にしながら､ よりよい生活を創り出す子

供をめざして……

体 育

運動の特性に触れる楽しさを知り､ めあて

の達成を目指して主体的に取り組む子供を育

てるにはどうしたらよいか｡

道 徳

心豊かでよりよく生きることを求め､ 実践

できる子供を育む道徳の指導はどうあればよ

いか｡

特 別 活 動

望ましい集団活動を通して､ 個性の伸長を

図るとともに､ 豊かな人間性や社会性を育て

る特別活動の指導の在り方｡

部 会 研究主題・平成15年度 (第１年次)
研 究 副 主 題

国 語

伝え会う力を高めるとともに ｢生きる力｣

として働く国語力を育てる指導はどうあれば

よいか｡
○ ｢書くこと｣ の領域における指導の工夫

社 会

自ら学び続ける生徒を育成するための社会

科の授業はどうあればよいか｡
○ 多面的・多角的な見方､ 考え方を育てる

ための授業の工夫

数 学

数学的活動の楽しさを味わう学習を通して､

基礎的・基本的な内容の定着を図るための指

導はどうあればよいか｡
○学習・指導過程の工夫

理 科

目的意識を持って自然を探究し､ 学ぶ楽し

さ､ わかる喜びを実感できる授業はどうあれ

ばよいか｡
○ 目的意識を持ち､ 課題を追究する楽しさ

を感じる学習活動の工夫

音 楽

生涯にわたって音楽を愛好する心情を育み､

豊かな情操を養う学習活動はどうあればよいか｡
○ 主体的な音楽活動をとおして豊かな感性

を育てる学習活動の工夫

美 術

生徒の特性を生かした創造活動を通して､

美術を愛好する心情を育む美術教育はどうあ

ればよいか｡
○指導法の工夫と評価



イ 組織及び財政の状況

� 会 長 佐久間 功 (福島市立岳陽中学校)

� 会 員 数 4,376名

� 平成14年度の決算額 10,447,846円

ウ 主な事業
○研究協議会

� 主 催 福島県中学校教育研究会

� 共 催 福島県教育委員会

� 期日・会場

� 支部研究協議会 各支部

� 県研究協議会 10月16日�・17日�

会津地区13会場

� 指導助言者

指導主事､ 学校教育指導委員､ 校長､ 教頭､ 教諭

� 福島県小学校長会

ア 組織及び財政の状況

� 会 長 加藤 隆

� 会 員 数 541名

� 平成15年度の決算額 15,227,286円

上記のうち研究助成金 201,000円

イ 主な事業

� 第32回福島県小学校長会研究協議会会津若松大会

� 研究主題 ｢新しい時代を拓き､ 国際社会を主体

的に生きる心豊かな日本人の育成を目指

す小学校教育の推進｣

� 開催期日 ９月30日	・10月１日�

� 会 場 会津風雅堂


 参加人数 541名

� 福島県中学校長会

ア 組織及び財政の状況

� 会 長 高原 栄征

� 会 員 数 245名

� 平成15年度の決算額 9,962,601円

上記のうち研究助成金 126,000円

イ 主な事業

� 平成15年度福島県中学校長会総会

� 開催期日 ４月24日�

� 会 場 県文化センター

� 福島県公立小中学校教頭会

ア 組織及び財政の状況.

� 会 長 佐久間康治 (福島市立吉井田小学校)

� 会 員 数 784名

� 平成15年度の決算額 11,682,843円

上記のうち県補助金額 168,000円

イ 主な事業

� 研究主題 ｢生きる力を育む開かれた学校づくり

の推進と教頭の在り方｣

子ども・地域・教職員のよさをいか

した活力ある学校づくり

� 各地区研究協議会

� 福島県学校図書館協議会

ア 組織及び財政の状況

� 会 長 佐藤 光男 (郡山市立桜小学校)

� 加 盟 校 883校

� 平成15年度決算額のうち

県研究委託金額 105,000円

イ 主な事業

� 第54回福島県学校図書館研究大会

� 研究主題 ｢未来を拓
ひら

き､ 豊かな学びを創造する

学校図書館｣

� 開催期日 平成15年10月16日�

� 会 場 鏡石町立鏡石幼稚園

鏡石町立第一小学校

鏡石町立第二小学校

鏡石町立鏡石中学校


 参加人数 500名

� 福島県公立小・中・養護学校事務研究協議会

ア 組織及び財政の状況

� 会 長 佐藤 公雄

� 会 員 数 769名

� 平成15年度の決算額 5,107,062円

イ 主な事業

� 第26回福島県公立小中学校事務研究大会喜多方大会

・大会テーマ ｢望ましい学校事務の未来像を求めて｣

・開催期日 平成15年10月22日�・23日�

・会 場 喜多方プラザ文化センター他

・参加人数 638名
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部 会 研究主題・平成15年度 (第１年次)
研 究 副 主 題

保 健 体 育

生涯にわたって運動に親しみ､ 健康な生活

を送るための資質や能力を培う指導と評価は

どうあればよいか｡
○ ｢健康の保持増進のための実践力を高め

る指導の工夫と評価｣ －保健分野－

技術･家庭

自らの学びを振り返り､ 生活の自立を図る

学習はどうあればよいか｡
○学びの改善を促す学習過程の工夫

英 語

英語に慣れ親しみ､ 実践的コミュニケーショ

ン能力の基礎を育む指導はどうあればよいか｡
○ 言語材料の定着と言語活動の充実とのバ

ランスを図った指導の工夫

道 徳

道徳的価値の自覚を深め､ 生徒一人一人に

よりよく生きるための実践的な力を育む道徳

教育はどうあればよいか｡
○ 生徒一人一人に成長を実感させる道徳の

指導のありかた

特 別 活 動

望ましい集団活動を通して､ 集団や社会の

一員としての自覚を深め､ たくましく生きる

力を育む特別活動の指導はどうあればよいか｡
○ 将来の生き方と進路の適切な選択をめざ

す学級活動の指導 主に�の�



第３節 国際化・科学技術の進展等へ
の対応

１ 中学生・高校生の科学・技術研究論文

野口英世賞募集

� 募集の趣旨

郷土が生んだ世界的な医学者､ ｢医聖のぐち｣ とうたわ

れた野口英世博士の名を冠した賞を制定し､ 県内の中学校・

高等学校生徒を対象に論文の募集､ 表彰を行い､ 科学及び

技術の発展に対応した人材の育成に努める｡

� 応 募 期 間

平成15年９月８日�～平成15年９月16日�

� 応 募 数

中 学 校 18点 (12校)

高等学校 12点 (７校)

� 審 査 会

平成15年10月９日� 福島県自治会館

(審査員長)

岩 手 県 立 大 学 長 西 澤 潤 一

(審 査 員)

福 島 大 学 教 授 木 村 吉 幸

福 島 大 学 教 授 小 沢 喜 仁

福 島 大 学 教 授 中 馬 教 充

日 本 大 学 教 授 鈴 鹿 敢

い わ き 明 星 大 学 教 授 河 合 英 俊

福 島 民 報 社 編 集 局 次 長 浜 津 三千雄

福 島 民 友 新 聞 社 論 説 委 員 小 林 正 明

県中学校教育研究会理科部長 松 本 建 男

県私立中学高等学校協会理事 平 山 昇

県高等学校教育研究会理科部長 柳 橋 幸 生

� 表彰式・知事懇談会

平成15年12月２日� 杉妻会館

(受 賞 者)

【中学校科学・技術研究の部】

・個人研究の部 ＊最優秀賞は該当なし

� 野口英世賞優秀論文集 (朝河貫一賞と合本) の作成､ 配

布 1,200部

２ 中学生・高校生の国際理解・国際交流論文

朝河貫一賞募集

� 募集の趣旨

国際化の進展に対応し､ 世界のさまざまな文化や価値観

を尊重するとともに､ 国際社会の平和と発展を担っていく

ことのできる青少年の育成を図る観点から､ 郷土が生んだ

国際的な歴史学者 ｢朝河貫一博士｣ の名を冠した賞を制定

し､ 県内の中学校・高等学校の生徒を対象に論文の募集､

表彰を行い､ 国際化に対応した人材の育成に努める｡

� 応 募 期 間

平成15年９月８日�～平成15年９月16日�

� 応 募 数

中 学 校 65点 (33校)

高等学校 158点 (16校)

� 審 査 会

平成15年10月20日�

(審査員長)

桜の聖母短期大学名誉教授 富 良 謝 純

(審 査 員)

郡 山 女 子 大 学 教 授 J・ティルトマン

福島学院短期大学非常勤講師 玄 永 牧 子

福島民報社取締役論説委員長 渡 辺 義 男

福島民友新聞社編集局報道部長 皆 川 猛

二本松青年海外協力隊訓練所長 花 田 眞 人

福 島 県 中 学 校 長 会 副 会 長 原 康 之

福島県高等学校長協会会長 富 田 孝 志
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賞 学 校 名 学年 氏 名

優 秀 賞
いわき市立中央台南中学校 ２年 田 村 亘

福 島 市 立 � � 中 学 校 １年 今 泉 さゆり

・共同研究の部

賞 学 校 名 氏 名

最優秀賞 白河市立白河中央中学校 科学部

優 秀 賞
矢吹町立矢吹中学校 大竹太郎 大杉悠人

原町町立原町第三中学校 エネルギー研究グループ

【高等学校科学・技術研究の部】

・個人研究の部

賞 学 校 名 学年 氏 名

最優秀賞 原 町 高 等 学 校 ３年 東 郷 芙 美

優 秀 賞
白 河 旭 高 等 学 校 ３年 中 島 ひとみ

白 河 旭 高 等 学 校 ３年 木 戸 香 織

・共同研究の部

賞 学 校 名 共同研究団体名 代表者氏名

最優秀賞 岩瀬農業高等学校 生 物 工 学 科
微 生 物 研 究 班 小林博樹11名

優 秀 賞
福島西高等学校 化 学 部 野田直宏10名

福島明成高等学校 生 物 生 産 科
小 家 畜 専 攻 班 児玉未来８名



� 表彰式・知事懇談会

平成15年12月２日� 杉妻会館

(受 賞 者)

� 朝河貫一賞優秀論文集 (野口英世賞との合本) の作成､

配布 1,000部

３ ニュージーランドとの教育交流

� 陸上競技選手の派遣

期 間 平成16年３月13日～平成16年３月25日

派 遣 先 オークランド市

派 遣 者 中・長距離の高校生ランナー 13名

引率者 ２名 計15名

研修内容 現地の選手との合同練習､ トレーニング理

論の研修､ ホームステイ
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【中学校の部】

賞 学 校 名 学年 氏 名

最優秀賞 福 島 市 立 信 陵 中 学 校 ３年 遠 藤 理 恵

優 秀 賞

梁 川 町 立 梁 川 中 学 校 ３年 三田村 朝 道

二本松市立二本松第三中学校 ３年 阿 部 悠 衣

郡 山 市 立 安 積 中 学 校 ２年 相 原 翔

富 岡 町 立 富 岡 中 学 校 ３年 佐 藤 博

いわき市立平第一中学校 ３年 大和田 実 利

【高等学校の部】

賞 学 校 名 学年 氏 名

最優秀賞 磐 城 高 等 学 校 １年 作 田 梨 奈

優 秀 賞

安 積 高 等 学 校 １年 三 澤 有 香

あ さ か 開 成 高 等 学 校 ３年 石 井 敦 子

岩 瀬 農 業 高 等 学 校 ３年 善 方 萌

磐 城 高 等 学 校 １年 金 賀 麻 里

磐 城 高 等 学 校 １年 本 間 優 子
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� 県立高等学校の推移
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年度

区分
６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

全 日 制
本 校 84 84 85 85 85 85 85 85 85 85

分 校 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

定 時 制

独 立 4 4 3 3 3 3 3 4 4 4

併 置 5 5 5 5 5 5 5 3 3 3

計 9 9 8 8 8 8 8 7 7 7

分 校 2 2 1 1 1 1 1 0 0 0

(注) 募集基準として学校数を算定した (課程の変更､ 募集停止を実施した場合､ ２年以上の生徒が在籍しても学校数に

含めない)｡

� 中学校卒業者の進学状況

年度
区分 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

卒 業 者 数 (A) 31,960 31,336 30,548 30,648 29,186 28,840 28,936 28,988 28,448 27,482 26,868 25,404

進学志願者数 (B) 30,770 30,109 29,487 29,596 28,176 27,795 27,915 27,995 27,545 26,622 26,068 24,653

進 学 者 数 (C) 30,123 29,509 28,951 29,102 27,759 27,539 27,542 27,717 27,382 26,395 25,947 24,617

進 学 志 願 率 (B／A) 96.3 96.1 96.5 96.6 96.5 96.4 96.5 96.6 96.8 96.9 97.0 97.0

進 学 率 (C／A) 94.3 94.2 94.8 95.0 95.1 95.5 95.2 95.6 96.3 96.0 96.6 96.9

入 学 率 (C／B) 97.9 98.0 98.2 98.3 98.5 99.1 98.7 99.0 99.4 99.1 99.5 99.9

(注) 進学とは中学校卒業者のうち県内外を問わず､ 高校の全日制､ 定時制､ 通信制､ 別科､ 高専及び盲・聾・養護学校

高等部へ進学したことをいう (就職者を含む)｡

進学志願者数には高校の通信制課程志願者は含まれない｡

中学校卒業者数は前年度より1,464名減少し､ 進学率は0.3ポイントアップし､ 入学率も0.4ポイントアップした｡

15年度の進学者の内訳は次の通りである｡

高等学校全日制 23,667名 (96.1％) 高等専門学校 251名 (1.0％)

高等学校定時制 309名 ( 1.3％) 盲・聾・養護学校高等部 81名 (0.3％)

高等学校通信制 309名 ( 1.3％)
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① 中学校卒業者の進学状況の推移､ 進学率の推移

② 地域別高校志願率・進学率
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� 県立高等学校入学定員の推移

① 全日制入学定員並びに定時制入学定員の推移

全日制入学定員の推移 定時制入学定員の推移

② 学級編制基準

全 日 制 定 時 制 全 日 制 定 時 制

普 通 科 35､ 40 40 文 理 科 40 －

農 業 科 40 － 国 際 文 化 科 40 －

工 業 科 40 40 英 語 科 40 －

商 業 科 40 － 体 育 科 40 －

家 庭 科 40 － 美 術 科 40 －

水 産 科 40 － 国 際 科 学 40 －

理 数 科 40 － 総 合 学 科 40 －

� 県立高等学校全日制課程入学状況の推移

年度

中学校卒業者数
�

入 学 定 員 入 学 志 願 者 数 志願倍率 入 学 者 数

定 員
�

� ％
�

志願者数
�

� ％
�

� ％
�

入学者数
�

� ％
�

６ 30,548 23,762 77.8 25,986 85.1 109 23,286 89.6

７ 30,648 23,671 77.2 25,870 84.4 109 23,193 89.7

８ 29,186 22,600 77.4 24,598 84.3 109 22,092 89.8

９ 28,840 22,480 77.9 24,374 84.5 108 21,797 89.4

10 28,936 22,520 77.8 24,829 85.8 110 21,884 88.2

11 28,988 22,640 78.1 24,948 86.1 110 22,002 88.2

12 28,448 22,200 78.0 24,768 87.1 112 21,586 87.2

13 27,482 21,360 77.7 23,771 86.5 111 20,712 87.1

14 26,868 20,810 77.5 23,458 87.3 113 20,246 86.3

15 25,404 19,690 77.5 23,303 91.7 118 19,268 82.7
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� 県立高等学校生徒数 (15. 5. 1現在)

課程

学科
全 日 制

定 時 制
専 攻 科 合 計 通 信 制

学 年 制 単 位 制 計

普 通
男 15,526 213 294 507 16,033 1,725
女 17,185 192 317 509 17,694 1,288
計 32,711 405 611 1,016 33,727 3,013

農 業
男 1,943 1,943
女 1,175 1,175
計 3,118 3,118

工 業
男 7,527 114 114 7,641
女 731 2 2 733
計 8,258 116 116 8,374

商 業
男 2,276 2,276
女 4,399 4,399
計 6,675 6,675

家 庭
男 11 11
女 694 694
計 705 705

水 産
男 291 19 310
女 60 1 61
計 351 20 371

理 数
男 300 300
女 179 179
計 479 479

文 理
男 263 263
女 338 338
計 601 601

国 際 文 化
男 46 46
女 202 202
計 248 248

国 際 科 学
男 180 180
女 543 543
計 723 723

英 語
男 157 157
女 446 446
計 603 603

体 育
男 78 78
女 37 37
計 115 115

美 術
男 14 14
女 101 101
計 115 115

総 合 学 科
男 1,685 1,685
女 2,677 2,677
計 4,362 4,362

合 計
男 30,297 327 294 621 19 30,937 1,725
女 28,767 194 317 511 1 29,279 1,288
計 59,064 521 611 1,132 20 60,216 3,013

� 県立高等学校通信制課程入学者､ 卒業者の推移

年度
区分 学校 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

入

学

者

安 積 第 二 高 校 133 146 106 136 － － － － － － － －

あさか開成高校 － － － － 202 165 244 238 262 － － －

郡 山 萌 世 高 校 － － － － － － － － － 297 269 238

計 133 146 106 136 202 165 244 238 262 297 269 238

年度
区分 学校 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

卒

業

者

安 積 第 二 高 校 139 156 156 163 165 － － － － － － －

あさか開成高校 － － － － － 171 175 182 165 192 － －

郡 山 萌 世 高 校 243 208

計 139 156 156 163 165 171 175 182 165 192 243 208



２ 教職員人事・任用

� 人事異動の概要

平成15年度の高等学校教職員定数は､ 前年度比198人減

の5,273人となった｡ このうち､ 教諭等は､ 前年度比118人

減の4,095人である｡ また､ 養護教育については､ 前年度

比１人減の1,173人となった｡

このうち､ 教諭等は､ 前年度比25人増の924人となった｡

ア 新採用について

県立高等学校の新採用志願者数は､ 前年度比31名増の

1,296名であったが､ 一次及び二次選考試験の結果､ 名

簿登載者数は96名であり､ そのうち辞退者を除き90名の

教諭採用をみた｡

イ 校長への昇任

県立学校の校長への昇任は､ その職責の重要性にかん

がみ､ 資格・人物・指導力等を十分考慮のうえ､ 民間か

ら２名､ 教頭から13名､ 教育庁関係から現場復帰による

７名の登用をみた｡

これらの管理職は､ できる限り自分の専門性を生かせ

るよう適材を適所に配置し､ 適正な学校管理運営をする

よう努めた｡

ウ 交流について

本年度も昨年同様の方針にのっとり､ 本庁・地区担当

管理主事及び校長会との密接な連絡のもとに､ 同一校永

年勤務者､ 採用後引き続き同一校に３年以上勤務する者

等を含めて632名の教諭等の交流が実現した｡

経験豊かな教員の転出が促進されたこととともに､ 定

時制・通信制及び盲・聾・養護学校と全日制高校との交

流が進んだことは､ 教育組織の強化・充実に資するとこ

ろであり､ 全県的に教育水準及び教育効果の向上に役立

つものと期待される｡

� 平成15年度県立学校教員交流基準

ア 一般基準

� 教育課程の適正な運営を期するため､ 教員組織の均

衡化を図り主免許教科を担当されるように努める｡

� 高等学校と盲・聾・養護学校との交流を図る｡

� 全日制と定時制・通信制との交流を図る｡

� 優秀な人材の定時制 (夜間) ・通信制・分校並びに

へき地校への転入を図るとともに､ その者が担当年数

(３年以上) 勤務した場合の転出については､ 特に考

慮する｡

� 同一校には原則として､ 最低３年は勤務するものと

する｡
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� 県立学校教職員数の推移

区

分

種別 高 等 学 校

課程 全 日 制 ・ 定 時 制 通 信 制

職種 年度 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

教

員

校 長 85 85 85 85 85 85 85 86 86 86

教 諭 等 4,225 4,238 4,273 4,315 4,324 4,309 4,286 4,242 4,213 4,095 27 27 28 30 32 34 35 37 37 37

養 護 教 員 96 97 101 104 103 104 104 102 110 114

補 充 教 員 102 110 62 145 170 200 182 184 176 125 1 1 1 1 1 1

講 師

寄宿舎指導員 5 5 6 6 6 6 6 6 5 5

実 習 助 手 412 413 414 418 423 412 406 400 395 379

計 4,925 4,948 4,941 5,073 5,111 5,116 5,069 5,020 4,985 4,804 27 27 28 31 33 35 36 38 38 37

事 務 職 員 302 302 302 301 301 300 301 298 293 285 4 4 4 5 5 5 5 6 6 6

雇

用

人

技 能 員 3 7 5 3 1 1 1 1 1 1

学 校 司 書 60 63 67 71 72 71 72 72 72 68

用 務 員 114 109 102 92 81 76 75 72 69 65 1 1 1

ボイラー技師 23 23 22 22 18 19 17 18 18 18

栄 養 士 9 9 9 9 9 9 8 8 5 5

調理給食員 9 9 8 7 8 7 7 6 6 5

計 218 220 213 204 189 184 180 177 171 162 1 1 1

練
習
船

技 能 職 員 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

その他の職員 15 15 15 15 15 13 13 13 13 13

計 24 24 24 24 24 22 22 22 22 22

合 計 5,469 5,494 5,480 5,602 5,625 5,622 5,572 5,517 5,471 5,273 32 32 33 36 38 40 41 44 44 43



� ２親等以内の者は､ 原則として､ 同一校勤務をさけ

る｡

イ 勤続年数による基準

次の基準に該当する者は交流の対象とする｡

� 採用後ひきつづき同一校に３年以上勤務した者

� 同一校に８年以上勤務した者

ウ 学校群による基準

教職員組織の均衡化を図るため､ 県内を県北・県南・

会津・いわき・相双の５地区に分け､ 各地区ごとに所在

する学校を地理的特殊性を考慮して､ �・�・�３群に

分類し交流を促進する｡

�・�・�各群の学校は別表のとおりとする｡

� 会津地区の４校 (川口・田島・南会津・只見)､ 県

南地区の５校 (湖南・塙工・棚倉・東白川農商・東白

川農商鮫川) は､ それぞれ１地区とみなす｡

� 群の取り扱いの変更は､ 次表の適用年度以降の人事

異動該当者について適用する｡

� 昭和44年度以降採用者は､ 原則として､ 次の条件を

満たすよう勤務させるものとする｡
○ 採用後15年以内に２地区以上の学校に勤務する｡

○ �・�２群の学校に勤務する｡ ただし､ �群につ

いては､ 採用後15年以内とする｡

� �・�群の学校に採用された者は､ 原則として�群

の学校に勤務するものとする｡

	 同一校群内または学校群間の交流については､ 次の

諸点に留意する｡
○ �群については､ 原則として､ へき地間､ 分校間

の交流は行わない｡
○ �群については､ 原則として､ 同一市内間の交流

は行わない｡ ただし､ いわきは除く｡
○ �群については､ 同一市内間の交流は行わない｡

� 職業に関する学科の教員で､ 同一校勤続８年以上の

者については､ 全県的視野から地区間で相互に交流す

ることができるものとする｡

また､ 異動後同一校に３年以上勤務した場合は､ も

との地区内へ転出させることができる｡

エ 寄宿舎指導員・技能員については､ 原則として１､ ２､

３に準ずる｡

オ 過員解消のための交流は､ 全県的な立場で優先的に取

り扱う｡
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別表① 地区・群別学校分類表

群
地区 � � �

盲・聾・養護
(�群校扱い)

県 北
福島工業(定) 川俣 梁川
保原(定) 安達東
福島中央

福島商業 福島明成
福島北 保原 安達
二本松工

福島 橘 福島工業
福島西 福島東 福島商業

盲 聾(福島)
大笹生養護
須賀川養護(医大)

県 南

安積(御舘) 長沼 石川
船引 小野 小野(平田)
郡山萌世 白河第二

本宮 須賀川 須賀川桐陽
清陵情報 岩瀬農業 光南
白河実業 田村

安積 安積黎明 郡山東
郡山商業 郡山北工業
郡山 あさか開成 白河
白河旭

聾 郡山養護
あぶくま養護
あぶくま養護(安積)
須賀川養護
須賀川養護(郡山)
西郷養護
石川養護

湖南 塙工業 棚倉
東白川農商
東白川農商(鮫川)

会 津

猪苗代 耶麻農業 西会津
会津第二

喜多方 喜多方東
喜多方商業 喜多方工業
大沼 坂下 会津農林

会津 葵 会津学鳳
若松商業 会津工業

聾(会津)
会津養護
会津養護(竹田)
猪苗代養護川口 田島 南会津 只見

い わ き
いわき光洋(定)
いわき海星 磐城農業
勿来 勿来工業 遠野

内郷 湯本 小名浜 好間
四倉

磐城 磐城桜が丘 平工業
平商業 いわき光洋

聾(平)
いわき養護
平養護

相 双
浪江(津島) 富岡(川内)
双葉翔陽 相農業 (飯舘)
新地

双葉 浪江 富岡
相馬農業 小高商業
小高工業

相馬 相馬東 原町 富岡養護

別表②

高 校 名 群 適用年度 高 校 名 群 適用年度 高 校 名 群 適用年度

小 野 � 52 猪 苗 代 � 58 勿 来 � 平成８

福 島 明 成 � 56 白 河 実 業 � 61 相 馬 農 業 � 〃

福 島 北 � 〃 川 俣 � 平成２ 棚 倉 � 平成９

い わ き 海 星 � 〃 福 島 商 業 � 〃 東 白 川 農 商 � 〃

磐 城 農 業 � 〃 梁 川 � 平成８ あ さ か 開 成 � 平成11

勿 来 工 業 � 〃 船 引 � 〃 光 南 � 〃

双 葉 翔 陽 � 〃 い わ き 光 洋 � 〃 石 川 � 〃



� 教頭複数制実施校 (平成15年度実績)

福 島 橘 福 島 西 福 島 北

川 俣 保 原 安 積 安積黎明

郡 山 東 郡山北工 郡 山 須 賀 川

岩瀬農業 光 南 白 河 白 河 旭

白河実業 田 村 葵 会津学鳳

会津工業 磐 城 磐城桜が丘 平 工 業

平 商 業 内 郷 湯 本 勿来工業

原 町 郡山萌世

盲 聾 大笹生養護 郡山養護

あぶくま養護 須賀川養護 会津養護 平 養 護

いわき養護

３ 学校の設置及び統廃合

－公立高等学校の設置・廃止等 (平成16年度) －

� 学校の新設

いわき翠の杜

� 募集停止

� 課程廃止

いわき光洋定時制

� 学科転換・学科改編

� 学科名変更

� 男女共学化

な し

� 校名変更

内郷高校→いわき総合高校

第２節 学 校 教 育

１ 概 要

� 指導行政の基本方針

生徒の能力・適性､ 進路・関心等を十分考慮し､ 地域や

学校の実態に応じた教育指導の充実を図りながら､ 人間性

豊かな生徒の育成を目指して､ 学校教育活動が活発に展開

されるよう次の重点目標を設定し､ その達成に努めた｡

ア 生徒の実態等を踏まえ､ 各学校が主体性をもって､ 多

様な教育課程を編成し､ 特色ある学校づくりができるよ

う指導・援助する｡

イ 指導内容の精選と構造化に努め､ ティームティーチン

グや習熟度別学習指導などを通じて生徒一人一人の個を

生かす指導方法の改善・工夫が図られるよう指導・援助

する｡

ウ 生徒指導の組織・体制を点検するとともに､ 教職員の

共通理解を基盤として､ 中学校や家庭との連携を深めな

がら､ 生徒理解に基づいた指導が展開されるよう､ 指導・

援助する｡

エ 生徒の学校生活への適応を促し､ 中途退学者の減少及

び生徒非行・生徒事故の未然防止が図られるよう指導・

援助する｡

オ 教職員の資質と指導力の向上に努める｡

カ 勤労観・職学観の育成にかかわる体験的な学習及び産

業教育､ 情報処理教育の推進を図る｡

� 指 導 組 織

教育指導領域総括参事を中心に､ 各グループ参事､ 主幹､

主任指導主事及び指導主事が一体となって､ それぞれの分

掌に従い､ 企画・運営・指導助言に当たった｡

また､ 県立高校教諭38名を学校教育指導委員に指名し､

各教科の指導活動の充実強化を図った｡

� 学校教育指導の重点

前記の基本方針に基づき､ 指導の重点を次のように設定

し､ 指導の充実を図った｡

ア 教育課程の適切な運営と指導法の改善を図る｡

� 新高等学校学習指導要領について､ その趣旨の説明

及び､ 必要な研究協議を行うことにより趣旨の徹底を

図った｡

� 文部科学省指定研究校 (研究開発学校) における研

究実践の推進を図り､ その成果の普及に努めた｡

�) 教科・科目の目標を明確にとらえ､ 指導内容を重

点化して基礎学力の充実を図ること｡

�) 個性の伸長をを図るために､ 一人一人の生徒の個

性の理解に努めるとともに､ 指導の改善を図るなど

学習指導の個別化・個性化に努めること｡

�) 学習効果を高めるための評価の方法について研究

し､ 改善を図ること｡

�) 分かりやすく､ かつ質の高い授業の構築を目指し

て､ 授業の改善を図ること｡

イ 学力向上を図る｡

ふくしま夢実現プランとして､ 各学校の主体性を生か

した学力向上事業､ 教員の指導力の向上を図るための事
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課 程 学 校 名 内 容

全 日 制 会 津 工 業 インテリア科１学級

課 程 学 校 名 内 容

全 日 制 福 島 工 業 工業化学科１学級→環境化学科１学級

全 日 制 二本松工業

機械科２学級→機械システム科２学級
電子科１学級→情報システム科２学級
土木科１学級→都市システム科１学級
工業デザイン科１学級→募集停止

計５学級 計５学級

課 程 学 校 名 内 容

全 日 制 会 津 工 業
建築科１学級→建築インテリア科１学
級



業､ 学力向上を図るための家庭・地域の意識啓発事業等

の実施を通して､ 大学等進学及び就職等のために必要な

学力の向上を期するとともに､ 本県生徒一人一人の個性

を生かした進路希望の実現を図る｡

ウ 生徒指導の充実を図る｡

� 各種研修会､ 学校訪問等の指導を通して､ 校内にお

ける指導体制の確立を図るとともに､ 教職員の共通理

解を図り､ 同一歩調による生徒指導の充実に努めた｡

� 生徒指導・特別活動担当者研究会を開催し､ 生徒の

多様化に即した生徒指導の在り方､ 開かれた生徒指導

の在り方について研究協議を行った｡

� 学校における教育相談体制の確立と教育相談活動の

改善・充実を図った｡

� 学校教育相談推進事業として､ 生徒の臨床心理に関

して高度に専門的な知識・経験を有する学校教育相談

員を配置し､ いじめや不登校等生徒の問題行動の解決

に当たった｡

エ 進路指導の充実を図る｡

各種の研修会や講座を通して､ 下記事項の徹底に努め

た｡

� 低学年からの計画的・組織的な進路指導を通し進路

意識の高揚に努めること｡

� ホームルーム活動における進路指導の充実に努める

こと｡

� 進路指導や諸問題・諸検査を通して､ 生徒の能力・

適性・進路の希望等を的確に把握すること｡

� 生徒の自己理解の促進に努めること｡

� 進路指導室の整備及び進路に関する情報や資料の収

集に努めるとともに､ その効果的な活用を図ること｡

� 組織的・計画的な進路相談の充実に努めること｡

� きめ細かい就職指導の充実・徹底に努めること｡

オ 産業教育の充実を図る｡

産業教育の改善・充実を図るため､ 施設・設備の充実

並びに情報教育の推進に努める｡

� 体験入学の内容の質的改善・充実に努めた｡

� 情報教育の充実のため､ 教員の研修に努めた｡

� 産業教育関係機関との連携により､ 産業教育の振興

に努めた｡

� 教職員の資質の向上と学校管理運営の充実

ア 現職教育の充実

� 校内における研修体制の改善・充実を図った｡

� 研修会､ 講習会等への積極参加を促進し､ 指導力の

向上を図った｡

� 自己研修の充実により､ 教職員の能力が効果的に発

揮されるように努めた｡

� 経験者研修Ⅰ・Ⅱの一環として､ 指導主事による学

校訪問を行い､ 教科指導員の向上を図った｡

イ 学校管理運営の適正化

� 学校運営の努力目標を定め､ その到達度を客観的に

評価できるように努めた｡

� 管理者が学校管理運営について積極的に指導助言を

行うよう努めた｡

� 諸表簿の整理と保管､ 設備・備品の管理と活用につ

いては､ 適正に行われるように努めた｡

� 学校事務の責任分担を明確にし､ 正確､ 敏速､ 円滑

に処理するよう努めた｡

� 各種調査報告について､ 厳正､ 的確に作成し､ 期限

の厳守に努めた｡

ウ 勤務体制の確立

� 教職員の勤務内容を明確にし､ その実績について客

観的に評価できるようにした｡

� 最終退勤者と宿直代行員は､ 出退勤時に学校管理状

況の引継ぎを確実に行うよう指導した｡

エ 使命感の高揚

� 教育公務員としての使命感に徹し､ 規律と責任ある

体制を整え､ 教育能率の向上に努めた｡

� 教育公務員としての立場を自覚し､ いっそう事務防

止に努め､ 社会的信用を失墜することのないようにし

た｡

� 絶えず自己研修に努め､ 豊かな知性を養い､ 指導力

を高め､ 職責を十分果たせるようにした｡

� 教育環境の整備充実

ア 学習環境の整備充実

� 環境整備については､ 方針を確立し､ 年次計画によ

る充実を図った｡

� 学習環境を整備し､ 学習意欲の高揚を図った｡

� 施設・設備の管理と運営の適正化を図った｡

イ 学校事項防止の徹底

� 安全教育の計画的実施と､ 事項防止を配慮した環境

の整備改善に努めた｡

� 学校事故､ 教職員事故の防止については､ 適切な対

策を講じ､ 事故の絶無を期した｡

� 指導・管理の充実を図るため､ 関係機関､ 団体等と

の連携を密にして協力体制の確立に努めた｡

� 県立高等学校入学者選抜

ア 基 本 方 針

平成16年度福島県立高等学校入学者選抜における基本

方針

� Ⅰ期選抜

Ⅰ期選抜は､ 従来の中学校長の推薦による推薦選抜

にかえ､ 各高等学校が自校の特色に応じてどのような

受験生に志願してほしいかを選抜方法とあわせて明示

し､ 受験生は､ それに応じて自分の志願したい高等学

校を主体的に選択し出願できる選抜とする｡

選抜に当たっては､ 受験生の個性や学ぶ意欲を重視

するとともに､ 自校の特色に応じた選抜となるよう選

抜資料を活用し､ 各高等学校の教育を受けるに足る能

力・適性等を総合的に判定して選抜するものとする｡

� 選抜に当たっては､ 志願理由書の記載内容､ 調査

書の成績､ 面接の結果を資料とする｡

なお､ 各高等学校の判断により､ 学校の特色や学

科の特性に応じて､ 小論文 (作文を含む) の結果､

実技等の結果を選抜資料に加えることができるもの

とする｡

	 Ⅰ期選抜においては､ 各高等学校が自校の教育目

標にふさわしい入学者を選抜するため､ 受験生を多
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面的・多元的に評価するための資料の一つとして面

接の結果を積極的に活用するものとする｡

このため､ 面接の内容としては､ 受験生の個性や

学ぶ意欲をみるとともに､ 中学校における学習活動

の成果を問う内容を含むことができるものとする｡

� Ⅰ期選抜の定員枠については､ 各高等学校により

募集定員の10％～40％の範囲の中で設定するものと

する｡

� Ⅱ期選抜

Ⅱ期選抜は､ 中学校における学習活動の成果を総合

的にみる選抜とする｡

選抜に当たっては､ 学力検査の成績､ 調査書の成績

を資料とし､ さらに面接を実施する高等学校において

は面接の結果とをあわせて資料とし､ 各学校の特色､

学科の特性等に配慮しつつ､ その教育を受けるに足る

能力･適性等を総合的に判定して選抜するものとする｡

� 学力検査を実施する教科は､ 全日制の課程におい

ては､ 国語､ 社会､ 数学､ 理科､ 外国語 (英語) の

５教科とする｡

定時制の課程においては､ 各高等学校の判断によ

り､ 実施教科を減じることができるものとする｡

� 学力検査問題の配点については､ 各問ごとの標準

配点に留意しつつ､ 各高等学校の判断により配点が

できるものとする｡

� 特定の教科の学力検査の配点の比重を変える傾斜

配点については､ 各学校の特色・学科の特性を考慮

し､ 各高等学校の判断により実施することができる

ものとする｡

また､ 志願者の自己申告による傾斜配点について

も､ 各高等学校の判断により実施できるものとする｡

� Ⅱ期選抜の合否判定に当たっては､ 学力検査と調

査書の成績の比重を原則として同等とする｡

ただし､ 各高等学校が自校の特色化を図る観点か

ら必要と判断する場合には､ 学力検査と調査書の成

績の比重を変えることができるものとし､ その場合

には学力検査と調査書の成績のいずれか一方を1.5

倍又は２倍にする｡

具体的には､ 次のようにして合否判定を行う｡

� 学力検査と調査書の成績の比重を同等とする場

合

学力検査と調査書の成績のいずれもが定員内に

ある者で､ 調査書の記載事項及び面接を実施した

場合にはその結果に特に問題のない者を合格とす

る｡ 次に､ その他の者については､ 学力検査の成

績と調査書の記載事項及び面接を実施した場合に

はその結果とを十分に精査して､ 総合的に判定す

る｡

� 学力検査と調査書の成績の比重を変える場合

学力検査と調査書成績のいずれか一方を1.5倍

又は２倍にして､ 両者を加えて得られた成績と､

調査書の記載事項及び面接を実施した場合にはそ

の結果とを十分に精査して､ 総合的に判定する｡

ただし､ 上記により実施する場合には､ 学力検査

の特定の教科への傾斜配点及び自己申告による傾斜

配点は実施しないものとする｡

� 面接については､ 各高等学校の判断により実施で

きるものとする｡

	 Ⅲ期選抜

Ⅲ期選抜は､ Ⅰ期選抜とⅡ期選抜により定員を充足

しない高等学校において実施するものとし､ Ⅰ期選抜

及びⅡ期選抜の受験の有無にかかわらず出願できる選

抜とする｡

選抜にあたっては､ 調査書の成績､ 面接の結果及び

小論文 (作文を含む) の結果を資料として､ 各高等学

校の教育を受けるに足る能力・適性等を総合的に判定

して選抜するものとする｡

なお､ Ⅰ期選抜とⅡ期選抜に合格した者は出願でき

ないものとする｡

� 選抜に当たっては､ 調査書の成績とともに､ 面接

の結果及び小論文 (作文を含む) の結果を十分に精

査する｡

� Ⅱ期選抜における学力検査の成績は､ Ⅲ期選抜の

資料とはしないものとする

� Ⅲ期選抜における面接は､ 受験生の学ぶ意欲をみ

る内容とともに､ 中学校における学習活動の成果を

問う内容を含むことができるものとする｡

イ 入学者選抜関係日程

６月10日 県立高等学校入学者選抜事務調整会議 (第１回)

７月22日 同 上 (第２回)

８月28日 同 上 (第３回)

８月28日 県立高等学校入学者選抜方法の改善に関す調査

研究報告書提出

10月２日～10月６日

県北・県中・県南・会津・いわき・相双の６地

区で入学者選抜実施要綱説明会実施

10月17日 平成16年度入学者募集定員決定


 Ⅰ期選抜関係日程

１月14日～１月19日 出願書類受付

１月27日 (28日) 面 接 等

１月30日 合格内定通知

２月５日 入学確約書提出締切

３月15日 合格者発表

� Ⅱ期選抜関係日程

２月６日～２月13日 出願書類受付

２月18日～２月20日 出願先変更

２月24日～２月26日 調査書提出

３月９日 学力検査

３月15日 合格者発表

	 Ⅲ期選抜関係日程

３月17日～３月18日 出願書類受付

３月19日 出願先変更

３月23日 面接等

３月25日 合格者発表

� 通信制の課程選抜日程

２月６日～３月29日 出願書類受付

４月12日まで 合格者発表 (個人宛通知)
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ウ 志願者数・合格者数

� Ⅰ期選抜の志願者・合格者数は､ 平成16年２月５日

現在の調査による｡

� Ⅱ期選抜の志願者数は平成16年２月20日現在の調査

による｡

� Ⅱ期選抜の合格者数は平成16年３月15日現在の調査

による｡

� Ⅲ期選抜の合格者数は平成16年３月25日現在の調査

による｡
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◇ �期選抜・�期選抜実施後の集計

※ ｢普通科等｣ には､ 普通科､ 理数科､ 理数科学科､ 文理科､ 国際文化科､ 英語科､ 体育科､ デザイン科学科､ 国際科学科

が含まれる｡

( ) 内は平成15年度入試のもの｡

� Ⅰ期選抜

《全 日 制》

学 科 入学定員 Ⅰ期選抜
定 員

志 願 者 数
志願倍率

合 格 者 数

男 女 計 男 女 計

普通科等 11,570 2,710 2,785 3,970 6,755 2.49 1,058 1,870 2,928

農 業 1,040 362 355 315 670 1.85 202 181 383

水 産 160 48 62 14 76 1.58 37 11 48

工 業 2,560 962 1,803 162 1,965 2.04 930 113 1,043

商 業 2,120 744 556 1,148 1,704 2.29 217 597 814

家 庭 240 80 1 169 170 2.13 0 85 85

総 合 1,800 598 493 1,023 1,516 2.54 174 460 634

計
19,490

(19,690)
5,504

(5,531)
6,055

(6,709)
6,801

(7,584)
12,856

(14,293)
2.34

(2.58)
2,618

(2,539)
3,317

(3,340)
5,935

(5,879)

《定 時 制》

学 科 入学定員 Ⅰ期選抜
定 員

志 願 者 数
志願倍率

合 格 者 数

男 女 計 男 女 計

普 通 360 98 111 128 239 2.44 35 62 97

工 業 40 8 4 0 4 0.50 3 0 3

計
480

(400)
148

(106)
124

(115)
176

(128)
300

(243)
2.03

(2.29)
46

(38)
98

(62)
144

(100)

� Ⅱ期選抜

《全 日 制》

学 科 入学定員
Ⅰ 期 選 抜
合格内定者を
除 い た 定 員

志 願 者 数
志願倍率

合 格 者 数

男 女 計 男 女 計

普通科等 11,570 8,642 4,848 4,723 9,571 1.11 3,966 3,856 7,822

農 業 1,040 657 537 306 843 1.28 397 231 628

水 産 160 112 67 6 73 0.65 53 6 59

工 業 2,560 1,517 1,775 131 1,906 1.26 1,385 93 1,478

商 業 2,120 1,306 636 960 1,596 1.22 478 738 1,216

家 庭 240 155 5 170 175 1.13 5 129 134

総 合 1,800 1,166 589 783 1,372 1.18 482 675 1,157

計
19,490

(19,690)
13,555

(13,811)
8,457

(8,663)
7,079

(7,173)
15,536

(15,836)
1.15

(1.15)
6,766

(7,018)
5,728

(5,906)
12,494

(12,924)
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《定 時 制》

学 科 入学定員
Ⅰ 期 選 抜
合格内定者を
除 い た 定 員

志 願 者 数
志願倍率

合 格 者 数

男 女 計 男 女 計

普 通 440 301 209 153 362 1.20 114 102 216

工 業 40 35 32 4 36 1.03 26 4 30

計
480

(400)
336

(300)
241

(184)
157

(169)
398

(353)
1.18

(1.18)
140

(103)
106

(102)
246

(205)

� 外国人生徒等に係る特別枠選抜

学 校 名 学 科 名 定 員
志 願 者 数

志願倍率
合 格 者 数

男 女 計 男 女 計

福 島 南 国際文化 若 干 名 5 3 8 4 3 7

あさか開成 国際科学 若 干 名 2 1 3 2 1 3

会津学鳳 総 合 若 干 名 0 2 2 0 2 2

湯 本 英 語 若 干 名 1 0 1 1 0 1

相 馬 東 総 合 若 干 名 1 0 1 1 0 1

� Ⅲ期選抜

《全 日 制》

学 科 入 学 定 員
志 願 者 数 合 格 者 数

男 女 計 男 女 計

普 通 科 等 820 362 187 549 283 155 438

農 業 29 21 1 22 18 1 19

水 産 53 13 10 23 6 6 12

工 業 39 24 2 26 19 2 21

商 業 90 30 24 54 21 21 42

家 庭 21 11 9 20 8 9 17

総 合 9 5 2 7 4 1 5

計
1,061
(887)

466
(416)

235
(234)

701
(650)

359
(292)

195
(179)

554
(471)

《定 時 制》

学 科 入 学 定 員
志 願 者 数 合 格 者 数

男 女 計 男 女 計

普 通 85 37 20 57 28 18 46

工 業 5 7 0 7 5 0 5

計
90

(95)
44

(58)
20

(20)
64

(78)
33

(37)
18

(16)
51

(53)
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◇ �期選抜実施後の最終集計

※ ｢普通科等｣ には､ 普通科､ 理数科､ 数理科学科､ 文理科､ 国際文化科､ 英語科､ 体育科､ デザイン科学科､ 国際科学科が含まれる｡

( ) 内は平成15年度入試のもの｡

《全 日 制》

学 科 入学定員 Ⅰ 期 選 抜
合格内定者数

Ⅱ 期 選 抜
合 格 者 数

Ⅲ 期 選 抜
合 格 者 数

合 格 者 総 数

男 女 計

普 通 科 等 11,570 2,928 7,822 438 5,307 5,881 11,188

農 業 1,040 383 628 19 617 413 1,030

水 産 160 48 59 12 96 23 119

工 業 2,560 1,043 1,478 21 2,334 208 2,542

商 業 2,120 814 1,216 42 716 1,356 2,072

家 庭 240 85 134 17 13 223 236

総 合 1,800 634 1,157 5 660 1,136 1,796

計
19,490

(19,690)
5,935

(5,879)
12,494

(12,924)
554

(471)
9,743

(9,849)
9,240

(9,425)
18,983

(19,274)

《定 時 制》

学 科 入学定員 Ⅰ 期 選 抜
合格内定者数

Ⅱ 期 選 抜
合 格 者 数

Ⅲ 期 選 抜
合 格 者 数

合 格 者 総 数

男 女 計

普 通 440 139 216 46 184 217 401

工 業 40 5 30 5 35 5 40

計
480

(400)
144

(100)
246

(205)
51

(53)
219

(178)
222

(180)
441

(358)
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２ 現職教育計画

各種研修並びに講習会

名 称 期 日 期間 会 場 参 加 者

各所属校に

おける研修

4月～

3月

60日 各 所 属 校

名 称 期 日 期間 会 場 参 加 者
経験者研修Ⅰ
(第一次)

前 期

(１班)
6. 2～

6. 3
(２班)
6.12～

6.13
(３班)
6.19～

6.20

２日

３日

教育センター 県立学校教職
経験５年を経
過した者

113名

校長研修会 5. 7～

5. 9

３日 教育センター 新任県立学校

長 23名

教頭研修会 5.14～

5.16

３日 教育センター 新任県立学校

長 30名

教職経験者

研修Ⅲ (中

堅職員研修)

11.10～

11.12

３日 教育センター 教務主任､ 学

年主任等の中

堅教員 (学校

運営上､ 主要

な職にある者)

66名

後 期 (１班)
11. 5

(２班)
11. 7

１日 教育センター 前期に同じ
118名

初任者研修

(宿泊研修)

(第１次)

6. 5～

6. 7

３日 教育センター 15年度高等学

校初任者研修

対象教員

88名

各所属校に
おける研修
(第２次)

4月～
1月

10日
程度

各 所 属 校 第１次に同じ

経験者研修Ⅱ
(第１次)

共 通 5､ 6 １日

教育センター 県立学校教職
経験10年を経
過した者

147名

(第２次) 2.12～

2.14

３日 教育センター 88名

教科指導Ⅰ

教科指導Ⅱ

生 徒 指 導

(１班)
7.30～

8. 1
(２班)
8. 4～

8. 6
(１班)
2. 2～

2. 3
(２班)
2. 5～

2. 6
(１班)
11.25～

11.26
(２班)
12. 1～

12. 2

２日
教育センター

等研修 (教

科別研修)

(１班)

9. 1～

9. 3

３日 ・国 語

(相 馬 東)

・数 学

(大 沼)

・理 科

(喜 多 方 東)

・農 業

(福 島 明 成)

・保 健 体 育

(猪 苗 代)

88名

(２班)

9.10～

9.12

３日 ・英 語

(会 津 工 業)

・家 庭

(相 馬 農 業)

・商 業

(喜多方商業) 授業の実践
Ⅰ

8月～
12月

１日 各 会 場 校

(３班)

9.25～

9.27

３日 ・地歴・公民

(双 葉)

・英 語

(白 河 旭)

・看 護

(光 南)

・工 業

(白 河 実 業)

各所属校に
おける研修

4月～
1月

20日
程度

各 所 属 校

社会体験研
修

4月～
1月

３日 各 所 施 設 等

教務主任研
修会

5.27～
5.29

３日 教育センター 県立高等学校
の教務主任
(新任教務主

任を含む)
102名(基本研修) 4. 3～

4. 4

２日 教育センター

(４地区)
新 任 教 務
主任研修会

8.20～
8.21

２日 福 島 西 高 校
安積黎明高校
喜多方東高校
浪 江 高 校

新任教務主任
のみ

31名
地区別研修 4月～

12月

19日 各 地 区 施 設

学 校 等



３ 教 育 課 程

� 高等学校教育課程説明会

ア 目 的

高等学校学習指導要領について､ その趣旨の説明及び

必要な研究協議を行い､ もって高等学校教育の改善及び

充実を図ることを目的とする｡

イ 主 催

文部科学省及び福島県教育委員会

ウ 期日及び開催地

普通教育関係

平成15年11月27日�～28日�

職業教育関係

平成15年11月10日�～11日�

東京都

エ 参 加 者

� 福島県高等学校教育課程講習会

ア 目 的

高等学校指導要領について､ その趣旨の説明及び必要

な研究協議を行い､ もって高等学校教育の改善充実を図

る｡

イ 主 催

文部科学省及び福島県教育委員会

ウ 期日・会場・参加者数

エ 部会の参加者

設置部会及び参加者数は次のとおりである｡
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部会･分科会 氏 名 所 属 氏 名 所 属

総 則 菅 田 健 夫 教育指導領域

特 別 活 動 吉田啓一郎 県 中 教 育
事 務 所 渡 辺 譲 治 相 双 教 育

事 務 所

国 語 丹 藤 茂 教育指導領域 星 隆 雄 安 積 黎 明

地 理 歴 史 源 後 正 能 教育指導領域 大 竹 千 秋 白 河 旭

公 民 遠藤雄二郎 教育指導領域 小 島 稔 福 島

数 学 竹 田 真 二 福 島

理 科 松 尾 親 弥 白 河 旭

保 健 体 育 目 黒 憲 教育指導領域 紅 屋 聡 福 島 西

音 楽 橋 本 葉 司 平 商 業

美 術 ･ 工 芸 菅 野 哲 哉 教育指導領域 佐 藤 徹 橘

書 道 鹿 山 俊 浪 江
( 津 島 )

外 国 語 大 竹 一 光 喜 多 方

家 庭 菅野真理子 教育指導領域 森 田 晶 代 橘

情 報 小 林 喜 則 教育指導領域 飛 澤 恒 白 河

総 合 的 な
学習の時間 菅野真理子 教育指導領域

農 業 大和田範雄 教育指導領域 松 崎 勝 則 福 島 明 成

工 業 松 本 明 倫 教育指導領域 鈴 木 康 隆 平 工 業

商 業 小 林 喜 則 教育指導領域 荻 功 平 商 業

家 庭 菅野真理子 教育指導領域 佐 藤 緑 会 津 工 業

水 産 大和田範雄 教育指導領域 千 葉 郁 夫 いわき海星

看 護 江 尻 実 加 内 郷

情 報 佐 藤 浩 正 教育センター

福 祉 佐々木明美 福 島 北

地 区 期 日 会 場 参加者数

県 北 ８月５日 二 本 松 工 業 高 校 234

県 中 ･ 県 南 ８月７日 清 陵 情 報 高 校 423

会 津 ８月４日 会 津 工 業 高 校 202

いわき･相双 ８月６日 富 岡 高 校 286

合 計 1,145

部 会 参加者数 部 会 参加者数

国 語 132 外 国 語 162

地 理 歴 史 97 家 庭 53

公 民 44 農 業 44

数 学 150 工 業 80

理 科 117 商 業 74

保 健 体 育 114 特 別 活 動 48

音 楽 23

美 術 ・ 工 芸 7 計 1,145



� 高等学校学習指導要領研究会議

� 情報教育の充実

ア 設備の整備

イ 情報教育研修

� 専門研修 高等学校教育の産業教育及び教育セン

ターの情報処理教育講座の欄参照

� 一般研修 各種研修28講座に情報処理に関する演

習等の導入

ウ 情報処理関係学科の設置状況

� 国際理解教育の充実

語学指導等を行う外国青年招致事業

国際化に対応できる人材の育成及び外国語教育の充実

ア 招致人数 18名

イ 配 置 ○県内５地区の13の高校に各１名を配置､

配置校における指導及び訪問指導
○福島南高校､ 郡山高校､ 葵高校､ 湯本

高校及び双葉高校に５名配置､ 専任校

における指導

� 外部講師活用事業

各分野における豊かな経験と優れた識見を有する講師を

招聘し､ 学習への興味・関心を高め､ 高等学校教育の活性

化を図る｡

ア 事業の対象

県立高等学校における各学科

イ 実施年度

昭和63年４月１日から施行

ウ 実施実績

・職業学科の116学科において年２回程度計220回実施

・普通科､ 総合学科の32校において年２回程度105回実

施

� 少子化に関する高等学校副読本策定事業

少子化に伴う子育て支援体制の整備､ 並びに男女共同参

画社会の形成等の社会環境の変化に対応した高等学校教育

の新たな必要性に鑑み､ 作成した副読本を高校生に配付し

活用を図った｡

・副読本 ｢少子化ってなあに?｣ の改訂版作成

印刷部数 20,000部

・配付対象

本 県 県立高校１年生全員､ 教員及び関係機関

� 楽しい食卓キャンペーン

平成15年度楽しい食卓キャンペーン

｢我が家の自慢の朝ご飯｣

一日の活動源となる朝食の重要性を理解するとともに､

家族と一緒に朝食を作って食べることを通して家庭の食卓

を見直し､ 心身共に健康な生活を送ることを目的とする｡

ア 応募内容 創作料理を含む朝食一食分の献立

イ 応募期間 平成16年１月20日�～２月６日�

ウ 対 象 県内の小・中・高校生

エ 応募点数 小学生192点､ 中学生41点､ 高校生562点

合 計795点

オ 審査基準 ・朝食一食分の栄養及び献立のバランス

・創作料理の工夫点

・創作料理の手軽さ (調理時間､ 経費)

・盛りつけ など

カ 受 賞 者 最優秀賞 小学生１名､ 高校生２名

優 秀 賞 小学生４名､ 中学生２名､

高校生９名
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目 的

平成11年３月に告示された学習指導要領の

実施に向けて､ 高等学校学習指導要領につい

て研究し､ 各学校が教育課程を編成・実施す

るための指導資料を作成する｡

研 究 期 間 平成11・12・13・14・15年

委 員 県立高校長､ 教頭及び教諭

日程･内容

・第１回会議 平成15年６月16日�

指導資料の編集方針､ 内容及び全体構想

の検討

・第２回会議 平成15年９月29日�

全体構想及び内容の検討

・第３回会議 平成15年10月27日�

全体的な最終検討

設 置 名
設置
校数

設置
台数

総 数 備 考

パ ー ソ ナ ル
コ ン ピ ュ ー タ

0校 0台
190校

3,374台
スタンドアロー
ン型

パソコンネット
ワークシステム

22校 23式
73校

107式
パソコン台数
累計 3,870台

汎 用 式
コ ン ピ ュ ー タ
(ミニコン含む)

4校 4式
16校
16式

パソコン端末装置
累計 656台

工 業

情報処理 郡山北工業､ 平工業､ 会津工業

情報電子 清陵情報､ 福島工業

電子機械 清陵情報､ 平工業

商 業

情報処理 福島商業､ 郡山商業､ 清陵情報､
小高商業､ 東白川農商

情報会計 福島南､ 本宮､ 清陵情報､ 喜多方商業､
あさか開成

情 報
ビジネス 白河実業､ 若松商業

情 報
システム 平商業

水 産 情報通信 いわき海星



４ 学力向上対策等

� 平成15年度文部科学省指定各種研究校

� ふくしま夢実現プラン [進路希望実現推進事業]

ア 事業のねらい

各学校の主体性を生かした学力向上事業､ 教員の指導

力の向上を図るための事業､ 学ぶことの楽しさを味わう

ための生徒・家庭・地域の意識啓発事業を通して､ 学力

の向上を期するとともに､ 本県生徒一人一人の個性を生

かした進路希望の実現を図る｡

イ 事業の概要

� 各学校の主体性を生かした学力向上事業

各学校及び生徒の実態に応じて､ 学校の創意工夫及

び主体性を生かした進路希望の実現に資する学力向上

のための取組みを実施する｡ 対象校は､ 全日制91校､

定時制７校の98校｡

なお､ ７月８日に事業担当者連絡協議会を実施し､

事業の趣旨と効果的な運用について協議を行った｡
○ ビクトリーハイスクール事業 (20校)

基礎学力だけでなく発展・応用的な学力を身に付

け､ 難関大学等への進学を目指すための取組みを支

援｡
○ 高校活性化支援事業 (78校)

進学や就職など､ 幅広い進路希望の実現のために

必要な学力向上を図るための取組みを支援｡

� 教員の指導力の向上を図るための事業
○ 授業力向上研究会

・対象者�中学校､ 高等学校の英語・数学・国語の

教員各10名の計30名

・期日・会場

第１回 ６月26日� 自治会館

第２回・第３回 ９月中旬～10月上旬

県内各地の中学校及び高校

第４回 10月23日�・24日�

県教育センター

第５回 ２月17日� 県庁

○ 問題作成研究

事務局校�福島南高校､ 双葉高校
○ 中・高連携による学習指導研究

英語�県 中 地 区�須賀川桐陽高校､ 須賀川高校

会 津 地 区�喜多方高校､ 喜多方東高校

いわき地区�湯本高校､ いわき光洋高校

数学�県 中 地 区�郡山東高校､ 郡山高校
○ 中・高交流教員による協議会

� 学ぶことの楽しさを味わうための生徒・家庭・地域

の意識啓発事業
○ ｢学びへの誘い｣

芥川賞受賞者などと中高生の合同セミナー
○ ｢読書への誘い｣

読書感想文発表コンクール
○ 教育施策等に関する研究会議

これまでの施策の評価､ 平成17年度以降の施策の

検討

５ 生徒指導・進路指導

� 教育事務所指導主事の活動

県内６地区の教育事務所の指導主事の活動によって生徒

指導の充実を図った｡

主な活動は次のとおりである｡

① 地区内の高等学校の訪問指導 (計画・随時)

② 地区内の高等学校生活指導協議会の指導・援助

③ 関係諸機関､ 諸団体との連携

④ 生徒指導関係の情報と資料の収集

⑤ 生徒指導関係の諸研修会における指導

� 生徒指導関係の諸研修会における指導

� スクールカウンセラーの配置

スクールカウンセラー配置校 (14校)

・橘高等学校

・福島工業高等学校

・福島南高等学校

・川俣高等学校

・長沼高等学校

・船引高等学校

・須賀川高等学校

・棚倉高等学校

・会津工業高等学校

・喜多方東高等学校

・遠野高等学校

・磐城農業高等学校

・浪江高等学校

・相馬東高等学校
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研究種別 学校名 指定
年度 研 究 主 題

スーパーサイ

イ ン ス ハ イ

ス ク ー ル

安 積
14～

16

自然科学の基礎を培い､

科学的資質・能力を開発

する理数系教育の研究

先進的教育用

ネットワーク

モデル地域事

業

福 島 明 成

福 島 南

郡山北工業

11～

15

地域教育ネットワークを

活用した学校間交流のあ

り方に係わる研究

専門学校と小・

中学校との連

携 推 進 事 業

12～

13

二輪車に関する交通安全

の意識の高揚を図る学校・

家庭・地域の連携につい

て

名 称 期日 期間 会 場 参加者

生徒指導・
特別活動担
当者研修会

6.10�
～

6.12	
３日 教育センター

生徒指導主事
等

115名



６ 学 校 行 事

� 卒 業 式

ア 県立高等学校卒業者数

イ 卒業式実施期日

ウ 県知事､ 県議会議長､ 県教育庁臨席校

県知事臨席校 ３月１日 相馬農業高等学校

〃 原町高等学校

県議会議長臨席校 ３月１日 小高工業高等学校

県議会副議長臨席校 ３月１日 磐城高等学校

県教育長臨席校 ３月１日 白河旭高等学校

〃 白河実業高等学校

� 修 学 旅 行

県立高等学校( )は前年度

ア 参加生徒総数 19,621人 (19,707人)

イ 参 加 率 98.6％ ( 91.6％)

ウ 行 先

エ 航 空 機 利 用 61校

北海道方面 4校

大 阪 方 面 31校

九 州 方 面 7校

沖 縄 方 面 18校

海 外 1校

オ 泊 日 数

１ 泊 ２ 日 0校 ( 0校)

２ 泊 ３ 日 3校 ( 4校)

３ 泊 ４ 日 54校 (54校)

４ 泊 ５ 日 37校 (37校)

カ 必 要 経 費

生徒一人当りの最高額 86,832円 (115,865円)

最低額 73,111円 ( 68,592円)

平均額 86,832円 ( 87,106円)

キ 引 率 責 任 者

校 長 33校 (44校)

教 頭 61校 (51校)
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性別
課程 男 女 計

全 日 制 9,989 9,576 19,565

定 時 制 122 77 199

通 信 制 99 142 241

計 10,210 9,795 20,005

種別
月日 全日制 定時制 通信制 計

３月１日 � 90 4 0 94

３月２日 � 1 3 0 4

３月７日 � 0 0 1 1

計 91 7 1 99

行 先 奈 良
京 都

中 国
近 畿

近 畿
四 国 九 州 北海道 沖 縄 海 外

校 数 51
(47)

11
( 7)

1
(2)

7
(7)

5
(5)

18
(20)

1
(7)



７ 産 業 教 育

� 県産業教育フェア

平成15年度は実施せず｡

� 文部科学省主催の研修講座と内容

ア 平成15年度新産業技術等指導者養成講習

� 新産業技術コース
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教 科 氏 名 職 名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間

農 業 渡 部 耕 司 教 諭 岩 瀬 農 業 高 等 学 校 島津製作所三条工場研修センター ８月４日～８月８日

農 業
大 竹 絵梨子 教 諭 相 馬 農 業 高 等 学 校

横 河 電 機 株 式 会 社 ８月18日～８月22日
國 分 孝 男 教 諭 岩 瀬 農 業 高 等 学 校

工 業 高 梨 哲 夫 教 諭 福 島 工 業 高 等 学 校 東 京 工 業 大 学 ７月28日～８月 1日

商 業
宗 像 順 子 教 諭 郡 山 商 業 高 等 学 校 千 葉 商 科 大 学 ７月22日～７月26日

天 野 泰 博 教 諭 喜 多 方 商 業 高 等 学 校
一 橋 大 学 大 学 院 商 学 研 究 所 ８月４日～８月８日

商 業 中 西 良 夫 教 諭 小 高 商 業 高 等 学 校

水 産 高 田 文 子 教 諭 い わ き 海 星 高 等 学 校 ニ チ レ イ 研 修 セ ン タ ー ８月４日～８月８日

家 庭 石 川 浩 美 教 諭 相 馬 農 業 高 等 学 校 全国高等学校家庭クラブ会館 ８月４日～８月９日

家 庭 鈴 木 美加子 教 諭 耶 麻 農 業 高 等 学 校 装 道 き も の 学 院 ８月４日～８月７日

看 護 森 文 子 教 諭 私� 仁 愛 高 等 学 校 群 馬 県 立 精 神 医 療 セ ン タ ー ８月４日～８月８日

福 祉 緑 川 恵 子 教 諭 郡 山 萌 世 高 等 学 校 NHK 学 園 高 等 学 校 ７月28日～８月１日

� 情報技術コース

教 科 氏 名 職 名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間

工 業 小 野 健 教 諭 二 本 松 工 業 高 等 学 校 東 京 大 学 情 報 基 盤 セ ン タ ー ７月22日～８月29日

� 先端技術体験プログラムコース

教 科 氏 名 職 名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間

工 業 鈴 木 正 美 教 諭 二 本 松 工 業 高 等 学 校
宇宙開発事業団筑波宇宙センター ８月18日～８月21日

工 業 荒 川 俊 一 教 諭 白 河 実 業 高 等 学 校

工 業 千 葉 郁 夫 教 諭 い わ き 海 星 高 等 学 校
日本無線株式会社三鷹製作所 ８月19日～８月21日

工 業 澤 尻 京 二 教 諭 い わ き 海 星 高 等 学 校

イ 平成15年度産業教育内地留学及び高等学校教員先端技術等研修

教 科 氏 名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間 備 考

農 業 鈴 木 憲 治 福 島 明 成 高 等 学 校 独立行政法人食品総合研究所 H15年４月１日～H16年３月31日 内地留学

農 業 岡 部 富 洋 岩 瀬 農 業 高 等 学 校 岩 手 大 学 農 学 部 H15年９月１日～H16年２月27日

農 業 中 野 陽 一 東白川農商高等学校 茨 城 大 学 農 学 部 H15年９月１日～H15年11月28日

工 業 渡 邊 春 雄 川 俣 高 等 学 校 東 京 工 業 大 学 H15年４月１日～H16年３月31日 内地留学

工 業 佐 藤 隆 志 勿 来 工 業 高 等 学 校 ㈱エンジニア･サイエンス H15年10月１日～H16年３月31日

工 業 鈴 木 哲 会 津 工 業 高 等 学 校 会 津 大 学 H15年10月１日～H16年３月31日

家 庭 鈴 木 真由美 岩 瀬 農 業 高 等 学 校 郡 山 女 子 大 学 H15年10月１日～H15年12月28日

商 業 伊 藤 俊 幸 本 宮 高 等 学 校 大 原 簿 記 学 校 H15年６月２日～H15年８月29日

商 業 佐 野 公 彦 福 島 商 業 高 等 学 校 神 田 外 語 学 院 H15年10月１日～H16年３月15日
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ウ 平成15年度高等学校産業教育実習助手講習

教 科 氏 名 職 名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間

農 業 小山田 正 幸 実 習 助 手 東 白 川 農 商 高 等 学 校 東 京 農 業 大 学 ７月30日～８月８日

工 業 舩 山 卓 也 実 習 助 手 塙 工 業 高 等 学 校 東 京 農 業 大 学 ７月30日～８月８日

水 産 斎 藤 道 明 実 習 助 手 い わ き 海 星 高 等 学 校 東 京 農 業 大 学 ７月30日～８月８日

エ 平成15年度学校農業・家庭クラブ連盟指導者養成講座

教 科 氏 名 職 名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間

農 業 急 式 正 裕 教 諭 小 野 高 等 学 校 国立オリンピック記念青少年総合センター ７月24日～７月26日

農 業 長 南 哲 也 教 諭 会 津 農 林 高 等 学 校 国立オリンピック記念青少年総合センター ７月24日～７月26日

家 庭 斎 藤 由 美 教 諭 福 島 北 高 等 学 校 国立オリンピック記念青少年総合センター ７月24日～７月25日

オ 平成15年度教育情報化推進指導者養成研修

教 科 氏 名 職 名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間

国 語 佐 藤 秀 美 教 諭 相 馬 高 等 学 校 東 北 電 子 専 門 学 校 ９月９日～９月13日

数 学 松 浦 芳 朋 教 諭 福 島 女 子 高 等 学 校 東 京 都 教 職 員 研 修 セ ン タ ー ９月10日～10月４日

英 語 小 貫 大 吉 教 諭 あ さ か 開 成 高 等 学 校 玉 川 大 学 ８月19日～８月23日

� 県主催の研修講座と内容

名 称 期 間 会 場 参 加 者 数

情 報 教 育 研 修

前期 ６月17日～６月18日

中期 ９月10日～９月12日

後期 10月30日～10月31日

福 島 県 教 育 セ ン タ ー

小 学 校 ７名

中 学 校 ７名

高 等 学 校 ５名

計 19名

� 平成15年度産業教育担当教員研修派遣

教 科 氏 名 職 名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間

農 業 菊 地 庸 雄 教 諭 会 津 農 林 高 等 学 校 国 土 建 設 学 院 ８月４日～８月７日

工 業 紺 野 正 博 教 諭 福 島 工 業 高 等 学 校 国 土 建 設 学 院 ８月４日～８月７日

工 業 福 田 俊 彦 教 諭 二 本 松 工 業 高 等 学 校 国 土 建 設 学 院 ８月４日～８月７日

商 業 鈴 木 美喜夫 教 諭 平 商 業 高 等 学 校 仙台大原簿記公務員専門学校 ７月28日～７月31日

商 業 阿 部 和 美 教 諭 若 松 商 業 高 等 学 校 仙台大原簿記公務員専門学校 ７月28日～７月31日

商 業 松 浦 冬 樹 教 諭 福 島 商 業 高 等 学 校 仙台大原簿記公務員専門学校 ７月28日～７月31日

商 業 菊 池 弘 子 教 諭 郡 山 商 業 高 等 学 校 仙台大原簿記公務員専門学校 ７月28日～７月31日

家 庭 齋 藤 文 子 教 諭 平 商 業 高 等 学 校 東京学芸大学教育学部附属竹早中学校 ８月４日～８月５日

農 業 島 貫 忠 彦 教 諭 岩 瀬 農 業 高 等 学 校 ㈱ グ リ ー ン シ ス テ ム ８月11日～８月13日



８ 定時制・通信制教育

定時制・通信制教育修学指導事業
○ 実 施 状 況

① 対象学年

１年生から４年生まで

② 参加校及び参加生徒数

定時制７校 731校 (参加率78.8％)

通信制１校 85校 (参加率 6.8％)

③ 研 修 日 数

１日から２泊３日程度

④ 研 修 場
○アクアマリンふくしま等

９ 学 校 訪 問

� 目 的

指導主事等が各県立高等学校を訪問し､ 関係者とともに

授業研究や教科の指導に関する研究協議を行い､ 学習指導

の充実を図る｡

� 訪 問 校

経験者研修Ⅰ､ 又は経験者研修Ⅱの該当者のいる学校か

ら数校を選定する｡

� 訪問学校一覧

福 島 西 高 等 学 校 理 科

福 島 北 高 等 学 校 英 語 保 健 体 育

福 島 南 高 等 学 校 美 術

梁 川 高 等 学 校 地歴･公民

二本松工業高等学校 工 業

安 達 東 高 等 学 校 数 学 家 庭

あさか開成高等学校 英 語 保 健 体 育

須 賀 川 高 等 学 校 国 語

清 陵 情 報 高 等 学 校 商 業

長 沼 高 等 学 校 地歴･公民 理 科

岩 瀬 農 業 高 等 学 校 農 業

白 河 高 等 学 校 音 楽

塙 工 業 高 等 学 校 工 業

東白川農商高等学校 農 業

船 引 高 等 学 校 数 学 書 道

小 野 高 等 学 校 商 業

喜多方工業高等学校 地歴･公民

西 会 津 高 等 学 校 国 語 保 健 体 育

坂 下 高 等 学 校 理 科

会 津 農 林 高 等 学 校 家 庭

田 島 高 等 学 校 英 語

平 工 業 高 等 学 校 国 語

内 郷 高 等 学 校 音 楽 保 健 体 育

小 名 浜 高 等 学 校 英 語

磐 城 農 業 高 等 学 校 数 学

勿 来 高 等 学 校 理 科

勿 来 工 業 高 等 学 校 工 業

富岡高等学校川内分校 地歴･公民

相 馬 高 等 学 校 保 健 体 育

以上29校

10 教科書採択事務説明会

開催の地区・期日・会場・参加者数

11 教育研究団体

� 福島県高等学校長協会

組 織

平成15年度福島県高等学校長協会役員名簿
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地 区 期 日 会 場 参加者数

県 北 ６月５日 橘 高 等 学 校 24名

県中・県南 ６月９日 安積黎明高等学校 42名

会 津 ６月10日 葵 高 等 学 校 23名

い わ き ６月９日 磐城桜が丘高等学校 23名

相 双 ６月10日 相馬農業高等学校 15名

役 職 名 氏 名

会 長 富 田 孝 志 (福 島)

副 会 長 菅 野 暁 (安 黎)

副 会 長 堀 幸 一 郎 (会 津)

副 会 長 小 平 良 男 (磐 城)

副 会 長 日 下 部 健 一 (原 町)

監 査 八 巻 義 徳 (福 南)

監 査 佐 藤 正 敬 (郡 商)

事 務 局 長 深 澤 陽 一 (福 東)

支 部 支 部 長 副 支 部 長

県 北 富 田 孝 志 (福 島) 君島 整 ( 橘 )

齋 藤 義 人 (福 商)

県 南 菅 野 暁 (安 黎) 廣瀬 渉 (安 積)

本田 裕 (白 河)

会 津 堀 幸一郎 (会 津) 柳橋 幸生 ( 葵 )

木村 秀 (只 見)

いわき 小 平 良 男 (磐 城) 大谷 明 (湯 本)

大越 洋 (平 工)

相 双 日下部健一 (原 町) 金丸 知正 (相 農)

鈴木 弘文 (相 東)
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幹 事

内田 吉春 (明 成) 片平 俊夫 (保 原)

関根 敬次 (福 工) 富田 良夫 (安 達)

遠藤 教之 (福 西) 秋山 功一 (松 工)

星 憲隆 (福 北) 加藤 千恵 (安 東)

松本 貞男 (川 俣) 弓田 篤 ( 盲 )

片寄 竹男 (梁 川) 穴澤 由美 (大笹生養)

◎印 委員長 ○印 副委員長

専 門
委員会 氏 名

行 政

委員会
富田 孝志 (福 島) ○ 小森新一郎 (白 旭)

君島 整 ( 橘 ) 三好 祥夫 (萌 世)

齋藤 義人 (福 商) 斎藤 久雄 (郡 養)

内田 吉春 (明 成) 堀 幸一郎 (会 津)

関根 敬次 (福 工) ◎ 山田耕一郎 (会津学鳳)

遠藤 教之 (福 西) 小平 良男 (磐 城)

深澤 陽一 (福 東) 畠山煕一郎 (磐 桜)

弓田 篤 ( 盲 ) 鈴木 弘文 (相 東)

廣瀬 渉 (安 積) 日下部健一 (原 町)

菅野 暁 (安 黎)

財 政

給 与

委員会

関根 敬次 (福 工) 大越 洋 (平 工)

○ 穴澤 由美 ( 盲 ) 目黒 壽一 (磐 農)

斎藤 真策 (湖 南) 鈴木 暉夫 (小 商)

◎ 遠藤 宏之 (須 桐) 笹川 二郎 (い 養)

大和田秀晴 (石 養)

鈴木 久重 (田 島)

高山紀代子 (会 養)

松崎 肇 (猪 養)

生 徒

指 導

委員会

松本 貞男 (川 俣) 三島 信幸 (猪苗代)

片寄 竹男 (梁 川) 尾形 秀重 (耶 農)

田仲 敏晃 (本 宮) 新井田 大 (川 口)

○ 市川 淳一 (光 南) 大石 力弥 (坂 下)

菅野 耕平 (東白農商) 濱口 保夫 (い 海)

菱沼 孝 (石 川) 青木 崇郎 (勿 来)

◎ 原 秀司 (船 引) 柴崎 茂 (富 岡)

伏見 幸雄 (須 養) 櫻井 幸男 (新 地)

専 門
委員会 氏 名

教 育

課 程

委員会

富田 良夫 (安 達) 佐藤 雄吉 (西 会)

加藤 千恵 (安 東) 邉見 廣一 (大 沼)

綱田 直正 (郡 工) 古宇田栄増 (会 農)

堀川 肇子 (あ 開) 大谷 明 (湯 本)

◎ 湊 耕一郎 (清陵情報) 赤塚 公生 (好 間)

吉田 和衛 (棚 倉) 伊藤 隆司 (双葉翔陽)

古関 隆史 (小 野) 小原 和幸 (富 養)

高校入

試検討

委員会

◎ 内田 吉春 (明 成) 藤田 和夫 (南 会)

八巻 義� (福 南) 木村 秀 (只 見)

佐々木克己 (須賀川) 星 和久 (小名浜)

小菅富士雄 (塙 工) 稲垣 博司 (勿 工)

三好 祥夫 (萌 世) 斎藤 隆弘 (好 間)

西間木 薫 (西 養) 筥崎 勝信 (浪 江)

八巻 茂雄 (会 工) 鈴木 弘文 (相 東)

大学入

試対策

委員会

深澤 陽一 (福 東) 清信 悦孝 (若 商)

片平 俊夫 (保 原) 菅野 和昶 (喜多方)

栗林 秀樹 (郡 東) 志賀 由直 (内 郷)

◎ 本田 裕 (白 河) 坂上 正美 (い 光)

阿部 紘和 (田 村) 橋本祐一郎 (双 葉)

小柳津 滋 ( 聾 ) 佐藤 忠夫 (相 馬)

○ 柳橋 幸生 ( 葵 )

就職指

導対策

委員会

齋藤 義人 (福 商) 花井 宣明 (喜 東)

星 憲隆 (福 北) 深谷 好男 (喜 商)

○ 秋山 功一 (二本松工) 兼 田 信 男 (喜 工)

◎ 佐藤 正敬 (郡 商) 大森 孝夫 (平 商)

根本源太郎 (郡 北) 白瀬美智男 (四 倉)

本多 武二 (長 沼) 真鍋ヒロ子 (平 養)

生方 和廣 (岩 農) 金丸 知正 (相 農)

山口 啓輔 (白 実) 栗村 知 (小 工)

荒 正文 (あ 養)



� 福島県高等学校教育研究会

ア 財政及び組織の状況

� 本 部

平成15年度福島県高等学校教育研究会

○会 員 数 4,643名

○平成14年度予算 8,929,736名
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部 会 長

部 会 氏 名

普 通 部 会 君 島 整 ( 橘 )

商 業 部 会 齋 藤 義 人 ( 福 商 )

農 業 部 会 内 田 吉 春 ( 明 成 )

工 業 部 会 関 根 敬 次 ( 福 工 )

水 産 部 会 濱 口 保 夫 ( い 海 )

家 庭 部 会 堀 川 肇 子 ( あ 開 )

定 通 部 会 三 好 祥 夫 ( 萌 世 )

養 護 部 会 弓 田 篤 ( 盲 )

理 数 部 会 佐 藤 忠 夫 ( 相 馬 )

英 語 部 会 八 巻 義 � ( 福 南 )

体 育 部 会 阿 部 紘 和 ( 田 村 )

総合学科部会 鈴 木 弘 文 ( 相 東 )

全国校長会

部 会 氏 名

理 事 富 田 孝 志 ( 福 島 )

理 事 君 島 整 ( 橘 )

理 事 齋 藤 義 人 ( 福 商 )

教 育 制 度 小 森 新 一 郎 ( 白 旭 )

教 育 財 政 遠 藤 宏 之 ( 須 陽 )

管 理 運 営 山 田 耕 一 郎 ( 会 津 学 鳳 )

生 徒 指 導 原 秀 司 ( 船 引 )

教 育 課 程 湊 耕 一 郎 ( 清 陵 情 報 )

大 学 入 試 本 田 裕 ( 白 河 )

就 職 対 策 佐 藤 正 敬 ( 郡 商 )

同 和 教 育 原 秀 司 ( 船 引 )

役職名 氏 名 所 属 校 ・ 職 名

会 長 富 田 孝 志 福島県立福島高等学校長

副 会 長 柳 橋 幸 生 〃 葵高等学校長

〃 菅 野 暁 〃 安積黎明高等学校長

委 員 富 田 孝 志 〃 福島高等学校長

〃 片 平 俊 夫 〃 保原高等学校長

〃 柳 橋 幸 生 〃 葵高等学校長

〃 菅 野 暁 〃 安積黎明高等学校長

〃 内 田 吉 春 〃 福島明成高等学校長

〃 関 根 敬 次 〃 福島工業高等学校長

〃 齋 藤 義 人 〃 福島商業高等学校長

〃 三 好 祥 夫 〃 郡山萌世高等学校長

〃 小 熊 千代一 〃 会津高等学校教諭

〃 本 田 裕 〃 白河高等学校長

〃 伊 藤 隆 司 〃 双葉翔陽高等学校長

〃 原 秀 司 〃 船引高等学校長

〃 大 谷 明 〃 湯本高等学校長

監 査 内 田 吉 春 〃 福島明成高等学校長

〃 三 好 祥 夫 〃 郡山萌世高等学校長

幹 事 新 田 銀 一 〃 福島高等学校教頭

イ 部 会

部会名 部会長氏名 所 属 校 ・ 職 名 会員数

養護教諭 富 田 孝 志 福島高等学校長 152

保健体育 片 平 俊 夫 保原高等学校長 560

理 科 柳 橋 幸 生 葵高等学校長 579

視 聴 覚 柳 橋 幸 生 葵高等学校長 262

音 楽 菅 野 暁 安積黎明高等学校長 106

農 業 内 田 吉 春 福島明成高等学校長 252

工 業 関 根 敬 次 福島工業高等学校長 527

商 業 齋 藤 義 人 福島商業高等学校長 419

定 通 三 好 祥 夫 郡山萌世高等学校長 139

英 語 小 熊 千代一 会津高等学校教諭 680

数 学 本 田 裕 郡山高等学校長 611

家 庭 伊 藤 隆 司 双葉翔陽高等学校長 254

美術工芸 原 秀 司 船引高等学校長 80
福祉教育･
ボランティア 大 谷 明 湯本高等学校長 22
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第１節 学 校 管 理

１ 児童生徒数と教職員定数
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� 児童生徒数の推移 (�15. 5.1 学校基本調査､ 含む訪問学級)

種 別 年度部 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

盲 学 校

小 学 部 11 10 10 13 15 15 13 17 16 11
中 学 部 9 10 12 11 6 3 5 9 14 14
高 等 部 39 35 33 34 35 32 32 31 32 34

計 59 55 55 58 56 50 50 57 62 59

聾 学 校

幼 稚 部 18 26 24 21 23 21 20 13 23 19
小 学 部 46 34 36 42 47 49 46 55 52 51
中 学 部 20 30 28 23 13 17 23 25 23 23
高 等 部 27 24 24 21 31 29 24 14 21 29

計 111 114 112 107 114 116 113 104 119 122

知 的 障 害
養 護 学 校

小 学 部 434 435 428 428 448 426 437 437 435 439
中 学 部 300 284 304 293 304 290 302 288 277 292
高 等 部 189 193 205 225 251 305 372 393 450 451

計 923 912 937 946 1,003 1,021 1,111 1,118 1,162 1,182

肢 体 不 自 由
養 護 学 校

小 学 部 184 175 167 162 165 143 147 143 135 137
中 学 部 94 97 110 99 85 86 87 87 81 73
高 等 部 69 76 78 88 100 119 117 106 97 96

計 347 348 355 349 350 348 351 336 313 306

病弱養護学校

小 学 部 42 58 41 44 45 49 51 49 43 45
中 学 部 42 44 62 58 68 59 56 51 52 57
高 等 部 21 23 30 41 43 57 63 62 48 40

計 105 125 133 143 156 165 170 162 143 142
計 1,545 1,554 1,592 1,603 1,679 1,700 1,795 1,780 1,799 1,811

※１ 知的障害養護学校は市立養護学校を含む｡ ２ 盲学校高等部は専攻科を含む｡

� 平成15年度児童生徒数 (�15. 5.1 学校基本調査､ 含む訪問学級)

部･学年 幼
稚
部

小 学 校 中 学 校
高 等 部 総

計
本 科 専

攻
科

合

計種別 性別 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

盲 学 校
男 0 1 2 0 0 1 4 1 3 2 6 7 7 4 18 10 28 38
女 0 0 4 1 1 1 7 3 3 2 8 3 2 0 5 1 6 21
計 0 1 6 1 1 2 11 4 6 4 14 10 9 4 23 11 34 59

聾 学 校
男 8 4 5 7 4 5 7 32 7 3 2 12 6 6 2 14 14 66
女 11 5 1 3 2 6 2 19 4 5 2 11 7 6 2 15 15 56
計 19 9 6 10 6 11 9 51 11 8 4 23 13 12 4 29 29 122

知的障害
養護学校

男 56 54 57 45 43 60 315 69 69 70 208 98 121 89 308 308 831
女 19 24 25 22 19 29 138 39 36 24 99 56 54 57 167 167 404
計 75 78 82 67 62 89 453 108 105 94 307 154 175 146 475 475 1,235

肢体不自由
養 護 学 校

男 10 10 14 14 14 18 80 13 18 22 53 20 21 21 62 62 195
女 9 11 7 9 8 13 57 7 8 5 20 11 15 8 34 34 111
計 19 21 21 23 22 31 137 20 26 27 73 31 36 29 96 98 306

病弱養護
学 校

男 3 0 3 6 10 2 24 4 7 13 24 7 10 8 25 25 73
女 2 3 3 3 6 4 21 7 10 16 33 6 3 6 15 15 69
計 5 3 6 9 16 6 45 11 17 29 57 13 13 14 40 40 142

計
男 8 73 70 83 69 72 88 455 94 100 109 303 138 165 124 427 10 437 1,203
女 11 35 39 42 37 40 49 242 60 62 49 171 83 80 73 236 1 237 661
計 19 108 109 125 106 112 137 697 154 162 158 474 221 245 197 663 11 674 1,864

※ 市立養護学校､ 福島大学教育学部附属養護学校を含む｡
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� 県立盲・聾・養護学校教職員定数の推移

区

分

種別 盲 ・ 聾 学 校 養 護 学 校 計

年度 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

教

員

校 長 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

教頭・教諭 124 123 126 124 119 115 115 119 123 127 579 576 612 659 668 718 718 745 776 797 703 699 738 783 787 833 833 864 899 924

養 護 教 諭 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 12 13 14 16 16 18 18 17 17 18 15 16 17 19 19 21 21 20 20 21

兼 任 主 事

補 充 教 員 4 4 9 3 6 8 8 7 8 5 22 29 42 42 58 71 71 94 71 46 26 33 51 45 64 79 79 101 79 51

講 師

寄宿舎指導員 20 20 26 26 27 26 26 21 26 27 29 27 29 29 31 30 30 27 28 28 49 47 55 55 58 56 56 48 54 55

実 習 助 手 7 7 8 9 8 8 8 8 8 8 9 9 10 13 14 19 19 22 22 22 16 16 18 22 22 27 27 30 30 30

計 160 159 174 167 165 162 162 160 170 172 662 665 718 770 798 867 867 916 925 922 822 824 892 937 963 1,029 1,029 1,076 1,095 1,094

事 務 職 員 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 36 36 37 38 39 43 43 43 44 45 47 47 48 49 50 54 54 54 55 56

雇

用

人

技能労務員

学 校 司 書

用 務 員 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 11 11 11 10 10 9 9 9 8 8 13 13 13 12 12 11 11 11 10 10

ボイラー技師 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 6 5 3 3 2 1 1 1 1 1 9 8 6 5 4 3 3 3 3 3

栄 養 士 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

調理給食員 3 3 3 2 0 0 0 0 0 0 3 3 3 2 0 0 0 0 0 0

技能訓練士

マッサージ師

運 転 手 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 3 3 2 2 2 1 1 1 1 1 5 5 4 4 4 3 3 2 2 2

計 7 7 7 6 6 6 6 5 5 7 24 23 20 18 15 12 12 12 11 10 31 30 27 24 21 18 18 17 16 17

合 計 178 177 192 184 182 179 179 176 186 190 722 724 775 826 852 922 922 971 980 977 900 901 967 1,01
0 1,034 1,101 1,101 1,147 1,166 1,167

２ 盲・聾・養護学校及び特殊学級の実態

� 盲・聾・養護学校 (学部別学級・児童生徒数)

障
害
種
別

種別 幼 稚 部 小 学 部 中 学 部
高 等 部

計
本 科 専 攻 科

校名

学
級
数

幼
児
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒

数

児
童

盲
県 立 盲 学 校 4 11 4 14 6 23 3 11 17 59

小 計 4 11 4 14 6 23 3 11 17 59

聾

県 立 聾 学 校 5 10 9 30 7 23 8 29 29 92

県 立 聾 学 校 福 島 分 校 2 4 4 9 6 13

県 立 聾 学 校 会 津 分 校 2 4 1 4 3 8

県 立 聾 学 校 平 分 校 1 1 3 8 4 9

小 計 10 19 17 51 7 23 8 29 0 0 42 122

知

的

障

害

県 立 大 笹 生 養 護 学 校 16 52 7 29 9 38 32 119

県 立 あ ぶ く ま 養 護 学 校 22 84 14 58 18 99 54 241

県立あぶくま養護学校安積分校 6 21 2 10 8 31

県 立 西 郷 養 護 学 校 8 24 6 25 8 32 22 81

県 立 石 川 養 護 学 校 9 28 7 20 6 34 22 82

県 立 会 津 養 護 学 校 17 63 11 39 10 69 38 171

県 立 猪 苗 代 養 護 学 校 4 12 4 10 3 9 11 31

県 立 い わ き 養 護 学 校 17 67 10 37 15 67 42 171

県 立 富 岡 養 護 学 校 7 22 8 29 9 35 24 86

福 島 市 立 福 島 養 護 学 校 11 52 5 19 8 44 24 115

相 馬 市 立 養 護 学 校 4 14 3 16 4 24 11 54

小 計 0 0 121 439 77 292 90 451 3 11 288 1,182
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障
害
種
別

種別 幼 稚 部 小 学 部 中 学 部
高 等 部

計
本 科 専 攻 科

校名

学
級
数

幼
児
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒

数

児
童

肢
体
不
自
由

県 立 郡 山 養 護 学 校 30 86 16 45 16 46 62 177

県 立 平 養 護 学 校 19 51 12 28 17 50 48 129

小 計 0 0 49 137 28 73 33 96 0 0 110 306

病

弱

県 立 須 賀 川 養 護 学 校 7 17 10 26 12 40 29 83

県立須賀川養護学校医大分校 3 13 2 7 5 20

県立須賀川養護学校郡山分校 2 4 3 6 5 10

県立会津養護学校竹田分校 3 11 3 18 6 29

小 計 0 0 15 45 18 57 12 40 0 0 45 142

合 計 10 19 206 683 134 459 149 639 3 11 502 1,811

� 特殊学級 (障害別・児童生徒数)

管

内

学校別 小 学 校 中 学 校

計種別

内容
弱視 難聴 知的

障害
病弱
虚弱

肢 体
不自由

言語
障害

情緒
障害 小計 弱視 難聴 知的

障害
病弱
虚弱

肢 体
不自由

言語
障害

情緒
障害 小計

県

北

学 校 数 1 1 40 1 15 58 30 1 12 43 101

学 級 数 1 1 45 2 15 64 31 1 12 44 108

児童生徒数 1 3 145 10 40 199 100 3 25 128 327

県

中

学 校 数 1 56 1 25 83 1 25 1 4 31 114

学 級 数 1 56 1 26 84 1 25 1 4 31 115

児童生徒数 1 144 2 77 224 1 74 3 6 84 308

県

南

学 校 数 3 22 1 4 30 13 1 14 44

学 級 数 3 22 1 4 30 13 1 14 44

児童生徒数 4 53 1 9 67 36 1 37 104

会

津

学 校 数 24 5 29 6 1 7 36

学 級 数 24 5 29 7 1 8 37

児童生徒数 60 21 81 23 3 26 107

南
会
津

学 校 数 8 8 3 3 11

学 級 数 8 8 3 3 11

児童生徒数 13 13 5 5 18

相

双

学 校 数 1 2 28 8 39 13 1 1 15 54

学 級 数 1 2 30 8 41 13 1 1 15 56

児童生徒数 1 2 89 23 115 31 1 1 33 148

い
わ
き

学 校 数 1 22 5 28 10 10 38

学 級 数 1 26 5 32 11 11 43

児童生徒数 1 112 16 129 40 40 169

計

学 校 数 4 6 200 1 2 0 62 275 100 1 2 19 122 397

学 級 数 4 6 211 1 3 0 63 288 103 1 2 19 125 413

児童生徒数 4 9 616 2 11 0 186 828 309 3 4 36 352 1,180



３ 教職員人事・任用

� 人事異動の概要

平成15年度の盲・聾・養護学校教職員の定数は､ 前年比

１人減の1,173人となった｡ このうち､ 教諭等は､ 前年比

25人増の924人である｡

① 新採用について

盲・聾・養護学校の教員採用志願者数は､ 前年比24人

減の199人であったが､ 一次及び二次選考試験の結果､

名簿搭載者数は35人であり､ そのうち辞退者を除き34人

の教諭採用をみた｡

② 交流について

同一校永年勤務者､ 採用後引き続き同一校に３年以上

勤務する者等を含め95人の教諭等の交流が実現した｡

また､ 小・中学校・市立養護学校及び福島大学教育学

部附属養護学校との交流 (転入) は18人で､ 高等学校と

の交流 (転入) は８人であり教育効果の向上が期待され

る｡
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� 訪問教育対象児童生徒数及び担当教員数

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

対象児童
生 徒 数

112 104 92 95 76 80 77 75 89 69 90 80 69 58

担 当
教 員 数

37 41 41 35 33 35 33 36 41 36 45 36 41 36

� 障害による就学義務の猶予・免除者の推移

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

猶予者数 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1

免除者数 3 8 7 4 4 5 7 5 3 3 0 0 0 0

� 通級による指導 (障害別・児童生徒数)

管

内

学校別 小 学 校 中 学 校

計種別

内容
弱 視 難 聴 病 弱

虚 弱
言 語
障 害

情 緒
障 害 小 計 弱 視 難 聴 病 弱

虚 弱
言 語
障 害

情 緒
障 害 小 計

県

北

学 校 数 0 0

教 室 数 8 8 8

児童生徒数 135 135 135

県

中

学 校 数 0 0

教 室 数 1 2 3 3

児童生徒数 8 37 45 45

県

南

学 校 数 0 0

教 室 数 0 0

児童生徒数 0 0

会

津

学 校 数 0 0

教 室 数 1 2 3 3

児童生徒数 4 21 25 25

南
会
津

学 校 数 0 0

教 室 数 0 0

児童生徒数 0 0

相

双

学 校 数 0 0

教 室 数 6 6 6

児童生徒数 86 86 86

い
わ
き

学 校 数 0 0

教 室 数 5 5 1 6

児童生徒数 65 65 8 73

計

学 校 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教 室 数 0 2 0 23 0 23 0 0 0 1 0 1 26

児童生徒数 0 12 0 344 0 344 0 0 0 8 0 8 364



� 平成15年度県立盲・聾・養護学校教員交流基準

① 一般基準

ア 教育課程の適正な運営を期するため､ 教員組織の均

衡をはかるようにつとめる｡

イ 高等学校および市町村立小・中・養護学校と盲・聾・

養護学校との交流をはかる｡

ウ 高等学校との交流は､ 県立高等学校職員人事異動実

施要項による｡

エ 市町村立小・中・養護学校との交流は､ 市町村立小・

中・養護学校教職員人事異動実施要項による｡

オ 優秀な人材の転入をはかるとともに､ その者が相当

年数 (３年以上) 勤務した場合の転出については特に

考慮する｡

カ 同一校には原則として最低３年は勤務するものとする｡

キ 二親等以内の者は原則として同一校勤務をさける｡

② 勤務年数による基準

次の基準に該当する者は､原則として交流の対象とする｡

ア 採用後ひきつづき同一校に３年以上勤務した者

イ 市町村公立小・中・養護学校教員の場合､ 同一校に

６年以上勤務した者

③ 地区及び障害別の学校分類による基準

ア 県立盲・聾・養護学校の地区別､ 障害別の分類は別

表１によるものとする｡ 県南地区の２校 (西郷養護・

石川養護) は１地区とみなす｡

イ 昭和52年度以降､ 特殊教育諸学校教員として登載さ

れ採用された者は､ 原則として15年以内に２地区およ

び２障害以上の学校にいずれも勤務させるものとする｡

ウ 上記のイの２障害の経験については､ 原則として別

表２によるものとする｡

第２節 学 校 教 育

１ 概 要

� 指導行政の基本方針

｢人・地域・自然と共に個を磨く新世紀ふくしまの教育｣

を基本目標に､ ｢他｣ との深い関わりの中で主体的・積極

的に自己を高めることができる環境づくりを目指し､ ｢人

と共に｣ ｢地域・自然と共に｣ ｢新世紀と共に｣ ｢学びの環

境づくり｣ の４つの視点を設定して､ ｢養護教育の充実｣

を図るために､ 次の観点から施策を展開し､ その充実に努

めた｡

・ 生き方を考えさせる個に応じた進路指導の改善・充実

・ 適正就学の推進と教育機会の拡充

・ 障害の重度・重複化､ 多様化に対応した教育の充実

・ 教育と保健・医療・福祉等の機関との連携の一層の充

実

・ 情報教育の充実

・ 情報環境の整備・充実

・ 教職員研修の充実

・ 教職員の人材確保と適正配置の推進

・ 盲・聾・養護学校の施設・設備の整備充実

特に､ ふくしまの教育ライジングプラン ｢養護教育進路

サポート事業｣ の中で､ 就労サポート連絡協議会の開催や

進路指導推進員の配置等､ 進路指導の充実に努めた結果､

労働・福祉関係との連携が図られ､ 産業現場等における実

習先の開拓が一層強化された｡ また､ 事業所､ 関係団体等

への養護学校や障害者に対する理解､ 雇用に関わる助成等
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別表１ 県立盲・聾・養護学校地区別・障害別学校分類

障害

地区
盲 聾

養 護

知的障害 肢体不自由 病 弱

県 北

・盲学校 ・聾学校
福島分
校

・大笹生
養護学
校

・須賀川
養護学
校医大
分校

県 南

・聾学校 ・あぶく
ま養護
学校

・あぶく
ま養護
学校安
積分校

・郡山養
護学校

・須賀川
養護学
校

・須賀川
養護学
校郡山
分校

・西郷養
護学校

・石川養
護学校

会 津

・聾学校
会津分
校

・会津養
護学校

・猪苗代
養護学
校

・会津養
護学校
竹田分
校

いわき
・聾学校

平分校
・いわき

養護学
校

・平養護
学校

相 双
・富岡養

護学校

別表２ 県立盲・聾・養護学校障害別経験群分類

群名 Ⅰ群 Ⅱ 群

群分類

・原則として
15年以内に
勤務経験を
必須とする
障害種別の
学校

・Ⅰ群以外の障害種別の学校

群内の
学 校

・知的障害養
護学校

・盲学
校

・聾学
校

・肢体不自由
養護学校

・病弱
養護
学校

注１ Ⅱ群内の障害種別の学校のみの経験を有する者は､

Ⅰ群の学校に勤務することを必須とする｡

注２ Ⅰ群の学校に勤務している者､ 又は勤務した者で､

２障害の経験を有していない者は､ Ⅱ群内のいずれ

かの障害種別の学校での勤務をするものとする｡

注３ ただし､ 平成７年度までに２地区及び２障害の勤

務経験を終了しているものはこの限りではなく､ こ

れまで２地区及び２障害の勤務経験を有していない

者､ 及び平成８年度以降採用教員については､ 注１､

注２の勤務経験を必要とする｡



の制度面の理解が広く図られるようになった｡

� 指 導 組 織

参事､ 主任管理主事１名､ 管理主事２名､ 主任指導主事

１名､ 指導主事４名､ 各教育事務所養護教育担当指導主事

７名､ 教育委員会委嘱養護教育担当学校教育指導委員７名

をもって指導に当たった｡

� 学校教育指導の重点

前記の基本方針に基づき､ 指導の重点を次のように設定

し､ 指導の充実を図った｡

ア 教育内容・方法の改善充実

� 児童生徒の障害の状態等に応じた適切な教育を行う

ために盲・聾・養護学校､ 特殊学級､ 通級指導教室等

の教員に対し､ 教育課程実施に伴う指導上の問題点､

個に応じた指導の工夫改善等について研修を行い､ 指

導担当者の指導力の向上に努めた｡

� 各種研修会､ 要請訪問等を通して､ 幼児児童生徒の

実態に応じた学習指導､ 生徒指導等の諸問題について

協議を深め､ 学校運営の質的向上に努めた｡

� 訪問教育においては､ 週３回の訪問を実施するとと

もに､ そのうち１回は登校可能な児童生徒に対して､

定期的に他の児童生徒と交流したり､ 集団学習を行なっ

たりすることができるように､ スクーリング (登校学

習) を実施した｡ また､ 高等部における訪問教育の充

実に努めた｡

� 教育委員会広報誌 ｢教育ふくしま｣ で学校教育指導

の重点や具体的課題を明確にし､ 教育内容・方法の改

善充実に参考となる実践事例等を紹介した｡
● うつくしま教育改革推進プログラム (７つの約束)

……… (６月号)

｢共に学ぶ環境づくりプラン｣

・身近な環境で学ぶ教育の推進

・医療的ケア実施体制整備
● ともに学ぶ環境づくりプラン (10月号)

・通常の学級に在籍する重度視覚障害児の支援のた

めの常勤講師配置

・通常の学級に在籍する重度視覚障害児支援のため

の機材購入・通常の学級に在籍する身体に障害の

ある児童生徒のための市町村が配置している介助

員の経費補助

・ ｢地域教育相談推進事業｣
● 盲・聾・養護学校における進路指導 (12月号)

ふくしま夢実現プラン

｢養護教育進路サポート事業｣

・会津養護学校の進路指導

イ 生徒指導の充実

幼児児童生徒の障害の状態や特性について､ 教職員の

共通理解を図り､ 幼・小・中・高等部の一貫した指導に

努めるとともに､ 生徒指導の機能を生かした授業や家庭

及び関係機関との連携に努めた｡

ウ 進路指導の充実

児童生徒が主体的に進路を選択し､ 自らの将来のより

よい生き方を実現するために､ 個に応じた進路指導計画

の作成や福祉・労働・医療機関との連携を図り､ 進路指

導体制の整備に努めた｡ 特に､ 障害のある児童生徒が､

地域において社会参加・自立することができるように､

一人一人の実態に応じた進路決定の在り方と進路実現の

ため､ 事業所や福祉関係機関等への理解啓発に努めた｡

知的障害養護学校 (県立) ８校において､ ふくしま夢

実現プラン ｢養護教育進路サポート事業｣ を実施し､ 進

路指導の充実に努めた｡

エ 軽度障害児の指導の充実

障害の多様化に対応した教育課程の編成に努め､ 個に

応じた指導計画の作成及び指導の充実に努めるなど､ 新

しい学習指導要領の趣旨を生かした特殊学級経営の充実

に努めた｡ また､ 通常の学級に在籍する軽度の障害児や

学習障害児､ 注意欠陥／多動性障害 (ADHD) 児等の

理解や指導の在り方についてセミナーを開催し､ 担当教

員の指導力の向上に努めた｡

オ 交流教育の推進

｢豊かな体験学習支援事業｣ (｢学校から地域へ｣) を

実施し､ 盲・聾・養護学校と小・中・高等学校及び地域

との交流を行ったり､ 自然や文化とふれあったりして､

体験を深める中で､ 養護教育及び障害に対する正しい理

解と認識を深めることに努めた｡

また､ 平成10年度から ｢共生社会への道支援事業 『ふ

れあいウイング』｣ (｢地域から世界へ｣)を実施し､ 盲・

聾・養護学校高等部生徒と高等学校生徒等を合同で､ ノー

マライゼーションの理念に基づく社会づくりとユニバー

サルデザインのまちづくりを進めているドイツ連邦共和

国ケルン市に派遣した｡

カ 情報教育の充実

幼児児童生徒の障害に基づく困難を改善克服し､ 学習

を支援するために情報機器や情報通信ネットワークなど

の情報手段を積極的に活用するとともに児童生徒の情報

活用能力の育成に努めた｡

� 教職員の資質と指導力の向上

ア 養護教育担当指導主事会議の開催

養護教育に関する指導の重点や事業概要等について研

究協議を行い､ 各教育事務所域内の養護教育の理解及び

円滑な推進を図った｡

イ 学校教育指導委員連絡協議会の開催

養護教育に関する指導の重点や事業概要及び学校教育

指導委員の任務についての研修を行い､ 学校教育指導委

員の資質の向上を図った｡

ウ 盲・聾・養護学校初任者研修､ 経験者研修の実施

盲・聾・養護学校の初任者に対して､ 校内・校外にお

ける研修を通して､ 実践的指導力と使命感を養った｡ ま

た､ 教職経験に応じた経験者研修を実施し､ 校内におけ

るリーダーとしての力量の向上に努めた｡ 経験者研修に

おいて､ 中・高合同教科研修､ コンピューターに関する

研修､ 社会貢献活動体験研修等を行った｡

エ 養護教育担当教員長期・短期研修

養護教育に関し､ 指導的立場に立つ教員の育成に対し､

専門的知識及び技術を習得させ､ 資質の向上と指導力の

向上を図るため､ 教員７名を国立特殊教育総合研究所の

長期及び短期研修へ派遣した｡

…………

…
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� 適正就学の推進

障害児の適正な就学を図るため､ 市町村教育委員会及び

小・中学校校長・教頭・教務主任を対象に就学指導講習会

を開催した｡ また､ 市町村における就学指導を補完するた

め､ 県障害児就学指導委員会を開催し､ 障害児の適正な就

学指導の推進に努めた｡

� 21世紀を展望した養護教育

ア 養護教育における医療的ケア調査研究事業

平成15年～16年度まで文部科学省から ｢養護学校にけ

る医療的ケア｣ の委嘱を受け､ 教育・医療・福祉等関係

者からなる ｢医療的ケア実施連絡協議会｣ を設置し､ 本

県における医療的ケアの在り方について研究を行った｡

また､ 常時､ 医療的ケアを必要とする児童生徒 (訪問

教育や病院入院生徒は除く) が､ 在籍している学校 (10

校) に､ 特別非常勤講師として看護師を配置した｡

さらに､ 医療的ケアの実施を指導する ｢指導医の委嘱｣､

地域の保健・医療・福祉機関のバックアップ体制の確立

のための ｢医療的ケアサポート会議の設置｣､ 医療的ケ

アの実施に必要な ｢医療機器等の整備｣ をするため､

｢養護教育における医療的ケア実施事業｣ を行った｡

※ 看護師配置校

盲学校､ 大笹生養護学校､ 郡山養護学校､ あぶくま

養護学校､ 須賀川養護学校､ 西郷養護学校､ 会津養護

学校､ 平養護学校､ いわき養護学校､ 富岡養護学校

イ 小・中学校の通常の学級に在籍する学習障害児(��)､

注意欠陥／多動性障害 (����)､ 高機能自閉症など

の障害のある児童生徒への総合的な教育支援体制の整備

に向けたモデル事業

平成15年・16年度文部科学省の委嘱を受け､ 小・中学

校の通常学級に在籍している学習障害児 (��)､ 注意

欠陥／多動性障害 (����)､ 高機能自閉症などの障

害のある児童生徒への総合的な教育支援体制の整備を図

るため､ 校内委員会や専門家チームの設置､ 特別支援教

育コーディネーターの養成､ 巡回相談の実施を行い､ そ

の指導体制に関する研究を行うこととした｡

ウ 地域の特殊教育セン.ターとしての盲・聾・養護学校

の役割とその機能の充実

盲・聾・養護学校は､ 学習指導要領等において､ 地域

の特殊教育センターとしての役割が明確に規定された｡

これまでも聾学校などにおいては､ 早期からの教育的対

応を行ってきたが､ 今後市町村教育委員会等と連携を図

り､ 地域の特殊教育センターとしてその機能を充実させ､

地域に開かれた学校づくりが求められている｡ このよう

なことから､ 平成15年度は､ 相談機能の充実を図るため

県立盲学校と県立聾学校に教育相談補充教員を各１名配

置した｡

２ 現 職 教 育

� 教職員の研修

研修会､ 講習会については､ 下表のとおり実施し､ 教職

員の資質向上に努めた｡
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名 称 期 日 期間 会 場 人数 対 象

養護教育教務
主 任 研 修 会

9月30日� １日
福 島 県
養護教育
センター

22
盲・聾・
養護学校
教 員

特 殊 教 育 新 任
担当教員研修会

6月 4日�
～ 5日�

２日
福 島 県
養護教育
センター

84
養護教育
新任担当
教 員

盲･聾･養護学校
養護教諭研修会

7月22日� １日
福 島 県
養護教育
センター

30
盲・聾・
養護学校
教 諭

盲･聾･養護学校
実習助手研修会

8月 1日� １日
福 島 県
養護教育
センター

24
盲・聾・
養護学校
実習助手

経験者研修Ⅰ
5月28日�

～
5月30日�

３日
福 島 県
養護教育
センター

24
盲・聾・
養護学校
教 員

教職基本研修
い じ め 研 修

(１班)
11月 5日� １日

福 島 県
養護教育
センター

11
盲・聾・
養護学校
教 員

(２班) 11月 7日� １日 13

経験者研修Ⅱ
6月18日�
～20日�

３日
福 島 県
養護教育
センター

37
盲・聾・
養護学校
教 員

教職基本研修
コンピュータ
に関する研修

(１班)

8月11日� １日
福 島 県
養護教育
センター

盲・聾・
養護学校
教 員

(２班) 8月12日� １日



� 養護教育担当教員長期・短期研修

ア 長期研修 独立行政法人国立特殊教育総合研究所

� 特別支援教育のための指導法セミナー

小・中学校の通常の学級で､ 特別な教育的支援を必要と

する児童生徒を指導している教員を対象に児童生徒の理解

と援助の方法について研修を行い､ 指導力の向上を図ると

ともに､ 盲・聾・養護学校の教育についての理解と啓発に

努めた｡
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盲・聾・養護学校初任者研修

名 称 期 日 期間 会 場

宿
泊
研
修

一次研修
7月29日�

～31日�
３日

二本松青年海外協力
隊訓練所

二次研修
1月28日�

～30日�
３日 県養護教育センター

養
護
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修

基本研修
4月16日�

～17日�
２日 県養護教育センター

カウンセ
リ ン グ
研 修

5月14日�

～15日�
２日 県養護教育センター

情報教育
研 修

１班
8月19日�

２班
8月20日�

１日 県養護教育センター

地

区

別

研

修

講習会研
修会等参
加研修会

各校ごとに実施 ２日

他校参観
研 修

各校ごとに実施 ５日 各地区内の該当学校

企業等体
験 研 修

各校ごとに実施 ４日 各地区内の該当学校

社会奉仕
体験活動
研 修

各校ごとに実施 ２日 各地区内の該当学校

自然体験
研 修

各校ごとに実施 １日
各地区内の文化財史
跡等

学 部 別 研 修

小学部 11月19日

中学部 11月19日

高等部 11月19日

１日

大笹生養護学校

郡山養護学校

あぶくま養護学校

障害種別研修

� 9月 3日

� 9月10日

� 9月 3日

１日

聾学校

あぶくま養護学校

郡山養護学校

所 属 校 研 修 60日 各所属校

氏 名 職名 学 校 名 コ ー ス 等 期 間

遠 藤 充 彦 教諭 大 笹 生
養 護 学 校

重 複 障 害
研 究 部

15年4月8日
～

16年3月18日

イ 短期研修 独立行政法人国立特殊教育総合研究所

� 県立盲・聾学校対象	１名

氏 名 職名 学 校 名 コ ー ス 等 期 間

加 茂 敬 教諭 聾 学 校 聴覚障害教育
コ ー ス

1月13日～
3月12日


 県立養護学校	３名

氏 名 職名 学 校 名 コ ー ス 等 期 間

磯 谷 博 史 教諭 須 賀 川
養 護 学 校

病 弱 教 育
コ ー ス

9月1日～
10月31日

三瓶喜美子 教諭 富 岡
養 護 学 校

知的障害教育
コ ー ス

5月6日～
7月4日

加 藤 一 之 教諭 会 津
養 護 学 校

重度･重複教育
コ ー ス

9月1日～
10月31日

� 市立養護学校	１名

氏 名 職名 学 校 名 コ ー ス 等 期 間

島 康 子 教諭 相 馬 市 立
養 護 学 校

情緒障害教育
コ ー ス

5月6日～
7月4日

� 公立小学校	１名

氏 名 職名 学 校 名 コ ー ス 等 期 間

田 中 祐 子 教諭 い わ き 市 立
平第二小学校

言語障害教育
コ ー ス

1月13日～
3月12日

地 区 会 場 期 日 受講者数

県 北 大笹生養護学校 9月 2日� 41

県 中 須賀川養護学校 9月12日� 41

県 南 西 郷 養 護 学 校 9月10日� 29

会津・南会津 会 津 養 護 学 校 9月 6日� 44

相 双 富 岡 養 護 学 校 9月4日� 29

い わ き 平 養 護 学 校 9月5日� 35



３ 教 育 課 程

特殊教育教育課程運営改善講座

盲・聾・養護学校における教育課程実施上の諸問題に関

する専門的な研修を実施することにより､ 指導的立場にあ

る教員の指導力の向上を図るとともに､ 学校の実態や児童

生徒の障害の種類と程度に応じた教育課程の編成と適切な

実施及び管理に努め､ 養護教育の改善・充実に資する｡

４ 交 流 教 育

� 福島県青少年等海外派遣事業 ｢うつくしま県民の翼｣

共生社会への道支援研修コース

｢ふれあいウイング｣

ア 趣 旨

� 県内各地の盲・聾・養護学校高等部生徒､ 高等学校

生徒等を含む団員を合同でドイツ連邦共和国へ派遣し､

ノーマライゼーションの理念を現実に見聞し､ 体験し､

｢共に生きる社会づくり｣ の着実な実現に寄与する｡

� 派遣に伴う自身の変容及び社会自立への実践を通し

て地域社会への啓蒙・啓発を図る｡

� 障害者自身の自立の実態と自立を可能にする支援体

制､ 社会制度､ 教育制度､ まちづくり等を現地での交

流､ 体験等を通じ習得させ､ 地域及び県域レベルの障

害者福祉に関するリーダーたる人材の育成､ モデルた

る自立生活の実践者の育成を図る｡

イ 実 施 状 況

� 派遣者

� 派 遣 国 ドイツ連邦共和国ケルン市

� 派遣期間 平成15年10月30日～11月８日 (10日間)

� 研修内容

日本と同様な福祉・教育制度をもち､ 近年インクルー

ジョン (包含教育) やグループホームを取り入れ始め

たドイツ連邦共和国ケルン市を訪問し､ 主に次の研修

を行った｡

� 行政機関等での研修

ケルン大学を訪問し､ 市または州における障害者

施策やインテグレーションサービス等について協議

しするとともに､ ケルン大学生との討論・情報交換

会を行った｡

さらに､ ケルン市役所を表敬訪問し､ 副市長や議

員､ 市役所職員に､ ケルン市の福祉施策などについ

てお話を聞いた｡

� 教育機関等での研修

総合制学校 (ローデンキルヒン総合制学校､ ホー

ルワイデ総合制学校) や基礎学校 (ペーター・ペー

ターセン学校) 訪問を訪問し､ 実際に授業を参加し

たり､ 学生とディスカッションしたり､ 給食を食べ

るなど体験を通して研修を行った｡

� 福祉施設等での研修

障害者のための住宅 (通所施設と工場) 訪問や学

生寮 (肢体不自由児のための寄宿舎) を訪問し､ 施

設見学や入所者､ 障害のある人との交流を通し､ 各

施設の現状や課題等について研修を行った｡

� 研究施設等での研修

障害者のための科学技術研究所 (UD研究所) 訪

問やインターネットカフェ (障害者のための作業所)

訪問し､ ユニバーサルデザインを取り入れた生活用

品や施設について研修を行った｡

	 街並み探索､ 交通機関体験

ケルン大学特殊教育学部学生と一緒に､ ケルン市

内やボン市内の公共施設等を訪問したり､ 公共交通

機関を体験したりするなど､ ユニバーサルデザイン

のまちづくりの現状について研修した｡


 ケルン大学における研修

EUから委託を受け ｢障害者の学校卒業後の自立｣

の研究を行っているケルン大学で ｢障害のある人の

進路 (自立) への取り組み｣ について研修を行った｡

� 乗馬療法の体験学習

障害児に対して､ アニマルセラピーの一つである

乗馬療法を取り入れ運動的､ 精神的､ 及び社会的能

カの育成に効果を上げている乗馬療法センターを訪

問し､ 実際に乗馬を体験するなど取り組みの現状に

ついて研修を行った｡

� 提言集 (ふれあいウイング報告書) の発行を行っ

た｡ (平成16年３月)

 ｢ふれあいウイング｣ ネットワークサポート事業

ふれあいウイング友の会交流会

平成16年３月27日
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地区 期 日 会 場 人数 参 加 対 象

県 内 8月4日�
養 護 教 育
セ ン タ ー

65
盲・聾・養護学校
の教務主任等経験
者研修Ⅱ対象者

№ 氏 名 学 校 名 備 考

１ 赤津 摩美 平 養 護 学 校 高等部１年

２ 石川 泰士 大 笹 生 養 護 学 校 高等部３年

３ 浮�谷聖子 須 賀 川 養 護 学 校 高等部３年

４ 佐藤 慎也 福島市立福島養護学校 高等部３年

５ 鈴木 香織 盲 学 校 専攻科１年

６ 後藤美由季 内 郷 高 等 学 校 ２年

７ 石崎 慎 郡 山 萌 世 高 等 学 校 ３年

８ 小林久美子 会 津 工 業 高 等 学 校 ３年

引 率 籾山 貴央 い わ き 養 護 学 校 教諭

引 率 佐藤 恵理 石 川 養 護 学 校 養護教諭

引率・
事務局 小檜山宗浩 特別支援教育グループ 指導主事



� 豊かな体験学習支援事業

ア 趣 旨

新学習指導要領においては､ 各学校が創意工夫を生か

した特色ある教育活動を行うことが求められている｡ そ

の教育効果を上げるためには､ 学校単独ではなく､ 地域

と一体となった教育が不可欠なものとなってくる｡

そこで､ 総合的な学習の時間等において地域の各種専

門家の人材活用を積極的に行うことや盲・聾・養護学校

の児童生徒が学校から地域に出て､ 積極的に人や自然､

社会とふれあい､ 共に学び合う交流の機会を設けること

により､ 児童生徒の経験を広め､ 社会性を養い､ ｢生き

る力｣ を育み､ 自立と社会参加を支援するため､ 本事業

を実施した｡

イ 実 施 校

県立盲・聾・養護学校 (分校を含む) 全20校

ウ 実 施 状 況

次のような活動を各校で計画し実施した｡

� 学びあい体験学習

� 外部講師招聘による学習

� 自然の家等を利用しての自然体験学習

� 見学学習等の社会体験学習

� 交流活動

・ 地域社会の人々との交流活動

・ 盲・聾・養護学校間での交流活動

・ 盲・聾・養護学校と小・中・高等学校との交流

活動

５ 訪 問 教 育

通学して教育を受けることが困難な児童生徒に対して行う

訪問教育を週３回実施し､ 登校可能な児童生徒に対して､ 定

期的に他の子どもたちと交流したり､ 集団学習を行ったりす

ることができるように､ １回はスクーリング (登校学習) を

実施した｡

さらに､ 大笹生養護学校､ 郡山養護学校､ 石川養護学校､

平養護学校､ 富岡養護学校では高等部の訪問教育を実施した｡

実施状況は次のとおりである｡
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学級数･児童生徒数 学 級 数 児 童 生 徒 数 ス ク ー リ ン グ
参加児童生徒数

校名

小

学

部

病
院
訪
問

中

学

部

病
院
訪
問

高

等

部

病
院
訪
問

計

病
院
訪
問
計

小

学

部

病
院
訪
問

中

学

部

病
院
訪
問

高

等

部

病
院
訪
問

計

病
院
訪
問
計

小

学

部

中

学

部

高

等

部

計

大笹生養護学校 1 1 2 4 3 1 6 10 2 3 5

郡 山 養 護 学 校 4 2 1 7 8 4 2 14 6 2 8

須賀川養護学校 1 1 2 2 1 1

須賀川養護学校
郡 山 分 校 1 � 1 � 4 2 1 � 1 � 4 2 2

西 郷 養 護 学 校 1 1 2 2 2 4 2 4

石 川 養 護 学 校 1 1 3 3 1 1

会 津 養 護 学 校 1 1 2 2 1 3 2 1 3

平 養 護 学 校 2 � 2 � 4 10 2 4 � 3 � 11 	 32 14 1 0 2 2

富 岡 養 護 学 校 1 1 2 1 1 2 1 1

合 計 12 � 9 � 8 ０
 29 4 23 � 15 � 20 	 58 16 14 6 5 25

※ ( ) 内は内数



６ 研究指定校

� 文部科学省委嘱事業

ア 養護学校における医療的ケアに関するモデル事業

� 趣 旨

養護学校において､ 日常的に医療的ケアが必要な児

童生徒について､ 学校や地域の実状を踏まえた適切な

医療的ケアの実施体制の整備を図ることが不可欠となっ

ている｡

このため､ 本県では文部科学省の委嘱を受け､ 学校

における医師､ 看護師､ 教員等の相互連携による学校

の対応体制､ 学校と福祉､ 医療機関等の相互連携及び

医療機関と連携した医療的バックアップ体制の在り方

はもちろん､ これら連携体制の構築を的確に進めるた

めの､ 教育・医療等の関係部局間の連携協力体制の在

り方等について実践的な研究を行った｡

� 研究課題

学校における関係者の連携､ 医療・福祉等関係機関

及び都道府県の関係部局間の連携､ 並びに看護師と教

員の連携の在り方について実践的な研尭を行うととも

に､ 同研究において､ 学校の体制整備において指導的・

調整的役割を担う教員等の理解の促進に向けた研修事

業を実施した｡

� 実践研究校

盲学校､ 大笹生養護学校､ 郡山養護学校､ あぶくま

養護学校､ 須賀川養護学校､ 西郷養護学校､ 会津養護

学校､ 平養護学校､ いわき養護学校､ 富岡養護学校

� 実施状況

� 医療的ケア運営協議会の開催

【会議における検討事項】
○ 医療機関が併設されていない養護学校における

看護師を中心とした医療的ケアの在り方
○ 実施校における緊急時の個別の対応マニュア

ルの評価・検討
○ 実施校における医療的ケア個別マニュアルの評

価・検討

【医療的ケア運営協議会の開催】
○ 平成15年10月24日�

○ 平成16年２月10日�

� 研修会の開催
○ 教員の研修

実践研究校において基礎研修・専門研修・医療

的ケア個別研修の実施をした｡
○ 看護師の研修

年２回の看護師研修会を養護教育センターにお

いて実施した｡

イ 小・中学校の通常の学級に在籍する学習障害児 (	
)､

注意欠陥／多動性障害 (�
�
)､ 高機能自閉症など

の障害のある児童生徒への総合的な教育支援体制の整備

に向けたモデル事業

� 趣 旨

通常学級に在籍する学習障害児 (	
)､ 注意欠陥

／多動性障害 (�
�
)､ 高機能自閉症等の障害の

ある児童生徒に対する指導の在り方を検討すること及

び､ 指導体制を整備するため､ 校内委員会､ 専門家チー

ムの設置､ 特別支援教育コーディネーターの養成､ 専

門的知識・経験を有する巡回相談員､ 巡回相談を行う

ことにより､ 具体的方策に関する実践研究を行う｡
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【会議の委員】

医療的ケア実施検討委員会名簿 (23名)

氏 名 委 嘱 時 の 職 名

三 島 博 大原綜合病院・副院長 (県医師会)

千 葉 敏 子 県看護協会・常務理事

渡 辺 慎太郎 県弁護士会・弁護士

◎ 富 樫 薫 県総合療育センター・所長

西 山 郁 子 県保健福祉部健康衛生領域・主幹

小 椋 真 弓 県保健福祉部自立支援領域・主幹

内 山 清 一 県北保健福祉事務所・健康福祉部長

戸井田 哲 夫 中央児童相談所・主幹兼次長

松 崎 博 文 福島大学教育学部・教授

○ 中 村 雅 彦 県養護教育センター・所長

 山 紀代子 会津養護学校・校長

氏 名 委 嘱 時 の 職 名

真 鍋 ヒロ子 平養護学校・校長

佐々木 真 一 盲学校・教頭

 屋 隆 男 大笹生養護学校・教頭

鈴 木 房 雄 郡山養護学校・教頭

円 谷 美智子 あぶくま養護学校・教頭

大 関 彰 久 須賀川養護学校・教頭

菊 地 惠美子 西郷養護学校・教頭

折 笠 順 子 会津養護学校・教頭

佐 藤 静 子 平養護学校・教頭

 梨 洋 史 いわき養護学校・教頭

岡 崎 典 泰 富岡養護学校・教頭

鈴 木 志保子 平養護学校・講師 (看護師)

(◎委員長 ○副委員長)



� 推進地域

伊達郡川俣町

� 事業内容

� 調査研究運営会議の開催

� 調査研究運営会議専門家チーム会議の開催

� 校内委員会の開催

� 巡回相談員による巡回相談

� 特別支援教育コーディネーター研修会の実施

○ 検討事項

【第１回】

・ 校内委員会の設置及び特別支援教育コーディネー

ターの指名状況

・ 特別支援教育推進体制モデル事業の研究計画

(実態把握の実施及び特別支援教育コーディネー

ターの養成研修について)

・ 各学校の実態把握の現状

・ 巡回相談員の役割について

【第２回】

・ 特別支援教育推進体制モデル事業の進捗状況に

ついて

・ 校内委員会及び特別支援教育コーディネーター

の役割について

・ 専門家チームの巡回相談員の活用状況について

・ 特別支援教育に関する研修 (特別支援教育コー

ディネーターの研修､ 校内研修)
○開 催 日

・ 平成15年６月13日�

・ 平成15年11月26日	

○検討事項

【第１回】

・ ｢今後の特別支援教育の在り方 (最終報告)｣

(文部科学省) の概要及び､ ｢特別支援教育を推進

する上での小・中学校の在り方｣ についての説明

・ 特別支援教育推進体制モデル事業の概要説明

・ 調査研究運営会議及び専門家チームの役割

・ 推進地域の小・中学校及び教育委員会の取り組

みについて

(校内委員会の設置及び特別支援教育コーディ

ネーターの指名)

・ 巡回相談について

【第２回】

・ 平成15年度特別支援教育推進体制モデル事業の

まとめ

・ 各学校及び推進地域の取り組みについて

・ 今後の取り組みについて
○開 催 日

・ 平成15年５月30日�

・ 平成16年３月11日
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【調査研究運営会議の開催】

調査研究運営会議委員

氏 名 委 嘱 時 の 職 名

◎ 中 田 洋二郎 福島大学大学院教育研究科教授

勝 見 州 良 川俣町立福田小学校長

� 橋 友 憲 川俣町立川俣小学校長

佐 藤 正 雄 川俣町立富田小学校長

遠 藤 二 郎 川俣町立福沢小学校長

村 上 伸 栄 川俣町立川俣南小学校長

伊 東 久 男 川俣町立飯坂小学校長

遠 藤 敏 明 川俣町立小島小学校長

二 瓶 洋 允 川俣町立山木屋小学校長

戸 田 文 士 川俣町立川俣中学校長

國 分 敏 昭 川俣町立山木屋中学校長

斎 藤 文 男 川俣町教育委員会参事兼学校教育課長

丹 野 学 福島県教育庁県北教育事務所指導課長

阪 路 裕 福島県教育庁特別支援教育グループ参
事

工 藤 博 福島県教育庁学習生活指導グループ主
任指導主事

中 村 雅 彦 福島県養護教育センター所長

(◎座長)

【調査研究運営会議・専門家チーム合同会議】

専門家チーム委員

氏 名 委 嘱 時 の 職 名

増 子 博 文 福島県立医科大学講師

板 垣 昭 子 スクールカウンセラー

佐 藤 佑 貴 福島学院大学メンタルヘルスセンター
特別職員

佐久間 里 子 川俣町保健センター総括主任保健師

塚 野 薫 福島県教育庁特別支援教育グループ指
導主事

松 本 絹 代 川俣町教育委員会主任主査

柳 沼 哲 福島県立大笹生養護学校教諭

高 坂 均 福島県養護教育センター事業部長

菊 地 義 広 福島県養護教育センター主任指導主事



７ 生徒指導・進路指導

� 生 徒 指 導

障害のある児童生徒一人一人の意思や個性を生かしなが

ら､ 障害の状態や発達段階・特性等に応じた指導が十分に

行えるように､ 校内の生徒指導体制の確立に努めた｡

特に､ 児童生徒一人一人の課題を的確に把握し､ 児童生

徒の立場に立った行動理解を行い､ 児童生徒の自己実現を

図るべく､ 生徒指導の機能を生かした指導援助に努めた｡

� 進 路 指 導

ア ふくしま夢実現プラン ｢養護教育進路サポート事業｣

� 事業の趣旨

障害のある人々にとって働く喜びや生きがいを感じ

ながら､ ｢自分らしい生き方｣ ができる社会の実現を

目指すため､ 養護学校の生徒一人一人の能力､ 適性､

興味・関心等に応じた適切な進路選択が可能となるよ

う支援する｡

� 実 施 校

県立養護学校 (知的障害) 本校 ８校

� 実 施 状 況

� 高等部生徒等の進路実現支援 (各学校において実

施)

・就労サポート連絡協議会の設置・運営

・企業・福祉施設等見学会の開催

・体験発表会の開催

・就労に関するセミナーの開催

� 進路実現のための理解・啓発 (各学校において実

施)

・理解・啓発資料の作成､ 配布

・作業成果作品展示会のポスター等作成､ 配布

� ｢進路指導推進員｣ による進路支援

進路指導推進員２名を会津養護学校､ 富岡養護学

校に配置し､ 会津養護学校､ 猪苗代養護学校､ 富岡

養護学校､ いわき養護学校を対象校として､ 各校の

教職員 (特に進路指導主事) との連携の下､ 主とし

て次の事業を行なった｡

・産業現場等における実習先及び就労先等の開拓に

関すること

・職場定着指導に関すること

・進路相談の支援に関すること

・進路に関する情報収集・提供に関すること等

８ 特 別 活 動

� 卒 業 式

ア 県立盲・聾・養護学校卒業者数

イ 県立盲・聾・養護学校卒業式学部別開催日 (校数)

� 修 学 旅 行
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学部
障害 幼 稚 部 小 学 部 中 学 部 高 等 部

専 攻 科 合 計

盲 2 4 6 12

聾 3 9 4 4 20

知 的 障 害 67 78 116 261

肢体不自由 29 28 28 85

病 弱 4 29 15 48

計 3 111 143 169 426

開催日

学部

３
月
５
日
�

３
月
12
日
�

３
月
16
日
�

３
月
17
日
	

３
月
18
日



３
月
19
日
�

３
月
22
日
�

幼 稚 部 1 1

小 学 部 1 1 2 10 1 1

中 学 部 1 1 2 10 2

高 等 部 3 1 7 2

行き先
日数
人数

学部

行 き 先 日 数 人

数

県

内

東

北

関

東

関

西

九
州･

沖
縄

北

海

道

日

帰

り

一
泊
二
日

二
泊
三
日

三
泊
四
日

四
泊
五
日

小学部 2 5 3 87

中学部 14 1 13 124

高等部 3 7 3 1 186



９ 学 校 訪 問

� 県立盲・聾・養護学校

ア 経験者研修

経験研修Ⅰ該当者の研究授業日に､ 学校訪問を実施し

た｡

経験研修Ⅱ該当者の研究授業日に､ 学校訪問を実施し

た｡

イ 情 報 教育

学校を訪問し､ 校内LANの整備状況等を調査すると

ともに､ 活用に伴う諸問題について担当者と協議した｡

� 市立養護学校及び特殊学級設置小・中学校

下記の９校を対象として学校訪問を実施した｡

10 就学指導

� 福島県就学指導委員会

ア 福島県就学指導委員会委員

イ 期日及び会場
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№ 訪 問 日 学 校 名

１ 9月25日 � いわき養護学校

２ 10月 7日 � 石川養護学校

３ 11月26日 � 盲学校

４ 12月10日 � 富岡養護学校

５ 2月 2日 � 西郷養護学校

№ 訪 問 日 学 校 名

１ 7月 2日 � 大笹生養護学校

２ 10月 3日 � あぶくま養護学校

３ 10月 8日 � 聾学校平分校

４ 10月 8日 � 須賀川養護学校郡山分校

５ 12月 5日 � 郡山養護学校

№ 訪 問 日 学 校 名

１ 6月17日 �
会津養護学校竹田
分校 猪苗代養護学校

２ 6月24日 � 平養護学校 聾学校平分校

３ 6月25日 � 聾学校 須賀川養護学校

４ 7月 1日 �
須賀川養護学校郡
山分校

あぶくま養護学校
安積分校

５ 7月 7日 �
須賀川養護学校医
大分校 大笹生養護学校

管 内 訪 問 日 学 校 名

県 北
５月29日 � 梁川町立梁川中学校

９月22日 � 福島市立水保小学校

県 中
７月２日 � 平田村立蓬田小学校

11月10日 � 浅川町立浅川小学校

県 南 ６月30日 � 矢吹町立矢吹中学校

会 津 ６月19日 � 会津坂下町坂下小学校

南 会 津 10月３日 � 南郷村立南郷第一小学校

相 双 10月２日 � 相馬市立養護学校

い わ き 10月30日 � いわき市立四倉小学校

氏 名 職 名

浅 野 テ ル 子 福島市立西根中学校長

井 上 秀 之 中央児童相談所所長

大 森 孝 一 県立医科大学耳鼻咽喉科教授

笹 川 憲 子 福島市立佐原小学校長

田 代 南 穂 福島県総合衛生学院教務部部長

土 屋 久 保健福祉部自立支援領域子育て支援
グループ参事

富 樫 薫 福島県心身障害児総合療育センター
所長

昼 田 源 四 郎 福島大学教育学部教授

堀 川 京 美 福島県立あぶくま養護学校PTA会
長

三 島 博 大原綜合病院副院長

結 城 永 子 保健福祉部自立支援領域子育て支援
グループ専門保健技師

穴 澤 由 美 福島県立大笹生養護学校長

佐 々 木 真 一 福島県立盲学校教頭

清 野 要 福島県教育庁教育指導領域総括参事

中 村 雅 彦 福島県養護教育センター所長

期 日 会 場 出席者数

平成16年１月27日 � 自 治 会 館 12



� 障害児就学指導講習会

ア 期日及び会場

イ 参 加 者

・各市町村教育委員会就学指導関係者

・各市町村就学指導審議会の委員・調査員

・小・中学校長､ 教頭または教務主任

ウ 講義と協議

� 講 義 ｢障害児の理解と就学指導の進め方｣

� 演習Ⅰ (対象�市町村教育委員会担当者)

｢教育委員会における就学指導の進め方｣

� 演習Ⅱ (対象�小・中学校長､ 教頭または教務主

任)

｢学校における就学指導の進め方｣

� 第22回福島県障害児社会参加と自立・就学啓発推進会議

ア 主 催

全国特殊教育推進連盟､ 福島県養護教育学校長会

イ 共 催

福島県教育委員会､ 福島県養護教育振興会､ 福島県養

護教育学校PTA連合会 他

ウ 参 加 対 象

� 養護教育諸学校､ 小・中・高等学校の保護者､ 教職

員

� 就学を予定される障害児の保護者及び保育所・幼稚

園職員

� 市町村心身障害児就学指導審議会関係者

� 市町村社会福祉・保健・医療等関係職員

� 障害者雇用企業関係者

11 教科用図書

� 教科用図書事務説明会

ア 開催期日 平成15年６月

イ 会 場 自治会館

ウ 参 加 者 盲・聾・養護学校の教科用図書事務担当者

� 学校教育法第107条による一般図書の展示期日及び会場

・６月12日�～６月13日� 福大附属養護学校

・６月16日	～６月17日
 福島市立福島養護学校

・６月18日�～６月20日� 大笹生養護学校

・６月23日	～６月24日
 相馬市立養護学校

・６月25日�～６月27日� あぶくま養護学校

・６月30日	～７月１日
 富岡養護学校

・７月２日�～７月４日� 平養護学校

・７月７日	～７月８日
 石川養護学校

・７月９日�～７月11日� 会津養護学校

・７月14日	～７月15日
 田島教科書センター南郷分館

・７月16日�～７月18日� 養護教育センター (一般公開)

12 教育研究団体

� 平成15年度福島県養護教育学校長会役員

� 平成15年度福島県盲・聾・養護学校教頭会役員

� 福島県養護教育研究会

ア 組 織

イ 事業の概要
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地 区 期 日 会 場 参加者数

県 北 6月13日 � 県 庁 正 庁 60

県 中 5月27日 
 養護教育センター 42

県 南 5月20日 
 白 河 合 同 庁 舎 68

会 津
南 会 津 6月 3日 
 新 鶴 村 公 民 館 63

相 双 6月20日 � 原 町 合 同 庁 舎 60

い わ き 5月23日 � いわき合同庁舎 56

期 日 日 数 会 場 参加人数

9月26日� １日 福島県文化センター 412

役 職 名 氏 名 所 属 校

会 長 弓 田 篤 県立盲学校

副 会 長 穴 澤 由 美 県立大笹生養護学校

副 会 長 村 田 博 幸 福島大学教育学部附属養護
学校

役 職 名 氏 名 所 属 校

会 長 鈴 木 房 雄 県立郡山養護学校

副 会 長 折 笠 順 子 県立会津養護学校

副 会 長 石 川 福 子 県立盲学校

役 職 名 氏 名 所 属 校

会 長 熊 田 國 雄 福島市立福島養護学校

副 会 長 村 田 博 幸 福島大学教育学部附属養護
学校

副 会 長 遠 藤 慶 繁 福島市立福島第一中学校

事業名 期 日 会 場 概 要

理 事 会 5月12日 	

福 島 県
ハ イ テ ク
プ ラ ザ

年間事業計画､ 予算決

算の審議､ 役員選出､

養護教育研修主題につ

いて



� 福島県養護教育振興会

ア 役 員

イ 事 務 局

� 本 部

事務局長 県立聾学校 校長 小柳津 滋

幹 事 〃 教頭 畠 惠 治

〃 〃 教頭 緑 川 孝 夫

〃 〃 教諭 渡 邊 眞佐子

� 支 部
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役 職 名 氏 名 所 属

会 長 太 田 緑 子 財団法人太田綜合病院名誉
理事長

副 会 長 辺 見 正 治 福島学院短期大学名誉教授

〃 桜 井 和 明 元福島県PTA連合会長

監 事 中 村 雅 彦 養護教育センター所長

〃 蓬 田 健 郎 前県立猪苗代養護学校長

理 事 中 丸 良 彦 元福島市立福島養護学校長

〃 鬼 満 雅 元福島県心身障害児総合療
育センター所長

〃 三 品 胖 前白河市立白河第四小学校
長

〃 小 松 忠 夫 元県立若松女子高等学校長

〃 鈴 木 市 郎 医療法人双葉病院理事長

〃 小 野 哲 司 東日本国際大学いわき短期
大学事務長

支 部 事 務 局 校 支 部 事 務 局 校

県 北 県 立 盲 学 校 会 津 県立会津養護学校

県 中 県立郡山養護学校 相 双 県立富岡養護学校

県 南 県立石川養護学校 いわき 県 立 平 養 護 学 校
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第９章 社 会 教 育

第１節 社会教育一般

１ 施策の概要

� 社会教育活動の充実

ア 家 庭 教 育

教育の原点は家庭にあるとの観点から､ 子どもの基本

的生活習慣の確立や望ましい価値観の育成､ またそのた

めに必要な明るく健康的な家族関係の在り方などについ

て学習し､ 意見を交換する機会の提供に努めた｡

イ 青少年教育

� 青少年の様々な体験活動の機会の充実に資するため､

｢青少年アクションプラン 『豊かな自然から学ぶ体験

活動推進事業』｣ を実施したほか､ ｢新子どもプラン｣ ・

｢子どもゆめ基金助成事業｣ 及び学校週５日制対応事

業を中心に､ 学校､ 家庭､ 地域の連携を図り､ 学校外

活動の一層の充実に努めた｡

� 体験活動・ボランティア推進センターの整備

県に本部センター､ ７つの生活圏(各教育事務所)に

地域センターを設置し､ コーディネーター (社会教育

主事・指導主事２名をペアで) の配置を図り､ 情報提

供やボランティア活動等のコーディネイトを行った｡

� 体験活動等推進委員会の設置

公立小・中学校､ 県立学校に ｢体験活動等推進委員

会｣ を設置し､ 主任に教頭又は社会教育主事資格を持

つ教諭をあてた｡

ウ 女 性 教 育

男女共同参画社会の形成をめざした魅力ある学級・講

座の開設や女性の多様化､ 高度化した学習要求に応える

事業の開発､ 学習内容､ 方法､ 形態の工夫などにより､

女性教育事業の充実に努めた｡

エ 高齢者教育

変化する社会情勢を踏まえ､ 高齢者が生きがいをもっ

て学習できる事業の実施や学習プログラムの開発等に努

めるとともに､ 高齢者の人材活用や社会参加､ 世代間交

流を促進した｡

オ ユネスコ活動

ユネスコ憲章に基づく教育・科学・文化活動をとおし

て､ ユネスコ活動への理解を広く県民に普及させるよう

努めた｡

カ 人権教育

すべての人々の人権が真に尊重される社会の実現を目

指し､ 人権問題に対する理解と認識を深め､ 人権問題の

解決に資することができるよう努めた｡

２ 社会教育推進体制の充実

� 社会教育主事・司書等専門職員の設置

ア 市町村における社会教育活動の充実を図るため､ 社会

教育主事・司書等専門職員の設置に努めた｡

イ 市町村の専任社会教育主事の自主設置を促進した｡

ウ 住民への図書館活動の一層の向上を図るため､ 専任図

書館長・専任司書の設置促進に努めた｡

� 社会教育関係職員の研修

ア 市町村の社会教育主事や公民館職員､ 図書館職員､ 社

会教育指導員などの社会教育関係職員を対象とした研修

機会の充実を図り､ その資質の向上に努めた｡

イ 市町村社会教育主事を対象とした実務に関する研修会

の充実や大学及び国立教育政策研究所等で実施する専門

的な研修講座への計画的な派遣に努めた｡

� 民間・各種団体指導者の確保と活用

ア 県民の学習活動を促進するに当たっては､ 民間指導者

の果たす役割が大いに期待されることから､ これら民間・

各種団体の指導者の育成やその活用に努めた｡

イ 民間・各種団体やまちづくりなどに取り組む指導者､

各種学級・講座等の修了者の資質の向上が図られるよう

組織的な活動の在り方や組織の運営､ 活動プログラムの

企画等に関する指導者の育成に努めた｡

ウ 民間・各種団体指導者の広域的､ 効果的な活用を促進

するため､ 関係機関・団体との連携を密にしながら､ 指

導者の組織活動を支援するとともに､ 指導者名簿の作成

や必要な情報・資料の提供に努めた｡

３ 社会教育施設の整備充実

� 県立社会教育施設の整備充実

ア 県立図書館の整備充実

県民への図書館サービスの向上を図るため､ 図書館資

料や設備・備品等の整備充実に努めるとともに､ 平成15

年度にバージョンアップした ｢県立図書館情報ネットワー

クシステム｣ を活用して公共図書館や学校図書館等との

連携強化に努めた｡

イ 福島県自然の家施設の整備充実

自然の中での集団宿泊生活を通して青少年の健全育成

を図る場や機会を拡充するため､ 自然の家の整備充実に

努めた｡

� 市町村立社会教育施設の整備促進

ア 公民館の整備促進

地域住民のための社会教育施設として多様化した学習

需要に的確に対応し､ 充実した公民館活動が行われるよ

う､ 市町村に対し､ 長期的な展望に立った施設・設備の

整備を指導した｡

イ 市町村立図書館の整備促進

地域住民の要望に対応すべく､ 図書館活動の充実が図

られるよう市町村に対し研修事業等を催した｡

ウ 市町村視聴覚ライブラリーの整備促進

地域の視聴覚教育の拠点として､ 広域市町村圏単位の

視聴覚ライブラリーの効果的な運営に努めるよう市町村

の指導に当たった｡
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４ 福島県市町村社会教育主事等研修会

� 期日・会場等

ア 期 日 平成15年８月27日�～29日� (２泊３日)

イ 会 場 福島市飯坂町 ｢あづま荘｣

ウ 参加人数 33人

� 講 師

児童養護施設青葉学園園長 神戸 信行 氏

文部科学省スポーツ・青少年局青少年課事業係長

小野 保 氏

福島県立葵高等学校教諭 上野 健一 氏

� 参加対象者

市町村社会教育主事､ 公民館主事､ 社会教育指導員

社会教育関係行政職員 等

５ 福島県社会教育研究集会

� 主 催

福島県教育委員会､ 福島県市町村社会教育委員連絡協議

会､ 会津若松市教育委員会､ 北会津村教育委員会､ 河東

町教育委員会､ 磐梯町教育委員会､ 猪苗代町教育委員会

� 期日・会場等

ア 期 日 平成15年９月18日�～19日� (１泊２日)

イ 会 場 会津若松市東山温泉 ｢東山グランドホテル｣

ウ 参加人員 354人

� 講 師

桜の聖母短期大学助教授 西内みなみ 氏

� 参加対象者

市町村社会教育委員､ 市町村社会教育行政担当者

社会教育関係職員､ 社会教育関係団体会員等

６ 社会教育指導員の設置

� 設 置 数

― 104 ―

域 内 県北 県中 県南 会津 南会津 相双 いわき 計

人 数 56 24 15 43 10 26 6 180

� 社会教育指導員

市町村 氏 名 市町村 氏 名

福 島 市 丹 治 庸 一 福 島 市 中 村 由 紀

〃 黒 澤 明 飯 野 町 林 功

〃 市 瀬 加津子 〃 高 橋 富 雄

〃 沓 澤 宏 〃 伊 藤 美千代

〃 菅 野 武 雄 川 俣 町 丹 治 英 郎

〃 槌 谷 幸 一 〃 遠 藤 貴美子

〃 阿 部 隆 桑 折 町 齋 藤 一 哉

〃 佐久間 リ ン 〃 平 野 哲 哉

〃 菊 池 道 雄 〃 飯 塚 哲

市町村 氏 名 市町村 氏 名

桑 折 町 小 澤 富 雄 郡 山 市 渡 邊 孝 夫

伊 達 町 佐 藤 恭 子 〃 武 藤 宗

〃 木 村 美智子 〃 阿 部 嘉代子

〃 守 岡 佳 子 須賀川市 武 田 國 男

〃 小牟禮 昭 憲 〃 伊 藤 博 行

国 見 町 中 村 洋 平 〃 橋 本 多 惣

〃 五十嵐 力 〃 伊 藤 久 雄

〃 羽根田 ヒ サ 〃 大 橋 幸 雄

梁 川 町 宍 戸 克 己 〃 阿 部 徳 男

保 原 町 安 倍 幸 夫 〃 中 野 洋 子

〃 三 瓶 良 一 〃 関 根 隆 男

〃 木 戸 純 子 長 沼 町 大 山 照 察

〃 赤 井 久 子 天 栄 村 力 丸 信 子

〃 松 浦 吉 枝 石 川 町 鈴 木 英 孝

〃 西 戸 かつ子 玉 川 村 飯 島 裕

霊 山 町 佐々木 二 郎 平 田 村 橋 本 貴 美

〃 寺 島 敏 子 浅 川 町 田 子 栄 子

月 舘 町 佐 藤 仁 子 古 殿 町 有 賀 達 男

二本松市 菊 地 紀 子 三 春 町 橋 本 正 幸

〃 本 多 民 雄 小 野 町 上 野 詔

〃 矢 吹 充 子 滝 根 町 矢 部 千 鶴

〃 日 野 眞 弓 大 越 町 大 橋 れい子

〃 加 藤 亜希子 白 河 市 佐 藤 善 昭

〃 添 田 和 良 〃 福 田 悦 子

〃 佐 藤 八 正 〃 渡 辺 むつ子

〃 伊 藤 正 西 郷 村 小 森 勇

〃 倉 島 紀 昭 表 郷 村 郷 征 弘

〃 天 野 昭 東 村 熊 谷 輝 明

〃 半 澤 順 子 中 島 村 人 見 道 雄

〃 菅 野 幸 子 〃 福 田 喜 和

〃 門 馬 久 子 矢 吹 町 渡 辺 和 三

〃 桑 原 尚 子 大 信 村 寺 嶋 鉄太郎

安 達 町 安 齋 孝 子 棚 倉 町 奥 貫 イツ子

大 玉 村 柿 崎 友 也 〃 関 根 陽 子

本 宮 町 藤 原 智 恵 〃 近 藤 智 子

岩 代 町 鈴 木 勉 塙 町 車 田 政 江

〃 菅 野 う た 矢 祭 町 小 松 淳 子

東 和 町 今 江 忠 治 会津若松市 二 瓶 顯

郡 山 市 渡 辺 嗣 雄 〃 坂 内 實

〃 阿 部 信 幸 〃 渡 辺 英 夫



� 福島県市町村社会教育指導員研修会 (年２回)

○ 第１回

ア 期 日 平成15年５月12日�

イ 会 場 郡山市視聴覚センター

ウ 参加人員 135人

エ 講 師 社会教育グループ参事

○ 第２回

ア 期 日 平成15年10月16日�～17日� (１泊２日)

イ 会 場 福島市飯坂町 ｢あづま荘｣

ウ 参加人員 119人

エ 講 師 福島コミュニティ放送株式会社

��ポコ専務取締役

有限会社すがわらアナウンスクラブ

代表取締役 菅原 節子

７ 社会教育主事の市町村派遣
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域 内 氏 名 派遣市町村名 派遣活動

県 北
(３町村)

菅 藤 文 彦 月 舘 町 13

伊 藤 勝 彦 (ス) 東 和 町 13

大 内 雅 之 白 沢 村 15

県 中
(４町村)

桑 名 秀 和 石 川 町 13

渡 邉 周 二 天 栄 村 13

馬 場 廣 明 (ス) 滝 根 町 15

佐久間 善 次 大 越 町 15

県 南
(３市町村)

浅 賀 正 典 白 河 市 13

深 谷 昇 司 表 郷 村 13

五十嵐 義 朗 (ス) 塙 町 15

会 津
(６町村)

湯 田 眞佐利 北 塩 原 村 13

熊 谷 ひとみ 高 郷 村 13

斎 藤 浩 幸 (ス) 三 島 町 13

江 川 新 治 (ス) 猪 苗 代 町 15

笠 原 聡 会津本郷町 15

長 沼 敬 貴 新 鶴 村 15

南 会 津
(２町村)

宗 田 昌 史 (ス) 田 島 町 13

室 井 正 之 舘 岩 村 15

相 双
(６町村)

芦 野 孝 彦 (ス) 富 岡 町 13

高 橋 澄 子 飯 舘 村 13

稲 村 良 隆 鹿 島 町 15

持 舘 潤 子 (ス) 小 高 町 15

合 計 22名 (内ス８) 22市町村

※ (ス) はスポーツ担当者派遣社会教育主事

市町村 氏 名 市町村 氏 名

会津若松市 佐 藤 紀 子 田 島 町 梅 宮 眞 藏

〃 遠 藤 英 機 〃 渡 部 珠 江

北会津村 北 澤 弘 一 〃 熊ケ谷 頼 子

〃 小 池 悦 子 〃 渡 部 純 江

河 東 町 五十嵐 子 下 郷 町 松 永 憲 明

〃 滝 沢 直 子 南 郷 村 五十嵐 由 貴

磐 梯 町 加 藤 伸 夫 只 見 町 五十嵐 一 美

〃 大 沼 文 〃 鈴 木 小枝子

猪苗代町 堀 眞知子 南会津地方 渡 部 誠

〃 楠 美枝子 新 地 町 森 祥 子

喜多方市 瓜 生 良 子 相 馬 市 田 代 俊 樹

〃 齋 藤 理 恵 〃 菊 地 千香子

〃 上 野 博 伸 〃 持 舘 昭 彦

〃 夏 井 マ リ 鹿 島 町 加賀谷 恵 子

〃 京 野 やよい 原 町 市 門 馬 修一郎

〃 川 口 共 子 〃 櫻 田 隆 夫

〃 曽 山 由美子 〃 菅 野 正 勝

〃 渡 部 祐 子 〃 井 上 耀 子

〃 佐 藤 美喜子 〃 志 賀 禎 子

〃 赤 城 佳代子 〃 松 本 望

熱塩加納村 棚 木 ミツイ 〃 斎 藤 武

北塩原村 中 川 千香子 小 高 町 林 靖

塩 川 町 加 藤 雅 子 浪 江 町 七 條 弘 子

〃 古 田 絹 恵 〃 山 元 江利子

〃 佐々木 千鶴子 双 葉 町 倉 田 均

山 都 町 高 橋 明 子 〃 本 田 勇

西会津町 新 田 栄 司 大 熊 町 市 川 一

〃 佐 藤 信 英 〃 庄 子 ヤウ子

会津坂下町 片 山 慎一郎 富 岡 町 高 木 紀 夫

〃 佐 藤 房 枝 〃 坂 本 黎 子

湯 川 村 山 本 福 子 〃 佐 藤 晴 美

〃 桑 原 瑞 夫 楢 葉 町 樋 口 陽 興

柳 津 町 笠 間 明 弘 〃 井 手 勝 子

会津高田町 目 黒 眞 一 〃 吉 田 ちひろ

〃 前 田 くに江 広 野 町 佐 藤 安 子

会津本郷町 森 川 文 子 いわき市 佐久間 静 子

三 島 町 五十嵐 乃里枝 〃 吉 野 純 一

金 山 町 星 正 弥 〃 佐 藤 正 躬

〃 佐々木 悦 子 〃 菅 野 隆 雄

〃 奥 庄 一 〃 佐 藤 暁 美

昭 和 村 角 田 悠 〃 大和田 俊 六



８ 生涯学習・社会教育研修会

� 内 容

市町村職員及び社会教育委員等研修 (広域的なものも含

む) 事業として希望市町村の計画に基づき行う｡

� 期日・実施市町村

９ 福島県公民館研究集会(兼�東北研究集会)

� 期 日

平成15年10月２日�～３日�

� 会 場

いわき市平市民会館

� 参 加 人 数 750人

� 参加対象者

公民館職員､ 公民館運営審議会委員､ 社会教育委員､ 社

会教育関係者

※講 師 第125回芥川賞受賞作家 玄侑 宗久氏

10 公民館主事部会研修会

� 期 日

平成15年６月25日�～26日�

� 会 場

石川町母畑温泉 ｢八幡屋｣

� 参 加 人 数 126人

� 参加対象者

公民館職員､ 公民館運営審議会委員､ 社会教育委員､ 社

会教育関係者

※講 師 ふくしま自治研修センター教授 遠藤 哲也氏

11 社会教育職員研修派遣

� 東北大学社会教育主事講習

ア 主 催 東北大学教育学部

イ 期 日 平成15年６月26日�～８月６日�

ウ 受講者数 43人

エ 修了者名
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域 内 期 日 実施市町村 参加者数 担 当

県 北 6月20日 � 福 島 市 30 佐藤(明)

県 南

6月 3日 � 東 村 18 佐藤(修)

6月10日 � 表 郷 村 21 佐藤(修)

9月25日 � 棚 倉 町 25 香 内

会 津 5月15日 � 喜 多 方 市 62 瀬 谷

南 会 津
7月 3日 � 舘 岩 村 16 参事･菊池

7月 4日 � 南 郷 村 21 菊 池

相 双 8月26日 � 浪 江 町 71 参事･香内

い わ き

5月16日 � い わ き 市 18 佐藤(修)

8月29日 � い わ き 市 35 瀬 谷

9月26日 � い わ き 市 23 参事･香内

公民館職員 (初任者) 研修会

域 内 期 日 会 場 参加者数 備 考

県 北 6月20日 �
福島市清水学習
セ ン タ ー 29

県 中 6月12日 � 郡山市大槻公民館 34

県 南 5月22日 � 白 河 合 同 庁 舎 11

会 津
5月22日 � 本 郷 町 公 民 館 21

南 会 津

相 双 5月27日 �
原町市ひばり生涯
学 習 セ ン タ ー 23

い わ き 5月16日 �
いわき市生涯学習
プ ラ ザ 17

域 内 氏 名 勤 務 先

県 北
(８)

菅 野 満 福島市教育委員会飯坂公民館

平久井 淳 桑折町立睦合小学校

武 藤 隆 浩 二本松市立杉田小学校

� 木 正 英 福島市立三河台小学校

小 林 雄 福島市立清水小学校

神 尾 孝 弘 川俣町立山木屋小学校

佐 藤 明 伸 福島市立瀬上小学校

大和田 千賀子 (無し)

県 中
( 11 )

菊 地 吉 博 郡山市教育委員会生涯学習課

大知里 重 政 郡山市立柴宮小学校

須 田 元 大 鏡石町立第一小学校

佐 藤 浩 行 小野町立夏井第一小学校

冨 塚 清 浩 滝根町立菅谷小学校

双 里 義 和 石川町立石川小学校

伊 藤 喜代志 平田村立蓬田小学校

高久田 富 裕 須賀川市立第三小学校

猪 狩 仁 三春町立御木沢小学校

齋 藤 誠 一 船引町立芦沢小学校

平 山 彰 岩瀬村立岩瀬中学校

県 南
(２)

櫻 井 宗 成 白河市立白河中央中学校

吉 田 智 白河市立五箇小学校

会 津
(５)

荒 川 昭 典 猪苗代町教育委員会生涯学習課

土 橋 諭 柳津町中央公民館

武 藏 信 介 喜多方市立第一中学校

星 潔 会津若松市立謹教小学校

五ノ井 俊 一 西会津町立奥川小学校



� 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

社会教育主事講習

ア 主 催 国立教育政策研究所社会教育実践研究セン

ター

イ 期 日 �講習 平成15年９月１日�～10月10日�

�講習 平成16年１月19日�～２月25日�

ウ 受講者数 計３名 �講習１名

�講習２名

エ 修了者名

� 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

専門講座等

12 出 版 資 料

第２節 青少年教育

１ 概 要

情報化・国際化が進むことによりめまぐるしく変動する社

会に順応することや､ 家庭や地域の教育力が低下することに

より不易であるべき規範が見据えられず､ 問題を起こす青少

年の行動は大きな社会的課題となっている｡

21世紀の社会を担う青少年を健全に育む上で､ ボランティ

ア活動などの社会参加活動や職業体験､ 自然体験､ スポーツ・

文化活動等の体験活動を推進することは､ 極めて重要な意義

を有するものである｡

平成13年７月11日の ｢学校教育法｣ ｢社会教育法｣ の一部

改正や平成14年度の文教施策 ｢学校内外を通じた奉仕活動・

体験活動推進事業｣ の趣旨を踏まえ､ ボランティア活動をは

じめとする多様な地域活動の振興､ 学校教育や社会教育にお

ける体験活動の充実等を通し､ 青少年が主体的に活動できる

場や指導者の養成・確保等も含めた体験活動の推進体制の整

備など､ 広範な施策を総合的かつ計画的に推進してきた｡

完全学校週５日制が実施されて２年目､ 各自然の家や公民

館等の社会教育施設における学校週５日制対応事業や異世代

間交流事業等を中心に､ 市町村における学校外活動の充実・

普及と奨励に努めてきた｡ また､ 体験活動の振り返りによる

大人と子どもの交流をねらった事業等､ 青少年教育の充実・

推進に努めてきた｡

― 107 ―

域 内 氏 名 勤 務 先

南 会 津
(２)

平 山 康 夫 舘岩村立舘岩中学校

斎 藤 雅 久 只見町立只見中学校

相 双
(５)

木 村 恵 子 大熊町立熊町小学校

志 賀 英 司 鹿島町立八沢小学校

津 島 義 勝 飯舘村立臼石小学校

永 井 誠 大熊町役場

山 田 徹 富岡町立富岡第一小学校

い わ き
(６)

佐 藤 剛 いわき市立入遠野中学校

木 村 健 次 いわき市立草野中学校

佐々木 博 之 いわき市立湯本第三小学校

佐 藤 直 人 いわき市立上遠野小学校

大 平 由美子 いわき市立中央台北中学校

神 山 和 行 いわき市立勿来第二小学校

県 立
(４)

石 川 喜 昭 福島県立川俣高等学校

柳 沼 英 樹 福島県立小野高等学校

吉 田 強 栄 福島県立白河高等学校

� 橋 千 昭 中通り広域スポーツセンター

講習名 氏 名 勤 務 先

� 講 習 穴 澤 弘 輝 国立那須甲子少年自然の家

� 講 習
赤 間 英 幸 福島市松川公民館

吉 田 健 一 国立那須甲子少年自然の家

講 座 名 期 間 受講者数

全国 ｢社会教育主事｣ 研究協議
会 15. 5.22～ 5.23 ５名

公民館職員専門講座 15. 7. 7～ 7.11 ２名

全国体験活動ボランティア活動
推進研究セミナー 15.10.27～10.31 ５名

社会教育評価研究セミナー 15.10.20～10.24 １名

社会教育計画研究セミナー 15.11.17～11.21 ２名

資 料 名 部門 規格 頁数 発行
部数

県社会教育統計要覧 行 政 �４ 94 800

広報誌 ｢生涯学習ふくしま｣
年３回 生涯学習 �４ 8 5,000

機関紙 ｢社会教育｣ 年３回 社会教育 �４ 14 2,400

家庭教育・子育て支援の充
実のために 家庭教育 �４ 72 600

男女がいきいきと生きる社
会づくりのために 女性教育 �４ 62 500

体験活動ボランティア推進
センター事業･心を繋ぐ異世
代間交流事業・うつくしま
ボランティア事業報告書

青 少 年
教 育 �４ 22 2,000

福島県体験活動・ボランティ
ア活動実施状況調査報告書

青 少 年
教 育 �４ 118 1,600

17字のふれあい入賞等作品
集

青 少 年
教 育 �４ 14 3,500

ラジオ生涯学習講座 ｢粋･意
気プラザ｣ 報告書

高 齢 者
教 育 �４ 16 200

人権教育指導者研修会報告書 人権教育 �４ 78 490



�心を育む青少年アクティブ21～青少年アクションプラン～�

２ 豊かな自然から学ぶ体験活動推進事業

� ウィークエンドわくわく体験

ア 目 的

完全学校週５日制に伴い､ 自然体験活動､ 交流活動の

拡充に努めてきた｡ さらに地域の人材・高校生等､ ボラ

ンティアの活動の場を提供するモデル事業として推進し､

体験活動等の一層の充実を図る｡

イ 実 施 事 業

� 相馬海浜自然の家 年４回 365名参加

� いわき海浜自然の家 年５回 198名参加

� 郡山自然の家 年３回 960名参加

� 会津自然の家 年６回 510名参加

� ハートウォームプラン

ア 目 的

不登校の児童生徒や保護者及び障害をもった青少年や

保護者に対して､ 自然体験活動や交流体験活動の場を提

供し､ 円滑な対人関係や自立心の形成を図るための支援

を行うことにより､ 協調性・自立性・社会性を伸ばす｡

また､ その活性化を図るために､ 福祉等を学んでいる

学生リーダーのサポートを加味し､ 活動の充実を図る｡

イ 実 施 事 業

� 相馬海浜自然の家 年３回 ３泊６日 79名参加

� いわき海浜自然の家 年１回 ２泊３日 89名参加

� 郡山自然の家 年３回 ４泊７日 87名参加

� 会津自然の家 年３回 ３泊６日 55名参加

� うつくしまボランティア≪子どもも大人も思いやり≫

ア 目 的

ボランティア活動の必要性・重要性が益々高まるにつ

れて具体的な推進にあたっての活動の場が求められてい

る｡ 地域と学校の連携・融合を推進して､ 地域ボランティ

ア活動の実践を活性化する環境づくりを積極的に支援し､

他地域のモデルとする｡

イ 実施時期 ６月～２月

ウ 実施地域 (県内７地域)

中通り (白沢村､ 古殿町､ 棚倉町)､ 会津 (北塩原村､

南郷村)､ 浜通り (相馬市､ いわき市)

エ 実施内容

地域の人材を活用したり､ 学校と各団体等との連携を

図ったりしながら､ その地域の特性を活かしたボランティ

ア活動を行った｡ (年間延べ数)

� 17字のふれあい ～五･七･五 世代を越えてハーモニー～

ア 目 的

いつでもどこでも､ 自ら学び体験したことを､ 自らの

ことばで考え表現する楽しさや喜びを味わう習慣を身

につける｡ また､ 創作することで言語感覚を磨くととも

に､自然や事象に感動する豊かな感性を醸成する｡

日常生活､ 文化・スポーツ行事等あらゆる体験活動の

中で､ 大人と子どもがペアになり共感したことや感動し

たことを､ それぞれに17音で表現し､ 世代を越えてふれ

あうことの喜びを体験する｡

イ 内 容

� 応募期間 ７月～９月末

� 応募方法 各学校教育施設､ 社会教育施設､ 教育事

務所､ 教育庁生涯学習課に備え付けの応

募用紙に記入の上､ 各箇所へ応募

� 応募総数 16,008組

� 審 査 会 11月20日～21日

審査員 坂本忠雄氏､ 津村 栄氏､

塚本 繁氏

� 表 彰 式 12月17日 杉妻会館

� 入 賞 最優秀賞 ３組､ 優秀賞 ６組､

佳作 10組､ 特別賞 10組

ウ 広報・普及活動

� 募集・広報

教育委員会広報紙､ 県広報紙､ ふくしまマナビィネッ

ト等に掲載した｡

� 入賞作品集を作成し､ 各学校教育施設・社会教育施

設へ配布した｡

３ 心を繋ぐ異世代間交流事業

� 目 的

完全学校週５日制が実施されたことにより､ 地域に子ど

もたちが返り､ 地域の教育力によって生きる力を育てるこ

とが求められている｡

そこで､ 様々な地域資源を活用し､ 放課後や週末等にお

ける子どもの活動や高齢者等との幅広い異世代間交流を含

めた活動をとおして､ 豊かな体験を積ませ､ ｢生きる力｣

を総合的に育むことを目的とし､ 地域教育力活性化に向け

た総合的な取り組みをモデル的に実施する｡

� 内 容

ア 地域教育力・体験活動推進協議会の設置 (年２回開催)

事業全体の実施方法・内容等の基本方針を策定すると

ともに､ 指導助言・連絡調整をする｡

※ ｢体験活動・ボランティア推進センター事業｣ の協議

会と合わせて実施した｡ (７月14日・２月10日)

イ 地域教育力活性化・体験活動推進モデル事業

� 地域教育力活性化・体験活動推進地域を指定し､ モ

デル事業を展開した｡

� 実施期間 ４月～２月

� 実施地域 保原町､ 長沼町､ 大信村､ 猪苗代町､

田島町､ 浪江町､ いわき市

	 実施内容
○地域の教育力を高め､ 子どもの体験活動を推進す
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実 施 回 数 指 導 者 数 参 加 者 数

白 沢 村 11 回 20 名 308 名

古 殿 町 18 回 30 名 736 名

棚 倉 町 22 回 25 名 440 名

北 塩 原 村 16 回 20 名 343 名

南 郷 村 9 回 15 名 300 名

相 馬 市 10 回 100 名 840 名

い わ き 市 10 回 20 名 300 名



る会議の開催 (年２回)
○地域教育力活性化・体験活動推進モデル事業の実

施

・放課後や週末､ 余裕教室や公民館での体験活動

・異世代間交流､ 昔遊び､ 自然体験､ ボランティ

ア活動他

� 放課後子どもスポーツ活動活性化モデル事業を地域を

指定して展開した｡

� 実施期間 ４月～２月

� 実施地域 岩代町､ 天栄村､ 表郷村､ 熱塩加納村､

三島町､ 新地町､ いわき市

� 実施内容
○地域の教育力を高め子どものスポーツ活動を推進す

る会議の開催 (年２回)
○スポーツ活動の実施

体育館や運動場､ 校庭などでの様々なスポーツ活動

の実施

� 事業報告書の作成

1,600部 (公民館､ 学校等へ配布)

４ 体験活動・ボランティア推進センター事業

� 目 的

青少年の社会性や思いやりの心など豊かな人間性を育む

ため､ 学校内外を通じた奉仕活動・体験活動の機会の充実

を図ることを目的として､ 体験活動・ボランティア活動の

情報提供やコーディネート等を行う推進センター機能を県

及び地域に設置し､ また各学校にも ｢体験活動等推進委員

会｣を年度当初より設置するなど､ 奉仕活動・体験活動に

関する推進体制を整備する｡

� 内 容

ア 県における推進体制の整備 (社会教育グループ)

� 福島県体験活動・ボランティア推進センターの設置

社会教育グループに設置

� 福島県体験活動・ボランティア推進協議会の設置

年２回開催 (７月14日・２月10日)

協議会委員 20名

� 学校と地域を結ぶコーディネーター研修会開催

・年１回開催 (９月10日)

・演 題 ｢体験活動・ボランティア活動の推進とコ

ーディネーターの役割｣

・講 師 木村精一 氏 (亜細亜大学客員教授)

・参加者 143名

� コーディネーターの配置

社会教育主事１名・指導主事１名

� 体験活動・ボランティア活動推進アドバイザー設置

１名

イ 地域における推進体制の整備 (各教育事務所)

� 地域体験活動・ボランティア地域推進センター

(地域センター) の設置

� 地域体験活動・ボランティア推進協議会

(地域センター協議会) の設置

各地域センターの計画により年２回開催

� 学校と地域を結ぶコーディネーター学習会開催

各地域センターの計画により年１回開催

� コーディネーターの配置

社会教育主事１名・指導主事１名

� 学習ボランティア､ 教育ボランティア､ 病院訪問学

習支援ボランティア制度の整備事業

ボランティアの人材登録を実施 (年１回)

登録人数 849名

ウ 市町村における推進体制の整備 (57市町村)

� 地域奉仕活動・体験活動推進協議会の設置

各市町村の計画により年２回程度開催

� 体験活動・ボランティア活動支援センター設置

支援センターに､ コーディネーターを設置
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体験活動・ボランティア推進センター事業

本部センター

コーディネーター

地域センター
コーディネーター

連携

協力

各 学 校 市町村センター
推進委員 コーディネーター

相談 対応

青 少 年

団体・保護者・社会教育施設等

№ 委 員 名 役 職 等

１
塚 本 繁 前福島学院短期大学教授

(委 員 長) 県社会教育委員の会議議長

２ 佐 藤 征 福島県公民館連絡協議会長

３ 手 島 まり子 福島県	
�連合会理事

４ 芳 賀 裕 福島県司法書士会長

５ 高 橋 光 子 福島県体育指導員連絡協議会理事

６ 加 藤 隆 福島県小学校長会長

７ 富 田 孝 志 福島県高等学校長協会長

８
松 井 香保利 元福島県女性の生涯学習推進員

(副委員長) 須賀川市手話サークルあゆみ会副会長

９ 進 士 徹 あぶくま自然大学主宰

10 五十嵐 保 雄 福島県森林組合連合会代表理事専務

11 熊 坂 文 利 福島県商工会連合会総務部主幹

12 中 島 精 一 福島県農業協同組合中央会農業対策部長

13 赤 城 壽 彦 福島県教育庁教育指導領域指導主事

各地域センター長 ７名



エ 学校における推進体制の整備 (全小・中・県立学校)

� 体験活動等推進委員会の設置

� 推進委員主任 (教頭または社会教育主事有資格者等)

の設置

オ 三つのボランティアの実績

第３節 女 性 教 育

１ 概 要

男女共同参画社会の形成に向け､ 女性の社会参加活動を促

進するため､ ｢女性の生涯学習推進員｣ を設置するとともに､

リーダー養成や高度な学習機会の提供など､ 総合的な事業を

展開した｡

２ 男女共同参画アドバイザー養成研修会

男女共同参画社会の形成をめざして､ 男女が社会のあらゆ

る分野へ対等に参画していくために､ 男女共同参画社会の実

現に向けた新たな学習プログラムや教材を開発する能力を養

うとともに､ 男女平等の観点から家庭や地域､ 職場等におい

て学習活動の指導と助言に携わる専門的な指導者を養成した｡

� 期 日

[Ⅰ期] � �平成15年７月26日�～27日�

� �平成15年７月31日�～８月１日	

[Ⅱ期] ���平成15年９月７日�

[Ⅲ期] � �平成15年10月25日�～26日�

� �平成15年10月30日�～31日	

� 会 場 福島県男女共生センター

� 内 容

ア 女性をとりまく各種課題の理解と女性問題の分析

(人権・性・能力開発・政策決定・就労・家事・育児・

介護等)

イ 男女共同参画推進のプログラム作成のための演習 (基

礎理論と作成方法の理解・プログラム作成の演習等)

ウ 団体の育成・組織化や運営に関する課題等の理解

エ 指導・助言にかかわる実践的な能力の習得

� 対 象

社会教育関係行政職員･社会教育関係団体の役員･教職員

� 修 了 者 数 69名

３ 女性団体後継者養成研修会

� 期日・会場

平成15年９月12日	

小高町浮舟文化会館

� 対象・参加者

女性団体後継者 292名

� 内 容

ア 講 演 ｢地域文化の灯を次世代へ｣

～地域活性化と豊かな情報発信を通して～

講師�奥会津書房編集長 遠藤由美子氏

イ 事例発表

小高町人形劇グループアプリカット､ 浪江町婦人会

ウ パネルディスカッション

｢地域の女性団体活動をすすめるために｣

コーディネーター 佐藤 明彦

(県教育庁社会教育グループ社会教育主事)

パ ネ ラ ー 森田 賢治 (富岡町公民館長)

西原千賀子

(手話サークル熊の子前代表)

高井 治子 (小高町連合婦人会長)

佐藤 葉子

(福島県女性の生涯学習推進員)

４ 女性の生涯学習推進員の設置

生涯学習を通じ､ 男女共同参画社会の形成や､ 女性の社会

参加活動を促進するため､ 各教育事務所に女性の生涯学習推

進員を置く｡

[平成15年度女性の生涯学習推進員名簿]
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登録人数 年間派遣人数
累計 (延べ)

年間実施回数
累計 (延べ)

学 習
ボランティア 568 1,556 2,130

教 育
ボランティア 199 706 2,947

病 院 訪 問
ボランティア 82 87 365

合 計 849 2,349 5,442

域 内 担当地区 氏 名 備 考

県 北

福 島 遠 藤 貴美子 副代表

伊 達 羽根田 ヒ サ

安 達 宍 戸 喜代子 代 表

県 中

郡 山 安 部 洋 子

岩 瀬 渡 辺 多知子

石 川 緑 川 公 子

田 村 宗 像 基 子

県 南
西 白 河 鈴 木 きよ子

東 白 川 関 根 由美子

会 津

北 会 津 横 山 健太郎

耶 麻 五十嵐 明 美

両 沼 三 瓶 桂 子

南 会 津 南 会 津 瀬 田 弘 子

相 双
相 馬 佐 藤 葉 子

双 葉 坂 本 光 子

い わ き
北 部 稲 田 雅 子

南 部 坂 本 節 子



５ 女性教育事業

� 第55回福島県女性大会

�福島県婦人団体連合会創立50周年記念大会

ア 期 日 平成15年９月25日�

イ 会 場 福島県文化センター

ウ 参加者数 1,300名

� 平成15年度女性講座

ア 期 日 平成15年11月30日�～12月１日�

イ 会 場 観光ホテル 叶や

ウ 参加者数 70名

第４節 高齢者教育

１ 概 要

高齢者を取り巻く生活環境の変化とともに高齢者自身の意

識にも変化が生じている｡ こうした要求に応えるため､ 地域

ボランティア団体や���等との連携を図りながら､ 高齢者

の社会参加活動を支援するための学習機会を提供した｡

２ 高齢者 粋
いき

・意
い

気
き

人生促進事業
｢粋・意気生きがいいい暮らしセミナー｣

� ラジオ生涯学習講座 ｢粋・意気プラザ｣ の開設

ア 時期・回数

平成15年９月６日～平成16年２月21日 (25回)

イ 放送時間

毎週土曜日午前６時30分～７時 (30分間)

(再放送	翌日曜日午後６時30分～７時)

ウ 対 象

県内の高齢者・県民一般 (うち受講登録者598名)

エ 内 容

趣味と健康､ 生きがいと人生､ リーダーとまちづくり

等

� スクーリングの実施

ア 時期・回数 平成15年９月～平成16年１月

イ 対 象

ラジオ生涯学習講座の受講生､ 関心のある県民一般高

齢者

ウ 内容講演会等の学習会､ 交流会､ 人材登録会
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地域 開催日 開 催 地 参加者数

中 通 り
11月 6日 福島市渡利公民館 62名

1月16日 二本松市文化センター 105名

会 津
9月25日 柳津中央公民館 163名

11月 7日 南郷開発総合センター 82名

浜 通 り
11月 5日 いわき市文化センター 92名

1月22日 いわき市文化センター 112名

計 616名

福島県ラジオ生涯学習講座

回数 月 日 タイトル・内容概要・講師

第１回 9／ 6

■開講にあたって �城俊春県教育長
■人生を楽しもう�山登りのすすめ

田部井淳子 (登山家)

第２回 9／13

■ニューシニアその元気の源は

すこやかねんりんピック出場者

第３回 9／20

■心の健康を考える

公立藤田総合病院名誉院長 本宿 尚

第４回 9／27

■スポーツと健康の科学

公立藤田総合病院名誉院長 本宿 尚

第５回 10／ 4


■県民カレッジスタートに向けて�
9／13県民カレッジ推進フォーラム
｢うつくしま 『学び』 のトークライブ｣
2003レポート

第６回 10／11

■裏磐梯に魅せられて

小椋 桂 (音楽家)

第７回 10／18

■音楽と人生を語ろう

小椋 桂 (音楽家)

第８回 10／25

■地元学のすすめ

福島市まちづくりアドバイザー
江代正一ほか

第９回 11／ 1

■福島の詩人たち～蛙の詩人の日記から

和合亮一 (詩人)
粟津則夫 (草野心平文学館館長)

第10回 11／ 8

■福島の詩人たち～ヒット曲の歌詞を考

える 和合亮一 (詩人)

第11回 11／15

■シニアのための話し方教室

橋本邦雄 (福島市)

第12回 11／22

■子どもたちに残したい生活の知恵

大山のぶ代 (俳優・声優)

第13回 11／29

■ドラエもんから見た現代社会

大山のぶ代 (俳優・声優)

第14回 12／ 6

■スポーツの進化～福島大学陸上部の躍

進から�
川本和久 (福島大学陸上部監督)

第15回 12／13

■スポーツの進化～福島大学陸上部の躍

進から�
川本和久 (福島大学陸上部監督)

第16回 12／20

■X′masエッセイ～人は生きるために

生まれてくる
大石邦子 (エッセイスト)

第17回 12／27
 ■県民カレッジスタートに向けて�

第18回 1／ 3

■ふるさとへの年賀状

西田敏行 (俳優)

第19回 1／10

■ふるさとの若者たちへ～成人の日にそ

えて 西田敏行 (俳優)

第20回 1／17

■失業士族のプロジェクト～安積開拓初
級講座 佐久間哲 (コッセ郡山著者)



第５節 視聴覚教育

１ 概 要

県民の多様化・個別化している学習需要に対応し､ かつ､

県民が興味深く学習活動を展開して学習効果を高めるため､

時代の流れに即応した視聴覚教育への改善・充実を目指し､

通常の貸出のほか､ 生涯学習情報システム ｢ふくしまマナビィ

ネット｣ からの検索､ 貸出を行った｡

第６節 ユネスコ活動

１ 概 要

ユネスコ活動は､ 教育・科学・文化の分野における交流や

協力､ 開発や保存など､ 国際平和と人類の福祉に貢献するこ

とを目的として､ 民間でも様々な展開が見られる｡

法律においては､ ｢ユネスコに関すること｣ が教育委員会

の任務として位置づけられており､ 県及び市町村教育委員会

は､ 積極的に精神の普及啓発と民間ユネスコ運動の支援並び

に活動者の養成に努めた｡

２ ユネスコ協会設立状況

３ 福島県ユネスコ活動指導者研修会

� 期 日 平成15年９月５日�

� 会 場 須賀川市文化センター

� 参 加 者 社会教育関係者､ 社会教育関係団体関係者､

学校教育関係者､ 社会教育施設関係者､ ユネ

スコ活動関係者､ ユネスコ活動に関心のある

方 154名

� 内 容

講 演 ｢国内外におけるユネスコ活動状況と今後の課

題｣

講師 �日本ユネスコ協会連盟

教育文化事業部長 寺尾 明人氏

講 義 ｢組織の活性化と地域活動｣

講師 社団法人仙台ユネスコ協会

事務局次長 小野寺 彰氏

協 議 ｢ユネスコ活動の啓発と組織の活性化について｣
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回数 月 日 タイトル・内容概要・講師

第21回 1／24�
■ちょっといい人生つくってみませんか��

玄侑宗久 (芥川賞作家)

第22回 1／31�
■ちょっといい人生つくってみませんか��

玄侑宗久 (芥川賞作家)

第23回 2／ 7�
■奥会津探訪記～その魅力とまちおこし

遠藤由美子 (奥会津書房代表)

第24回 2／14�
■合唱王国ふくしまを探る

各中学校・高等学校､ 県合唱連盟

第25回 2／21�
■校舎のない学び舎から～料理を通して

の子どもたちとのふれあい
本田洋子 (料理研究家)

協 会 名 会 長 名 事 務 局 事務局長 設 立
年 月 日

須賀川地方
ユネスコ協会

高橋 康夫
市教委生涯学習課内
須賀川市八幡町135

武田 國男 46 .9.13

い わ き
ユネスコ協会

白土 信美
市教委生涯学習課内
いわき市堂根町4－8

松本 恒雄 51.10.23

郡 山
ユネスコ協会

佐藤 信
学校法人尚志学園高
等学校内
郡山市大槻町担ノ腰2

平野 正人 53. 1.24

白 河
ユネスコ協会

片岡 英信
市教委生涯学習課内
白河市八幡小路7－1

坂上二三夫 53.11.19

福 島
ユネスコ協会

新妻 威男
福島市中央公民館内
福島市松木町１－７

境野 啓二 55. 7.19

会 津
ユネスコ協会

佐藤 勝夫
市教委生涯学習課内
会津若松市栄町５－
17

白岩 勇 55.11.16

相 馬
ユネスコ協会

大谷 彰
市教委生涯学習課内
相馬市坪田字八幡前
173

櫻岡 光子 63. 7.15

い い た て
ユネスコ協会

佐藤 幸夫
飯舘村役場内
飯舘村伊丹字伊丹
沢580－１

佐藤 俊雄 H 4. 3. 7

郡 山 青 年
ユネスコ協会

佐久間泰王
学校法人佐久間学園
法人本部総務局
郡山市図景2－9－3

大本 研二 H 8.11.30

福 島 県
ユ ネ ス コ
連絡協議会

佐藤 信
福島市笹谷字道場
29－９
境野啓二宅

境野 啓二 56.12. 5



第７節 人権教育促進事業
｢人権教育指導者研修会｣

１ 概 要

｢人権の世紀｣ である21世紀を迎え､ 子どもを取り巻く環

境が変化し､ 人間性や社会性の育成が大きな課題になってい

る｡ 県では､ 新たな長期総合計画 ｢うつくしま21｣ により､

｢人間､ 人格､ 人権の尊重｣ という理念を掲げ､ 新世紀を担

う人づくりを主要課題の一つをとして取り組んできたのを受

け､ 県教育委員会では平成13年度から第５次長期総合計画の

４つの視点の一つに ｢人と共に｣ を掲げ､ 人権教育の重要性

を説くとともに教育・研修会の機会を設けてきた｡

２ 人権教育指導者研修会

１ 目 的

すべての人々が人権が真に尊重される社会の実現を目指

し､ 広く人々の人権に対する理解と認識を深め､ 人権尊重

の精神を高めるとともに､ 人権に関わる問題の解決に資す

ることを目的とし研修会を行った｡

２ 期 日 平成15年９月25日～９月26日 (１泊２日)

３ 会 場 福島県男女共生センター

４ 参 加 者 市町村教育委員会の管理職 (教育長､ 教育課

長等)

公民館等社会教育関係のリーダー及び指導者

(公民館長等) 161名

５ 内 容

第１日目 � 講義Ⅰ ｢家庭における人権侵害について｣

～児童虐待と��～

講師 福島家庭裁判所

主任家庭裁判所調査官 若生 昌彦氏

� 講義Ⅱ ｢人権感覚の育成｣

講師 財団法人人権教育啓発推進センター

理事長 宮� 繁樹氏

� 講義Ⅲ ｢人権教育・人権啓発に関わる施策

について｣

講師 文部科学省生涯学習政策局

社会教育官 高杉 良知氏

第２日目 シンポジウム ｢学校教育における人権教育｣

�シンポジスト�

舘岩小学校 桑澤 隆教諭

都路第一中学校 酒井 和重教諭

橘高等学校 角田 勝重教諭

�コーディネーター�

財団法人 人権教育啓発推進センター

理事長 宮� 繁樹氏

�指導助言�

文部科学省生涯学習政策局

社会教育官 高杉 良知氏

第８節 家 庭 教 育

１ 概 要

家庭教育は､ もとより家庭の責任に委ねられ､ 家庭それぞ

れの価値観やスタイルに基づいて行われるべきものである｡

しかし､ 社会の急激な変化に伴い､ 核家族化や少子化をはじ

め子どもを取り巻く環境が大きく変化している｡ このような

中で家庭教育に関する課題も増加・深刻化しており､ 家庭の

教育力の低下が指摘されている｡

このため､ 子育てに関する身近な問題から家庭のあり方に

関する課題に至るまでを視野に入れ､ 保護者や地域に対して

家庭教育に関する知識・技術・態度等を習得するための学習・

相談・交流の機会を提供するとともに､ 地域における子育て

｢共同化｣ へ向けたネットワークづくりの推進などにより､

家庭教育の充実を支援してきた｡

２ 親育て・子育てサポート事業

� 家庭教育地域・中央フォーラム

主 題

｢家庭教育・子育て支援の充実をめざして｣

(中央フォーラム)

ア 基調講演 講師 衆議院文部科学委員長

衆議院議員 池 坊 保 子 氏

イ シンポジウム

コーディネーター 桜の聖母短期大学助教授

西 内 みなみ 氏

シンポスト 白河メンタルサポート代表

臨床心理士 成 井 香 苗 氏

	
�法人南濃おやじの会

専務理事 水 谷 浩 氏

家庭教育インストラクター

いわきの会

事務局 田 山 晴 美 氏

ウ 実践発表 ｢	
�法人南濃おやじの会｣ の実際から

岐阜県立南濃町立南濃中学校

	
�法人 ｢南濃おやじの会｣ 樋 口 幸 二 氏

赤 坂 幸治郎 氏

尾 畑 眞喜生 氏
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(地域フォーラム)

期日・開催地・会場・参加者数

� 家庭教育支援モデル事業

ア 親支援ネットワーク協議会 14中学校区

岩代町�､ 月舘町､ 大越町､ 都路村､ 天栄村､ 西郷村､

泉崎村､ 猪苗代町､ 会津本郷町､ 昭和村､ 舘岩村､ 飯舘

村､ 鹿島町

イ 子育てサポーター養成研修会 14市町村

福島市､ 川俣町､ 玉川村､ 小野町､ 天栄村､ 鮫川村､

塙町､ 矢祭町､ 熱塩加納村､ 喜多方市､ 只見町､ 飯舘村､

鹿島町､ 原町市

３ 家庭教育子育て支援事業

� 家庭教育電話相談 ｢すくすくダイヤル｣

ア 相 談 日 毎週月～金曜日

イ 時 間 午前10時から午後４時まで

ウ 電 話 番 号 0120－81－7867 024－545－4108

エ 電話相談員

オ 相 談 状 況 相談件数 576件(４月～３月)

カ 相 談 内 容 １位 性格行動 ２位 育児・保育

３位 対人交友 ４位 しつけ

４ 子育て学習県民講座
(子育て学習の全国展開)

子育てやしつけなどの家庭教育のあり方を見つめ直しても

らうため､ 家庭教育に関心の少ない親なども含め､ より多く

の親に働きかけ､ 家庭教育について考え､ 学習する機会を提

供することにより､ 家庭の教育力の活性化を図ることを目的

として､ 事業を実施した｡

� 家庭教育力活性化支援協議会

家庭教育上の諸問題の原因等を分析し､ 家庭教育充実支

援事業の企画・推進のための全般的な助言・評価等を行う

ほか､ 家庭教育に関する具体的な方策の研究にあたった｡

[家庭教育力活性化支援協議会委員]

� 思春期子育て講座の開設 (市町村事業)

ア 目 的

深刻化する最近の青少年の問題に対応するため､ 思春

期の子どもとの関わり方や､ 問題行動等への対処方法な

ど､ 思春期の子どもを持つすべての親を対象に子育て講

座を実施した｡

イ 機 会

中学校入学説明会や保護者会の機会

ウ 実施市町村・講座数

62市町村・129講座

� 就学時検診等を活用した子育て講座 (市町村事業)

ア 目 的

小学校入学前の子どもを持つすべての親が参加する就

学時検診や母子保健活動の機会を活用した子育て講座を

開設した｡

イ 機 会

� 母子保健法による健康診断等の機会

� 学校保健法による小学校入学前の児童に対する就学

時健康診断

� 対象となる親の大部分が集まる機会

ウ 実施市町村・講座数

76市町村・361講座

― 114 ―

回 期 日 会 場 参加人数

１ 6月28日� 西会津中学校 422名

２ 7月 5日� 東村文化センター 324名

３ 7月 5日� 梁川町農村環境改善センター 372名

４ 7月12日� 大熊町文化センター 272名

５ 9月27日� いわき市生涯学習プラザ 338名

６ 11月 8日� 田島町立田島小学校 192名

７ 12月 6日� 三春町交流館 ｢まほら｣ 509名

中央 1月24日� (中央) 須賀川市文化センター 842名

合 計 3,271名

氏 名 備 考

新 家 淳 子 家庭教育アドバイザー

成 田 由 芙 子 心理判定員

林 千 枝 子 家庭教育アドバイザー

島 貫 ノ ブ 家庭教育ふれあいネットワーカー

佐 藤 典 子 保健師

渡 辺 明 美 元養護教諭

樋 口 和 史 元教員 青少年育成アドバイザー

小 泉 幸 雄 元教員

境 野 啓 二 元教員

三 津 間 安 宏 元教員

委 員 名 役 職 名 備 考

大 宮 勇 雄 福島大学教育学部教授 委員長

大 島 典 子 福島学院大学講師
メンタルヘルスセンター臨床心理士

西 内 みなみ 桜の聖母短期大学助教授 副委員長

神 戸 信 行 児童養護施設青葉学園長

新 家 淳 子 県家庭教育電話相談員

藤 田 華 子 福島県全私立幼稚園協会代表

井 上 まゆみ 県PTA連合会母親代表

阿 部 次 雄 旭測地株式会社代表取締役

加 藤 靖 宏 子育て支援グループ主査

重 巣 吉 美 健康教育グループ指導主事

二 谷 京 子 学習生活指導グループ指導主事



� 妊娠期子育て講座

ア 目 的

育児不安や無責任な放任､ 児童虐待等の未然防止を図

るため､ 家庭教育のあり方について保健福祉部との連携

を図りながら学習の機会を提供した｡

イ 機 会

両親学級､ 母親学級等の機会

ウ 実施市町村・講座数

23市町村・27講座

第９節 公民館等社会教育施設

１ 概 要

生涯学習の振興のためには､ 住民の学習活動の核となる公

民館等社会教育施設の整備・充実を図る必要があり､ その計

画的な整備及び運営の効率化を図るよう努めた｡

２ 公民館を除く主な社会教育施設

� 図書館の設置状況
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名 称 所在地・電話番号 設置者

県

立

福島県立図書館 福島市森合字西養山1
℡ 024－535－3218 福 島 県

福島市立図書館 福島市松木町1－1
℡ 024－531－6551 福 島 市

市

町

村

立

伊達町立図書館 伊達町大字箱崎字川端７
℡ 024－551－2132 伊 達 町

二 本 松 市 立
図 書 館

二本松市本町１丁目102
℡ 0243－23－5082 二本松市

し ら さ わ
夢 図 書 館

白沢村白岩字堤崎500
℡ 0243－44－2112 白 沢 村

岩代町図書館 岩代町小浜字藤町242
℡ 0243－55－3255 岩 代 町

郡 山 市 中 央
図 書 館

郡山市麓山１丁目5－25
℡ 024－923－6601 郡 山 市

郡山市希望�丘
図 書 館

郡山市希望�丘1－5
℡ 024－961－1600 郡 山 市

郡 山 市 安 積
図 書 館

郡山市安積１丁目38
℡ 024－946－8850 郡 山 市

郡山市富久山
図 書 館

郡山市富久山町福原字泉崎181－1
℡ 024－921－0030 郡 山 市

須賀川市図書館 須賀川市八幡町134
℡ 0248－75－3309 須賀川市

長沼町図書館 長沼町大字長沼字金町85
℡ 0248－67－2138 長 沼 町

鏡石町図書館 鏡石町旭町440－6
℡ 0248－62－1288 鏡 石 町

岩瀬村図書館 岩瀬村大字柱田字中地前22
℡ 0248－65－3549 岩 瀬 村

古殿町図書館 古殿町大字松川字横川235
℡ 0247－53－2305 古 殿 町

三春町民図書館 三春町字大町12－1
℡ 0247－62－3375 三 春 町

小野町ふるさと
文 化 の 館

小野町大字小野新町字中通2
℡ 0247－72－2120 小 野 町

名 称 所在地・電話番号 設置者

市

町

村

立

船引町図書館 船引町大字船引字扇田19
℡ 0247－82－1001 船 引 町

白河市立図書館 白河市字手代町22－1
℡ 0248－23－3250 白 河 市

東 村 図 書 館 東村大字釜子字狐内47
℡ 0248－34－1130 東 村

矢吹町図書館 矢吹町小松481
℡ 0248－44－3595 矢 吹 町

中山義秀記念
文 学 館

大信村大字町屋字沢田25
℡ 0248－46－3614 大 信 村

棚倉町立図書館 棚倉町大字棚倉字城跡乙26－2
℡ 0247－33－4342 棚 倉 町

塙町立図書館 塙町大字塙字栄町68－6
℡ 0247－43－0808 塙 町

会津若松市立
会 津 図 書 館

会津若松市城東町2－3
℡ 0242－27－1784 会津若松市

喜 多 方 市 立
図 書 館

喜多方市字柳原7503－1
℡ 0241－22－1855 喜多方市

相馬市図書館 相馬市中村字北町55－1
℡ 0244－37－2199 相 馬 市

原町市立原町
図 書 館

原町市三島町２丁目45
℡ 0244－22－4352 原 町 市

新地町図書館 新地町谷地小屋字樋掛田40－1
℡ 0244－62－5031 新 地 町

浪江町図書館 浪江町大字権現堂字矢沢町6－1
℡ 0240－34－5024 浪 江 町

双葉町図書館 双葉町大字長塚字鬼木1
℡ 0240－33－4214 双 葉 町

大熊町図書館 大熊町大字下野上字大野669－3
℡ 0240－32－3011 大 熊 町

い わ き 市 立
中 央 図 書 館

いわき市平字堂根町1－4
℡ 0246－22－5431 いわき市

い わ き 市 立
内 郷 図 書 館

いわき市内郷綴町榎下40－1
℡ 0246－45－1030 いわき市

い わ き 市 立
小名浜図書館

いわき市小名浜字愛宕上7－2
℡ 0246－54－9257 いわき市

い わ き 市 立
常 磐 図 書 館

いわき市常磐関船町作田1
℡ 0246－44－6218 いわき市

い わ き 市 立
勿 来 図 書 館

いわき市植田町南町１丁目2－2
℡ 0246－62－7431 いわき市

い わ き 市 立
四 倉 図 書 館

いわき市四倉町字東１丁目50
℡ 0246－32－5980 いわき市

私

立

�金森和心会
クローバー子供
図 書 館

郡山市開成４丁目14－12
℡ 024－932－2118 法 人
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名 称 所在地・電話番号 設置者 種 別
(登録･指定年月日)

登

録

博

物

館

福 島 県
歴史資料館

福島市春日町5－54
℡ 024－534－9193 福 島 県 歴史博物館

(57.10. 5)

福 島 県 立
美 術 館

福島市森合字西養山１
℡ 024－531－5511 福 島 県 美術博物館

(59. 7.16)

福 島 県 立
博 物 館

会津若松市城東町
1－25

℡ 0242－28－6000
福 島 県 総合博物館

(61.11.28)

須賀川市立
博 物 館

須賀川市池上町6
℡ 0248－75－3239 須賀川市 歴史博物館

(46. 7.10)

いわき市立
美 術 館

いわき市平字堂根町
4－4

℡ 0246－25－1111
いわき市 美術博物館

(59. 9. 3)

郡 山 市 立
美 術 館

郡山市安原町字大谷
地130－2

℡ 024－956－2200
郡 山 市 美術博物館

(平 5. 1.20)

野馬追の里
原 町 市 立
博 物 館

原町市牛来字出口194
℡ 0244－23－6421 原 町 市 総合博物館

(平 8. 5. 9)

野 口 英 世
記 念 館

猪苗代町大字三ツ和
字前田81

℡ 0242－65－2319

�野口英
世記念会

歴史博物館
(29.10.21)

藤 田 記 念
博 物 館

白河市字五郎窪37－1
℡ 0248－24－1780

�藤田教
育振興会

美術博物館
(54. 9. 1)

会津民俗館
猪苗代町大字三ツ和
字前田33－1

℡ 0242－65－2600

� 会 津
民 俗 館

歴史博物館
(55.10. 3)

白 虎 隊
記 念 館

会津若松市一箕町八
幡字弁天下33

℡ 0242－24－9170

�白虎隊
記 念 館

歴史博物館
(63. 6.30)

諸 橋 近 代
美 術 館

北塩原村桧原字剣ケ
峰1093－23

℡ 0241－37－1088

�諸橋近
代美術館

美術博物館
(平11.8.17)

相

当

施

設

相

当

施

設

や な い づ
町立齋藤清
美 術 館

柳津町柳津字下平乙187
℡ 0241－42－3630 柳 津 町 美術博物館

(平11. 9.28)

龍 が 城
美 術 館

いわき市平字旧城跡27
℡ 0246－22－1601 �白龍会 美術博物館

(30. 3.8)

会津武家屋
敷会津歴史
資 料 館

会津若松市東山町大
字石山字院内1

℡ 0242－28－2525

㈱会津武
家 屋 敷

歴史博物館
(56.11.25)

安積歴史博
物 館

郡山市開成5丁目25－63
℡ 024－938－0778

�安積歴
史博物館

歴史博物館
(61. 3.17)

磐梯山噴火
記 念 館

北塩原村桧原字剣ケ
峰1093－36

℡ 0241－32－2888

㈱ゴール
ドハウス
目 黒

自 然 史 系
博 物 館
(平 5. 7. 1)

会 津 藩 校
日 新 館

河東町南高野字高塚
山10

℡ 0242－75－2525

㈱会津武
家 屋 敷

歴史博物館
(平12.11.28)

イ 類 似 施 設

名 称 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

ふ く し ま
海 洋 科 学 館

いわき市小名浜字辰巳町50
℡ 0246－73－2525 福 島 県

文化財センター
白 河 館

白河市白坂字一里塚86
℡ 0248－21－0700 福 島 県

福 島 市
資 料 展 示 室

福島市上町5－1
℡ 024－521－5318 福 島 市

福 島 市 民 家 園 福島市上名倉字大石前地内
℡ 024－593－5249 福 島 市

福 島 市
古関裕而記念館

福島市入江町1－1
℡ 024－531－3012 福 島 市

川俣織物展示館 川俣町大字鶴沢字東13－4
℡ 024－565－4889 川 俣 町

梁川町民美術館 梁川町字中町10
℡ 024－527－2656 梁 川 町

保 原 町
歴史文化資料館

保原町大字大泉字宮脇265
℡ 024－575－1615 保 原 町

遊 び と 学 び の
ミ ュ ー ジ ア ム

霊山町石田字宝司沢9－1
℡ 024－589－2211 霊 山 町

二 本 松
歴 史 資 料 館

二本松市本町1－102
℡ 0243－23－3910 二本松市

安 達 町
智 恵 子 記 念 館

安達町油井字漆原町36
℡ 0243－22－6151 安 達 町

あ だ た ら
ふるさとホール

大玉村玉井字西庵183
℡ 0243－48－2569 大 玉 村

本 宮 町 立
歴史民俗資料館

本宮町字南町裡130
℡ 0243－33－2546 本 宮 町

白沢村ふれあい
文 化 ホ ー ル

白沢村白岩字堤崎494－44
℡ 0243－44－3185 白 沢 村

郡 山 市 開 成 館 郡山市開成3－3－7
℡ 024－923－2157 郡 山 市

郡 山 市
歴 史 資 料 館

郡山市麓山1－8－3
℡ 024－932－5306 郡 山 市

郡山市こおりやま
文学の森資料館

郡山市豊田町3－5
℡ 024－991－7610 郡 山 市

郡山市ふれあい
科 学 館

郡山市駅前2－11－1ビックアイ
20F～24F ℡ 024－936－0201 郡 山 市

須 賀 川 牡 丹 園 須賀川市牡丹園
℡ 0248－73－2422 須賀川市

須 賀 川 市
歴史民俗資料館

須賀川市池上町6
℡ 0248－63－2156 須賀川市

長 沼 町
歴史民俗資料館

長沼町長沼字門口186
℡ 0248－67－2030 長 沼 町

岩 瀬 村
民 俗 資 料 館

岩瀬村柱田字中地前19
℡ 0248－65－2100 岩 瀬 村

天栄村ふるさと
文 化 伝 承 館

天栄村大里字八石1－2
℡ 0248－81－1030 天 栄 村

石 川 町 立
歴史民俗資料館

石川町字高田200－2
℡ 0247－26－3768 石 川 町

浅 川 町
歴史民俗資料館

浅川町大字浅川字背戸谷地144－6
℡ 0247－36－2297 浅 川 町
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名 称 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

吉田富三記念館 浅川町大字袖山字森下287
℡ 0247－36－4129 浅 川 町

古殿町郷土文化
保 存 伝 習 施 設

古殿町松川字横川235
℡ 0247－53－2305 古 殿 町

三 春 町
歴史民俗資料館

三春町字桜谷5
℡ 0247－62－5263 三 春 町

三 春 町
郷 土 人 形 館

三春町字大町30－1
℡ 0247－62－7053 三 春 町

小野町ふるさと
文化の館･郷土資料館

小野町大字小野新町字中通2
℡ 0247－72－2120 小 野 町

常 葉 町
民 俗 資 料 館

常葉町大字常葉字中町1
℡ 0247－77－2111 常 葉 町

船 引 町
歴史民俗資料館

船引町船引字四城内前296
℡ 0247－82－0370 船 引 町

白 河 市
歴史民俗資料館

白河市字中田7－1
℡ 0248－27－2310 白 河 市

白 河 集 古 苑 白河市郭内1－73
℡ 0248－24－5050 白 河 市

西 郷 村
民 俗 資 料 館

西郷村大字小田倉字上野原463
℡ 0248－25－0959 西 郷 村

表 郷 村
民 俗 資 料 館

表郷村大字番沢字桜下23
℡ 0248－32－2526 表 郷 村

中 山 義 秀
記 念 文 学 館

大信村大字町屋字沢田25
℡ 0248－46－3614 大 信 村

ふ る さ と
文 化 伝 承 館

大信村大字町屋字沢田25
℡ 0248－46－3614 大 信 村

泉 崎 資 料 館 泉崎村泉崎字舘24－9
℡ 0248－53－4777 泉 崎 村

民 俗 資 料 室 矢祭町大字東舘字石田25
℡ 0247－46－2202 矢 祭 町

鮫 川 村
歴史民俗資料館

鮫川村赤坂中野字巡ケ作126－1
℡ 0247－49－3106 鮫 川 村

名勝会津松平氏
庭 園

会津若松市花春町8－1
℡ 0242－27－2472 会津若松市

若 松 城 天 守 閣
郷 土 博 物 館

会津若松市追手町1－1
℡ 0242－27－4005 会津若松市

会津町方伝承館 会津若松市大町2－8－8
℡ 0242－22－8686 会津若松市

茶 室 麟 閣 会津若松市追手町1－1
℡ 0242－27－4005 会津若松市

河 東 町 民 俗 館 河東町大字郡山字中子山51
℡ 0242－75－2127 河 東 町

磐 梯 山 慧 日 寺
資 料 館

磐梯町大字磐梯字寺西38
℡ 0242－73－3000 磐 梯 町

い な わ し ろ
淡 水 魚 館

猪苗代町長田字東中丸344－4
℡ 0242－65－2841 猪苗代町

喜 多 方 市
郷 土 民 俗 館

喜多方市柳原7503－1
℡ 0241－22－4154 喜多方市

喜多方市蔵の里 喜多方市押切2－109
℡ 0241－22－6592 喜多方市

喜多方市美術館 喜多方市字押切2－2
℡ 0241－23－0404 喜多方市

名 称 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

高 郷 村
郷 土 資 料 館

高郷村大字上郷字天神後戊417
℡ 0241－44－2765 高 郷 村

柳津町芸術文化
資 料 室

柳津町柳津字諏訪町甲59
℡ 0241－42－3511 柳 津 町

会 津 本 郷 焼
資 料 館

会津本郷町字瀬戸町3208
℡ 0242－56－4637 会津本郷町

新 鶴 村
民 俗 資 料 館

新鶴村大字米田字堂ノ後甲149
℡ 0242－78－2007 新 鶴 村

三島町交流セン
タ ー 山 び こ

三島町名入字諏訪ノ上418
℡ 0241－52－2165 三 島 町

金 山 町
歴史民俗資料館

金山町大字中川字上居平949－1
℡ 0241－55－3334 金 山 町

か ら む し 工 芸
博 物 館

昭和村佐倉字上ノ原
℡ 0241－58－1677 昭 和 村

旧南会津郡役所 田島町大字田島字丸山甲4681－1
℡ 0241－62－3843 田 島 町

奥 会 津 地 方
歴史民俗資料館

田島町大字糸沢字西沢山3692－20
℡ 0241－66－3077 田 島 町

大 内 宿
町 並 み 展 示 館

下郷町大字大内字山本8
℡ 0241－68－2657 下 郷 町

前沢曲屋資料館 舘岩村前沢337(舘岩村農業公社)
℡ 0241－78－2795 舘 岩 村

檜 枝 岐 村
歴史民俗資料館

檜枝岐村下の原887－2
℡ 0241－75－2432 檜枝岐村

奥 会 津 南 郷
民 俗 館

南郷村大字界字川久保552
℡ 0241－73－2829 南 郷 村

会津只見考古館 只見町大字大倉字窪田33
℡ 0241－86－2175 只 見 町

河 井 継 之 助
記 念 館

只見町塩沢字上ノ台850－5
℡ 0241－82－2870 只 見 町

相馬市教育文化
センター博物館

相馬市中村字大手先13
℡ 0244－37－2191 相 馬 市

鹿 島 町
歴史民俗資料館

鹿島町横手字八郎内289
℡ 0244－46－4281 鹿 島 町

埴谷・島尾記念
文 学 資 料 館

小高町本町2－89－1
℡ 0244－44－3049 小 高 町

葛 尾 村 郷 土
文化保存伝習館

葛尾村大字落合字落合11
℡ 0240－29－2008 葛 尾 村

双 葉 町
歴史民俗資料館

双葉町大字新山字本町27－1
℡ 0240－33－4763 双 葉 町

大 熊 町
民 俗 伝 承 館

大熊町大字下野上字大野669－3
℡ 0240－32－3011 大 熊 町

阿 武 隈 民 芸 館 川内村上川内字早渡513
℡ 0240－38－2076 川 内 村

楢 葉 町
歴 史 資 料 館

楢葉町大字北田字鐘突堂5－4
℡ 0240－25－2492 楢 葉 町

い わ き 市
石 炭 ・ 化 石 館

いわき市常磐湯本町向田3－1
℡ 0246－42－3155 いわき市

いわき市勿来関
文 学 歴 史 館

いわき市勿来町関田長沢6－1
℡ 0246－65－6166 いわき市

いわき市アンモ
ナイトセンター

いわき市大久町大久字鶴房147－2
℡ 0246－82－4561 いわき市
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名 称 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

い わ き 市
考 古 資 料 館

いわき市常磐藤原町手這50－1
℡ 0246－43－0391 いわき市

いわき市立草野
心平記念文化館

いわき市小川町高萩字下夕道1－39
℡ 0246－83－0005 いわき市

い わ き 市
暮らしの伝承郷

いわき市鹿島町下矢田字散野14－16
℡ 0246－29－2230 いわき市

㈲ 大 桑 原
つ つ じ 園

須賀川市大字大桑原字竹ノ花13
℡ 0248－76－5857 有限会社

会津酒造博物館 会津若松市材木町1－8－1
℡ 0242－28－0150 株式会社

東 北
サファリパーク

二本松市沢松倉1
℡ 0243－24－2336 株式会社

� 福 島 県
伝 統 産 業 会 館

会津若松市大町1－7－3
℡ 0242－24－5757 社団法人

会津酒造歴史館 会津若松市東栄町8－7
℡ 0242－26－0031 株式会社

�桑折町文化記念
館(種徳美術館)

桑折町字陣屋12
℡ 024－582－5507 財団法人

会 津 う る し
美 術 博 物 館

喜多方市東町4095
℡ 0241－24－4151 株式会社

デコ屋敷資料館 郡山市西田町高柴字福内41
℡ 024－971－3900 私 人

南湖神社宝物館 白河市菅生舘2
℡ 0248－23－3015 私 人

蔵のまち美術館 喜多方市字一本木下7813
℡ 0241－25－7170 私 人

会 州 一 蔵 品 館 会津若松市相生町7－17
℡ 0242－25－0055 私 人

木 の 博 物 館 塙町伊香字松原160－13
℡ 0247－43－1480 有限会社

喜 多 方
蔵 品 美 術 館

喜多方市梅竹7294－4
℡ 0241－24－3576 私 人

� 太 田 良 平
記 念 館

福島市佐原字竹ノ森20
℡ 024－593－0501 私 人

フ ラ ワ ー
ワ ー ル ド

白河市南湖公園隣
℡ 0248－27－1249 私 人

大 和 川 酒 蔵
北 方 風 土 館

喜多方市字寺町4761
℡ 0241－22－2233 私 人

会 津 葵 シ ル ク
ロ ー ド 文 明 館

会津若松市追手町4－6
℡ 0242－27－1001 私 人

三 春 ガ ー デ ン
フ ァ ー ム

三春町大字斉藤字仁井道126
℡ 024－942－1138 有限会社

リ カ ち ゃ ん
キ ャ ッ ス ル

小野町小野新町中通51－3
℡ 0247－72－6364 株式会社

桐 の 博 物 館 喜多方市字押切南2－12
℡ 0241－22－1911 私 人

原郷のこけし群
西 田 記 念 館

福島市荒井字横塚3－183
℡ 024－593－0639 財団法人

ふくしまの森の
科学体験センター

須賀川市大栗字夫婦石30
℡ 0248－89－1120 財団法人

ふ る さ と の 館 矢吹町大池243－2
℡ 0248－42－4506 矢 吹 町

名 称 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

CCCA 現 代 グ ラ
フィックアート館

須賀川市大字塩田字宮田1
℡ 0248－79－4811 株式会社

山 都 町
民 俗 資 料 館

山都町字上ノ原道西907－1
℡ 0241－38－2497 山 都 町

飯豊とそばの里
セ ン タ ー

山都町字沢田3077－1
℡ 0241－38－3000 山 都 町

熱 塩 加 納 村
民 具 収 蔵 館

熱塩加納村熱塩字西勝原丙44
℡ 0241－36－2221 熱塩加納村

井 村 君 江
妖 精 美 術 館

金山町大栗山狐穴2765
℡ 0241－55－3180 金 山 町

� 青少年教育関係施設の設置状況

種
別 施 設 名 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

県

設

置

福 島 県 相 馬
海浜自然の家

相馬市磯部字大洲38－3
℡ 0244－33－5224 福 島 県

福島県いわき
海浜自然の家

いわき市久之浜町田之網字向山53
℡ 0246－32－7700 福 島 県

福島県郡山
自 然 の 家

郡山市逢瀬町多田野字中丸山46
℡ 024－957－2111 福 島 県

福島県会津
自 然 の 家

会津坂下町大字八日沢字西東山
4495－1 ℡ 0242－83－2480 福 島 県

教

育

施

設

国立那須甲子
少年自然の家

西郷村大字真船字村火6－1
℡ 0248－36－2331

独立行政
法 人

国 立 磐 梯
青 年 の 家

猪苗代町字五輪原7136－1
℡ 0242－62－2530

独立行政
法 人

市町村(条例)
設 置 46施設 (別掲)

他県設置等 16施設 (別掲)
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○ 市町村 (条例) 設置 (46施設)

名 称 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

福 島 県
青 少 年 会 館

福島市黒岩字田部屋53－5
℡ 024－546－8311 福 島 県

福島市社会教育館
｢ こ ぶ し 荘 ｣

福島市町庭坂字砥石山40－13
℡ 024－591－3366 福 島 市

福島市社会教育館
｢立子山自然の家｣

福島市立子山字金井作1
℡ 024－597－2951 福 島 市

福 島 市 児 童
文 化 セ ン タ ー

福島市桜木町8－13
℡ 024－534－5754 福 島 市

福島市勤労青少
年 ホ ー ム

福島市入江町1－1
℡ 024－531－6221 福 島 市

二 本 松 市
青 年 の 家

二本松市榎戸1－92
℡ 0243－23－5121 二本松市

二 本 松 市 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

二本松市榎戸1－92
℡ 0243－23－5121 二本松市

安 達 町 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

安達町油井字澪石3－1
℡ 0243－23－3721 安 達 町

本 宮 町 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

本宮町字矢来39－1
℡ 0243－33－4488 本 宮 町

白 沢 村 � � �
海 洋 セ ン タ ー

白沢村白岩字堤崎318－1
℡ 0243－44－3318 白 沢 村

郡 山 市
青 少 年 会 館

郡山市大槻町字漆棒82
℡ 024－961－8282 郡 山 市

郡 山 市
少 年 湖 畔 の 村

郡山市湖南町横沢字村西112
℡ 024－982－2115 郡 山 市

郡 山 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

郡山市麓山１丁目8－4
℡ 024－932－3027 郡 山 市

須 賀 川 市
市 民 の 森

須賀川市大字塩田字音森20
℡ 0248－79－2187 須賀川市

須 賀 川 市 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

須賀川市大字和田字柏崎44
℡ 0248－63－2154 須賀川市

須賀川市ふれあい
セ ン タ ー

須賀川市大字長禄町79
℡ 0248－72－0200 須賀川市

鏡 石 町 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

鏡石町大字笠石字中央59
℡ 0248－62－2115 鏡 石 町

船 引 町 児 童 館 船引町大字船引字石田151
℡ 0247－82－0690 船 引 町

都路の郷ふれあい
セ ン タ ー

都路村大字古道字遠下前80
℡ 0247－75－3121 都 路 村

小 野 町 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

小野町大字小野新町字中通2
℡ 0247－72－2126 小 野 町

小 野 町 � � �
海 洋 セ ン タ ー

小野町大字小野新町字美売65－1
℡ 0247－72－3691 小 野 町

滝 根 町 � � �
海 洋 セ ン タ ー

滝根町大字神俣字河原100
℡ 0247－78－2001 滝 根 町

石 川 町 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

石川町当町418－1
℡ 0247－26－0475 石 川 町

石 川 町 � � �
海 洋 セ ン タ ー

石川町大字母畑字梅木入71－8
℡ 0247－26－3986 石 川 町

矢吹町ふるさと
の 森 芸 術 村

矢吹町大池243－2
℡ 0248－42－4506 矢 吹 町

名 称 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

聖ケ岩ふるさとの森
グリーンスポーツハウス

大信村大字隈戸国有林57林班
℡ 0248－46－2471 大 信 村

塙 町 � � �
海 洋 セ ン タ ー

塙町大字台宿字下川原28
℡ 0247－43－3192 塙 町

会津若松市勤労
青 少 年 ホ ー ム

会津若松市城東町14－52
℡ 0242－26－6662 会津若松市

会 津 若 松 市
少 年 の 家

会津若松市城東町15－62
℡ 0242－26－3413 会津若松市

青少年研修センター
(わらび学園)

熱塩加納村加納字村前乙549
℡ 0241－36－2002 熱塩加納村

喜 多 方 市 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

喜多方市字舞台田3119－1
℡ 0241－22－1403 喜多方市

塩 川 町 青 少 年
研 修 セ ン タ ー

塩川町大字四奈川字前田2166
℡ 0241－27－2362 塩 川 町

び わ 沢 原
森 林 公 園

猪苗代町琵琶沢原7095
℡ 0242－62－3291 猪苗代町

柳 津 町 � � �
海 洋 セ ン タ ー

柳津町大字柳津字金谷沢乙1795
℡ 0241－42－2246 柳 津 町

三島町生涯学習センター
森 の 校 舎 カ タ ク リ

三島町西方字上原3580
℡ 0241－48－5577 三 島 町

御 蔵 入 の 里
会 津 山 村 道 場

会津田島町大字糸沢字西沢山3692－20
℡ 0241－66－2108 田 島 町

田 島 町 針 生
青 少 年 旅 行 村

田島町針生字昼滝山857－25
℡ 0241－62－6200 田 島 町

原 町 市 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

原町市三島町2－45
℡ 0244－22－2047 原 町 市

鹿 島 町 � � �
海 洋 セ ン タ ー

鹿島町泉崎字牛島3
℡ 0244－46－4848 鹿 島 町

新 地 町 勤 労
青 少 年 ホ ー ム

新地町大字福田字中里15－1
℡ 0244－62－3106 新 地 町

双 葉 町
青少年婦人会館

双葉町長塚字谷沢町56
℡ 0240－33－2083 双 葉 町

グリーンフィー
ル ド 富 岡

富岡町小浜304
℡ 0240－22－5566 富 岡 町

富 岡 町
合 宿 セ ン タ ー

富岡町小浜343
℡ 0240－22－7000 富 岡 町

楢葉町サイクリ
ングターミナル

楢葉町北田字上ノ原27－29
℡ 0240－25－3113 楢 葉 町

い わ き 市 勿 来
勤労青少年ホーム

いわき市金山字朝日台1
℡ 0246－63－2879 いわき市

い わ き 市 生 涯
学 習 プ ラ ザ

いわき市平1町目1 ティーワン
ビル4･5階 ℡ 0246－37－8888 いわき市
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○ 他県設置等 (14施設)

名 称 所 在 地 ・ 電 話 番 号 設置者

鏡石町ふれあい
の 森 公 園

鏡石町小栗山71
℡ 0248－83－2381 鏡 石 町

湯 本 青 少 年
旅 行 村

天栄村羽鳥字芝草2－4
℡ 0248－85－2033 天 栄 村

矢祭町友情の森
第 ２ 広 場

矢祭町山下字下河原1－1
℡ 0247－46－2162 矢 祭 町

只 見 町
青 少 年 旅 行 村

只見町大字只見字向山2832－2
℡ 0241－82－2432 只 見 町

南 郷 村
高清水自然公園

南郷村界字長地沢口4298－12
℡ 0241－73－2115 南 郷 村

小 野 田 自 然 塾
塙町片貝字長久木364
(東京事務所) ℡ 03－3533－7895
(期間中) ℡ 0247－42－2311

財団法人

越谷市立あだたら
高原少年自然の家

二本松市永田字長坂国有林14林班
℡ 0243－24－2561 越 谷 市

羽生市立あだたら
高原少年自然の家

二本松市永田字長坂国有林14林班
℡ 0243－24－2859 羽 生 市

葛飾区立あだたら
高 原 学 園

二本松市永田字長坂国有林14林班
℡ 0243－24－2206 葛 飾 区

中 野 区 常 葉
自 然 の 家

常葉町山根字鰍5－29
℡ 0247－77－2098 中 野 区

朝霞市立猪苗代
湖 自 然 の 家

会津若松市湊町赤井字戸の口53－1
℡ 0242－94－2434 朝 霞 市

豊島区立猪苗代
青少年センター

猪苗代町字見弥山1－128
℡ 0242－63－1616 豊 島 区

さいたま市立舘岩
少 年 自 然 の 家

舘岩村宮里字向山2847－1
℡ 0241－78－2311 さいたま市

ば ん だ い
ふ れ あ い ぴ あ

北塩原村桧原字南黄連沢山1157－192
℡ 0241－33－2335 財団法人
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第１節 概 要
近年､ 生活水準の向上､ 自由時間の増大及び生涯学習の進

展を背景として､ 心の豊かさと潤いのある生活の実現を求め

る県民意識が高まりをみせており､ 新たな文化を創造､ 発展

させることが求められている｡

このため､ 県教育委員会では､ 県民の自主性と創造性を尊

重しながら､ “地域文化を創造し伝承する”を目標に､ また､

｢文化活動の振興｣､ ｢文化財の愛護と伝統文化の継承｣､ ｢文

化施設の整備充実｣ を施策の３本の柱として､ 文化活動をさ

らに活発にするための条件整備を積極的に展開しているが､

その成果は次のとおりである｡

また､ 平成16年３月には ｢福島県文化振興条例｣ を制定し､

本県の文化のより一層の振興を図っていくこととした｡

１ 文化活動の振興

� 芸術文化活動発表の機会の充実

県総合美術展覧会､ 県文学賞の内容を充実し､ 作品の応

募の奨励を図るとともに､ 高校生の文化活動の発表の場と

して21世紀うつくしまヤングアートフェスタを開催した｡

また､ 文化団体が主体となり運営している県芸術祭の充実

並びに県高等学校文化連盟の育成・援助に努めた｡

� 芸術鑑賞の機会の確保

本物の舞台芸術体験事業､ 家庭劇場等を実施し､ 優れた

芸術鑑賞の機会の確保に努めた｡

� 文化振興基金の充実と活用

文化団体の育成と県民の自主的な文化活動の活発化を図

るため､ �福島県文化振興基金の充実と活用を促進した｡

２ 文化の伝承の充実

� 文化財保護体制の充実

文化財保護体制を確保するため､ 文化財保護行政組織の

充実を図り､ 特に､ 埋蔵文化財体制の強化に努めた｡

また､ 文化財保存管理の万全を期するため､ 文化財パト

ロールの充実に努めた｡

� 文化財保存調査

文化財の指定・保存のため､ 文化財保存調査を実施した

ほか､ 文化財に関する資料の整備と記録保存を行った｡

� 埋蔵文化財の保存の充実

開発事業に対して､ 事前の表面調査と試掘調査を実施す

るとともに､ 事業者側と協議を行い､ 可能な限り埋蔵文化

財の現状保存に努めながら､ 記録の作成のための発掘調査

を行った｡

� 文化財防災設備等の整備促進

文化財防災設備､ 保存施設等の整備を促進するとともに､

所有者又は管理団体等に対し日常的管理の強化を図るよう

指導に当たった｡

� 文化財保存助成の充実

国・県指定文化財の保存修理･管理及び埋蔵文化財保存

調査に対し､ 国庫及び県費の助成を行った｡

� 文化財の愛護と公開の推進

文化財に対する県民の理解と愛護精神の高揚を図るため

各種事業を実施したほか､ 伝統芸能公開事業 (県民俗芸能

大会) を開催するなど､ 公開の機会に努めた｡

３ 文化施設の整備充実

� 県文化センターの整備充実

県文化センターの施設・設備を整備し､ 文化振興のため

の各種事業を実施するとともに､ 文化情報の収集・提供な

どの機能の充実に努めた｡

� 県立美術館の整備充実

常設展､ 企画展等を開催するとともに､ 美術作品の収集

と作品・作家等に関する調査研究を計画的に推進したほか､

教育普及活動に努め､ また双葉町において移動展を開催する

など､ 本県美術振興の拠点施設として機能の充実に努めた｡

� 県立博物館の整備充実

展示資料の収集・整備に努め､ 調査研究を計画的に推進

し､ 常設展・企画展等の充実を図るとともに教育普及のた

めの各種事業を行い､ 県内博物館の中心的施設として機能

の充実に努めた｡

ホームページも１日３千件のアクセスがあるなど好評を

博している｡

� 県文化財センター白河館 (まほろん) の整備充実

復元資料を収蔵資料とともに展示する等､ 常設展・企画

展や体験学習の充実を図るとともに､ 文化財データベース

等の整備に努め､ 文化財の公開・活用を推進した｡

また文化財を担当する市町村職員等の研修を実施し､ 文

化財保護の充実に努めた｡

平成13年７月15日の開館以来､ 入館者は10万人を突破し

た (平成16年２月28日)｡

第２節 文化活動の振興

１ 文化振興のための条件整備

文化行政の推進

福島県生涯学習・文化担当者会議

ア 日 時 平成15年４月18日

イ 会 場 福島県庁

ウ 参 加 者 106名

２ 芸術文化活動発表機会の充実

� 第56回福島県文学賞

ア 趣 旨

県民から作品を公募して優秀作品を顕彰し､ 地方文化

の進展と本県文学の振興を図る｡

イ 応 募 数

小説・ノンフィクション85点､ 詩40点､ 短歌47点､
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俳句75点､ 計247点

ウ 受賞者数種別

エ 審査委員

室井光広､ 田村嘉勝､ 大石邦子､ 星亮一､ 菅野俊之､

菊地貞三､ 鈴木八重子､ 太田隆夫､ 森岡貞香､

波汐國芳､ 鈴木武､ 金子兜太､ 伊藤松風 森川光郎

オ 企画委員

太田憲孝､ 斎藤久夫､ 酒井義勝､ 高橋靜葩､

浜津三千雄､ 渋谷均

� 第57回福島県総合美術展覧会

ア 趣 旨

県内及び県出身者から作品を募集して展覧し､ 本県美

術文化の振興を図る｡

イ 会 期

前 期 (洋画・彫塑)

平成15年６月６日～６月12日

後 期 (日本画・工芸美術・書)

平成15年６月17日～６月22日

ウ 会 場

福島県文化センター

エ 運 営 委 員

網代澄亭､ 安部孫一､ 大石 尚､ 神野忠和､ 齋藤勝正､

佐久間信､ 佐藤典雄､ 柴田俊彰､ 渋谷 均､ 関谷浩二､

西村榮悟､ 長谷川文夫､ 早川博明､ 三坂 制､

村上皓南､ 渡部憲司

オ 審 査 員

(日 本 画) 加藤美恵子､ 水戸 童

(洋 画) 五十嵐二朗､ 佐藤昭一､ 田口安男､

長谷川雄一､ 古山直一

(彫 塑) 佐藤隆男､ 常松大純､ 舟生 厚

(工芸美術) 上条きよ子､ 須藤靖典､ 田代清治右衛門､

坂内憲勝､ 福田三恵子､ 水落雅子

( 書 ) 千葉香仙､ 續橋碎雨､ 増田忍石

(各部五十音順)
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種別
部門

文学賞 準 賞 奨励賞 青少年
奨励賞 計

小 説 0 1 1 2 4

ノンフィクション 1 1 0 0 2

詩 1 0 2 2 5

短 歌 0 0 6 1 7

俳 句 1 1 1 2 5

計 3 3 10 7 23

カ 出 品 表

区分 招 待 等 公 募
合 計

前年度
出品数

増 減
本年度公募陳列数 本年度

総 陳
列 数

前年度
総 陳
列 数部門 招 待 依 嘱 計 無鑑査 一 般 青少年 計 無鑑査 一 般 青少年 計

日本画 11 8 19 1 77 1 79 98 98 0 1 63 1 65 84 80

洋 画 52 21 73 3 226 98 327 400 394 6 3 141 27 171 244 241

彫 塑 26 4 30 1 29 11 41 71 69 2 1 21 6 28 58 58

工 芸
美 術 31 7 38 0 62 9 71 109 104 5 0 45 5 50 88 88

書 26 24 50 2 309 14 325 375 398 ▲23 2 224 7 233 283 290

計 146 64 210 7 703 133 843 1,053 1,063 ▲10 7 494 46 547 757 757

前年度
出品数 147 61 208 5 714 136 855 1,063

増 減 ▲1 3 2 2 ▲11 ▲3 ▲12 ▲10

キ 受 賞 者 数

区分
部門

県立美術館
長 賞 県美術大賞 県 美 術

準 大 賞
福 島 県
美 術 賞

福島県美術
奨 励 賞 佳 作 青少年美術

奨 励 賞 計

日 本 画 1 1 2 4 1 9

洋 画 1 2 8 11 11 33

彫 塑 1 1 1 2 2 1 8

工 芸 美 術 1 1 3 2 1 8

書 1 2 8 10 1 22

計 5 0 1 7 23 29 15 80



� 福島県高等学校文化連盟への助成

高等学校における文化活動の普及と向上を図り､ 心豊か

な人間性の涵養に役立てるため､ 県高等学校文化連盟の育

成､ 援助に努めた｡

ア 平成15年度福島県高等学校文化連盟

役 員
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役 職 名 氏 名 職 所 属 校 役 職 名 氏 名 職 所 属 校

会 長 柳 橋 幸 生 校 長 葵 高 等 学 校 幹 事 渡 部 一 男 教 諭 葵 高 等 学 校

副会長(私 立) 山 � 勲 校 長 磐城第一高等学校 幹 事 大 竹 芳 絵 葵 高 等 学 校

副会長(県 北) 富 田 良 夫 校 長 安 達 高 等 学 校 幹 事 佐 藤 紘 一 葵 高 等 学 校

副会長(県 南) 栗 林 秀 樹 校 長 郡 山 東 高 等 学 校 顧 問 樫 村 五 郎 元 会 長

副会長(会 津) 花 井 宣 明 校 長 喜多方東高等学校 顧 問 橋 本 今 祐 元 会 長

副会長(いわき) 大 谷 明 校 長 湯 本 高 等 学 校 顧 問 佐 川 六 郎 元 会 長

副会長(相 双) 櫻 井 幸 男 校 長 新 地 高 等 学 校 顧 問 三 浦 賢 一 元 会 長

理 事 長 湯 田 重 哉 教 諭 葵 高 等 学 校 顧 問 片 岡 義 和 元 会 長

監 事 畠 山 煕一郎 校 長 磐城桜が丘高等学校 顧 問 成 田 努 元 会 長

監 事 佐 藤 仁 教 諭 喜多方東高等学校 顧 問 斎 藤 和 也 元 会 長

幹 事 杉 田 勇 教 諭 安 積 高 等 学 校 顧 問 渡 部 久 弘 元 会 長

幹 事 小 林 薫 教 諭 須 賀 川 高 等 学 校 顧 問 安 部 哲 夫 前 会 長

幹 事 大 内 利 康 教 諭 田 村 高 等 学 校 顧 問 渋 谷 均 参 事 生涯学習文化グループ

幹 事 益 永 涼 子 教 諭 船 引 高 等 学 校

専門部会長・専門部委員長

専 門 部 部 会 長 職 所 属 校 部 委 員 長 職 所 属 校

演 劇 小 平 良 男 校 長 磐 城 猪 狩 恭 博 教 諭 磐 城

高 音 連 尾 形 秀 重 校 長 耶 麻 農 業 福 井 均 教 諭 安 達

合 唱 廣 瀬 渉 校 長 安 積 五 十 嵐 良 枝 教 諭 安 積

吹 奏 楽 深 澤 陽 一 校 長 福 島 東 佐 藤 恵 一 教 諭 福 島 東

器 楽 管 弦 楽 佐 藤 正 敬 校 長 郡 山 商 業 栗 原 潔 教 諭 郡 山 商 業

美 術 ・ 工 芸 原 秀 司 校 長 船 引 吉 田 和 春 教 諭 郡 山

書 道 原 秀 司 校 長 船 引 小 野 俊 彦 教 諭 船 引

写 真 鈴 木 弘 文 校 長 相 馬 東 玉 野 憲 治 教 諭 相 馬 東

放 送 文 化 関 口 富 左 校 長 郡 山 女 子 大 附 属 高 橋 利 通 教 諭 郡 山 女 子 大 附 属

囲 碁 君 島 整 校 長 橘 加 藤 知 道 教 諭 福 島

将 棋 富 田 孝 志 校 長 福 島 安 彦 隆 雄 教 諭 福 島

農 業 古 宇 田 栄 増 校 長 会 津 農 林 佐 藤 邦 夫 教 諭 会 津 農 林

工 業 関 根 敬 次 校 長 福 島 工 業 山 口 真 二 教 諭 郡 山 北 工 業

商 業 齋 藤 義 人 校 長 福 島 商 業 鈴 木 政 直 教 諭 福 島 商 業

家 庭 金 丸 知 正 校 長 相 馬 農 業 朝 倉 由 美 教 諭 相 馬 農 業

科 学 柳 橋 幸 生 校 長 葵 滝 沢 全 教 諭 若 松 商 業

定 通 坂 上 正 美 校 長 い わ き 光 洋 村 田 富 美 恵 教 諭 い わ き 光 洋

養 護 教 育 荒 正 文 校 長 あ ぶ く ま 養 護 高 澤 俊 郎 教 諭 あ ぶ く ま 養 護

国 際 教 育 遠 藤 宏 之 校 長 須 賀 川 桐 陽 慶 徳 芳 夫 教 諭 須 賀 川 桐 陽

� � � 邊 見 廣 一 校 長 大 沼 松 本 靖 弘 教 諭 大 沼

郷 土 芸 能 金 丸 知 正 校 長 相 馬 農 業 中 野 幹 夫 教 諭 相 馬 農 業

文 芸 小 平 良 男 校 長 磐 城 橋 本 忠 広 教 諭 磐 城



イ 第22回福島県高等学校総合文化祭

県内高校生の文化活動の成果発表と相互の交流を目的

として､ 県南地区を中心に､ 全県内において､ 平成15年

５月から平成16年２月まで､ 専門部の行事を開催すると

ともに､ 平成15年11月14日に郡山市において総合発表会

を開催した｡
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部 門 期 日 場 所 内 容 参加校・参加者数

総 合 発 表 会 11月14日�
郡 山 女 子 大 学
建 学 記 念 講 堂

優秀団体､ 優秀指導者等の表彰を含む
式典､ 県南支部生徒によるアトラクショ
ン､ 15専門部の代表生徒による発表､
展示等｡

発 表 者 525名

観 覧 者 1,172名

実行委員 216名

将 棋 ５月24日� 郡 山 市 中 央 公 民 館 第39回全国高等学校将棋選手権大会福
島県大会 14校 105名

放 送 文 化 ６月９日�
～13日�

福島県文化センター・
桜の聖母学院高等学校

第50回全国高等学校放送コンテスト福
島県大会 25校 75名

合唱・吹奏楽・
器楽･管弦楽

６月19日�
～20日�

郡山市民文化センター・
須賀川市文化センター

第22回福島県高等学校総合文化祭音楽
部門

音楽３部門
116団体 4,661名

農 業

６月19日�
～20日�

相 馬 農 業 高 校
双 葉 翔 陽 高 等 学 校 福島県学校農業クラブ連盟技術競技大

会 13校 306名
７月８日�

～９日�
県 畜 産 試 験 場

囲 碁 ６月21日�
県 立 福 島 高 等 学 校
梅 苑 会 館

第27回全国高等学校囲碁選手権大会福
島県大会 9校 61名

工 業 ９月５日� 白 河 実 業 高 等 学 校 第10回福島県高等学校ロボット競技大
会 12校 323名

国 際 教 育 10月２日� 須賀川市文化センター 第16回国際理解のための弁論大会 6校 21名

文 芸 10月３日� ラ フ ィ ー ネ 郡 山 第１回福島県高等学校総合文化祭文芸
部門 13校 104名

定 通 10月８日� 郡 山 萌 世 高 等 学 校 第51回福島県高等学校定時制通信制生
徒生活体験発表会

7校 41名
聴取生 89名

書 道

10月22日�
～28日�

郡山市民文化センター

第22回福島県高等学校総合文化祭書道
展

30校 275名
10月29日�

第22回福島県高等学校総合文化祭合評
会・講演会

科 学 11月６日�
～７日�

ユ ラ ッ ク ス 熱 海 第16回福島県高等学校生徒理科研究発
表会並びに作品展示会 20校 232名

� � 	
11月６日�

～７日�
国 立 磐 梯 青 年 の 家 第36回福島県高等学校青少年赤十字県

大会 31校 147名

美 術 ・ 工 芸 11月６日�
～９日


須 賀 川 ア リ ー ナ 第30回福島県高等学校美術展
600名

出品 329点

養 護 教 育 11月11日�
～13日�

ビ ッ グ ア イ 養護教育諸学校作品展 14校 330名

商 業 11月14日�
～15日�

北塩原コミュニティー
セ ン タ ー

第９回福島県高等学校生徒商業研究発
表 15校 157名

写 真 11月14日�
～16日


郡 山 女 子 大 学
建 学 記 念 講 堂

第22回福島県高等学校総合文化祭写真
展 60校 1,250名

家 庭 11月20日�
～21日�

サ ン ラ イ フ 原 町 第51回福島県高等学校家庭クラブ連盟
研究発表大会 38校 202名

演 劇 11月22日�
～24日�

郡山市民文化センター 第57回福島県高等学校演劇コンクール 28校 585名

郷 土 芸 能 ２月８日
 サ ン ラ イ フ 原 町 郷土芸能発表大会 1校 82名

ウ 第27回全国高等学校総合文化祭への派遣

平成15年８月８日から８月12日まで､ 福井県で開催さ

れた文化祭に101名を派遣した｡

[参加部門及び参加生徒数]

演劇２名､ 合唱43名､ 美術・工芸３名､ 書道７名､

写真８名､ 放送文化24名､ 囲碁５名､ 将棋５名､

文芸３名､ 県代表１名



イ 参 加 行 事 � 21世紀うつくしまヤングアートフェスタ

高校生の文化活動について､ 多くの県民がその成果を鑑

賞し理解を深める機会とするとともに､ 中学生を中心とし

た次期活動世代の文化活動への動機付けをはかることによ

り､ 継続的な芸術文化活動の環境整備・充実とこれによる

文化の振興を目指して開催した｡

ア 主 催

福島県教育委員会､ 財団法人福島県文化振興事業団､

いわき市教育委員会

イ 開 催 日 時

平成15年12月７日� 13�00～17�00
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区分
部門 行 事 数 参加者(点)数 観覧者数

音 楽 7 2,352 5,738

美 術 19 3,328 23,948

舞 踊 7 464 4,849

そ の 他 11 4,233 34,229

計 44 10,377 68,764

� 県 芸 術 祭

県芸術文化団体連合会が主体となって９月から12月までの４か月間を開催期間として実施された｡ 主催行事は県北地区を

中心に23行事が､ また､ 参加行事は､ 全県内において44行事が実施された｡

平成15年度福島県芸術祭主催行事実施状況

ア 主 催 行 事

区 分 行 事 名 開 催 月 日 開 催 場 所 参加者数 観覧者数

開幕行事 平成15度福島県芸術祭開幕式典 ８月31日 郡山市民文化センター 450名 800名

全

県

組

織

文

化

団

体

行

事

第71回福島県美術協会展 10月31日～11月９日 福島県文化センター 300名 2,683名

第41回福島県彫刻会展 10月31日～11月９日 福島県文化センター 67名 2,355名

第31回福島県写真展 11月18日～11月24日 福島県文化センター 374名 3,228名

第57回福島県合唱コンクール ８月29日～８月31日 いわき市平市民会館 125団体 450名

第41回福島県吹奏楽コンクール ７月31日～８月３日 郡山市民文化センター 5,000名 5,486名

福島県三曲演奏会 10月５日 郡山市民文化センター 165名 408名

現代吟詠のつどい第20回吟詠大会
並びに真伝白虎隊詩第16回県大会 11月１日 郡山市視聴覚センター 266名 60名

福島県吟剣詩舞道第37回大会 10月５日 須賀川市文化センター 980名 300名

福島県俳句大会 10月19日 郡山市日本大学工学部 3,400名 330名

第51回福島県短歌祭 10月19日 郡山市民文化センター 315名 281名

詩祭・講演と朗読のつどい ９月27日 郡山市民交流プラザ 21名 60名

第42回県芸術祭川柳大会 10月４日 郡山市ビックアイ 2,600名 130名

第39回福島県おかあさん合唱祭 10月12日 福島市音楽堂 900名 1,100名

ふくしま民謡のつどい2003 11月９日 サンライズ本宮 400名 500名

福島県書作家連盟第22回展 11月27日～11月30日 福島県文化センター 102名 1,019名

第43回福島県書道協会展 11月14日～11月16日 福島県文化センター 848名 1,550名

第31回福島県謡曲大会 10月５日 郡山市喜久田ふれあいセンター 280名 300名

福島県声楽協会第20回記念演奏会 11月３日 会津風雅堂 23名 773名

第29回福島県日本画協会展 ９月18日～９月21日 福島県文化センター 223名 1,331名

第５回オペラガラコンサート 11月24日 福島県文化センター 8名 280名

うつくしま日本舞踊の祭典 ９月14日 郡山市民文化センター 50名 1,275名

計 23 行 事 24,699名



ウ 会 場

いわき市平市民会館

エ 出 演 者

郡山女子大学附属高等学校マーチングバンド部､ 熊田

誠 (内郷高校・ソシアルダンス)､ 吉田三紀 (奥羽大学・

同)､ 渡部理恵 (磐城高校・ジャズダンス)､ 矢吹朱紗美

(同)､ 遠藤慧子 (同)､ 上平奈津季 (平商業高校・同)､

大橋睦美 (平第三中学校・同)､ 木幡麻衣 (同)､ 坂本旭

野 (豊間中学校・同)､ 小名浜高校演劇部､ 安積高校放

送委員会､ 平商業高校郷土芸能保存会､ 橘高校合唱団､

安積黎明高校合唱団､ 根本昭夫 (安達東高校・語り部)､

平商業高校吹奏楽部､ 湯本高校吹奏楽部､ 磐城高校吹奏

楽部､ 大井川将貴 (磐城桜が丘高校・司会)､ 高橋彩乃

(湯本高校・司会) 佐藤有佳里 (湯本高校・手話通訳)

オ 入 場 者

約1,600名

� 子ども芸術スクール

夏期休業中に､ 小中学生を対象として､ プロの芸術家を

インストラクターに招いて､ 合宿による文化体験､ 文化活

動支援事業を実施した｡

ア 主 催 福島県教育委員会

イ 会 場 福島県青少年会館

ウ 日 程 ２泊３日

エ 参加人数 小学生72名 中学生92名

オ コ ー ス 美術創作コース (小中各２回)

伝統文化コース (小１回)

音楽コース (中１回)

カ 講 師

小学生美術創作コース 吉田イサム､ 玉川岩雄

伝統文化コース 竹澤悦子

中学生美術創作コース 玉川信一､ 斎藤久六

音楽コース 尚美学園大学教授外11名

３ 芸術鑑賞の機会の確保

家 庭 劇 場

本格的な文化施設を有しない地域の県民のために､ 優れ

た舞台芸術を巡回講演して､ 家族ぐるみで芸術を鑑賞する

ことを奨励し､ 豊かな家庭づくりを進めるとともに､ 地域

文化の振興に役立てる目的で19か所で開催した｡

� 主 催

福島県教育委員会､ �福島県文化センター､ 開催地教育

委員会､ �日本青少年文化センター､ �日本児童演劇協会

� 公 演 内 容

古典芸能・舞踊公演

タイトル 日本伝統演劇の笑い ｢狂言｣

公演団体 大蔵流 (山本会) 山本東次郎・則直・則俊

ほか

入場者数 1,816名 (３公演)

音楽公演

タイトル アクワバコンサート

～ガーナの熱い鼓動～

公演団体 アクワバ､ 百花千草

入場者数 2,002名 (４公演)

児童劇団公演

タイトル 人形劇 ｢あやうしズッコケ探険隊｣

公演団体 人形劇団ひとみ座

入場者数 4,613名 (12公演)

４ 文化振興基金の充実と活用

県民の文化活動の活発化に伴い､ 県民一人ひとりが自主的

に文化を楽しみ創りだす動きを助長し､ 県民の間に文化活動

が根づくよう文化活動に対する支援を行った｡

また､ 文化活動に関し､ 優れた成績を収め､ 本県文化の普

及・向上・保存及び伝承に貢献した個人及び団体を表彰した｡
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� 助 成 状 況

種 別 件 数 金 額

成 果 発 表 事 業 82件 7,825千円

発表会等への参加事業 12 2,576

文 化 団 体 へ の 事 業 費 5 7,500

特 認 事 業 1 300

文 化 財 保 護 事 業 1 100

計 101件 18,301千円

� 顕 彰 者

部 門 氏 名

美 術 藤 田 利 雄

音 楽 会 津 市 民 オ ー ケ ス ト ラ

〃 渡 部 正 喬

文 学 波 汐 國 芳

文 化 財 の 保 護 須 賀 川 史 談 会



第３節 文化財の愛護と伝統文化の継承

１ 文化財保護体制の充実

� 指定文化財保護体制の充実 (文化財パトロール)

文化財保護の万全を期すため､ 民間の有識者21名を文化

財保護指導委員に委嘱し､ パトロール計画に基づいて､ 定

期的に国・県指定重要文化財や重要遺跡の巡視を行い､ そ

の実態把握に努めた｡ また､ この巡視結果に基づいて､ 市

町村教育委員会の協力を得ながら文化財の所有者等に対し

指導・助言を行うとともに､ 文化財保護の啓発普及に努め

た｡

� 文化財保護指導者講習会

ア 趣 旨

文化財に関する知識の普及と愛護精神の高揚を図るた

め､ 文化財の保護について指導的立場にある関係者に対

し､ 文化財に関する専門的事項について講習を行い､ 市

町村における文化財保護行政の進展に役立てる｡

イ 期日及び場所

平成15年７月24日�～25日�

船引町

ウ 内 容

� 講義内容及び講師

� ｢江戸幕府撰国絵図と福島の諸藩｣

福島県歴史資料館歴史資料課課長補佐

阿 部 俊 夫

� ｢御霊信仰と御霊除け｣

福島県立会津大学講師 懸 田 弘 訓
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文化財保護指導委員

教 育
事務局 担当地区 氏 名 所 属 ・ 職 業 等

県 北

福 島 石 井 宏 幸 福島市立岳陽中学校教諭

伊 達 高 橋 圭 次 川俣町文化財保護審議会
委員

安 達
(前)若 林 伸 亮 本宮町史編纂委員

(後)浅 間 秀 幸 県立郡山東高等学校教諭

県 中

郡 山 伊 藤 堯 信 郡山地方史研究会会員

岩 瀬 橋 本 公 夫 岩瀬村公民館

石 川 芳 賀 満 石川町文化財保護審議会
委員

田 村 山 口 晋 三春町歴史民俗資料館学
芸員

県 南
西 白 河 溝 井 力 男 福島県県政相談員

東 白 川 遠 藤 仁 人 白河市少年センター所長

会 津

北 会 津 長 尾 修 会津若松ザベリオ学園高
等学校教諭

両 沼 五十嵐 稔 三島町文化財専門委員

耶麻西部 佐 藤 光 義 日本考古学協会員

耶麻北部 山 � 四 朗 日本考古学協会員

耶麻東部 五十嵐 清 一 福島県考古学会員

南会津
南会東部 佐 藤 守 男 下郷町文化財保護審議会

委員

南会西部 堀 金 保 男 只見町文化財調査委員

相 双

相双北部 狭 川 麻 子 原町市教育委員会文化財
課調査補助員

相双中部 門 間 真一郎 原町市文化財専門委員

相双南部 山 田 廣 富岡町文化財専門調査員

いわき

い わ き
北 部 中 山 雅 弘 �いわき市教育文化事業

団

い わ き
南 部 小 野 佳 秀 �いわき市教育文化事業

団

平成15年度パトロール実施件数

教 育
事務所 地 区 市町

村数
パトロール
対象箇所数 管内計

パトロール
実 施 件 数
(年２回)

県 北

福 島 1 25

73 146伊 達 9 24

安 達 7 24

県 中

郡 山 1 26

102 204
岩 瀬 5 27

石 川 7 25

田 村 5 24

県 南
西 白 河 7 30

56 112
東 白 川 5 26

会 津

北 会 津 4 23

120 240

両 沼 5 21

耶 麻 西 部 4 24

耶 麻 北 部 4 28

耶 麻 東 部 4 24

南会津
南 会 東 部 4 18

36 72
南 会 西 部 3 18

相 双

相 双 北 部 4 22

68 136相 双 中 部 3 24

相 双 南 部 7 22

いわき
いわき北部

1
27

50 100
いわき南部 23

計 21 90 505 505 1,010



� 現地研修

国指定重要文化財 ｢堂山王子神社本殿｣

県指定重要無形民俗文化財

｢磐城街道沿いのオニンギョウサマ製作の習俗｣ 他

� 文化行政担当者会議

ア 趣 旨

県内市町村の文化行政担当者を対象として､ 職務遂行

上必要な事項に関する講習会を実施し､ 文化財保護等に

関する知識を高め､ もって文化行政の円滑な推進を図る｡

イ 期日及び場所

� 平成15年５月26日�～27日�

� 福島市 県庁西庁舎12階 ｢講堂｣

ウ 内 容

� 指定文化財の保護について

� 埋蔵文化財の保護について

� 文化財関係補助制度について

� 芸術文化の振興について

� 銃砲刀剣類の登録制度について

� 文化財センター白河館の研修について

２ 文化財保存調査の推進

� 特別天然記念物カモシカ調査

特別天然記念物カモシカの安定的維持､ 繁殖のため､ そ

れぞれの保護地域内において､ 生息状況､ 生息環境状況等

を調査した｡

調査地域

通常調査 越後・日光・三国山系保護地域 (只見町､

檜枝岐村)

特別調査 朝日・飯豊山系保護地域 (福島市､ 猪苗代

町､ 北塩原村､ 喜多方市､ 熱塩加納村､ 山

都町､ 西会津町)

� 祭り・行事調査事業

ア 目 的

県内で行われている伝統的な祭り・行事を調査し､ 今

後の保護施策の推進や地域文化の振興に寄与する｡

イ 内 容

学識経験者を委員とする調査委員会の指導により､ 平

成14年度に選定した祭り・行事について詳細調査を実施

した｡

� 文化財指定調査

歴史上､ 芸術上又は学術上価値の高い文化財の中から重

要なものを選定し､ 指定のための調査を行った｡

なお､ 県文化財保護審議会の答申に基づき､ 平成16年３

月23日付けをもって､ 次の文化財を県指定重要文化財等と

して指定した｡

― 128 ―

ア 平成15年度福島県指定文化財の指定

種 別 名 称 員 数 所 在 の 場 所 所 有 者

重

要

文

化

財

建 造 物 洗 心 亭 １棟
二本松市郭内３丁目232番地
二本松城跡内

二本松市

考 古 資 料 関和久官衙遺跡出土品 一括
白河市白坂字一里段86番地
福島県文化財センター白河館

福島県

歴 史 資 料 白河城御櫓絵図 ２巻
白河市字中田７番地の１
白河市歴史民俗資料館

白河市

歴 史 資 料
阿武隈川舟運図
附 附箋

１巻
９枚

福島市上町５番１号
福島市資料展示室

福島市

新 指 定 ４件 (重要文化財 ４件)



３ 埋蔵文化財の保護の充実

� 埋蔵文化財保護体制

県土の開発に伴い開発側との事前協議の重要性が高まっ

ている｡ また､ 遺跡の保護に対する県民の関心も増加して

おり､ 埋蔵文化財保護対策を支える発掘調査体制の充実を

図ってきた｡ 県では､ �福島県文化振興事業団遺跡調査課

の体制強化を進めてきており､ 現在､ 財団職員36名､ 派遣

職員３名､ 計39名体制 (欠員１名) で調査にあたっている｡

� 開発事業地内の保護対策

開発事業地内の遺跡の保護は､ ①遺跡の所在・範囲・内

容等を明らかにする ｢分布調査｣ の結果により､ ②事業者

と遺跡の保護策を ｢保存協議｣ し､ ③現状保存できない場

合は､ ｢発掘調査｣ により調査報告書を作成し ｢記録保存｣

することで対応している｡

ア 分 布 調 査

開発地内の詳細な分布調査を行い､ 遺跡の保存協議の

資料とするもので､ 表面調査と試掘調査が行われる｡ 表

面調査は原町火力発電所石炭灰埋立場予定地内3.2ha､

試掘調査は､ 常磐自動車路線内23箇所､ 一般国道６号相

馬バイパス路線内３箇所､ 東北中央自動車道路線内１箇

所､ 会津縦貫北道路線内３箇所､ 原町火力発電所石炭灰

埋立場予定地内５箇所について実施した｡

イ 保 存 協 議

前年度からの継続協議を含め､ 次の事業について関係

機関と保存協議を実施した｡

あぶくま南道路､ 常磐自動車道､ 一般国道６号相馬バ

イパス､ 会津縦貫北道路､ こまちダム､ 県営かんがい排

水事業相馬第二地区､ 東北中央自動車道､ 阿武隈東道路､

一般国道289号南倉沢バイパス､ 原町火力発電所石炭灰

埋立場の関係機関､ 国道・県道の工事事務所等｡

ウ 発 掘 調 査

県教育委員会では､ 開発に伴う発掘調査を�福島県文

化振興事業団に委託し､ 下記の遺跡について実施した｡

常磐道�山岸硝庫跡外３遺跡 (15,700㎡)､ 原町火力

発電所石炭灰埋立場�割田�遺跡外３遺跡 (44,400㎡､

表土剥ぎのみ8,400㎡を含む)､ こまちダム�西田�遺跡

外３遺跡 (5,100㎡)､ 一般国道６号相馬バイパス�山中

�遺跡 (1,250㎡) 及び会津縦貫北道路�荒屋敷遺跡

(2,600㎡)､ 一般国道289南倉沢バイパス�木賊遺跡

(3,000㎡)である｡ また､平成14年度に発掘調査を行っ

た､ あぶくま南道路�中根館跡外１遺跡の発掘調査報告

書を刊行した｡

なお､ 県内の各市町村における開発事業関連の発掘調

査は市町村教育委員会が実施しているが､ 遺跡の重要性

や調査体制を考慮し､ 必要に応じ県が指導している｡

主なものは､ 以下でのとおりある｡

� 埋蔵文化財保護体制充実のための研修

ア 福島県文化財センター白河館文化財研修

平成12年度まで､ 計28回にわたり､ ｢福島県埋蔵文化

財発掘技術者研修会を実施してきたが､ 平成13年度から

は､ 財団法人福島県文化振興事業団に委託し､ 福島県文

化財センター白河館文化財研修として実施している｡

イ 独立行政法人奈良文化財研究所埋蔵文化財センター

埋蔵文化財発掘技術者等研修
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�福島県文化振興事業団遺跡調査課職員定数

年度 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 元 ２

人員 9 15 20 23 26 26 30 40 44 47 47 55 60

年度 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

人員 60 62 62 62 62 62 62 68 68 76 61 40 40

市町村名 遺 跡 名 市町村名 遺 跡 名

県

北

福 島 市 西ノ向D遺跡

会

津

会津若松市 旧滝沢本陣

〃 戸上向D遺跡 〃 武家屋敷跡

〃 大平･後関遺跡 〃 会津藩主松平
家墓所

〃 本内館跡 〃 会津松平氏庭
園

川 俣 町 山木屋館跡 〃 赤井遺跡

保 原 町 大地内A遺跡 磐 梯 町 慧日寺跡

二本松市 二本松城址 河 東 町 郡山遺跡

大 玉 村 下舘跡 塩 川 町 荒屋敷遺跡

県

中

郡 山 市 大安場古墳 会津坂下町 薬王寺遺跡

〃 守山城跡 〃 陣が峯城跡

〃 大鏑館跡 会津高田町 油田遺跡

〃 荒井猫田遺跡 湯 川 村 桜町遺跡

須賀川市 栄町遺跡 会津本郷町 向羽黒山城跡

〃 猿池館跡遺跡
南
会
津

田 島 町 教林寺跡

長 沼 町 西町B遺跡 〃 鴫山城

船 引 町 前田遺跡 下 郷 町 和田遺跡

県

南

白 河 市 谷地久保古墳
相

双

原 町 市 町川原遺跡

〃 観音山横穴墓
群 小 高 町 浦尻貝塚

中 島 村 新田遺跡 富 岡 町 後作�遺跡

棚 倉 町 棚倉城跡 楢 葉 町 代東遺跡

矢 祭 町 岡野田遺跡 い
わ
き

いわき市 夏井廃寺跡

〃 松葉平遺跡 〃 根室遺跡

研修名称 期 日 氏 名 所 属

化学分析
調査過程

９月17日～
９月19日 坂田由紀子 �福島県文化振興

事業団

遺跡環境
調査過程

10月16日～
10月31日 稲村 圭一 �福島県文化振興

事業団



� 埋蔵文化財保護普及活動

埋蔵文化財調査報告書の刊行

ア 福島県内遺跡分布調査報告 10

イ 常磐自動車道遺跡調査報告 37

ウ 会津縦貫北道路遺跡発掘調査報告 ３

エ 福島空港・あぶくま南道路遺跡発掘調査報告 17

オ 一般国道289号南倉沢バイパス遺跡発掘調査報告 ２

カ こまちダム関連遺跡発掘調査報告 ２
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平成15年度 発掘調査件数

(平成15年４月～16年３月)

県 北 県 中 県 南 会 津 南 会 津 相 双 い わ き 計

農 業 関 係 (国・県・団体) 0 3 0 9 0 2 0 14

都 市 計 画 等 0 3 0 0 0 0 1 4

道 路 建 設 5 3 3 4 1 9 3 28

河 川 ・ ダ ム ・ 空 港 2 4 0 0 1 0 0 7

宅 地 造 成 等 1 0 1 0 0 0 0 2

学 校 建 設 0 0 0 0 0 0 1 1

そ の 他 の 建 物 0 3 0 0 0 0 0 3

河川･ダム･空港･港湾･鉄道 0 0 1 1 0 0 0 2

ゴ ル フ 場 ・ 土 取 り 0 0 0 0 0 0 0 0

公 園 建 設 等 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 6 0 6

史 跡 整 備 等 0 1 1 4 0 0 0 6

学 術 調 査
(保存目的の調査を含む) 1 2 0 0 0 2 1 6

計 9 19 6 18 2 19 6 79

※ 発掘調査件数の内訳は､ 県教育委員会が実施したもの15件､ 市町村教育委員会が実施したもの64件です｡

※ 開発に伴う事前協議のための試掘調査は含まれておりません｡

� 県内の発掘調査等の状況

発掘調査の原因別・地区別の通知等の件数は別表のとお

りである｡

原因では､ 道路建設・農業関係に伴うものが多くを占め､

河川・ダム等に伴う発掘調査が続く｡

埋蔵文化財の発掘調査は､ 件数・面積とも増加の一途を

たどってきたが､ 全国的に見ると平成９年を境に減少傾向

を見せている｡ 県内の調査もここ数年､ 年度によって差は

あるものの同様の傾向を見せている｡

また､ 最近の傾向として開発事業に対応する調査ばかり

でなく､ 遺跡の保存を目的とする事前の調査が行われてい

ることが特徴である｡

なお､ 開発に伴う事前協議のための試掘確認調査は､ 平

成15年度において事業別で167件行われた｡
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� 平成15年度試掘確認調査及び発掘調査一覧
ア 平成15年度試掘確認調査一覧

№ 遺 跡 名 所 在 地 調 査
主 体 者

試掘確認調査
実 施 期 間

対 象
面積㎡

調 査
面積㎡ 時 代 種 別 調査原因

１ 原 宿 遺 跡 福島市荒井字原宿 福島市教委 6月18日～
7月15日 6,001 568 縄 文 散布地 工場

２ 八 方 塚 � 遺 跡 福島市飯坂町茂庭字八方塚 福島市教委 5月22日 400 30 不 明 不 明 ダム

３ 戸 上 向 遺 跡 福島市飯坂町茂庭字戸上向 福島市教委 5月21日～
5月30日 2,550 242 縄 文 集落跡 ダム

４ 大平・後関遺跡 福島市佐原字大平､ 御関 福島市教委 10月 1日 150 4 縄 文 集落跡 道路

５ 山 ノ 下 遺 跡 福島市渡利字丸滝 福島市教委 4月15日～
4月21日 330 24 古墳･平安 集落跡 個人住宅

６ 山 ノ 下 遺 跡 福島市渡利字大久保 福島市教委 7月15日～
7月18日 141 9 弥生･古墳 集落跡 個人住宅

７ 勝 口 前 畑 遺 跡 福島市西土地区画整理事業 福島市教委 5月23日 824 10 弥生･平安 集落跡 住宅

８ 本 内 館 跡 福島市本内字南古舘 福島市教委 9月 2日～
10月 9日 2,203 351 平 安 ､

中 ･ 近 世 城館跡 宅地造成

９ 大 森 城 跡 福島市大森字本丸､ 北館 福島市教委 11月26日～
11月18日 1,050 38 中 世 城館跡 公園造成

10 本 町 裏 遺 跡 福島市大森字本町裏 福島市教委 7月28日 328 16 弥生･古墳 古 墳 個人住宅

11 腰 浜 遺 跡 福島市腰浜町 福島市教委 10月14日～
10月17日 1,568 44 古墳･平安 集落跡 店舗

12 扇 田 遺 跡 福島市下鳥渡字扇田 福島市教委 11月14日～
10月17日 110 72 弥生･古墳 集落跡 住宅造成

13 勝 口 前 畑 遺 跡 福島市野田町字加賀屋敷 福島市教委 8月27日～
9月19日 289 120 古墳･平安 集落跡 個人住宅

14 勝 口 前 畑 遺 跡 福島市野田町字加賀屋敷 福島市教委 8月 5日 211 6 平 安 集落跡 個人住宅

15 椿 館 跡 福島市渡利字弁天山・山ノ
下前ほか 福島市教委 10月29日 3,350 36 縄 文 集落跡・

城館跡 公園造成

16 勝 口 前 畑 遺 跡 福島市西土地区画整理事業 福島市教委 9月 8日～
9月 9日 794 16 古墳･平安 集落跡 個人住宅

17 腰 浜 廃 寺 跡 福島市腰浜町 福島市教委 11月18日 429 4 古墳･平安 社寺跡 個人住宅

18 福 島 城 跡 福島市舟場町 福島市教委 1月 6日～
1月13日 1,072 95 近 世 城館跡 住宅

19 勝 口 前 畑 遺 跡 福島市八島田字道端 福島市教委 1月20日 2,135 7 古墳･平安 集落跡 住宅

20 北 五 老 内 遺 跡 福島市北五老内町 福島市教委 2月 4日～
2月 5日 2,235 40 平 安 散布地 店舗

21 平 田 館 福島市飯坂町平野字大館､
高石仏 福島市教委 3月15日～

3月22日 2,000 99 中 世 城館跡 道路

22 山 ノ 下 遺 跡 福島市渡利字山ノ下 福島市教委 3月 8日 100 2 古墳･平安 集落跡 住宅

23 大平・後関遺跡 福島市佐原字後関 福島市教委 2月20日 485 4 縄 文 集落跡 住宅兼店舗

24 勝 口 前 畑 遺 跡 福島市西土地区画整理事業 福島市教委 3月10日 1,747 17 弥生･近世 集落跡 住宅

25 山 木 屋 館 跡 川俣町山木屋字神武山 川俣町教委 5月19日～
5月22日 2,200 68 中 世 城館跡 道路

26 油 畑 遺 跡 川俣町小綱木字油畑 川俣町教委 6月 9日～
6月18日 432 72 縄 文 散布地 道路

27 関 場 山 遺 跡 川俣町小綱木字関場山 川俣町教委 6月 9日～
6月18日 976 54 縄 文 散布地 道路

28 金 秀 寺 遺 跡 伊達町字中畑 伊達町教委 3月 1日～
3月 9日 104 77 平 安 散布地 宅地造成
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№ 遺 跡 名 所 在 地 調 査
主 体 者

試掘確認調査
実 施 期 間

対 象
面積㎡

調 査
面積㎡ 時 代 種 別 調査原因

29 山 崎 条 里 遺 構 国見町大字山崎字数田 国見町教委 10月 9日 700 60 奈良･平安 散布地 土地区画整
理

30 小 蓋 � 遺 跡 保原町字小蓋・清水町 保原町教委 9月 3日～
10月17日 330 73 中 世 散布地 道路

31 小 蓋 � 遺 跡 保原町字小蓋 保原町教委 2月 9日～
2月13日 300 25 平安､中世 散布地 道路

32 東 小 蓋 遺 跡 保原町字東小蓋 保原町教委 9月 3日～
10月17日 315 40 中 世 散布地 道路

33 舟 橋 遺 跡 保原町大字大泉字舟橋 保原町教委 3月 2日 560 63 縄文､古墳 散布地 道路

34 二 本 松 城 址 二本松市郭内三丁目 二本松教委 4月14日 280 24 中世～近世 城館跡 住宅

35 馬 場 平 遺 跡 二本松市馬場平 二本松教委 5月28日 239 20 縄文･古墳 散布地 個人住宅

36 上 竹 遺 跡 二本松市上竹一丁目 二 本 松 市
教 委

5月29日～
5月30日 520 42 奈良～平安 散布地 住宅

37 石 畑 遺 跡 二本松市石畑 二 本 松 市
教 委

10月20日～
10月24日 755 76 縄 文 散布地 道路

38 星 内 遺 跡 大玉村玉井字星内 大玉村教委 7月17日～ 230 20 縄文･奈良 散布地 その他建物

39 行 屋 遺 跡 大玉村大山字行屋 大玉村教委 9月16日 513 75 弥生･古墳･
奈 良 散布地 個人住宅

40 玉 貫 遺 跡 大玉村大山字玉貫 大玉村教委 10月21日 1,187 12 弥生･古墳 散布地 道路

41 三 合 目 遺 跡 大玉村大山字三合目 大玉村教委 11月15日 419 45 平 安 散布地 個人住宅

42 北 ノ 脇 遺 跡 本宮町大字高木字平内 本宮町教委 3月29日 97 60 縄文･近世 散布地 他の農業関
係

43 綱 木 館 跡 東和町太田字綱木 東和町教委 6月12日～
6月18日 361 144 中 世 城館跡 ガス電気水

道等

44 荒 井 猫 田 遺 跡 郡山市字川向 郡山市教委 4月 9日～
4月15日 7,000 405 弥生､奈良､

中 世 散布地 地区画整

45 神 明 町 遺 跡 郡山市神明町 郡山市教委 4月23日 329 17 奈良･平安 散布地 住宅

46 南 陽 寺 跡 郡山市西田町土棚字内出 郡山市教委 4月24日 289 11 中 世 社寺跡 ガス電気水
道等

47 鹿 島 館 跡 郡山市西田町土棚字内出 郡山市教委 4月24日 289 10 中 世 城館跡 ガス電気水
道等

48 並 木 遺 跡 郡山市桑野五丁目 郡山市教委 5月 7日 300 15 縄文､平安 散布地 個人住宅

49 鳴神･柿内戸遺跡 郡山市富久山町福原字柿内
戸 郡山市教委 5月21日 168 14 縄文､古墳

～ 平 安 散布地 その他開発

50 荒 井 猫 田 遺 跡 郡山市城清水 郡山市教委 5月22日～
5月23日 8,300 240 弥生､奈良､

中 世 散布地 土地区画整
理

51 中 台 遺 跡 郡山市富久山町久保田字中
台 郡山市教委 6月 4日 601 26 古墳､平安 散布地 個人住宅

52 一 本 松 遺 跡 郡山市並木一丁目 郡山市教委 6月 5日 205 16 奈 良 散布地 個人住宅

53 明 見 塚 古 墳 郡山市安積町笹川字明見前 郡山市教委 6月11日～
6月12日 320 13 古 墳 古 墳 その他開発

54 清 水 台 遺 跡 郡山市清水台二丁目 郡山市教委 6月24日 240 34 奈良･平安 官衙跡 その他建物

55 大 十 内 遺 跡 郡山市富田町字鶴蒔田 郡山市教委 7月 1日 2,200 85 平 安 散布地 その他開発

56 郡 山 館 跡 郡山市西ノ内一丁目 郡山市教委 7月10日 1,708 32 中 世 城館跡 宅地造成

57 鳴 神 ・ 柿 内 戸
遺 跡 郡山市富久山町字町田 郡山市教委 7月11日 116 8 縄文､古墳

～ 平 安 散布地 個人住宅
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№ 遺 跡 名 所 在 地 調 査
主 体 者

試掘確認調査
実 施 期 間

対 象
面積㎡

調 査
面積㎡ 時 代 種 別 調査原因

58 物 見 段 遺 跡 郡山市田村町正直字天井田 郡山市教委 7月16日 447 18 奈良･平安 散布地 個人住宅

59 阿 久 戸 遺 跡 郡山市富田町上ノ内 郡山市教委 7月17日 297 10 弥生､古墳､
平 安 散布地 個人住宅

60 0 清 水 台 遺 跡 郡山市赤木町 郡山市教委 8月22日 387 18 奈良･平安 官衙跡 個人住宅

61 旧 屋 敷 遺 跡 郡山市安積町日出山字新鍬 郡山市教委 8月28日 361 11 縄 文 散布地 個人住宅

62 神 明 町 遺 跡 郡山市神明町 郡山市教委 8月29日 268 13 奈良･平安 散布地 個人住宅

63 郡 山 館 跡 郡山市西ノ内一丁目 郡山市教委 9月 2日 957 21 中 世 城館跡 住宅

64 荒 井 猫 田 遺 跡 郡山市字川向 郡山市教委 10月 1日～
10月 2日 6,900 228 弥生､奈良､

中 世 散布地 土地区画整
理

65 道 内 遺 跡 郡山市中田町木目沢字五斗
蒔田 郡山市教委 10月30日～

11月10日 10,470 114 縄 文 散布地 土地区画整
理

66 舟場遺跡･仲平遺
跡 ･ 南 川 面 遺 跡

郡山市日和田町梅沢字舟場･
仲平･向田 郡山市教委 11月13日～

11月19日 13,700 157 縄文､古墳､
奈良･平安 散布地 河川

67 荒 屋 敷 遺 跡 郡山市新屋敷 郡山市教委 11月26日 1,566 27 奈良･平安 散布地 その他開発

68 阿 久 戸 遺 跡 郡山市町東二丁目・三丁目 郡山市教委 11月27日～
12月 1日 9,217 172 弥生､古墳､

平 安 散布地 その他開発

69 西 荒 井 遺 跡 郡山市西田町丹伊田字西荒 郡山市教委 12月11日 1,415 27 古墳､奈良､
平 安 散布地 道路

70 小川後田�遺跡 郡山市田村町小川字後田 郡山市教委 12月12日～
12月15日 5,650 72 縄文､奈良､

平 安 散布地 その他建物

71 西 原 遺 跡 群 郡山市富田町字大島 郡山市教委 12月17日～ 1,571 36 縄文､古墳
～ 平 安 散布地 その他開発

72 咲 田 遺 跡 郡山市咲田一丁目 郡山市教委 12月22日 503 10 縄文､古墳
～ 平 安 散布地 個人住宅

73 白旗・転沢遺跡 郡山市三穂田町川田字東白
旗 郡山市教委 12月16日～

12月25日 10,000 156 縄文､古墳
～ 平 安 散布地 道路

74 徳定�・�遺跡 郡山市田村町徳定字中河原 郡山市教委 2月13日～ 10,823 100 縄文～平安 散布地 学校建設

75 池 北 遺 跡 郡山市安積町荒井字下中野 郡山市教委 2月19日 3,102 92 古 墳 散布地 その他開発

76 柏 山 遺 跡 郡山市大槻町字柏山 郡山市教委 2月20日 1,374 25 弥 生 散布地 その他開発

77 柏 山 遺 跡 郡山市大槻町字柏山 郡山市教委 2月25日 2,970 50 弥 生 散布地 宅地造成

78 徳定�・�遺跡 郡山市田村町徳定字向前田 郡山市教委 1月 8日～
3月 2日 11,440 65 縄文～平安 散布地 地区画整理

79 新 屋 敷 遺 跡 郡山市新屋敷二丁目 郡山市教委 3月23日 1,811 26 奈良･平安 散布地 住宅

80 牡 丹 平 遺 跡 須賀川市小倉字牡丹平 須賀川教委 8月28日～
8月29日 9,000 16 縄文､弥生 散布地 その他農業

関係

81 須 賀 川 城 跡 須賀川市諏訪町 須賀川教委 9月 1日～
9月 5日 750 72 中 世 城館跡 その他建物

82 米 山 寺 跡 須賀川市西川字坂の上 須賀川教委 11月17日 25 25 中世･近代 社寺跡 その他建物

83 明 内 遺 跡 須賀川市仁井田字沢田 須賀川教委 11月27日～
12月 4日 2,500 427 古墳～平安 散布地 農業基盤整

備

84 福 寿 寺 廃 寺 跡 須賀川市仁井田字明内 須賀川教委 12月 5日～
12月17日 6,100 765 奈良･平安 散布地 農業基盤整

備

85 新 田 館 跡 須賀川市仁井田字舘内 須賀川教委 1月19日～
2月 5日 15,582 1,495 中 世 城館跡 農業基盤整

備

86 西 舘 館 跡 須賀川市仁井田字西舘 須賀川教委 2月 6日～
3月 5日 18,709 2,231 中 世 城館跡 農業基盤整

備
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87 沢 田 � 遺 跡 須賀川市仁井田字沢田 須賀川教委 12月17日～
12月22日 7,150 60 奈良･平安 散布地 農業基盤整

備

88 沢 田 � 遺 跡 須賀川市仁井田字沢田 須賀川教委 2月13日～
3月23日 3,300 160 古墳～平安 散布地 農業基盤基

盤

89 長 沼 城 跡 長沼町大字長沼字日高見山 長沼町教委 7月 1日～
12月25日 2,600 300 中世～近世 城館跡 保存目的

90 祝言坂横穴古墳
群 岩瀬村大字北横田字祝言坂 岩瀬村教委 4月26日～

5月 2日 72,000 100 古 墳 古 墳 その他農業
関係

91 古 内 � 遺 跡 石川町大字沢井字後原 石川町教委 3月 8日～
3月10日 400 70 平 安 集落跡 その他建物

92 大 寺 城 跡 玉川村大字南須釜字南宿 玉川村教委 6月30日～
7月 2日 470 87 中 世 城館跡 宅地造成

93 前 田 遺 跡 船引町大字北鹿又字平畑 船引町教委 10月21日～
12月 3日 15,000 650 縄 文 散布地 保存目的

94 転 坂 遺 跡 白河市字新高山 白河市教委 4月16日 1,550 122 古 墳 散布地 店舗

95 観音山横穴墓群 白河市大字久田野字観音山 白河市教委 4月22日～
4月28日 5,200 41 古 墳 古 墳 宅地造成

96 借 宿 廃 寺 跡 白河市大字借宿 白河市教委 11月 4日～
12月11日 73,105 97 奈良･平安 社寺跡 保存目的

97 舟 舘 古 墳 群 白河市大字舟田字舟舘 白河市教委 12月19日～
12月24日 300 16 古 墳 古 墳 道路

98 関和久官衙遺跡 泉崎村関和久字明地 泉崎村教委 5月12日～
5月23日 200 10 奈良･平安 官衙跡 その他農業

関係

99 関和久官衙遺跡 泉崎村関和久字明地 泉崎村教委 10月20日～
10月30日 3,000 60 奈良･平安 官衙跡 その他農業

関係

100 関 和 久 遺 跡 群 泉崎村関和久字中宿 泉崎村教委 2月 2日～
2月10日 2,000 30 奈良･平安 官衙跡 保存目的

101 棚 倉 城 跡 棚倉町大字棚倉字城跡 棚倉町教委 5月19日～
5月29日 500 46 近 世 城館跡 公園造成

102 2 山 崎 遺 跡 矢祭町戸塚字山崎 矢祭町教委 10月20日～
10月21日 104 10 縄文､奈良 散布地 ダム

103 慧 日 寺 跡 磐梯町大字磐梯字本寺上 磐梯町教委 7月15日～
8月 1日 100 100 古代～近世 寺院跡 ガス電気水

道等

104 慧 日 寺 跡 磐梯町大字磐梯字本寺上 磐梯町教委 12月 4日 10 10 古代～近世 寺院跡 個人住宅

105 萩 平 遺 跡 喜多方市熊倉町雄国字萩平 喜 多 方 市
教 委

8月20日～
10月28日 13,400 1,800 縄文､平安 散布地 その他開発

106 檜 原 遺 跡 喜多方市慶徳町豊岡字檜原 喜 多 方 市
教 委

10月27日～
11月 6日 310 25 古 墳 散布地 道路

107 新 宮 城 跡 喜多方市慶徳町新宮字館ノ
内

喜 多 方 市
教 委

10月31日～
3月17日 350,000 295 中 世 城館跡 その他農業

関係

108 陣 が 峯 城 跡 会津坂下町大字宇内字五目
甲

会津坂下町
教 委

7月22日～
10月20日 440 440 中 世 城館跡 保存目的

109 中 平 遺 跡 会津坂下町大字津尻字中平 会津坂下町
教 委

10月21日～
12月10日 900 900 古墳･平安 集落跡 保存目的

110 浜 崎 遺 跡 湯川村大字浜崎字春日前 湯川村教委 4月 4日 500 2 奈良･平安 散布地 個人住宅

111 桜 町 遺 跡 湯川村大字桜町字八日町 湯川村教委 4月 7日～
4月11日 4,436 240 縄文､古墳､

奈良､平安 散布地 宅地造成

112 桜 町 遺 跡 湯川村大字桜町字明堂 湯川村教委 4月15日～
4月16日 886 33 縄文､古墳､

奈良､平安 散布地 宅地造成

113 桜 町 遺 跡 湯川村大字桜町字西町 湯川村教委 4月22日～
4月23日 1,138 89 縄文､古墳､

奈良､平安 散布地 宅地造成

114 桜 町 遺 跡 湯川村大字桜町字中町 湯川村教委 11月 4日 927 168 縄文､古墳､
奈良､平安 散布地 宅地造成

115 桜 町 遺 跡 湯川村大字桜町字中町等 湯川村教委 8月18日～
8月31日 2,371 79 縄文､古墳､

奈良､平安 散布地 ガス電気水
道等
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116 桜 町 遺 跡 湯川村大字桜町字中町等 湯川村教委 8月18日～
8月31日 3,330 114 縄文､古墳､

奈良､平安 散布地 道路

117 沼 ノ 上 遺 跡 湯川村大字湊字奈良町 湯川村教委 12月 8日 579 30 縄文､古墳､
奈良､平安 散布地 道路

118 下 樽 川 西 遺 跡 湯川村大字田川字中扇田 湯川村教委 11月 6日 390 90 奈良､平安 散布地 その他建物

119 油 田 遺 跡 会津高田町字油田､ 沼ノ上 会津高田町
教 委

9月 1日～
3月31日 9,655 120 縄文～中世 集落跡 農業基盤整

備

120 向 羽 黒 山 城 跡 会津本郷町字船場 会津本郷町
教 委

10月14日～
12月 6日 500,000 250 中 世 城館跡 保存目的

121 教 林 寺 跡 田島町大字後町 田島町教委 12月11日 33 33 近世･近代 社寺跡 土地区画整
理

122 和 田 遺 跡 下郷町大字弥五島字寺岡 下郷町教委 6月 2日～
6月 3日 233 40 縄 文 散布地 ガス電気水

道等

123 中 村 城 跡 相馬市中村字北町 相馬市教委 8月28日～
8月29日 10 10 近 世 城館跡 個人住宅

124 中 村 城 跡 相馬市中村字北町 相馬市教委 9月 2日～
9月 9日 25 25 近 代 城館跡 道路

125 中 村 城 跡 相馬市中村字北町 相馬市教委 12月16日～
12月19日 24 24 近 世 城館跡 個人住宅

126 泉 廃 寺 跡
( 第 20 次 ) 原町市泉字寺家前ほか 原町市教委 4月 1日～

10月15日 120,000 390 奈良･平安 官衙跡 保存目的

127 泉 廃 寺 跡
( 第 21 次 ) 原町市泉字寺家前ほか 原町市教委 10月16日～

3月31日 120,000 140 奈良･平安 官衙跡 保存目的

128 泉 舘 跡 原町市泉字舘前 原町市教委 5月 8日～
3月12日 30,000 400 中世･近世 館 跡 保存目的

129 桜 井 � 遺 跡 原町市上渋佐字原田 原町市教委 7月 4日～
7月 9日 654 100 古墳､奈良､

平 安 散布地 住宅

130 陣 ガ 崎 � 遺 跡 原町市大木戸字南原 原町市教委 7月28日～
8月 2日 788 80 旧 石 器 散布地 個人住宅

131 萱 浜 原 畑 遺 跡 原町市萱浜字原畑 原町市教委 9月24日～
10月 3日 1,729 126 縄文･古墳･

奈良･平安 散布地 その他建物

132 西 町 遺 跡 原町市南町 原町市教委 11月18日～
12月 9日 489 54 旧 石 器 散布地 道路

133 三 島 町 遺 跡 原町市三島町 原町市教委 12月20日～
12月27日 4,340 200 平 安 散布地 その他開発

134 桜 井 � 遺 跡 原町市上渋佐字原田 原町市教委 3月 8日～
3月 9日 65,000 20 古墳､奈良

･ 平 安 散布地 個人住宅

135 荒 神 前 遺 跡 小高町片草字荒神前 小高町教委 6月19日 315 20 縄文～平安 集落跡
･ 古 墳 道路

136 荻 原 遺 跡 小高町羽倉字南沢 小高町教委 8月21日 760 60 旧石器～
縄 文 集落跡 道路

137 村 上 城 跡 小高町村上字舘内・腰地 小高町教委 12月25日 386 10 中 世 城館跡 道路

138 加 賀 後 遺 跡 小高町上浦字大畑､ 加賀後 小高町教委 11月19日～
11月26日 70 23 縄文～平安 貝 塚 道路

139 歓 請 内 遺 跡 小高町飯崎字歓請内 小高町教委 7月29日～
8月 4日 1,273 70 古 墳 散布地 道路

140 植 畑 遺 跡 浪江町大字北幾世橋字植ノ
畑 浪江町教委 7月 7日～

7月11日 12,522 160 縄文～平安 散布地
･ 貝 塚 その他開発

141 東 原 � 遺 跡 双葉町大字郡山字東原 双葉町教委 3月 3日～
3月10日 1,027 188 奈良･平安 散布地 個人住宅

142 後 作 � 遺 跡 富岡町大字上手岡字後作 富岡町教委 9月10日～
9月30日 6,414 2,800 奈良･平安 生 産

遺 跡 その他開発

143 日 南 郷 遺 跡 富岡町大字上手岡字日南郷
ほか 富岡町教委 12月2日～

12月10日 2,176 2,000 縄文､近世 散布地 道路

144 滝 川 製 鉄 跡 富岡町大字上手岡字片倉 富岡町教委 12月15日～
1月23日 6,700 300 近 世 生 産

遺 跡 ダム
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145 高 橋 遺 跡 楢葉町大字井手字高橋 楢葉町教委 9月25日～
10月 4日 2,200 459 縄文､平安 散布地 道路

146 万 谷 遺 跡 いわき市勿来町窪田万谷 い わ き 市
教 委 4月22日 1,975 35 古 墳 散布地 個人住宅

147 渡戸滝中子遺跡 いわき市三和町合戸字仁井
宿

い わ き 市
教 委

4月23日～
4月24日 1,200 38 縄 文 散布地 農業基盤整

備

148 鍛 冶 内 遺 跡 いわき市平下平窪字鍛冶内 い わ き 市
教 委

4月23日～
4月24日 667 36 古墳～平安 散布地 その他開発

149 道 上 遺 跡 いわき市泉町玉露字道上 い わ き 市
教 委

5月 9日～
5月14日 1,305 94 弥生～平安 散布地 個人住宅

150 平 窪 諸 荷 遺 跡 いわき市平中平窪字一町田 い わ き 市
教 委

9月 2日～
9月 4日 532 52 弥 生 散布地 宅地造成

151 日 吉 下 遺 跡 いわき市常磐三沢町日吉下 い わ き 市
教 委

9月12日～
9月16日 38 38 中 世 城館跡 道路

152 菊 竹 遺 跡 いわき市好間町小谷作字竹
ノ内

い わ き 市
教 委

9月11日～
9月13日 4,000 196 弥生～平安 集落跡 学校建設

153 梅 ノ 房 遺 跡 いわき市常磐下湯長谷町梅
ノ房

い わ き 市
教 委 11月26日 974 40 中 世 城館跡 個人住宅

154 窪田大槻条里制 いわき市勿来町窪田中島 い わ き 市
教 委

11月19日～
11月20日 3,252 120 奈良･平安 水田跡 道路

155 愛 谷 条 里 制 跡 いわき市好間町愛谷字吹�
い わ き 市
教 委

12月 4日～
12月 5日 2,910 60 奈良･平安 水田跡 道路

156 塩 沢 遺 跡 いわき市小川町塩田字塩沢 い わ き 市
教 委

1月23日～
1月28日 10,000 145 縄 文 散布地 道路

157 和具�・�遺跡 いわき市四倉町下柳生字熊
ノ御嶽

い わ き 市
教 委

8月 7日～
9月 1日 1,920 194 古墳～平安 集落跡 道路

158 原 田 � 遺 跡 いわき市平上平窪字原田 い わ き 市
教 委

8月22日～
8月29日 1,530 115 奈良～近世 集落跡 道路

159 水 品 遺 跡 いわき市平水品字カキ田 い わ き 市
教 委

11月6日～
11月26日 9,292 229 奈良～中世 集落跡･

城館跡 道路

160 八 茎 遺 跡 いわき市四倉町駒込 い わ き 市
教 委

4月17日～
2月17日 390,000 2,260 古墳～平安 散布地 農業基盤整

備

161 小 茶 園 遺 跡 いわき市平山崎字小茶園 い わ き 市
教 委

11月12日～
11月20日 1,504 80 古墳～中世 集落跡 道路

162 金 山 遺 跡 いわき市常磐西郷町金山 い わ き 市
教 委

4月28日～
4月29日 4,031 20.06 縄 文 散布地 住宅

163 中 平 遺 跡 いわき市四倉町駒込中平 い わ き 市
教 委

2月 3日～
2月17日 7,500 15 奈良･平安 散布地 農業基盤整

備
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イ 平成15年度発掘調査一覧

№ 遺 跡 名 所 在 地 調 査
主 体 者

試掘確認調査
実 施 期 間

調 査
面積㎡ 時 代 種 別 調査原因

１ 西 ノ 向 � 遺 跡 福島市飯坂町茂庭字西ノ向 福島市教委 4月18日～
5月30日 2,009 縄 文 集 落 跡 ダム

２ 戸 上 向 � 遺 跡 福島市飯坂町茂庭字戸上向 福島市教委 6月 2日～
6月17日 988 縄 文 集 落 跡 ダム

３ 大平・後関遺跡 福島市佐原字大平､ 後関 福島市教委 11月 4日～
12月26日 96 縄 文 集 落 跡 道路

４ 本 内 館 跡 福島市本内字南古舘 福島市教委 10月23日～
11月13日 294 平 安 ､

中 ･ 近 世 城 館 跡 宅地造成

５ 山 木 屋 館 跡 川俣町山木屋字神武山 川俣町教委 7月 1日～
9月30日 1,833 中 世 城 館 跡 道路

６ 大 地 内 � 遺 跡 保原町大字大泉字大地内 保原町教委 8月 8日～
2月16日 540 古 墳 散 布 地 道路

７ 宮 下 遺 跡 保原町字城ノ内 保原町教委 3月 4日 77 平 安 散 布 地 道路

８ 二 本 松 城 址 二本松市郭内四丁目 二 本 松 市
教 委

6月18日～
9月 5日 780 中世～近世 城 館 跡 学術調査

９ 下 舘 跡 大玉村大山字谷地 大玉村教委 10月 1日～
12月31日 250 中 世 城 館 跡 道路

10 大 安 場 古 墳 郡山市田村町大善寺字大安
場 郡山市教委 7月24日～

3月26日 500 古 墳 古 墳 遺跡整備

11 守 山 城 跡 郡山市田村町守山字三ノ丸 郡山市教委 7月 7日～
3月31日 50 中 世 城 館 跡 保存目的

12 大 鏑 館 跡 郡山市富久山町福原字古舘 郡山市教委 6月23日～
3月19日 1,500 中 世 城 館 跡 道路

13 荒 井 猫 田 遺 跡 郡山市字川向 郡山市教委 5月30日～
3月26日 2,300 弥生､ 奈良

～ 中 世 散 布 地 土地区画整理

14 肩 張 遺 跡 郡山市大槻町字向原 郡山市教委 5月30日～
3月26日 2,000 縄文､ 古墳

～ 平 安 散 布 地 その他建物

15 大 槻 向 原 遺 跡 郡山市大槻町字向原 郡山市教委 5月30日～
3月26日 700 縄文､ 古墳

～ 平 安 散 布 地 その他建物

16 阿 良 久 遺 跡 郡山市大槻町字東阿良久 郡山市教委 8月 4日～
3月26日 2,500 古墳～平安 散 布 地 土地区画整理

17 転 沢 遺 跡 郡山市三穂田町字東白幡 郡山市教委 2月 2日～
3月30日 1,600 縄文､ 古墳

～ 平 安 散 布 地 道路

18 清 水 台 遺 跡 郡山市清水台二丁目 郡山市教委 7月30日～
3月26日 110 奈良･平安 官 衙 跡 その他建物

19 栄 町 遺 跡 須賀川市栄町 須 賀 川 市
教 委

5月16日～
1月31日 880 平 安 官 衙 跡 土地区画整理

20 猿 池 館 跡 須賀川市仁井田字猿池 須 賀 川 市
教 委

6月 2日～
10月31日 6,400 中 世 城 館 跡 農業基盤整備

21 北 明 石 田 遺 跡 須賀川市字北明石田 須 賀 川 市
教 委

11月28日～
12月24日 1,300 平 安 散 布 地 農業基盤整備

22 猿 池 遺 跡 須賀川市仁井田字毘沙門 須 賀 川 市
教 委

1月 7日～
3月20日 5,300 中 世 城 館 跡 農業基盤整備

23 西 町 � 遺 跡 長沼町大字矢田野字西町 長沼町教委 5月 1日～
6月12日 580 古墳～平安 集 落 跡 道路

24 高 屋 敷 古 墳 群 石川町大字新屋敷字高屋敷 石川町教委 2月16日～
3月11日 50 古 墳 古 墳 学術調査

25 谷 地 久 保 古 墳 白河市大字本沼字岩井戸 白河市教委 6月 9日～
12月 3日 155 古墳･奈良 古 墳 遺跡整備

26 観音山横穴墓群 白河市大字久田野字観音山 白河市教委 12月 1日～
3月19日 1,200 古 墳 古 墳 宅地造成

27 新 田 遺 跡 中島村大字滑津字新田 中島村教委 5月21日～
6月30日 450 弥生､ 古墳 集 落 跡 道路

28 棚 倉 城 跡 棚倉町大字棚倉字古町 棚倉町教委 10月15日～
1月31日 213 近 世 城 館 跡 ガス電気水道

等
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29 松 葉 平 遺 跡 矢祭町宝坂字松葉平 矢祭町教委 4月11日～
6月20日 800 平 安 散 布 地 道路

30 岡 野 田 遺 跡 矢祭町宝坂字岡野田 矢祭町教委 6月18日～
10月23日 50 縄 文 散 布 地 道路

31 旧 滝 沢 本 陣 会津若松市一箕町大字八幡 会津若松市
教 委

4月23日～
4月30日 12 近 世 そ の 他 遺跡整備

32 武 家 屋 敷 跡 会津若松市東栄町 会津若松市
教 委

9月 1日～
9月 4日 40 近 世 武 家

屋 敷 跡 道路

33 会津藩主松平家
墓 所 会津若松市東山大字石山地 会津若松市

教 委
6月 5日～

8月 7日 1,400 近 世 墓 地 遺跡整備

34 会津松平氏庭園 会津若松市花春町 会津若松市
教 委

10月15日～
11月28日 134 近 世 庭 園 遺跡整備

35 赤 井 遺 跡 会津若松市湊町赤井 会津若松市
教 委

6月 2日～
9月30日 5,000 平安･鎌倉 集 落 跡 農業基盤整備

36 大 戸 古 窯 跡 群 会津若松市大戸町上三寄 会津若松市
教 委

4月21日～
5月30日 500 奈 良 ～

南 北 朝
生 産
遺 跡 農業基盤整備

37 下 川 原 遺 跡 会津若松市大戸町上三寄 会津若松市
教 委

5月19日～
7月23日 1,600 縄文､ 平安 集 落 跡 農業基盤整備

38 下 川 原 遺 跡 会津若松市大戸町上三寄 会津若松市
教 委

9月5日～
9月30日 700 縄文､ 平安 集 落 跡 農業基盤整備

39 郡 山 遺 跡 河東町大字郡山字村北 河東町教委 4月 1日～
3月31日 3,247 弥生～平安､

中 ･ 近 世 散 布 地 農業基盤整備

40 郡 山 遺 跡 河東町大字郡山字村北 河東町教委 4月 1日～
3月31日 847 弥生～平安､

中 ･ 近 世 散 布 地 農業基盤整備

41 慧 日 寺 跡 磐梯町大字磐梯字本寺上 磐梯町教委 6月 1日～
12月 5日 1,000 古代～近世 寺 院 跡 遺跡整備

42 荒 屋 敷 遺 跡 塩川町大字遠田字荒屋敷 塩川町教委 8月27日～
9月19日 860 縄文､ 奈良､

平安､ 中世 集 落 跡 農業基盤整備

43 薬 王 寺 遺 跡 会津坂下町大字船杉字南乙 会津坂下町
教 委

5月 6日～
7月31日 487 中 世 社 寺 跡 道路

44 桜 町 遺 跡 湯川村大字桜町字中町 湯川村教委 10月16日～
10月31日 121 縄文､ 古墳､

奈良､ 平安 散 布 地 下水道
道路改良

45 桜 町 遺 跡 湯川村大字桜町字高橋 湯川村教委 3月 4日～
3月31日 213 縄文､ 古墳､

奈良､ 平安 散 布 地 道路改良
下水道

46 油 田 遺 跡 会津高田町字油田､ 沼ノ上 会津高田町
教 委

4月 1日～
3月31日 3,100 縄文～中世 集 落 跡 農業基盤整備

47 油 田 遺 跡 会津高田町字油田､ 沼ノ上 会津高田町
教 委

4月 1日～
3月31日 1,500 縄文～中世 集 落 跡 農業基盤整備

48 鴫 山 城 跡 田島町大字田島字新町 田島町教委 4月23日～
6月10日 435 中 世 館 跡 ダム

49 貝 塚 西 遺 跡 新地町小川字貝塚西 新地町教委 6月 2日～
9月 1日 750 古墳､ 奈良､

平 安 散 布 地 道路

50 町 川 原 遺 跡 原町市上太田字町川原 原町市教委 5月19日～
1月28日 2,364 縄文､ 平安 集 落 跡 農業基盤整備

51 浦 尻 貝 塚 小高町浦尻字小迫ほか 小高町教委 5月 6日～
12月25日 890 縄文～近世 集落跡・

貝 塚 保存目的

52 荒 神 前 遺 跡 小高町片草字荒神前 小高町教委 6月20日～
6月23日 40 縄文～平安 集落跡・

古 墳 道路

53 歓 請 内 遺 跡 小高町飯崎字歓請内 小高町教委 7月29日～
8月 7日 140 古 墳 散 布 地 道路

54 浦 尻 貝 塚 小高町浦尻字小迫 小高町教委 3月 3日～
3月17日 18 縄文～近世 集落跡・

貝 塚 保存目的

55 植 畑 遺 跡 浪江町大字北幾世橋字植ノ
畑 浪江町教委 8月 4日～

9月 3日 198 縄文～平安 散布地・
貝 塚 その他開発

56 郡山五番�遺跡 双葉町大字郡山字五番 双葉町教委 11月 4日～
12月10日 300 奈良･平安 散 布 地 その他農業関

係

57 後 作 � 遺 跡 富岡町大字上手岡字後作 富岡町教委 10月 1日～
11月28日 1,600 奈良･平安 生 産

遺 跡 その他開発
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58 代 東 遺 跡 楢葉町大字山田浜字代東 楢葉町教委 6月17日～
10月10日 3,900 縄文～近世 散 布 地 道路

59 夏 井 廃 寺 跡 いわき市平下大越字石田 い わ き 市
教 委

11月12日～
2月13日 184 奈良･平安 社 寺 跡 保存目的

60 根 室 遺 跡 いわき市田人町旅人字根室 い わ き 市
教 委

7月 1日～
10月10日 3,420 縄 文 集 落 跡 道路

61 泉 田 � 遺 跡 いわき市泉町滝尻字泉町 い わ き 市
教 委

8月26日～
10月16日 562 弥生～近世 集 落 跡 土地区画整理

62 中 山 � 遺 跡 いわき市三和町合戸字山中 い わ き 市
教 委

8月18日～
9月16日 300 弥 生 散 布 地 道路

63 薄 磯 貝 塚 いわき市平薄磯字北街・三
反田

い わ き 市
教 委

11月 4日～
11月27日 100 縄文､ 弥生 散 布 地 道路

64 菊 竹 遺 跡 いわき市好間町小谷作字竹
ノ内

い わ き 市
教 委

2月26日～
3月24日 2,080 縄文～平安 集 落 跡 学校建設

65 山 岸 硝 庫 跡 相馬市山上字山岸 県 教 委 5月13日～
12月17日 7,900 縄文､ 平安､

近 世 そ の 他 道路

66 山 田 遺 跡 相馬市坪田字山田 県 教 委 10月27日～
12月12日 1,800 縄 文 集 落 跡 道路

67 太 刀 洗 遺 跡 浪江町大字井手字太刀洗 県 教 委 5月22日～
11月20日 3,900 平 安 製 鉄 跡 道路

68 沢 東 � 遺 跡 浪江町大字立野字沢東 県 教 委 10月22日～
12月18日 2,100 中世･近世 集 落 跡 道路

69 木 賊 遺 跡 下郷町大字南倉沢字木賊 県 教 委 7月22日～
10月31日 3,000 縄文･近世 そ の 他 道路

70 反 田 � 遺 跡 小野町大字菖蒲谷字反田 県 教 委 5月 7日～
6月13日 1,200 縄 文 そ の 他 ダム

71 沢 目 木 遺 跡
( ２ 次 ) 小野町大字雁股田字沢目木 県 教 委 6月17日～

6月20日 100 縄 文 散 布 地 ダム

72 堂 田 � 遺 跡 小野町大字菖蒲谷字堂田 県 教 委 5月13日～
11月18日 800 縄文､ 平安 集 落 跡 ダム

73 西 田 � 遺 跡
( ２ 次 ) 小野町大字菖蒲谷字西田 県 教 委 6月23日～

12月17日 3,000 縄文､ 弥生 集 落 跡 ダム

74 割 田 � 遺 跡 鹿島町川子字割田 県 教 委 10月24日～
12月 5日 3,700 縄文､ 奈良､

平 安 製 鉄 跡 その他開発

75 割 田 � 遺 跡 鹿島町川子字割田ほか 県 教 委 5月19日～
11月28日 33,900 弥生､ 奈良､

平 安 製 鉄 跡 その他開発

76 割 田 � 遺 跡 鹿島町川子字割田 県 教 委 11月 4日～
12月 5日 6,200 奈良･平安 製 鉄 跡 その他開発

77 割 田 � 遺 跡 鹿島町川子字割田 県 教 委 10月 7日～
10月29日 600 奈良･平安 製 鉄 跡 その他開発

78 山 中 � 遺 跡
( ２ 次 ) 新地町駒�嶺字山中 県 教 委 5月28日～

10月31日 1,250 近世･近代 生 産
遺 跡 道路

79 荒 屋 敷 遺 跡
( ３ 次 ) 塩川町大字遠田字荒屋敷 県 教 委 5月12日～

7月14日 2,600 平 安 ､
中世･近世 集 落 跡 道路

� 文化財センター整備事業

平成14年３月に ｢福島県文化財センター安達館 (仮称)

及び福島県文化財センター白河館 『文化財保存研究施設

(仮称)』 基本計画｣ を策定､ 発表し､ 平成15年度は文化財

センター整備に関する基礎資料の整理・検討を行った｡
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４ 平成15年度文化財保存助成の充実

文化財の管理・修理・防災・史跡の公有化及び埋蔵文化財保存調査に対し､ 次のとおり助成を行った｡

� 国 指 定 等 (単位�円)

事 業 区 分 補助事業者 名 称 種別 事 業 内 容
金 額

総事業費 国庫補助 県費補助 市町村等

建造物保存修理 �会津民俗館 旧馬場家住宅 重 文 屋根葺替 18,037,000 12,625,000 1,800,000 3,612,000

天然記念物緊急
調 査 田 島 町 駒止湿原 天 然

記念物
基礎調査､ 報告
書作成 7,006,019 3,500,000 700,000 2,806,019

史跡等保存管理
計 画 策 定 新 地 町 新地貝塚

附手長明神社跡 史 跡 図化調査､ 計画
策定 2,085,219 1,000,000 200,000 885,219

記念物保存修理 会 津 若 松 市 会津藩主松平家墓
所 史 跡 遺構調査､

図作成等現況 23,025,636 11,512,000 2,300,000 9,213,636

〃 横 山 敏 彦 旧滝沢本陣 史 跡 高札場復元､
説明板新設等 13,367,000 9,356,000 800,000 3,211,000

〃 会 津 若 松 市 会津松平氏庭園 名 勝 護岸実測調査､
水門設置 12,834,100 6,417,000 1,280,000 5,137,100

〃 磐 梯 町 慧日寺跡 史 跡 環境整備､
発掘調査 24,985,530 12,471,000 2,490,000 10,024,530

〃 下 郷 町 中山風穴地特殊
植物群落

天 然
記念物

環境整備､看板設
置､報告書作成 2,911,605 1,449,000 280,000 1,182,605

〃 郡 山 市 大安場古墳 史 跡 復元整備調査 16,557,066 8,173,000 1,630,000 6,754,066

〃 霊 山 町 霊山 史・名 災害復旧
(側溝拡幅等) 4,990,653 3,493,000 290,000 1,207,653

重要伝統的建造物群
保存地区・保存修理 下 郷 町 下郷町大内宿 重伝建 建造物修理､

景修 12,681,943 6,334,000 2,110,000 4,237,943

重要伝統的建造物群
保存地区・防災施設等 下 郷 町 下郷町大内宿 重伝建 自動火災報知

設備改修 4,055,100 1,933,000 640,000 1,482,100

史 跡 等 買 上 げ 白 河 市 白河関跡 史 跡 直接買上げ 3,962,955 3,151,000 150,000 661,955

〃 磐 梯 町 慧日寺跡 史 跡 直接買上げ 5,185,048 4,148,000 200,000 837,048

〃 会 津 坂 下 町 亀�森・鎮守森
古墳 史 跡 直接買上げ 4,033,000 3,226,000 160,000 647,000

〃 桑 折 町 桑折西山城跡 史 跡 直接買上げ 63,011,341 50,408,000 2,520,000 10,083,341

〃 会 津 若 松 市 会津藩主松平家
墓所 史 跡 先行取得償還 6,424,552 5,139,000 250,000 1,035,552

〃 い わ き 市 白水阿弥陀堂境域 史 跡 直接買上げ 4,060,005 3,239,000 160,000 661,005

民俗文化財伝承
・ 活 用 等

田島祇園祭のおと
うや行事保存会

田島祇園祭のおと
うや行事 重無民 屋台修復 3,300,077 1,650,000 550,000 1,100,077

国有文化財管理 昭 和 村 駒止湿原 天 然
記念物 見廻り看視 124,800 99,000 0 25,800

〃 新 地 町 新地貝塚
附手長明神社跡 史 跡 見廻り看視・清

掃 136,500 108,000 0 28,500

〃 い わ き 市 賢沼ウナギ生息地 天 然
記念物 見廻り看視 124,800 99,000 0 25,800

指定文化財管理 福 島 県 延命寺ほか８件 防災施設保守
点検等 6,709,099 1,639,000 1,639,000 3,431,099

小 計 23 件 239,609,048 151,169,000 20,149,000 68,291,048
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� 指定文化財管理

事 業 区 分 補助事業者 名 称 種別 事 業 内 容
金 額

総事業費 国庫補助
(県で受入)

県費補助
(一般財源) 市町村等

指定文化財管理 延 命 寺 延命寺地蔵堂 重 文 防災設備保守点
検等 262,000 66,000 65,000 131,000

〃 八 葉 寺 八葉寺阿弥陀堂 重 文 〃 231,000 57,000 58,000 116,000

〃 願 成 寺 白水阿弥陀堂 国 宝 〃 77,000 19,000 19,000 39,000

〃 飯 野 八 幡 宮 飯野八幡宮本殿 重 文 〃 399,249 63,000 63,000 273,249

〃 円 満 寺 円満寺観音堂 重 文 〃 1,294,000 323,000 324,000 647,000

〃 熊 野 神 社 熊野神社長床 重 文 〃 2,093,800 523,000 523,000 1,047,800

〃 勝 福 寺 勝福寺観音堂 重 文 〃 1,353,300 338,000 338,000 677,300

〃 堂山王子神社 堂山王子神社本殿 重 文 〃 498,750 125,000 124,000 249,750

〃 会 津 坂 下 町 旧五十嵐家住宅 重 文 差し茅 500,000 125,000 125,000 250,000

小 計 ９ 件 6,709,099 1,639,000 1,639,000 3,431,099

� 埋蔵文化財

事 業 区 分 補助事業者 名 称 種別 事 業 内 容
金 額

総事業費 国庫補助 県費補助 市町村等

発 掘 調 査 等 福 島 市 市内遺跡 開発等に伴う発掘調
査等､報告書作成 22,816,368 11,408,000 2,000,000 9,408,368

〃 飯 野 町 町内遺跡 範囲内容確認の発掘
調査等(報告書作成) 6,805,244 3,300,000 660,000 2,845,244

〃 二 本 松 市 市内遺跡 範囲内容確認､開発等
に伴う発掘調査等 8,618,718 4,250,000 850,000 3,518,718

〃 須 賀 川 市 市内遺跡 ほ場整備に伴う発掘
調査等 16,516,630 7,811,000 1,560,000 7,145,630

〃 長 沼 町 町内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 5,001,690 2,500,000 500,000 2,001,690

〃 船 引 町 町内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 9,645,465 4,800,000 960,000 3,885,465

〃 白 河 市 市内遺跡 試掘調査 8,516,532 4,258,000 850,000 3,408,532

〃 泉 崎 村 村内遺跡 範囲内容確認のため
の試掘調査等 705,167 350,000 70,000 285,167

〃 棚 倉 町 町内遺跡 地形測量 3,000,790 1,500,000 300,000 1,200,790

〃 河 東 町 町内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 4,932,443 2,466,000 490,000 1,976,443

〃 喜 多 方 市 市内遺跡 ほ場整備に伴う発掘
調査等(報告書作成) 6,176,328 3,088,000 610,000 2,478,328

〃 塩 川 町 町内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 4,337,613 2,168,000 430,000 1,739,613

〃 会 津 坂 下 町 町内遺跡 農業基盤本調査､ 範
囲内容確認 13,400,000 6,700,000 1,340,000 5,360,000

〃 会 津 高 田 町 町内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 8,762,978 4,375,000 870,000 3,517,978

〃 会 津 本 郷 町 町内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 5,187,412 2,590,000 510,000 2,087,412
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事 業 区 分 補助事業者 名 称 種別 事 業 内 容
金 額

総事業費 国庫補助 県費補助 市町村等

発 掘 調 査 等 原 町 市 市内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 18,674,589 9,250,000 1,850,000 7,574,589

〃 小 高 町 町内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 11,864,810 5,900,000 1,180,000 4,784,810

〃 い わ き 市 市内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 19,797,969 9,890,000 1,970,000 7,937,969

〃 郡 山 市 市内遺跡 範囲内容確認のため
の発掘調査等 5,266,960 2,391,000 470,000 2,405,960

出土遺物保存処理 福 島 市 市内遺跡 市内遺跡出土遺物保
存処理 1,060,000 530,000 100,000 430,000

〃 郡 山 市 市内遺跡 荒井猫田遺跡出土遺
物保存処理 1,027,299 512,000 100,000 415,299

小 計 21 件 182,115,005 90,037,000 17,670,000 74,408,005

� 県指定文化財

事 業 区 分 補助事業者 名 称 種別 事 業 内 容
金 額

総事業費 国庫補助 県費補助 市町村等

建造物保存修理 国 見 町 旧佐藤家住宅 重 文 屋根葺替､壁補
修等 7,904,380 0 3,940,000 3,964,380

〃 涼 � 岡
八 幡 神 社

涼�岡八幡神社本
殿及び拝殿・幣殿 重 文 屋根葺替 10,451,015 0 6,960,000 3,491,015

〃 喜 多 方 市 旧外島家住宅 重 文 屋根葺替 7,686,000 0 3,840,000 3,846,000

天 然 記 念 物
保 護 増 殖

吾 妻 地 区
財 産 区

達沢大山祇神社社
叢

天 然
記念物 樹勢回復 1,739,318 0 860,000 879,318

天 然 記 念 物
保 護 増 殖 小 高 町 大悲山の大スギ 天 然

記念物 枯枝除去等 2,144,790 0 1,050,000 1,094,790

美 術 工 芸 品
存 修 理 保 ( 宗 ) 歓 喜 寺 絹本著色普賢菩薩

像 重 文 掛け軸補修 1,570,000 0 1,040,000 530,000

民俗文化財伝承・
活 用 等 事 業

岡山の水かけ
祭 保 存 会 岡山の水かけ祭 重無民 用具購入､ 戸補

修 1,394,820 0 920,000 474,820

〃 相 馬 市 神 楽
保 存 会 相馬宇多郷の神楽 重無民 神楽舞道具修理 1,131,265 0 730,000 401,265

小 計 ８ 件 38,323,438 0 22,200,000 16,123,438



５ 文化財の愛護と公開の推進

� 第45回北海道・東北ブロック民俗芸能大会

北海道・東北地区に伝承されている民俗芸能を広く一般

に公開し､ その価値を周知させるとともに､ 無形民俗文化

財の保存・伝承､ 文化財公開による地域振興等に寄与する｡

ア 期 日 平成15年10月25日� リハーサル

26日� 開会式

民俗芸能公開

イ 場 所 福島県文化センター大ホール

ウ 公開演目 大波住吉神社の三匹獅子舞 (福島市)

小林の早乙女踊り (只見町)

南部駒踊 (青森県十和田市)

黒森神楽 (岩手県宮古市)

猿倉人形芝居木内勇吉一座 (秋田県本荘市)

金生田植踊り (山形県上山市)

秋保の田植踊�湯元の田植踊

(宮城県仙台市)

御宝殿の稚児田楽・風流 (いわき市)

古寺山自奉楽 (須賀川市)

� 三県文化交流事業－新潟・福島・山形の民俗芸能まつり

新潟・福島・山形の三県は地勢・気候・歴史等から深い

関連を有しており､ それぞれの文化の交流を通じてその価

値を広く一般に周知し､ 地域の伝統活動の継承活動を力づ

けるとともに､ ひいては､ 地域の活性化を醸成し､ 地域の

振興につなげる｡

ア 期 日 平成15年８月10日�

イ 場 所 朱鷺メッセ (新潟県新潟市)

ウ 派遣団体 藤の和芸能保存会

｢柳津の大神楽｣ (柳津町)

� 文化財保護強調週間の実施

文化財保護の一層の推進を図るために､ 11月１日から11

月７日までの文化財保護強調週間に県庁西庁舎の電光掲示

板に表示するなど､ 県民に対し啓発を行った｡

� 文化財防火デーの実施

文化財の防火について､ 所有者､ 管理者はもとより､ 県

民の理解と協力を高めるため､ １月26日の文化財防火デー

を中心に､ チラシを作成､ 配布するなど啓発を行った｡

また､ 各市町村教育委員会においては､ 消防署等の協力

を得て､ 防火訓練､ 防火診断､ 防火査察等を実施した｡

６ 銃砲刀剣類の登録状況

美術品若しくは骨とう品としての価値のある火縄式銃砲等

の古式銃砲又は美術品として価値のある刀剣類の登録審査会

を次の通り実施した｡

� 登録審査委員

柳沼 盛､ 鈴木俊一､ 陣内直史､ 安堵 学
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� 登録審査会の実施状況

期 日 会 場 鑑 定 数 不 適 格 数 登 録 数
左 の 内 訳

刀 剣 銃 砲

５ 月 15 日 い わ き 合 同 庁 舎 40 4 36 36 0

６ 月 19 日 郡 山 合 同 庁 舎 42 3 39 39 0

９ 月 ４ 日 会津若松合同庁舎 46 5 41 38 3

11 月 20 日 郡 山 合 同 庁 舎 37 3 34 34 0

１ 月 15 日 福島県庁合同庁舎 22 0 22 22 0

２ 月 19 日 郡 山 合 同 庁 舎 42 1 41 38 3

計 229 16 213 207 6

� 銃砲刀剣類の譲受け・相続等の届出状況

区 分 銃 砲 等 刀 剣 類

譲 り 受 け 6 232

相 続 1 44

貸 付 け 0 0

保 管 の 委 託 0 0

計 7 276



保健優良校表彰｣ のほかに､ 県学校保健会の ｢学校保健優良

学校表彰｣ と､ 日本体育・学校健康センター福島県支部の

｢学校安全優良学校表彰｣ を行うとともに､ これらの顕彰事

業の推進によって､ 自校の健康教育にかかわる課題の的確な

把握や学校保健・学校安全の推進母体である学校保健委員会

の活性化が図られるよう努めた｡

３ 学校給食の充実

本年度の学校給食の実施状況を児童生徒数で見ると､ 完全

給食は小学校で98.9％､ 中学校88.7％､ ミルク給食は小学校

1.1％､ 中学校で､ 11.3％の実施率となっている｡

米飯給食の週当たりの実施回数は小学校で2.98回､ 中学校

2.87回､ 小・中学校計で2.95回の実施となっている｡

学校給食費は､ 一食当たり小学校252円35銭､ 中学校で292

円36銭となっている｡

次に､ 学校給食の充実を図るため､ 給食関係者を対象とし

た各種研修会をはじめ､ 学校栄養職員の専門的指導力を高め

るため､ 新採用・経験・専門研修会を開催した｡

また､ 児童・生徒の望ましい食習慣を形成するため､ 食に

関する指導の充実を図るとともに､ ゆとりある楽しい学校給

食とするため､ 学校食堂・ランチルームや食器具等､ 食事環

境の整備に努めるよう働きかけた｡

さらに､ 食中毒防止等衛生管理の徹底を図るためには､ 平

成９年４月１日付け文部省通知 ｢学校給食衛生管理の基準｣

の遵守が必要であることから､ その実施状況の確認及び指導

のため､ 単独校調理場77校､ 共同調理場及び県立学校41施設

について､ 学校給食施設訪問実施状況点検を実施した｡

４ 生涯スポーツ・競技スポーツの振興

� 生涯スポーツ

県民のだれもが､ 生涯にわたってそれぞれの体力や年齢､

興味関心､ 目的等に応じて､ いつでも､ どこでも､ いつま

でも気軽にスポーツに親しみ､ 豊かなスポーツライフを実

現するため､ ｢うつくしまスポーツプラン2010｣ に基づき､

広域スポーツセンター事業を展開している｡

具体的には､ 県北地区と会津地区の市町村やクラブのサ

ポートと各広域スポーツセンターの統括センター機能を併

せ持つ､ ｢うつくしま広域スポーツセンター｣ と浜通りの

各市町村をサポートする ｢浜通り広域スポーツセンター｣､

県中地区と県南地区をサポートする ｢中通り広域スポーツ

センター｣ の３センター体制で総合型地域スポーツクラブ

の設立・育成・定着の全県的展開を進めている｡

その結果､ 平成16年３月末現在､ 県内22市町村に26の総

合型地域スポーツクラブが創設され､ それぞれの地域で新

たなスポーツ環境を提供しながら住民主導による活発な活

動を展開している｡

� 競技スポーツ

本県の競技選手が国際大会や各種全国大会において活躍

し､ 好成績を収めるため､ �福島県体育協会をはじめ､ 関

係競技団体等への助成をとおして､ 競技力向上体制の整備

はもとより､ 指導者の計画的な養成・確保及び選手の育成・

強化など一貫指導体制の確立を目指し､ 各種事業の推進に

努めた｡

第２節 表 彰

１ 体育・スポーツ関係

� 文部科学大臣表彰

ア 体育功労者

イ 社会体育優良団体

ウ 体育指導委員功労者

� 福島県教育委員会表彰

ア 保健体育功労者

斎 藤 学 (福島県ソフトボール協会会長)

野 中 憲 子 (会津若松市城西小学校主任栄養技師)

山 田 喜一郎 (相馬地方体育指導委員連絡協議会副会長)

門 屋 桂太郎 (いわき市立高野小学校学校医)

イ 功績顕著な団体・施設

大信村立信夫第二小学校

山都町立山都第二小学校

田島町レスリングクラブ

� 財団法人福島県体育協会表彰

ア 優秀選手賞 (個人)
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氏 名 役 職 名

石 井 久 雄
( 小 高 町 )

福島県野球連盟会長

草 野 吉 四 郎
( 棚 倉 町 )

福島県剣道連盟理事

氏 名 役 職 名

石 田 隆 一
( 原 町 市 )

原町市体育指導委員会副委員長

渡 部 孝 美
( 会 津 若 松 市 )

元福島県体育指導委員連絡協議
会副会長

団 体 名 代 表 者

日 曜 ソ フ ト テ ニ ス ク ラ ブ 馬場春夫 (会津若松市)

競 技 名 氏 名 所 属

陸 上 競 技 吉 田 真希子 FSGカレッジリーグ

〃 佐 藤 光 浩 仙台大学大学院

〃 川 口 紗 季 鎌田小学校６年

〃 田 村 一 平 清陵情報高校３年

〃 丹 野 麻 美 郡山東高校３年

〃 吉 田 みづ妃 保原高校３年

〃 鈴 木 紗 穂 田村高校３年

〃 瀬 川 瑠 美 小高工業高校３年

〃 佐 藤 庸 平 白河第二中学校３年

〃 松 崎 彰 徳 東洋大学４年

〃 添 川 隆 博 喜多方高校１年

〃 和 田 健 秀 西袋中学校３年

〃 田 島 和 也 白河第二中学校１年
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競 技 名 氏 名 所 属

陸 上 競 技 山 田 修 平 ��中学校１年

〃 村 上 雪 菜 小名浜第二中学校２年

〃 三 浦 茉 莉 福島第三中学校２年

ソフトテニス 薄 葉 彩 西郷村立熊倉小学校５年

〃 大 槻 麗 西郷村立米小学校５年

卓 球 須 藤 志 津 熱塩加納小学校

〃 深 谷 純 子 郡山ザベリオ学園小学校

〃 瓜 生 恵 美 学童保育園

剣 道 田 崎 智 春 日本大学東北高校

水 泳 山 口 雅 文 中央大学１年

〃 山 田 雄 平 向陽中学校３年

〃 山 田 浩 平 向陽中学校１年

〃 菊 地 隆一郎 東海大学３年

〃 加 藤 和 桜の聖母学院中等部２年

〃 三 浦 俊 樹 福島県都市公園協会

〃 項 菲 郡山女子大学１年

〃 高 橋 恵 美 富成小学校６年

〃 西 川 友 章 清陵情報高校

自 転 車 競 技 金 澤 竜 二 学法石川高校３年

〃 新 田 祐 大 白河高校３年

〃 房 州 輝 也 平工業高校２年

〃 明 珍 多久雄 日本大学３年

〃 小 倉 知 幸 東北学院大学２年

〃 高 橋 唯 之 自転車競技連盟

〃 明 珍 周 兵 法政大学２年

〃 糸 賀 賢 司 日本大学２年

〃 小豆畑 郁 也 学法石川高校３年

ライフル射撃 道 山 恵 美 学法温知会仁愛高校２年

バドミントン 斎 藤 亘 広野中学校

〃 大 堀 麻 紀 主婦

アマチュアボクシング 太 田 道 元 会津工業高校３年

〃 高 橋 浩 樹 磐城第二高校３年

〃 細 野 悟 法政大学２年

ス キ ー 三 星 佳 代 �福島県体育協会

ス ケ ー ト 高 橋 千 昭 中通り広域スポーツセンター

馬 術 本 田 宏 美 ユアテック原町

ウエイトリフティング 黒 江 将 伸 川俣高校３年

〃 佐 藤 慶 士 川俣高校３年

〃 本 多 滋 勿来工業高校３年

〃 寺 島 啓 史 石川高校３年

競 技 名 氏 名 所 属

レ ス リ ン グ 諏訪間 幸 平 クリナップ㈱

〃 宮 田 和 幸 クリナップ㈱

フェンシング 草 野 広 美 中央台北中学校２年

〃 田 代 大 幸 中央大学２年

アーチェリー 上 田 訓 久 福島県都市公園協会

な ぎ な た 渡 部 秀 人 会津若松市立第二中学校２年

〃 新 田 葵 会津若松市立第二中学校２年

〃 星 円 佳 会津若松市立第二中学校２年

〃 松 村 俊 祐 会津若松市立第一中学校２年

ボ ウ リ ン グ 伊 藤 丈 ㈱東北装美

〃 鈴 木 英 子 トキコ㈱

カ ヌ ー 佐 藤 滋 東和町立東和中学校

〃 湯 田 克 也 二本松工業高校３年

〃 服 部 託 也 二本松工業高校３年

〃 山 口 智 子 安達高校２年

〃 久 野 綾 香 安達高校１年

〃 和 田 貴 代 安達高校３年

〃 狩 野 千 瑛 安達高校３年

〃 鴫 原 恵 子 筑波大学４年

〃 佐 藤 絵 美 筑波大学３年

〃 佐 藤 由美子 筑波大学２年

〃 和 田 藍 加 大教イトマンスイミングスクール

トランポリン 斎 藤 幸 恵 日本体育大学４年

〃 管 澤 奈緒美 尚志高校３年

〃 廣 瀬 由 実 尚志高校１年

〃 飯 塚 あやか 尚志高校３年

〃 橋 本 智 晴 尚志高校３年

スノーボード競技 佐 藤 雄 一 三菱電機㈱ (障害者スポーツ協会)

チェアスキー 鈴 木 猛 史 猪苗代中学校３年 (障害者スポーツ協会)
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イ 優秀選手賞 (団体)

競 技 名 団 体 名 成 績

陸 上 競 技 福 島 大 学 第72回日本学生陸上競技対校選手権大会女子４×100�R第１位

〃 福 島 大 学 第72回日本学生陸上競技対校選手権大会女子４×400�R第１位

〃 福 島 県 第58回国民体育大会秋季大会陸上競技女子共通400�リレー第２位

〃 福 島 大 学 第87回日本陸上競技選手権リレー競技大会女子４×100�リレー第１位

〃 福 島 大 学 第87回日本陸上競技選手権リレー競技大会女子４×400�リレー第１位

〃 福島市立福島第三中学校 平成15年度全国中学校体育大会第30回全国中学校陸上競技選手権大会女子400�リレー第４位

〃 福 島 県 第８回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会第４位

〃 郡 山 東 高 校 陸 上 競 技 部 平成15年度全国高等学校総合体育大会学校対抗第２位

軟 式 野 球 い わ き 松 風 ク ラ ブ 第20回全日本少年軟式野球大会第３位

ソ フ ト テ ニ ス 福 島 県 選 抜 男 子 第14回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会男子団体第３位

〃 福 島 県 選 抜 女 子 第20回全日本小学生ソフトテニス選手権大会女子団体第３位

テ ニ ス 福 島 県 第58回国民体育大会秋季大会成年男子団体第４位

〃 福 島 県 第58回国民体育大会秋季大会成年女子団体第３位

卓 球 福島県女子教職員チーム 平成15年度第48回全国教職員卓球選手権大会女子団体第３位

〃 富 久 山 卓 球 ク ラ ブ 平成15年度第22回全日本クラブ卓球選手権大会男子５部 (小・中の部) 第３位

剣 道 福 島 県 教 職 員 チ ー ム 第45回全国教職員剣道大会男子団体第２位

水 泳 福 島 県 第58回国民体育大会夏季大会水泳競技競泳少年男子B400�第３位

自 転 車 福 島 県 第58回国民体育大会秋季大会自転車競技成年男子４㎞団体追抜競走第３位

バスケットボール 福 島 教 員 A 第41回男子全日本教員バスケットボール選手権大会第３位

弓 道 福 島 県 第58回国民体育大会秋季大会弓道競技成年男子近的団体第１位

体 操 福島県 (成蹊女子高校) 第58回国民体育大会秋季大会新体操少年女子団体第４位

ソ フ ト ボ ー ル TACHIBANA CLUB 第24回全日本クラブ女子ソフトボール選手権大会第３位

〃 福 島 橘 リ フ ァ イ ン ズ 第８回全日本レディースソフトボール大会第２位

バ レ ー ボ ー ル 福島銀行女子バレーボール部 平成14年度全日本９人制バレーボール総合女子選手権大会第２位

〃 福 島 県 チ ー ム 平成15年度全日本６人制バレーボールクラブカップ男子選手権大会第２位

フ ェ ン シ ン グ 福島県フェンシング協会 第４回全国少年フェンシング団体選手権大会中学女子フルーレ第１位

〃 いわきフェンシングスポーツ少年団 第４回全国少年フェンシング団体選手権大会小学生男子フルーレ第２位

山 岳 福 島 県 第58回国民体育大会秋季大会成年男子縦走第１位

銃 剣 道 福 島 県 第34回全日本成年銃剣道大会一般青年の部第３位

ボ ウ リ ン グ 福 島 県 第58回国民体育大会夏季大会少年女子団体戦第１位

ト ラ ン ポ リ ン 尚志高等学校トランポリン部 第28回全国高等学校トランポリン競技選手権大会男子団体第２位

〃 尚志高等学校トランポリン部 第28回全国高等学校トランポリン競技選手権大会女子団体第２位

綱 引 �� さ す が ア ニ キ ー ズ 第５回全日本ジュニア綱引選手権大会男子ユース�１クラス第１位

ウェイトリフティング 川俣高校ウェイトリフティング部 平成15年度全国高等学校総合体育大会学校対抗の部第３位



ウ 優秀指導者賞 カ 特 別 賞

団 体 名 福島県自転車競技連盟

受賞理由 第58回国民体育大会において､ 競技別総

合優勝を果たした｡

� 体育指導委員表彰

ア �全国体育指導委員連合功労者表彰
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競 技 名 氏 名 所 属

陸 上 競 技 川 本 和 久 福島大学教育学部教授

〃 菊 田 明 博 鎌田小学校教員

〃 菅 原 澄 子 郡山東高校教員

〃 吾 妻 仁 福島第三中学校教員

軟 式 野 球 磯 崎 邦 広 泉中学校教員

ソフトテニス 佐 藤 長 治 自営

〃 田野入 秀 治 鹿島中学校教員

卓 球 向 井 隆 一 日東紡㈱メディカル開発センター

剣 道 水 野 良 信 草野中学校長

バスケットボール 渡 邊 拓 也 本宮高校教員

アマチュアボクシング 篠 原 宏 和 会津工業高校教員

弓 道 今 泉 健 志 福島県弓道連盟

体 操 � 木 弘 美 福島成蹊女子高校教員

ソフトボール 佐 藤 ひろえ 東洋通信機㈱

バレーボール 根 本 勝 司 福島銀行

〃 小 針 幸 雄 白河高校教員

ウェイトリフティング 長 南 国 彦 川俣高校教員

フェンシング 鈴 木 生 央 福島整肢療護園

山 岳 三 森 一 男 栃木県立矢板高校教員

銃 剣 道 安 藤 幸 寿 自営

カ ヌ ー 軽 部 英 敏 二本松工業高校教員

〃 小久保 英一知 安達高校教員

綱 引 鈴 木 雅 行 東電環境エンジニアリング㈱

エ スポーツ功労賞

所 属 団 体 氏 名 市 町 村 名

柔 道 連 盟 佐々木 俊 雄 郡 山 市

バ レ ー ボ ー ル 協 会 宮 崎 正 恵 梁 川 町

ソ フ ト テ ニ ス 連 盟 鈴 木 喬 二 い わ き 市

ソ フ ト ボ ー ル 協 会 岩 井 正 男 い わ き 市

バ ド ミ ン ト ン 協 会 須 藤 博 白 河 市

県 北 地 域 連 合 田 邊 昭 次 大 玉 村

ラグビーフットボール 早 川 信 平 い わ き 市

オ 社会体育優良団体賞

競 技 名 団 体 名 市 町 村 名

卓 球 中 島 � � � 会 津 坂 下 町

ス キ ー 岳温泉スキークラブ 二 本 松 市

ゲートボール 会津若松市ゲートボール協会 会 津 若 松 市

№ 支 部 名 市町村名 氏 名

１ 福 島 福 島 市 冨 田 徳 治

２ 伊 達 月 舘 町 半 澤 万 徳

３ 岩 瀬 長 沼 町 鈴 木 文 子

４ い わ き い わ き 市 高 崎 教 正

イ �全国体育指導委員連合優良団体表彰

№ 支 部 名 市町村名 団 体 名

１ 福 島 福 島 市

飯 野 町

川 俣 町

福島市支部体育指導

委 員 連 絡 協 議 会

ウ �全国体育指導委員連合30年勤続表彰

№ 支 部 名 市町村名 氏 名

１ 安 達 二 本 松 市 小 林 正 彦

２ 西 白 河 泉 崎 村 松 川 貴 志

３ 双 葉 浪 江 町 佐 々 木 保 彦

エ 東北地区体育指導委員協議会功労者表彰

№ 支 部 名 市町村名 氏 名

１
福 島

福 島 市 � 橋 光 子

２ 福 島 市 二 木 康 視

３ 伊 達 国 見 町 古 内 清 行

４
安 達

東 和 町 菅 野 敬

５ 安 達 町 佐 藤 彦 一

６ 郡 山 郡 山 市 吉 川 次 男

７ 田 村 都 路 村 吉 田 静 夫

８
西 白 河

白 河 市 根 本 輝 久

９ 西 郷 村 小 針 孝 廣

10 東 白 川 矢 祭 町 金 澤 實

11 南 会 津 田 島 町 大 橋 富 男

12 両 沼 柳 津 町 二 瓶 伸 博

13 相 馬 相 馬 市 森 ト キ 子

14 い わ き い わ き 市 山 口 征 子

15 双 葉 大 熊 町 吉 岡 孝 雄
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オ 福島県体育指導委員連絡協議会功労者表彰

№ 支 部 名 市町村名 氏 名

１ 伊 達 伊 達 町 鈴 木 直 人

２ 安 達 岩 代 町

鴫 原 俊 一

高 本 隆 一

杉 山 澄 子

５ 郡 山 郡 山 市 熊 田 忠

６

石 川

浅 川 町 佐 久 間 正 作

７
古 殿 町

鈴 木 慶 子

８ 我 妻 慶 三

９
田 村 船 引 町

石 井 忠 重

10 安 瀬 義 正

11

西 白 河 白 河 市

入 谷 み ち こ

12 鈴 木 康 弘

13 田 中 廣 美

14 吉 成 常 代

15 堀 江 典 子

16 内 山 佳 子

17 班 目 秀 雄

18 渡 部 冬 子

19 齋 藤 孝 一

20 近 藤 寛

21 小 林 兵 吉

22 後 藤 邦 雄

23 五 十 嵐 啓 介

24 菅 原 幸 夫

25 十 文 字 博 幸

26 真 壁 貢

27 東 白 川 塙 町 吉 田 キ ク

28

南 会 津

下 郷 町 阿 部 賢 一

29

只 見 町

新 国 宏 明

30 鈴 木 好 行

31 吉 津 健

32 飯 塚 伸 一

33 山 内 孝 志

34 舘 岩 村 木 下 武 司

35

北 会 津
猪 苗 代 町

二 瓶 芳 雄

36 大 川 原 敏 幸

37 北 会 津 村 鈴 木 美 鈴

38
耶 麻

塩 川 町 細 尾 和 江

39 北 塩 原 村 内 海 英 男

№ 支 部 名 市町村名 氏 名

40 耶 麻 北 塩 原 村 岩 田 多 吉

41

両 沼

柳 津 町 鈴 木 一 雄

42

会津高田町

長 嶺 祥 一

43 根 本 功

44 佐 藤 久 行

45

い わ き い わ き 市

白 � 正 衛

46 吉 田 美 佐 子

47 箱 崎 し げ 子

48 鈴 木 桂 子

49

双 葉

川 内 村
横 田 喜 美 子

50 渡 辺 多 美 子

51
浪 江 町

緑 郁 夫

52 管 野 寛 昭

53
相 馬 相 馬 市

石 田 義 広

54 愛 澤 正 司

カ 福島県体育指導委員連絡協議会感謝状贈呈

№ 支 部 名 市町村名 氏 名

１ 伊 達 保 原 町 松 浦 源 吉

� 財団法人日本学校体育研究会連合会表彰

ア 最優秀校

学 校 名 学 校 長 名

安 達 町 立 油 井 小 学 校 高 島 現

イ 優 良 校

学 校 名 学 校 長 名

白 河 市 立 み さ か 小 学 校 會 澤 洋 文

ウ 功 労 者

職名 氏 名 学 校 名

校 長 鵜 沼 司 郡 山 市 立 大 槻 小 学 校

〃 菊 田 宏 福 島 市 立 御 山 小 学 校

〃 原 康 之 会 津 若 松 市 立 第 三 中 学 校

〃 鈴 木 修 矢 吹 町 立 矢 吹 中 学 校

� 福島県学校体育研究連合会表彰

ア 優 良 校

学 校 名 学 校 長 名

郡 山 市 立 赤 木 小 学 校 深 谷 秀 三

会 津 若 松 市 立 第 三 中 学 校 原 康 之

南 郷 村 立 南 郷 中 学 校 服 部 啓 吉



２ 学校保健・学校安全関係

� 文部科学大臣表彰 (３名)

� 福島県学校歯科保健優良校表彰 (第46回よい歯の学校表

彰)

ア 特別表彰 なし

イ 栄 誉 賞 １校

ウ 最優秀賞 ３校

エ 優 秀 賞 22校

� 小 学 校 (17校)
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イ 功 労 者

職名 氏 名 学 校 名

校 長 田 子 泰 雄 い わ き 市 立 久 ノ 浜 小 学 校

〃 菊 田 宏 福 島 市 立 御 山 小 学 校

〃 天 野 正 雄 喜 多 方 市 立 関 柴 小 学 校

〃 永 野 康 明 富 岡 町 立 富 岡 第 二 小 学 校

〃 花 見 剛 福 島 市 立 庭 塚 小 学 校

〃 尾 崎 伸 一 月 舘 町 立 月 舘 中 学 校

〃 丹 治 光 雄 二本松市立二本松第一中学校

教 諭 越 尾 咲 男 県 立 会 津 高 等 学 校

区 分 氏 名 ・ 学 校 名 勤 務 校 ・ 校 長 名

学 校 医 半 澤 勉 郡山市立福良小学校

〃 清 原 頼 子 河東町立河東中学校

学 校 福島県立塙工業高等学校 小 菅 富 士 雄

№ 管 内 学 校 名

１ 県 北 福 島 市 立 水 保 小 学 校

２ 会 津 山 都 町 立 山 都 第 二 小 学 校

３ 〃 高 郷 村 立 高 郷 中 学 校

№ 管 内 学 校 名

１ 県 北 福 島 市 立 御 山 小 学 校

２ 〃 福 島 市 立 大 笹 生 小 学 校

３ 〃 二 本 松 市 立 原 瀬 小 学 校

４ 〃 岩 代 町 立 百 目 木 小 学 校

５ 県 中 郡 山 市 立 小 泉 小 学 校

６ 〃 須 賀 川 市 立 柏 城 小 学 校

７ 県 南 大 信 村 立 信 夫 第 一 小 学 校

８ 〃 大 信 村 立 信 夫 第 二 小 学 校

９ 〃 棚 倉 町 立 高 野 小 学 校

№ 管 内 学 校 名

10 県 南 棚 倉 町 立 山 岡 小 学 校

11 〃 棚 倉 町 立 社 川 小 学 校

12 会 津 北 塩 原 村 立 北 山 小 学 校

13 〃 河 東 町 立 河 東 第 三 小 学 校

14 〃 高 郷 村 立 高 郷 第 一 小 学 校

15 〃 山 都 町 立 山 都 第 一 小 学 校

16 〃 塩 川 町 立 姥 堂 小 学 校

17 相 双 双 葉 町 立 双 葉 北 小 学 校

� 中 学 校 (４校)

№ 管 内 学 校 名

18 県 中 玉 川 村 立 須 釜 中 学 校

19 会 津 三 島 町 立 三 島 中 学 校

20 南 会 津 舘 岩 村 立 舘 岩 中 学 校

21 〃 伊 南 村 立 伊 南 中 学 校

� 養護学校 (１校)

№ 学 校 名

22 あ ぶ く ま 養 護 学 校 中 学 部

オ 努 力 賞 43校

� 小 学 校 (34校)

№ 管 内 学 校 名

１ 県 北 福 島 市 立 清 水 小 学 校

２ 〃 福 島 市 立 水 原 小 学 校

３ 〃 福 島 市 立 土 湯 小 学 校

４ 〃 国 見 町 立 藤 田 小 学 校

５ 〃 国 見 町 立 小 坂 小 学 校

６ 〃 国 見 町 立 大 木 戸 小 学 校

７ 〃 国 見 町 立 森 江 野 小 学 校

８ 県 中 小 野 町 立 飯 豊 小 学 校

９ 〃 石 川 町 立 中 谷 第 一 小 学 校

10 〃 岩 瀬 村 立 白 方 小 学 校

11 〃 天 栄 村 立 大 里 小 学 校

12 〃 石 川 町 立 沢 田 小 学 校

13 〃 長 沼 町 立 長 沼 小 学 校

14 〃 平 田 村 立 永 田 小 学 校

15 〃 古 殿 町 立 論 田 小 学 校

16 〃 古 殿 町 立 田 口 小 学 校

17 〃 滝 根 町 立 広 瀬 小 学 校

18 〃 船 引 町 立 緑 小 学 校

№ 管 内 学 校 名

１ 会 津 三 島 町 立 三 島 小 学 校



� 平成15年度 (第43回) 歯科衛生図画・ポスター・習字コ

ンクール表彰

�最優秀入賞者�

� 図 画 の 部

小学校１年 会津高田町立東尾岐小学校 木村 華蓮

小学校２年 郡 山 市 立 大 成 小 学 校 渡邉 明里

小学校３年 川 俣 町 立 福 田 小 学 校 岩永 祥

� ポスターの部

小学校４年 相馬市立中村第一小学校 小関ひかり

小学校５年 相馬市立中村第一小学校 西 加奈美

小学校６年 須 賀 川 市 立 第 三 小 学 校 中澤 佳美

中学校１年 塙 町 立 塙 中 学 校 鈴木 初紀

中学校２年 天 栄 村 立 天 栄 中 学 校 小野恵里奈

中学校３年 石 川 町 立 石 川 中 学 校 矢内 恵

� 書 写 の 部

小学校１年 二本松市立二本松南小学校 武藤 美里

小学校２年 いわき市立汐見が丘小学校 笹野 伸斗

小学校３年 郡 山 市 立 桃 見 台 小 学 校 片寄みつな

小学校４年 二本松市立二本松南小学校 古川紗也子

小学校５年 白河市立白河第二小学校 野口 紗瑛

小学校６年 白 河 市 立 五 箇 小 学 校 �橋 真未

中学全学年 会津若松市立第三中学校 原 碧

� 標 語 の 部

小学校５年 田 島 町 立 針 生 小 学 校 皆川 有彩

� 福島県学校保健会表彰

ア 学校保健優良学校 (２校)
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№ 管 内 学 校 名

19 県 中 大 越 町 立 上 大 越 小 学 校

20 〃 常 葉 町 立 西 向 小 学 校

21 会 津 塩 川 町 立 塩 川 小 学 校

22 南 会 津 只 見 町 立 明 和 小 学 校

23 〃 下 郷 町 立 南 小 学 校

24 〃 舘 岩 村 立 舘 岩 小 学 校

25 相 双 葛 尾 村 立 葛 尾 小 学 校

26 〃 原 町 市 立 太 田 小 学 校

27 〃 原 町 市 立 石 神 第 二 小 学 校

28 〃 浪 江 町 立 請 戸 小 学 校

29 い わ き い わ き 市 立 泉 小 学 校

30 〃 い わ き 市 立 入 遠 野 小 学 校

31 〃 い わ き 市 立 郷 � 丘 小 学 校

32 〃 い わ き 市 立 渡 辺 小 学 校

33 〃 い わ き 市 立 平 第 三 小 学 校

34 〃 い わ き 市 立 好 間 第 二 小 学 校

� 中 学 校 (６校)

№ 管 内 学 校 名

35 県 北 福 島 市 立 渡 利 中 学 校

36 県 中 須 賀 川 市 立 稲 田 中 学 校

37 〃 常 葉 町 立 常 葉 中 学 校

38 県 南 白 河 市 立 白 河 中 央 中 学 校

39 〃 白 河 市 立 東 北 中 学 校

40 い わ き い わ き 市 立 川 部 中 学 校

� 養護学校 (３校)

№ 学 校 名

41 郡 山 養 護 学 校 小 ・ 中 学 部

42 あ ぶ く ま 養 護 学 校 小 学 部

43 平 養 護 学 校 小 ・ 中 学 部

管内 学 校 名 校 長 名

南会津 舘 岩 村 立 舘 岩 中 学 校 三 橋 信 一 郎

相 双 楢葉町立楢葉南小学校 林 洋 一

イ 学校保健功労者 (17名)

職 種 氏 名 勤 務 校

学 校 医 徳 富 朝 光 福 島 市 立 飯 坂 小 学 校

〃 宍 戸 和 夫 福 島 市 立 北 信 中 学 校

〃 太 宰 昭 馬 保 原 町 立 保 原 小 学 校

〃 安 齋 盛 敏 東和町立上太田小学校ほか

〃 相 	 雄 二 郡山市立守山小学校ほか

〃 野 崎 央 鏡 石 町 立 第 二 小 学 校

〃 本 多 廣 二 小 野 町 立 飯 豊 小 学 校

〃 後 藤 進 いわき市立小名浜西小学校

〃 齋 藤 光 三 い わ き 市 立 川 部 小 学 校

学校歯科医 菅 野 将 士 福島市立福島第一小学校

〃 神 津 武 志 国 見 町 立 県 北 小 学 校

〃 本 内 榮 一 須 賀 川 市 立 第 二 小 学 校

学校薬剤師 渡 辺 スミ子 川俣町立福沢小学校ほか

〃 松 坂 英 雄 白 沢 村 立 糠 沢 小 学 校

〃 野 崎 英 典 県立福島商業高等学校ほか

〃 小 林 暎 子 会津若松市立城北小学校

養護教諭 柴 田 貞 子 福島市立福島第三小学校



� 財団法人福島県学校給食会長・福島県学校給食研究会長

表彰

ア 学校給食優良団体

第３節 学 校 体 育

１ 学校体育関係各種講習会

� 東部地区学校体育指導者中央講習会

ア 企 画

文部科学省

イ 実 施

独立行政法人教員研修センター､ 東京都教育委員会

ウ 期 日

平成15年５月20日�～23日�

エ 会 場

国立オリンピック記念青少年センター､ 東京体育館

オ 参加都道県

北海道､ 東北､ 関東の15都道県

カ 参加者数

本県より14名

� 東部地区学校体育指導者中央講習会福島県中央講習会

ア 主 催

福島県教育委員会､ 福島市教育委員会

イ 期 日

平成15年６月５日�

ウ 会 場

国体記念体育館､ 福島市武道館､ 福島体育館､ 信夫�

丘競技場､ あづま総合体育館プール

エ 参加者数

67名

� 小・中学校体育実技指導者講習会

ア 主 催

福島県教育委員会

イ 期 日

平成15年６月～９月までの１日～２日間

ウ 会 場

各教育事務所ごとに会場を設営
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ウ 学校保健会感謝状 (９名)

職 種 氏 名 勤 務 校

学 校 医 金 功 前� 福 島 市 立 �� 小 学 校

〃 太 田 孝 夫 前�須賀川市立第二小学校

〃 野 崎 一 男 前�猪苗代町立長瀬小学校

学校歯科医 佐 藤 拓 前� 福 島 市 立 余 目 小 学 校

〃 菊 池 久 利 前�桑折町立半田醸芳小学校

支 部 長 飯 沼 信 一 福 島 市 立 � � 小 学 校

〃 武 藤 公 夫 県 中 教 育 事 務 所

〃 林 要治朗 い わ き 市 立 磐 崎 中 学 校

養護教諭 渡 辺 明 子 前� 福 島 市 立 杉 妻 小 学 校

� 学校安全優良学校表彰 (日本体育・学校センター福島県

支部)

管内 学 校 名 園長及び校長名

県 中 石 川 町 立 石 川 小 学 校 水 野 岩 雄

相 双 相馬市立中村第一小学校 大 浦 清 孝

いわき い わ き 市 立 高 久 小 学 校 丹 野 順 子

３ 学校給食関係

� 文部科学大臣表彰

ア 学校給食優良学校等

学 校 及 び 共 同 調 理 場 名 校 長 名

新 地 町 立 新 地 小 学 校 高 玉 幸 江

会津若松市永和地区学校給食センター 渡 部 和 俊

イ 学校給食功労者

職 種 氏 名 勤 務 校

校 長 関 場 弘 子 福 島 市 立 清 水 小 学 校

団 体 名 校長(所長)名

矢 吹 町 立 矢 吹 中 学 校 鈴 木 修

猪苗代町吾妻地区学校給食共同調理場 星 美 法

浪江町立東地区学校給食共同調理場 八 城 盛

イ 学校給食功労者

職 種 氏 名 勤 務 先

校 長 関 場 弘 子 福 島 市 立 清 水 小 学 校

副主任調理員 松 本 ハツエ 須賀川市立阿武隈小学校

主任栄養技師 生 田 トシエ いわき市立四倉学校給食共同調理場



エ 各教育事務所ごとの実施状況

� 女子体育実技指導者研究会 (ダンス)

ア 主 催

福島県教育委員会､ 福島県女子体育連盟､ 福島市教育

委員会

イ 期 日

平成15年８月７日�､ ８日�

ウ 会 場

福島市国体記念体育館

エ 参 加 者

２ 各種研究指定校

運動部活動地域連携実践事業 (文部科学省)

� 指 定 年 度

平成14年度～平成16年度

� 実 践 地 域

いわき市 (いわき市教育委員会)

� 研究テーマ

ア 複数校合同による､ 運動部活動の在り方・進め方

イ 学校の運動部活動と地域スポーツクラブ等との連携の

在り方・進め方

ウ 学校体育・スポーツにおける武道指導の充実と進め方
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幼稚園 小学校 中学校 高等学校 大学・一般 合 計

29 73 14 9 19 144

平成15年度学校体育実技指導者講習会 (派遣事業②) 実績報告

管 内 種 目

( 学 校 種 )

期 日

( 水 泳 )

会 場

参加者 講 師

小
学
校

中
学
校

教

員

派

遣
他 計

県 北

(小) 基本の運動・ゲーム・器械運動・
水泳・表現運動

８月19日�
(６月18日�)

福大附属小学校・福島体
育館・森合市民プール 122 5 1 6

(中) 陸上競技・バレーボール・卓球・
剣道 ８月19日�

福島体育館・福島市武道
館・福大附属小学校 47 4 4

県 中

(小) 基本の運動・ゲーム・器械運動・
水泳・表現運動

９月４日�
(７月４日金)

郡山総合体育館・鏡石町
民プール 48 5 1 6

(中) 陸上競技・バレーボール・卓球・
剣道 ９月４日�

郡山総合体育館・開成山
陸上競技場 36 4 4

県 南

(小) 基本の運動・ゲーム・器械運動・
水泳・表現運動

８月５日�
(７月２日�)

表郷中学校・スインピア
矢祭 44 5 1 6

(中) 陸上競技・バレーボール・卓球・
剣道 ８月５日� 表郷中学校 17 4 4

会 津

(小) 基本の運動・ゲーム・器械運動・
水泳・表現運動

８月27日�
(６月16日�)

鶴�城体育館･会津インターナ
ショナルスイミングスクール 85 5 1 6

(中) 陸上競技・バレーボール・卓球・
剣道 ９月８日�

あいづ総合体育館・会津
陸上競技場 38 4 4

南 会 津

(小) 基本の運動・ゲーム・器械運動・
水泳・表現運動

７月２日�
(７月２日�) 只見小学校 18 5 5

(中) 陸上競技・バレーボール・卓球・
剣道 ７月２日� 只見中学校 10 4 4

相 双

(小) 基本の運動・ゲーム・器械運動・
水泳・表現運動

８月22日�
(８月22日�)

原町市スポーツセンター
原町市勤労者体育センター 51 5 1 6

(中) 陸上競技・バレーボール・卓球・
剣道 ８月22日�

原町市勤労者体育センター
原町市スポーツセンター 60 4 4

い わ き

(小) 基本の運動・ゲーム・器械運動・
水泳・表現運動

８月21日�
(８月21日�)

いわき市立総合体育館
いわき市民プール 153 5 5

(中) 陸上競技・バレーボール・卓球・
剣道 ８月21日� いわき市立総合体育館 53 4 4
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� 実践中心校および実践協力校

校 種 実践中心校 校 長 名 実 践 協 力 校 校 長 名 研 究 テ ー マ

高 校 小 名 浜 高 校 星 和 久 いわき海星高校 濱 口 保 夫

研究テーマ､ ア・イ・ウに関すること
中 学 江 名 中 学 校 草 野 啓 明

小名浜第一中学校 米 本 公 久

小名浜第二中学校 藁 谷 保

玉 川 中 学 校 山野邉 信 子

泉 中 学 校 引 地 晴 子

３ 福島県高等学校体育連盟

� 平成15年度福島県高等学校体育連盟役員

役 職 名 氏 名 (所 属 名)

顧 問

鈴 木 勝 枝 (10 代 会 長) 飯 島 護 (12 代 会 長)

小松原 格 (14 代 会 長) 折 笠 常 弘 (15 代 会 長)

早 川 俊 一 (16 代 会 長) 齋 藤 久 (18 代 会 長)

砂子田 敦 博 (19 代 会 長) 杉 原 睦 雄 (20 代 会 長)

� 城 俊 春 (21 代 会 長) 斎 藤 和 也 (22 代 会 長)

古 市 孝 雄 (23 代 会 長) 菅 野 正 行 (スポーツグループ参事)

参 与

陸 勤 (７ 代 理 事 長) 鈴 木 正 一 (８ 代 理 事 長)

高 橋 充 雄 (９ 代 理 事 長) 関 川 正 道 (10 代 理 事 長)

浅 尾 晃 左 (11 代 理 事 長) 菅 野 一 治 (12 代 理 事 長)

会 長 富 田 孝 志 (福 島 高 校 長)

副 会 長
( 地 区 会 長 )

片 平 俊 夫 (保 原 高 校 長) 廣 瀬 渉 (安 積 高 校 長)

山 田 耕一郎 (会 津 学 鳳 高 校 長) 畠 山 煕一郎 (磐城桜が丘高校長)

伊 藤 隆 司 (双 葉 翔 陽 高 校 長)

理 事 長 渡 辺 正 昭 (福 島)

副 理 事 長 大 内 悟 (福 島 明 成)

常 任 理 事
滝 田 勝 彦 (スポーツグループ) 安 斎 司 (安 達)

長 南 国 彦 (川 俣) 小 野 圀 芳 (福 島 明 成)

理 事

☆県 常 任 理 事
◎地 区 理 事 長
○地区副理事長
△地区生徒理事

県 北

☆◎ 大 内 悟 (福 島 明 成) ☆○ 三 浦 正 和 (福 島 工)

☆ 黒 羽 靖 夫 (福 島 西) ☆ 本 多 信 弥 (安 達)

☆ 伊 藤 充 (成 蹊 女) △ 高 橋 真 弓 (福 島 北)

県 南

☆◎ 星 保 男 (郡 山 北 工) ○ 佐 藤 譲 敬 (郡 山 東)

中野目 啓 (白 河) 新 方 浩 二 (石 川)

△ 双 石 義 宏 (白 河)

会 津
☆◎ 矢 部 則 夫 (会 津 学 鳳) ○ 白 岩 格 (会 津 工)

五十嵐 直 (大 沼) △ 芥 川 祥 子 (仁 愛)

いわき
☆◎ 英 勲 (磐 城 桜 が 丘) ○ 若 松 功 (磐 城)

田野入 清 明 (四 倉) △ 四 家 正 浩 (磐 城 桜 が 丘)

相 双
☆◎ 穂 積 憲 一 (原 町) ○ 塙 賢 二 (相 馬 東)

山 家 勝 憲 (相 馬) △ 佐々木 嘉 一 (原 町)

監 事 (２名) 成 田 努 (成 蹊 女 子 高 校 長) 馬 場 正 丈 (若 松 商)

会長指名理事 (１名) 滝 田 勝 彦 (スポーツグループ)
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役 職 名 氏 名 (所 属 名)

幹 事 (３名)
石 田 智 宏 (福 島 北) 佐々木 勝 宏 (福 島)

菊 田 剛 史 (福 島 東)

�福体協理事 (１名) 富 田 孝 志 (福 島 高 校 長)

同 評 議 員 (５名)

渡 辺 正 昭 (福 島) 星 保 男 (郡 山 北 工)

矢 部 則 夫 (会 津 学 鳳) 英 勲 (磐 城 桜 が 丘)

穂 積 憲 一 (原 町)

�全国高体連評議員 (２名) 富 田 孝 志 (福 島 高 校 長) 渡 辺 正 昭 (福 島)

� 第49回福島県高等学校体育大会日程・会場

開催
地区 № 種 目 名

日 程
会 場 参 加

人 数6／7� 6／8� 6／9�

県

北

１ ソ フ ト テ ニ ス ○ ○ � 福島市庭球場 614

２ ハ ン ド ボ ー ル ○ ○ � あづま総合体育館 福島体育館 福島西高校 560

３ 弓 道 ○ ○ � 福島明成高校 534

４ 空 手 道 ○ ○ 福島市武道館 169

５ 体 操
体操競技 ○ ○ � 福島市国体記念体育館

121
新 体 操 ○ ○ � 福島市国体記念体育館

６ フ ェ ン シ ン グ ○ ○ 福島商業高校 34

７ カ ヌ ー 競 技 ○ 東和町阿武隈漕艇場 26

県

南

８ バスケットボール ○ ○ �
郡山総合体育館 郡山西部体育館 郡山高校
安積高校 郡山東高校 741

９ テ ニ ス ○ ○ � 郡山庭球場 牡丹台庭球場 398

10 バ ド ミ ン ト ン ○ ○ � 白河市中央体育館 白河市国体記念体育館 466

11 水 泳 [飛込み] ６月28日� 郡山カルチャーパークプール 384

12 柔 道 ○ ○ � 郡山西部第二体育館 580

13 自転車競技 [ロード] ○ 西郷村小田倉台上の周回コース 62

14 軟 式 野 球 ７月12日�～14日� 泉崎村さつき公園野球場 104

15 ホ ッ ケ － 中 止 ルネサンス棚倉ホッケー場

16 ス ケ ー ト 12月６日�～７�
ス ピ ー ド�郡山スケート場
フィギュア�磐梯熱海アイスアリーナ 11

17 ア － チ ェ リ － ○ ○ 三春町貝山地区多目的広場 26

18 駅 伝 競 走 10月16日� 白河市駅伝コース 622

会

津

19 卓 球 ○ ○ � あいづ総合体育館 602

20 水 泳 [競 泳] ６月21日�～23日� 会津水泳場 388

21 剣 道 ○ ○ � 若松商業高校 466

22 ボ ー ト ○ ○ 県営荻野漕艇場 99

23 登 山 ６月５日�～８日� 会津三岩岳 219

24 レ ス リ ン グ ○ ○ 田島高校 43

25 ス キ ー 16年１月12日�～14日�

アルペン�台鞍山スキー場 クロカン�桧枝
岐村七入公認距離コース ジャンプ�猪苗代
シャンツェ

96

26 な ぎ な た ○ 葵高校 27



― 157 ―

開催
地区 № 種 目 名

日 程
会 場 参 加

人 数6／7� 6／8� 6／9�

い

わ

き

27 陸 上 競 技 ５月23日金～26日� いわき陸上競技場 1,492

28 ラグビーフットボール 11月１日�～３日�決勝�８日� いわきグリーンフイールド 272

29 自転車競技 [トラック] ６月３日�～４日� いわき市平競輪場 62

30 ヨ ッ ト ６月２日� いわきサンマリーナ 20

相

双

31 バ レ ー ボ ー ル ○ ○ �

相馬アリーナ 相馬高校 相馬東高校 中村
第一中学校 中村第二中学校 中村第二小学
校

1,238

32 サ ッ カ ー 5月31日�～6月2日�決勝�7日� �ヴィレッジ 320

33 ソ フ ト ボ ー ル ○ ○ �

男子�双葉町総合運動公園グラウンド
女子�ふれあいセンターなみえグラウンド

浪江高校
655

34 相 撲 ○ ○ 原町市スポーツセンター 35

35 馬 術 ５月24日�～25日� 原町市馬事公苑 50

36 ウエイトリフティング ○ ○ 相馬農業高校格技場 39

37 ボ ク シ ン グ ６月６日	～８日� 相馬農業高校 24

特 殊
専門部 定時制・通信制 ６月14日�～15日�

福島工業高校 十六沼公園体育館･テニスコー
ト 福島市武道館 あづま総合体育館 
�
中央公園野球場

４ 福島県中学校体育連盟

� 平成15年度福島県中学校体育連盟役員

役 職 名 氏 名 所 属 名 地区名

会 長 尾 形 忠 吉 郡 山 四 中 県 中

副 会 長

丹 治 光 雄 二 本 松 一 中 県 北

染 谷 安 彦 若 松 一 中 会 津

柳 哲 雄 白 河 二 中 県 南

安 達 隆 守 山 中 県 中

草 野 啓 明 江 名 中 いわき

小 野 哲 也 向 陽 中 相 双

理 事 長 菅 野 義 広 東 和 中 県 北

理 事

宗 形 俊 二 県スポーツグループ

佐 藤 徳 之 二 本 松 一 中 県 北

武 田 光 弘 若 松 一 中 会 津

鏡 味 厚 志 白 河 二 中 県 南

佐 藤 弘四郎 郡 山 七 中 県 中

吉 田 精 得 泉 中 いわき

堀 川 泰 宏 磯 部 中 相 双

監 事

安 斎 文 明 安 積 中 県 中

佐 藤 好 正 平 二 中 いわき

堀 川 利 夫 中 村 一 中 相 双

顧 問 松 本 真 前 会 長

事 務 局 長 青 柳 茂 宏 
 � 中 県 北
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� 第46回福島県中学校体育大会

競 技 種 目 競 技 場 期 日 参加人数

陸 上 競 技 いわき陸上競技場 ７月８日�～10日� 1,598

水泳競技
競 泳 郡山カルチャーパークプール ７月21日�～23日�

5,848

飛込競技 郡山カルチャーパークプール ６月28日�

体 操 競 技 県営あづま体育館 ７月22日�～23日�

新 体 操 福島市国体記念体育館 ７月22日�～23日�

軟 式 野 球

白河ツインスタジアム ７月21日�～23日�

表郷天狗山球場 ７月21日�～22日�

泉崎さつき球場 ７月21日�

ソ フ ト ボ ー ル 十六沼運動公園 ７月22日�～23日�

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル あいづ総合体育館 ７月22日�～23日�

バ レ ー ボ ー ル

白河中央体育館 (男子会場) ７月22日�～23日�

表郷中学校体育館 ( 〃 ) ７月22日�

石川総合体育館 (女子会場) ７月22日�～23日�

泉崎中学校育館 ( 〃 ) ７月22日�

ソ フ ト テ ニ ス いわき市営平テニスコート ７月22日�～23日�

卓 球 須賀川アリーナ ７月22日�～23日�

バ ド ミ ン ト ン いわき市立総合体育館 ７月22日�～23日�

サ ッ カ ー

鳥見山陸上競技場 ７月21日�～23日�

鳥見山多目的グラウンド ７月21日�～23日�

郡山西部サッカー場 ７月21日�

ハ ン ド ボ ー ル
郡山総合体育館 ７月21日�～23日�

郡山西部体育館 ７月21日�～22日�

相 撲 原町市相撲場 ７月22日�～23日�

剣 道 大熊町総合体育館 ７月22日�～23日�

柔 道 原町市スポーツセンター ７月22日�～23日�

駅 伝 競 走 西郷村台上コース 10月７日�～８日� 533

ス ケ ー ト 郡山スケート場 12月６日�～７日	 9

ス キ ー 猪苗代町 １月14日�～16日
 489

管 内 教委名 氏 名 職 名 所 属 校５ 学校教育指導員

委 員

�公立小・中学校�

県 南 白 河 市 高 橋 良 子 養護教 白河中央中

会 津 喜多方市 樋 口 喜 敬 教 諭 喜多方一小

〃 北塩原村 菅 沼 一 正 教 諭 裏 磐 梯 中管 内 教委名 氏 名 職 名 所 属 校

〃 河 東 町 佐 藤 茂 子 養護教 河 東 中県 北 福 島 市 丹 治 秀 樹 教 諭 福 島 三 小

南会津 只 見 町 遠 山 眞 一 教 諭 明 和 中〃 白 沢 村 宮 崎 泰 教 諭 白 沢 中

〃 下 郷 町 川 島 京 子 養護教 樽 原 小〃 飯 野 町 三 浦 祥 子 養護教 飯 野 中

相 双 鹿 島 町 伏 見 康 弘 教 諭 真 野 小県 中 三 春 町 作 田 恭 一 教 諭 沢 石 中

〃 大 熊 町 渡 辺 尋 子 養護教 大 熊 中〃 須賀川市 大 木 三 千 恵 養護教 小 塩 江 中

いわき いわき市 平 子 宗 司 教 諭 平 四 小県 南 表 郷 村 加 藤 正 行 教 諭 表 郷 小



６ 小学校運動競技奨励事業

� 対 象

小学校 ４・５・６年

� 実 施 期 間

15年６月～10月

� 奨 励 種 目

① 陸上競技会

○ 50�走 (４年)

○ 100�走 (５・６年)

○ 走り幅跳び

○ 走り高跳び

○ ボール投げ (ソフトボール１号)

○ ４×100�リレー

② 水泳競技会

○ 50�平泳ぎ

○ 50�バタフライ

○ 50�背泳ぎ

○ 50�自由形

○ 100�自由形

○ ４×50�リレー

� 実施の状況

第４節 学校保健・学校安全

１ 学校保健・学校安全研修会等
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管 内 教委名 氏 名 職 名 所 属 校

いわき いわき市 松 本 和 子 養護教 田 人 中

�県立高等学校校�

氏 名 職 名 所 属 校

紅 屋 聡 教 諭 福 島 西 高 等 学 校

鈴 木 公 一 教 諭 郡 山 商 業 高 等 学 校

山 内 淳 一 教 諭 喜 多 方 高 等 学 校

土 屋 勝 教 諭 遠 野 高 等 学 校

田 中 幸 子 養 護 教 郡 山 北 工 業 高 等 学 校

渡 部 知 江 養 護 教 西 会 津 高 等 学 校

和 田 眞知子 養 護 教 好 間 高 等 学 校

景 山 祐 子 養 護 教 郡 山 養 護 学 校

種 目
項 目 陸上競技会 水泳競技会

実 施 市 町 村 87市町村 57市町村

参 加 児 童 数 26,253人 10,687人

事 業 名 期 日 会 場 参加人数

新 規 採 用
養 護 教 諭
研 修

校外研修
・グループ
研修� (６
日間)
・グループ
研修� (２
日間)
宿泊研修
前期
６月２日�

～４日�

後期
10月29日�

～31日�

各教育事務所の計
画による

各市町村教育委員
会の計画による

磐梯青年の家

教育センター

11名

養 護 教 諭
経 験 者
研 修 Ⅰ

校外研修
(２日間)

宿泊研修
11月17日�

～19日�

各教育事務所の計
画による

教育センター
７名

養 護 教 諭
経 験 者
研 修 Ⅱ

校外研修
(２日間)

宿泊研修
10月１日�

～３日�

各教育事務所の計
画による

教育センター
30名

養 護 教 諭
経 験 者
研 修 Ⅲ

10月８日�

～10日�

教育センター
11名

養 護 教 諭
専 門 研 修

宿泊研修
９月３日�

～５日�

教育センター
45名

健 康 相 談
活 動 支 援
体 制 整 備
事業 ｢健康
相談活動指
導者研修会｣

８月４日�

～５日	

飯坂町あづま荘

30名

ヘルスプロ
モーション
推 進 事 業
健 康 教 育
指 導 者
研 修 会

６月26日�

６月10日�

６月４日	

６月３日�

６月13日�

６月５日�

福島県自治会館
郡山ユラックス熱海
白河地域職業訓練
センター
会津大学
原町市福祉会館
いわき市庁舎

192名
263名
89名

153名
82名

135名



２ 児童・生徒の健康管理費補助

� 要保護及準要保護児童生徒援助費補助金 (医療費)

学校保健法第18条の規定に基づく補助金の交付状況は次

のとおりである｡

ア 県立学校

� 公立小・中学校児童・生徒健康増進特別事業費補助

児童生徒の健康増進に資するため､ 補助金を交付し､ へ

き地学校心臓検診事業を実施した｡

３ 教職員の健康管理

教職員の健康管理を適正に行うため､ 教職員結核健康診断､

教職員定期健康診断を実施した｡

� 教職員結核健康診断結果
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人 円 円

人 円 円

対 象 児 童 生 徒 数 設 置 者 が
援助した額

補 助 金
確 定 額区 分 特殊教育諸学校

要 保 護 1

準要保護 7

計 8 42,571 21,285

イ 市町村立学校

対 象 児 童 生 徒 数
設 置 者 が
援助した額

補 助 金
確 定 額区 分 小学校 中学校 特殊教育

諸 学 校

要 保 護 61 34

準要保護 1,248 549 1

計 1,309 583 1 14,038,653 5,310,000

へき地学校心臓検診事業

市 町 村 名 事 業 費 補助率 補 助 金

会 津 若 松 市 104,370円 1／3 27,000円

郡 山 市 138,180 1／3 37,000

い わ き 市 303,975 1／3 81,000

南 郷 村 82,320 1／3 22,000

只 見 町 154,350 1／3 41,000

金 山 町 60,270 1／3 16,000

鮫 川 村 148,680 1／3 39,000

川 内 村 85,260 1／3 23,000

� 尾 村 54,390 1／3 14,000

飯 舘 村 233,730 1／3 63,000

校 種 別 受診者数 要精検者数 要精検者率

県 立 学 校
(教育庁を含む) 5,319 42 0.8

� 教職員定期健康診断結果

県立学校職員 (盲・聾・養護学校､ 教育庁を含む)

ア 健康診断実施状況の内訳

区 分

性 別
受 診 者 数

要 注 意 者 数 要 精 密 検 査 者 数

人 数 ％ 人 数 ％

35 歳 以 上

男 性 2,565 748 29.2 1,543 60.2

女 性 1,036 328 31.7 516 49.8

計 3,601 1,076 29.9 2,059 57.2

35 歳 未 満

男 性 1,100 411 37.4 257 23.4

女 性 1,089 289 26.5 250 23.0

計 2,189 700 32.0 507 23.2



４ 福島県学校保健会

� 会 員

ア 県内小・中学校及び高等学校の児童生徒

イ 学校医､ 学校歯科医､ 学校薬剤師及び学校保健関係者

� 財 政

平成15年度予算額 6,582,747円

� 事 業 概 要

ア 学校保健講習会の開催 (県内21支部単位)

イ 第28回福島県養護教諭研究大会の開催

ウ 学校保健優良学校・学校保健功労者表彰

エ 各種研究大会､ 講習会等への派遣

オ 刊行物の発行

� 安全ガイドブック 小学校用 15,449部

中学校用 32,132部

� 学校保健会報 第34号

� 健康教育の手引き

５ 独立行政法人日本スポーツ振興センター

� 加 入 状 況

平成15年度の加入児童生徒数は337,733人で､ 学校種別

については下記のとおりで前年度に比べ7,713人減少した｡

加入学校等は､ 私立の幼稚園に若干の未加入園があるが､

小学校､ 中学校､ 高等学校､ 保育所及び公立の幼稚園は全

て加入した｡

児童生徒も､ 一部の長期欠席者等を除き全員加入してい

る｡

なお､ スポーツ振興センターに加入している全設置者が､

｢免責特約｣ を付け契約の更新を行っている｡

� 災害共済給付状況

平成15年度 ｢学校管理下｣ で発生した児童生徒等の災害

は､ 18,565件 (�14年度17,221件)､ 給付金額では234,942,552

円である｡

給付件数では1,344件増加し､ 給付金額では4,043,852円

増加した｡

なお､ 災害共済給付状況の詳細は次表のとおりである｡
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イ 要精密検査の内訳

検 査 項 目 胃 が ん 血 圧 心 電 図 眼 底 血 中 脂 質 肝 機 能

年 齢 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上

受 診 者 数 0 3,045 2,184 3,580 0 3,540 0 3,493 2,186 3,573 2,186 3,573

要精密検査者数 0 360 15 384 0 143 0 110 75 464 103 367

％ 0 11.8 0.7 10.7 0 4.0 0 3.1 3.4 13.0 4.7 10.3

検 査 項 目 尿 腎 機 能 血 糖 貧 血 大 腸 が ん 聴 力

年 齢 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上 35歳未満 35歳以上

受 診 者 数 2,158 3,558 2,186 3,573 2,186 3,573 2,186 3,573 0 3,216 2,180 3,556

要精密検査者数 228 502 72 204 7 169 55 122 0 213 38 305

％ 10.6 14.1 3.3 5.7 0.3 4.7 2.5 3.4 0 6.6 1.7 8.6

(注) 要精密検査者については､ 要精密検査項目が１人で２つ以上ある場合には､ 該当項目にそれぞれ計上した｡



� 学校安全普及充実事業

ア 学校安全優良学校の表彰 (前掲)

イ 学校安全研究学校の委嘱

喜多方市立松山小学校

ウ 刊行物の発刊

� 支部機関誌 ｢学校安全49号｣

� 新入学児童の保護者向け ｢災害共済給付のしおり｣

エ 各種研修会等への講師派遣

６ 保健・安全に関する研究推進校の指定

� 歯・口の健康つくり推進校の指定 (文部科学省�日本学

校歯科医会委嘱)

ア 研究指定校 いわき市立高野小学校

イ 研 究 期 間 平成15～16年度

ウ 研 究 主 題 気づき・考え・生き活き実践する児童

の育成

� 学校安全に関する研究校 (日本体育・学校健康センター

委嘱)

ア 研究指定校 喜多方市立松山小学校

イ 研 究 期 間 平成16～17年度

ウ 研 究 主 題 自ら判断し､ 健康で安全な生活を実践

できる児童の育成をめざして

� 健康教育総合推進モデル事業 (文部科学省)

ア 研究指定校 東和町

イ 研 究 期 間 平成13～15年度

ウ 研 究 主 題 児童生徒の健康的な生活習慣の形成

� 交通安全実践地域事業 (文部科学省)

ア 研究指定校 相馬東高校

イ 研 究 期 間 平成16～17年度

ウ 研 究 主 題 家庭及び地域の関係機関と連携した事

故絶滅のための交通安全教育活動の進め

方
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� 平成15年度災害共済給付状況

区 分 加入者数
(除要保護者)

医 療 費 (負傷・疾病) 障 害 見 舞 金 死亡見舞金 供 花 料 合 計 14年度との比較
(増△減)

災害件数
給付件数 給付額 発生

率
平 均
給付額

給付
件数 給付額 給付

件数 給付額 給付
件数 給付額 給付

件数 給付額 給付
件数 給付額

人 件 円 ％ 円 件 円 件 円 件 円 件 円 件 円

小 学 校 132,626
132,032

6,570
9,426 57,622,238 4.98 8,771 2 1,460,000 1 25,000,000 9,429 84,082,238 180 13,734,131

中 学 校 72,014
71,620

7,171
11,400 85,018,951 10.01 11,856 3 4,060,000 11,403 89,078,951 629 △38,458,879

高
等
学
校

全 日 制 73,025 3,933
7,225 82,520,317 5.39 20,982 7 10,870,000 1 170,000 7,233 93,560,317 892 △21,137,227

定 時 制 1,105 12
27 325,297 1.09 27,108 27 325,297 △13 △515,580

通 信 制 1,773 1
6 274,068 0.06 274,068 6 274,068 4 269,064

高等専門学校 1,012 34
55 940,852 3.36 27,672 1 1,250,000 56 2,190,852 △6 △23,732,334

幼 稚 園 32,813 538
706 5,028,072 1.64 9,346 1 730,000 707 5,758,072 △95 1,510,906

保 育 所 23,365
23,200

306
436 3,212,757 1.32 10,499 436 3,212,757 58 233,771

�合 計 337,733
336,580

18,565
29,281 234,942,552 5.52 12,655 14 18,370,000 1 25,000,000 1 170,000 29,297 278,482,552 1,649 △68,096,148

� 14年度合計 345,446
344,392

17,221
27,624 230,898,700 5.00 12,437 19 40,340,000 3 75,000,000 2 340,000 27,648 346,578,700

比較(�－�) △7,713
△7,812

1,344
1,657 4,043,852 0.52 218 △5 △21,970,000 △2 △50,000,000 △1 △170,000 1,649 △68,096,148

(備考) １. 医療費の件数欄中上段の数字は､ 災害発生件数である｡
２. 発生率＝災害発生件数÷加入児童・生徒等の数 (要保護児童・生徒を除く) ×100
３. 平均給付額＝給付額÷災害発生件数
４. 医療費には､ へき地通院費を含む｡

障害事故 (障害別) 死亡事故 (死亡別)

区 分 小 学 校 中 学 校 高等学校 高等専門学校 幼 稚 園 計 区 分 突 然 死

醜 状 障 害 2 1 1 1 5 小 学 校 1

視 力 障 害 2 1 3

歯 牙 障 害 1 1 2

機 能 障 害 1 1 2 計 1

臓 器 障 害 1 1

欠 損 障 害 1 1

計 2 3 7 1 1 14



第５節 学 校 給 食
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１ 学校給食実施状況

平成15年５月１日現在の学校給食の形態別実施状況は､ 次のとおりである｡

� 学校数 (児童生徒数)

学校
種別

教 育
事務所別

学 校 数
(児童生徒数)

完 全 ミ ル ク 合 計

学 校 数 比 率 ％ 学 校 数 比 率 ％ 学 校 数 比 率 ％

小

学

校

県 北 123
(30,149)

112
(28,798)

91.1
(95.5)

11
(1,351)

8.9
(4.5)

123
(30,149)

100.0
(100.0)

県 中 154
(35,524)

154
(35,524)

100.0
(100.0)

154
(35,524)

100.0
(100.0)

県 南 46
(10,052)

46
(10,052)

100.0
(100.0)

46
(10,052)

100.0
(100.0)

会 津 87
(17,350)

86
(17,263)

98.9
(99.5)

1
(87)

1.1
(0.5)

87
(17,350)

100.0
(100.0)

南 会 津 24
(1,945)

24
(1,945)

100.0
(100.0)

24
(1,945)

100.0
(100.0)

相 双 51
(12,688)

51
(12,688)

100.0
(100.0)

51
(12,688)

100.0
(100.0)

い わ き 75
(22,582)

75
(22,582)

100.0
(100.0)

75
(22,582)

100.0
(100.0)

県 計 560
(130,290)

548
(128,852)

97.9
(98.9)

12
(1,438)

2.1
(1.1)

560
(130,290)

100.0
(100.0)

中

学

校

県 北 42
(16,427)

36
(14,340)

85.7
(87.3)

6
(2,087)

14.3
(12.7)

42
(16,427)

100.0
(100.0)

県 中 64
(19,219)

57
(17,413)

89.1
(90.6)

7
(1,806)

10.9
(9.4)

64
(19,219)

100.0
(100.0)

県 南 18
(5,475)

18
(5,475)

100.0
(100.0)

18
(5,475)

100.0
(100.0)

会 津 38
(9,821)

29
(6,170)

76.3
(62.8)

9
(3,651)

23.7
(37.2)

38
(9,821)

100.0
(100.0)

南 会 津 11
(1,070)

8
(621)

72.7
(58.0)

3
(449)

27.3
(42.0)

11
(1,070)

100.0
(100.0)

相 双 24
(6,870)

24
(6,870)

100.0
(100.0)

24
(6,870)

100.0
(100.0)

い わ き 44
(11,691)

44
(11,691)

100.0
(100.0)

44
(11,691)

100.0
(100.0)

県 計 241
(70,573)

216
(62,580)

89.6
(88.7)

25
(7,993)

10.4
(11.3)

241
(70,573)

100.0
(100.0)

� 米飯給食週当たりの実施回数 (加重平均)

教育事務所
学 校 数 児 童 生 徒 数

小 学 校 中 学 校 小 ・ 中 計 小 学 校 中 学 校 小 ・ 中 計
回 回 回 回 回 回

県 北 3.25 3.25 3.25 3.15 3.22 3.17

県 中 3.08 2.79 3.00 3.03 2.63 2.90

県 南 3.07 3.11 3.08 3.03 3.15 3.07

会 津 3.05 3.14 3.07 2.84 2.93 2.86

南 会 津 3.29 3.88 3.44 3.28 3.44 3.32

相 双 3.22 3.21 3.21 3.17 3.18 3.18

い わ き 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00

平 均 2.98 2.87 2.95 2.87 2.79 2.84

(米飯給食は､ 昭和58年以降全ての完全給食実施校で実施されている｡)



２ 学校給食に関する研修会

３ 学校給食用パン品質調査

学校給食用パン品質を良化して､ 学校給食の食事内容の充

実向上に役立たせるため実施する｡

４ 学校給食費

５ 学校給食に関する研究指定地域

� 研 究 事 項

学校給食の食材に関する情報の収集及び安全な食品の選

定・検収の在り方とその成果の普及

� 研 究 期 間

１年間

� 指 定 地 域
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名 称 開催月日 会 場 参加人員

学校給食担当者会議 ５月23日 自 治 会 館 114名

新 規 採 用
学校栄養職員研修

校内
１～２学期
各15日

所 属 校 ・
勤 務 共 同 調 理 場

４名

校外
１～２学期
13日

管 内 校 ・
勤務共同調理場他

宿泊
６月２日

～４日
磐 梯 青 年 の 家

宿泊
７月９日

～11日
県 教 育 セ ン タ ー

学 校 栄 養 職 員
経 験 者 研 修 Ⅰ

宿泊
７月22日

～23日
県 教 育 セ ン タ ー ８名

学 校 栄 養 職 員
専 門 研 修

宿泊
８月５日

～６日
県 教 育 セ ン タ ー 17名

新 任 学 校 給 食
主 任 研 修 会

５月27日 県 庁 正 庁 29名

５月28日 い わ き 建 設 会 館 51名

５月29日 須 賀 川 ア リ ー ナ 37名

６月10日 ユースピアゆがわ 24名

区 分 １人当たり
平均月額円�

１食当たり
平均単価円�

年間実施
回 数 備 考

小 学 校
(低学年) 4,243 252.33 185

小 学 校
(中学年) 4,251 252.35 185

小 学 校
(高学年) 4,245 252.42 185

中 学 校 4,816 292.36 181

管 内 地域名 研究主題 指定年度 研究内容

県 南 大信村 国 �15

学校給食の食
材に関する情
報の収集及び
安全な食品の
選定・検収の
在り方につい
て調査研究を
行う｡

教 育 事 務 所 調 査 件 数

県 北 ９ 件

県 中 ２８ 件

県 南 ９ 件

会 津 ７ 件

南 会 津 ３ 件

相 双 ５ 件

い わ き １２ 件

合 計 ７３ 件
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６ 学校給食関係補助金の事業実績

� 公立学校施設整備費補助金 (学校給食施設整備費)

学校給食法第７条第１項の規定に基づく補助金の交付状況は､ 次のとおりである｡

① ドライシステム化推進事業 単独校調理場施設

設 置 者 名
学 校 又 は
共 同 調 理 場 名

児 童
生徒数

公 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 附 帯 施 設

構造
事 業 費 総 額 事 業 費 総 額

面 積 金 額 国庫補助金額 金 額 国庫補助金額
人 ㎡ 円 円 円 円

川 内 村 川 内 小 学 校 153 � 151 38,089,448 13,052,000 16,453,267 2,854,000

計 １ 件 38,089,448 13,052,000 16,453,267 2,854,000

② ドライシステム化推進事業 共同調理場施設

設 置 者 名
学 校 又 は
共 同 調 理 場 名

児 童
生徒数

公 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 附 帯 施 設

構造
事 業 費 総 額 事 業 費 総 額

面 積 金 額 国庫補助金額 金 額 国庫補助金額
人 ㎡ 円 円 円 円

郡 山 市 中学校第二給食センター 5,398 15,540,500 4,285,000

計 １ 件 0 0 15,540,500 4,285,000

③ ドライシステム化推進事業 炊飯給食施設 (共同)

設 置 者 名
学 校 又 は
共 同 調 理 場 名

児 童
生徒数

公 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 附 帯 施 設

構造
事 業 費 総 額 事 業 費 総 額

面 積 金 額 国庫補助金額 金 額 国庫補助金額
人 ㎡ 円 円 円 円

北 会 津 村 北会津村学校給食センター 727 � 70 24,031,840 4,523,000 11,616,477 1,524,000

計 １ 件 24,031,840 4,523,000 11,616,477 1,524,000

④ ドライシステム化推進事業 学校給食施設更新 (単独校)

設 置 者 名
学 校 又 は
共 同 調 理 場 名

児 童
生徒数

公 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 附 帯 施 設

構造
事 業 費 総 額 事 業 費 総 額

面 積 金 額 国庫補助金額 金 額 国庫補助金額
人 ㎡ 円 円 円 円

相 馬 市 向 陽 中 学 校 490 � 180 38,922,840 10,730,000 9,175,915 2,800,000

計 １ 件 38,922,840 10,730,000 9,175,915 2,800,000

⑤ ドライシステム化推進事業 学校給食施設更新 (共同)

設 置 者 名
学 校 又 は
共 同 調 理 場 名

児 童
生徒数

公 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 附 帯 施 設

構造
事 業 費 総 額 事 業 費 総 額

面 積 金 額 国庫補助金額 金 額 国庫補助金額
人 ㎡ 円 円 円 円

北 会 津 村 北会津村学校給食センター 727 � 736 252,677,632 28,561,000 64,557,357 4,600,000

計 １ 件 252,677,632 28,561,000 64,557,357 4,600,000



� 要保護及準要保護児童生徒援助費補助金 (学校給食費)

学校給食法第７条第２項の規定に基づく補助金の交付状

況は次のとおりである｡

� 高等学校定時制及び通信制教育振興奨励費補助金 (夜食

費)

｢高等学校定時制及び通信制教育振興奨励費補助金交付

要綱｣ 第１条の規定に基づく補助金の交付状況は､ 次のと

おりである｡

第６節 生涯スポーツ・競技スポーツ

１ 社会教育主事 (スポーツ担当) の市町村派
遣

派遣社会教育主事 (スポーツ担当) の制度は､ 昭和50年度

から文部省 (社会体育指導者派遣事業) と県が､ 市町村の求

めに応じて派遣する社会教育主事のうち､ 地域社会における

生涯スポーツの振興に関する事項を専門的に担当する者の給

与等を補助し､ 市町村社会体育行政組織の整備充実を図り､

生涯スポーツ行政及び指導体制の確立を促進しようとするも

のである｡ なお､ 平成10年度より文部省の社会体育指導者派

遣事業は廃止されたが､ 県は派遣を継続している｡

平成10年度以降の派遣者は､ 次の通りである｡
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円 円人人

対 象 児 童 生 徒 数 設 置 者 が
保 護 者 に
援助した額

補 助 金

確 定 額区 分 小学校 中学校

完 全
給 食 7,093 3,654

ミルク
給 食 28 369

計 7,121 4,023 483,965,781 98,724,000

学校数 生徒数(延べ) 国庫補助金額 備 考
校 人 円 １人１食当たり

６ 103,808 2,636,000 76円19銭

⑥ 衛生管理強化事業 単独校調理場

設 置 者 名
学 校 又 は
共 同 調 理 場 名

児 童
生徒数

公 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金

構造 面 積
事 業 費 総 額

金 額 国 庫 補 助 金 額
人 ㎡ 円 円

相 馬 市 山 上 小 学 校 83 6,843,900 2,281,000

計 １ 件 6,843,900 2,281,000

⑦ 衛生管理強化事業 共同調理場

設 置 者 名
学 校 又 は
共 同 調 理 場 名

児 童
生徒数

公 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金

構造 面 積
事 業 費 総 額

金 額 国 庫 補 助 金 額
人 ㎡ 円 円

郡 山 市 中学校第二給食センター 5,398 7,822,500 2,607,000

計 １ 件 7,822,500 2,607,000

⑧ 学校食堂施設

設 置 者 名
学 校 又 は
共 同 調 理 場 名

児 童
生徒数

公 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金

構造 面 積
事 業 費 総 額

金 額 国 庫 補 助 金 額
人 ㎡ 円 円

川 内 村 川 内 小 学 校 153 � 245 61,800,760 18,290,000

計 １ 件 61,800,760 18,290,000
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平 成 10 年 度 平 成 11 年 度 平 成 12 年 度 平 成 13 年 度 平 成 14 年 度 平 成 15 年 度

中 條 雅 彦
(国 見 町)

佐 藤 幸 英
(安 達 町)

吾 妻 仁
(岩 代 町)

吾 妻 仁
(岩 代 町)

吾 妻 仁
(岩 代 町)

馬 場 廣 明
(滝 根 町)

佐 藤 幸 英
(安 達 町)

柳 沼 徹
(常 葉 町)

永 瀬 功 一
(長 沼 町)

伊 藤 勝 彦
(東 和 町)

伊 藤 勝 彦
(東 和 町)

五十嵐 義 明
(塙 町)

永 瀬 功 一
(長 沼 町)

永 瀬 功 一
(長 沼 町)

宗 形 俊 二
(小 野 町)

宗 形 俊 二
(小 野 町)

菅 野 卓 弥
(玉 川 村)

江 川 新 治
(猪 苗 代 町)

佐 藤 勝 久
(浅 川 町)

宗 形 俊 二
(小 野 町)

菅 野 卓 弥
(玉 川 村)

菅 野 卓 弥
(玉 川 村)

渡 邉 康 一
(大 信 村)

持 舘 潤 子
(小 高 町)

柳 沼 徹
(常 葉 町)

木 村 真 一
(鮫 川 村)

坂 内 光太郎
(東 村)

荒 井 孝 祐
(中 島 村)

黒 川 誠
(熱塩加納村)

坂 内 光太郎
(東 村)

坂 内 光太郎
(東 村)

荒 井 孝 祐
(中 島 村)

渡 邉 康 一
(大 信 村)

齋 藤 浩 幸
(三 島 町)

東 城 正 幸
(泉 崎 村)

荒 井 孝 祐
(中 島 村)

渡 邉 康 一
(大 信 村)

荒 川 洋 樹
(北 会 津 村)

宗 田 昌 史
(田 島 町)

木 村 真 一
(鮫 川 村)

小 椋 裕
(北 塩 原 村)

黒 川 誠
(熱塩加納村)

黒 川 誠
(熱塩加納村)

芦 野 孝 彦
(富 岡 町)

小 椋 裕
(北 塩 原 村)

鈴 木 力 雄
(昭 和 村)

荒 川 洋 樹
(北 会 津 村)

齋 藤 浩 幸
(三 島 町)

佐 藤 信 一
(新 地 町)

高 畑 健一郎
(金 山 町)

荒 川 洋 樹
(北 会 津 村)

鈴 木 力 雄
(昭 和 村)

宗 田 昌 史
(田 島 町)

高 橋 勝 美
(� 尾 村)

鈴 木 力 雄
(昭 和 村)

樋 口 亨
(舘 岩 村)

中 山 芳 文
(檜 枝 岐 村)

小 杉 誠
(双 葉 町)

樋 口 亨
(舘 岩 村)

中 山 芳 文
(檜 枝 岐 村)

佐 藤 信 一
(新 地 町)

佐 藤 信 一
(新 地 町)

中 山 芳 文
(檜 枝 岐 村)

武 山 弘
(飯 舘 村)

高 橋 勝 美
(� 尾 村)

高 橋 勝 美
(� 尾 村)

武 山 弘
(飯 舘 村)

小 杉 誠
(双 葉 町)

小 杉 誠
(双 葉 町)

芦 野 孝 彦
(富 岡 町)

14 人 14 人 14 人 14 人 10 人 ４ 人

２ スポーツ団体の状況

� 財団法人福島県体育協会 (平成15・16年度) 役員一覧

役職名 氏 名 備 考 役職名 氏 名 備 考

会 長 佐 藤 栄佐久 福 島 県 知 事 常務理事 白 石 豊 福 島 大 学 教 授

副 会 長 宮 森 栄 介 県 な ぎ な た 連 盟 会 長 理 事 廣 瀬 敏 彦 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 長

〃 猪 俣 昭 洲 県 ゴ ル フ 連 盟 会 長 〃 太 田 豊 秋 県馬術連盟会長､ 県クレー射撃協会長

〃 岩 本 忠 夫 相 双 地 域 連 合 会 長 〃 遠 藤 淑 子 県武術太極拳連盟理事長

〃 富 田 孝 志 県 高 体 連 会 長 〃 橘 政 弘 県 北 地 域 連 合 会 副 会 長

〃 小桧山 善 継 県 議 会 議 員 〃 平 石 家 治 県 中 地 域 連 合 会 長

専務理事 菅 野 正 行 県教育庁スポーツグループ 〃 藤 田 彌五兵衛 県 南 地 域 連 合 会 長

常務理事 本 宿 尚 県バスケットボール協会長 〃 古 川 雄 一 会 津 地 域 連 合 会 長

〃 大 内 進 県 ス キ ー 連 盟 会 長 〃 五十嵐 源一郎 南 会 津 地 域 連 合 会 長

〃 宗 形 守 敏 県 ハ ン ド ボ ー ル 協 会 長 〃 佐 藤 昌 志 県スポーツ少年団本部長

〃 武 藤 敏 治 県 カ ヌ ー 協 会 長 〃 安 瀬 全 孝 県 議 会 議 員

〃 結 城 勝 夫 陸 上 競 技 協 会 長 〃 平 出 孝 朗 県 議 会 議 員

〃 菅 野 一 治 県ウエイトリフティング協会副会長 監 事 須 佐 喜 夫 県 信 用 組 合 協 会

〃 荒 川 信 郎 い わ き 市 体 育 協 会 長 〃 佐 藤 英 寿 県 ス ケ ー ト 連 盟 理 事 長

〃 尾 形 忠 吉 県 中 体 連 会 長 〃 宮 崎 登 県ボウリング連盟理事長
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� 財団法人福島県体育協会加盟団体の登録状況

ア 競技団体

団 体 名 登録人数 団 体 名 登録人数 団 体 名 登録人数

福 島 陸 上 競 技 協 会 3,782 弓 道 連 盟 2,967 ア イ ス ホ ッ ケ ー 連 盟 132

野 球 連 盟 21,400 ラグビーフットボール協会 1,153 ボ ウ リ ン グ 連 盟 215

ソ フ ト テ ニ ス 連 盟 11,426 体 操 協 会 500 ゴ ル フ 連 盟 504

テ ニ ス 協 会 2,997 ス キ ー 連 盟 975 カ ヌ ー 協 会 94

サ ッ カ ー 協 会 12,268 ス ケ ー ト 連 盟 59 ゲ ー ト ボ ー ル 協 会 9,902

ハ ン ド ボ ー ル 協 会 1,528 馬 術 連 盟 57 少 林 寺 拳 法 連 盟 1,096

卓 球 協 会 9,958 ソ フ ト ボ ー ル 協 会 2,687 ト ラ ン ポ リ ン 協 会 104

剣 道 連 盟 9,607 バ レ ー ボ ー ル 協 会 14,284 オリエンテーリング協会 168

ボ ー ト 協 会 196 ウエイトリフティング協会 76 パワーリフティング協会 11

水 泳 連 盟 1,563 レ ス リ ン グ 協 会 120 ダ ン ス ス ポ ー ツ 連 盟 537

自 転 車 連 盟 131 フ ェ ン シ ン グ 協 会 61 武 術 太 極 拳 連 盟 720

ホ ッ ケ ー 協 会 115 山 岳 連 盟 819 綱 引 連 盟 53

相 撲 連 盟 340 銃 剣 道 連 盟 1,000 ト ラ イ ア ス ロ ン 協 会 282

ラ イ フ ル 射 撃 協 会 102 ク レ ー 射 撃 協 会 65 グラウンドゴルフ協会 5,322

バスケットボール協会 14,833 セ ー リ ン グ 連 盟 61 野 球 協 会 838

バ ド ミ ン ト ン 協 会 4,297 空 手 道 連 盟 760 テ コ ン ド ー 協 会 145

アマチュアボクシング連盟 89 ア ー チ ェ リ ー 協 会 169 バ ウ ン ド テ ニ ス 協 会 514

柔 道 連 盟 4,847 な ぎ な た 連 盟 248 ハンググライディング連盟 160

合 計 146,337
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イ 市町村体育協会
№ 市 町 村 名

加 盟 状 況

№ 市 町 村 名
加 盟 状 況 加盟団体数 加 入 者 数

加盟団体数 加 入 者 数 67 会 津 坂 下 町 90 1,333

１ 福 島 市 1,156 18,872 68 柳 津 町 49 752

11 二 本 松 市 25 47,425 70 会 津 高 田 町 41 872

18 郡 山 市 584 2,302 71 会 津 本 郷 町 13 283

19 須 賀 川 市 201 14,526 72 三 島 町 10 423

36 白 河 市 193 4,111 73 金 山 町 7 727

55 会 津 若 松 市 355 3,050 77 富 岡 町 18 555

60 喜 多 方 市 194 5,440 78 浪 江 町 115 1,643

76 い わ き 市 825 2,999 79 広 野 町 13 179

85 相 馬 市 182 11,583 80 � 葉 町 27 553

86 原 町 市 170 5,029 81 双 葉 町 58 675

２ 飯 野 町 29 3,320 82 大 熊 町 50 1,025

３ 川 俣 町 62 627 87 小 高 町 13 366

４ 桑 折 町 69 1,293 88 鹿 島 町 78 1,396

５ 国 見 町 46 1,281 89 新 地 町 43 758

６ 梁 川 町 46 667 16 白 沢 村 72 1,380

７ 保 原 町 86 955 17 大 玉 村 52 987

８ 伊 達 町 45 1,439 22 岩 瀬 村 48 904

９ 霊 山 町 49 738 23 天 栄 村 5 405

10 月 舘 町 26 785 27 玉 川 村 65 978

12 安 達 町 65 382 28 平 田 村 83 1,177

13 本 宮 町 118 1,124 35 都 路 村 22 255

14 岩 代 町 98 1,645 38 西 郷 村 65 1,205

15 東 和 町 29 1,506 39 表 郷 村 50 791

20 鏡 石 町 53 638 40 東 村 37 1,042

21 長 沼 町 35 1,039 41 泉 崎 村 16 254

24 石 川 町 110 505 42 大 信 村 43 506

25 浅 川 町 38 1,520 43 中 島 村 30 522

26 古 殿 町 18 491 47 鮫 川 村 12 138

29 三 春 町 86 986 51 南 郷 村 11 742

30 船 引 町 109 1,467 52 伊 南 村 25 391

31 常 葉 町 43 1,654 53 舘 岩 村 19 419

32 大 越 町 50 501 54 檜 枝 岐 村 3 109

33 滝 根 町 49 648 58 北 会 津 村 18 311

34 小 野 町 147 853 64 熱 塩 加 納 村 17 278

37 矢 吹 町 91 2,080 65 北 塩 原 村 19 454

44 棚 倉 町 21 1,161 66 高 郷 村 32 482

45 塙 町 98 1,899 69 湯 川 村 17 272

46 矢 祭 町 48 1,338 74 新 鶴 村 8 202

48 田 島 町 97 915 75 昭 和 村 7 370

49 下 郷 町 38 1,581 83 川 内 村 12 297

50 只 見 町 13 940 84 � 尾 村 9 193

56 猪 苗 代 町 80 650 90 飯 館 村 55 658

57 磐 梯 町 31 1,530 県 合 計 6,145 158,138

59 河 東 町 54 446 県 平 均 68.3 1,757.1

61 塩 川 町 44 853
合

計

市 3,884 118,657

62 山 都 町 40 520 町 2,261 39,481

63 西 会 津 町 10 970 村 855 15,864
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ウ 福島県スポーツ少年団登録状況 (平成15年２月28日現在)

市 町 村 名 団 数 指導者数 団員数 市 町 村 名 団 数 指導者数 団員数 市 町 村 名 団 数 指導者数 団員数

県北支部 県南支部 南会津支部

１ 福 島 市 151 589 3,888 36 棚 倉 町 16 75 483 69 田 島 町 16 151 618

２ 飯 野 町 8 36 169 37 塙 町 8 45 249 70 下 郷 町 10 83 334

３ 川 俣 町 16 65 309 38 矢 祭 町 3 9 72 71 舘 岩 村 3 29 147

４ 桑 折 町 11 59 276 39 鮫 川 村 4 40 124 72 伊 南 村 1 7 75

５ 伊 達 町 7 31 219 40 白 河 市 25 129 714 73 檜枝岐村 1 1 37

６ 国 見 町 8 34 166 41 西 郷 村 14 58 316 74 南 郷 村 5 80 328

７ 梁 川 町 16 75 342 42 表 郷 村 6 37 183 75 只 見 町 5 60 228

８ 保 原 町 19 66 420 43 東 村 4 23 241 計 41 411 1,767

９ 霊 山 町 7 66 224 44 中 島 村 6 18 109

10 月 舘 町 2 32 97 45 矢 吹 町 8 38 167 相双支部

11 二本松市 24 145 833 46 大 信 村 4 10 78 76 広 野 町 1 52 166

12 安 達 町 7 57 265 47 泉 崎 村 4 33 192 77 � 葉 町 9 55 153

13 大 玉 村 8 39 204 計 102 515 2,928 78 富 岡 町 16 70 425

14 本 宮 町 14 56 333 79 川 内 村 6 19 112

15 白 沢 村 9 47 254 会津支部 80 大 熊 町 9 58 266

16 岩 代 町 5 28 131 48 会津若松市 41 235 1,251 81 双 葉 町 9 60 216

17 東 和 町 7 106 281 49 北会津村 3 47 147 82 浪 江 町 25 79 480

計 319 1,531 8,411 50 河 東 町 7 32 182 83 � 尾 村 1 15 70

51 磐 梯 町 4 20 102 84 新 地 町 12 44 245

県中支部 52 猪苗代町 13 156 859 85 相 馬 市 44 144 908

18 郡 山 市 115 742 3,572 53 会津坂下町 28 75 537 86 鹿 島 町 6 17 145

19 三 春 町 13 82 267 54 湯 川 村 3 19 81 87 原 町 市 43 161 924

20 小 野 町 13 58 279 55 柳 津 町 2 12 149 88 小 高 町 22 89 430

21 滝 根 町 6 29 160 56 会津高田町 13 57 342 89 飯 舘 村 9 36 224

22 大 越 町 6 30 61 57 会津本郷町 4 14 80 計 212 899 4,764

23 都 路 村 2 27 97 58 新 鶴 村 1 15 109

24 常 葉 町 10 46 214 59 三 島 町 5 14 77 いわき支部

25 船 引 町 16 127 467 60 金 山 町 1 28 59 90 いわき市 149 505 3,574

26 須賀川市 25 204 903 61 昭 和 村 1 1 10

27 長 沼 町 3 8 68 62 喜多方市 30 99 848

28 鏡 石 町 6 25 176 63 熱塩加納村 1 22 148 合 計 1,258 6,458 34,595

29 岩 瀬 村 2 6 54 64 北塩原村 4 42 125 平成13年度比較 1,239 6,023 33,653

30 天 栄 村 3 19 89 65 塩 川 町 10 46 277 19 435 942

31 石 川 町 14 93 394 66 山 都 町 3 20 105

32 玉 川 村 5 20 113 67 高 郷 村 1 10 37 市町村役職員 市町村 単位団

33 平 田 村 5 38 161 68 西会津町 10 53 319 525 321 204

34 浅 川 町 2 16 138 計 185 1,017 5,844

35 古 殿 町 4 10 94 都道府県役員 県段階 市町村 単位団

計 250 1,580 7,307 26 14 7 5



� スポーツ安全協会傷害保険加入状況

この傷害保険は､ スポーツ及び社会教育活動の普及・振

興に寄与することを目的として､ 昭和46年に事業を開始し

て以来､ 現在 (2004年３月) では40万団体､ 1,000万人の

人々が加入する世界に類のない大型保険である｡

本県の加入者は､ 8,241団体､ 203,785人で全人口の9.6％

となっている｡

誰もが安心して体育・スポーツ活動や教育活動に専念で

きるよう､ なお一層普及に力を注いでいく必要がある｡

３ 第56回福島県総合体育大会

国民体育大会・東北総合体育大会選手選考会等､ スポーツ

少年団体育大会､ 県民スポーツ大会の三本柱で行われる本県

最大のスポーツイベントで､ 県内９市22町８村において開催

された｡

国民体育大会・東北総合体育大会選手選考会等は52競技､

スポーツ少年団体育大会は20競技､ 県民スポーツ大会は７地

域７競技を実施した｡
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� 国体・東北総体選手選考会等

№ 競 技 名 開催市町村 期 日 会 場 参加人数

１ 陸 上 競 技 福 島 市 ７／11�～14� 県営あづま陸上競技場 829

２ 軟 式 野 球

会 津 若 松 市
６／21�～22�

６／28�～29�

あいづ球場 (一般�)

529会 津 坂 下 町 鶴沼球場 (一般�)

喜 多 方 市 押切川球場 (成年)

３ ソ フ ト テ ニ ス 郡 山 市
６／15� 郡山庭球場 (成年)

670
７／12�～13� 郡山庭球場 (少年)

４ テ ニ ス

天 栄 村 ７／５�～７� 羽鳥湖高原レジーナの森TC (少年男女)

909
い わ き 市

７／５�～６�・13
�

いわき市営平庭球場・いわき明星大学・21世
紀の森コート (成年�一般)

７／５�～６�
いわき市営平庭球場・いわき明星大学・21世
紀の森コート (成年�35歳以上の部)

５ サ ッ カ ー

楢 葉 町 ４／18�～20� �ヴィレッジ (少年男子)

439
い わ き 市

７／26�～28� 21世紀の森公園多目的広場 (成年男子)

７／26�～27� 21世紀の森公園グリーンフィールド (成年女子)

７／27� 呉羽化学総合グラウンド (壮年)

６ ハ ン ド ボ ー ル 本 宮 町 ７／12�～14� 本宮町総合体育館・本宮体育館 622

７ 卓 球 原 町 市
７／13�

原町市スポーツセンター (成年男女・壮年
男女・教職員男女) 661

７／11�～12� 〃 (少年男女)

８ 剣 道
郡 山 市 ６／15� 西部第二体育館 (成年男女・高齢者)

584
原 町 市 ７／５�～６� 原町高校 (少年男女)

９ ボ ー ト 高 郷 村
６／７�～８� 県営荻野漕艇場 (成年男女)

114
７／５�～６� 県営荻野漕艇場 (少年男女)

10 水 泳 郡 山 市 ８／２�～３� 郡山カルチャーパークプール (競泳・飛込) 358

11 自 転 車 競 技
泉 崎 村 ７／３	～５� 泉崎国際サイクルスタジアム (トラック)

108
西 郷 村 ７／６� 東京女子医大セミナーハウス (ロード)

12 ホ ッ ケ ー 棚 倉 町 ７／12� ルネサンス棚倉多目的広場 60

13 相 撲 原 町 市 ７／６� 原町市営相撲場 49

14 ラ イ フ ル 射 撃
福 島 市 ７／12� 県警察学校拳銃射撃場 (CP)

97
二 本 松 市 ７／13� 二本松市総合射撃場

15 バスケットボール 福 島 市 ７／11�～14�
県営あづま総合体育館・福島成蹊女子高校・
福島東高校・福島明成高校・福島高校 1,757

16 バ ド ミ ン ト ン い わ き 市
７／10	～13� いわき市立総合体育館 (少年男女)

521
７／12�～13�

〃 (一般男女・成年男女・壮年男女・
高年男子・混合)
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№ 競 技 名 開催市町村 期 日 会 場 参加人数

17 ボ ク シ ン グ 保 原 町 ７／11�～13� 保原町町民センター 57

18 柔 道 原 町 市
７／20�～21� 原町市スポーツセンター (少年男女)

378
７／20� 〃 (成年男女)

19 弓 道 原 町 市
７／11�～12�

原町市営弓道場・原町高校・相馬農業高校
グラウンド (少年男女)

529
７／13�

原町市営弓道場・相馬農業高校グラウンド
(成年男女)

20 ラグビーフットボール
福島・いわき市 ６／４�～６�・８

�
県営あづま陸上競技場・補助陸上競技場・
いわきグリーンフィールド (少年)

503
福 島 市 ６／１�・15�・22

�・29�
あづま総合運動公園補助陸上競技場・スポー
ツイベント広場 (成年)

21 体 操 郡 山 市

７／11�～12� 郡山総合体育館 (体操少年男女)

200
７／12� 〃 (体操成年男女)

７／11�～12� 郡山市西部体育館 (新体操少年男女・成年女子)

７／12�～13� 〃 (新体操成年男子)

22 ス キ ー 猪 苗 代 町 １／17�～20� 猪苗代スキー場 246

23 ス ケ ー ト 郡 山 市
12／７� 磐梯熱海アイスアリーナ (フィギュア)

26
12／13�～14� 郡山スケート場 (スピード)

24 馬 術 原 町 市 ７／12�～13� 原町市馬事公苑 49

25 ソ フ ト ボ ー ル

桑折町･月舘町 ６／15�・21�～22
�

桑折町民運動場・月舘町農村広場 (成年男子)

989
二 本 松 市 ６／21� 二本松市総合運動場 (成年女子)

福 島 市 ７／12�～13�
東邦銀行グラウンド (少年男子)

十六沼公園スポーツ広場 (少年女子)

26 バ レ ー ボ ー ル 郡 山 市
７／11�～12�

帝京安積高校・郡山高校・郡山北工業高校
他 (少年男女)

1,311
７／12�～13�

帝京安積高校・郡山高校・郡山北工業高校
他 (成年男女)

27 ウエイトリフティング 福 島 市 ７／12�～13� 福島明成高校 91

28 レ ス リ ン グ 田 島 町 ７／12�～13� 田島高校 55

29 フ ェ ン シ ン グ 川 俣 町 ７／12�～13� 川俣町体育館 47

30 山 岳
猪 苗 代 町 ７／11�～12� 磐梯山系 (縦走競技)

116
福 島 市 ７／13�

あづま総合運動公園クライミングウォール
(クライミング競技)

31 銃 剣 道 郡 山 市 ７／13� 郡山自衛隊第６特科連隊体育館 99

32 ク レ ー 射 撃 二 本 松 市 ７／６� 二本松市総合射撃場 (トラップ・スキート) 55

33 セ ー リ ン グ い わ き 市 ７／12�～13� いわきサンマリーナ 23

34 空 手 道 下 郷 町 ７／13� 下郷町大川ふるさとコミュニティーセンター 100

35 ア ー チ ェ リ ー 福 島 市 ７／19�～20� あづま総合運動公園第２多目的広場 85

36 な ぎ な た 会 津 若 松 市 ７／13� 鶴ケ城体育館 35

37 ア イ ス ホ ッ ケ ー 郡 山 市 調整中 磐梯熱海アイスアリーナ 69

38 ボ ウ リ ン グ 郡 山 市 ５／11� ダイマツボウル 93

39 ゴ ル フ い わ き 市 ５／20� バイロンネルソンカントリークラブ 81

40 カ ヌ － 東 和 町
５／31�

阿武隈島山コ－ス (スラローム・ワイルド
ウォーター) 46

６／８� 阿武隈漕艇場 (レーシング)
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№ 競 技 名 開催市町村 期 日 会 場 参加人数

41 ゲ ー ト ボ － ル 白 河 市 ８／10� 白坂の森スポーツ広場 132

42 少 林 寺 拳 法 須 賀 川 市 ６／29� 須賀川アリーナ 280

43 ト ラ ン ポ リ ン 福 島 市 ７／６� 福島市国体記念体育館サブアリーナ 70

44 オリエンテーリング 二 本 松 市 ７／13� 城山第二体育館 27

45 パワーリフティング い わ き 市 11／２� いわき市立総合体育館 11

46 ダ ン ス ス ポ ー ツ 川 俣 町 ７／６� 川俣町体育館 148

47 武 術 太 極 拳 福 島 市 ９／28� 県営あづま総合体育館サブアリーナ 151

48 綱 引 福 島 市 ３／21� 福島市国体記念体育館 87

49 ト ラ イ ア ス ロ ン 福 島 市 ９／14�
福島中央市民プール・阿武隈川サイクリン
グロード 87

50 グラウンドゴルフ 福 島 市 ７／31� 県営あづま陸上競技場・補助陸上競技場 453

51 バ ウ ン ド テ ニ ス 須 賀 川 市 ７／13� 須賀川アリーナ 77

52 ハンググライディング 滝 根 町 ６／28�・予備日29� 仙台平 (副会場 片會根山) 48

� スポーツ少年団体育大会

№ 競 技 名 開催市町村 期 日 会 場 参加人数

１ 陸 上 競 技 福 島 市 ７／12� 県営あづま陸上競技場 200

２ 軟 式 野 球
楢 葉 町 ６／14�～15� 楢葉町営グラウンド・サブ球場 (小学生)

157
田 島 町 ６／21�～22�・28

�～29�
びわのかげ球場 (中学生)

３ ソ フ ト テ ニ ス 郡 山 市 ６／29� 郡山庭球場 (小・中男女) 180

４ テ ニ ス 福 島 市 ８／９�～10� あづま総合運動公園テニスコート 248

５ サ ッ カ ー い わ き 市

７／26�～27� 勿来市民グランド (小学生の部)

498７／26� 呉羽化学総合グランド (小学生女子の部)

７／26�～27�
呉羽化学総合グランドグリーンフィールド
(中学生の部)

６ 卓 球 原 町 市 ７／13� 原町市スポーツセンター 240

７ 剣 道 郡 山 市 ８／３� 郡山総合体育館 368

８ 自 転 車 競 技
泉 崎 村 ７／５� 泉崎国際サイクルスタジアム (トラック)

10
西 郷 村 ７／６� 東京女子医大セミナーハウス (ロード)

９ バスケットボール 福 島 市 ７／25�～27� 県営あづま総合体育館 120

10 柔 道 原 町 市 ７／20� 原町市スポーツセンター 100

11 ラグビーフットボール 福 島 市 ９／14� あづま総合運動公園イベント広場 200

12 体 操 郡 山 市
７／13� 郡山総合体育館 (体操)

156
７／12�～13� 郡山西部体育館 (新体操)

13 ス キ ー
金 山 町 １／31� フェアリーランドかねやま (アルペン)

328
猪 苗 代 町 １／18� 木地小屋コース(クロスカントリー・ジャンプ)

14 ス ケ ー ト 郡 山 市
12／７� 磐梯熱海アイスアリーナ (フィギュア)

35
12／13�～14� 郡山スケート場 (スピード)

15 馬 術 原 町 市 ７／13� 原町市馬事公苑 9

16 ソ フ ト ボ ー ル 福 島 市 ７／19�～20� 十六沼公園スポーツ広場 480

17 バ レ ー ボ ー ル 郡 山 市 ７／26�～27�
郡山総合体育館・西部体育館・西部第二体
育館他 1,245

18 フ ェ ン シ ン グ 川 俣 町 ７／12�～13� 川俣町体育館 15

19 な ぎ な た 会 津 若 松 市 ７／13� 鶴ケ城体育館

20 レ ス リ ン グ 田 島 町 ７／12� 田島高校 41
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� 県民スポーツ大会

地区 開催市町村 競 技 名 開 催 期 日 会 場 参加人数

県

北

岩 代 町 壮年ソフトボール

７月13日�

雨天時
７月20日�

岩代町民運動場

4,725

二 本 松 市 家庭バレーボール 城山総合体育館

東 和 町 バ ド ミ ン ト ン 東和町立東和中学校体育館

二 本 松 市 ソ フ ト テ ニ ス 城山庭球場

安 達 町 卓 球 安達町体育センター

二 本 松 市 テ ニ ス 城山庭球場

県

中

石 川 町 壮年ソフトボール

８月31日�

雨天時
９月７日�

石川町民グラウンド・石川中学校

2,559

平 田 村 家庭バレーボール 平田村勤労者体育センター・蓬田小学校体育館

玉 川 村 ソ フ ト テ ニ ス 玉川村民グラウンド

古 殿 町 卓 球 古殿町民第一体育館

浅 川 町 バ ド ミ ン ト ン 浅川町民体育館

県

南

矢 吹 町

壮年ソフトボール

８月24日�

雨天時
８月31日�

矢吹球場・大池球場・善郷小学校グラウンド

1,692

家庭バレーボール 矢吹小学校体育館

ソ フ ト テ ニ ス 矢吹町民テニスコート

卓 球 善郷小学校体育館

バ ド ミ ン ト ン 三神小学校体育館

会

津

塩 川 町

壮年ソフトボール

８月４日�

雨天時
８月17日�

日橋川緑地公園自由広場

2,015

家庭バレーボール 塩川中学校体育館

バ ド ミ ン ト ン 塩川町民体育館

熱 塩 加 納 村 ソ フ ト テ ニ ス 熱塩加納村民テニスコート

塩 川 町 卓 球 堂島小学校体育館

北 塩 原 村 テ ニ ス 北山テニスコート

南

会

津

下 郷 町

壮年ソフトボール

８月24日�

雨天時中止

下郷中学校グラウンド

460

卓 球 旭田小学校体育館

バ ド ミ ン ト ン 下郷町民体育館

家庭バレーボール 下郷町コミュニティーセンター

グラウンドゴルフ 大川ふるさと公園多目的芝生広場

相

双

浪 江 町

壮年ソフトボール

８月３日�

雨天時中止

ふれあいセンター運動公園・浪江町営総合
グラウンド

2,589

家庭バレーボール 浪江町民第２体育館・浪江小学校体育館・
幾世橋小学校

ソ フ ト テ ニ ス マリンパークテニスコート

卓 球 サンシャイン浪江体育館

バ ド ミ ン ト ン 浪江町民第１体育館

い
わ
き

い わ き 市

壮年ソフトボール ８月24日�

雨天時
８月31日�

好間多目的広場

2,834家庭バレーボール いわき市立総合体育館

ソ フ ト テ ニ ス いわき市平テニスコート

計 16,874
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４ 第30回東北総合体育大会

東北総合体育大会は､ 青森県内８市11町６村､ 宮城県１町､ 秋田県１市で開催された｡ 本県は､ 本部役員19名､ 監督・選手

1,211名が参加し､ カヌー､ ボウリングの２競技で総合優勝を果たした｡

[正式競技] 主会期�平成15年８月22日�～24日�

会場地 競 技 名 種 別
競 技 日 程 国体地

区予選 競 技 会 場 参加
人員21日� 22日� 23日� 24日�

青 森 市

陸 上 競 技 全 ◎ ○ 青森県総合運動公園陸上競技場 133

ソ フ ト テ ニ ス 全 ◎ ○ ☆ 新青森県総合運動公園テニス
コート 28

体 操 ・ 新 体 操 全 ◎ ○ ○ ☆ 新青森県総合運動公園青い森
アリーナ 44

ボ ク シ ン グ 成男・少男 ◎ ○ ○ ☆ 青森市民体育館 15

ハ ン ド ボ ー ル 全 △ ○ ○ ○ ☆ 青森県営スケート場 51

な ぎ な た 成女・少女 ◎ ○ 青森市スポーツ会館 10

ア ー チ ェ リ ー 全 ◎ ○ ☆ 新青森県総合運動公園アーチェ
リー場 20

ゴ ル フ 成女・少女 ７／３△ ７／４○ ☆ 青森カントリー倶楽部 8

ボ ウ リ ン グ 全 ７／19◎ ７／20○ ☆ 青森イーストボウル 16

弘 前 市

剣 道 全 ◎ ○ ☆ 青森県武道館 30

弓 道 全 ◎ ○ ☆ 青森県武道館弓道場 16

バ レ ー ボ ー ル

成男女９人制 △ ○ 全種別○ 弘前市民体育館

74成男女６人制 △ ○ ☆ 弘前大学体育館

少 年 男 女 △ ○ 弘前工業高校体育館
弘前学院聖愛高校体育館

ゲ ー ト ボ ー ル 男 女 ◎ ○ 弘前市運動公園陸上競技場 11

階 上 町 自転車 (ロ ー ド) 全 ○ 階上岳周辺特設コース
26

八 戸 市

自転車 (トラック) 全 △ ○ ○ 八戸自転車競技場

レ ス リ ン グ 成男・少男 ◎ ○ 八戸市体育館 27

テ ニ ス 全 ◎ ○ ☆
八戸市東運動公園テニスコー
ト・ウェルサンピア八戸テニ
スコート・八戸工業高等専門
学校テニスコート

20

アイスホッケー
少 年 男 子 11／29◎ 11／30○

☆ 新井田インドアリンク 37
成 年 男 子 12／６◎ 12／７○

サ ッ カ ー

成 男 女 子

８／14△ ８／15○ ８／16○ ８／17○ ☆

八戸市東運動公園陸上競技場

48五 戸 町 少 年 男 子 ひばり野公園陸上競技場・サッ
カー場

南 郷 村 成 年 女 子 カッコーの森エコーランド陸
上競技場

福 地 村 ク レ ー 射 撃 トラップ・
ス キ ー ト △ ○ ☆ 八戸クレー射撃場 12

五所川原市 卓 球 全 ◎ ○ ○ ☆ 五所川原市民体育館 20

黒 石 市
バ ド ミ ン ト ン 全 △ ○ ○ ○ ☆ スポカルイン黒石 46

軟 式 野 球

一 般 �

◎ ○ ☆

黒石市営球場

45尾 上 町 成 年 尾上町営球場

浪 岡 町 一 般 � 浪岡町営球場

十和田市 馬 術 成男女・少年 ○ ◎ ○ ☆ 十和田市馬術協会馬術場 18



５ 国民体育大会

� 第58回国民体育大会

第58回国民体育大会において､ 本県は､ 冬季・夏季・秋

季大会に588名の選手が出場し､ 男女総合成績第23位､ 954.0

点､ 女子総合514.0点､ 第22位の成績であった｡

ボウリング､ 陸上､ ボクシング､ 自転車､ ウエイトリフ

ティング､ レスリング､ 弓道､ 山岳競技において優勝する

など活躍が見られた｡

なお､ 参加状況､ 競技成績等については､ 下記のとおり

である｡
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会場地 競 技 名 種 別
競 技 日 程 国体地

区予選 競 技 会 場 参加
人員21日� 22日� 23日� 24日�

十和田市
バスケットボール

成男・少男 △ ○ 全種別○
☆

十和田市総合体育センター
52

六 戸 町 成女・少女 △ ○ 六戸町総合体育館

三 沢 市

銃 剣 道 全 ８／31◎ ☆ 三沢市武道館 15

ホ ッ ケ ー 全 ８／28△ ８／29○ ８／30○ ８／31○ ☆
三沢市民の森運動公園・三沢
市南山多目的運動場・三沢高
校グラウンド

49

む つ 市
フ ェ ン シ ン グ 全 △ ○ ○ ☆ むつ市民体育館 17

ボ ー ト 全 ７／18◎ ７／19○ ７／20○ ☆ 新田名部川ボート場 42

鰺�沢町 ラ イ フ ル 射 撃 全 △ ○ ○ ☆ 鰺�沢町ライフル射撃場・鰺
�沢町スポーツセンター 28

岩 木 町 空 手 道 全 ◎ ○ 岩木山総合公園体育館 26

大 鰐 町 ラグビーフットボール 成男・少男 △ ○ ○ ○ ☆ 大鰐あじゃら運動公園ラグビー場 46

十和田湖町 カ ヌ ー
(フラットウォーター) 全 ７／11◎ ７／12○ ７／13○

☆
宇樽部特設カヌー場

23
西目屋村 カ ヌ ー

(スラローム) 成男・成女 ６／14△ ６／15○ 西目屋村岩木川カヌー場

平 賀 町 ウエイトリフティング 成男・少男 ◎ ○ 平賀町民体育館 22

上 北 町 ソ フ ト ボ ー ル

成 年 男 子

△ ○ ○ ○ ☆

上北町営野球場

66
少 年 男 子 上北町総合運動公園�球場

成 年 女 子 上北町ソフトボール場

少 年 女 子 上北町総合運動公園�球場

森 田 村 相 撲 成男・少男 ◎ ○ 地球村スポーツパーク相撲場 17

六�所村 柔 道 全 ◎ ○ ☆ 六�所村総合体育館 20

新 郷 村 山 岳
(縦走・クライミング) 全 △ ○ ○ ☆ 大駒�岳周辺・間木ノ平クラ

イミングウォール 16

会場地 競 技 名 種 別 競 技 日 程 国体地
区予選 競 技 会 場 参加

人員

宮 城 県
利 府 町 水泳 (シンクロ) 少 年 女 子 ７／26○ ７／27◎ ☆ 宮城県総合運動公園飛込プー

ル 5

秋 田 県
秋 田 市 水泳 (水 球) 少 年 男 子 ８／２◎ ８／３○ ☆ 秋田県立総合プール 11

△	競技種目別開始式､ ◎	競技種目別開始式後競技実施､ ○	競技日､ ☆	国体地区予選
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ア 参加状況

区 分

大 会
会 期 開 催 地 団 長 参 加

競技数
派 遣 人 数

役 員 監督等 選 手 合 計

冬

季

スケート・アイス
ホッケー競技会

平成15年１月25日�
～１月29日�

群馬県前橋市・高
崎市・伊香保町 佐藤 憲保 2 14 5 35

(1)
54
(1)

ス キ ー 競 技 会 平成15年２月22日�
～２月25日�

北海道名寄市 大内 進 1
(1) 15 6

(13)
48
(3)

69
(16)

夏 季 大 会 平成15年９月12日�
～９月16日�

静岡県富士市他 小桧山善継 7
(1) 18 23

(21)
107
(1)

148
(22)

秋 季 大 会 平成15年10月25日�
～10月30日�

静岡県袋井市他 佐藤栄佐久 28 19 52
(63)

312
(13)

383
(76)

※１ 参加競技数の ( ) はバイアスロンとビーチバレーで外数
※２ 派遣人数の ( ) は競技団体派遣者数で外数

イ 競技成績

区 分

大 会

天 皇 杯 皇 后 杯

競技得点 参 加 点 得点合計 順 位 競技得点 参 加 点 得点合計 順 位

冬 季 大 会 30.0点 30点 60.0点 22位 16.0点 20点 36.0点 17位

ス ケ ー ト 競 技 会 12.0点 10点 22.0点 22位 7.0点 10点 17.0点 15位

アイスホッケー競技会 0.0点 10点 10.0点 11位 － － － －

ス キ ー 競 技 会 18.0点 10点 28.0点 12位 9.0点 10点 19.0点 10位

夏 季 大 会 146.0点 70点 216.0点 21位 88.0点 70点 158.0点 13位

秋 季 大 会 378.0点 300点 678.0点 23位 110.0点 210点 320.0点 26位

合 計 554.0点 400点 954.0点 23位 214.0点 300点 514.0点 22位

ウ 入賞状況

� 冬季大会

スケート競技 競技得点12.0点 22位 順位 得点 選 手 名 所 属

少 年 男 子 500� 5 4 野 内 俊 吾 郡 山 北 工 業 高 校 ３ 年

10,000� 8 1 鈴 木 洸 翔 郡 山 北 工 業 高 校 １ 年

少 年 女 子 500� 8 1 野 内 聖 子 郡 山 北 工 業 高 校 ２ 年

1,500� 7 2 松 尾 弘 美 帝 京 安 積 高 校 ２ 年

2,000�リレー 5 4 野 内 聖 子 郡 山 北 工 業 高 校 ２ 年

遠 藤 千 種 郡 山 商 業 高 校 ３ 年

後 藤 綾 香 郡 山 東 高 校 ３ 年

松 尾 弘 美 帝 京 安 積 高 校 ２ 年

スキー競技 競技得点18.0点 12位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 �スペシャルジャンプ 4 5 渡 部 巧 猪 苗 代 高 校 教 員

�コンバインド 6 3 渡 部 巧 猪 苗 代 高 校 教 員

成 年 女 子 	ジャイアントスラローム 2 7 三 星 佳 代 中 京 大 学 ４ 年

�クロスカントリー 7 2 磯 谷 圭 猪 苗 代 中 学 校 教 員

少 年 男 子 クロスカントリーリレー 8 1 菊 地 智 則 猪 苗 代 高 校 ３ 年

一ノ瀬 正 範 猪 苗 代 高 校 ２ 年

本 田 勝 則 会 津 工 業 高 校 １ 年

齋 藤 康 平 会 津 工 業 高 校 ３ 年
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� 夏季大会

水泳競技 競技得点38.0点 19位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 30歳以上 50�背泳ぎ 2 7 三 浦 俊 樹 � 県 都 市 公 園 協 会

100�背泳ぎ 4 5 山 口 雅 文 中 央 大 学 １ 年

飛板飛込 4 5 西 川 友 章 清 陵 情 報 高 校 教 員

高飛込 8 1 渡 邉 誠 進 ㈲ 渡 邉 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

少 年 男 子 飛板飛込 6 3 江 川 克 彦 清 陵 情 報 高 校 ２ 年

高飛込 5 4 佐 藤 由 彬 東日本国際大附属昌平高校３年

�100�自由形 5 4 蛭 田 尚 宏 磐 城 高 校 １ 年

�400�リレー 3 6 福 島 県

内 山 和 也 白 河 旭 高 校 １ 年

蛭 田 尚 宏 磐 城 高 校 １ 年

山 田 篤 未 会 津 工 業 高 校 １ 年

白 井 孝 幸 安 積 高 校 １ 年

少 年 女 子 �100� 自由形 6 3 原 田 文 子 日 大 東 北 高 校 ２ 年

ボート競技 競技得点1.0点 29位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 女 子 シングルスカル 8 1 福 地 愛 仙 台 大 学 １ 年

セーリング競技 競技得点5.0点 26位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 国体ウインドサーフィン級 4 5 飯 原 崇 仁 緑 川 総 合 保 険

カヌー競技 競技得点65.0点 ７位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 レーシング・カヤックシングル500� 2 7 佐 藤 滋 東 和 中 学 校 職 員

成 年 女 子 ワイルドウォーター1,500� 2 7 和 田 藍 加 大教イトマンスイミング二本松

レーシング・カヤックシングル500� 4 5 鴫 原 恵 子 筑 波 大 学 ４ 年

レーシング・カヤックシングル200� 4 5 鴫 原 恵 子 筑 波 大 学 ４ 年

ワイルドウォーター500� 4 5 和 田 藍 加 大教イトマンスイミング二本松

少 年 女 子 レーシング・カヤックシングル500� 6 3 和 田 貴 代 安 達 高 校 ３ 年

レーシング・カヤックシングル200� 6 3 和 田 貴 代 安 達 高 校 ３ 年

レーシング・カヤックペア500� 4 15 山 口 智 子 安 達 高 校 ２ 年

久 野 綾 香 安 達 高 校 １ 年

レーシング・カヤックペア200� 4 15 山 口 智 子 安 達 高 校 ２ 年

久 野 綾 香 安 達 高 校 １ 年

ボウリング競技 競技得点37.0点 ９位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 年齢別個人戦 ユ ー ス の 部 4 5 林 勇 介 ㈲ は や し 商 会

ハイミドルの部 4 5 遠 藤 幹 夫 イ ン テ リ ア エ ン ド ー

マスターズの部 8 1 浅 野 敏 栄 ㈱アサヒボウリングサービス

少 年 女 子 個人戦 7 2 林 さおり 平 商 業 高 校 １ 年

団体戦 1 24 福 島 県

監� 伊 藤 寛 郡 山 市 逢 瀬 公 民 館

石 塚 香 織 郡 山 女 子 大 附 高 校 ２ 年

林 さおり 平 商 業 高 校 １ 年
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� 秋季大会

陸上競技競技 競技得点66.0点 12位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 100� 5 4 宮 田 貴 志 福 島 大 学 � �

400� 4 5 佐 藤 光 浩 仙 台 大 学 大 学 院

成 少 男 子 ４×100�リレー 8 1 福 島 県

宮 田 貴 志 福 島 大 学 � �

佐 藤 光 浩 仙 台 大 学 大 学 院

菅 沢 崇 裕 法 政 大 学 １ 年

星 洋 輔 福 島 東 高 校 ３ 年

伊 藤 博 貴 白 河 旭 高 校 ２ 年

添 川 隆 博 喜 多 方 高 校 １ 年

成 年 女 子 100� 6 3 松 本 真理子 福 島 大 学 � �

400� 1 8 吉 田 真希子 � � � カ レ ッ ジ リ ー グ

成 少 女 子 ４×100�リレー 2 7 福 島 県

松 本 真理子 福 島 大 学 � �

吉 田 真希子 � � � カ レ ッ ジ リ ー グ

丹 野 麻 美 郡 山 東 高 校 ３ 年

内 島 恵里子 喜 多 方 高 校 ２ 年

紺 野 可奈子 橘 高 校 １ 年

國 分 優 佳 福 島 東 高 校 １ 年

少 年 男 子 共800� 3 6 田 村 一 平 清 陵 情 報 高 校 ３ 年

�200� 3 6 添 川 隆 博 喜 多 方 高 校 １ 年

�走高跳 5タイ 3 佐 藤 庸 平 白 河 第 二 中 学 校 ３ 年

少 年 女 子 	400� 1 8 丹 野 麻 美 郡 山 東 高 校 ３ 年

	1,500� 4 5 鈴 木 紗 穂 田 村 高 校 ３ 年

	砲丸投 3 6 吉 田 みづ妃 保 原 高 校 ３ 年

�800� 7 2 瓜 生 朱 音 郡 山 東 高 校 １ 年

�100�
 7 2 國 分 優 佳 福 島 東 高 校 １ 年

テニス競技 競技得点33.0点 ４位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 少 男 子 4 15 福 島 県

竹 下 和 史 須 賀 川 セ ン ト ラ ル 眼 科

竹 下 順 二 郡 山 テ ニ ス ク ラ ブ

高 橋 徹 テ ニ ス ス ペ ー ス 泉

成 年 女 子 3 18 福 島 県

田 口 景 子 大 東 銀 行

加 藤 沙 絵 大 東 銀 行

西 内 香 名 大 東 銀 行
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ボクシング競技 競技得点25.0点 ８位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 バンタム級 5 2.5 大 谷 俊 幸 大 東 文 化 大 学 ４ 年

フェザー級 5 2.5 斉 藤 弘 幸 大 東 文 化 大 学 ３ 年

ライト級 2 7 細 野 悟 法 政 大 学 ２ 年

少 年 男 子 ライトフライ級 1 8 高 橋 浩 樹 磐 城 第 二 高 校 ３ 年

ライト級 5 2.5 原 田 鉄 也 相 馬 農 業 高 校 ２ 年

ウェルター級 5 2.5 太 田 道 元 会 津 工 業 高 校 ３ 年

体操競技 競技得点25.0点 11位 順位 得点 選 手 名 所 属

少 年 女 子 新体操 4 25 福 島 県

監� � 木 弘 美 福 島 成 蹊 女 子 高 校 教 員

佐 藤 由 佳 福 島 成 蹊 女 子 高 校 ３ 年

宍 戸 瞳 福 島 成 蹊 女 子 高 校 ２ 年

矢 澤 梨 沙 福 島 成 蹊 女 子 高 校 ２ 年

羽 田 真 弓 福 島 成 蹊 女 子 高 校 １ 年

佐 藤 友 美 福 島 成 蹊 女 子 高 校 １ 年

レスリング競技 競技得点23.5点 21位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 フリースタイル120㎏級 1 8 諏訪間 幸 平 ク リ ナ ッ プ ㈱

グレコローマン66㎏級 1 8 宮 田 和 幸 ク リ ナ ッ プ ㈱

グレコローマン74㎏級 5 2.5 中 里 充 田 島 高 校 教 員

グレコローマン96㎏級 5 2.5 星 秀 隆 星 光 園

少 年 男 子 フリースタイル76㎏級 5 2.5 鶴 賀 博 大 沼 高 校 ３ 年

ウエイトリフティング競技 競技得点44.0点 ８位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 53㎏級 スナッチ 4 5 佐久間 勝 彦 ゼ ビ オ ㈱

69㎏級 スナッチ 8 1 愛 澤 基 良 日 本 大 学 ４ 年

69㎏級 ジャーク 7 2 愛 澤 基 良 日 本 大 学 ４ 年

少 年 男 子 56㎏級 ジャーク 1 8 黒 江 将 伸 川 俣 高 校 ３ 年

77㎏級 スナッチ 1 8 本 多 滋 勿 来 工 業 高 校 ３ 年

77㎏級 ジャーク 3 6 本 多 滋 勿 来 工 業 高 校 ３ 年

＋105㎏級 スナッチ 1 8 寺 島 啓 史 石 川 高 校 ３ 年

＋105㎏級 ジャーク 3 6 寺 島 啓 史 石 川 高 校 ３ 年
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自転車競技 競技得点48.0点 １位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 ４㎞速度競走 1 8 糸 賀 賢 司 日 本 大 学 ２ 年

スプリント 6 3 古 川 喬 福 島 県 自 転 車 競 技 連 盟

４㎞団体追抜 3 18 福 島 県

班 目 真紀夫 東 白 川 農 商 高 校 教 員

明 珍 多久雄 日 本 大 学 ３ 年

明 珍 周 兵 法 政 大 学 ２ 年

糸 賀 賢 司 日 本 大 学 ２ 年

古 川 喬 福 島 県 自 転 車 競 技 連 盟

少 年 男 子 １㎞タイム・トライアル 6 3 金 澤 竜 二 学 法 石 川 高 校 ３ 年

４㎞速度競走 1 8 小豆畑 郁 也 学 法 石 川 高 校 ３ 年

スプリント 1 8 新 田 祐 大 白 河 高 校 ３ 年

軟式野球競技 競技得点24.0点 12位 順位 得点 選 手 名 所 属

一 般 � 6 24 フェニックス

監� 佐 藤 弘 二 ク リ ナ ッ プ ㈱ 四 倉 工 場

松 本 圭 司 ク リ ナ ッ プ ㈱ 四 倉 工 場

草 野 正 俊 ア ケ ボ ノ テ ッ ク ㈱

大井川 崇 クリナップ㈱鹿島システム工場

白 土 修 二 仙台コカコーラボトリング㈱

小 野 和 宏 い わ き 市 消 防 本 部

阿 部 伸 い わ き 魚 類 ㈱

稲 村 修 クリナップ㈱鹿島システム工場

鈴 木 崇 弘 クリナップ㈱鹿島システム工場

高 須 俊 光 ア ル プ ス 電 気 ㈱

須 藤 信 行 富 士 火 災 海 上 保 険 ㈱

関 根 正 尚 ク リ ナ ッ プ 調 理 機 ㈱

草 野 陽 ク リ ナ ッ プ ㈱ 四 倉 工 場

仲 田 正 信 � � エ ジ ソ ン 生 命 保 険 ㈱

三 浦 廣 昭 平 果 ㈱

馬術競技 競技得点15.0点 17位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 馬場馬術 6 3 伴 孝 徳 三株高原グリーンヒル乗馬クラブ

成 年 女 子 標準障害飛越 3 6 本 田 宏 美 ㈱ ユ ア テ ッ ク 原 町 営 業 所

馬場馬術 8 1 成 島 美恵子 三株高原グリーンヒル乗馬クラブ

少 年 標準障害飛越 4 5 大 石 真 美 福 島 東 陵 高 校 ３ 年

弓道競技 競技得点24.0点 10位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 近的 1 24 福 島 県

監� 今 泉 健 志 福 島 県 弓 道 連 盟

熊 田 英 雄 日 本 大 学 工 学 部 ４ 年

福 地 健太郎 い わ き 明 星 大 学 ４ 年

小 山 郁 朗 ㈲ 県 南 通 信 サ ー ビ ス



� 第59回国民体育大会

第59回国民体育大会冬季大会スケート・アイスホッケー

競技会では､ 男女総合成績第23位､ スキー競技会では､ 男

女総合第15位の成績を収め､ 冬季大会における男女総合成

績は､ 第24位で夏・秋季大会に引き継いだ｡
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ア 参加状況

区 分

大 会
会 期 開 催 地 団 長 参 加

競技数
派 遣 人 数

役 員 監督等 選 手 合 計

冬

季

スケート・アイス
ホッケー競技会

平成16年１月28日�
～２月１日�

青森県八戸市・
三沢市・福地村 山 口 勇 2 12 5 32 49

ス キ ー 競 技 会 平成16年２月21日�
～２月24日�

山形県最上町・山
形市・真室川町 大 内 進 1

(1) 13 6
(17)

54
(5)

73
(22)

※１ 参加競技数の ( ) はバイアスロンで外数
※２ 派遣人数の ( ) は競技団体派遣者数で外数
※３ スケート・アイスホッケー競技会の監督のうち２名は選手兼任

ライフル射撃競技 競技得点6.0点 31位 順位 得点 選 手 名 所 属

少 年 男 子 ���60�	 4 5 伊 藤 一 紀 日 大 東 北 高 校 ２ 年

少 年 女 子 ���40
	 8 1 道 山 恵 美 仁 愛 高 校 ２ 年

山岳競技 競技得点33.0点 11位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 縦走 1 24 福 島 県

監� 三 森 一 男 栃 木 県 立 矢 板 高 校 教 員

渡 辺 豊 陸 上 自 衛 隊 福 島

真 舩 孝 道 帝 京 安 積 高 校 教 員

芝 田 洋 市 昭 和 電 工 ㈱ 喜 多 方 事 業 所

少 年 女 子 縦走 6 9 福 島 県

監� 増 子 文 隆 橘 高 校 教 員

藤 宮 利 佳 田 村 高 校 ３ 年

菅 野 祐 子 橘 高 校 ３ 年

船 山 久美子 橘 高 校 ２ 年

空手道競技 競技得点2.5点 29位 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 組手 重量級 5 2.5 忠 鉢 考 治 帝 京 大 学 １ 年

なぎなた競技 競技得点9.0点 17位 順位 得点 選 手 名 所 属

少 年 女 子 試合競技 6 9 福 島 県

監� 横 倉 英 子 謹 教 小 学 校 教 員

川 副 朱 里 会 津 学 鳳 高 校 ３ 年

石 栗 有希子 会 津 学 鳳 高 校 ３ 年

鈴 鹿 十糸子 会 津 学 鳳 高 校 ２ 年
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イ 競技成績

区 分

大 会

天 皇 杯 皇 后 杯

競技得点 参加得点 得点合計 順 位 競技得点 参加得点 得点合計 順 位

冬

季

ス ケ ー ト 競 技 会 12.0点 10点 22.0点 19位 5.0点 10点 15.0点 18位

アイスホッケー競技会 0.0点 10点 10.0点 11位 － － － －

ス キ ー 競 技 会 9.0点 10点 19.0点 15位 5.0点 10点 15.0点 10位

合 計 21.0点 30点 51.0点 24位 10.0点 20点 30.0点 21位

ウ 入賞状況

スケート競技 競技得点12.0点 19位

種 別 種 目 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 500� 5 4 野 内 俊 吾 日 本 体 育 大 学 １ 年

2,000�リレー 6 3 小 林 哲 山 梨 学 院 大 学 １ 年

清 水 秀 昭 郡 山 北 工 業 高 校 教 員

� 橋 千 昭 中通り広域スポーツセンター

野 内 俊 吾 日 本 体 育 大 学 １ 年

少 年 女 子 1,500� 6 3 松 尾 弘 美 帝 京 安 積 高 校 ３ 年

2,000�リレー 7 2 野 内 聖 子 郡 山 北 工 業 高 校 ３ 年

後 藤 美 勝 郡 山 商 業 高 校 ３ 年

円 谷 美 穂 郡 山 東 高 校 １ 年

松 尾 弘 美 帝 京 安 積 高 校 ３ 年

スキー競技 競技得点9.0点 15位

種 別 種 目 順位 得点 選 手 名 所 属

成 年 男 子 �コンバインド 5 4 渡 部 巧 猪 苗 代 高 校 教 員

成 年 女 子 �ジャイアントスラローム 4 5 三 星 佳 代 � 福 島 県 体 育 協 会



６ 第16回全国スポーツ・レクリエーション祭

第16回全国スポーツ・レクリエーション祭は､ 香川県内７

市９町で開催された｡ 本県は､ 17種目に本部役員７名 (�福

島県体育協会職員を含む)､ 監督・選手164名が参加し､ 各種

目で日頃の練習の成果を発揮しながら､ 各県選手との交流を

深めた｡
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参 加 状 況

期 日 平成15年11月１日�～４日� ４日間

会 場 香川県内７市９町各施設

参加者 監督等18名 (内選手兼任10名)・選手156名 計164名

№ 種 目 開 催 地 チ ー ム 編 成 監督・
コーチ 選手 計

１ グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 満 濃 町 原町市・鹿島町・いわき市・郡山市・相馬
市 (1) 10 10

２ ゲ ー ト ボ ー ル さ ぬ き 市
本宮町・会津高田町 0 7 7

会津若松市・高郷村・熱塩加納村・塩川町 1 8 9

３ 壮 年 サ ッ カ ー 高松市・三木町・
綾 南 町 相馬市・原町市・新地町 (1) 18 18

４ ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 東 か が わ 市 二本松市・福島市・船引町・月舘町・桑折
町 1 8 9

５ 女 子 ソ フ ト ボ ー ル 丸 亀 市 推薦チームなし 0 0 0

６ ラ ー ジ ボ ー ル 卓 球 多 度 津 町 原町市・相馬市 (1) 7 7

７ ターゲット・バードゴルフ 坂 出 市 相馬市 (1) 4 4

８ 男 女 混 合 綱 引 豊 中 町 会津坂下町 2 10 12

９ 年 齢 別 テ ニ ス 土 庄 町 福島市・保原町 (1) 6 6

10 年 齢 別 ソ フ ト テ ニ ス 高 松 市 会津若松市・河東町・会津高田町 1 8 9

11 バ ウ ン ド テ ニ ス 大 野 町 桑折町・須賀川市 (1) 6 6

12 年 齢 別 バ ド ミ ン ト ン 観 音 寺 市 白河市・郡山市・福島市・会津若松市・い
わき市 1 8 9

13 壮 年 ボ ウ リ ン グ 高 松 市 保原町・福島市・原町市 (1) 4 4

14 マ ス タ ー ズ 陸 上 競 技 丸 亀 市
いわき市・会津若松市・田島町・福島市・
中島村・柳津町・郡山市・須賀川市・本宮
町・東和町・楢葉町

1 21 22

15 イ ン デ ィ ア カ 香 川 町 会津坂下町・梁川町・福島市・飯野町・白
河市 (1) 10 10

16 フ ォ ー ク ダ ン ス 高 松 市 郡山市・福島市 (1) 10 10

17 エ ア ロ ビ ッ ク 善 通 寺 市 郡山市・船引町 (1) 5 5

18 ト ラ ン ポ リ ン 牟 礼 町 福島市・郡山市・富岡町 1 6 7

計 8(10) 156 164

※ ( ) 内は選手を兼ねる監督数



７ 各種共催行事 (スポーツグループ関係)
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行 事 名 主 催 者 名 場 所

第49回福島県高等学校体育大会地区予選会 (５地区) 福 島 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 県内各地

第49回福島県高等学校体育大会
第40回福島県高等学校定時制・通信制体育大会 福 島 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 県内各地

平成15年度福島県高等学校新人体育大会 福 島 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 県内各地

第46回福島県中学校体育大会 福 島 県 中 学 校 体 育 連 盟 県内各地

平成15年度福島県中学校体育大会 福 島 県 中 学 校 体 育 連 盟 県内各地

第58回東北高等学校陸上競技大会 他５種 東 北 高 等 学 校 体 育 連 盟 福島市 他

平成15年度東北中学校体育大会 (剣道・相撲競技) 東 北 中 学 校 体 育 連 盟 いわき市 他

平成15年度福島県高等学校選抜大会 ７種 福 島 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 石川町 他

第17回東北高等学校空手道選抜大会 他５種 東 北 高 等 学 校 体 育 連 盟 郡山市 他

第38回全国高等学校体育連盟研究大会 � 日 本 高 等 学 校 体 育 連 盟 福島市 福島県文化セン
ター

平成15年度福島県スポーツ選手育成事業 福 島 県 体 育 協 会 県内各地

第15回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会 福 島 民 報 社 白河市～福島市

平成15年度全日本あぶくまカップ大会2003ジャパンカッ
プ第２戦 � 日 本 カ ヌ ー 連 盟 東和町 阿武隈島山コース

第８回全日本阿武隈ウォーター大会 全日本カヌー大会東和町実行委員会 東和町 阿武隈漕艇場

第13回福島県女性体育指導委員研修会 福島県体育指導委員連絡協議会 郡山市 サンフレッシュ
郡山

平成15年度福島県新任体育指導委員研修会 福島県体育指導委員連絡協議会 郡山市 サンフレッシュ
郡山

平成15年度福島県体育指導委員研究大会 福島県体育指導委員連絡協議会 会津若松市 あいづ総合
体育館



８ 本県選手の海外派遣
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№ 競技名 参 加 大 会 名 派遣選手名
( 所 属 ) 開 催 場 所 期 間 成 績

１ フェンシング 2003年世界ジュニアカデ
フェンシング選手権大会

田 代 大 幸
(中央大学１年) イタリア・トラパン 15. 4. 6～15 サーブル69位

２ サ ッ カ ー 欧州ユースカップ (�－
17)

萬 代 宏 樹
(福島東高校３年)

オーストリア・ブ
ルーデンツ 15. 4.19～21 ５位

３ レスリング アジアレスリング選手権
大会

諏訪間 幸 平
(ク リ ナ ッ プ)

インド・ニューデ
リー 15. 6. 5～8 フリースタイル120㎏予

選リーグ敗退

４ 自転車競技 2003年ジュニアトラック
世界選手権

金 沢 竜 二
(学法石川高校３年) ロシア・モスクワ 15. 8.20～24

３㎞インディヴィデュ
アルパーシュート35位､
スクラッチ24位

５ 自転車競技 2003年ジュニアトラック
世界選手権

新 田 祐 大
(白河高校３年) ロシア・モスクワ 15. 8.20～24

スプリント1／8決勝敗
退､ １㎞タイムトライ
アル９位､ チームスプ
リント７位

６ バレーボール ユニバーシアード 酒 井 大 祐
(東海大学４年) 韓国・大邱 15. 8.21～31 ２位

７ ウエイトリ
フティング

第11回韓・日・中ジュニ
ア交流競技会

本 多 滋
(勿来工業高校３年) 韓国・済州島 15. 8.22～29 77㎏級トータル３位

８ 陸 上 競 技 第９回世界陸上競技選手
権大会

吉 田 真希子
(FSGカレッジリーグ) フランス・パリ 15. 8.23～31 400�ハードル予選落選

９ 陸 上 競 技 第９回世界陸上競技選手
権大会

佐 藤 光 浩
(仙台大学大学院) フランス・パリ 15. 8.23～31 400�予選落選

４×400�リレー８位

10 陸 上 競 技 第９回世界陸上競技選手
権大会

松 崎 彰 徳
(東洋大学４年) フランス・パリ 15. 8.23～31 20㎞競歩20位

11 陸 上 競 技 第11回韓・日・中ジュニ
ア交流競技会

丹 野 麻 美
(郡山東高校３年) 韓国・済州島 15. 8.25～26 400� １日目１位

２日目１位

12 陸 上 競 技 第11回韓・日・中ジュニ
ア交流競技会

鈴 木 沙 穂
(田村高校３年) 韓国・済州島 15. 8.25～26 800� １日目２位

２日目２位

13 カ ヌ ー 第10回世界ジュニアカヌー
選手権大会

佐 藤 滋
(東和中学校職員) 日本・石川県 15. 8.28～31 カヤックシングル500�

８位

14 ボウリング 第15回世界ボウリング選
手権大会

伊 藤 丈
(㈱ 東 北 装 美)

マレーシア･クア
ラルンプール 15. 9. 8～21 オールエベンツ戦48位

トリオ戦19位

15 レスリング 世界レスリング選手権大会 諏訪間 幸 平
(ク リ ナ ッ プ)

アメリカ・ニュー
ヨーク 15. 9.11～14 フリースタイル120㎏予

選リーグ敗退

16 陸 上 競 技 第15回アジア陸上競技選
手権大会

佐 藤 光 浩
(仙台大学大学院) フィリピン・マニラ 15. 9.20～23 400�８位

17 トランポリン 第23回世界トランポリン
選手権大会

斎 藤 幸 恵
(日本体育大学４年) ドイツ・ハノーバー 15.10.11～19 トランポリン34位

シンクロ16位

18 卓 球
(障害者スポ協)

第４回フェスピック卓球
選手権中国大会

佐 原 英 夫
(相 馬 市) 中国・上海 15.10.16～23 団体５位

個人４位

19 トランポリン 第16回世界年齢別トラン
ポリン競技選手権大会

飯 塚 あやか
(尚志高校３年) ドイツ・ハノーバー 15.10.17～26 ダブルミニ31位

20 トランポリン 第16回世界年齢別トラン
ポリン競技選手権大会

橋 本 智 晴
(尚志高校３年) ドイツ・ハノーバー 15.10.17～26 ダブルミニ38位

21 トランポリン 第16回世界年齢別トラン
ポリン競技選手権大会

管 澤 奈緒美
(尚志高校３年) ドイツ・ハノーバー 15.10.17～26 ダブルミニ20位

トランポリン26位

22 フェンシング ケーニッヒ国際フェンシ
ング大会

草 野 広 美
(中央台北中学２年) ドイツ・ケーニッヒ 15.11.～ 87～89年生まれの部フ

ルーレ13位

23 カ ヌ ー 第３回アジアカヌーワイル
ドウォーター選手権大会

和 田 藍 加
(大教イトマン二本松) 台湾・水里 15.11.12～16 ��１ ２位

24 カ ヌ ー 第３回アジアカヌーワイル
ドウォーター選手権大会

吉 田 英 記
(早稲田大学大学院) 台湾・水里 15.11.12～16 �１ ５位
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№ 競技名 参 加 大 会 名 派遣選手名
( 所 属 ) 開 催 場 所 期 間 成 績

25 ス キ ー
(障害者スポ協)

障害者アルペンスキー世
界選手権大会

鈴 木 猛 史
(猪苗代中学３年)

オーストリア・ウィ
ルシ 16. 1.30～31 滑降４位

26 レスリング ジルベールジョーブ国際
大会

渡 部 悠 香
(田島高校１年)

フランス・トゥルー
コワン

16. 1.31
～ 2. 1 カデット52㎏級２位

27 陸 上 競 技 アジア室内陸上競技選手
権大会

丹 野 麻 美
(郡山東高校３年) イラン・テヘラン 16. 2. 6～ 8 200�

28 陸 上 競 技 日中対抗室内陸上競技大会 吉 田 真希子
(FSGカレッジリーグ) 中国・天津 16. 2.18 400�３位

29 陸 上 競 技 日中対抗室内陸上競技大会 丹 野 麻 美
(郡山東高校３年) 中国・天津 16. 2.18 200�２位

以下は本県ゆかりの選手

競 技 名 参 加 大 会 名 派遣選手名
( 所 属 ) 開 催 場 所 期 間 成 績

自 転 車 競 技 ワールドカップ 伏 見 俊 昭
(プロ競輪選手)

オーストラリア・シ
ドニー 15. 5.16～18 ケイリン２位

チームスプリント１位

卓 球 世界選手権大会 高 橋 美貴江
(十六銀行�岐阜) フランス・パリ 15. 5.19～25 �２回戦敗退､ �ベスト

８､ 混合�１回戦敗退位

トライアスロン 2003���トライアスロ
ンワールドカップ

西 内 洋 行
(チームテイケイ�兵庫) 韓国・トンヨン 15. 6. 8 19位

サ ッ カ ー ツーロン国際大会 (�－
21)

茂 木 弘 人
(サンフレッチェ広島) フランス・ツーロン 15. 6.10～19 予選リーグ敗退

陸 上 競 技 第９回世界陸上競技選手
権大会

佐 藤 敦 之
(中国電力�広島) フランス・パリ 15. 8.23～31 マラソン10位

マラソン団体１位

陸 上 競 技 第９回世界陸上競技選手
権大会

池 田 久美子
(スズキ�静岡) フランス・パリ 15. 8.23～31 走幅跳予選落選

陸 上 競 技 第15回アジア陸上競技選
手権大会

木 田 真 有
(福島大学３年) フィリピン・マニラ 15. 9.20～23 400�７位

陸 上 競 技 第15回アジア陸上競技選
手権大会

久保倉 さとみ
(福島大学３年) フィリピン・マニラ 15. 9.20～23 400��８位

トライアスロン トライアスロンアジア選
手権大会

西 内 洋 行
(チームテイケイ�兵庫) インド・チェンナイ 15.11. 3 ５位

サ ッ カ ー 世界ユースサッカー選手
権大会 (�－20)

茂 木 弘 人
(サンフレッチェ広島)

アラブ首長国連邦・
ドバイ

15.11.27
～12.19

決勝トーナメント準々
決勝敗退 (ベスト８)

参 考

国際大会出場選手数 (平成10年～15年度)

年 度 人 数

平 成 10 年 度 ２７

平 成 11 年 度 ２２

平 成 12 年 度 ５０

平 成 13 年 度 ４４

平 成 14 年 度 ３２

平 成 15 年 度 ２９

(出場選手数は延べ人数)



第７節 体育・スポーツ施設

１ 体育・スポーツ施設の管理及び利用状況

県営体育施設の効率的活用と施設管理の万全を期し､ もっ

て地域スポーツの振興を図るため､ 当該施設設置市町村等に

管理を委託した｡

� 施設管理一覧

� 施設の利用状況

施設の利用状況は､ 次のとおりである｡
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施 設 名 利用状況 摘 要

荻野漕艇場
漕 艇 3,218隻

トレーニング室 698時間

２ 公立学校施設整備費補助 (学校体育諸施設補助) 事業

� 水泳プール (屋外)

設 置 者 名 施 設 名 構 造 規模(面積)
(㎡)

補 助 事 業 に
要した費用 (千円) 補助金額 (千円)

福 島 県 いわき光洋高等学校 ス テ ン レ ス 375 99,000 33,000

〃 相 馬 東 高 等 学 校 〃 375 59,100 19,700

郡 山 市 芳 賀 小 学 校 � � � 275 63,470 21,156

い わ き 市 中 央 台 東 小 学 校 ス テ ン レ ス 375 94,275 31,425

西 郷 村 西 郷 第 二 中 学 校 〃 375 92,925 30,975

川 内 村 川 内 小 学 校 � � � 365 79,387 26,462

計 ６件 2,140 488,157 162,718

� 水泳プール (上屋)

設 置 者 名 施 設 名 構 造 規模(面積)
(㎡)

補 助 事 業 に
要した費用 (千円) 補助金額 (千円)

川 内 村 川 内 小 学 校 � 600 68,580 22,860

� 中・高等学校武道場

設 置 者 名 施 設 名 構 造 規模(面積)
(㎡)

補 助 事 業 に
要した費用 (千円) 補助金額 (千円)

福 島 県 いわき光洋高等学校 � � 造 423 81,935 27,311

〃 相 馬 東 高 等 学 校 � � 造 433 83,872 27,957

計 ２件 856 165,807 55,268

施 設 名 所 在 地 管 理 方 法 受 託 者 摘 要

福 島 体 育 館 福 島 市 事 務 委 託 福 島 市 昭和49年４月１日より

福 島 体 育 館 附 属 合 宿 所 〃 〃 〃 〃

荻 野 漕 艇 場 高 郷 村 管 理 委 託 高 郷 村 昭和27年４月１日より

磐 梯 熱 海 ア イ ス ア リ ー ナ 郡 山 市 事 務 委 託 郡 山 市 平成６年11月１日より

※事務委託 (地自法第252条の14第１項)､ 管理委託 (地自法第244条の２第３項)
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� 中・高等学校弓道場

設 置 者 名 施 設 名 構 造 規模(面積)
(㎡)

補 助 事 業 に
要した費用 (千円) 補助金額 (千円)

福 島 県 いわき光洋高等学校 � � ・ � － 46,594 10,000

〃 相 馬 東 高 等 学 校 � － 44,120 10,000

計 ２件 － 90,714 20,000



第
12
章

福

利

厚

生

第12章 福 利 厚 生

［福利厚生事業］

第１節 概 要
教職員の福利厚生については､ 教職員の生活の安定と福祉

の向上を目指し､ 県教育委員会､ 公立学校共済組合及び�福

島県教職員互助会の三者が緊密な連携を保ち､ 各事業を実施

した｡

また､ 教職員自らが生涯設計を確立し実現することを支援

するため､ ｢第３期福島県教職員生涯生活設計推進計画｣ に

基づき､ 各種事業の推進を図った｡

保健・厚生事業については､ 教職員の健康管理を重点目標

とし､ 生活習慣病の早期発見・早期治療等健康づくりを支援

するための人間ドックや器官別検診等の健診事業のほか､ 保

養所等利用助成等の事業を実施した｡

また､ 教職員生涯生活設計推進事業として､ 40歳・50歳代

を対象としたライフプラン講座を開催するなど､ 教職員の生

涯生活設計づくりの普及・啓発や支援等を行った｡

さらに､ 家庭における介護に対応できるよう､ 実技を中心

とした在宅介護講座や､ 主体的な健康づくり支援のため､ 健

康に関する基礎知識や運動を習得する健康づくり講座を開催

するとともに､ 健康上の不具合や心身の悩みについて個別相

談を受けられるよう県内16医療機関の専門医を委託した｡

第２節 保健・厚生事業

１ 保 健 事 業

� 人間ドック (県・市町村・共済組合・互助会)

ア 短期人間ドック

平成15年４月１日現在満40歳､ 45歳､ 50歳､ 55歳､ 58

歳の教職員を対象に､ 短期 (１泊２日) 人間ドックを実

施した｡
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該当者数
�

申込者数
�

受診者数
�

受 診 率 検 診 結 果

� ／ � � ／ � 異常なし 要 注 意 要 精 検 要 治 療
人 人 人 ％ ％ 人 人 人 人

2,893 1,937 1,899 67.0 98.0 160 517 648 574

イ 日帰り人間ドック

平成15年４月１日現在満30歳､ 34歳､ 37歳､ 48歳の教

職員及び短期人間ドック該当で日帰り人間ドックを希望

する教職員を対象に､ 日帰り人間ドックを実施した｡

該当者数
�

申込者数
�

受診者数
�

受 診 率 検 診 結 果

� ／ � � ／ � 異常なし 要 注 意 要 精 検 要 治 療
人 人 人 ％ ％ 人 人 人 人

2,780 2,629 2,553 94.6 97.1 298 852 902 501

ウ 配偶者人間ドック (共済組合・互助会)

平成15年４月１日現在満40歳以上の被扶養配偶者を対

象に､ 短期人間ドック又は日帰り人間ドックを実施した｡

申 込 者 数
�

受 診 者 数
�

受 診 率 検 診 結 果

� ／ � 異 常 な し 要 注 意 要 精 検 要 治 療
人 人 ％ 人 人 人 人

206 188 91.3 21 50 68 49

� 器官別検診� (共済組合・互助会)

平成15年４月１日現在35歳以上の教職員 (人間ドック受

診者を除く｡) を対象に､ 下部消化器､ 循環・呼吸器の２

コースの検診を実施した｡

該当者数
�

申込者数
�

受診者数
�

受 診 率 検 診 結 果

� ／ � � ／ � 異常なし 要 注 意 要 精 検 要 治 療
人 人 人 ％ ％ 人 人 人 人

13,564 3,571 1,973 26.3 55.3 361 615 784 213
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� 器官別検診� (県・共済組合)

ア 子宮頚がん検診

平成15年４月１日現在満30歳以上の女性教職員 (人間

ドック及び脳ドック受診者を除く｡) を対象に､ 子宮頚

がん検診を実施した｡ 検査項目は､ 視診､ 細胞診､ 内診

である｡

該 当 者 数
�

申 込 者 数
�

受 診 者 数
�

受 診 率 検 診 結 果

� ／ � � ／ � 異 常 な し 要 精 検
人 人 人 ％ ％ 人 人

6,835 4,376 3,996 64.0 91.3 3,805 191

イ 乳がん検診

平成15年４月１日現在満30歳以上の女性教職員 (人間

ドック及び脳ドック受診者を除く｡) を対象に､ 乳がん

検診を行った｡ 検査項目は､ 問診､ 視診､ 触診である｡

該 当 者 数
�

申 込 者 数
�

受 診 者 数
�

受 診 率 検 診 結 果

� ／ � � ／ � 異 常 な し 要 精 検
人 人 人 ％ ％ 人 人

6,835 4,376 4,104 64.0 93.8 3,827 277

� 骨密度検診 (共済組合)

平成15年４月１日現在満30歳､ 40歳､ 50歳の女子教職員

を対象に､ 骨密度検診を実施した｡

該当者数
�

申込者数
�

受診者数
�

受 診 率 検 診 結 果

� ／ � � ／ � 異常なし 要 注 意 要 精 検 要 治 療
人 人 人 ％ ％ 人 人 人 人

865 330 312 38.2 94.5 288 24 0 0

� 脳ドック (県・市町村・共済組合・互助会)

平成15年４月１日現在満50歳､ 55歳､ 58歳の教職員を対

象に､ 脳ドックを実施した｡

申 込 者 数
�

受 診 者 数
�

受 診 率
� ／ �

検 診 結 果

異 常 な し 要 注 意 要 精 検 要 治 療
人 人 ％ 人 人 人 人

100 98 98.0 9 10 32 47

� 脳検診 (共済組合・互助会)

平成15年４月１日現在満50歳､ 55歳､ 58歳の教職員を対

象に､ 脳検診を実施した｡

申 込 者 数
�

受 診 者 数
�

受 診 率
� ／ �

検 診 結 果

異 常 な し 異 常 あ り
人 人 ％ 人 人

473 449 94.9 413 36



２ 厚 生 事 業

� 厚 生 事 業

ア ライフプラン講座 (共済組合・互助会)

教職員１人ひとりが､ 生涯にわたり､ 健やかで充実し

たゆとりある生活を送ることができるよう､ 退職後の生

活を視野に入れた生涯生活設計づくりとその実現を支援

するため､ ライフプラン講座を開催した｡

イ 在宅介護講座 (共済組合)

組合員を対象に､ 在宅介護に必要な知識や技術を身に

つけるための実技中心の一日介護講座を実施した｡

ウ 健康づくり講座 (共済組合)

組合員の健康の保持増進､ 生活習慣病の予防のため､

健康に関する基礎知識や運動を習得する機会を設け､ 組

合員の主体的な健康づくりを支援するため､ 講座を開催

した｡

エ 教職員健康相談事業 (共済組合)

(こころとからだの健康相談)

健康上の不具合や心身の悩みについて相談を受けられ

るよう､ 専門医を委託｡ 16医療機関｡
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生涯生活充実コース 退 職 準 備 コ ー ス

会 場 郡山市 ホテルハマツ

平成15年

８月５日

・生涯生活充実セミナー

(ライフプラン研究会

とうほく)

・特別講演

(東京農業大学教授

小泉武夫氏)

・健康セミナー

(福島大学教授

白石豊氏)

・特別講演

同 左

・健康セミナー

同 左

平成15年

８月６日

・��講話

(元福島県立あぶくま

養護学校長

佐久間益郎氏)

・退職準備セミナー

(ライフプラン研究会

とうほく)

・個別相談

(ライフプラン研究会

とうほく)

受講者数 195人 239人

日 程 平成15年７月31日 平成15年８月８日

会 場 ホテルラフィーネ郡山 あ づ ま 荘

プログラム

� 講 義

｢在宅介護の基礎知識｣

(県立医科大学看護学部講師

小平廣子氏)

� 実 技 Ⅰ

｢環境整備と更衣の仕方｣

(小平廣子・郡山女子大学講師茂木光

代両氏)

� 実 技 Ⅱ

｢食事介助法と排泄援助｣

(小平廣子・茂木光代両氏)

� 実 技 Ⅲ

｢清潔援助｣

(小平廣子・茂木光代両氏)

日 程 平成15年８月11日

会 場 ホテルラフィーネ郡山

プログラム

・講 話

｢生活習慣病の予防について｣

(㈱カイテック専務取締役 皆川芳弘)

・講 話

｢ストレスの段階別症状と対応策｣

(同 上)

・運動指導

｢快汗�運動をはじめよう｣

(健康運動指導士 藤巻陽子)

・リラクゼーション指導

｢アロマと��	でリラクゼーション｣

(管理栄養士 片岡智恵子)



オ 保育補助 (共済組合)

平成15年度内に出産した､ 又は出産を予定する女子組

合員及び被扶養配偶者を有する組合員に対し､ 保育の支

援及び福祉の向上に資するため､ 乳幼児の保育に必要な

用品出産児１人につき１セットを交付した｡

カ 銀婚祝賀 (共済組合)

平成14年度内に銀婚を迎えた組合員に対し､ 記念品

(会津木製漆器､ ペア宿泊券) を贈呈した｡

キ 保養所等利用助成 (共済組合)

組合員が福島支部指定の共済組合宿泊施設を利用した

とき､ 利用料金の一部を助成した｡

○ ホテルラフィーネ郡山・あづま荘利用助成

○ 他支部保養所等利用助成

県内２､ 県外18の指定宿泊施設利用に対し､ １人１

泊1,500円､ 計4,200件の助成を行った｡

ク 指定旅館利用助成 (互助会)

会員の保養及び健康の保持増進を図るため､ 県内 (24

施設)､ 県外 (５施設) の宿泊施設を指定し､ 会員が利

用したとき､ 利用料金の一部を助成した｡

ケ 弔慰供花 (共済組合・互助会)

現職中に死亡した組合員 (会員) の霊前に供花を行い､

哀悼の意を表した｡

コ リフレッシュ休暇助成 (互助会)

勤続20年の節目に会員がリフレッシュ休暇を活用し､

心身のリフレッシュを図るための助成品 (旅行券又は宿

泊施設利用券) を交付した｡

交付件数 640件
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区 分 内 容 交付件数

�セット

パジャマ (24か月用､ 綿100％)

肌着上下 (12か月用､ 綿100％)

オーバーパンツ (６か月用､ 綿100％)

オーバーパンツ (12か月用､ 綿100％)

エプロン (食事用)

313件

�セット
子守帯､ ベビー食器セット､

エプロン (食事用)
139件

�セット

ベビー毛布

(カバー付き､ 綿100％､ 85㎝×120㎝)

ベビーバスタオル

(綿100％､ 85㎝×85㎝)

ベビー枕

152件

�セット

月刊 ｢赤ちゃんとママ｣

(保存用ファイル付き) 12冊

お誕生号 １冊

(誕生月に合わせた増刊号)

単行本 ｢赤ちゃんのつぶやき｣ １冊

単行本 ｢すこやか離乳食｣ １冊

冊子 ｢お医者さんにかかるまでに｣

１冊

36件

計 640件

区 分 記 念 品 交付件数

会 津 木 製
漆 器

花瓶(板花台付き) 19件

夫婦椀(箸付き) 32

宝石箱(オルゴール付き) 38

三ッ引箪笥 39

ペア宿泊券
ホテルラフィーネ郡山 29

あづま荘 130

計 287

区 分 助 成 対 象 助成内容 助成件数

宿 泊 利 用
助 成

組合員・被扶養者・
配偶者・子・父母
が宿泊したとき

１人１泊１
食まで2,000
円
１人１泊２
食3,000円

24,396件

会議室利用
助 成

組合員が開催する
諸会議

会議室料金
の２分１の
額

356

結婚式利用
助 成

新郎・新婦が組合
員のとき

１組
200,000円 1

新郎・新婦の一方
あるいは親が組合
員のとき

１組
100,000円 1

会 食 利 用
助 成

組合員が５名以上
で､ かつ１人5,000
円以上の会食を行っ
たとき

１人
1,000円 16,173

年金受給者
等利用助成

福 島 支 部 発 行 の
｢宿泊施設特別利用
者証｣ の交付を受
けた者が宿泊した
とき

１人
1,000円 459

区 分 助 成 件 数 金 額

宿 泊 利 用 助 成 37,997件 87,878千円

会 食 利 用 助 成 16,173 16,173

計 54,170 104,051

区 分 供 花 件 数

公 立 学 校 共 済 組 合 15件

� 福 島 県 教 職 員 互 助 会 14件



サ 研修旅行 (互助会)

海外の名勝史跡の探勝及び会員等の親睦を図ることを

目的として､ 夏季及び冬季休業中に実施した｡

海外研修旅行参加会員数 ２名

シ 永年勤続リフレッシュ休暇助成 (互助会)

30年勤続会員及び20年以上30年未満勤続し退職した会

員に対し､ 助成品 (旅行券､ 宿泊施設利用券､ 図書券又

は文箱) を交付した｡

30年勤続 (永年勤続表彰) の会員 382人

20年以上30年未満勤続し退職した会員 27人

ス 退職会員記念品贈呈 (互助会)

20年以上勤続して退職した会員に対し､ 永年にわたり

互助会の発展に寄与した功績に感謝の意を表して､ 記念

品 (旅行券､ 宿泊施設利用券､ 図書券又は置時計) を贈

呈した｡ 514人

セ 災害対策事業 (共済組合)

災害救助法が適用された地域内で被災し､ 短期給付の

災害見舞金の給付を受けた組合員に対して見舞金を支給

する｡

該当者 ０人

ソ 災害対策見舞金 (互助会)

災害救助法が発動された地域内もしくは同一の事由で

非常災害を受け､ 短期給付の災害見舞金の給付を受けた

者に対して支給する｡

該当者 ０人

� 公 益 事 業

ア へき地等教育事業助成 (互助会)

県人事委員会指定の特地以上のへき地学校及び特殊教

育諸学校に在学する児童生徒の健全育成を図るため､ こ

れらの学校に図書を贈呈した｡

・対象校 206校

・児童生徒数 13,826人

イ 教育塔合祀遺族助成 (互助会)

教育塔に合祀された教職員等の遺族が教育祭 (大阪市

で開催) に出席した際の経費の一部を助成した｡

・参加者 ６名

ウ 互助会文庫 (互助会)

県民の教育文化の向上に寄与するため､ 県立図書館に

図書を寄贈し､ 広く県民の利用に供した｡

・一般・児童生徒用 1,916冊 (累計 35,234冊)

エ 災害義援金 (互助会)

大規模災害等の被災県民のため､ 義援金を日本赤十字

社福島県支部に寄託する｡

該当 なし

第３節 貸 付 事 業

１ 共 済 組 合

平成15年度における共済組合貸付事業は､ 住宅貸付け (介

護構造部分貸付けを含む｡) をはじめ､ 住宅災害､ 一般､ 教

育､ 災害､ 医療､ 結婚､ 葬祭及び高額医療貸付けの９種類の

貸付けを行った｡

� 貸付け状況

種類別貸付状況は次のとおりである｡

� 住宅貸付けの事由別内訳
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(単位�千円)

種 類 別 件 数 金 額 金額割合

一 般 貸 付 け 642 1,036,936 22.6

住 宅 貸 付 け 374 3,354,793 73.1

教 育 貸 付 け 71 166,670 3.6

災 害 貸 付 け 0 0 －

医 療 貸 付 け 4 4,600 0.1

結 婚 貸 付 け 11 19,500 0.4

住宅災害貸付け 0 0 －

葬 祭 貸 付 け 1 500 0.1

高額医療貸付け 13 6,553 0.1

計 1,116 4,589,552 100.0

(単位�千円)

事 由 件 数 金 額 金額割合

新 築 152 1,516,200 45.2

増改築・移築・修理 73 687,500 20.5

住 宅 購 入 2 12,000 0.4

敷 地 購 入 52 412,300 12.3

住宅及び敷地購入 67 625,800 18.6

在宅介護対応住宅 20 56,800 1.7

他 共 済 へ の 返 済 8 44,193 1.3

計 374 3,354,793 100.0



２ 互 助 会

平成15年度における互助会貸付事業の実施状況は､ 次のと

おりである｡

� 一般貸付け

第４節 宿泊・保養施設
公立学校共済組合では､ 組合員の福利厚生施設として郡山

宿泊所 ｢ホテルラフィーネ郡山｣ 及び飯坂保養所 ｢あづま荘｣

を開設しているが､ 平成15年度における利用状況は次のとお

りである｡
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貸 付 け の 種 類 貸 付 件 数 貸 付 金 額

生 活 資 金 貸 付 け 47件 22,500千円

物 資 購 入 貸 付 け 27 12,600

教 育 貸 付 け 7 7,000

結 婚 貸 付 け 0 0

海 外 研 修 貸 付 け 1 1,000

自動車購入貸付け 37 47,700

計 119 90,800

施 設
種 別 ホテルラフィーネ郡山 あ づ ま 荘

利

用

人

員

宿 泊 13,736人 22,157人

会 議 21,835 6,724

宴 会 24,506 453

婚 礼 (10組) 786 (２組) 109

レストラン･休憩･その他 19,688 104

計 80,551 29,547

利
用
率

宿 泊 54.8％ 63.6％

宿 泊 外 25.8％ 5.5％

第５節 児童手当・特例給付・就学前
特例給付

家庭における生活の安定と児童の健全な育成及び資質の向

上に資することを目的とする児童手当法に基づき､ 受給資格

者の認定及び支給の状況は次のとおりである｡

� 児 童 手 当

所 属 14 年 度 末
受 給 対 象 者 数

15 年 度
15 年 度 末
受 給 対 象 者 数

支 払 額 総 額
(15年２月～

16年１月) 千円新規認定件数 消 滅 件 数

本庁・教育機関等 8 4 2 10 215

市 町 村 立 学 校 171 37 3 205 4,655

県 立 学 校 85 14 3 96 3,265

計 264 55 8 311 8,135

� 特 例 給 付

所 属 14 年 度 末
受 給 対 象 者 数

15 年 度
15 年 度 末
受 給 対 象 者 数

支 払 額 総 額
(15年２月～

16年１月) 千円新規認定件数 消 滅 件 数

本庁・教育機関等 11 4 7 8 545

市 町 村 立 学 校 670 102 41 731 23,525

県 立 学 校 279 73 19 333 13,225

計 960 179 67 1,072 37,295



第６節 財産形成貯蓄制度
教職員の計画的な財産形成を促進するために財産形成貯蓄

を導入し､ 昭和62年３月から控除預入を開始したが､ 平成15

年度における契約状況は次のとおりである｡

［福利給付事業］

第７節 概 要
教職員の福利給付事業については､ 県教育委員会､ 公立学

校共済組合､ 財団法人福島県教職員互助会において､ 組合員

(会員) に対する各種の給付事業を実施した｡

短期給付事業については､ 教職員及びその被扶養者の病気､

負傷､ 出産､ 休業､ 死亡もしくは災害等に関しての給付を行っ

た｡ 短期給付事業の平成15年度における主な改正は､ 平成

15年４月給付分 (平成15年２月診療分) から､ 共済組合の医

療費の一部負担限度額 (10,000円→15,000円) の引き上げと

互助会の医療費基礎控除額 (2,000円→2,200円) の引き上げ

が実施され､ さらに､ 健康保険法の改正により平成15年４月

診療分から､ 組合員本人の自己負担割合が３割に引き上げら

れた｡

長期給付事業については､ 退職職員等への退職手当の支給

及び恩給､ 共済年金の支給を行った｡

長期給付事業の主な改正点は､ 退職手当については民間と

の支給水準の格差是正を行うため､ 支給調整率を経過措置

(平成16年２月１日施行110／100→107／100) 完全実施 (平

成17年２月１日施行110／100→104／100) にそれぞれ引き下

げる改正が行われた｡

また､ 共済年金については平成15年４月からの総報酬制の

導入に伴い､ 期末手当等も年金算定基礎給与額とされた｡

年金額については､ 物価スライド制による初の0.9％の減

額改定が行われた｡

恩給年額については普通扶助料に係る寡婦加算額の引下げ

が行われたものの､ それ以外については引続き据え置くこと

とされた｡

第８節 短 期 給 付

１ 共 済 組 合

平成15年度末現在における組合員数は､ 現職組合員数20,541

人 (前年同期比237人減)､ 任意継続組合員542人 (同32人増)

の計21,083人 (同205人減) である｡

また､ 被扶養者数は､ 23,427人 (同27人増)､ 組合員１人

当たりの被扶養者数は､ 1.11人となっている｡

平成15年度の共済組合短期給付の給付総額は5,262,478千

円で､ 前年度対比214,776千円の減少となった｡

総額に占める割合は､ 法定給付95.82％､ 附加給付4.18％

となっており､ 給付の内訳は次のとおりである｡

給付額の減少は､ 医療費の一部負担金限度額の引き上げと､

健康保険法の改正による自己負担割合の３割への引き上げの

実施が要因と考えられる｡
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財産形成貯蓄契約状況

◎貯蓄種類別契約件数 (平成16年３月31日現在)

期日指
定定期
預 金

金銭信
託・貸
付信託

公社債
投 資
信 託

積 立

保 険
計

件 件 件 件 件

一般貯蓄 8,693 166 275 869 10,003

年金貯蓄 2,368 129 118 474 3,089

住宅貯蓄 1,390 47 71 198 1,706

計 12,451 342 464 1,541 14,798

契約者数 11,148人

� 就学前特例給付

所 属 14 年 度 末
受 給 対 象 者 数

15 年 度
15 年 度 末
受 給 対 象 者 数

支 払 額 総 額
(15年２月～

16年１月) 千円新規認定件数 消 滅 件 数

本庁・教育機関等 36 2 33 5 3,335

市 町 村 立 学 校 1,289 45 674 660 128,740

県 立 学 校 635 16 320 331 61,335

計 1,960 63 1,027 996 193,410



２ 互 助 会

平成15年度末現在の互助会の会員数は19,389人 (前年同期

比504人減) となっている｡

互助会給付規程に基づいた短期給付及び厚生給付金事業内

訳については､ 次表のとおりで､ 医療費の基礎控除額の引き

上げ､ 本人の自己負担割合の３割への引き上げにより､ 前年

度に比較し給付件数で医療補助金 (被扶養者分) が3.4％の

減､ 医療給付金 (本人) で18.1％増加した｡

� 短期給付金

� 厚生給付金
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種 別 件 数
( 件 )

給 付 額
( 千 円 )

医 療 給 付 金 73,271 199,509

死 亡 給 付 金 429 22,271

出 産 給 付 金 298 8,940

結 婚 祝 金 354 17,700

入 学 ・ 卒 業 祝 金 3,372 50,580

入 院 療 養 見 舞 金 3,455 44,518

障 害 見 舞 金 140 7,000

在 宅 療 養 見 舞 金 6 300

退 職 餞 別 金 680 29,380

介 護 休 暇 給 付 金 102 9,945

災 害 給 付 金 0 0

計 82,107 390,143

共済組合短期給付内訳表

法 定 給 付 附 加 給 付

種 別 件 数
( 件 )

給 付 額
( 千 円 ) 種 別 件 数

( 件 )
給 付 額
( 千 円 )

医

療

給

付

本 人 医 療 費 163,298 1,699,452 医療
給付 家 族 医 療 費 1,935 50,312

家 族 医 療 費 175,255 1,558,373

そ

の

他

の

給

付

出 産 費 455 9,432

高 額 医 療 費 1,861 185,895 家 族 出 産 費 209 5,348

薬 剤 115,384 583,892 埋 葬 料 17 425

看 護 料 ・ 移 送 料 0 0 家 族 埋 葬 料 88 2,333

小 計 455,798 4,027,612 傷 病 手 当 金 105 20,593

そ

の

他

の

給

付

出 産 費 456 182,948 災 害 見 舞 金 0 0

家 族 出 産 費 209 66,252 結 婚 手 当 金 383 30,640

埋 葬 料 18 9,283 入 院 附 加 金 1,500 9,591

家 族 埋 葬 料 88 32,737

傷 病 手 当 金 255 60,584

出 産 手 当 金 0 0

休 業 手 当 金 0 0

育 児 休 業 手 当 金 4,933 655,745

介 護 休 業 手 当 金 56 7,394

弔 慰 金 0 0

家 族 弔 慰 金 0 0

災 害 見 舞 金 0 0

小 計 6,015 1,014,943

① 法 定 給 付 計 461,813 5,042,555 ② 附 加 給 付 計 4,692 128,674

③ 一 部 負 担 金 払 戻 金 3,557 91,249

短期給付合計(①＋②＋③) 470,062 5,262,478

種 別 件 数
( 件 )

給 付 額
( 千 円 )

医 療 補 助 金 (被扶養者) 45,817 110,154

死 亡 弔 慰 金
(会 員) 15 8,072

(被扶養者) 77 4,257

災 害 見 舞 金 0 0

出 産 見 舞 金
(会 員) 413 20,650

(被扶養者) 193 5,790

計 46,515 148,923
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第９節 長 期 給 付
平成15年度の教職員に対する退職給付の執行状況は､ 次のとおりである｡

１ 恩 給

� 恩給の支給及び受給者数の状況

ア 支給人員及び支給額

普通恩給等の支給人員及び支給額は次表のとおりで､ 平成15年度末現在の受給者数は513名 (前年度比89人減)､ 支給額

は897,558千円 (同126,816千円減) となっており､ 受給者の高齢化に伴い年々減少する傾向にある｡

学校種別
普 通 恩 給 扶 助 料 退 隠 料 遺 族 扶 助 料 計

人 員 支給額 人 員 支給額 人 員 支給額 人 員 支給額 人 員 金 額

小 学 校
人 千円 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

128 262,213 224 358,120 9 13,397 2 1,002 363 634,732

中 学 校 30 65,085 96 172,093 6 8,081 1 1,245 133 246,504

盲 ・ 聾
養 護 学 校 0 0 1 1,147 1 230 0 0 2 1,377

高 等 学 校 0 0 0 0 1 577 2 1,228 3 1,805

教 育 庁
そ の 他 1 1,185 9 10,065 0 0 2 1,890 12 13,140

計 159 328,483 330 541,425 17 22,285 7 5,365 513 897,558

イ 裁定及び失権

裁定を受けた者及び死亡等により受給権を失った者は､

次のとおりである｡

２ 退 職 手 当

� 退職手当の裁定及び支給額

退職手当の裁定及び支給額は､ 次のとおりである｡(単位�人)

恩給種別 裁 定 失 権 左のうち
完全失権

学 校 種 別 人 員 (人) 支給額 (千円)

教育庁・その他 9 231,299普 通 恩 給 0 33 33
小 学 校 1,276 5,964,251扶 助 料 6 47 41
中 学 校 799 3,730,093退 隠 料 0 2 1
高 等 学 校 802 5,274,298遺 族 扶 助 料 0 1 1
盲 ・ 聾 学 校 35 169,910計 6 83 76
養 護 学 校 165 396,690

� 恩給年額等の改正

恩給法等の一部を改正する法律 (平成15年法律第５号)

が平成15年４月１日に施行され､ 普通扶助料に係る寡婦加

算の年額引下げ等が実施された｡

ア 恩給年額等の改定

平成15年度における恩給年額等の改正は､ 普通扶助料

に係る寡婦加算の年額が引下げられたものの､ それ以外

については据え置くこととされた｡

・扶養遺族である子を二人以上有する妻

269,900円→267,500円

・扶養遺族である子を一人有する妻及び扶養遺族である

子を有しない60歳以上の妻

154,200円→152,800円

イ 普通恩給等の最低保障額

普通恩給 1,132,700円 (平成14年度と同額)

扶 助 料 792,000円 ( 〃 )

計 3,086 15,766,541

� 失業者の退職手当支給額

退職手当のうち失業者の退職手当の支給額は､ 次のとお

りである｡

学 校 種 別 人 員 (人) 支給額 (千円)

教育庁・その他 0 0

小 学 校 11 3,504

中 学 校 19 5,070

高 等 学 校 8 4,846

盲 ・ 聾 学 校 0 0

養 護 学 校 0 0

計 38 13,420
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３ 退職共済年金

� 進 達 件 数

退職共済年金等の本部への進達件数は､ 次のとおりである｡ (単位�千円)

進達区分
旧 法 に よ る 年 金 新 共 済 法 に よ る 年 金

計
退 職 年 金 障 害 年 金 退職共済年金 退職共済年金

(特 別)
退職共済年金
(繰 上) 障害共済年金 遺族共済年金

決 定 請 求 0 0 0 412 0 16 15 443

改 定 請 求 0 0 0 241 0 0 0 241

� 支給人員及び支給額

退職共済年金等の支給人員及び支給額 (平成15年度末現在) は､ 次のとおりである｡

年 金 種 別
受 給 者 数 (人)

平均年齢 平均支給額
(円)

支 給 総 額
(千円)男 女 計

新共済年金

退 職 共 済 年 金 5,466 1,740 7,206 70.8 2,223,103 16,019,680

退職共済年金 (特別) 1,429 1,035 2,464 62.0 2,561,862 6,312,428

退職共済年金 (繰上) 31 186 217 63.2 2,062,826 447,633

障 害 共 済 年 金 76 56 132 56.2 1,309,980 172,917

遺 族 共 済 年 金 300 2,722 3,022 75.0 1,757,088 5,309,920

小 計 7,302 5,739 13,041 69.8 28,262,578

旧共済年金

退 職 年 金 2,320 3,124 5,444 79.6 3,001,642 16,340,939

減 額 退 職 年 金 46 193 239 73.0 2,077,542 496,533

通 算 退 職 年 金 17 58 75 83.6 782,895 58,717

障 害 年 金 53 38 91 68.3 2,461,688 224,014

遺 族 年 金 46 931 977 78.4 1,412,923 1,380,426

通 算 遺 族 年 金 0 5 5 80.6 256,820 1,284

小 計 2,482 4,349 6,831 79.1 18,501,913

合 計 9,784 10,088 19,872 73.0 46,764,491

� 年金額の改定

｢平成15年度における国民年金法による年金の額等の改

定の特例に関する法律｣ の施行により､ 平成13年の年平均

の全国消費者物価指数に対する平成14年の年平均の全国消

費者物価指数の比率を基準とする額の改定の措置を講じる

こととされたことから､ 年金の額は0.9％の減額改定が実

施された｡ (平成15年４月１日施行)
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第13章 福島県教育センター

第１節 概 要
教育センターは､ 教育に関する専門的・技術的事項の調査

と研究､ 教育関係職員の研修､ 情報教育､ 教育相談及び教育

図書・資料の作成・収集・提供等､ 本県の学校教育の向上・

発展に寄与するための事業を実施してきた｡

本年度は､ 基本研修・職能研修を中心に､ 本庁より研修講

座の移管が行われた｡

事業概要は､ 次のとおりである｡

１ 調査・研究事業

教育センターの使命､ 役割を自覚し､ 県教育委員会のシン

クタンクとしての期待に十分応えられるようにするとともに､

本県の教育推進上の課題や今日的な学校教育の在り方に対応

するために本県学校教育の諸課題の解決に役立つ先導的・実

証的な調査・研究を進めてきた｡

� 教 育 調 査

本県の教育に関する実態や課題を的確に把握するため､

客観的で広範囲な基礎データを継続的に収集・分析し､ 教

育センターでの研究や研修の充実を図るとともに､ 各学校

や教育機関等へ提供した｡

本年度は､ 本県児童生徒及びその保護者を対象とした学習

に対する意識について ｢ふくしまの学習意識｣ として経年

調査の第一年次を行った｡

学校評議員制度設置状況については､ 全市町村教育委員

会､ 県立学校長､ 学校評議員を設置する学校長及び学校評

議員を対象として実施し､ この制度充実のための本県の実

情と課題を把握することができた｡

なお､ これらの調査の結果については､ ｢教育センター

Webページ｣ への掲載をするとともに､ 調査結果を全市

町村､ 県立学校､ 調査協力校へ提供した｡

� 研 究

｢学校での様々な実践に生かせる｣ 視点から､ 本県の教

育課題を具体的に把握し､ それらの課題に対処する基礎的・

実証的な研究を行った｡

研究の推進にあたっては､ 前年度同様 ｢学校評価研究｣

｢カリキュラム研究｣ ｢情報活用研究｣ の３つの研究チーム

を組織した｡ また､ 教育センターの役割と学校現場のニー

ズに基づく研究とするために､ 研究協力校､ 研究参加者を

全県的に募り､ 開かれた研究の実践に努めた｡

また､ 研修グループのうち情報教育と教育相談チームに

おいては共同研究を行い､ 教科教育チームにおいては３名

の指導主事と長期研究員１名が個人研究を行った｡

これらの研究成果は､ ｢教育センターWebページ｣ ｢研

究紀要｣ ｢所報ふくしま 『窓』｣ 等に掲載するとともに､ 平

成16年２月13日�の ｢福島県教育研究発表大会｣ において

も発表し､ その成果を各学校や教育機関へ提供した｡

２ 研 修 事 業

教職員の資質と指導力の向上を図るために､ ｢平成15年度

福島県公立学校教職員現職教育計画｣ に基づいて各種の研修

講座を実施した｡

基本研修 (初任者研修､ 経験者研修Ⅰ､ 経験者研修Ⅱ､ 経

験者研修Ⅲ)､ 職能研修 (職能研修Ⅰ､ 職能研修Ⅱ､ 職能研

修Ⅲ)､ 専門研修 (専門研修Ⅱ､ 専門研修Ⅲ) について､ 平

成15年度の実績は､ 次のとおりであった｡

本庁からの移管等により､ 前年度比で講座数において17､

講座開設数で30､ 講座研修者数で1,591名の増となった｡

３ 情報教育事業

福島県内の学校・教育関係機関を接続する ｢うつくしま教

育ネットワーク (FKS)｣ において､ 広帯域化対応及び安全

で安定したサービス提供のためにネットワーク基盤の強化整

備を行うとともに､ 学校への情報化推進コーディネータ派遣

なども含むインターネット活用の支援を行った｡ また､ 学習

活動を教材面から支援するための教育用コンテンツ整備の一

環として､ 福島県内の郷土資料等の収集に取り組み､ ｢ふく

しま教育情報データベース｣ で公開する教育情報が100,000

件以上に拡充された｡ さらに､ 授業でITを効果的に活用す

るための実技研修を ｢IT活用授業実践強化事業講習会｣ と

して県内６カ所で実施し､ 219名の受講者が作成したデジタ

ル学習指導案から100例を公開した｡

また､ 従来から県内教職員の教育活動を支援するために､

学習指導の中で活用できるソフトウェア (以下ソフトと記す)

情報の提供を行ってきたライブラリセンターを一部リニュー

アルした｡ 教育用ソフトや自作ソフト (4,000本以上) の収

集・展示に加え､ 現在教育センターで進めている画像・映像

のデータベースシステムの試行や､ デジタル素材の作成体験

も可能にしたことにより､ 研修中の利用者数が増加した｡

４ 教育相談事業

幼児及び児童生徒の教育上の諸問題について相談を受け､

問題の改善・解決を目指した来所相談､ 電話相談を行った｡

例年不登校の相談が上位を占めているが最近はLD・ADHD

等に関する相談が増加している｡ また､ 様々な情報が広がっ

てきている現状から､ 専門的な診断を願う相談も増えてきて

いる｡ そのため､ 委嘱の専門医や心理判定員の助言を得なが

ら相談を進めている｡ いずれの相談でも､ 本人や保護者への

支援ばかりでなく､ 必要に応じて当該校と連絡を取るととも

に､ 関係専門機関との連携も図りながら相談に当たった｡
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○講 座 数 67講座

○講 座 開 設 数 110 回

○講座研修者数 4,611人 (延べ人数)

○講座開設期間 平成15年４月３日～平成16年２月25日



５ 教育図書・資料事業

県内教職員の教育活動に役立つ教育図書及び教育資料の収

集分類・整理に努め､ 情報データベース化し教育センター

Web (http:／／www.center.fks.ed.jp／) に掲載し検索を可能

にした｡ また､ 文献資料利用相談への対応並びに貸し出し等

のサービスを行い､ 教職員の研修・研究活動を援助してきた｡

また､ 教育センター広報誌 ｢所報ふくしま 『窓』｣ 第139号､

140号､ 141号及び ｢研究紀要｣ 第33集､ ｢教育研究資料目録｣

第29集を発行した｡ また昨年度まで冊子として発行してきた

｢生きる力を育てる指導と評価の実践資料集｣ は､ ｢実践事例

集｣ と名称を替えてWebページに掲載した｡

第２節 調査・研究事業

１ 教 育 調 査

� ｢ふくしまの学習意識｣ に関する調査

本県の児童生徒及びその保護者の学習に関する意識を経

年 (５カ年を予定) で把握することを目的として､ 第１年

次の調査を実施した｡

ア 調査目的

本県における児童生徒の生活状況及び学習に関する意

識について経年で現状調査を行うことによって､ 本県の

課題を明確にし､ 今後の教育活動等に生かす基礎資料と

する｡

イ 調査内容

・生活状況 (生活時間帯､ 基本的生活習慣､ 学習時間､

学習内容､ 余暇利用､ 家族との関わり)

・学習に関する意識 (得意な教科､ コンピュータの利用､

自己向上の願い､ 将来の目標)

・保護者の子ども観 (生活時間帯､ 余暇利用､ 子供への

関わり､ 希望する進路､ 家庭学習の様子､ 子供の学習

への期待)

・保護者の教育行政に対する要望 (学習環境､ 人間性・

社会性の育成､ 学校・家庭・地域の連携)

ウ 調査対象

・小学校第３学年 児童・保護者 1,162名

・小学校第６学年 児童・保護者 1,212名

・中学校第２学年 生徒・保護者 1,264名

・県立学校第２学年 生徒・保護者 1,438名

� ｢学校評議員制度設置に関する調査｣

ア 調査目的

本県における学校評議員の設置状況及び運用の現状を

調査し､ 学校評議員制度の実施状況の現状と課題を明ら

かにする｡

イ 調査内容

・設置状況､ 意見の聴取状況､ 学校評議員選任の状況､

教育活動の説明・報告の状況､ 外部評価との関連､ 成

果と課題

ウ 調査対象

・市町村教育委員会事務局 90件

・市町村立小中学校長(抽出) 120件

・県立学校長 89件

・学校評議員(抽出～小・中・県立) 396件

２ 研 究

� 研究チームによる研究

ア 学校経営改善と学校評価に関する研究

(学校評価研究チーム)

｢学校評価を行う｣ ことは､ ｢マネジメントサイクル

による学校経営・運営の改善を図る｣ ことと捉え､ その

システム化を図るために 『学校評価システムの構築と学

校改善』 を研究テーマとして取り組んだ｡ 研究の重点的

な内容は次の２点である｡

・学校評価システムの構築

・学校評価の試案の作成

また､ より開かれた研究にするために､ 福島県学術教

育振興財団より助成を受け､ 研究参加者10名による学校

評価研究協議会を10回実施し､ より学校サイドに立った

実践的な研究とした｡

研究の成果として､ 『学校評価の試案－計画・実践・

評価・改善の営みの確立を目指して－』 及びその ｢ダイ

ジェスト版｣ を作成し､ 県立学校､ 市町村立学校の全校

に配付するとともに､ 教育センターWebで公開した｡

この中で ｢学校経営・運営ビジョン｣ ｢実践・改善報告｣

を柱とする学校評価システム､ さらに実践や評価の手法

としての ｢PDCA票｣ ｢評価・調査票｣ を提言した｡

イ カリキュラムに関する研究

(カリキュラム研究チーム)

本県生徒の学習実態を把握するために､ 問題解決能力

の程度を測るための教科横断的な総合問題と学習観､ 学

習動機､ 学習方略などを探るための学習意識調査を実施

し､ その分析を行った｡ また､ それらの分析から浮かび

上がった課題を検討し､ 思考過程を重視した学習指導の

手立てについて研究を進めた｡ 具体的には､ 次の３つの

項目に分けて研究を行った｡

� 問題解決能力を測るための学力検査の研究と調査分

析

PISAの調査問題を参考にしながら､ 問題解決能力

を測るための教科横断的な総合問題を実施し､ 学力層

ごとの問題解決能力の違いを明らかにした｡

� 学習意識調査結果の分析研究

学習観､ 学習動機､ 学習方略などの学習意識調査結

果について､ ｢学びの原動力｣ として設定した ｢学ぼ

うとする力｣､ ｢自ら学ぶ力｣､ ｢自己コントロール力｣

の３領域を､ 学力到達度によって分けた５つの学力層

ごとに調査分析した｡

� 問題解決能力を育成するための学習指導の手立ての

研究

総合問題の実施結果と５つの学力層ごとの学習意識

調査結果から浮かび上がった課題について､ 教科にお

ける学習指導の手立てを研究した｡

研究の成果として､ ｢問題解決能力｣､ ｢教科学力｣､

｢学びの原動力｣ の相関関係について分析研究するこ

とができた｡
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また､ 問題解決能力の育成に向けた､ 思考過程を重

視した学習指導の手立ての幾つかをまとめることがで

きた｡

ウ 教育用コンテンツを活用した授業実践モデルの開発と

研究 (情報活用研究チーム)

各校種・各教科における効果的なIT活用方法を授業

実践を通して研究し､ ITを活用したわかる授業を行う

上でより参考となるような授業実践モデルを開発するこ

とにした｡

授業実践モデルについては､ 全ての校種､ 全ての教科

におけるモデルの開発を目標とし､ そのため､ 校種・教

科のバランスを考えて35人の研究協力員を選出､ 依頼し

た｡ この研究協力員に､ 担当する教科において､ 効果的

な単元､ テーマ､ 活用方法のアイデアの提供と､ 所属校

で授業研究を実施をお願いした｡ その後､ 協議､ 研究会

等で改善を重ね､ 32例の授業実践モデルを完成させた｡

また､ 推奨Webサイト等の教育用コンテンツの分類・

整備を行い､ 教育センターWebページ (http:／／www.

center.fks.ed.jp／05ken3／web／index.html) 等で公開し

た｡

� 研修グループ内のチーム等における研究

ア �ラーニングについての研究 (情報教育チーム)

情報機器やネットワークを活用した学習形態の研究を

進めるテーマとして ｢�ラーニング｣ を取り上げ､ その

基礎的な研究を行った｡

研究にあたっては､ 学習者の場所や時間にとらわれず､

学習者の履歴が把握でき､ 指導資料として活用できると

いう�ラーニングの特徴を生かした教材作成を目指した｡

具体的には､ 中学校 ｢理科｣ の内容で､ 校内LANを

活用し､ 授業中の個別学習に対応する教材を開発し､ 研

究協力校での実践授業を行った｡

イ 生きる力を育てる授業実践プログラム開発に関する研

究～学級 (ホームルーム) 活動を中心に～

(教育相談チーム)

本研究は､ 各校種における ｢生きる力を育てる授業実

践プログラム｣ の開発を学級 (ホームルーム) 活動を中

心に進め､ 県内各学校に提示することを目的に､ ３年継

続の研究として本年度からスタートした｡

� 所員と直接参加研究協力員との共同開発により､ 本

年度は小学校低学年､ 中学校第１学年､ 高等学校第１

学年において､ 授業実践プログラムを開発した｡

� 間接参加研究協力員による試行・意見を得て改善修

正を加え､ 教育センターWebページに掲載し､ 授業

実践プログラムを県内各学校に提示した｡

ウ 教科教育チーム所属員の個人研究

� 小学校英語活動の在り方についての調査研究

(指導主事 黒須智則)

小学校英語活動において児童のモチベーションを高

めるための具体的な指導内容・方法の在り方について

調査研究した｡

� 子どもたちの 『確かな学力』 の向上を目指し､ 『個

に応じたきめ細かな学習指導』 を実施するための基礎

研究～小学校算数～ (指導主事 桑名俊之)

学力到達度別に学力を分析し､ その結果を個に応じ

た学習指導や授業の質的改善に生かすための方策につ

いて研究した｡

� 簡単なディベートを組み込んだ中学校保健の授業－

討論で喫煙問題の見方・考え方を深める－

(指導主事 渡部光毅)

ディベートにより生徒の主体的活動を促す授業をと

おして､ 喫煙防止に結びつく実践力育成の手立てにつ

いて研究した｡

� 形の構想を明確にするための学習指導の工夫

(長期研究員 高橋克之)

形の構想を明確にする学習過程並びに鑑賞の過程に

おける ｢形とことばの関係表｣ 活用の有効性について

研究した｡

第３節 研 修 事 業

１ 研修講座の概要

� 基 本 研 修

基本研修は､ 小学校・中学校・高等学校とも初任者研修

(初任者対象)､ 経験者研修Ⅰ (教職５年程度経験者対象)､

経験者研修Ⅱ (教職10年程度経験者対象)､ 経験者研修Ⅲ

(教職20年程度経験者対象) を実施した｡

初任者研修の内容は､ 教科指導､ 情報教育､ 生徒指導・

教育相談及び教職一般に関するものなどで､ 小・中学校は

２泊３日を２回､ 高等学校は ｢教職員の服務と勤務｣ 及び

｢教育経営と授業｣ を加え､ 前期・後期の２回､ ２泊３日

の日程で実施した｡

経験者研修Ⅰは､ 教科の特性を生かした指導法など経験

年数を踏まえた内容で､ １泊２日で実施した｡ これに加え､

高等学校経験者Ⅰ (後期) では､ 生徒指導・教育相談の研

修を１日で実施した｡

経験者研修Ⅱは､ 共通研修と自己課題を解決する教科指

導､ 生徒指導に関するものなどで､ 小・中学校は２泊３日

で､ 高等学校は１日が１回､ １泊２日が２回､ ２泊３日が

１回で実施した｡

経験者研修Ⅲは､ 県立学校を対象に学校の管理と運営を

中心に２泊３日で実施した｡

� 職 能 研 修

新任の校長・教頭・教務主任等に対しての職能研修Ⅰ､

学校の教育活動が円滑に展開できるよう担当教員の職責・

職能に応じた研修を実施する職能研修Ⅱ､ 現職の教頭 (小・

中) を対象とする職能研修Ⅲを実施した｡

� 専 門 研 修

専門職としての識見や力量を高めることを目的とする専

門研修Ⅱと学校教育全般にわたり広い視野､ 指導力等を高

める研修としての専門研修Ⅲを実施した｡

専門研修Ⅱでは､ 個に即応した指導力の向上を図るため

に､ 情報教育､ 学校教育相談 (基礎・実践)､ 不登校等生

徒指導研修､ 総合的な学習の時間､ 道徳教育実践 (小・中)､

特別活動実践 (小・中)､ 各教科 (小・中・高)､ 高等学校

理科実習助手実技及び校長を対象とする学校教育相談運営
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の各講座を実施した｡

専門研修Ⅲは､ 学校教育全般の充実や学校経営に関する

研究や指導力の向上を図るため､ 学校マネジメント講座

(小・中・高､ 教頭対象)､ ミドルリーダー実践講座 (小・

中､ 中堅教員対象) を実施した｡

２ 研 修 講 座

� 平成15年度研修講座数・受講者数

ア 基本研修

イ 職能研修

ウ 専門研修

エ 総 計

� 平成15年度研修講座実施状況

ア 基本研修
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基 本 研 修
計

初任研 経験Ⅰ 経験Ⅱ 経験Ⅲ

講 座 数 3 3 3 1 10

( 延 べ 数 ) 7 10 12 1 30

延べ受講者数 648 435 811 66 1,960

職 能 研 修
計

職 能 Ⅰ 職 能 Ⅱ 職 能 Ⅲ

講 座 数 6 4 1 11

( 延 べ 数 ) 7 5 1 13

延べ受講者数 412 341 82 835

専 門 研 修
計

専 門 Ⅱ 専 門 Ⅲ

講 座 数 44 2 46

( 延 べ 数 ) 63 4 67

延べ受講者数 1,706 110 1,816

研 修
計

基本研修 職能研修 専門研修

講 座 数 10 11 46 67

( 延 べ 数 ) 30 13 67 110

延べ受講者数 1,960 835 1,816 4,611

講 座 名 班 期 日 受講
者数

初 任 者 研 修 小 学 校
磐 青
センター

６月２日
～６月４日

１月21日
～１月23日

95

102

講 座 名 班 期 日 受講
者数

初 任 者 研 修

中 学 校
磐 青
センター

６月２日
～６月４日

１月14日
～１月16日

92

95

高等学校

(基本)

(１次)

(２次)

４月３日
～４月４日

４月30日
～５月２日

２月23日
～２月25日

88

88

88

経験者研修Ⅰ

小 学 校 ２

６月23日
～６月24日

６月30日
～７月１日

45

44

中 学 校 ３

６月２日
～６月３日

６月12日
～６月13日

６月19日
～６月20日

33

37

34

高等学校

１(前期)

２(前期)

３(前期)

１(後期)
２(後期)

６月２日
～６月３日

６月12日
～６月13日

６月19日
～６月20日

11月５日
11月７日

40

27

46

62
67

経験者研修Ⅱ

小 学 校

１教科Ⅱ

２教科Ⅱ

３教科Ⅱ

９月24日
～９月26日

10月６日
～10月８日

10月14日
～10月16日

149
67
27

55

中 学 校

１教科Ⅱ

２教科Ⅱ

10月20日
～10月22日

10月27日
～10月29日

98
37
61

高等学校

共通

１教科Ⅰ

１教科Ⅱ

２教科Ⅰ

２教科Ⅱ

１生指Ⅰ

２生指Ⅰ

５月６日
～５月６日

７月30日
～８月１日

２月２日
～２月３日

８月４日
～８月６日

２月５日
～２月６日

11月25日
～11月26日

11月18日
～11月19日

564
143
88

92

48

49

68

76

経験者研修Ⅲ 高等学校
11月10日

～11月12日
66



イ 職能研修

ウ 専門研修

� 専門研修Ⅱ
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講 座 名 期 日 受講
者数

職

能

研

修

Ⅰ

市町村公立小・中・養護学校
新任校長研修会

６月４日
～６月６日

90

市町村公立小・中・養護学校
新任教頭研修会

５月19日
～５月21日

88

県立学校新任校長研修会
５月７日

～５月９日
22

県立学校新任教頭研修会
５月14日

～５月16日
30

１班

市町村公立小・中・養護学校
２班

４月23日
～４月24日

４月23日
～４月24日

69

66

中・高進路指導研修会
６月30日

～７月１日
47

職

能

研

修

Ⅱ

へき地教育担当教員研修会
４月21日

～４月22日
45

１班

免許外教科担任教員研修会
２班

５月７日
～５月９日

５月12日
～５月14日

36

48

教務主任研修会
５月26日

～５月28日
100

生徒指導・特別活動担当者研
修会

６月９日
～６月11日

112

職
Ⅲ

市町村公立小・中・養護学校
新任教頭研修会

11月26日
～11月28日

82

講 座 名 期 日 受講
者数

校

種

共

通

(

小
・
中
・
高
・
盲
・
聾
・
養)

中学校・高等学校国語講座
９月18日

～９月19日
27

中学校・高等学校数学講座
９月18日

～９月19日
24

中学校・高等学校英語講座
９月８日

～９月９日
24

中学校・高等学校社会・公民
講座

９月８日
～９月９日

24

１班

小・中情報教育講座 ２班
(Excel・PowerPoint入門)

３班

７月28日
～７月29日

８月21日
～８月22日

12月25日
～12月26日

40

37

39

小・中情報教育講座
(Excel中級)

７月３日
～７月４日

38

小・中情報教育講座
(学校Web作成入門)

９月３日
～９月５日

41

講 座 名 期 日 受講
者数

校

種

共

通

(

小
・
中
・
高
・
盲
・
聾
・
養)

小・中情報教育講座
(マルチメディア活用)

７月８日
～７月９日

36

小・中情報教育講座
(Excel応用コース・Access

入 門コース)

７月24日
～７月25日

42

小・中情報教育講座
(プログラミング言語)

10月１日
～10月３日

6

小・中情報教育講座
(校内LAN構築)

11月26日
～11月28日

35

小・中情報教育講座
(インターネット技術)

11月５日
～11月７日

19

前期

情報教育研修講座 中期

後期

６月17日
～６月18日

９月10日
～９月12日

10月30日
～10月31日

10

9

9

１班前期

２班前期

１班中期
学校教育相談実践講座

２班中期

１班後期

２班後期

６月16日
～６月17日

６月23日
～６月24日

８月19日
～８月21日

８月27日
～８月29日

１月19日
～１月20日

１月29日
～１月30日

52

52

52

51

50

50

不登校等生徒指導講座
５月22日

～５月23日
84

学校教育相談運営講座
７月28日

～７月29日
29

授業改善研修会
８月７日

～８月８日
80

中学校・高等学校オーラル・
コミュニケーション講座

６月26日
～６月27日

23

中学校・高等学校 ｢総合的な
学習の時間｣ 講座

10月16日
～10月17日

34

小

学

校

(

小
・
盲
・
聾
・
養)

１班
小学校道徳実践講座

２班

９月１日
～９月２日

９月８日
～９月９日

26

14

県北
小学校国語 県南

いわき

７月28日
７月29日
７月31日

36
20
22

県中
小学校社会 会津

相双

７月30日
８月１日
８月５日

10
25
9

県北
小学校算数 県中

会津

７月25日
７月30日
８月１日

16
14
9



� 専門研修Ⅲ

第４節 情報教育事業
ネットワークシステム (クライアント・サーバー型) によ

る公立小・中・高等学校・養護学校の情報教育教員研修の概

要は以下のとおりである｡ すべての講座は､ 授業に役立つ教

材作成や校務処理の効率化および学校からの情報発信を目指

したものである｡

� アプリケーション活用 (小中高養護)

� ネットワークを活用するための講座

ア Webページデザイン (小中高養護)

イ インターネット技術 (小中高養護)

ウ 校内LAN構築 (小中養護)

� ディジタル教材を製作する講座

ア マルチメディア活用 (小中高養護)

� 校務の効率化を目指す講座

ア 表計算データベース (小中高養護)

� 言語学習を通して教材作成を目指す講座

ア Visual Basic (小中養護)

イ プログラミング言語 (高養護)

� 多くの人が活用可能な教材作成を目指す講座

ア 情報教育研修 (小中高養護)

� 教科 ｢情報｣ 担当者のための講座 (高養護)

さらに､ 管理職を対象に情報教育の意義や重要性を､ 国・

県の情報教育施策とともに講義した｡

基本研修においても､ 情報教育の意義や重要性を､ 国・県

の情報教育施策とともに講義し､ マルチメディア活用の実習

を行った｡

また､ 他課の依頼により､ 学校栄養職員を対象に ｢コンピュー

タの活用方法｣ の講座の開催に協力した｡
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講 座 名 期 日 受講
者数

小
学
校

(

小
・
盲
・
聾
・
養)

県南

小学校理科 相双

いわき

５月21日
～５月22日

６月３日
～６月４日

５月27日
～５月28日

13

16

14

小学校特別活動実践講座
７月22日

～７月23日
33

１班
小学校 ｢総合的な学習の時間｣ 講座

２班

10月２日
～10月３日

10月９日
～10月10日

39

19

中
学
校

(

中
・
盲
・
聾
・
養)

中学校道徳教育実践講座
９月16日

～９月17日
23

中学校理科講座
７月７日

～７月８日
17

中学校技術・家庭科講座
８月21日

～８月22日
6

中学校特別活動実践講座
７月28日

～７月29日
24

中学校音楽
11月13日

～11月14日
21

高

等

学

校

(

高
・
盲
・
聾
・
養)

高等学校芸術科 (音楽) 講座
11月13日

～11月14日
19

高等学校芸術科 (美術・工芸)
講座

10月27日
～10月28日

12

高等学校理科講座 (物理・化
学・生物・地学)

10月９日
～10月10日

16

高等学校家庭科実技講座
11月11日

～11月12日
13

高等学校理科実習助手実技講座
９月18日

～９月19日
13

高等学校情報教育講座
(Webページデザイン)

12月３日
～12月５日

21

高等学校情報教育講座
(プログラミング言語)

９月16日
～９月18日

17

高等学校情報教育講座
(表計算・データベース)

９月24日
～９月26日

29

高等学校情報教育講座
(アプリケーション活用)

８月27日
～８月29日

18

高等学校情報教育講座
(マルチメディア活用)

10月22日
～10月24日

24

高等学校情報教育講座
(インターネット技術)

11月19日
～11月21日

20

新設 教科 ｢情報｣ 講座
５月21日

～５月23日
10

学校教育相談基礎講座
７月24日

～７月25日
51

講 座 名 期 日 受講
者数

校

種

共

通

小
中
高
養

１班
学校マネジメント講座

２班

10月23日
～10月24日

10月30日
～10月31日

30

30

小
中
養

１班
ミドルリーダー実践講座

２班

６月16日
～６月18日

７月２日
～７月４日

25

25



パソコン研修室利用状況

第５節 教 育 相 談
教育相談チームでは､ 来所及び電話による相談を受けてい

る｡

今年度の相談の概要は､ 以下のとおりである｡

１ 対 象 別

来所相談件数・人数､ 電話相談回数

※ 対象の区分は､ 誰についての相談内容かで分けたもので

ある｡ 来所相談では､ 本人自身と直接相談するケースが多

いが､ 電話相談では､ 主に保護者・教員との相談が多い｡

２ 区 分 別

来所相談件数・人数､ 電話相談回数

※ 対象の区分で数値の高い ｢教育一般｣ には ｢学校生活｣

の相談､ ｢性格行動｣ には ｢不登校｣ の相談が含まれる｡

３ 地区別来所相談件数

４ 月別相談人数・回数

第６節 教育図書・資料事業
全国各教育研究機関から送付された研究紀要や資料及び県

内各学校から寄せられた研究資料を収集､ 整理・保管し､ レ

ファレンスサービスを行っている｡ 所の研究成果を普及する

ため､ 研究紀要や所報 ｢窓｣､ 実践事例集 (CD－ROM) を

刊行した｡

１ 教育図書・教育資料の収集

２ 教育資料の刊行
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利 用 区 分 講座数 利用日数 実人数 延べ人数

教育センター研修 67 110 1,745 2,623

講

座

専門研修 20 56 648 1,422

基本研修 41 46 845 925

職能研修 6 8 252 276

教 育 庁 研 修 3 3 53 53
健康教育グルー
プ 3 3 53 53

合 計 70 113 1,798 2,676

対象
種別 幼 小 中 高 一般 計

来所
相談

件数 0 150 122 76 10 358件

人数 0 166 135 87 13 401人

電話
相談 回数 6 125 94 117 97 439回

対象
種別

知能
学業

性格
行動

身体
神経

進路
適性

教育
一般 その他 計

来所
相談

件数 26 139 11 4 170 8 358件

人数 26 169 16 5 175 10 401人

電話
相談 回数 7 180 35 20 96 101 439回

県 北 県 中 県 南 会 津 南会津 相 双 いわき その他 計

76 45 49 59 3 39 77 0 358件

月
種別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

来所
相談 2 11 117 11 5 118 9 9 3 54 56 6 401人

電話
相談 28 50 58 42 18 39 55 31 33 25 37 23 439回

○教育図書購入冊数 124冊

○寄贈教育図書等 (VTRを含む､ 教科書は除く) 36冊

○定期刊行図書購入冊数 33冊

○研究紀要寄贈冊数 587冊

○恵贈定期刊行物数 27冊

○研究紀要 第33集

○所報ふくしま ｢窓｣ 第139号～第141号

○教育研究資料目録 第29集

○実践事例集 (CD－ROM)
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第14章 福島県養護教育センター

第１節 概 要
昭和61年の開所以来､ 関係機関と連携協力しながら､ 教育

相談､ 教職員の研修､ 調査・研究､ 図書・資料の収集・提供､

広報・啓発等の事業を行ってきた｡

本年度は､ 障害の重度・重複化､ 多様化への対応､ 早期か

らの教育的支援､ 通常の学級における特別な教育的支援を必

要とする児童生徒への支援､ 情報教育の浸透等に伴う理解推

進等､ それぞれのニーズに応じた事業の充実に努めてきた｡

１ 教育相談事業

障害等の心配のある乳幼児・児童生徒についての養育・教

育・就学及び進路等に関する教育相談を行った｡ 保護者､ 幼

稚園・保育所､ 学校､ 市町村教育委員会等からの相談依頼に

対し､ 面接､ 行動観察､ 心理検査等を行い､ 必要に応じて嘱

託医や専門機関との連携を図り､ 来談者の思いや願いに寄り

添い､ 専門的・総合的観点から教育相談を進めた｡

センター来所教育相談受理件数は318件 (昨年度比114％)

延べ相談件数は927件 (昨年度比105％) であり､ 相談件数が

増加した｡ 障害種別による相談件数の内訳は､ 昨年度同様､

情緒障害の中で特に不登校､ 学習障害 (LD)､ 注意欠陥／多

動性障害 (ADHD) についての相談が多く､ 相談件数全体

の約７割を占めた｡ また､ 不登校の相談の中には､ 学習障害

(LD) や注意欠陥／多動性障害 (ADHD) 等に起因してい

ると思われるケースがあった｡

障害のある乳幼児やその家族に対する早期からの相談の充

実をめざし､ 医療・保健・福祉・教育が一体となった ｢早期

教育ネットワークモデル事業｣ を行った｡ 県内２町 (船引町・

矢吹町) をモデル地区とし､ 各町の各機関との情報交換やケー

ス会議､ 協議及び出かける支援を行った｡ 参加者は､ 町村保

健センター保健師､ 幼稚園・保育所・小学校､ 盲・聾・養護

学校教員､ 町村教育委員会職員､ 教育事務所指導主事､ 特別

支援グループ指導主事等であった｡ なお､ １年間にわたる本

事業については研究紀要第18号に実践報告としてまとめた｡

２ 教職員研修事業

特別支援教育担当教職員を主な対象として､ 障害児をとり

まく社会の変化や多様なニーズを踏まえ､ 特別支援教育全般

に関する基礎研修と障害の種別に関する専門研修の講座を設

けた｡ また､ 通常の学級において特別な教育的支援を必要と

する児童生徒等への教育的対応を図るための専門的知識・技

能についての研修を実施した｡

16の専門研修講座の総受講者は382名､ 基本研修講座の総

受講者は102名 (経験者研修68名､ 初任者研修34名)､ 職能研

修講座 (特殊教育新任担当教員84名､ 訪問教育担当教員11名､

実習助手24名) の総受講者は119名であった｡ また､ 研修の

機会を広く多くの教職員に提供するため実施した公開講座

(４講座) の聴講者総数は113名であった｡

３ 教育調査・研究事業

本県が当面している特別支援教育の今日的課題及び学校に

おける教育実践上の具体的課題解決に向けて､ 以下の調査・

研究等を行った｡

プロジェクト研究 ｢一人一人の教育的ニーズに応じた授業

づくりに関する研究｣ (一年次) は､ ｢教室｣ における教師と

子どもとの関係に着目し､ 教師が子どもたちの心の表れをど

のように読みとり､ どのようなかかわりを持とうとしていた

のかについて､ 授業者の内省や研修会を通して確かめ整理を

行い､ 一年間の研究成果をまとめた｡

長期研究員研究は､ ｢早期教育相談｣ ｢校内LANの活用｣

｢視覚障害児支援｣ ｢小・中学校での特別支援教育｣ ｢特殊学

級担任支援｣ の領域で､ 今日的課題解決に向けた研究を行い､

その成果をまとめた｡

これらの調査研究の成果は､ 研修講座や教育相談に反映さ

せるとともに､ 研究紀要第18号として刊行し､ 併せて第18回

研究発表会において発表した｡

４ 教育図書・資料の収集・提供事業

本県特別支援教育の中心的施設としての機能の充実をめざ

して､ 広く特別支援教育関係図書・資料の収集に努め､ 関係

教職員等が活用できるよう､ 整備､ 充実を図った｡

本年度は､ 特に特別支援教育に関する図書の充実と教育資

料の収集､ Webページによる紹介､ コンピュータによる簡

易検索機能の利用を推進した｡ また､ 特別支援護教育に関す

るビデオコーナーの充実を図った｡

なお､ ３月末日現在での特別支援教育関係図書の蔵書数は

7,111冊､ 逐次刊行物20種､ 教育資料数2,915点である｡

５ 広報・啓発事業

特別支援護教育に関する情報や資料及び当センターの事業

内容の紹介を定期刊行の広報誌や各種発行物として､ 教職員

や関係諸機関等に配付し､ 特別支援教育に対する啓蒙・啓発

の推進を図った｡ 主な事業として､ ｢所報 養護教育56号｣､

｢研究紀要第18号｣ 等の発行を行った｡ また､ ｢就学相談の日

相談｣ におけるリーフレットの作成や ｢教育ふくしま｣・各

教育事務所広報紙等への広報を通して理解・認識を深めるよ

う広報活動を行った｡

６ 情報教育事業

特別な配慮を必要とする児童生徒の情報機器活用について､

一人一人に合わせた入力装置や周辺機器等の設定､ 学習支援

ソフトの開発等､ 総合的な研究を行った｡

情報通信ネットワークの活用を目指し､ 養護教育センター

Webサイトを運営管理し､ 事業の概要を紹介するとともに､

特別支援教育フリーソフトウェアライブラリの公開及びダウ

ンロードサービスを実施した｡
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第２節 障害児の教育相談事業

１ 相 談 対 象

対象は､ 障害のあるまたはその心配のある乳幼児・児童・

生徒であり､ 相談の種類は次のとおりである｡

�視覚にかかわる相談 �病弱虚弱にかかわる相談

�聴覚にかかわる相談 �言語にかかわる相談

�知的発達にかかわる相談 �情緒にかかわる相談

�肢体不自由にかかわる相談

�重複した障害にかかわる相談

２ 形 態

� 来 所 相 談

電話等での申し込みにより､ 来所日時をあらかじめ調整

し､ 相談者の来所による教育相談を行った｡ また､ 相談の

内容によっては電話による相談も行った｡

� 地域相談室相談

県内３か所に地域相談室を設置し､ 各障害の相談に応じ

られるよう相談員を委嘱した｡ 地域相談室では､ 来室によ

る相談と電話による相談を行った｡

� ｢就学相談の日｣ 相談

ア 事業内容

障害児の発達状況や教育措置に対する正しい認識が得

られるように､ 地域相談室を会場にして地域相談室相談

員や養護教育センター所員による就学相談を実施し､ 適

正就学に関する啓発活動の充実を図った｡

イ 相談件数 12件

県北地域相談室 ４件

会津地域相談室 ４件

浜通り地域相談室 ４件

�地域相談室�

３ 現状と課題

学習障害 (LD)､ 注意欠陥／多動性障害 (ADHD)､ 高機

能自閉症と診断された子どもやその心配のある ｢情緒にかか

わる相談｣ が増加した｡ それらの多くは小・中学校の通常の

学級や高等学校に在籍している子どもの相談であり､ 学校

(担任) に具体的な支援策を提供することができるように相

談の充実を図った｡ 今後は､ 学校の要請に応じて出かける相

談の充実が求められる｡

また､ 早期教育ネットワークモデル事業では､ 早期からの

教育相談を機能させるために､ 小学校､ 教育委員会､ 保健セ

ンター､ 幼稚園 (保育所) 等関係機関との情報交換と､ より

密接な連携を図った｡ 更に､ 県総合療育センターとの連携を

一層図りながら､ 各関係機関が相互に機能し合う相談ネット

ワークづくりが求められている｡

各地域相談室は､ 各地域の特質を踏まえた相談業務にあたっ

た｡ 地域相談室の相談件数は増加しており､ 今後ますます､

各盲・聾・養護学校に地域の特別支援教育のセンターとして

の役割が期待される中､ 先導的な役割を担えるような体制を

作る必要がある｡
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設 置 場 所 所 在 地 並 び に 電 話 番 号

県 北 地 域 相 談 室
(県立聾学校福島分校内)

〒960－8002
福島市森合町６－34

�024 (531) 5013

会 津 地 域 相 談 室
(県立聾学校会津分校内)

〒965－0006
会津若松市一箕町大字鶴賀字
下柳原102

�0242 (22) 1286

浜 通 り 地 域 相 談 室
(県立聾学校平分校内)

〒970－0116
いわき市平馬目字馬目崎61

�0246 (34) 2202

�年齢・学校別相談件数�

年齢・
学校

形 態

乳幼児(歳) 小 学 校 (年) 中 学 校 (年) 高等学校 (年) 一般
他 計

０～４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ １ ２ ３

来所
相談

実件数 53 50 32 21 31 22 21 18 15 14 18 7 7 4 5 318

延件数 127 131 137 56 71 48 73 53 38 59 40 33 38 12 11 927

地域
相談

実件数 88 97 38 29 33 25 22 46 20 24 42 3 5 2 8 482

延件数 595 301 133 69 109 58 57 186 76 58 134 4 8 2 13 1,803

計
実件数 141 147 70 50 64 47 43 64 35 38 60 10 12 6 13 800

延件数 722 432 270 125 180 106 130 239 114 117 174 37 46 14 24 2,730



第３節 教職員研修事業
受講者の資質､ 指導力､ 専門性の向上をめざし､ 講座内容

の一層の充実を図った｡

� 専門研修講座を16講座行った｡ 内､ ４講座は受講者のニー

ズに応じたコース制の導入を図った｡

� 講座を講義や演習､ 実技､ 協議などで構成し､ 研修内容・

方法に工夫を加えた｡ 受講者自らが指導上の課題に気づき､

その解決に主体的に取り組むことができるような研修内容

にした｡

� 特別支援教育に関する県内外の専門家や各学校で先進的

に実践している教員などを招へいして内容等の充実を図っ

た｡

� 調査研究や教育相談等の成果を生かし､ 特別支援教育に

関する専門的知識・技能の習得や視野の拡大を図られるよ

うにした｡

� 専門講座の一部を公開講座として４講座実施した｡ 受講

者は113人にのぼり､ 受講者のニーズの高さに応えること

ができた｡
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�障害別相談件数�

障 害
形 態

視 覚
障 害

聴 覚
障 害

知 的
障 害

肢 体
不自由

病 弱
虚 弱

言 語
障 害

情 緒
障 害

重 複
障 害 その他 計

来所
相談

実件数 4 10 80 18 3 12 176 2 13 318

延件数 5 21 180 37 5 23 629 7 20 927

地域
相談

実件数 27 19 139 20 82 21 135 21 18 482

延件数 58 170 406 46 208 60 541 240 74 1,803

計
実件数 31 29 219 38 85 33 311 23 31 800

延件数 63 191 586 83 213 83 1,170 247 94 2,730

�地区別相談件数�

地 区
形 態

県 北 県 中 県 南 会 津 南会津 相 双 いわき その他 計

来 所 相 談 194 532 104 25 6 44 11 11 927

地 域 相 談 717 47 7 687 27 135 162 21 1,803

計 911 579 111 712 33 179 173 32 2,730

教職員の研修講座

� 専 門 研 修

講 座 名 区 分 期 間 受講者数 (人)

特 別 支 援 教 育 研 修 講 座 11 月 13 日 ～ 11 月 14 日 34

養 護 教 育 基 礎 研 修 講 座 11 月 ６ 日 ～ 11 月 ７ 日 36

聴 覚 ・ 言 語 障 害 児 の 教 育 研 修 講 座 公 開 講 座 ６ 月 26 日 ～ ６ 月 27 日 17
22

子 ど も と 心 と 体 の ケ ア 教 育 研 修 講 座 10 月 30 日 ～ 10 月 31 日 23

肢 体 不 自 由 児 の 教 育 研 修 講 座 ７ 月 ７ 日 ～ ７ 月 ８ 日 18

学 習 障 害 児 の 教 育 研 修 講 座 ７ 月 10 日 ～ ７ 月 11 日 26

自 閉 症 児 の 教 育 研 修 講 座 ７ 月 ２ 日 ～ ７ 月 ３ 日 41

重 度 ・ 重 複 障 害 児 の 教 育 研 修 講 座 ９ 月 24 日 ～ ９ 月 26 日 19

養護教育実践教育研修講座 (学校学部経営コース)
養護教育研究実践教育研修講座 (実践力UPコース)

前 期
中 期
後 期

６ 月 23 日 ～ ６ 月 24 日
９ 月 ９ 日 ～ ９ 月 10 日
12 月 ４ 日 ～ 12 月 ４ 日

４
(学校学部経営１)
(実 践 力UP３)

障 害 幼 児 早 期 教 育 研 修 講 座 公 開 講 座 ７ 月 23 日 ～ ７ 月 25 日 41
21
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講 座 名 区 分 期 間 受講者数 (人)

心理・教育アセスメント実技研修講座
� � � � － Ⅲ コ ー ス
� － � � � コ ー ス

９ 月 17 日 ～ ９ 月 19 日
33

(����－Ⅲ 18)
(� － � � � 15)

障 害 児 教 育 相 談 力 � 	 研 修 講 座 前 期
後 期

８ 月 28 日 ～ ８ 月 29 日
11 月 28 日 26

知 的 障 害 児 教 科 指 導 研 修 講 座
美 術 コ ー ス
音 楽 コ ー ス

10 月 ２ 日 ～ 10 月 ３ 日
18

(美術 ７)
(音楽 11)

領域・教科を合わせた指導研修講座 (作業学習) 公 開 講 座 10 月 23 日 ～ 10 月 24 日 14
19

障 害 児 教 材 ・ 教 具 実 技 研 修 講 座 10 月 ９ 日 ～ 10 月 10 日 19

障 害 児 情 報 教 育 指 導 者 研 修 講 座 11 月 19 日 ～ 11 月 21 日 11

計 公 開 講 座 382
63

� 基 本 研 修

講 座 名 区 分 期 間 受講者数 (人)

盲・聾・養護学校初任者研修 基本研修 ４月16日～４月17日 34

34

盲・聾・養護学校初任者研修 カウンセリング研修 ５月14日～５月15日 34

盲・聾・養護学校初任者研修 宿泊研修 (一次研修) ７月29日～７月31日 33

盲・聾・養護学校初任者研修 情報教育研修 １ 班
２ 班

８月19日
８月20日

17
17

盲・聾・養護学校初任者研修 宿泊研修 (二次研修) １月28日～１月30日 33

盲・聾・養護学校経験者研修Ⅰ ５月28日～５月30日 26

盲・聾・養護学校経験者研修Ⅱ ６月18日～６月20日 41

38盲・聾・養護学校経験者研修Ⅱ ｢情報教育に関する研修｣ １ 班
２ 班

８月11日
８月12日

21
21

盲・聾・養護学校経験者研修Ⅱ ｢教科 (領域) 指導研修｣ 10月16日～10月17日 37

計 127

� 職 能 研 修

講 座 名 区 分 期 間 受講者数 (人)

特 殊 教 育 新 任 担 当 教 員 研 修 会 ６ 月 ５ 日 ～ ６ 月 ７ 日 84

盲 ・ 聾 ・ 養 護 学 校 教 務 主 任 研 修 会 ９ 月 30 日 22

訪 問 教 育 担 当 教 員 講 習 会 公 開 講 座 ８ 月 21 日 ～ ８ 月 22 日 11
50

盲 ・ 聾 ・ 養 護 学 校 養 護 教 諭 研 修 会 ７ 月 22 日 30

盲 ・ 聾 ・ 養 護 学 校 実 習 助 手 研 修 会 ８ 月 １ 日 21

計 公 開 講 座 168
50



第４節 教育調査・研究事業
教育相談・研修・研究機能の充実及び各学校における教育

実践の発展を図ることを目的として調査・研究を推進した｡

１ プロジェクト研究

｢一人一人の教育的ニーズに応じた授業づくりに関する研究｣

(一年次)

－子どもの視点から振り返る授業研究を通して－

本研究では､ ｢授業｣ を検討することを通して､ 一人一人

の子どもの ｢教育的ニーズ｣ や必要な教育的支援を明らかに

したいと考え､ ｢授業研究｣ を研究の中心に位置づけた｡

第一年次の研究においては､ ｢教師間の連携｣ や ｢保護者

との連携｣､ ｢個別の指導計画｣ 等の指導計画､ あるいは担任

が抱える課題など､ ｢教育的ニーズに応じた授業づくり｣ に

向けての課題を明らかにした｡ そして､ 教師間の連携のもと

で授業を振り返り､ 子どもの内面への理解を深め､ 多角的な

視点から子どもの姿 (事実) をとらえる手立てが必要である

ことを確認した｡

また ｢教育的ニーズ｣ を把握するうえでは､ 教師自身の子

どもの見方や考え方が重要であり､ 授業研究会においては授

業場面で授業者が子どもの姿をどう理解してかかわったのか

について検証を行った｡ 特に､ 子どもの視点から授業を振り

返ることで､ 子どもと教師の間のずれが指摘され､ それが授

業の見直しに結びつくという実践の経過を見ることができた｡

｢教育的ニーズに応じた授業づくり｣ に向けて､ 授業研究が

重要であることを明らかにした｡

２ 長期研究員・研修員研究

� 地域に根ざした早期教育相談について

－保健機関が行う乳幼児の育成指導事業とのかかわりを

通して－

長期研究員 永 澤 和 子

地域の保健センターで行っている ｢すくすく教室｣ に継

続して参加し､ 障害のある乳幼児とその家族にかかわりな

がら､ 地域の中での育ちを支援していくための早期教育相

談の在り方について研究した｡ 子どもを取り巻く関係機関

との連携を通して､ 教師の立場でできることや役割につい

て考察した｡

� 校内LANを活用した指導支援システムの研究

－知的障害養護学校におけるデータベースソフトの効果

的な活用を通して－

長期研究員 佐 藤 浩 士

個別の指導計画を ｢授業に生かせない｣ ｢共有化が図り

にくい｣ ｢作成にかかわる時間や事務量が増える｣ など現

場がかかえる課題に対して､ データベースソフトによるシ

ステムを構築することでその課題の解決を図ろうと考えた｡

学校現場でのアンケート調査を基に､ より活用しやすいシ

ステムになるよう修正を図るとともに､ データベースソフ

トによるシステムの有効性や可能性､ 今後の課題について

考察した｡

� 通常の学級に在籍する視覚障害児の支援について

－小学校への支援の取り組みから－

長期研究員 庄 子 紀 子

今年度､ 小・中学校の通常の学級に在籍する視覚障害児

を支援するための教員 (支援教員) が県内の８校に配置さ

れた｡ 視覚障害児の支援を効果的に行っていくために､ 支

援教員がどのような役割を果たし､ 専門機関はどう支えて

いけばよいかについて､ 学校を支援する取り組みをとおし

て考察した｡

� 小・中学校での特別支援教育を考える (二年次)

－ ｢みんなが資源､ みんなで支援｣ で特別支援教育をコー

ディネート－

長期研究員 佐 藤 由 弘

ADHD等特別な教育的支援を必要とする児童生徒が在

籍する通常学級の担任との教育相談を通して､ ①小・中学

校での ｢特別支援教育｣ の進め方 (コンサルテーションの

進め方)､ ②これからの特別支援教育コーディネーターの

役割と可能性について考察した｡

� 特殊学級担任の悩みにこたえて

－初めて特殊学級を担任する教師の教育相談を通しての

支援－

長期研究員 上 野 さちら

特殊学級の新任担当教員の抱える不安や悩みの軽減をは

かり､ 児童を理解し適切にかかわることができるよう､ 担

任支援を目的に教育相談を進めた｡ 担任の気づきを大切に

した相談を進める中で､ 児童を見守り､ 良さを見つけるか

かわりについて確認し合うと共に､ 教師支援の必要性につ

いて考察した｡

第５節 教育図書･資料の収集･提供事業

１ 教育図書・資料の収集・整理

� 教育図書の収集・整理

教育図書については､ 特別支援教育に関する専門図書の

充実に努め､ 本年度203冊の新規購入及び寄贈の結果､ 蔵

書数は7,111冊になった｡ その種類は､ 障害児の教育関係

図書が1,490冊その他の図書が5,621冊である｡ 障害児関係

図書については､ 利用しやすいように障害別 (視覚障害､

聴覚障害､ 知的障害､ 肢体不自由､ 病弱､ 重複障害等) に

配架している｡ また､ 利用者自身が簡単に検索できるデー

タベースを作成し､ 利用者の利便を図った｡

� 教育関係定期刊行物の収集・整理

教育関係定期刊行物は20種類購入し､ いつでも閲覧でき

るように分類・配架した｡

� 教育資料の収集・整理

全国の関係機関や県内の教育機関の協力により､ 研究紀

要・研究報告書・ハンドブック等の収集に努め､ 今年度収

集した143冊を分類・配架した｡ 県内の資料についても､

学校別に分類・配架した｡
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第６節 広報・啓発事業

１ 所報 ｢養護教育｣ (56号)

� 内 容

特 集 ｢特別支援教育｣

① ｢今後の特別支援教育の在り方｣

特別支援教育グループ

② 本県における教育相談の現状

福島県立猪苗代養護学校

福島県立石川養護学校

� 規格､ ページ､ 部数

① 規 格 �４判

② ページ数 17ページ

③ 部 数 1,800部

２ 研究紀要 ｢第18号｣

� 内 容

① プロジェクト研究 ｢一人一人の教育的ニーズに応じた

授業づくりに関する研究｣ (第一年次)

－子どもの視点から振り返る授業研究を通して－

② 事業報告 ｢早期教育相談ネットワークモデル事業｣

(第一年次)

� 規格､ ペ－ジ､ 部数

① 規 格 �４判

② ページ数 51ページ

③ 部 数 1,000部

３ ｢就学相談の日｣ 相談実施案内 (ポスター､
リーフレット)

� 内 容

相談の期日・場所､ 相談の方法､ 相談の申し込み､ 地域

相談室の案内等

� 規格､ ページ､ 部数

規 格 ポスター �３判

リーフレット �４判

第７節 情報教育事業

１ 特別支援教育における情報教育の研究

特別な配慮を必要とする児童生徒の学習支援及びコミュニ

ケーション支援を目的とした教材ソフトウェア・周辺機器等

の開発を行い､ 知的障害のある児童生徒の学習を支援するソ

フト作成や肢体不自由のある児童生徒のための入力支援機器

の試作をした｡

２ 情報機器活用推進

研修講座を中心に､ 児童生徒一人一人の状況に合わせた情

報機器活用に関する情報提供や機器設定 (Webカメラを利

用するためのネットワーク設定､ 代替マウス等の入力支援機

器等) を行った｡

３ 情報教育ネットワーク活用

特別支援教育に関する情報発信をするために､ 本センター

Webサイトの運営管理を行った｡

・本センターWebページアクセス件数

20,104件 (平成16年３月10日現在)

・特別支援教育フリーソフトウェアライブラリアクセス件

数 21,350件 (平成16年３月10日現在)

・自作教材紹介データベース (Web上で閲覧検索) 公開

・本センター図書室蔵書データベース (Web上で閲覧検

索) 公開

４ 情報教育普及

特別支援教育フリーソフトウェアライブラリの内容の充実

を図った｡

・特別支援教育フリーソフトウェアライブラリ収集ソフト

数 1,139件 (平成16年３月10日現在)

……

……

……
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第15章 福 島 県 立 図 書 館

第１節 概 要

１ 運営の概要

県民の多様な学習活動と調査研究に資するため､ 資料及び

情報の計画的な収集を図るとともに､ ｢図書館の図書館｣ と

して県内公共図書館､ 公民館図書室への支援機能の強化に努

めた｡

また､ 情報ネットワークシステム等により県内公共図書館

との連携､ 相互協力を促進し､ 情報化時代に即応した図書館

サービスの展開に努めた｡

� 県立図書館情報ネットワークシステムの整備

県民の価値観の多様化､ 社会情勢の変化に伴い､ 多様な

学習活動の支援､ 図書館ニーズに応える情報ネットワーク

システムの整備を行うため､ 機器の更新を行い､ 図書館運

営の迅速化・効率化を図るとともに､ 県内公共図書館間の

情報ネットワーク化の推進に努めた｡

� 館内資料情報提供サービスの充実

ア 図書館資料情報の収集

各部門の基本図書・参考図書について､ 計画的に収集

を行い整備充実に努めた｡

イ 調査相談業務の強化

利用者の調査研究を効果的に援助するため､ 主題別閲

覧体制の充実強化に努めた｡

また二次資料の整備にも努めた｡

ウ 相互貸借の推進

図書館資料の利用機会を拡充するため､ 県内外図書館

等との連携を密にし､ 積極的な相互貸借による必要資料

の提供に努めた｡

� 協力事業の推進

ア 職員研修の充実

県内の図書館関係職員について専門職員としての資質

の向上を図るため､ 研修の充実に努めた｡

イ 読書活動指導者の養成

県内各地にひろがりをみせている読書活動の輪を育て､

地域における読書活動指導者の養成に努めた｡

ウ 協力車事業の推進

県立図書館と他の公共図書館とのサービス業務等の連

絡調整を図り､ 公共図書館間の機能強化に努めた｡

� 子どもの読書活動の推進と支援

子どもの読書活動の推進を図るため､ 公共図書館､ 公民

館図書室職員や文庫活動関係者に対し研修の充実に努めた｡

また､ 公共図書館､ 公民館図書室に対し､ 児童サービス

のあり方､ 運営の相談に応じ､ 併せて県立図書館の研究資

料を充実させ､ これら職員の研究活動の場を提供した｡

さらに､ 公共図書館との相互連携を図り､ 学校図書館活

動を側面より支援するとともに地域・親子読書文庫の育成

を図り､ 子どもの読書習慣の形成を支援した｡

� 図書館未設置地域に対する支援

移動図書館 ｢あづま号｣ による定期的な運行と親子読書

文庫の巡回等を行うほか､ 援助のための団体貸出及び資料

譲与を行い､ 全県的な読書普及活動に努めた｡

２ 図書館協議会

� 図書館協議会委員名

� 会 議

ア 第１回 平成15年６月17日 於�県立図書館

(議題等)

・平成15年度運営方針について

・図書館情報ネットワークシステムの更新について

・平成14年度利用状況について

イ 第２回 平成15年10月28日 於�県立図書館

(議題等)

・図書館情報ネットワークシステムのバージョンアップ

について

・平成15年度上半期利用状況について

・平成16年度事業計画 (案) について

第２節 資料の収集・整理
県民からの専門的資料要求に対応するために､ 多様な分野

の基本資料の収集と迅速な整理に努めた｡

１ 図書館資料の収集

� 一般資料の収集

今年度は重点的に地方分権や高齢者福祉関係の資料､ 及

び産業分野の最新の動向についての資料の収集に努めた｡
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[任期�平成 15年10月１日～平成 17年９月 30日]

氏 名 所 属 団 体 等 名 (役職名等)

中 田 スウラ 福島大学教育学部教授

八 巻 義 � 福島県高等学校長協会 (福島南高校長)

二 宮 和比古 郡山女子大学短期大学部教授

金 澤 武 男 福島県中学校長会 (県北地区�岳陽中
学校長)

吉 田 茂 典 福島県公民館連絡協議会 (白河市中央
公民館長)

増 子 裕 子 相馬市図書館 (館長)

田 口 信太郎 日本放送協会福島放送局 (局長)

鎌 田 宮人莉 国際ソロプチミスト福島 (会長)

阿 部 泰 子 公 募

掃 部 郁 子 公 募

(会長) 中田スウラ (副会長) 八巻義�



� 地域資料の収集

県人著作も含め福島県に関する資料の網羅的収集を方針

に､ 本年も電子メールを活用し､ 県発行行政資料の充実に

努めた｡

� 視聴覚資料の収集

｢女声合唱の饗宴｣ 橘高校､ 安積黎明高校､ 葵高校合唱

部のCD､ ｢心にひびく日本語の手紙｣ 野口英世への母から

の手紙の朗読CD等､ 本県に関わりのある資料と､ 当館所

蔵貴重資料白川家政録､ 選択之伝等のCD－ROM化を行い､

合計122点を収集した｡

� 児童資料・研究資料の収集

児童及び児童図書を研究する利用者のために､ 子ども達

に読んで欲しいと願い選んだ図書・課題図書・各種受賞図

書､ 郷土出身作家・画家の作品及び総合的な学習に対応し

た参考図書を中心に収集した｡

研究資料については､ 児童図書研究のための参考図書､

児童文学や絵本についての作家論・作品論を中心に収集し

た｡ また､ 子ども向けの新聞や雑誌､ 研究用の雑誌も昨年

に引き続き収集した｡

� 逐次刊行物の収集と整備

利用者の多様な要望に対応すべく､ 各分野の定評ある雑

誌を収集し､ 資料の充実を図った｡

新聞については､ 地元紙､ 全国紙､ 専門紙の収集保存に

努め､ 大正期の新聞のマイクロフィルム化を進めることに

より､ 保存性を高め､ 汚・破損防止に努めた｡

第３節 館 内 奉 仕
県立図書館情報ネットワークシステムを更新するとともに､

県内図書館蔵書の横断検索システムを新規稼働し､ 迅速な情

報提供に対応できる体制の整備を図った｡ また､ 個人利用者

にパスワードを発行し､ 当館ホームページで各自の借受資料

リスト､ 返却期限､ 予約した本の状況を見ることができるよ

うにした｡

１ 調 査 相 談

電子メールによる調査相談件数が今年度は急増したので､

それに的確に対応できるよう､ 基本資料の整備と職員の研修

に努めた｡

その結果は総件数16,257件であった｡

２ 館 内 奉 仕

ペットや映画､ 新選組など趣味や時事に合わせた図書の紹

介コーナーを活用し､ 貸出の振興を図った｡ また､ 利用者か

らの要望を把握し､ 館内サービスを改善するように努めた｡

３ 館外個人貸出

昨年度から､ 館外個人貸出冊数を10冊まで緩和したことが

利用者にも定着し､ 貸出冊数は増加傾向にある｡

館外貸出利用者数は､ 52,687人であった｡

― 216 ―

[表１] 平成15年度逐次刊行物受入整理状況

(単位�種)

区 分 購 入 寄 贈 計

新 聞 28 67 95

雑 誌 243 776 1,019

官 報 等 3 0 3

計 274 843 1,117

[表２] 平成15年度資料の受入状況

(単位�冊)

区 分 購 入 寄贈・他 計

一 般 資 料 6,135 2,996 9,131

地 域 ・ 行 政 資 料 1,144 5,724 6,868

児 童 図 書 1,678 674 2,352

児童図書研究室資料 489 128 617

館 外 用 図 書 3,308 1,924 5,232

計 12,754 11,446 24,200

[表３] 記録された参考質問の分析

(単位�件)

区 分 口頭 電話 文書 FAX Eメール
(含掲示板) 小計

一

般

人 文 775 874 26 2,449 611 4,735

社 会 1,929 319 15 22 83 2,368

自 然 1,546 290 4 22 9 1,871

小 計 4,250 1,483 45 2,493 703 8,974

地 域 2,910 799 99 164 120 4,092

逐次刊行物 890 351 18 85 19 1,363

小 計 8,050 2,633 162 2,742 842 14,429

児 童 1,688 136 0 2 2 1,828

合 計 9,738 2,769 162 2,744 844 16,257



４ 特 別 貸 出

現行の ｢館外個人貸出｣ のみでは対応できない事態に対応

するための制度で､ 対象者､ 貸出資料､ 冊数､ 期間などの面

で配慮を行うものである｡

５ 地 域 資 料

県内だけでなく全国各地の個人・団体・公的機関等から､

人物や地域に密着した歴史関係の文献調査が多く､ 回答に多

くの時間を要するものが増えつつある｡

また､ 総合的な学習の時間に地域のことを調べる小学生・

中学生の利用がたいへん多くなった｡

６ 逐次刊行物

新聞の閲覧については､ 明治期から昭和前期にかけての地

元紙の利用が目立ち､ マイクロフィルムにより対応した｡

雑誌・新聞記事の調査も数多く寄せられたが､ 検索の正確

性・迅速性を高めるためオンラインのデータベースを導入し､

多角的に調査ができるように努めた｡

７ 児童サービス

こどものへやでは､ 子どもの豊かな読書生活を願い､ 様々

な活動を行った｡ 資料の貸出・調査相談業務のほかに､ 児童

書案内の広報誌 『LITTLE BIG』 の発行､ 月毎に ｢特集コー

ナー｣ を設けテーマに沿った作品を展示し紹介する等､ 読書

のきっかけづくりに努めた｡

事業としては､ 乳幼児と保護者のための ｢ちいさなおはな

しかい｣ と児童のための ｢おはなしかい｣ を毎月開催し､ 子

ども達が楽しく本と出会う機会を作った｡

見学に訪れた幼稚園や小学校の子ども達には､ 施設見学の

ほかに読書への動機付けとして読み聞かせやストーリーテリ

ング等を行った｡ 調べ学習・見学・体験学習等で来館した小・

中学生には図書館の仕事や利用方法について説明をした｡

本年度は45件､ 1,735人の見学者が訪れた｡

また､ ホームページの子ども用webサイト ｢こどものへや｣

では､ 児童資料検索・レファレンス受付のページ等で､ 学校

での総合的な学習への支援を行った｡

児童図書研究室では､ 児童図書研究者や児童サービス関係

者への資料の貸出・調査相談業務を行った｡ また児童図書研

究のために､ 昔話絵本や翻訳絵本とその原書を展示する ｢比

べ読みコーナー｣ を設置したり､ 県内外の児童サービス関連

情報誌の 『児童図書研究室ニュース』 を発行した｡

さらに､ ホームページのwebサイト ｢児童図書研究室｣ で

は､ 各広報・情報誌や 『大型絵本等リスト』 の公開など､ 内

容の充実を図った｡

８ 複写サービス

新聞のマイクロフィルムからの複写が多く寄せられた｡

非所蔵資料についての複写は､ 国立国会図書館等関係機関

へ照会し､ 利用者への便宜を図った｡

９ 来館者用インターネットコーナー

来館者が利用できるインターネット端末を一般用に６台､

こどものへやに２台設置し､ 情報収集への便宜を図った｡

本年度の利用状況は次のとおりである｡

10 展 示

今年度に生誕100年を迎えた草野心平と中島健蔵の資料展

など､ 当館所蔵資料を活用してテーマ展を４回開催した｡

� 『生誕100年・草野心平の本』 展

(平成15年４月11日～７月２日)

いわき市出身で､ 文化勲章を受章した詩人草野心平の生

誕100年を記念し､ その多彩な執筆活動を詩集､ 評論､ 児

童文学の分野の本に分けて展示｡ 併せて､ 心平に関する研
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[表４] 館外個人貸出利用冊数

分 類 冊 数 構成比％� 分 類 冊 数 構成比％�

総 記 3,742 2.0 語 学 2,648 1.5

哲学宗教 5,951 3.2 文 学 22,938 12.5

歴史地理 9,332 5.1 地域資料 5,567 3.0

社会科学 16,597 9.0 雑 誌 8,688 4.7

自然科学 11,708 6.4 小 計 116,281 63.3

工学工業 11,661 6.4 児 童 67,284 36.7

産 業 6,174 3.4 合 計 183,565 100.0

芸 術 11,275 6.1

[表５] 入館者数・登録者数

開館日数 入館者数 １日平均 登録者数

267 244,081 914 6,352

[表６] 特別貸出状況

貸 出 先 件 数 冊 数

官 公 庁 関 係 24 223

図 書 館 そ の 他 8 64

会 社 ・ 事 業 所 3 32

報 道 関 係 0 0

学 校 3 3

計 38 322

[表７] 複写利用状況

区 分 自館処理 他機関依頼 計

件 数 7,642 44 7,686

枚 数 83,081 1,301 84,382

[表８] 平成15年度来館者用インターネット端末利用状況

区 分 件 数

一 般 10,855

児 童 1,536

合 計 12,391



究文献を紹介した｡

� 『覚えてますか�この雑誌 終刊となった雑誌たち』 展

(平成15年７月４日～９月21日)

７月21日から８月20日までの ｢雑誌愛読月間｣ にちなみ､

一つの時代を築いた雑誌の終刊号を展示し､ 併せて当館の

所蔵状況を紹介した｡

� 『中島健蔵生誕100年記念－中島文庫』 展

(平成15年10月14日～12月27日)

フランス文学者であり評論家でもあった中島健蔵の生誕

100年を記念し､ 当館所蔵の中島文庫の中から彼の著作や

蔵書等約100点を展示し､ その業績を偲んだ｡

� 『福島県立図書館所蔵貴重資料』 展

(平成16年１月６日～３月31日)

当館発行の研究情報誌 『福島県郷土資料情報』 に ｢当館

所蔵貴重資料探照｣ と題して紹介してきた資料の中から､

石井研堂自筆の葉書・会津暦等7点と関係資料を展示し紹

介した｡

第４節 館 外 奉 仕

１ 移動図書館の巡回

図書館未設置町村の､ 図書館活動の促進を図ることを目的

として､ 資料の援助や公民館図書室の運営相談を行った｡

本年度の利用状況は次のとおりである｡

２ 親子読書文庫

親と子の読書をとおして家庭の中に読書習慣を形成し､ 豊

かな情操と心身の健全な成長を図ることを目的とし､ 親子読

書文庫活動の推進に適当と思われる文庫を､ 町村を通じて指

定し､ 協力援助を行った｡

19町村21文庫を指定｡ 内訳は保育所文庫４､ 幼稚園文庫11､

児童館文庫２､ 地域文庫３､ 家庭文庫１､ 貸出冊数は6,000

冊｡

３ 市町村援助のための団体貸出

大規模な図書館事業を行う市町村に対して､ 長期にわたり

一括大量に図書の貸出を行い､ 図書館・公民館図書室の活性

化を図った｡

本年度の利用状況は次のとおりである｡

・矢 祭 町 教 育 委 員 会 859冊

・白 沢 村 教 育 委 員 会 700冊

・川 俣 町 教 育 委 員 会 1,276冊

・会 津 本 郷 町 教 育 委 員 会 150冊

・鹿 島 町 教 育 委 員 会 563冊

・本 宮 町 教 育 委 員 会 900冊

・伊 南 村 教 育 委 員 会 630冊

・表 郷 村 教 育 委 員 会 885冊

合 計 5,963冊

４ 福島県立図書館資料の譲与

資料の再活用が充分見込まれる図書館や公民館等に対して､

福島県立図書館の資料を譲与し､ 蔵書の強化､ 充実の援助を

行った｡

本年度の利用状況は次のとおりである｡

・新 鶴 村 教 育 委 員 会 600冊
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[表９] 平成15年度移動図書館 ｢あづま号｣ 利用状況

地 区 巡回コース数 延べ日数 対象町村数 貸出冊数

県 北 2 11 9 3,959

(県北巡回) 2 4 5 2,588

(県北来館) 7 4 1,371

県 中 2 8 7 2,510

県 南 1 6 5 1,982

会 津 3 14 14 7,339

南 会 津 1 6 6 2,025

相 双 1 6 6 2,628

計 10 51 47 20,443

県 北 東 和 町 ど ん ぐ り 読 書 会 文 庫

本 宮 町 岩 根 幼 稚 園 文 庫

県 中 天 栄 村 レ ジ ー ナ 文 庫

古 殿 町 や ま ゆ り 文 庫

平 田 村 永 田 幼 稚 園 文 庫

玉 川 村 す が ま っ こ 文 庫

大 越 町 下 大 越 幼 稚 園 文 庫

県 南 泉 崎 村 お ひ さ ま 文 庫

矢 祭 町 み つ ば ち 文 庫

鮫 川 村 館 山 文 庫

表 郷 村 じ ね ん 文 庫

中 島 村 な か よ し 文 庫

会 津 猪 苗 代 町 月 輪 児 童 ク ラ ブ 文 庫

湯 川 村 湯 川 い ち ょ う 文 庫

会津高田町 ひ ま わ り 文 庫

〃 藤 川 児 童 ク ラ ブ 文 庫

会津坂下町 な か よ し 文 庫

〃 た か た ど 文 庫

北 塩 原 村 裏 磐 梯 幼 稚 園 文 庫

三 島 町 う さ こ ち ゃ ん 文 庫

相 双 飯 舘 村 や ま ゆ り 文 庫



・会 津 本 郷 町 教 育 委 員 会 300冊

・会 津 坂 下 町 教 育 委 員 会 300冊

・東 和 町 教 育 委 員 会 235冊

・湯 川 村 教 育 委 員 会 221冊

・川 俣 町 教 育 委 員 会 302冊

合 計 1,958冊

５ 読書会用文庫

生涯学習時代を迎え､ 図書館・公民館及び学校活動の一環

として各地に読書会が誕生している現状にある｡

当館では､ それら読書会用として幅広くテキストを備え援

助を行った｡ 本年度の利用状況は､ 利用団体５､ 貸出タイト

ル14､ 貸出は80冊であった｡

６ 普 及 事 業

読書活動指導者養成講座

・テ ー マ “学校と図書館をつなぐ－連携に必要なもの－”

・期 日 平成15年11月21日

・会 場 福島県立美術館講堂

・参 加 者 図書館･公民館職員､ 地域の読書活動関係者

166名

・講 師 滋賀県高月町立図書館長 明定 義人氏

７ 広報資料の発行

� 館報 ｢あづま｣

第54巻第１号～第２号 (通巻第256号～257号) を発行し､

市町村教育委員会､ 図書館､ 公民館等に配布した｡

発行部数 各1,400部

� 平成15年版福島県公共図書館・公民館図書室実態調査報

告書

県内公共図書館・公民館図書室の実態を把握し､ 図書館

活動の振興に資するため､ 昭和54年度から毎年実施し､ 報

告書にまとめ､ 県内市町村教育委員会､ 図書館､ 公民館等

に配布した｡ 発行部数 420部

平成15年４月１日現在の主要な結果をあげると､ 市町村

図書館と公民館図書室を合わせた蔵書冊数は､ 4,732,678

冊で､ 県民１人当たり2.24冊 (前年度2.17冊)､ 年間増加

冊数は139,875冊である｡

また､ 14年度中の貸出図書冊数は､ 5,865,759冊 (県民

１人当たり2.78冊) であり､ 前年度と比べると総冊数では､

186,251冊の増である｡

� 福島県郷土資料情報

当館が所蔵する福島県関係の文書類目録などを掲載した

第44号を発行し､ 県内の図書館や公民館等へ配布した｡

発行部数 300部

第５節 図書館協力

１ 相 互 協 力

県立図書館情報ネットワークシステムの更新により､ 同シ

ステムの参加館からはインターネットを使って借用申し込み

ができるように改善した｡

２ 県内図書館職員研修会

図書館職員の資質向上と専門的知識の涵養を図るため､ 毎

年行っている｡

� 福島県図書館・公民館図書室職員 (専門) 研修会

・テ ー マ ｢ネットワーク時代における図書館・公民館

の役割｣

・期 日 平成16年１月30日

・会 場 福島県立図書館

・参 加 者 福島県内公共図書館及び公民館図書室担当職

員 45名

・講 師 慶應義塾大学助教授 原田 隆史氏

� 児童サービス入門講座

・テ ー マ ｢蔵書を築く－入り口から出口までの責任－｣

・期 日 平成15年10月31日

・会 場 福島県立図書館

・参 加 者 県内図書館の児童サービス担当職員 30名

・講 師 東京子ども図書館 荒井 督子氏

� 児童図書館員のための専門講座

・テ ー マ ｢図書館における児童サービス－ ｢子どもの

読書活動推進に関する法律｣ と今後の課題－｣

・期 日 平成15年８月29日

・会 場 福島県立図書館

・参 加 者 福島県内公共図書館及び公民館図書室担当職

員 59名

・講 師 大正大学教授 中多 泰子氏

� 子どもの読書研究集会

｢子どもの読書の日｣ 関連行事として､ 子どもの本につ

いての研修の機会を設けた｡

・テ ー マ ｢子どもの成長と物語 (絵本) －子どもを本

嫌いにさせるのはおとなだ－｣

・期 日 平成15年４月25日

・会 場 福島県立美術館講堂

・参 加 者 福島県内公共図書館及び公民館図書室担当職
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[表10] 相互貸借件数

区 分 県 内 県 外 計

貸 出
件数 1,367 387 1,754

冊数 4,805 569 5,374

借 用
件数 41 149 190

冊数 63 232 295

計
件数 1,408 536 1,944

冊数 4,868 801 5,669



員､ その他関係職員170名

・講 師 児童文学作家 斎藤 惇夫氏

３ 図書館協力事業連絡会議

全県的な図書館のサービス網の充実を図ることを目的とし

て､ 図書館間の相互貸借規程などについて今後の図書館業務

の方向を協議した｡

・議 題 相互貸借について

福島県公共図書館協会の相互貸借規程につい

て

資料費と送料について

県立図書館・協力車の巡回について

・情報交換 各館独自の新規事業及び特色ある行事の企画

について

資料のデジタル化について

インターネット予約・インターネットによる

レファレンス受付について

・教育庁からの報告

子ども読書活動推進計画について

・期 日 平成15年６月27日

・会 場 福島県立図書館

・参 加 者 県内公立図書館 23館

４ 県内大学図書館間相互利用制度

県内の大学図書館と公共図書館との協力体制として ｢福島

県内大学図書館間相互利用制度｣ があり､ その制度の主な柱

は､ ｢図書館資料の相互貸借｣ ｢複写｣ ｢参考業務｣ 及び ｢一

般社会人への共通利用証発行｣ である｡

この制度利用参加市町村立図書館は､ 県立図書館を含め福

島市立図書館､ 二本松市立図書館､ 郡山市中央図書館､ 須賀

川市図書館､ 白河市立図書館､ 会津若松市立会津図書館､ 喜

多方市立図書館､ 相馬市図書館､ 原町市立原町図書館､ いわ

き市立中央図書館､ 船引町図書館､ 小野町ふるさと文化の館､

三春町民図書館､ 鏡石町図書館､ 矢吹町図書館､ 双葉町図書

館､ 大熊町図書館､ 新地町図書館､ 浪江町図書館の20館であ

る｡
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第16章 福 島 県 立 美 術 館

第１節 概 要
開館19年を迎えた福島県立美術館は､ さまざまなテーマに

よる展覧会をはじめ､ 各種講座等の普及事業を開催し､ さら

に､ 美術の情報センターとしての機能の充実を図ってきた｡

また､ 美術品の収集・保存とともに広範な調査研究活動をす

すめて､ 成果の蓄積に努力してきた｡

当年度の美術館活動の概要は､ 次のとおりである｡

１ 美術館運営協議会

� 委 員

久 保 恵美子 福島県中学校教育研究会美術部専門部

安達支部長 (平成15. 1. 1～)

小 原 節 子 福島県高校教育委員会美術工芸部会

(平成15. 1. 1～)

杉 原 陸 夫 福島県文化センター館長

(平成13. 1. 1～)

粟 津 則 雄 いわき市立草野心平記念文学館館長

(平成15. 1. 1～)

西 村 栄 悟 福島県美術家連盟委員長

(平成11. 1. 1～)

田 口 信太郎 日本放送協会福島放送局長

(平成15. 7.12～)

湯 浅 孝 子 �湯浅報恩会会長 (平成11. 1. 1～)

雪 山 行 二 横浜美術館館長 (平成15. 1. 1～)

斎 藤 美 幸 福島テレビ㈱報道制作局報道部主任

(平成15. 1. 1～)

阿 部 泰 宏 ㈱福島フォーラム総支配人

(平成15. 1. 1～)

� 協議会の開催

ア 期 日 平成16年２月24日

イ 内 容 ・平成15年度事業実績の概要について

・平成16年度予算の概要について

・平成16年度事業計画の概要について

・福島県立美術館の運営について

２ 他館等との連携

県内外の博物館施設および連絡協議会等との連携を図り､

運営､ 企画展､ 教育普及､ 調査研究等に関する情報交換並び

に研修をすすめた｡

� 加 盟 団 体

・全 国 美 術 館 会 議 (監 事)

・美 術 館 連 絡 協 議 会 (理 事)

・日 本 博 物 館 協 会 (会 員)

・日本博物館協会東北支部 (監 事)

・東 北 地 区 博 物 館 協 会 (監 事)

・福島県博物館連絡協議会 (理 事)

� 研修の受け入れ

・博物館実習 平成15年７月５日～７月11日 (実習生10名)

第２節 美術品の収集・保存
美術品等の情報収集をすすめ､ 購入および企画展出品作品

の寄贈を受けるなど収蔵品を充実した｡ また､ 収蔵品や資料

の保全を図り､ 他館への貸出についても協力した｡

１ 収蔵作品点数一覧

２ 収集評価委員会

委員を次の方々に委嘱した｡

三 木 多 聞 東京都写真美術館長 (昭和55. 4. 1～)

原 田 実 元福島県立美術館長 (平成 4. 4. 1～)

尾 崎 正 明 東京国立近代美術館副館長

(平成15.12. 1～)

村 田 哲 朗 郡山女子大学教授 (平成 8.11.21～)

真 室 佳 武 東京都美術館長 (平成 8.11.21～)
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(平成16年３月31日現在)

種 別 購入点数 受贈点数 移管点数 合 計

海外(絵画・
版画・彫刻)

点
372

点
10

点
0

点
382

日 本 画 65 69 115 249

洋 画 95 117 98 310

版 画 154 439 40 633

彫 刻 3 5 48 56

工 芸 74 36 33 143

書 0 1 36 37

下 絵 等 34 14 11 59

合 計 797 691 381 1,869



３ 平成15年度収蔵作品
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(平成16年３月31日現在)

№ 種 別 作 家 名 作 品 名 点 数 備 考 合 計

１ 洋 画 糸 園 和三郎 夜 １ 購 入

２ 洋 画 百 瀬 寿 NE. Blue, Blue, Blue and Blue １ 購 入

３ 洋 画 赤 城 泰 舒 土塀 (仮題) １ 購 入

４ 洋 画 後 藤 工 志 杉林の風景 (仮題) １ 購 入

５ 日 本 画 会 津 勝 巳 罌粟 １ 購 入

６ 日 本 画 根 上 富 治 笛 １ 購 入

７ 版 画 川 西 英 仮装行列 １ 購 入

８ 版 画 川 西 英 神戸海岸風景 １ 購 入

９ 版 画 川 西 英 ダンスホール １ 購 入

10 版 画 川 西 英 曲乗り １ 購 入

11 工 芸 伊 砂 利 彦 ムソルグスキー作曲 『展覧会の絵』 のイメージより １ 購 入

12 工 芸 伊 砂 利 彦 河津七滝 ６ 購 入 ６

13 洋 画 田 淵 安 一 三相万華Ⅰ １ 受 贈

14 洋 画 田 淵 安 一 豊饒の樹 未完の季節№１ １ 受 贈

15 洋 画 田 淵 安 一 春№１ １ 受 贈

16 洋 画 田 淵 安 一 花林朱径 １ 受 贈

17 洋 画 橋 本 章 作品黒 １ 受 贈

18 洋 画 橋 本 章 砂による絵画・作品№10 １ 受 贈

19 洋 画 橋 本 章 地平 １ 受 贈

20 洋 画 橋 本 章 なまけもの １ 受 贈

21 洋 画 橋 本 章 レンゴウカンタイ １ 受 贈

22 洋 画 橋 本 章 国鉄新幹線 １ 受 贈

23 洋 画 橋 本 章 立つ－脱獄囚 １ 受 贈

24 彫 刻 橋 本 章 看守さん １ 受 贈

25 洋 画 油 井 夫 山 鍾馗 １ 受 贈

26 洋 画 油 井 夫 山 鬼 １ 受 贈

27 洋 画 吉 井 忠 老陸宅ノ戦闘 １ 受 贈

28 洋 画 渡 辺 良 雄 街角 １ 受 贈

29 洋 画 渡 辺 良 雄 城壁のある町 １ 受 贈

30 洋 画 渡 辺 良 雄 早春 １ 受 贈

31 工 芸 伊 砂 利 彦 松－月待ち－ １ 受 贈

32 工 芸 伊 砂 利 彦 松－集約－ １ 受 贈

33 工 芸 伊 砂 利 彦 ドビュッシー作曲 『前奏曲ⅠⅡ』 のイメージより 24 受 贈 24

34 工 芸 鈴 木 治 馬形 １ 受 贈

合 計 62点



４ 収蔵資料の保存

� 福島県立美術館保存環境調査 (収蔵庫�､ �､ �､ 収蔵

庫前室､ ほか)

平成16年３月１日～３月31日

� 美術品等の修復 (修復作品)

５ 美術品の貸出
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(＊は寄託作品)

№ 作 家 名 作 品 名 展 覧 会 名 貸 出 先 会 期

１ 関 根 正 二 大樹 (東京会場のみ) 青木繁と近代日本の
ロマンティシズム

東京国立近代美術館 2003／３.25～５.11

２ 関 根 正 二 ＊風景 (東京会場・福岡会場両方) 石橋財団石橋美術館 2003／５.20～７.６

３ 村 山 槐 多 庭園の少女 (福岡会場のみ)

４ 村 山 槐 多 樹木 (けやき) (福岡会場のみ)

５ 勝 田 勝 琴 安らかなる鳥の巣 ｢みどりのちから｣ 展 2003／４.12～５.25

６ 酒 井 三 良 残秋

７ 木 村 荘 八 樹の下に遊んでいる子供

８ 長 谷 川 昇 裸婦 ｢第80回記念 春陽会
─草創の画家たち｣ 展

萬鉄五郎記念美術館 2003／４.12～５.11

９ ＊座る男 小杉放庵記念日光美術館 2003／５.17～６.15

10 桂 ゆ き 親亀の背中に子亀をのせて ｢動物､ アートとなる｣ 展 群馬県立館林美術館 2003／７.19～９.７

11 小 関 庄太郎 日暮里駅 ｢鉄道と絵画｣ 展 東京ステーションギャラリー 2003／８.２～９.15

12 小 関 庄太郎 駅付近近景 ひろしま美術館 2003／９.21～10.26

13 小 関 庄太郎 遠い汽車 栃木県立美術館 2003／11.１～12.23

14 椿 本 金三郎 着車風景 福岡市美術館 2004／１.６～２.８

15 春日部たすく 山湖の春 ｢春日部たすく｣ 展 喜多方市美術館 2003／９.13～10.13

16 春日部たすく 裏磐梯 青沼

17 春日部たすく 古里早春

18 春日部たすく 落日

19 春日部たすく 千川落日

20 春日部たすく 魚の番をする猫たち

21 春日部たすく 死

22 春日部たすく 猫曼陀羅

23 春日部たすく 猪苗代湖の夏

24 春日部たすく 国原

25 春日部たすく 沼

26 春日部たすく 古墳壁画

27 クロード・モネ ジヴェルニーの草原 福島県立美術館移動
美術館 近代美術の
名品

双葉町歴史民俗資料館 2003／10.16～11.15

28 ジョン・スローン ジェファーソンマーケット､ ナイト

29 ベン・シャーン �.�.�.サンデー

30 アンドリュー・ワイエス 農場にて

31 ジョルジュ・ルオー 黒いピエロ (版画集 ｢流れる星のサーカス｣ より)

32 ジョルジュ・ルオー 曲芸師 (版画集 ｢流れる星のサーカス｣ より)

33 フェルナン・レジェ 版画集 ｢サーカス｣ より №11
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№ 作 家 名 作 品 名 展 覧 会 名 貸 出 先 会 期

34 フェルナン・レジェ 版画集 ｢サーカス｣ より №17 福島県立美術館移動
美術館 近代美術の
名品

双葉町歴史民俗資料館 2003／10.16～11.15

35 パブロ・ピカソ 版画集 ｢二人の裸婦｣ より №４

36 パブロ・ピカソ 版画集 ｢二人の裸婦｣ より №13

37 マルク・シャガール 版画集 ｢少年時代の思い出｣ より №２

38 マルク・シャガール 版画集 ｢少年時代の思い出｣ より №８

39 ベン・シャーン 小さな草花のたたずまい (版画集
｢リルケ 『マルテの手記』 より�一行
の詩のためには…｣ より)

40 ベン・シャーン 愛に満ちた多くの夜の回想 (版画集
｢リルケ 『マルテの手記』 より�一行
の詩のためには…｣ より)

41 ヘンリー・ムア 母と子�腕

42 小 川 芋 銭 於那羅合戦

43 今 村 紫 紅 漁村

44 小茂田 青 樹 農婦

45 速 水 御 舟 晩冬の桜

46 酒 井 三 良 村芝居

47 大 山 忠 作 岡潔先生像

48 高 橋 由 一 栗子山昔時景

49 万 鉄 五 郎 庫

50 安 井 曾太郎 ターブルの上

51 岸 田 劉 生 自画像

52 長谷川 利 行 浅草の女

53 前 田 寛 治 裸婦

54 関 根 正 二 神の祈り

55 吉 井 忠 雪の安達太良山

56 松 本 竣 介 駅

57 斎 藤 清 稔りの会津�

58 斎 藤 清 門､ 唐招提寺

59 斎 藤 清 会津の冬�

60 斎 藤 清 扉､ 英勝寺､ 鎌倉

61 平 福 百 穂 赤茄子と芋 ｢没後70年 平福百
穂｣ 展

秋田県立近代美術館 2003／10.25～11.24

62 斎 藤 清 少女 (1936年) ふるさとの郷愁─斎
藤清版画展

湯河原ゆかりの美術館 2004／１.８～２.16

63 斎 藤 清 少女 (1938年頃)

64 斎 藤 清 会津の冬 (御母堂) (1938～40年頃)

65 斎 藤 清 凝視 (猫) (1948年)

66 斎 藤 清 瞳 (1948年)

67 斎 藤 清 ミルク (1948年)

68 斎 藤 清 凝視 (花) (1950年)

69 斎 藤 清 土器とハニワ (1954年)

70 斎 藤 清 仏陀､ 飛鳥� (1954年)
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№ 作 家 名 作 品 名 展 覧 会 名 貸 出 先 会 期

71 斎 藤 清 憩い､ メキシコ (1956年) ふるさとの郷愁─斎
藤清版画展

湯河原ゆかりの美術館 2004／１.８～２.16

72 斎 藤 清 ショップガール､ パリ (1960年)

73 斎 藤 清 パリ� (1961年)

74 斎 藤 清 舞妓､ 京都�� (1961年)

75 斎 藤 清 たんぼ (1962年)

76 斎 藤 清 雪のボストン (1963年)

77 斎 藤 清 嵯峨､ 京都� (1965年)

78 斎 藤 清 門� (1966年)

79 斎 藤 清 影 (1968年)

80 斎 藤 清 会津の秋� (1969年)

81 斎 藤 清 会津の冬� (1969年)

82 斎 藤 清 会津の冬� (1970年)

83 斎 藤 清 会津の冬� (1970年)

84 斎 藤 清 会津の冬	 (1970年)

85 斎 藤 清 門､ 法隆寺､ 奈良� (1970年)

86 斎 藤 清 円覚寺､ 鎌倉� (1971年)

87 斎 藤 清 夕陽 (1972年)

88 斎 藤 清 会津の家
 (1973年)

89 斎 藤 清 競艶 (1973年)

90 斎 藤 清 高山寺､ 京都� (1974年)

91 斎 藤 清 稔りの会津� (1975年)

92 斎 藤 清 会津の冬� (1977年)

93 斎 藤 清 会津の冬 (1977年)

94 斎 藤 清 会津の冬� (1978年)

95 斎 藤 清 会津の冬� (1979年)

96 斎 藤 清 椿 (1980年)

97 斎 藤 清 霊峰� (1980年)

98 斎 藤 清 会津の冬� (1981年)

99 斎 藤 清 会津の冬� (1982年)

100 斎 藤 清 春の鎌倉､ 尼縄神明宮 (1983年)

101 斎 藤 清 会津の冬� (1986年)

102 斎 藤 清 会津の冬� (1988年)

103 斎 藤 清 地の幸 (1989年)

104 斎 藤 清 かすみ､ 慈愛 (1991年)

105 斎 藤 清 田園 (1943年)

106 斎 藤 清 会津の冬�川井 (1981年)



第３節 展 示 事 業

１ 常 設 展

美術館の収蔵美術品等を系統的に通年展示するとともに､

３�月毎 (版画は１�月毎) に展示替えを行い､ コレクショ

ンの観覧と保全にあたった｡

第１期 (４月８日～７月６日)､ 第２期 (７月８日～10

月５日)､ 第３期 (10月７日～12月14日)､ 第４期 (１月６

日～３月28日)

※無料観覧日�子供の日､ 県民の日､ 敬老の日､ 文化の日

(全観覧者対象)

高校生以下は常設展無料

ふくしま教育週間 (11／１～11／７) 中は､

小・中・高校生は企画展の観覧料が無料

２ 移動美術館

臨時休館に先立ち､ コレクションの一部を県内の美術館・

博物館などで紹介する移動美術館を開催し

た｡

名 称�近代美術の名作展

会 場�双葉町歴史民族資料館

会 期�10月16日�～11月15日�

３ 企 画 展

美術館の自主および他美術館との共同企画等により､ 国内

外のさまざまな美術を紹介した｡
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企 画 展 ・ 期 日 概 要

� 男も女も装身具展
４月19日�～５月25日�

江戸時代から明治時代にかけて流行した多種の装身具には､ 当時の高度な工芸職人技と
豊かな装飾デザインの粋が結集されている｡ 本展では､ 地域､ 身分､ 男女の枠を越えて
広く受け入れられてきた袋もの､ 印籠､ 刀装具､ 髪飾り､ 帯留めなどの装身具が果たし
てきた役割や特徴を､ ｢江戸を装う｣ ｢江戸の巧みと洒落｣ ｢トレンド小物の発信者たち｣
の構成による約600点の作品で明らかにしながら､ 日本的装飾世界の神髄に迫った｡

� 橋本章展
６月７日�～７月13日�

橋本章 (1919～) は､ 人間・社会・文明をテーマに独創的な絵画やオブジェを制作する
伊達郡在住の画家であった｡ 自由美術展､ 主体美術展などの中央画壇はもとより､ 県内
でも戦後早くから福島青年美術会､ 新作家グループを結成し､ 県前衛作家のリーダーと
して精力的なグループ展活動を展開してきた｡ 本展は､ こうした60年以上に及ぶ橋本の
ユニークな画業を､ 初期から最近までの油彩､ 水彩､ 素描､ オブジェなど約80点により
回顧した｡

� 美術館で夏休み－世界名作
版画展

７月19日�～８月24日	

版画というジャンルは､ 日本画や油彩画などに比べて､ 制作と鑑賞いずれにおいても身
近で手軽な存在であり､ 子供から大人まで愛好者は多い｡ その版画はまた､ 木版､ 銅版､
リトグラフ､ シルクスクリーンなど様々な技法があり､ 多様で奥深い表現が可能な技法
でもある｡ 本展は､ シャガール､ ピカソ､ ルオーなど本館所蔵作品を核に､ 世界の巨匠
等による名作版画を紹介しながら､ 公開制作､ ワークショップの活動と一体化した
作っ
て見る�の参加形式によって構成し､ 多角的な版画の楽しみ方を提案した｡

� 土門拳全仕事・傑作展
９月６日�～10月26日�

土門拳 (1909～1990) は､ 戦前から戦後を通じて活躍した日本を代表する写真家の一人
である｡ 初期は､ 報道写真から古美術､ 伝統演劇に精彩を放つが､ 戦後はリアリズム写
真論を提唱 し､ 以後様々な傑作を生んで日本写真界をリードした｡ ｢筑豊の子どもたち｣
｢ヒロシマ｣ など日本社会の現実に深く迫った ｢ドキュメント｣ シリーズ､ また､ 日本美
の探求に生涯をかけた ｢古寺巡礼｣ シリーズなど､ 数々の名作を生んで知られる｡ 本展
は､ こうした土門拳の全業績を約300点近くの作品により紹介する､ 過去初めての大規模
な回顧展となった｡

 特別展・円山応挙
11月３日	～12月14日�

円山応挙 (1733～1795) は､ 京都を拠点に活躍した江戸中期を代表する画家｡ 中国絵画
や西洋画の技法を取り入れ､ 実際の花や鳥､ 風景をよく観察して当時の新しい ｢写生画｣
を確立した｡ その近代的ともいえる視点の斬新さは､ 従来の絵画観を一変させ､ 現代に
至るまで日本絵画に大きな影響を与えている｡ 本展は､ 最新の学術結果を踏まえて､ 応
挙作品の全体像を紹介する近代稀に見る大規模な回顧展である｡ 国宝､ 重要文化財を含
む名宝約100点余の出品に加え､ 襖絵､ 屏風などで室内装飾空間を再現するなどの工夫を
こらした､ 従来にはない試みにより､ 応挙絵画の精髄を解りやすく紹介した｡



４ 平成15年度観覧者数一覧
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展 覧 会 名 開催期間

有 料 無料

観覧者
総 計

個 人 団 体 年 間 観 覧 券 ※ ３
有 料
合 計

無料・
招待等一般・

大学生 高校生 小 中
学 生 小 計 一般・

大学生 高校生 小 中
学 生 小 計 一般・

大学生 高校生 小 中
学 生 小 計

常

設

展

第Ⅰ期～第Ⅳ期 ４.８～３.31
(287日間) 9,364 9,364 920 920 0 10,284 11,487 21,771

夜間開館 ※内数 ８.12～８.17
(６日間) 2 2 0 0 2 (139) ※1

(147)

特集展示Ⅰ ｢山川忠義展｣
※内数

１.17～２.11
(22日間) 0 0 0 0 0 0

特集展示Ⅱ ｢面白着物ワー
ルド｣ ※内数

２.27～３.21
(21日間) 0 0 0 0 0 0

移動美術館 (双葉町歴史
民俗資料館) ※合計に
含めず

10.16～11.15
(31日間) 559 28 587 92 92 0 679 1,217 1,896

企画観覧券で常設展を観
覧 ※合計に含めず 通 年 0(16,933) (8,176)

免除者 (100／100) 学校
教育活動 通 年 0 大学

304 304

免除者 (50／100) 県又
は市町村主催 通 年 0 220 220 0 220 0 220

無料入館 (こどもの日) ５月５日 0 228 228

〃 (県民の日) ８月21日 0 306 306

〃 (敬老の日) ９月15日 0 227 227

〃 (文化の日) 11月３日 0 538 538

小中高校生無料入館 通 年 0 小
3,735 3,735

〃 通 年 0 中
777 777

〃 通 年 0 高
1,227 1,227

〃 通 年 0 準ず
15 15

小 計 9,364 0 0 9,364 1,140 0 0 1,140 0 0 0 0 10,504 18,844 29,348

企

画

展

１ 男も女も装身具展
－江戸から明治の技と
デザイン－

４.19～５.25
31日間 5,031 77 163 5,271 363 0 149 512 407 2 4 413 6,196 1,908 8,104

２ 橋本章展 ６.７～７.13
32日間 1,750 54 102 1,906 235 353 565 1,153 263 2 6 271 3,330 1,826 5,156

３ 美術館でなつやすみ
－世界名作版画展－

７.19～８.24
32日間

37
5,158 163

8
939

45
6,260 242 38 57 337

7
294 1 8

7
303

52
6,900

22
1,866

※2 74
8,766

４ 土門拳展 ９.６～10.26
43日間 8,754 117 307 9,178 861 0 228 1,089 397 2 4 403 10,670 2,411 13,081

５ 円山応挙展�写生画�
創造への挑戦

11.３～12.14
36日間 23,282 221 807 24,310 1,313 142 147 1,602 645 0 0 645 26,557 6,181 32,738

小 計 43,975 632 2,318 46,925 3,014 533 1,146 4,693 2,006 7 22 2,035 53,653 14,192 67,845

合 計 53,339 632 2,318 56,289 4,154 533 1,146 5,833 2,006 7 22 2,035 64,157 33,036 97,193

※１ 夜間開館に､ 企画観覧券での常設展観覧者を含む (内数)
※２ 夜間観覧者 (内数)
※３ 年間観覧券で常設展を観覧の場合､ 常設の有料合計に含めない｡ (企画展のみで人数を集計)



第４節 調査研究事業
美術館活動の充実を図るとともに､ 美術情報センターとし

ての機能充実のため､ 作家や作品をはじめ､ 保存､ 展示､ 教

育普及等の調査研究および情報の収集を行った｡

１ 調査研究事項

①作家②作品③技法④美術史⑤保存⑥教育普及⑦展覧会⑧

運営⑨県内外の展示施設⑩美術館利用者の動向他

２ 重点調査研究事項

� 県関係作家・作品調査､ および､ 収蔵作家・作品調査

第５節 普 及 事 業
美術の表現と鑑賞のよろこびを深めるためにさまざまな事

業を行った｡

１ 講演会の開催

２ 映画会の開催

講堂において､ 午前､ 午後の２回上映

３ 実技講座の開催
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日 演 題 ／ 講 師 聴講者数

６月15日�
｢異色の作家 橋本章｣

針生一郎 (美術評論家)
約100名

９月23日
(火・祝)

｢土門拳のリアリズム｣
飯沢耕太郎 (写真評論家)

約150名

11月３日
(火・祝)

｢円山応挙の芸術世界｣
佐々木丞平 (京都大学教授)
佐々木正子 (日本画家・京
都造形芸術大学客員教授)

約250名

合計 約500名

日 上 映 映 画 入場者数

８月13日� 雨に唄えば 約150名

８月15日� サウンド・オブ・ミュージック 約120名

９月21日� 筑豊のこどもたち 約120名

10月19日� 〃 約80名

１月18日� 越後奥三面─山に生かされた日々 約80名

２月１日�
越後奥三面第二部─ふるさと
は消えたか 約80名

合計 約630名

講 座 名 日 講 師 受講者

実

技

講

座

モザイク画入門 ５／18～
６／15

森 敏 美
(東北生活文化
大 学 教 授 )

17名

絵画をつくる─
構成とマチエー
ルの手法

９／13～
28

玉 川 信 一
( 画 家 ・ 筑 波
大 学 教 授 )

15名

絵本を作ろう─
自画自賛の一冊

11／１～
16

佐 藤 守
(絵本作家・女子美術
大学短期大学部講師)

13名

シルクスクリー
ンによる版表現

２／14～
29

百 瀬 寿
(美 術 家) 10名

技

法

講

座

発泡スチロール
で作る版画 ７／12,13 藤 掛 正 邦

( 造 形 作 家 ) 16名

ペーパー・トー
イ�紙で作る優
雅なオブジェ

10／11,12 安座上真紀子
(造 形 作 家) 10名

小沢剛の日常アー
ト塾 11／29,30 小 沢 剛

(美 術 家) 12名

親
と
子
の
美
術
教
室

身のまわりのも
のを使って不思
議な楽器を作ろ
う�

５／５ 松 本 秋 則
(造 形 作 家)

５組
14名

ゆかいな工作ショー
と超簡単おもちゃ
づくり

８／３
芳 賀 哲
(宮城子供の文
化研究所所員授)

10組
22名

親子で作るクリ
スマスキャンド
ル

12／13 横 島 憲 夫
(造 形 作 家)

９組
20名

わ
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

オブジェに変身
�フェイス・ペ
インティング

６／29 真 柴 毅
(当館学芸員) 14名

ゆったり､ ゆらゆ
らオモチャを作ろ
う

10／19 久 慈 伸 一
(当館学芸員) 10名

この絵の続きは
なあに�つづき
アート�

３／14 真 柴 毅
(当館学芸員) 13名

一
日
創
作
教
室

縄文式リトグラ
フ (石版画) 入
門

８／24 真 柴 毅
(当館学芸員) 15名

既成のイメージ
を利用して描く １／25 久 慈 伸 一

(当館学芸員) 12名

合計 約213名



４ 美術鑑賞講座の開催

� ｢美術館入門 これであなたも学芸員｣

� ｢西洋美術史入門 ラファエロからウォーホルまで｣

５ ギャラリートーク

６ サンデートーク

毎週日曜日全48回 合計 302名

７ その他の企画展関連事業

� 男も女も装身具展特別講演会

� 男も女も装身具展関連特別ギャラリートーク

� 世界名作版画展関連公開制作

� 世界名作版画展関連イブニングコンサート

� 第五回移動美術館展関連特別ギャラリートーク

� 円山応挙展関連ワークショップ

� 山川忠義展関連特別ギャラリートーク
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(定員�申込制各18名)

講 座 名 日 担当学芸員

コレクションをつくる (収集・常
設展) ６／７ 増 渕 鏡 子

展覧会をたちあげる (企画展) ６／14 佐治ゆかり

ワークショップをひらく (教育普
及) ６／21 久 慈 伸 一

美術品をまもる (保存管理) ６／28 堀 宜 雄

(定員�申込制各43名)

講 座 名 日 担当学芸員

コレクションをつくる (収集・常
設展) ６／７ 増 渕 鏡 子

展覧会をたちあげる (企画展) ６／14 佐治ゆかり

ワークショップをひらく (教育普
及) ６／21 久 慈 伸 一

美術品をまもる (保存管理) ６／28 堀 宜 雄

合計 244名

展 覧 会 名 日 担当学芸員 聴講者数

男も女も装身具展 ５／２,23 佐治ゆかり 計40名

橋本章展 ６／８,28 真 柴 毅 計30名

世界名作版画展 ７／25,
８／２,９ 伊藤・吉村 計52名

土門拳全仕事・傑作展 ９／12,
10／４ 荒木・宮武 計40名

円山応挙展 11／14,29 増 渕 鏡 子 計80名

面白着物ワールド展 ３／５ 佐治ゆかり 計50名

合計 292名

講 座 名 日 講 師 受講者

特別講演会
｢落語会 江戸の粋｣ ５／11 春 風 亭 小 朝

(落 語 家) 約250名

講 座 名 日 講 師 受講者

特別ギャラリートーク ４／19
日 高 薫
(国立歴史民族
博物館助教授)

約150名

特別ギャラリートーク ５／18
関 戸 健 吾
( 日 本 根 付
協 会 会 長 )

約50名

講 座 名 日 講 師 受講者

公開制作 ｢よみがえ
るピカソの版画創作
の秘密に迫る｣

８／10 園 山 晴 巳
(版 画 家) 約30名

イ ベ ン ト 名 日 講 師 受講者

イブニング・コンサー
ト ｢ボサノバの夕べ｣ ８／16

吉 田 慶 子
( ボ ー カ ル ､
ギ タ ー )

約200名

講 座 名 日 講 師 受講者

特別ギャラリートーク 10／18 早 川 博 明 32名

特別ギャラリートーク 11／３ 吉 村 有 子 40名

講 座 名 日 講 師 受講者

ワークショップ
｢応挙の眼鏡�Point
of Viewpoint｣

12／７
hokusui
( 北 野 央 ＋
水 野 洋 )

14名

講 座 名 日 講 師 受講者

特別ギャラリートーク １／18 酒 井 昌 之
(画 家) 30名



� 面白着物ワールド展関連特別ギャラリートーク

８ 館 内 解 説

� 団 体 解 説

学校教育や公民館等の社会教育活動の活発化に伴って､

団体で美術館を訪れる機会も増えてきている｡ そのほとん

どが館内の案内等を要望するため､ 学芸員が交代で対応し

ている｡ 内容は､ 当館の概要及び代表的な収蔵品の解説､

常設展ならびに企画展の解説案内が中心である｡

� 質問電話への対応

当館では､ 展示室の各所に質問電話を設置し､ 展示品や

美術全般についての観覧者からの質問に答えている｡ 質問

電話の使用は簡単で学芸室と直結しているため､ 観覧者の

利用は多く､ 素早い対応が可能である｡

９ 映 像 資 料

10 図 書 資 料

11 出版・発行

平成15年度出版・発行物一覧

12 ホームページの設置について

近年の急速なインターネットの普及にともない､ 美術館の

広報および情報公開手段のひとつとしてのホームページの設

置は､ わが国においても浸透しつつある｡

当館においても､ 平成11年10月21日よりホームページを設

置､ 公開している｡

現在のページ構成は､ 総ページ数50ページから成っている｡

利用案内､ 企画展の紹介といった一般的な情報をはじめとし

て､ 開館以来の企画展の一覧リストや､ カタログ残部の販売

状況なども掲載している｡

｢コレクション (Collection)｣ の項では､ 各分野の代表

的な収蔵作品計24点を図版入りで紹介している｡ なお､ 掲載

図版は原則として著作権の消滅した作家の作品に限定し､ 解

像度72dpi､ 200×200pixel以下のデータを使用している｡

なお､ 平成15年３月７日､ サーバー移行に伴い､ ホームペー

ジ・アドレスを変更した｡ 平成16年３月31日現在のアクセス

総数は65,417件である｡

ホームページ・アドレス

http:／／www.art-museum.fks.ed.jp
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講 座 名 日 講 師 受講者

特別ギャラリートーク ３／13 小 塚 和 子
(着物収集家) 110名

(平成16年３月31日現在)

自主制作ビデオテープ 41本

購入・受贈ビデオテープ 64本

購入・受贈スライド､ フィルム 11セット

購入・受像CD－ROM､ DVD 19点

16㎜映画フィルム ４本

(平成16年３月31日現在)

分 類 和 書 洋 書

辞書・事典・年鑑・図書目録 921冊 92冊

画集・美術全集・所蔵品目録 3,799 359

展覧会図録 12,242 284

研究書・技法書 4,769 264

年報・紀要・報告書 2,982 32

美術雑誌 9,770 985

その他 (美術教科書等) 987 19

小 計 35,470 2,035

総 計 37,505

印 刷 物 名 印刷物の概要 版型サイズ 備考

館案内リーフレット
(日本語版・英語版) 館の概要紹介 �４版・３ツ

折 無償

要 覧 館紹介の冊子 �５版 無償

収 蔵 作 品 図 録
( 1990 年 現 在 )

館収蔵全作品
の紹介 �４版 有償

ポケット・ミュージアム
( 作 品 選 )

館収蔵名品の
紹介 �５版 有償

企 画 展 図 録 館主催展覧会
概要紹介

４企画展ごと
各種 有償

美 術 館 の し お り 年間事業の概
要紹介

�５版・８ツ
折 無償

アートインフォメーション
(美術館ニュース)

館の事業案内
(年４回)

�４版・２ツ
折 無償

館 収 蔵 品 絵 葉 書 館収蔵品紹介 葉書大 有償
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福
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県
立
博
物
館

第17章 福 島 県 立 博 物 館

第１節 概 要

１ 運営の概要

福島県立博物館は資料収集・保存管理・常設展・企画展・

調査研究・教育普及事業を中心に内容の充実を図っている｡

今年度の博物館活動の概要は次のとおりである｡

２ 運営協議会

� 委 員

学 校 教 育 北條スミ子 県小学校長会代表

小山 泰雄 県中学校長会代表

柳橋 幸生 県高等学校長協会代表

社 会 教 育 杉原 陸夫 前県文化センター館長

小澤 一男 県公民館連絡協議会代表

学識経験者 大塚 實 会津若松市史研究会長

高瀬かづ子 県文化財保護審議会委員

中川 迪子 市町村教育委員会連絡協議

会代表

吉川キヌエ 公募による選任

齋藤たか子 公募による選任

� 会 議

平成15年７月24日�

ア 会長及び副会長の選任について

イ 平成15年度事業計画について

ウ そ の 他

平成16年２月５日�

ア 平成15年度事業実施概要について

イ 平成16年度事業計画について

ウ そ の 他

第２節 調査研究事業

１ テーマ研究

� 福島県の漆工品を中心とした工芸に関する調査

ア 収集したデータの整理・分析と県内外の関連資料の補

足調査

イ 報告書作成

２ 展示資料調査研究

� 考古資料の材質・製作技法に関する研究

ア 石器の石材分布調査

� 展示室の効果的な歴史理解に資する歴史資料の研究

ア 城下絵図の展示手法に関する研究

� 福島県における衣生活文化の研究

ア 資料所在調査

イ 資料の収集

� 福島県域の大名文化に関する研究

ア 県内外の資料調査

イ 資料の所在調査

� 恐竜時代のふくしまに関する研究

ア 野外地質調査

イ 化石の所在調査

第３節 収集整理事業

１ 収集展示委員会

博物館の収集資料､ 企画展の計画等についての審議のため､

12名の委員を委嘱している｡

� 収集展示委員会委員

� 審 議 内 容

平成16年１月22日 第２会議室

ア 平成15年度事業の実施概要について

イ 平成16年度事業計画について

ウ 平成16年度および17年度第１回企画展について

エ 平成16年度収蔵資料品展について

オ 調査研究事業について

カ 購入候補資料について

２ 資料調査員会議

博物館資料の収集等に関する県内の詳細な情報を得るため

14名の調査員を委嘱している｡

� 第１回資料調査員会議

平成15年６月26・27日

ア 平成15年度事業実施概要について

イ 企画展・収蔵資料品展・移動博物館について
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氏 名 役 職 名 備 考

岡 田 茂 弘 東 北 歴 史 博 物 館 長 委 員 長

小 林 清 治 元 東 北 学 院 大 学 教 授 副委員長

有 賀 祥 隆 東 北 大 学 文 学 部 教 授 委 員

入間田 宣 夫 東 北 大 学 東 北 ア ジ ア
研 究 セ ン タ ー 教 授 〃

上 原 昭 一 元 実 践 女 子 大 学 教 授 〃

大 迫 徳 行 福 島 県 民 俗 学 会 会 長 〃

斎 藤 常 正 元 東 北 大 学 理 学 部 教 授 〃

平 川 南 国立歴史民俗博物館教授 〃

誉 田 宏 元 福 島 県 文 化 セ ン タ ー
歴 史 資 料 課 長 〃

丸 井 佳寿子 元福島県立医科大学教授 〃

目 黒 吉 明 福 島 県 考 古 学 会 顧 問 〃

渡 邉 一 雄 福 島 県 考 古 学 会 顧 問 〃



ウ 調査研究事業について

� 第２回資料調査員会議

平成15年11月20日

ア 平成15年度上半期事業実施概要について

イ 企画展・収蔵資料品展・移動博物館について

ウ 調査研究事業について

３ 資 料 収 集

� 受贈・受託資料

ア 歴史・美術資料

＊受贈 読本入門ほか 阿部 次郎

史記評林ほか 河原田安啓

鉄錆塗椀 北村 昭斎

蒔絵下絵 根本 信孝

山水絵付素焼花瓶ほか 佐竹 富三

テレビ台ほか 相原 秀郎

FUJICA Single－８ PX300ほか 五十嵐賢吾

陶胎竹蒔絵皿ほか 佐竹 富三

佐治次太郎関係資料 中村 シゲ

現代生活用具ほか 星 節子

古写真 新井田忠誠

＊受託 たばこアルバムほか 菅家 光司

木造地蔵菩薩坐像 川村 慈舟

桔梗蒔絵小箱 高橋 智子

玉虫塗楼閣蒔絵ランプスタンドほか 高橋 智子

木造大日如来坐像 泉 福 寺

文書 平野 博信

塗台付染付大皿ほか 平野 博信

厨子入木造釈迦如来坐像 会津坂下町教育委員会

刺繍阿弥陀名号掛幅ほか 阿 弥 陀 寺

イ 民俗資料

＊受贈 紙幣ほか 二瓶 京

郷土玩具ほか �物産プラザふくしま

100円硬貨ほか 上野テツ子

サッパカマほか 長島 雄一

印半纏ほか 坂田 光子

生活用具ほか 田口 守造

へら作り用具 星 今男

座繰りほか 平野 博信

屋形のお人形様ほか ふくしま海洋科学館

生活用具ほか 平野 博信

暴れ地蔵 木町 元猷

天神経 渡部 喜人

＊受託 赤地蓬莱模様打掛ほか 田口 守造

四季耕作図屏風 越智 秀博

角樽ほか 平野 博信

上行合人形 佐藤 俊輔

ウ 考古資料

＊受贈 考古関係図書ほか 穴沢 �光

愛宕山遺跡出土石器ほか 八島 省己

＊受託 流廃寺跡出土金銀象嵌鉄剣 棚 倉 町

エ 自然資料

＊受贈 木製結晶形模型ほか 山内 徳雄

堀口層産貝類化石標本

�郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団

堀口層産貝類化石標本 新協地水㈱

フクロウの剥製 小林 昭二

学術雑誌 矢島 道子

埋もれ木ほか 八島 省己

化石・鉱物コレクション 鈴木 勝重

堤防の木枠 鈴木 嘉雄

� 購 入 資 料

ア 一次資料

＊歴史資料 保科正之書状１点

＊自然資料 化石標本類66点

＊美術資料 菊漆絵提重１点 夏冬山水寿老図１件 大

黒天図・恵比寿図１件

② 二次資料

＊図 書 考古分野69冊､ 歴史分野113冊､ 美術分野

54冊､ 民俗分野36冊､ 自然分野61冊､ 保存分野51冊､ そ

の他157冊 計541冊

第４節 保存管理事業

１ 収集資料数

２ 資 料 整 理
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(平成16年３月31日現在)

分野 数 量 内 容

考古 18,032 土器・石器・骨角器・木器・金属器ほか

民俗 10,350 生活・生業・交通・信仰・芸能用具ほか

歴史 19,440 書跡・文書資料ほか

美術 4,767 絵画・彫刻・工芸資料ほか

自然 44,821 化石・岩石・鉱物・動植物遺体ほか

合計 97,410

(平成16年３月31日現在)

分 野 所 在 調 査
カ ー ド

資料データ
入 力 計

考 古 5,388 2,977 8,365

民 俗 3,622 6,863 10,485

歴 史
9,218

22,197
36,517

美 術 5,102

自 然 7,190 11,233 18,423

合 計 25,418 48,372 73,790



３ 防虫作業等

� 保存環境調査

常設展示室・収蔵資料展示室・企画展示室､ 収蔵庫 (一

時､ 第１～第６収蔵庫)､ エントランスホール､ 体験学習

室､ 事務室､ 会議室､ 研究室､ 空調機械室など主要なスペー

スについて､ 昆虫､ 浮遊カビ､ 浮遊塵および気相等につい

て調査を行った｡

調査は季節による生息害虫等の変化を確認するため､ ６

月20日～７月10日､ 10月21日～11月７日の２回にわたり実

施した｡

� 燻蒸庫による燻蒸

第１回 (５月８日) ～第９回 (３月13日) まで､ 新収蔵

資料および企画展出品資料を中心に､ 約1,700点を燻蒸した｡

４ 保存処理作業

� 木 製 遺 物 太田館跡 (喜多方市) 出土木製遺物

� 金属製遺物 高見町A遺跡 (原町市) 出土鉄製遺物

陣が峯城跡 (会津坂下町) 出土青銅製遺

物

５ 資 料 撮 影

マイクロフィルム撮影 33,363コマ

６ 資料の貸出

第５節 展示企画事業

１ 常 設 展 示

� 展示資料数および借用資料数

� 展示資料の修復と製作

萩原盤谷筆 ｢大黒天図｣､ 安藤遠左筆 ｢寿老人図｣､ 吉川

惟足書 ｢三神号｣､ 吉川惟足書 ｢一行書｣､ 吉川惟足書 ｢納

涼誌巻｣､ 松平容保書 ｢和歌書｣ ２点

� 解説シートの作成
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資 料 名 貸 出 先 期 間 展 覧 会 名

六字経曼荼羅
妙見菩薩十二
神将図等

千葉市立郷
土博物館

11月16日～
平成16年

１月22日

相馬地方の妙見
信仰－千葉氏か
ら相馬氏へ－

区 分 大テーマ 標本資料 情報資料 合 計 借用資料
(内 数)

総合展示 原 始 667 80 747 193

古 代 651 47 698 356

中 世 106 18 124 10

近 世 327 31 358 144

近 ・ 現 代 261 105 366 120

自然と人間 104 48 152 45

部門展示 民 俗 263 41 304 20

自 然 435 53 488 35

考 古 365 1 366 160

歴史・美術 61 0 61 0

ロビー・他 3 33 36 0

総 計 3,243 457 3,700 1,083

区 分 大テーマ 種 類 テーマ数 １回の枚数 合計枚数

総合展示 原 始 1 2 40,000 40,000

古 代 1 2 40,000 40,000

中 世 1 2 40,000 40,000

近 世 1 2 40,000 40,000

近 ・ 現 代 1 2 40,000 40,000

自然と人間 1 2 40,000 40,000

部門展示 民 俗 1 2 40,000 40,000

自 然 1 2 40,000 40,000

考 古 1 2 40,000 40,000

歴史・美術 1 2 40,000 40,000

体 験 学 習 室 4 8 8,000 32,000

総 計 432,000

資 料 名 貸 出 先 期 間 展 覧 会 名

塩坪遺跡出土
石器

栃木県立博
物館

４月３日～
７月６日

氷河時代の狩人
たち－旧石器時
代の自然と暮ら
し－

六字経曼荼羅
・妙見菩薩十
二神将図等

野馬追の里
原町市立博
物館

７月30日～
11月15日

相馬地方の妙見
信仰－千葉氏か
ら相馬氏へ－

荒屋敷遺跡出
土糸玉・繊維
製品

長井市古代
の丘資料館

８月８日～
11月12日

右撚り・左撚り－
縄文の土器文様
と紐の撚り－

ナンバの杖・
ナンバ等

仙台市歴史
民俗資料館

９月５日～
平成16年

４月19日
はきものの民俗

絹本着色恵日
寺絵図等

磐梯山慧日
寺資料館

９月19日～
11月11日

恵日寺絵図平成
の大修復

蒲生氏郷法度
条目・九戸出
陣陣立書等

岩手県立博
物館

９月25日～
11月30日 南部と伊達

松野千光寺経
塚出土経筒・
独鈷杵等

福島県文化
財センター
白河館

9月30日～
11月30日

ふくしまの重要
文化財Ⅱ (考古
資料－奈良・平
安時代編)

日乗第四・日
乗第二十六

こおりやま
文学の森資
料館

10月10日～
12月20日 艮斎と研堂

鹿島さま 茨城県立歴
史館

平成16年
２月７日～

３月21日

鹿島信仰－常陸
から発信された
文化－



� 常設展示資料の返還と借用

ア 考古 土器など

イ 歴史 戦国時代書状類など

ウ 民俗 獅子頭など

エ 自然 半田銀山絵図など

部門展示の全面的な展示替えを実施した｡

� 収蔵資料品展

ア ｢鈴木舜一鉱物コレクション展｣

会 期�平成15年４月26日�～６月15日�

展示解説会 ４月26日､ ５月４日､ ６月８日

イ ｢相馬・阿弥陀寺の宝物｣

会 期�平成15年12月16日�～平成16年１月15日�

展示解説会 12月21日

ウ ｢『明日』 を見ていた昭和の記憶－ぼくのお父さんが

子どもだった頃－｣

会 期�平成16年２月７日�～３月21日�

歴史講座 ｢昭和のあそび・くらし｣ ３月７日

� ｢歴史・美術｣ テーマ展示

ア 山川浩と山川健次郎

会 期�平成15年４月15日�～５月25日�

イ 津田得民の仕事－近代の漆工芸－

会 期�６月３日�～７月６日�

ウ 画題で見る美術－山水画と風景画 憧れの景色・夢の

景色

会 期�７月15日�～８月17日�

エ 浦上玉堂と七絃琴－文人の愛した音色－

会 期�８月26日�～９月28日�

オ 中世福島の信仰世界

会 期�10月７日�～11月24日�

カ 祈りと願い

会 期�12月２日�～平成16年１月25日�

キ 定信サロン－松平定信と周辺の人々－

会 期�平成16年２月３日�～３月28日�

２ 企 画 展 示

� 夏の企画展� ｢発掘された日本列島2003｣

会 期�平成15年７月15日�～８月13日�

入館者数 4,930人

記念講演会

７月21日� ｢日本列島発掘ものがたり｣

講師�文化庁文化財調査官 玉田 芳英氏

聴講者数 65名

展示解説会 ７月20日 ８月10日

� 夏の企画展� ｢発掘ふくしま３｣

会 期�平成15年８月20日�～９月23日�

入館者数 2,784人

発掘調査成果報告会 ｢考古学が解き明かすふくしまの歴史｣

９月７日�

講師�福島県考古学会会長 鈴木 啓氏

福島市教育委員会 斎藤 義弘氏

いわき市教育文化事業団 �島 好一氏

白河市教育委員会 鈴木 功氏

会津坂下町教育委員会 吉田 博行氏

聴講者数 50名

展示解説会 ８月24日 ９月20日

� 秋の企画展 ｢笑いの想像力－笑わせるヒトと笑うモノの

博物誌－｣

会 期�平成15年10月11日�～12月７日�

入館者数 4,462人

記念講演会

10月12日� ｢笑いの人類学と民族学｣

講師�東京大学東洋文化研究所教授 松井 健氏

聴講者数 60名

記念公演

11月２日� ｢笑いのパフォーマンス�トーク｣

演者�里見のぞみ氏 八田内七福神保存会の皆さん

講師�福島大学経済学部教授 星野 共氏

当館館長 赤坂憲雄

聴講者数 262名

展示解説会 10月11日 11月２日 11月８日 11月29日

12月６日

� 移動博物館

｢田村地方の歴史｣

会場�三春町歴史民俗資料館 (三春町字桜谷５)

会期�平成15年10月25日�～11月24日�

入館者数 771人

展示解説会 10月25日

体験講座 ｢原始・古代のわざに挑戦｣ 11月24日
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第６節 教育普及事業

１ 講 座 等

� 特 別 講 座
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テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

ふるさとの文学－風土とこころ－
坊ちゃんと山嵐－江戸っ子と会津っぽ－ 高 橋 富 雄 名 誉 館 長 ６ 月 13 日 � 75

ふるさとの文学－風土とこころ－
神授の詩－歌人服部躬治－ 高 橋 富 雄 名 誉 館 長 ７ 月 11 日 � 61

ふるさとの文学－風土とこころ－
とくとこのわれを見よ－若松賤子の英詩－ 高 橋 富 雄 名 誉 館 長 ８ 月 ８ 日 � 72

ふるさとの文学－風土とこころ－
北越雪譜の風景－雪国の論理－ 高 橋 富 雄 名 誉 館 長 ９ 月 12 日 64

ふるさとの文学－風土とこころ－
花月草紙－その人と文学－ 高 橋 富 雄 名 誉 館 長 10 月 10 日 � 58

ふるさとの文学－風土とこころ－
文学巖館銘 高 橋 富 雄 名 誉 館 長 11 月 14 日 � 56

会津絵ろうそく 佐 々 木 長 生 学 芸 員 ２ 月 13 日 � 14

会津絵ろうそく 佐 々 木 長 生 学 芸 員 ２ 月 14 日 � 16

� 総 合 講 座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

シリーズ若松城を歩く１ 鶴�城探検Ⅰ (野
外) 高 橋 充 学 芸 員 ５ 月 11 日 � 38

シリーズ若松城を歩く２ 鶴�城のあるじた
ち 川延安直・高橋充 学 芸 員 ６ 月 １ 日 � 51

シリーズ若松城を歩く３ 城絵図パズルに挑
戦 (実技) 高 橋 充 学 芸 員 ７月21日(月祝) 22

シリーズ若松城を歩く４ 鶴�城の野の花
(野外)

大 須 賀 昭 雄
古 川 裕 司

会津生物同好会副会長
学 芸 員 ７ 月 27 日 � 28

シリーズ若松城を歩く５ 鶴�城探検Ⅱ (野
外) 高 橋 充 学 芸 員 ９月23日(火祝) 35

シリーズ若松城を歩く６ 発掘現場見学会
(野外) 高 橋 充 ほ か 学 芸 員 10 月 26 日 � 31

シリーズ若松城を歩く７ 鶴�城の野鳥 (野
外) 古 川 裕 司 学 芸 員 11 月 30 日 � 20

シリーズ若松城を歩く８ 鶴�城と稲荷信仰 佐 々 木 長 生 学 芸 員 １ 月 25 日 � 33

� 考古学講座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

縄文土器をつくろう１ (実技) 渡部昌二・関口功 学 芸 員 ７ 月 19 日 � 13

縄文土器をつくろう２ (実技) 渡部昌二・関口功 学 芸 員 ７ 月 20 日 � 13

縄文土器をつくろう３ (実技) 渡部昌二・関口功 学 芸 員 ７ 月 26 日 � 13

縄文土器の野焼き (野外) 渡部昌二・関口功 学 芸 員 ８ 月 23 日 � 35

大昔の生活を体験しよう (野外) 竹 内 浩 学 芸 員 ８ 月 23 日 � 35

石庖丁をつくってみよう (実技) 藤 原 妃 敏 学 芸 員 10 月 11 日 � 20

博物館を探検しよう (実技) 田 中 敏 学 芸 員 11 月 23 日 � 9
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� 民 俗 講 座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

只見の漁と食 (映画会) 榎 陽 介 学 芸 員 ５ 月 17 日 � 20

カラムシの糸づくり (実技) 佐藤美幸・山田あかり 染 織 工 芸 家 ７ 月 ６ 日 � 12

シリーズ衣の民俗１ 福島の衣と生活 佐 々 木 長 生 学 芸 員 ２ 月 １ 日 � 22

シリーズ衣の民俗２ 裁縫の民俗 榎 陽 介 学 芸 員 ２ 月 ８ 日 � 17

シリーズ衣の民俗３ 衣の南と北 佐 治 靖 学 芸 員 ２ 月 15 日 � 12

シリーズ衣の民俗４ 衣の近代化 猪 巻 恵 学 芸 員 ２ 月 22 日 � 20

� 歴 史 講 座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

古文書入門１ 近世① (実技) 酒 井 耕 造 学 芸 員 ４ 月 19 日 � 25

山川家資料について 佐 藤 洋 一 学 芸 員 ５ 月 10 日 � 30

古文書入門２ 近世② (実技) 酒 井 耕 造 学 芸 員 ５ 月 31 日 � 40

古文書入門３ 近世③ (実技) 酒 井 耕 造 学 芸 員 ６ 月 28 日 � 42

古文書入門４ 近世④ (実技) 酒 井 耕 造 学 芸 員 ７ 月 12 日 � 42

古文書入門５ 近世⑤ (実技) 酒 井 耕 造 学 芸 員 ８ 月 30 日 � 42

古文書入門６ 近世⑥ (実技) 酒 井 耕 造 学 芸 員 ９ 月 27 日 � 50

古文書入門７ 中世① 高 橋 充 学 芸 員 10 月 25 日 � 35

古文書入門８ 中世② 高 橋 充 学 芸 員 11 月 15 日 � 32

古文書入門９ 中世③ 高 橋 充 学 芸 員 12 月 13 日 � 32

昭和のあそび・くらし (実技) 南 雲 修 学 芸 員 ３ 月 ７ 日 � 11

� 美 術 講 座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

福島の仏像31 若 林 繁 学 芸 課 長 ４ 月 12 日 � 46

暮らしの中の美術１ 川延安直・小林めぐみ 学 芸 員 ５ 月 14 日 � 13

暮らしの中の美術２ 川延安直・小林めぐみ 学 芸 員 ６ 月 11 日 � 13

福島の仏像32 若 林 繁 学 芸 課 長 ７ 月 ５ 日 � 17

暮らしの中の美術３ 川延安直・小林めぐみ 学 芸 員 ８ 月 13 日 � 14

暮らしの中の美術４ 川延安直・小林めぐみ 学 芸 員 ９ 月 10 日 � 17

福島の仏像33 若 林 繁 学 芸 課 長 10 月 18 日 � 10

うるしの技に挑戦１ (実技) 小 林 め ぐ み 学 芸 員 10 月 19 日 � 15

うるしの技に挑戦２ (実技) 大 竹 信 一 新 生 会 会 員 10 月 26 日 � 15

うるしの技に挑戦３ (実技) 大 竹 信 一 新 生 会 会 員 11 月 ９ 日 � 13

暮らしの中の美術５ 川延安直・小林めぐみ 学 芸 員 11 月 12 日 � 11

うるしの技に挑戦４ (実技) 大 竹 信 一 新 生 会 会 員 11 月 16 日 � 15

暮らしの中の美術６ 川延安直・小林めぐみ 学 芸 員 12 月 10 日 � 12

福島の仏像34 若 林 繁 学 芸 課 長 １ 月 17 日 � 30

暮らしの中の美術７ 川延安直・小林めぐみ 学 芸 員 ２月11日(水祝) 25

暮らしの中の美術８ 川延安直・小林めぐみ 学 芸 員 ３ 月 10 日 � 16



― 237 ―

� 自然史講座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

鉱物を見つけよう (野外) 竹 谷 陽 二 郎 学 芸 員 5 月 24 日 � 47

鉱物を調べよう (実技) 相 田 優 学 芸 員 5 月 25 日 � 34

� 保存科学講座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

流廃寺跡出土金銀象嵌鉄剣の発見 松 田 隆 嗣 学 芸 員 ８ 月 10 日 � 15

� 体 験 講 座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

虫かごをつくろう (実技) 阿 部 吉 致 技 術 伝 承 者 ８ 月 ２ 日 � 30

子どものための草木染め (実技) 山根正平・山根好子 染 織 工 芸 家 ８ 月 ９ 日 � 15

昔話を語ろう (実技) 横 山 幸 子 語 り 部 ８ 月 16 日 � 30

草木染め１ (実技) 山根正平・山根好子 染 織 工 芸 家 ９ 月 ６ 日 � 10

草木染め２ (実技) 山根正平・山根好子 染 織 工 芸 家 ９ 月 ７ 日 � 10

廻りネズミをつくろう (実技) 今 泉 奈 穂 美 ほ か 展 示 解 説 員 ９ 月 13 日 � 20

わらぞうりをつくろう (実技) 鈴 木 幸 雄 技 術 伝 承 者 11 月 22 日 � 7

連射式ゴム鉄砲を作ろう (実技) 平 野 久 美 子 ほ か 展 示 解 説 員 12 月 20 日 � 22

わらぞうりをつくろう (実技) 鈴 木 幸 雄 技 術 伝 承 者 ２ 月 ７ 日 � 21

コリントゲームをつくろう (実技) 廣 瀬 千 賀 ほ か 展 示 解 説 員 ３ 月 13 日 � 31

� 指導者向け研修講座

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

福島県立博物館研修講座 南 雲 修 学 芸 員 ８ 月 ６ 日 � 15

� 伝統技術実演

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

いわきの絵のぼり製作 石川進・石川貞治 伝 統 技 術 保 持 者 ５月５日(月祝) 52

只見のあけびつる細工 吉 田 貞 夫 伝 統 技 術 保 持 者 ９月15日(月祝) 50

須賀川の小旗つくり 大野修司・大野広子 伝 統 技 術 保 持 者 11月３日(月祝) 45

� 実 演

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

昔語り 横 山 幸 子 語 り 部 ４ 月 20 日 � 47

昔語り 山 田 登 志 美 語 り 部 ４ 月 27 日 � 22

機織り 山 根 正 平 染 織 工 芸 家 ４月29日(火祝) 35

会津の唐人凧つくり 鈴 木 英 夫 技 術 伝 承 者 ５月３日(土祝) 50

昔語り 横 山 幸 子 語 り 部 ５ 月 18 日 � 17

昔語り 横 山 幸 子 語 り 部 ７ 月 27 日 � 24

昔語り 山 田 登 志 美 語 り 部 ８ 月 ３ 日 � 48

紙芝居 五 十 嵐 邦 子 紙 芝 居 作 家 ８ 月 17 日 � 53

会津の唐人凧つくり 鈴 木 英 夫 技 術 伝 承 者 ８ 月 21 日 � 44
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テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

昔語り 山 田 登 志 美 語 り 部 ９ 月 14 日 � 33

昔語り 横 山 幸 子 語 り 部 ９ 月 21 日 � 72

機織り 山 根 正 平 染 織 工 芸 家 10 月 ５ 日 � 19

昔語り 山 田 登 志 美 語 り 部 10月13日(月祝) 50

昔語り 横 山 幸 子 語 り 部 11 月 ２ 日 � 15

昔語り 山 田 登 志 美 語 り 部 １月24日(月祝) 30

注連飾りつくり 榊 原 源 隆 技 術 伝 承 者 12月23日(火祝) 20

� 発掘調査成果報告会

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

考古学が解き明かすふくしまの歴史

鈴 木 啓 福島県考古学会会長

９ 月 ７ 日 � 50

斎 藤 義 弘 福島市教育委員会

� 島 好 一 いわき市教育文化事業団

吉 田 博 行 会津坂下町教育委員会

鈴 木 功 白河市教育委員会

� 企画展展示解説会

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

発掘された日本列島2003 藤 原 妃 敏 学 芸 員 ７ 月 20 日 � 65

発掘された日本列島2003 藤 原 妃 敏 学 芸 員 ７月21日(月祝) 30

発掘された日本列島2003 田 中 敏 学 芸 員 ８ 月 10 日 � 32

発掘ふくしま３ 田 中 敏 学 芸 員 ８ 月 24 日 � 30

発掘ふくしま３ 田 中 敏 学 芸 員 ９ 月 20 日 � 15

笑いの想像力－笑わせるヒトと笑うモノの博
物誌－ 佐 々 木 長 生 学 芸 員 10 月 11 日 � 12

笑いの想像力－笑わせるヒトと笑うモノの博
物誌－ 佐 々 木 長 生 学 芸 員 11 月 ２ 日 � 15

笑いの想像力－笑わせるヒトと笑うモノの博
物誌－ 佐 治 靖 学 芸 員 11 月 ８ 日 � 8

笑いの想像力－笑わせるヒトと笑うモノの博
物誌－ 佐 治 靖 学 芸 員 11 月 29 日 � 15

笑いの想像力－笑わせるヒトと笑うモノの博
物誌－ 佐 々 木 長 生 学 芸 員 12 月 ６ 日 � 17

� 収蔵資料品展展示解説会

テ ー マ 講 師 所 属 期 日 参 加 者 数

鈴木舜一鉱物コレクション展 鈴 木 舜 一 東北大学名誉教授 ４ 月 26 日 � 67

鈴木舜一鉱物コレクション展 相 田 優 学 芸 員 ５ 月 ４ 日 � 32

鈴木舜一鉱物コレクション展 相 田 優 学 芸 員 ６ 月 ８ 日 � 12

相馬・阿弥陀寺の宝物 若 林 繁 学 芸 課 長 12 月 21 日 � 20



２ 出 版 物

� 企画展図録 ｢発掘ふくしま３｣

｢笑いの想像力 －笑わせるヒトと笑う

モノの博物誌｣

｢戊辰戦争といま｣

� 報 告 書 ｢会津絵 －会津の漆絵漆器｣ 福島県立

博物館調査報告書第40集

� 紀 要 ｢福島県立博物館紀要第18号｣

� そ の 他 季刊 ｢博物館だより｣ ｢博物館ニュース｣

３ 友 の 会

平成元年３月10日発足

平成16年３月11日に総会を開催した｡

事 業

� 視察研修旅行

研 修 先 米沢市上杉博物館・宮城県美術館ほか

期 日 平成15年５月23日

参加者数 79名

� 講 演 会

演 題 ｢東北の田植え踊り｣

期 日 平成16年３月11日

講 師 当館館長 赤坂 憲雄

聴講者数 50名

� 会報の発刊 (季刊)

� サークル活動 (月１回活動)

化石鉱物探検隊､ 古文書愛好会
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４ 入 館 者 数

区 分 開催期間

有 料 無 料
入館者

合 計
個 人 団 体 個 人 団 体

その他一般・
大学生

一般・
大学生 高校生 小 ・

中学生 高校生 小 ・
中学生

常 設 展 15. 4. 1～
16. 3.31 22,023 5,981 485 8,787 1,548 32,777 9,837 81,438

企 画 展 開催期間

有 料

無 料
入館者

合 計
個 人 団 体

一般・
大学生 高校生 小 ・

中学生
一般・
大学生 高校生 小 ・

中学生

発掘された日本列島2003 15. 7.15～
8.13 2,220 113 595 253 273 52 1,424 4,930

発 掘 ふ く し ま ３ 15. 8.20～
9.23 1,619 40 271 214 0 208 432 2,784

笑 い の 想 像 力 15.10.11～
12. 7 1,933 47 194 1,257 0 262 769 4,462

合 計 5,772 200 1,060 1,724 273 522 2,625 12,176

入館者総計 93,614



第
18
章

福
島
県
自
然
の
家

第18章 福 島 県 自 然 の 家

第１節 沿革及び所在地

１ 沿 革

昭和50年３月発足した財団法人 ｢福島県海浜青年の家｣ は､

同年７月の開所以来､ 海浜型の青少年社会教育施設として

｢福島県海浜青年の家｣ を管理運営してきた｡

平成８年４月財団法人の名称を ｢福島県海浜自然の家｣ に

変更し､ 同時に施設の名称を ｢福島県相馬海浜自然の家｣ に

改め当施設を財団の主たる事務所とした｡ 平成８年７月 ｢福

島県いわき海浜自然の家｣ を従たる事務所として開所し管理

運営を開始した｡ 平成10年４月財団法人の名称を ｢福島県自

然の家｣ に変更するとともに､ 同月､ これまで福島県教育庁

の出先機関であった ｢福島県郡山少年自然の家｣ 及び ｢福島

県会津少年自然の家｣ の管理運営を財団が引き継ぎ､ それぞ

れ名称を ｢福島県郡山自然の家｣ 及び ｢福島県会津自然の家｣

と改め､ 財団の従たる事務所とし従来のものと併せて県内４

事務所の管理運営を行うこととなった｡

今年度末の財団内４事務所の延べ利用者の合計は､ 昨年度

より13,837人 (8.3％) 増の179,621人となっている｡

２ 所 在 地

� �福島県自然の家の主たる事務所

ア 福島県相馬海浜自然の家 (財団本部)

福島県相馬市磯部字大洲38の３

〒979－2501 TEL 0244－33－5224

FAX 0244－33－5225

URL http�／／www.souma-nc.fks.ed.jp／

� �福島県自然の家の従たる事務所

ア 福島県いわき海浜自然の家

福島県いわき市久之浜町田之網字向山53

〒979－0335 TEL 0246－32－7700

FAX 0246－32－7730

URL http�／／www.iwaki-nc.fks.ed.jp／

イ 福島県郡山自然の家

福島県郡山市逢瀬町多田野字中丸山46

〒963－0213 TEL 024－957－2111

FAX 024－957－2112

URL http�／／www.koriyama-nc.fks.ed.jp／

ウ 福島県会津自然の家

福島県河沼郡会津坂下町大字八日沢字西東山4495の１

〒969－6504 TEL 0242－83－2480

FAX 0242－83－2481

URL http�／／www.aizu-nc.fks.ed.jp／

第２節 教育目標及び基本的視点

１ 教 育 目 標

恵まれた自然環境の中で､ 野外学習や集団宿泊活動など様々

な活動を通して主体的に対応できる人々の育成を目指す生涯

学習の推進のため､ 次の目標を設定する｡

� 自然の恩恵にふれ､ 自然に親しむ心や敬虔の念を育てる｡

� 集団宿泊活動を通して規律・協同・友愛及び奉仕の精神

を養う｡

� 自然体験活動を通して自ら実践し､ 創造する態度を育て

る｡

２ 基本的視点

豊かな自然体験を楽しめる施設として､ その機能を十分に

発揮するために､ 施設・設備の整備や運営方法の確立・改善

に努め､ 利用者が充実した活動を展開できるよう､ 次の基本

的視点に基づきそれぞれの施設の運営にあたる｡

� 所員の英知と創意を結集し､ 施設の充実・整備を図り活

気と魅力ある施設の運営に努める｡

� 利用者の多様なニーズや利用目的に応じた柔軟な運営を

行うよう努める｡

� 立地条件を生かした特色ある主催事業を展開するととも

に､ 学校や地域に生きる活動種目やその指導方法の研究開

発に努める｡

� 民間の指導者の協力や高校生・大学生等のボランティア

の受け入れを得るように努める｡

� 現代的課題の解決に対応する事業を推進し､ その情報の

発信に努める｡

― 241 ―



第３節 財団法人福島県自然の家役員及
び理事会の開催

１ �福島県自然の家役員

財団法人福島県自然の家寄附行為に基づき理事15名､ 監事

２名から構成されている｡

２ 理事会の開催

� 第 １ 回

ア 期 日 平成15年６月11日�

イ 場 所 福島県会津自然の家

ウ 内 容 � 平成14年度事業報告について

� 平成14年度収支決算の承認について

� 財団法人福島県自然の家の役職員の給与

及び旅費に関する規則の一部改正について

� 役員の選任について

� 平成14年度施設利用状況について

� 第 ２ 回

ア 期 日 平成16年３月25日�

イ 場 所 福島市杉妻会館

ウ 内 容 � 平成15年度補正予算 (案) について

� 平成16年度事業計画 (案) について

� 平成16年度収支予算 (案) について

� 財団法人福島県自然の家寄付行為の一部

改正について

� 役員選任について

� 財団職員の永年勤続表彰について

	 施設利用状況等について

福 島 県 相 馬 海 浜 自 然 の 家

第１節 概 要
福島県相馬海浜自然の家は､ 昭和50年７月に開所し､ 今年

度末で28年となる｡ 開所以来の延利用者は平成12年５月10日

をもって100万人に達し､ その後も堅実に推移している｡

なお､ 運営にあたっては､ 財団法人福島県自然の家が定め

る教育目標及び基本的視点に基づいて､ 下記のような重点目

標を設けその遂行に努めている｡

１ 重 点 目 標

� 利用団体の研修活動の充実

諸団体の研修活動が効果的にできるよう､ その目的をよ

く把握し､ 適切な指導援助に努める｡ 特に､ 在学青少年の

研修に対しては､ 当該学校との連携を密にし､ 活動内容の

充実を図るための支援に努め､ その他の団体については､

生涯学習の視点から､ 利用者の年齢層に応じた魅力ある活

動内容の開発・提供に努める｡

� 主催事業の効果的運営

主催事業の効果をあげるため､ 関係諸機関・団体との連

携を深め､ 事業の内容や方法の工夫改善に努める｡

� 広報の充実と利用促進

施設利用及び主催事業の広報活動を充実し､ 各種団体の

利用促進に努める｡

� 現職教育の計画的推進

多様化した研修団体の学習要求に対応するため､ 職員研

修の充実を図り資質の向上に努める｡
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役職名 氏 名 所 属

理 事 長 
城 俊春 福島県教育委員会教育長

副理事長 太田 緑子 福島県青少年教育振興会長

専務理事 坂本 昭 福島県相馬海浜自然の家所長

常務理事 阿部 光成 福島県いわき海浜自然の家所長

常務理事 斎藤 斉 福島県郡山自然の家所長

常務理事 湯田 一秋 福島県会津自然の家所長

理 事 立谷 秀清 相馬市長

理 事 四家 啓助 いわき市長

理 事 藤森 英二 郡山市長

理 事 竹内 �俊 会津坂下町長

理 事 塚本 繁 福島県社会教育委員の会議議長

理 事 佐々木恵寿 福島県青少年団体連絡協議会代表

理 事 玉木リサ子 福島県ボランティア連絡協議会代表

理 事 林 由美子 利用者代表

理 事 長谷川賢二 福島県教育庁生涯学習・文化スポー
ツ領域施設運営管理グループ参事

監 事 針生 宗延 相馬市収入役
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� 安全管理と保健安全指導の徹底

事故防止に万全を期すため､ 施設設備の安全点検に努め

るとともに､ 研修活動中の保健及び安全指導の徹底に努め

る｡

� 施設設備の整備

研修効果を高めるため､ 施設設備の整備充実を図るとと

もに､ 環境の美化に努める｡

２ 運営委員会及び職員組織

� 運営委員会の組織

運営委員会は10名で構成し､ 委員は次のとおりである｡

� 運営委員会の開催

ア 第 １ 回

� 期 日 平成15年８月21日�

� 場 所 福島県相馬海浜自然の家・第３研修室

� 内 容

� 平成14年度施設利用実績

� 平成15年度第１四半期の施設利用状況

� 平成15年度第１四半期の主催事業実施状況

� 今後の利用促進方策について

	 新事業企画の視点について

イ 第 ２ 回

� 期 日 平成16年２月20日


� 場 所 福島県相馬海浜自然の家・第３研修室

� 内 容

� 平成15年度主催事業等実施状況について

� 平成15年度施設利用状況について

� 平成15年度施設運営に関する反省及び課題につい

て

� 平成16年度施設利用申込状況について

	 平成16年度運営方針について

� 平成16年度事業計画について

� 職 員 組 織

財団法人福島県自然の家本部並びに福島県相馬海浜自然

の家の職員は次のとおりである｡

３ 平成15年度重点目標と成果

� 利用団体の研修活動の充実

ア 学校団体に対しては､ 集団宿泊指導担当者研修会を通

して団体のニーズに応じた指導・助言に努め､ 実際の研

修活動に対しても適確に対応した｡

イ 社会教育団体に対しては､ 団体の自主性を尊重しそれ

ぞれのニーズに対応しながら､ 施設の機能を十分に生か

して主体的な研修の推進ができた｡

ウ 研修活動メニューの整備では､ 新規活動プログラムの

開発に努め､ ｢カヌー・いかだ｣ の研修を軌道に乗せる

ことができた｡

� 主催事業の効果的運営

ア どの事業に関しても､ これまでの反省を生かした企画・

運営ができた｡

イ 関係機関や外部講師との綿密な事前打ち合わせを基に､

効果的に実施できた｡

ウ 天候に左右された事業もあったが､ 全ての事業とも所

期の目的を達成することができ､ 参加者も大いに満足し

ていた｡

エ どの事業でもボランティアの力は大きく貴重な戦力と

なった｡ 委託事業 ｢ハートウォームプラン｣ では､ 学生

サポーターの自主的な企画運営が大いに生かされた｡

� 広報の充実と利用促進

ア 財団刊行物を広く配布し利用の促進に努めた｡

また､ 財団刊行物を見直し､ ｢要覧｣､ ｢利用案内｣ は

継続､ ｢主催事業の案内｣､ ｢主催事業の大型ポスター｣

は廃止､ ｢自然の家リーフレット｣ は16年度から廃止と

した｡ なお､ ｢主催事業の案内｣ は各施設ごとの発行と

した｡

所報は､ 親しみやすく魅力あるものにするため､ 紙面

を一新した｡

イ 利用促進のため､ 高校､ 大学､ 公民館､ 校長会等への

訪問によるPR活動に力を入れた｡ また､ 幼稚園､ 小・

中学校､ 高校､ 大学､ 公民館､ 高齢者会等へ資料郵送に

よるPR活動を実施した｡ 中学校へは特にPTA行事や学

年行事､ 部活動としての利用拡大をねらいとした｡

ウ ホームページの内容充実を図り､ 理解しやすい情報提

供に努めた｡

� 現職教育の計画的推進

ア 常に職員間においてOA機器等に関する情報交換を行
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氏 名 所 属

◎ 佐藤 利郎 相馬市教育委員会教育長

○ 木幡 忠正 原町市教育委員会中央生涯学習センター所長
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菅野 正三 相馬地方PTA連絡協議会副会長

佐藤 周一 福島県青少年団体連絡協議会参与

横山 和洋 社団法人相馬青年会議所代表
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い､ それらの操作能力を高め合い事務の効率化を図った｡

イ 各種研究会に計画的かつ積極的に参加して伝達講習会

を実施し､ 職員の資質の向上に努めた｡ また､ 他の教育

施設を視察研修し､ 本施設機能の充実に生かした｡

� 安全管理と保健安全指導の徹底

ア 施設の日常点検､ 定期点検の実施など､ 施設の保全と

事故防止に努力めた｡

イ 野外活動の施設およびコースの安全点検を行い､ 安全

な研修活動の確保に努めた｡

ウ 危険が伴う海や浦での研修活動に対する事前指導を徹

底し事故防止に努めた｡

エ 全職員が常に危機管理意識を持ち､ 特に気象状況にお

ける野外活動への影響を予測して早めの判断をしながら

先手を打った指導に努力した｡

オ 食堂衛生管理を徹底し､ 食中毒の絶無に万全を期した｡

� 施設・設備の整備

ア 施設周辺の除草や樹木の剪定､ 花壇の手入れをこまめ

に行い､ 環境の美化に努めた｡ 地域長寿会の奉仕活動に

よる除草などボランティア等の活用も効果を上げた｡

イ キャンプ場においては､ 研修生が利用しやすいように

屋根の拡張など特に力を入れて整備し､ より充実したも

のになりつつある｡

第２節 施設・設備の概要

１ 所 在 地

相馬市磯部字大洲38番地の３

２ 宿 泊 定 員
○ 本館定員 200名 (ベッド室22室､ 和室２室)
○ キャンプ場定員 100名 (４人用テント25張)

３ 敷 地 面 積
○ 200,000㎡

４ 建 物 面 積
○ 4,333.63㎡

管理研修棟､ 宿泊棟､ 体育館､ 総合研修館､ 乾燥室､

温水シャワー室､ 身障者用トイレ・シャワー室､ 屋外用

トイレ (キャンプ場) 他

５ 運動広場面積
○ 18,000㎡

６ 設備・備品
○ キャンプ場 (キャンプ用品一式､ 炊事場､ トイレ､ 冷

蔵庫､ 他)
○ 運 動 広 場 (野球場１面､ ソフトボール場１面､ ゲー

トボール場２面､ グラウンドゴルフ場２

面設置可､ 他)
○ 野外活動コース (各種オリエンテーリングコース､ ウォー

クラリーコース､ ナイトハイキングコー

ス､ 他)
○ 体 育 館 (バレーボールコート１面､ バスケットボー

ルコート１面､ バドミントンコート２面､

他)
○ 総合研修館 (ステージ､ ピアノ､ ビデオプロジェクター､

放送関係一式､ 卓球台､ 他)
○ 研修室３室 (40～90人用｡ 黒板､ テレビ､ ビデオデッ

キ､ スクリーン､ 他)
○ そ の 他 (サイクリング用自転車100台､ 投げ釣り

用竿100本､ カヌー15艇､ 視聴覚機器､

天体望遠鏡､ 双眼鏡､ 他)
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第３節 利 用 状 況

１ 月別利用状況
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月
種 別

区 分

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

４

団 体 数 1 0 6 0 2 3 1 7 0 1 21

利用人員 108 0 467 0 49 115 17 247 0 91 1,094

延 人 数 108 0 929 0 49 230 68 247 0 91 1,722

５

団 体 数 2 2 1 0 0 0 1 10 0 1 17

利用人員 68 192 45 0 0 0 71 327 0 34 737

延 人 数 194 458 90 0 0 0 213 327 0 68 1,350

６

団 体 数 6 1 1 1 1 8 0 10 1 2 31

利用人員 293 179 208 44 33 298 0 348 5 46 1,454

延 人 数 879 358 624 88 33 502 0 367 10 84 2,945

７

団 体 数 12 4 0 0 0 26 0 5 4 3 54

利用人員 567 493 0 0 0 1,281 0 117 22 274 2,754

延 人 数 1,670 1,620 0 0 0 2,218 0 117 44 331 6,000

８

団 体 数 1 0 2 0 0 49 11 4 4 0 71

利用人員 77 0 30 0 0 2,060 344 82 26 0 2,619

延 人 数 231 0 77 0 0 4,313 939 163 61 0 5,784

９

団 体 数 14 0 0 2 4 10 5 7 1 1 44

利用人員 927 0 0 117 120 384 145 140 19 71 1,923

延 人 数 1,992 0 0 328 229 604 549 160 38 71 3,971

10

団 体 数 3 2 0 0 3 6 0 17 2 2 35

利用人員 150 286 0 0 63 316 0 379 19 550 1,763

延 人 数 326 286 0 0 87 487 0 467 38 592 2,283

11

団 体 数 0 1 0 0 3 9 2 9 0 0 24

利用人員 0 155 0 0 66 379 93 234 0 0 927

延 人 数 0 155 0 0 66 649 231 234 0 0 1,335

12

団 体 数 0 0 1 0 0 3 0 13 0 1 18

利用人員 0 0 9 0 0 78 0 442 0 34 563

延 人 数 0 0 27 0 0 109 0 442 0 34 612

１

団 体 数 1 0 0 0 0 1 2 9 0 0 13

利用人員 66 0 0 0 0 46 19 151 0 0 282

延 人 数 66 0 0 0 0 92 61 151 0 0 370

２

団 体 数 2 0 0 0 1 7 3 13 0 4 30

利用人員 87 0 0 0 18 236 32 186 0 40 599

延 人 数 87 0 0 0 18 414 108 190 0 40 857

３

団 体 数 0 0 1 0 0 6 10 18 1 3 39

利用人員 0 0 102 0 0 293 149 419 10 24 997

延 人 数 0 0 306 0 0 783 635 430 20 24 2,198

実績計

団 体 数 42 10 12 3 14 128 35 122 13 18 397

利用人員 2,343 1,305 861 161 349 5,486 870 3,072 101 1,164 15,712

延 人 数 5,553 2,877 2,053 416 482 10,401 2,804 3,295 211 1,335 29,427

合 計

団 体 数 42 10 12 3 14 128 35 122 13 18 397

利用人員 2,343 1,305 861 161 349 5,486 870 3,072 101 1,164 15,712

延 人 数 5,553 2,877 2,053 416 482 10,401 2,804 3,295 211 1,335 29,427



２ 利用団体別・宿泊日数利用状況
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� 利 用 者 数 � 利用者受け入れ日数( ) はキャンプ内数

項 目 団 体 数 実利用者数 延宿泊者数 延利用者数 項 目 利用可能日 利用日数 宿泊可能日 宿泊日数

利用者数 397 15,712 13,715 29,427 利用日数 293 251 241 142

(キャンプ) (43) (2,067) (2,067) (4,134) (キャンプ) (96) (47) (84) (34)

� 利用者区分

泊 数
種 別

区 分

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

１ 日

団 体 数 6 3 1 0 11 31 0 114 0 7 173

実利用者数 384 441 44 0 296 1,594 0 2,903 0 929 6,591

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延利用者数 384 441 44 0 296 1,594 0 2,903 0 929 6,591

１泊２日

団 体 数 12 3 5 2 1 71 8 7 11 4 124

実利用者数 708 473 442 67 7 2,869 254 142 92 171 5,225

延宿泊者数 708 473 442 67 7 2,869 254 142 92 171 5,225

延利用者数 1,416 946 884 134 14 5,738 508 284 184 342 10,450

２泊３日

団 体 数 24 1 6 1 1 26 14 0 2 3 78

実利用者数 1,251 74 375 94 12 1,023 322 0 9 24 3,184

延宿泊者数 2,502 148 750 188 24 2,046 644 0 18 0 6,320

延利用者数 3,753 222 1,125 282 36 3,069 966 0 27 24 9,504

３泊４日

団 体 数 0 3 0 0 1 0 9 1 0 4 18

実利用者数 0 317 0 0 34 0 200 27 0 40 618

延宿泊者数 0 951 0 0 102 0 600 81 0 0 1,734

延利用者数 0 1,268 0 0 136 0 800 108 0 40 2,352

４泊５日

団 体 数 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

実利用者数 0 0 0 0 0 0 34 0 0 0 34

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 136 0 0 0 136

延利用者数 0 0 0 0 0 0 170 0 0 0 170

５泊６日

団 体 数 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

実利用者数 0 0 0 0 0 0 60 0 0 0 60

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 300 0 0 0 300

延利用者数 0 0 0 0 0 0 360 0 0 0 360

合 計

団 体 数 42 10 12 3 14 128 35 122 13 18 397

実利用者数 2,343 1,305 861 161 349 5,486 870 3,072 101 1,164 15,712

延宿泊者数 3,210 1,572 1,192 255 133 4,915 1,934 223 110 171 13,715

延利用者数 5,553 2,877 2,053 416 482 10,401 2,804 3,295 211 1,335 29,427



３ 研修活動の分類と実施団体数
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分

類

種 別

プログラム

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

野

外

活

動

� フィールド・ワーク 6 2 1 0 0 3 0 0 0 1 13

� ウ ォ ー ク ラ リ ー 5 0 0 0 0 4 1 0 0 1 11

� スコア・オリエンテーリング 21 3 3 1 0 21 0 0 0 1 50

� ハ イ キ ン グ 5 0 1 0 0 4 3 49 2 0 64

� 登 山 2 0 0 0 0 7 0 1 0 1 11

� サ イ ク リ ン グ 26 5 1 3 0 9 6 0 5 1 56

自
然
観
察

� 自 然 観 察 4 2 1 0 3 7 0 2 0 0 19

� グリーン・アドベンチャー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海

浜

活

動

� 砂 の 芸 術 23 0 1 0 0 9 1 0 0 0 34

� 海 水 浴 1 4 0 0 0 34 14 0 5 0 58

� 塩 つ く り 6 0 2 0 0 4 0 0 0 0 12

� 潮 干 狩 り 3 0 0 0 0 5 0 0 1 1 10

� 魚 釣 り 28 3 2 2 0 28 1 0 3 5 72

� 海浜散策・その他 23 0 0 2 1 12 0 1 4 5 48

野
営
活
動

� テ ン ト 設 営 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2

� テ ン ト 撤 収 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2

� 野 外 炊 飯 32 7 11 2 1 76 13 4 5 3 154

夜
間
活
動

� キャンプ・ファイヤー 27 4 2 3 0 27 2 1 0 1 67

� キャンドル・ファイヤー 0 1 1 0 0 9 1 0 0 0 12

� ナイトハイキング 28 1 1 0 0 31 4 1 4 2 72

� 天 体 観 測 2 0 1 0 0 3 1 2 0 0 9

講
義
・
討
議
等

� 講 演 ・ 講 義 0 7 16 0 0 38 17 12 0 3 93

� 討 議 1 0 2 0 0 2 5 2 0 0 12

� 事 例 ・ 研 究 発 表 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 3

� 学 習 2 15 18 0 18 13 12 8 1 14 101

� ミーティング・反省 0 0 3 0 0 25 21 4 0 6 59

運
動
・
ゲ
ー
ム
等

� 体 育 ・ ス ポ ー ツ 2 0 0 2 6 99 87 23 5 6 230

� ダ ン ス ・ 踊 り 1 0 0 0 1 5 20 25 0 0 52

� 各 種 ゲ ー ム 0 1 0 1 1 27 7 1 1 4 43

� 映画・ビデオ視聴 0 0 0 2 0 4 0 0 0 0 6

� 音 楽 活 動 0 0 5 0 0 9 41 1 0 2 58

そ
の
他
の
活
動

� 見 学 学 習 ・ 旅 行 12 2 0 1 1 2 0 1 0 1 20

� 七 宝 焼 き 1 2 0 0 0 6 1 1 0 1 12

� ち ぢ み っ こ 2 0 0 0 0 18 0 0 3 3 26

� 海 浜 ク ラ フ ト 3 2 0 0 0 5 0 0 0 4 14

� 奉 仕 活 動 3 2 1 0 0 7 1 0 0 0 14

� そ の 他 3 6 1 3 4 34 5 7 2 11 76

合 計 272 69 74 22 36 589 267 148 41 77 1,595



第４節 主 催 事 業

１ 利用促進事業 (主催)

� 指導者事前研修会

ア 趣 旨

当自然の家での研修をより効果的に実施するための事

前研修｡ 研修活動の企画・立案から諸手続き､ 実技まで

を研修する｡

イ 期日・参加者数

５月21日�～22日� １泊２日 34名

ウ 対 象

平成15年６月23日から平成16年３月31日までの間に当

所を利用し､ 研修活動を予定している団体の指導者｡ た

だし､ ６月23日以前の利用団体にあっても､ 希望があれ

ば参加を認める｡

エ 内 容

� 所内および周辺の活動エリア視察

� 実技研修および研修活動の企画・立案と検討

� 利用に関する諸手続き

� 潮風に乗ってカヌーを楽しもう

ア 趣 旨

｢海の日｣ に親子でカヌーにチャレンジし､ 海に親し

む｡

イ 期日・参加者

７月21日� 48名

ウ 対 象

小学生・中学生とその保護者

エ 内 容

� 海洋スポーツ�カヌー､ ローボート､ カッター

� 釣り

� 体育館でのゲーム

� ふれあい広場 ～磯部公民館学習発表会～

ア 趣 旨

地域感謝デー｡ 公民館を中心とした地元の協力を得て､

体験・展示コーナーやふれあい広場を開催し､ 地域と共

に歩む ｢生涯学習拠点｣ としての自然の家に対する理解

を深めてもらう｡

イ 期日・参加者数

10月26日� 508名

ウ 対 象

子どもから高齢者まで､ 地域住民を中心とした一般

エ 内 容

� 生花､ 手芸､ 書道､ 絵画等の作品展示

� 各種体験コーナー (海浜クラフト､ キーホルダー製

作)

� 歌謡､ 舞踊､ コーラス､ ３	体操､ カラオケ等の発

表


 食べるコーナー､ 遊ぶコーナー､ 即売コーナー

２ 豊かな自然から学ぶ体験活動推進事業 (委
託)

� ウィークエンドわくわく体験

ア 趣 旨

平成14年度からの完全学校週５日制実施に伴い､ 自然

体験活動等の事業を休日に実施することにより､ 子ども

たちの自主性と創造性を育てる｡

イ 対 象

小・中学生とその保護者

ウ 実施日・事業名・参加人数

� ４月19日�

｢潮干狩りと磯の生物観察｣ 91名

� ７月５日�

｢地引き網に挑戦｣ 169名

� ９月27日�

｢親子でフィッシング｣ 71名


 12月20日�

｢年末年始を手作りで飾ろう｣ 34名

� ハートウォームプラン

｢はつらつ海の体験｣

ア 趣 旨

学校になじめずにいる子や不登校の児童・生徒を対象

に､ 自然体験活動等を通して社会性や自立心､ 忍耐心等

の涵養を図るとともに､ その保護者に対し､ 課題解決へ

向けた養育相談や交流会等を提供する｡

イ 対 象

学校になじめない子や不登校の児童生徒とその保護者

20名程度

ウ 実施日・事業名・参加人数

� ６月７日�～８日� ｢仲間との出会い｣ 18名

� ７月12日�～13日� ｢海を楽しむ｣ 38名

� 10月４日�～５日� ｢海にかがやく｣ 23名

エ 主な内容

� 児童・生徒対象

�第１回

焼きそば作り､ ネイチャーゲーム､ グラウンドゴル

フ､ サポーターとの交流､ コース別活動 (海浜散策と

自由クラフト・サイクリングと釣り)

�第２回

いかだ作り､ いかだ・カヌー遊び､ 野外炊飯､ キャ

ンプファイア､ 花火大会､ 旗取りゲーム､ バーベキュー

�第３回

相馬駒焼き､ サポーターによるミニ運動会､ ナイト

ハイク､ 星空観察､ 鹿狼山登山､ お別れの会食

� 保護者対象

教育相談､ 情報交換等

� 学校や地域社会との連携

学生サポーター事前研修会の開催
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３ 相馬海浜自然の家��基礎技能講習会

� 趣 旨

情報通信技術 (��) 及び��社会が急激に変化するこ

とに鑑み､ パソコンの基礎技能の向上を図る｡

� 対 象

一般成人 (満20歳以上)

� 実施日・参加人数

ア 第１回 平成16年２月25日� 10名

イ 第２回 平成16年２月26日� 10名

ウ 第３回 平成16年２月27日� 10名

エ 第４回 平成16年２月28日� 10名

オ 第５回 平成16年３月４日� ７名

カ 第６回 平成16年３月５日� 10名

キ 第７回 平成16年３月６日� ７名

� 主 な 内 容

パソコンの基本操作､ 名刺・ハガキ・文書の作成､ イン

ターネットの利用にかかる技能等

４ 財団事業 ｢クルージング・福島の海体験事
業｣

� 趣 旨

自然の家での集団宿泊等の体験活動､ 福島丸での航海体

験､ ふくしま海洋科学館での学習活動を通して､ 海や地球

への関心を深め､ 生きる力を育む｡

� 対象・参加者数

小学校５､ ６年生および中学生 ４施設全体で46名

� 期 日

７月23日�～24日� １泊２日

� 主 な 内 容

アクアマリンふくしま見学､ 福島丸で航海体験､ いわき

海浜自然の家での宿泊学習

福島県いわき海浜自然の家

第１節 概 要
福島県いわき海浜自然の家は､ 生涯学習時代に対応し､ 開

かれた社会教育施設として､ 海と山の豊かな自然環境の中で

様々な活動を通して､ 自然・感動体験を得､ 自然に対する認

識を深め､ 心身共に健全な青少年を育成することを目的とし

て平成８年７月に開所された｡

開所以来､ 学校の利用は勿論､ 公民館､ 子ども会､ 家族の

利用等､ あらゆる年齢層の人達に利用されている｡

本年度は､ 新活動プログラムの開発と提供､ 利用しやすい

施設づくりと円滑で臨機応変な活動支援に努めた｡ また､ 施

設ボランティアの養成にも努め､ 年間を通して延べ142名が､

主催事業を中心に活動の支援に取り組んだ｡ また､ 今年度ボ

ランティア養成講座を終了した第１期生21名が､ ボランティ

アとして登録し､ 次年度より施設ボランティアとして活動の

支援等にあたることになっている｡

本年度の年間利用団体数は約660団体､ 延べ利用者数は約

74,000人で､ 多くの成果をあげることができた｡

１ 役員及び職員組織

� 福島県いわき海浜自然の家運営委員

運営委員会は､ 次のとおり２回実施した｡

□ 第１回

ア 期 日 平成15年７月17日�

イ 場 所 福島県いわき海浜自然の家研修室

ウ 内 容 ・平成14年度運営実績について

・平成14年度主催事業実施状況について

・平成14年度施設利用実績について

・平成15年度運営方針・重点目標について
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氏 名 所 属

◎ 砂子田敦博 いわき市教育委員会教育長

○ 齋藤 和夫 福島県子ども会育成会連合会会長

佐藤 征 福島県公民館連絡協議会会長

鈴木 修典 いわき市PTA連絡協議会会長

久野 孝 日本国際生活体験協会いわき地区委員
会副会長

小平 良男 福島県高等学校長協会いわき支部長

鈴木 雅之 福島県中学校長会いわき支会中学校長会会長

大森 俊輔 福島県小学校長会いわき支会長

佐藤 佳子 福島県生活環境部県環境総務領域青少
年グループ参事

佐々木孝司 福島県教育庁生涯学習・文化スポーツ
領域社会教育参事

注 ◎印�委員長 ○印�副委員長



・平成15年度主催事業計画について

・平成15年度施設利用状況及び予約状況に

ついて

□ 第２回

ア 期 日 平成16年２月17日�

イ 場 所 福島県いわき海浜自然の家研修室

ウ 内 容 ・平成15年度運営実績について

・平成15年度主催事業実績と反省について

・平成15年度施設利用実績について

・平成16年度運営方針・重点目標について

・平成16年度主催事業計画について

・平成16年度施設利用予約状況について

� 職 員 組 織

２ 平成15年度重点目標と成果

すべての利用者が､ 当施設での体験活動等の目的を達成し､

｢楽しかった｣ ｢満足した｣ ｢また来てみたい｣ と感動できる

自然の家となるよう､ 次の項目に重点的に取り組んだ｡

� 利用者の多様な学習や体験活動のニーズに対応した施設

運営のあり方とプログラムの一層の研究開発と発展に努め

た｡

� 完全学校週５日制・新学習指導要領､ 特に ｢総合的な学

習の時間｣ を自然の家として対応できる活動プログラムの

体系化と研究開発に努めた｡

� 楽しく遊ぶだけでなく地球・自然環境に配慮した (見る・

知る・学ぶ・感じる) 体験活動の事業と活動プログラムの

研究開発と実践に努めた｡

� 情報化通信社会に対応した情報発信の研究と実践に努め

るとともに､ ��学習機会・体験を提供するための活動プ

ログラムの開発と環境整備に努めた｡

� 利用者の高度化・多様化する学習・活動ニーズに対応す

るため､ 関係機関・施設とのネットワークの強化に努めた｡

	 当施設の地域性､ 独自性の特色を打ち出した ｢ボランティ

ア人材の育成｣ と ｢地域人材の施設ボランティア活用｣ の

２本柱として継続的に研究と実践に努めた｡


 所員個々の能力の向上を目指し､ 研修の充実を図り､ 効

果的な活動支援のあり方を充実させるとともに､ 主体的な

自己研鑽に努めるよう意識の高揚を図ってきた｡

� 人災による事故を避けるため､ あらゆる状況にも臨機応

変に対処できるよう日頃からの危機管理体制を充実させた｡

第２節 施設・設備の概要

１ 所 在 地

いわき市久之浜町田之網字向山53

２ 宿 泊 定 員

○ 本 館 定 員 300名 (和室28室)

○ ロッジ定員 160名 (10棟)

○ テント定員 100名 (25張)

３ 敷 地 面 積

○ 363,236㎡

４ 建 物 面 積

○ 6,949.94㎡

○ 中心施設

本 館 (宿泊室､ オリエンテーションホール､ 研修室､

野外学習室､ 事務室､ 食堂､ 浴室等)

体育館

○ 野外施設

管理棟､ ロッジ､ 炊飯棟､ 便所等

５ 野外活動施設面積

○ つどいの広場 7,000㎡

○ 多目的広場 8,890㎡

○ 自然観察園 4,050㎡

６ 設備・備品等

○ 体育館 (バレーボールコート２面､ バスケットボール

コート１面､ バトミントンコート２面､ 卓球

台３台､ ピアノ１台他)

○ 野営場 (野外炊飯､ キャンプ用品一式､ 冷蔵庫他)

○ 野外活動設備 (フィールドアスレチックコース､ 冒険

の森遊歩道､ トリムコース､ 営火場７カ所､

各種オリエンテーリングコース､ ナイトハイ

キングコース､ ウォークラリーコース､ ロー

プコース､ マウンテンバイクコース他)

○ 多目的広場 (サッカー､ ソフトボール等に関する運動

用具一式他)

○ その他 (視聴覚機器､ 天体望遠鏡､ 双眼鏡､ 七宝焼き

がま､ 釣り用具一式､ 海浜活動用具一式､ パ

ソコン (インターネット常時接続可10台))
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第３節 利 用 状 況

１ 月別利用状況
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月
種 別

区 分

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

４

団 体 数 1 1 2 0 2 1 1 0 2 2 12

利用人員 85 89 66 0 274 8 17 0 26 103 668

延 人 数 170 178 132 0 776 16 51 0 52 206 1,581

５

団 体 数 38 6 1 1 0 5 0 1 5 3 60

利用人員 2,214 389 46 37 0 101 0 8 34 101 2,930

延 人 数 5,778 896 92 111 0 202 0 16 68 202 7,365

６

団 体 数 57 0 0 3 1 5 0 1 1 3 71

利用人員 3,717 0 0 46 28 173 0 6 5 116 4,091

延 人 数 10,286 0 0 92 56 346 0 12 10 163 10,965

７

団 体 数 53 2 0 2 9 39 0 2 9 1 117

利用人員 2,967 162 0 108 563 1,684 0 93 48 50 5,675

延 人 数 7,511 324 0 263 1,126 3,720 0 186 107 100 13,337

８

団 体 数 23 1 2 0 0 68 2 0 44 1 141

利用人員 945 25 75 0 0 2,562 37 0 295 104 4,043

延 人 数 2,508 75 197 0 0 5,715 74 0 706 312 9,587

９

団 体 数 52 0 0 4 0 19 1 0 4 1 81

利用人員 3,497 0 0 116 0 756 21 0 23 52 4,465

延 人 数 8,905 0 0 232 0 1,512 42 0 46 104 10,841

10

団 体 数 48 0 0 2 0 20 1 0 3 2 76

利用人員 3,107 0 0 86 0 713 18 0 12 36 3,972

延 人 数 8,081 0 0 240 0 1,426 36 0 24 36 9,843

11

団 体 数 13 1 0 0 0 12 1 0 4 0 31

利用人員 1,009 51 0 0 0 791 16 0 22 0 1,889

延 人 数 2,910 153 0 0 0 1,582 32 0 44 0 4,721

12

団 体 数 0 0 0 0 0 13 3 2 3 0 21

利用人員 0 0 0 0 0 556 49 48 23 0 676

延 人 数 0 0 0 0 0 1,112 108 96 46 0 1,362

１

団 体 数 0 0 2 0 1 5 1 0 2 1 12

利用人員 0 0 127 0 51 167 20 0 10 43 418

延 人 数 0 0 381 0 102 360 60 0 20 86 1,009

２

団 体 数 0 0 1 0 0 11 1 1 1 3 18

利用人員 0 0 14 0 0 399 17 42 4 102 578

延 人 数 0 0 28 0 0 798 34 126 8 190 1,184

３

団 体 数 0 0 0 0 0 17 2 5 3 0 27

利用人員 0 0 0 0 0 656 151 148 10 0 965

延 人 数 0 0 0 0 0 1,462 431 296 23 0 2,212

実績計

団 体 数 285 11 8 12 13 215 13 12 81 17 667

利用人員 17,541 716 328 393 916 8,566 346 345 512 707 30,370

延 人 数 46,149 1,626 830 938 2,060 18,251 868 732 1,154 1,399 74,007

合 計

団 体 数 285 11 8 12 13 215 13 12 81 17 667

利用人員 17,541 716 328 393 916 8,566 346 345 512 707 30,370

延 人 数 46,149 1,626 830 938 2,060 18,251 868 732 1,154 1,399 74,007



２ 利用団体別・宿泊日数利用状況

― 252 ―

� 利 用 者 数 � 利用者受け入れ日数

項 目 団 体 数 実利用者数 延宿泊者数 延利用者数 項 目 利用可能日 利用日数 宿泊可能日 宿泊日数

利用者数 667 30,370 43,637 74,007 利用日数 273 231 217 172

(キャンプ) (14) (614) (653) (1,267) (キャンプ) (164) (25) (129) (15)

(ロ ッ ジ) (243) (11,421) (11,892) (23,313) (ロ ッ ジ) (164) (126) (129) (107)

※ ( ) はキャンプ､ ロッジの内数
� 利用者区分

泊 数
種 別

区 分

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

１ 日

団 体 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5

実利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 119 119

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 119 119

１泊２日

団 体 数 101 6 5 9 12 190 9 11 62 11 416

実利用者数 6,474 522 1564 241 802 7,457 170 303 398 484 17,005

延宿泊者数 6,474 522 1564 241 802 7,457 170 303 398 484 17,005

延利用者数 12,948 1,044 308 482 1,604 14,914 340 606 796 968 34,010

２泊３日

団 体 数 184 5 3 3 0 24 4 1 17 1 242

実利用者数 11,067 194 174 152 0 1,099 176 42 106 104 13,114

延宿泊者数 22,134 388 348 304 0 2,198 352 84 212 208 26,228

延利用者数 33,201 582 522 456 0 3,297 528 126 318 312 39,342

３泊４日

団 体 数 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2

実利用者数 0 0 0 0 114 10 0 0 0 0 124

延宿泊者数 0 0 0 0 342 30 0 0 0 0 372

延利用者数 0 0 0 0 456 40 0 0 0 0 496

４泊５日

団 体 数 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2

実利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 8

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 32

延利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 40

５泊６日

団 体 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計

団 体 数 285 11 8 12 13 215 13 12 81 17 667

実利用者数 17,541 716 328 393 916 8,566 346 345 512 707 30,370

延宿泊者数 28,608 910 502 545 1,144 9,685 522 387 642 692 43,637

延利用者数 46,149 1,626 830 938 2,060 18,251 868 732 1,154 1,399 74,007



３ 研修活動の分類と実施団体数
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分
類

番
号

種 別
プログラム名

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小 学 校 中 学 校 高等学校 養護学校 そ の 他 少 年 青 年 そ の 他

環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム

１ 自然(海浜)散策・観察 13 0 1 0 0 8 2 0 3 2 29
２ 標 本 作 り 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
３ ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム 29 0 0 2 0 1 1 0 0 2 35
４ ネ イ チ ャ ー ラ リ ー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
５ ボ ン ・ フ ァ イ ア 17 0 0 0 0 3 0 0 5 0 25
６ ナ イ ト ・ ハ イ ク 193 3 0 0 1 39 2 1 22 2 263
７ グリーン・アドベンチャー 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5
８ スター・ウォッチング 4 0 0 0 0 11 0 1 11 0 27
９ ス タ ー ・ ビ ン ゴ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

野

外

活

動

プ

ロ

グ

ラ

ム

海

浜

活

動

10 磯 遊 び 201 5 0 2 2 32 0 0 24 3 269
11 魚 釣 り 107 4 0 0 0 10 0 0 12 3 136
12 い か だ 作 り ・ 乗 り 99 1 0 2 0 27 0 0 1 1 131
13 カ ヌ ー 4 0 0 0 0 7 0 0 3 0 14
14 海 水 浴 0 0 0 0 0 5 0 0 9 1 15
15 ボ デ ィ ・ ボ ー ド 16 0 0 0 0 17 0 0 5 1 39
16 砂 の 芸 術 74 0 0 3 2 8 0 0 3 2 92
17 ビ ー チ ・ バ レ ー 3 0 0 0 0 2 0 0 0 0 5

エ

リ

ア

内

活

動

18 冒 険 の 森 散 策 70 0 0 0 4 17 0 9 10 3 113
19 冒険の森アドベンチャー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 ハ イ キ ン グ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
21 スコア・オリエンテーリング 57 1 1 1 2 11 0 1 2 2 78
22 ポイント・オリエンテーリング 6 0 1 0 0 10 0 0 0 0 17
23 ビンゴ・オリエンテーリング 20 0 0 0 0 9 0 0 0 0 29
24 ウ ォ ー ク ラ リ ー 43 2 0 1 1 6 1 0 1 2 57
25 フィールド・アスレチック 88 2 0 1 3 36 2 0 17 2 151
26 野 外 炊 飯 160 6 0 4 4 55 1 1 24 7 262
27 キ ャ ン プ ・ フ ァ イ ア 143 4 0 3 3 40 1 0 1 6 201
28 マ ウ ン テ ン ・ バ イ ク 46 0 0 0 1 38 0 0 37 1 123
29 ペ タ ン ク 9 0 1 0 0 9 1 0 1 0 21
30 二 ツ 箭 山 登 山 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3
31 グ ラ ン ド ゴ ル フ 7 0 2 0 0 11 1 0 4 1 26
32 悪 漢 ・ 探 偵 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
33 ア パ ッ チ 砦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 陣取りゲーム・旗取りゲーム 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
35 野外ゲーム／ロープコース 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4

室

内

活

動

プ

ロ

グ

ラ

ム

創

作

活

動

36 貝 飾 り 3 0 0 0 0 5 0 0 1 1 10
37 貝 壁 飾 り 15 0 0 1 0 2 0 0 4 0 22
38 ス ト ー ン ・ ア ー ト 9 0 0 2 0 8 0 0 7 0 26
39 ブ ー メ ラ ン 1 0 0 0 0 4 0 0 0 0 5
40 紙 飛 行 機 1 0 0 0 1 5 0 0 0 0 7
41 キ ー ホ ル ダ ー 2 0 0 0 2 13 0 1 3 0 21
42 七 宝 焼 き 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 3
43 し お り 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2
44 草 木 染 め 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
45 木 製 コ ー ス タ ー 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3
46 飛 ぶ 輪 っ か 2 0 0 0 0 8 0 0 3 1 14

室

内

ゲ

ー

ム

47 キャンドル・ファイア 64 3 0 4 5 39 1 1 1 4 122
48 室 内 ゲ ー ム 11 2 0 1 2 32 1 2 9 0 60
49 室 内 オ リ ン ピ ッ ク 4 0 1 1 2 2 0 0 0 0 10
50 室内スポーツ (卓球・バスケ) 1 0 3 0 0 39 2 1 26 0 72
51 室内ビンゴ・オリエンテーリング 18 2 1 1 0 29 0 0 13 1 65
52 室 内 ウ ォ ー ク ラ リ ー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
53 室 内 ペ タ ン ク 9 0 2 0 1 23 1 0 8 0 44
54 フリー・ブロー (吹矢) 12 1 0 1 2 40 1 0 7 0 64
55 輪投げ／インディアカ 10 1 0 0 1 35 1 0 10 0 58
56 伝 承 遊 び 1 0 0 0 0 7 1 0 9 0 18

そ

の

他

57 地 引 き 網 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
58 サ イ ク リ ン グ 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5
59 移 動 体 験 学 習 ・ 活 動 11 1 1 0 1 11 1 1 14 0 41
60 学 習 (研修) 4 1 10 1 2 21 6 11 1 7 64
61 ス ポ ー ツ (練習等) 0 0 1 0 0 18 2 3 0 0 24
62 合 唱 ・ 合 奏 等 練 習 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 4

合 計 1,604 41 25 31 42 762 29 34 315 55 2,938



第４節 主 催 事 業

１ 指導者の研修

� 学校利用団体

ア 目 的

当自然の家での研修をより効果的に実施するための事

前研修｡ 研修活動の企画・立案から諸手続き､ 実技まで

を研修する｡

イ 期日・対象・参加者数

〈第１回〉

� 期 日 平成15年４月24日�～25日�

� 対 象 平成15年６月23日�～７月18日�に利

用する学校の教職員

� 参加者数 61名

〈第２回〉

� 期 日 平成15年４月30日�～５月１日�

� 対 象 平成15年８月26日�～９月20日	に利

用する学校の教職員

� 参加者数 68名

〈第３回〉

� 期 日 平成15年５月29日�～30日�

� 対 象 平成15年９月25日�～11月29日	に利

用する学校の教職員

� 参加者数 68名

〈第４回〉

� 期 日 平成16年２月12日�～13日�

� 対 象 平成16年４月13日�～６月19日	に利

用する学校の教職員

� 参加者数 89名 合計 286名

ウ 研修内容

� 施設見学 (本館､ 野営場､ ロッジ等)

� 実技研修 (磯遊び､ 釣り体験､ 冒険の森踏査､ キャ

ンプファイア､ 野外炊飯等)

� 活動計画作成 (活動プログラムの立案､ 同時利用校

との活動場所調整)

� 社会教育関係団体

ア 目 的

当自然の家での研修をより効果的に実施するための事

前研修｡ 研修活動の企画・立案から諸手続き､ 実技まで

を研修する｡

イ 期日・対象・参加者数

○ 期 日 平成15年６月７日	～８日


○ 対 象 平成15年度に利用する20名以上の社会教

育関係団体の引率責任者

○ 参加者数 100名

ウ 研修内容

○ 施設見学 (本館､ 野営場､ ロッジ等)

○ 実技研修Ⅰ (海コース､ 山コース踏査)

○ 実技研修Ⅱ (野外炊飯､ ナイトハイク)

○ 活動計画作成 (活動プログラムの立案)

２ 豊かな自然から学ぶ体験活動推進事業

� ハートウォームプラン ｢心に翼・ふれあいキャンプ｣

ア 目 的

自然体験活動を通して交流を深め､ 自然や人とふれあ

う喜びを体得するとともにお互いの理解を深める｡

イ 期 日 平成15年８月１日�～３日


ウ 対 象 県内の小・中学生､ 聾・養護学校に在籍す

る児童・生徒

エ 参加者数 89名

オ 内 容 おもしろウォークラリー､ ボディーボード､

海水浴､ いかだ乗り､ 海の生き物とのふれ

あい､ キャンプファイア､ 思い出の�シャ

ツ作り

３ 豊かな自然体験活動推進事業

� ウィークエンドわくわく体験

ア 目 的

学校週５日制の実施に伴う休業土曜日に､ 自然体験学

習を実施することにより､ 友との交流や親子のふれあい

を深め自主性・創造性・社会性を育てるとともにボラン

ティア活動の場とする｡

イ 内 容

� 2003 学ぼう�森と水のエコスクール

 期 日 平成15年５月17日	～18日


� 対 象 県内の小・中学生とその保護者

� 参加者数 33名

� 活動内容 大久川・三森渓谷での水中生物の採取・

観察､ 森の自然体験学習

オーロラについての話及びビデオ視聴

自然の家エリア内の森の自然観察

� 学ぼう�春の海 ～釣り・磯遊び～

 期 日 平成15年６月28日	

� 対 象 県内の小・中学生とその保護者

� 参加者数 51名

� 活動内容 舟戸海岸での海釣り体験

� とことん海釣り ～夜釣りにも挑戦～

 期 日 平成15年９月27日	～28


� 対 象 県内の小・中学生とその保護者

� 参加者数 52名

� 活動内容 舟戸海岸・四倉漁港での海釣り体験

波立海岸での夜釣り体験

� 紅葉のトレッキング ～いざ､ 五社山へ～

 期 日 平成15年10月25日	

� 対 象 県内の小・中学生とその保護者

� 参加者数 19名

� 活動内容 五社山トレッキング

� 親子のつどい (ファミリーウインターランド)

 期 日 平成16年１月24日	～25日


� 対 象 県内の小・中学生とその保護者

� 参加者数 43名

� 活動内容 ウッドクラフト製作

キャンドルファイア
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アウトドアクッキング

４ その他の主催事業

� ボランティア養成講座

ア 目 的

当所の果たす役割について理解を深め､ 自然体験活動

を支援する上で必要な知識と技能を習得するとともに､

当所の施設ボランティアとして活動できるようにする｡

イ 期日・対象・参加者数

(第１回)

� 期 日 平成15年５月10日�～11日�

� 対 象 高校生､ 大学生､ 専門学校生及び一般

社会人で当施設のボランティアとして

活動に関心のある者

� 参加者数 26名

� 内 容 演習Ⅰ ｢心肺蘇生法｣ 講話 開講式

演習Ⅱ ｢グループワークトレーニング｣

演習Ⅲ ｢キャンプファイア｣

演習Ⅳ ｢部屋点検｣

実技Ⅰ ｢野外炊飯｣

実技Ⅱ ｢磯遊び・釣り｣

(第２回)

� 期 日 平成15年６月14日�

� 対 象 高校生､ 大学生､ 専門学校生及び一般

社会人で当施設のボランティアとして

活動に関心のある者

� 参加者数 18名

� 内 容 実技Ⅰ ｢オリエンテーリング｣

演習Ⅰ ｢テント設営と撤収｣

演習Ⅱ ｢グループワークトレーニング｣

(第３回)

� 期 日 平成15年10月12日�

� 対 象 高校生､ 大学生､ 専門学校生及び一般

社会人で当施設のボランティアとして

活動に関心のある者

� 参加者数 17名

� 内 容 演習Ⅰ ｢クラフト製作｣

演習Ⅱ ｢ネイチャーゲーム｣

演習Ⅲ ｢グループワークトレーニング｣

実技Ⅰ ｢ニュースポーツ｣

(第４回)

� 期 日 平成16年２月21日�

� 対 象 高校生､ 大学生､ 専門学校生及び一般

社会人で当施設のボランティアとして

活動に関心のある者

� 参加者数 20名

� 内 容 演習Ⅰ ｢トーチ棒つくり｣

演習Ⅱ ｢貝拾い｣

演習Ⅲ ｢グループワークトレーニング｣

演習Ⅳ ｢キャンドルファイア｣

(第５回)

� 期 日 平成16年２月22日�

� 対 象 高校生､ 大学生､ 専門学校生及び一般

社会人で当施設のボランティアとして

活動に関心のある者

� 参加者数 20名

� 内 容 演習Ⅰ ｢施設の整備｣

演習Ⅱ ｢グループワークトレーニング｣

修了式

� ��講習会

ア 目 的

情報通信技術及び��社会が急激に変化することに鑑

みできるだけ多くの地域住民に対して､ ��基礎技能の

早期の普及を図る｡

イ 期日・対象・参加者数

(第１回)

� 期 日 平成16年２月７日�

� 対 象 成人

� 参加者数 ７名

� 内 容 ｢インターネット体験コース｣

講義Ⅰ ｢インターネットの概要｣

講義Ⅱ ｢自宅でインターネットをする

には｣

実技Ⅰ ｢コンピュータの基礎操作｣

実技Ⅱ ｢ネットサーフィンの体験｣

実技Ⅲ ｢掲示板・	メール利用体験｣

実技Ⅳ ｢自主体験｣

(第２回)

� 期 日 平成16年２月８日�

� 対 象 成人

� 参加者数 ７名

� 内 容 ｢ホームページ作成コース｣

講義Ⅰ ｢Webページの概要｣

実技Ⅰ ｢ホームページの作成｣

実技Ⅱ ｢ファイルのアップロード｣

実技Ⅲ ｢作品発表｣

実技Ⅳ ｢自主体験｣
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福 島 県 郡 山 自 然 の 家

第１節 概 要
本施設は､ 郡山駅より11㎞､ 郡山南インターより車で８分

という交通の便に恵まれ､ しかも豊かな自然環境に囲まれて

いる都市近郊型の自然の家であり､ 心身ともに健全な青少年

と心豊かな社会人を育成することを目的とした教育施設であ

る｡

『財団法人福島県郡山自然の家』 として生まれ変わって６

年目を迎え､ それまでの利用主体であった小中学生のみなら

ず､ 高校生､ 一般社会人・企業・家族など利用者層が多種多

様になってきている｡ 恵まれた自然環境の中で､ ｢みどり・

であい・感動｣ をキャッチフレーズに､ 野外活動や集団宿泊

活動を通して､ ｢自然に親しむ心や畏敬の念｣ ｢規律・協同・

友愛・奉仕の精神｣ ｢自ら実践し､ 創造する態度｣ の育成を

目指し､ 様々な活動を展開してきた｡ 本所は､ 生涯学習の拠

点として､ 広く県民の皆様に利用していただけるような施設

を目指している｡

本年度は､ ｢魅力ある施設づくり｣ をさらに進め､ 豊かな

体験活動の場の充実を図るために､ 野営場のいすの改修や本

館宿泊室のエアコンの設置などを初めとする施設設備の充実

を図るとともに､ 特色あるプログラムの開発に努めてきた｡

その結果､ 年間の利用状況は､ 利用団体数365団体 (前年

度比115団体の増)､ 延べ利用者数32,894 (前年度比1,574人

の増) という､ 利用実績と多くの成果を上げることができた｡

昭和47年に開所して以来31年が経過し､ まもなく130万人

に達しようとしている｡

１ 運営委員会及び職員組織

� 運営委員会の組織

運営委員会の組織は､ 次のとおりである｡

運営委員会は､ 次のとおり２回開催した｡

○ 第１回運営委員会

平成15年７月22日�

○ 第２回運営委員会

平成16年２月12日�

� 職 員 組 織

２ 平成15年度重点目標と成果

� 利用団体への支援

ア 団体が主体的に活動できるようにするために､ 学校利

用指導者研修会や社会教育団体指導者研修会を開催する

など､ 利用団体の指導者との連携を密にした｡

その中で､ 施設の概要を説明し研修のねらい・活動種

目・実施方法など､ 活動プログラムの編集について､ 指

導・援助を行うとともに､ 事前打合せや実地踏査・下見

等を奨励し､ 各利用団体が主体的に活動できるように支

援した｡

イ プログラムの作成にあたっては､ 利用団体のより主体

的な活動プログラムができるように､ 利用団体の目的や

ニーズに応じて､ 弾力的に支援した｡

さらに､ 利用者が自然や友達との触れ合いをより深め､

新たな発見や気づきを重視した活動が出来るよう､ ゆと

りある日程プログラムの作成を働きかけた｡

� 利用者の声を生かす

ア 運営委員会等関係諸機関の提言を十分生かし､ 利用団

体間の交流を取り入れるなど､ 運営改善に努めた｡

イ 利用団体の指導者及び利用者の声をアンケート等によ

り集約し､ 分析して､ 環境設備の充実やプログラムの開

発､ 運営に生かしてきた｡

� 環境保護の視点に立った環境整備

ア 手入れがゆき届いた施設設備を目指して､ 日常点検や

活動開始前の点検を常に心掛けた｡

イ 自然保護に配慮して､ 自然と共生するコース案内板等

の補修及び更新を行ってきた｡ また､ 樹木にやさしくと

いう考えに立って､ 針金等による補修を行わないように

した｡ 同時に､ エリア内美化活動への参画を利用団体に

も啓発した｡

ウ 室内の環境については､ 季節ごとの掲示に心がけるな

ど変化のある計画的な掲示を行い､ 環境を整えた｡

エ 安全確保と環境保全のため､ 活動館裏道路を整備した｡

� 多様なニーズに対応できるプログラムの開発

ア 利用団体の研修のねらいも年々多様になってきており､

団体のニーズに応じて弾力的に対応できるように努めた｡

また､ ｢総合的な学習の時間｣ を活用しての利用など､

利用団体の趣旨を生かしたプログラムの推進を図った｡
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また､ 本所外でのプログラムとして､ ふれあい科学館

や猪苗代スキー場､ 磐梯熱海アイスアリーナ､ 郡山スケー

ト場など､ 近隣施設との連携を図り､ プログラムに幅と

広がりを持たせた｡

イ 既存の活動種目を見直し､ 改善を加えた｡ 特に､ プロ

グラムの内容が実態に合っているかという観点から再吟

味して､ より多くの利用者が楽しむことが可能な内容に

改めた｡

雨天時の活動を中心とする活動プログラムとして､ ク

ラフト活動の充実を図るとともに､ 野外説明テントの有

効活用や､ 雨天時の野外活動を実施する場合の対応にも

心がけた｡

� 広報活動の展開

ア 多くの利用者に利用してもらえるよう､ 利用拡大に向

けて､ 積極的に広報活動を行ってきた｡ 小中学校はもち

ろん幼稚園や公民館を初めとする社会教育団体を訪問し

た｡

イ 所報や主催事業案内､ 利用ガイド等の改善・充実を図

り､ 自然の家の案内��に努めた｡

ウ 主催事業などでは､ 報道機関を通した周知活動や広報

活動を積極的に行い､ 利用拡大を推進してきた｡

� 特色ある主催事業の開発

ア 豊かな自然から学ぶ体験活動推進事業では､ ボランティ

ア支援対応事業としてウィークエンドわくわく体験を行っ

た｡

７月に行った 『ビバ�ファミリーキャンプ』 では､ 本

所の野営場等のフィールドを活用して実施した｡ キャン

プ生活を通して親子の絆を深めるとともに､ 家族相互の

交流や親睦を深めることができた｡

多くの参加希望があり､ 要望に応えるために､ 今年度

初めて､ 秋に ｢オータムキャンプ｣ を開催し､ 火熾しや

そば打ちを取り入れた活動を実施した｡

10月には､ 『親子でふれあいディー』 を実施し､ 地域

とともに歩む自然の家の姿を目指し､ 地域住民や地域の

幼稚園､ 小・中学校の参加のもと､ 本所を開放し､ 自然

体験プログラムを体験していただいた｡

２月には､ 『北風小僧と“氷”で滑ろう�』 を実施し､

北風の吹く中､ 親子でスケートを体験し､ 厳冬の猪苗代

湖で白鳥を観察した｡

イ 『潮風に乗ってクルージング』 を会津自然の家と共催

で実施した｡ 郡山と会津の児童生徒を引率して､ いわき

の海で福島丸に乗船し､ いわき海浜自然の家に宿泊した｡

ウ 『夢冒険キャンプ』 は､ 猪苗代湖一周サイクリングを

メインに据え､ 猪苗代湖舘浜で３泊４日のキャンプ生活

を行った｡ 自然の中での自主的活動体験や仲間との自然

体験活動を通して､ 大きな感動とやり遂げたという充実

感や達成感を味わわせることができた｡

エ 『たくましく生きる少年のつどい』 は､ ４回に分けて

実施した｡ 活動のテーマを第１回 ｢新しい友や自然との

出会い｣､ 第２回 ｢友との交流とキャンプ体験・登山｣ ､

第３回 ｢新たな自分の発見｣､ そして今年度初めて第４

回 ｢チャレンジ編｣ として､ 豊かな人間関係が保て､ 自

分のよさに気づき､ 自立する子を育てることをねらいと

したプログラムを設定した｡

第１回目は､ コミュニケーション能力の育成に主眼を

置き､ 新しい友やメンタルフレンドとしての学生サポー

ター達とのふれあいゲーム等を設定した｡ 第２回目は､

困難を克服できる能力の育成をねらいとし､ テント泊や

野外炊飯､ 磐梯山登山などを実施した｡ 第３回目は､ 自

主性､ 自立心を養うことをねらいとし､ 子供たちの企画

運営による野外活動プログラムを取り入れた｡ 第１回か

ら第３回までの活動を通して､ 子供たちの自立心の伸長

や人間関係の拡大､ 生活経験の拡大が図られるなど､ 成

長の跡が見られた｡ 第４回目は､ 家庭や家族から長期間

離れ､ 子供たちだけで３泊し､ 各教科の学習体験や様々

な社会体験をするというプログラムを実施した｡

� 安全対策の充実

｢事故はどこでもいつでも起こり得る｣ という認識に立っ

て､ 所員の安全意識の向上を図り､ 施設設備の日常点検及

び定期点検の実施はもちろんのこと､ 利用者に対しても働

きかけ､ 積極的に安全対策を行ってきた｡ 今後とも､ 引率

指導者への安全意識の向上に努めていく｡

食中毒防止については､ ｢手洗いの徹底｣ を働きかけて

きた｡ 食事を提供する食堂業者や利用者の意識も高く､ 大

きな問題は無かった｡ 今後とも､ 油断すること無く万全の

努力をしていくことが必要である｡

スズメバチ対策については､ 捕虫装置を設置してハチを

捕獲し､ 前年度の状況と比較し､ 分析しながら対策を講じ

てきた｡ 特に､ 今年度は設置個所を増やしたり､ コース点

検を強化したりするなどして対応してきた｡

また､ 不審者の侵入防止を図るため､ 常に来所者に声を

かけたり､ 車止めや施設の施錠の完全を期すなどして､ 安

全管理に努めてきた｡

今後とも､ 安全対策に万全を期すため､ 的確な情報を収

集し対処していきたい｡

� 施設設備等の充実

利用者に快適に利用してもらえるように､ 現在の施設環

境のもとで､ できることは何かを考えながらハード面ソフ

ト面の両面からの改善を行ってきた｡

野外環境では､ 利用者からのニーズに対応して､ 老朽化

が進んでいた野営場テーブルの椅子の改修､ 食器の更新､

野営場の案内板の改修､ 活動センターの冷蔵庫の更新､ 本

館各部屋のエアコンの設置､ ふとんの新規入れ替え､ テン

トの新規購入､ マウンテンバイク15台を購入するなどした｡

第２節 施設・設備の概要

１ 所 在 地

〒963－0213

郡山市逢瀬町多田野字中丸山46番地

２ 宿 泊 定 員
○ 本 館 166名 (14部屋)
○ ロッジ 126名 (９棟)

― 257 ―



３ 敷 地 面 積

237,587.59㎡

４ 建 物 面 積

延床面積 3,806.08㎡

本館 (管理棟・宿泊室・研修室・浴室)､ 体育館､ 食堂､

総合活動館､ 野外活動センター､ ロッジ等

５ 設備備品等

野外活動設備 (フィールドアドベンチャー設備､ アーチェ

リー場､ スコアオリエンテーリングコース､ マウンテンバイ

クコース､ フィールドワークコース､ 営火場等)､ 天体望遠

鏡､ 運動及び野外活動用具､ 視聴覚機器､ パーソナルコンピュー

ター等
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第３節 利 用 状 況
郡山自然の家の利用者は､ 次のように大別される｡

○ 保育所､ 幼稚園､ 小学校､ 中学校､ 養護学校､ 高等学校

の園児や児童生徒及び引率者

○ スポーツ少年団､ 子供会育成会､ 学校・学級PTAなど

の社会教育団体に所属する児童生徒及び引率者

○ 企業やグループ等

本年度の利用団体数は365団体､ 利用者数は､ 実利用者が1

8,113人､ 延利用者32,894人である｡

なお､ 利用状況の詳細は､ 次のとおりである｡
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１ 月別利用状況

月
種 別

区 分

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

４

団 体 数 0 1 0 0 0 6 1 1 1 1 11

利用人員 0 203 0 0 0 295 11 28 14 27 578

延 人 数 0 406 0 0 0 590 11 28 28 27 1,090

５

団 体 数 6 3 0 0 0 2 1 3 0 2 17

利用人員 455 599 0 0 0 53 21 53 0 51 1,232

延 人 数 675 1,198 0 0 0 106 42 106 0 102 2,229

６

団 体 数 22 0 0 0 4 5 1 2 1 1 36

利用人員 1,413 0 0 0 376 496 40 45 14 79 2,463

延 人 数 2,849 0 0 0 746 853 80 45 28 113 4,714

７

団 体 数 8 0 0 1 6 21 1 5 0 3 45

利用人員 260 0 0 42 469 1,062 27 109 0 187 2,156

延 人 数 492 0 0 84 855 2,284 27 195 0 301 4,238

８

団 体 数 6 0 0 1 2 15 4 3 2 2 35

利用人員 73 0 0 2 158 797 56 103 12 67 1,268

延 人 数 179 0 0 2 316 1,615 94 206 24 222 2,658

９

団 体 数 38 0 0 3 0 14 1 3 1 0 60

利用人員 1,909 0 0 75 0 592 12 41 20 0 2,649

延 人 数 3,784 0 0 145 0 996 36 41 20 0 5,022

10

団 体 数 22 0 0 0 0 14 0 7 18 1 62

利用人員 1,660 0 0 0 0 789 0 387 116 900 3,852

延 人 数 2,920 0 0 0 0 1,166 0 387 232 900 5,605

11

団 体 数 4 0 0 2 0 10 0 7 1 2 26

利用人員 250 0 0 47 0 329 0 149 12 101 888

延 人 数 619 0 0 47 0 446 0 194 24 183 1,513

12

団 体 数 0 0 0 0 2 7 1 2 0 2 14

利用人員 0 0 0 0 252 311 23 31 0 69 686

延 人 数 0 0 0 0 624 555 23 63 0 96 1,361

１

団 体 数 2 1 0 0 1 7 2 4 2 0 19

利用人員 100 183 0 0 28 286 62 76 12 0 747

延 人 数 330 366 0 0 28 542 164 100 18 0 1,548

２

団 体 数 0 0 0 1 1 10 2 5 4 1 24

利用人員 0 0 0 22 127 475 37 77 20 32 790

延 人 数 0 0 0 22 381 601 51 114 29 32 1,230

３

団 体 数 0 0 0 0 0 7 5 4 0 0 16

利用人員 0 0 0 0 0 481 208 115 0 0 804

延 人 数 0 0 0 0 0 868 574 244 0 0 1,686

合 計

団 体 数 108 5 0 8 16 118 19 46 30 15 365

利用人員 6,120 985 0 188 1,410 5,966 497 1,214 220 1,513 18,113

延 人 数 11,848 1,970 0 300 2,950 10,622 1,102 1,723 403 1,976 32,894



２ 利用団体別・宿泊日数利用状況
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� 利 用 者 数 � 利用者受け入れ日数

項 目 団 体 数 実利用者数 延宿泊者数 延利用者数 項 目 利用可能日 利用日数 宿泊可能日 宿泊日数

利用者数 365 18,113 14,781 32,894 利用日数 298 244 237 146

(キャンプ) (11) (639) (693) (1,332) (キャンプ) (171) (21) (135) (14)

(ロ ッ ジ) (44) (2,361) (2,376) (4,708) (ロ ッ ジ) (171) (68) (135) (41)

※ ( ) はキャンプ・ロッジの内数
� 利用者区分

泊 数
種 別

区 分

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

１ 泊

団 体 数 34 0 0 5 4 38 6 29 4 6 126

実利用者数 1,004 0 0 76 117 1,546 111 807 37 1,091 4,789

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延利用者数 1,004 0 0 76 117 1,546 111 807 37 1,091 4,789

１泊２日

団 体 数 65 5 0 3 10 74 6 14 26 6 209

実利用者数 4,569 985 0 112 1,046 4,138 145 348 183 345 11,871

延宿泊者数 4,569 985 0 112 1,046 4,006 145 348 183 281 11,675

延利用者数 9,138 1,970 0 224 2,092 8,144 290 696 366 626 23,546

２泊３日

団 体 数 7 0 0 0 2 5 7 1 0 1 23

実利用者数 482 0 0 0 247 196 241 16 0 30 1,212

延宿泊者数 964 0 0 0 494 392 460 32 0 44 2,386

延利用者数 1,446 0 0 0 741 588 701 48 0 74 3,598

３泊４日

団 体 数 2 0 0 0 0 1 0 2 0 2 7

実利用者数 65 0 0 0 0 86 0 43 0 47 241

延宿泊者数 195 0 0 0 0 258 0 129 0 138 720

延利用者数 260 0 0 0 0 344 0 172 0 185 961

４泊５日

団 体 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５泊６日

団 体 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計

団 体 数 108 5 0 8 16 118 19 46 30 15 365

実利用者数 6,120 985 0 188 1,410 5,966 497 1,214 220 1,513 18,113

延宿泊者数 5,728 985 0 112 1,540 4,656 605 509 183 463 14,781

延利用者数 11,848 1,970 0 300 2,950 10,622 1,102 1,723 403 1,976 32,894



３ 研修活動の分類と実施団体数
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分
類

番
号

種 別

プログラム名

学 校 教 育 団 体 社会教育
団 体 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 幼稚園

野

外

活

動

キ
ャ
ン
プ

１ ロ ッ ジ 泊 12 4 0 2 31 49

２ テ ン ト 泊 1 0 11 12

３ テ ン ト 設 営 ・ 撤 収 1 0 11 12

４ 野 外 炊 飯 22 1 1 3 76 103

５ 火 お こ し 0 0 1 1

自
然
触
れ
合
い
活
動

６ フ ィ ー ル ド ワ ー ク 59 0 1 2 26 88

７ フィールドアドベンチャー 35 0 3 1 11 50

８ オ リ エ ン テ ー リ ン グ 13 3 9 25

９ 登 山 2 0 4 6

10 ナ イ ト ハ イ ク 26 2 14 42

11 ウ ォ ー ク ラ リ ー 3 7 10

12 雪 遊 び ・ そ り す べ り 1 1 5 7

自
然
観
察
活
動

13 自 然 観 察 8 2 7 17

14 ネ イ チ ャ ー ラ リ ー 0 2 2

15 コ ン パ ス ラ リ ー 1 1 2 2 6

16 ハ イ キ ン グ 6 3 3 12 24

17 星 空 ウ ォ ッ チ ン グ 7 1 2 10

18 ス タ ー ビ ン ゴ 0 0 0

19 ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム 5 1 4 10

ス

ポ

ー

ツ

・

レ

ク

活

動

レ
ク
・
ゲ
ー
ム

20 ゲ ー ム 遊 び 0 2 1 21 24

21 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 16 5 27 48

22 キャンドルファイヤー 8 1 2 2 14 27

23 ボ ン フ ァ イ ヤ ー 3 1 8 12

24 伝 承 遊 び 3 1 4

25 旗 と り ゲ ー ム 15 2 17

26 ロ ー プ ワ ー ク 1 2 3

ク

ラ

フ

ト

27 張 子 の 面 作 り 0 2 2

28 草 木 染 め 1 1 2 4

29 焼 き 板 作 り 3 8 11

30 森 の 標 本 箱 3 4 7

31 森 の 落 と し 物 4 4 8

32 革 細 工 7 1 1 12 21

ス

ポ

ー

ツ

33 室 内 サ ー キ ッ ト 20 1 1 1 37 60

34 サ イ ク リ ン グ 4 4 8

35 ア ー チ ェ リ ー 43 26 69

36 マ ウ ン テ ン バ イ ク 36 1 12 49

37 イ ン ラ イ ン ス ケ ー ト 42 2 14 58

38 ア イ ス ス ケ ー ト 1 1 0 2

39 ターゲットバードゴルフ 0 1 1

40 フ リ ス ビ ー ゴ ル フ 24 2 2 6 34

41 室 内 ス ポ ー ツ 6 2 2 57 67

文
化
活
動

42 文 化 財 を た ず ね て 1 1 2

43 自 主 研 修 8 1 1 60 70

44 そ の 他 (会議等) 3 17 20

合 計 454 16 25 30 577 1,102



第４節 主 催 事 業

１ 利用促進事業

� 学校利用指導者研修会 (第１回､ 第２回)

ア 目 的

当所を主体的に利用することができるようにするため､

実技研修や活動プログラムの作成及び調整を通して､ 指

導者としての資質を高める｡

イ 期日・対象校及び参加者数

� 第１回

期 日 平成15年４月23日�

対象校 ４月～７月までの利用学校

該当校 34校 参加校数 27校

� 第２回

期 日 平成15年７月２日�

対象校 ８月～３月までの利用学校

該当校 51校 参加校数 49校

ウ 研修内容 (第１回､ 第２回ともに同じ内容)

・本所プログラムの紹介 ・施設案内

・実技研修 (野外炊飯の仕方､ ボンファイヤーの仕方)

・活動プログラムの作成 (各学校の子供の実態に応じて)

・活動プログラムの調整 (バス利用調整を含む)

� ボランティア研修会

ア 目 的

当所でのボランティア希望の研修生を対象に研修を行

い､ ボランティアとしての資質向上を図る｡

イ 期日・対象者及び参加者数

期 日 平成15年５月24日�～25日�

対象者 ボランティアを希望する高校生､ 大学生､ 一

般

参加者 18名 (高校生２名 大学生14名 一般２名)

ウ 研修内容

� 第１日 ５月24日�

・開講式 ・スコアオリエンテーリング ・野外炊飯

・ボンファイヤー ・ナイトゲーム

� 第２日 ５月25日�

・演習 (講義､ リスクマネージメント､ 活動日程作成)

・閉講式

� 社会教育団体利用指導者研修会

ア 目 的

当所の主体的な利用ができるようにするため､ 実技研

修を通して研修計画の立て方や研修の進め方等について

研修するとともに､ 指導者間の情報交換を図り､ 指導者

としての資質を高める｡

イ 期日・対象者及び参加者数

期 日 平成15年６月14日�～15日�

対 象 ７月よりの利用団体の指導者

参加者数 33団体 113名 (該当団体65団体)

ウ 研修内容

� 第１日 ６月14日�

・開会式・実技研修Ⅰ (施設プログラム体験)

・野外炊飯の仕方

・実技研修Ⅱ(キャンプファイヤー�ボンファイヤー)

� ２日目 ６月15日�

・食堂バイキング実食

・活動プログラムの調整及び作成 (同日利用団体との

打ち合わせ・調整)

� 潮風に乗ってクルージング (会津自然の家共催事業)

ア 目 的

海や地球への関心を高め､ 生きる力をはぐくむ｡

イ 期日・対象者及び参加者数

期 日 平成15年７月23日�～24日�

対 象 者 小学校５年生～中学生

参加者数 12名

ウ 活動内容

� 第１日 ７月23日�

・所バスで移動・福島丸乗船・いわき海浜自然の家宿

泊

� 第２日 ７月24日�

・アクアマリン見学 ・所バスで移動

� 夢冒険キャンプ

ア 目 的

キャンプ生活を通して､ 自然との共存を図りながら､

様々な困難に打ち勝つことの出来る子供たちを育成する｡

イ 期日・対象者及び参加者数

期 日 平成15年８月６日�～９日�

対 象 者 小学５年生～中学３年生

参加者数 37名

ウ 活動内容

� 第１日 ８月６日� 本所

・結団式 ・オリエンテーション ・レクリエーショ

ン ・クラフト ・フィールドワーク

� 第２日 ８月７日� 猪苗代湖舘浜キャンプ

・テント設営 ・いかだ作成 ・湖水浴､ いかだ乗り

・野外炊飯

� 第３日 ８月８日	 猪苗代湖舘浜キャンプ

・猪苗代湖一周サイクリング ・モーターボート体験

・野外炊飯 ・キャンプファイヤー ・いかだ分解

・テント撤去 (台風10号接近のため)


 第４日 ８月９日� 本所

・野外炊飯 ・解団式

� ビバ�オータムキャンプ

ア 目 的

家族でのキャンプ体験を通して､ 家族の絆を深める｡

イ 期日・対象者及び参加者数

期 日 平成15年11月１日�～２日�

対 象 者 家族

参加者数 10家族 35名

ウ 活動内容

� 第１日 11月１日�

・開村式 ・テント設営 ・家族対抗野外ゲーム

・火熾し体験 ・野外炊飯 ・ナイトハイク

� 第２日 11月２日�

・テント撤収 ・そば打ち体験 ・閉村式
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２ 豊かな自然から学ぶ体験活動推進事業 (ボ
ランティア支援対応事業)

� ウィークエンドわくわく体験 (学校週５日制対応事業)

ア ビバ�ファミリーキャンプ

� 目 的

豊かな自然の中で､ 基本的なキャンプの方法を学び

ながら親子での交流を深める｡

� 期日・対象者及び参加者数

期 日 平成15年７月12日�～13日�

対 象 者 家族

参加者数 31家族 参加者109名

� 活動内容

� 第１日 ７月12日�

・開村式 ・テント設営 ・ハイクで俳句

・アウトドアクッキング ・キャンプファイヤー

� 第２日 ７月13日�

・テント撤収 ・クラフト ・閉村式

イ 親子でふれあいディー (全国少年自然の家オープンデー)

� 目 的

親子で自然の家のフェステバルに参加し､ 体験活動

を通して､ 対話と絆を深める｡

� 期日・対象者及び参加者数

期 日 平成15年10月25日�

対 象 者 家族

参加者数 参加者900名

� 活動内容

・開会式 ・アトラクション ・ウォークラリー大会

・コーナープログラム (模擬店) ・施設開放 ・閉

会式

ウ 北風小僧と“氷”で滑ろう�

� 目 的

北風の吹く中､ スケート活動や白鳥観察を通して､

親子の絆を深める｡

� 期日・対象者及び参加者数

期 日 平成16年２月７日�

対 象 者 家族

参加者数 参加者10家族 28名 (他ボランティア４

名)

� 活動内容

・結団式 ・スケート教室 (郡山スケート場)

・ゲーム大会 (みかん拾い) ・白鳥観察 (猪苗代湖)

・解団式

� ハートウォームプラン

ア たくましく生きる少年のつどい

� 目 的

学校生活になじめずにいる不登校等の児童生徒を対

象に自然体験活動等を通して社会性や自立心､ 忍耐心

等の涵養を図るとともに､ その保護者に対し､ 課題解

決へ向けた教育相談や交流等の機会を提供する｡

� 期日・対象者及び参加者数

� 第１回

期 日 平成15年５月31日�～６月１日�

対 象 者 学校生活になじめずにいる不登校等の児

童生徒及び保護者､ 兄弟姉妹等

参加者数 23名 (児童生徒11名 保護者等12名)

� 第２回

期 日 平成15年８月29日	～31日�

対 象 者 学校生活になじめずにいる不登校等の児

童生徒及び保護者､ 兄弟姉妹等

参加者数 23名 (児童生徒12名 保護者等11名)


 第３回

期 日 平成15年11月８日�～９日�

対 象 者 学校生活になじめずにいる不登校等の児

童生徒及び保護者､ 兄弟姉妹等

参加者数 33名 (児童生徒16名 保護者等17名)

� 第４回 (チャレンジ編)

期 日 平成15年12月17日�～20日�

対 象 者 学校生活になじめずにいる不登校等の児

童生徒

参加者数 ９名 (児童生徒９名)

� 活動内容

� 第１回

１日目� ５月31日�

・出会いのつどい ・ふれあいゲーム

・キャンドルファイヤー �教育相談

２日目� ６月１日�

・フィールドワーク ・別れのつどい

�教育相談

� 第２回

１日目� ８月29日	

・出会いのつどい ・テント設営 ・野外炊飯

・星空観察 �教育相談

２日目� ８月30日�

・磐梯山登山 ・キャンプファイヤー

�教育相談

３日目� ８月31日�

・テント撤収 ・クラフト活動 ・別れのつどい

�保護者懇談会


 第３回

１日目� 11月８日�

・出会いのつどい ・ミニゲーム ・献立検討会

・ウォークラリー ・野外炊飯 (子供による企画

運営) ・芸術鑑賞 �教育相談

２日目� 11月９日�

・スコアオリエンテーリング ・活動の反省

・別れのつどい �教育相談

� 第４回

１日目� 12月17日�

・出会いのつどい ・スポーツ活動

・学習 (算数)

２日目� 12月18日�

・白鳥餌付け体験 ・クラフト活動 ・史跡見学

(大安場古墳､ 埋蔵文化財発掘事業団)

・学習 (理科､ 国語)
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�３日目� 12月19日�

・朝日を見る体験 ・奉仕作業

・アイススケート体験 (磐梯熱海アイスアリーナ)

・学習 (英語・ボランティア講師による)

・お楽しみ夕食会

�４日目� 12月20日�

・清掃活動 ・別れのつどい

福 島 県 会 津 自 然 の 家

第１節 概 要
福島県会津自然の家は､ 恵まれた自然環境の中で､ 自然に

親しむ活動や集団宿泊生活､ 野外活動を体験することにより

心豊かで心身ともに健全な県民を育成することを目的とした

社会教育施設である｡

昭和56年４月に開所し､ 今年度末で23年になり､ 開所以来

の延利用者は今年７月に100万人を越えた｡

今年度は､ 次の７つの重点目標を掲げ､ その達成に努める

とともに､ 誰もが利用しやすい魅力的な施設をめざして運営

の改善を図り､ 時代や利用者のニーズに対応した社会教育施

設としての役割の遂行に積極的に取り組んできた｡

〈重 点 目 標〉

� 安全管理と保健安全指導の徹底

� 利用者の研修活動の充実

� 地域の特色を生かした独創的で多様な主催事業等の展開

� 生涯学習社会の拠点としての施設運営の工夫

	 広報活動の充実


 時代のニーズに応じた職員研修の充実

� 施設・設備の整備及び施設環境の充実

１ 運営委員会及び職員組織

� 運営委員会

運営委員会は９名で構成し､ 委員は次のとおりである｡

運営委員会は､ 次のとおり２回実施した｡

□ 第１回運営委員会

ア 期 日 平成15年７月９日�

イ 場 所 福島県会津自然の家 第一研修室

ウ 内 容  平成14年度利用状況について

� 平成15年度利用見込みについて

� 平成15年度運営について

� 平成15年度主催事業について

□ 第２回運営委員会

ア 期 日 平成16年２月26日�

イ 場 所 福島県会津自然の家 会議室

ウ 内 容  平成15年度事業報告について

� 主要事業等

� 主催事業実績

� 利用状況

� 利用促進活動

� 平成16年度運営について

� 教育目標・重点目標

� 主催事業計画

� 利用予定

� 利用促進活動

� 職 員 組 織

２ 平成15年度重点目標と成果

� 安全管理と保健安全指導の徹底

ア 利用者の立場に立った月例安全点検の実施と日常点検

の機能化に努めた｡

イ 非常時における火災報知機等の操作及び防火施設の点

検を定期的に行い､ 実際的に所員が緊急時に適切な対応

ができるように努めた｡

ウ 利用者への携帯用灰皿の貸出しや定期的な活動コース

のパトロールを実施するとともに､ 看板等の表示により

山火事の防止に努めた｡

エ 利用団体事前研修会や到着時のオリエンテーションで

蜂や蛇・ウルシの対策を周知し注意を促したり､ 蜂退治

を実施したりして野外活動の事故防止に努めた｡

オ 野外炊飯時の食材の衛生管理､ 調理器具の殺菌､ 保存

検食の確保､ 食料持ち込み・持ち帰りの禁止､ 利用者個
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人への意識高揚を通して食中毒の防止に努めた｡

� 利用者の研修活動の充実

ア 利用者の年齢層､ 目的に応じた活動プログラムの開発

提供に努めた｡

イ 自然の家の設置目標に沿った利用者の自立と主体性あ

る施設活用への支援に努めた｡

ウ 利用団体の引率者が中心となり活動できるように､ 引

率者と所員との連携を密にし､ それぞれの役割分担を明

確にして進めた結果､ 各利用団体の主体性が活動の各場

面で見られるようになってきた｡

エ 利用者アンケートを即時活用し､ 満足度の高い研修施

設づくりに努めた｡

� 地域の特色を生かした独創的で多様な主催事業等の展開

ア 現代の青少年の自然体験活動不足を補い､ 親子のふれ

あい､ 世代間のふれあいを助長する等の､ 社会のニーズ

に対応した内容の主催事業の実施に努めた｡

イ 主催事業の成果・内容の一般活動プログラム化への移

行・発展に努め､ より多くの利用者の研修の充実に努め

た｡

ウ 主催事業実施後の反省と評価を適切に行い､ 内容・方

法等の検討をし､ 立地条件を鑑みた事業内容の工夫と改

善に努めた｡

エ 学校団体指導者事前研修会､ 社会教育団体指導者事前

研修会､ 事前踏査等の充実を図り､ 利用団体が主体的に

研修できるように努めた｡

オ 所近隣の公共施設や関係機関との連携に努め､ 活動の

場と指導スタッフの多様化を図って､ より豊かな自然体

験活動や社会体験活動をコーディネイトできるように努

めた｡

� 生涯学習社会の拠点としての施設運営の工夫

ア 人材バンク登録を一層整備して各分野ごとの協力者陣

の充実を図り､ 活用の実践化を通し､ 所の事業運営に生

かすとともに社会のボランティア意識の高揚の一助に努

めた｡

イ 学生ボランティアを地域の大学､ 高等学校に依頼し､

協力を得た｡ これにより主催事業等で､ 利用者のきめ細

かなサポート､ スムーズな運営ができ､ 事業の充実を図

ることができた｡

ウ 地元の公民館や団体､ NPOとの連携により､ 地域人

材を活用する場とネットワークが一層広がり､ 地域に根

ざした開かれた施設としての運営ができるようになった｡

� 広報活動の充実

ア ホームページの更新､ 充実による効果的広報の展開に

努めた結果､ 遠隔地､ 県外からの利用者が増えてきた｡

イ 電波､ 新聞､ タウン誌等の多様なマスコミ媒体を活用

した広報の展開に努めた結果､ 主催事業の参加者数が伸

びてくるようになった｡

ウ 魅力ある広報誌や訪問��による所事業の浸透と周知

化が進み､ 利用促進が図られた｡

エ 広報誌を通した同様施設や関係機関との相互にメリッ

トのある交流が推進できた｡

� 時代のニーズに応じた職員研修の充実

ア 計画的に職員研修を行うとともに､ 他施設の視察研修

を実施し､ 職員の資質と指導力の向上に努めた｡

イ 平成15年度委託事業 ｢ハートウォームプラン・青少年

自然体験活動推進事業～チャレンジ生き生き親子のつど

い～｣ の充実に向けた研修を進めた｡

ウ 県内外の施設との連携を密にし､ 情報交換や資料収集

を行い､ 専門性の向上に努めた｡

エ 学校の各教科や総合的な学習の時間での ｢体験｣ への

ニーズを掘り下げる研修を進め､ 従来の ｢旅行的・集団

宿泊的行事｣ としての利用にとどまらない､ 利用ニーズ

の拡大に努めた｡

� 施設・設備の整備及び施設環境の充実

ア 日常の点検・保守活動を重視するとともに優先順位を

見極めた予算執行・修繕等で､ 老朽化に対応した｡

イ 施設設備の問題にはその都度すばやい対応に心掛けて

明るく開放的で､ 安全で､ 使いやすい施設充実に努めた｡

ウ 自然の家らしい､ 季節感のある環境づくりに心掛けて､

自然体験への関心を高めるように努めた｡

エ ｢生物を育てる広場｣ を設置し､ 在来動植物の保護に

資するとともに､ 自然と触れ合う活動の素材の充実に努

め､ より豊かな自然体験活動ができるようにした｡

第２節 施設・設備の概要

１ 所 在 地

○ 河沼郡会津坂下町大字八日沢字西東山4495－1

２ 宿 泊 定 員

○ 本 館 25室290名 (うち１室障害者用)

○ ロッジ 10棟 150名

○ テント 20張 120名

３ 敷 地 面 積

○ 251,432㎡

４ 建 物 面 積

○ 延床面積 5,462.7365㎡

・管理研修棟 (鉄筋造２階建)

・宿 泊 棟 (鉄筋造２階建)

・プレイホール (鉄筋造)

・アセンブリホール (鉄筋造)

・機 械 棟 (鉄筋造３階建)

・ロ ッ ジ (木造平屋建)

・野外活動管理センター (鉄筋造)

・炊飯場 (鉄筋造) ・薪置場 (鉄筋造)

・車 庫 (鉄筋造) ・野外便所 (鉄筋造)

５ 運動広場面積

○ 8,500㎡

６ 設備備品等

・フィールドアスレチック ・アルペンスキー

・歩くスキー (クロカンスキー) ・そり ・かんじき
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・野外活動用具 ・野外炊飯用具 ・運動用具 ・双眼鏡

・天体望遠鏡 ・テレビ ・VTR ・液晶プロジェクター

・16㎜映写機 ・ピアノ ・オルガン ・CDカセットプ

レーヤー ・伝承遊びセット ・クラフト用具

・OL用具 ・営火場 ・諸活動コース ・その他

第３節 利 用 状 況
○ 当施設を利用できる対象者は､ 次のとおりである｡

� 学校団体 (小学校､ 中学校､ 養護学校､ 高校､ 大学､

高等専門学校､ 幼稚園等在学青少年団体) の構成員及び

その指導者

� 社会教育団体 (公民館､ 子ども会､ 保育所､ スポーツ

少年団体､ 家族､ 老人会､ 勤労青少年団体等) の構成員

及びその指導者

� その他､ 教育長が適当と認めた者

○ 本年度の利用団体数は546団体､ 実利用者数は26,123人､

延利用者数は43,293人である｡

○ 月別利用状況､ 利用団体別・宿泊日数別利用状況､ 研修

活動の分類と実施団体数についての詳細は､ 次の表のとお

りである｡
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１ 月別利用状況

月
種 別

区 分

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

４

団 体 数 1 1 1 0 2 4 0 2 1 5 17

利用人員 96 194 76 0 143 205 0 45 4 132 895

延 人 数 192 388 228 0 143 440 0 45 8 172 1,616

５

団 体 数 17 1 2 0 5 7 2 5 4 3 46

利用人員 891 156 174 0 562 284 22 170 15 64 2,338

延 人 数 1,767 312 294 0 562 568 56 170 19 64 3,812

６

団 体 数 25 1 0 0 6 10 0 5 0 5 52

利用人員 1,421 90 0 0 260 584 0 97 0 226 2,678

延 人 数 2,902 270 0 0 260 686 0 118 0 374 4,610

７

団 体 数 6 1 0 1 12 27 1 6 1 7 62

利用人員 266 116 0 26 659 2,169 14 154 3 148 3,555

延 人 数 558 232 0 52 1,318 3,482 28 536 3 199 6,408

８

団 体 数 0 0 0 0 2 35 7 5 5 5 59

利用人員 0 0 0 0 143 1,075 171 188 30 927 2,534

延 人 数 0 0 0 0 286 2,121 538 188 70 1,266 4,469

９

団 体 数 26 1 0 0 5 11 0 5 0 1 49

利用人員 1,603 8 0 0 172 637 0 254 0 100 2,774

延 人 数 3,376 24 0 0 172 943 0 431 0 200 5,146

10

団 体 数 13 0 2 0 9 10 0 12 2 2 50

利用人員 836 0 197 0 679 469 0 288 7 979 3,455

延 人 数 1,884 0 307 0 679 639 0 402 9 997 4,917

11

団 体 数 16 0 1 0 3 13 0 12 2 5 52

利用人員 612 0 30 0 148 556 0 175 8 191 1,720

延 人 数 1,009 0 89 0 148 1,013 0 194 8 210 2,671

12

団 体 数 3 0 0 0 5 5 1 10 1 3 28

利用人員 123 0 0 0 189 285 1 186 5 106 895

延 人 数 123 0 0 0 189 504 10 222 10 106 1,164

１

団 体 数 17 0 0 0 10 4 1 7 4 4 47

利用人員 919 0 0 0 627 133 8 97 28 146 1,958

延 人 数 1,560 0 0 0 847 266 40 122 56 228 3,119

２

団 体 数 16 1 0 0 19 9 0 8 3 1 57

利用人員 894 26 0 0 917 361 0 137 12 91 2,438

延 人 数 1,984 26 917 722 0 183 12 182 4,026

３

団 体 数 2 0 0 0 3 8 3 8 2 1 27

利用人員 42 0 0 0 110 460 64 110 7 90 883

延 人 数 42 0 0 0 110 751 169 159 14 90 1,335

合 計

団 体 数 142 6 6 1 81 143 15 85 25 42 546

利用人員 7,703 590 477 26 4,609 7,218 280 1,901 119 3,200 26,123

延 人 数 15,397 1,252 918 52 5,631 12,135 841 2,770 209 4,088 43,293



２ 利用団体別・宿泊日数利用状況
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� 利 用 者 数 � 利用者受け入れ日数

項 目 団 体 数 実利用者数 延宿泊者数 延利用者数 項 目 利用可能日 利用日数 宿泊可能日 宿泊日数

利用者数 546 26,123 16,877 43,293 利用日数 293 254 240 148

(キャンプ) (5) (166) (189) (355) (キャンプ) (149) (10) (123) (6)

(ロ ッ ジ) (24) (1,129) (1,215) (2,344) (ロ ッ ジ) (266) (44) (219) (26)

※ ( ) はキャンプ､ ロッジの内数
� 利用者区分

泊 数
種 別

区 分

学 校 教 育 団 体 社 会 教 育 団 体
ファミリー 主催事業 合 計

小学校 中学校 高等学校 養護学校 その他 少 年 青 年 その他

１ 日

団 体 数 50 2 3 0 65 49 2 68 11 29 279

実利用者数 2,226 34 226 0 3,658 3,044 14 1,439 44 2,497 13,182

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 84 84

延利用者数 2,226 50 285 0 3,658 3,044 14 1,605 44 2,592 13,518

１泊２日

団 体 数 56 3 1 1 15 74 4 16 12 11 193

実利用者数 3,412 466 120 26 880 3,423 92 395 60 606 9,480

延宿泊者数 3,411 466 120 26 880 3,295 92 368 60 599 9,317

延利用者数 6,823 932 240 52 1,760 6,718 184 763 120 1,205 18,797

２泊３日

団 体 数 33 1 2 0 1 17 3 0 2 2 61

実利用者数 1,895 90 131 0 71 640 80 0 15 97 3,019

延宿泊者数 3,696 180 262 0 142 1,280 160 0 30 194 5,944

延利用者数 5,627 270 393 0 213 1,920 240 0 45 291 8,999

３泊４日

団 体 数 2 0 0 0 0 2 3 0 0 0 7

実利用者数 100 0 0 0 0 102 72 0 0 0 274

延宿泊者数 291 0 0 0 0 306 216 0 0 0 813

延利用者数 391 0 0 0 0 408 288 0 0 0 1,087

４泊５日

団 体 数 1 0 0 0 0 1 3 0 0 0 5

実利用者数 70 0 0 0 0 9 22 0 0 0 101

延宿泊者数 260 0 0 0 0 36 88 0 0 0 384

延利用者数 330 0 0 0 0 45 115 0 0 0 490

５泊６日

団 体 数 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

実利用者数 0 0 0 0 0 0 0 67 0 0 67

延宿泊者数 0 0 0 0 0 0 0 335 0 0 335

延利用者数 0 0 0 0 0 0 0 402 0 0 402

合 計

団 体 数 142 6 6 1 81 143 15 85 25 42 546

実利用者数 7,703 590 477 26 4,609 7,218 280 1,901 119 3,200 26,123

延宿泊者数 7,658 646 382 26 1,022 4,917 556 703 90 877 16,877

延利用者数 15,397 1,252 918 52 5,631 12,135 841 2,770 209 4,088 43,293



３ 研修活動の分類と実施団体数

� 野 外 活 動

� 室 内 活 動

第４節 主 催 事 業

１ 指導者のための研修

� 学校団体指導者事前研修会

ア 目 的

小・中・養護学校等が当施設で行う集団宿泊生活や諸

活動の充実のため､ 実技研修を通して指導者の資質の向

上を図るとともに情報を交換し､ 団体間の調整を行う｡

イ 期日・対象・参加者数

第１回�平成15年４月17日�～18日� １泊２日

５～７月に利用する学校の教職員48名参加

第２回�平成15年６月26日�～27日� １泊２日

８～12月に利用する学校の教職員19名参加

第３回�平成15年11月27日�～28日� １泊２日

１～３月に利用する学校の教職員27名参加

ウ 研修内容

� 野外活動や集団宿泊に関する実技研修

� 利用校の児童・生徒の実態に応じた活動計画の作成

と調整

� 引率指導者と所員の役割分担とその内容の明確化

� 施設設備の実態と活動エリアの状況把握

� １泊２日による実際の宿泊体験を通した参加者同士
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№ 活 動 名 学校団体 社教団体 合計 順位

１ ク ラ フ ト 14 36 50 1

２ 自 由 交 歓 21 22 43 2

３ 講習会・研修会・勉強会 2 38 40 3

４ ゲ ー ム ・ ダ ン ス 9 28 37 4

５ キャンドルファイア 20 6 26 5

６ ミ ー テ ィ ン グ 2 23 25 6

７ 民 話 17 5 22 7

８ 室内レクリエーション 9 13 22 7

９ 剣道・薙刀・バトン・新体操 0 17 17 9

10 ペタンク・インディアカ 5 11 16 10

11 所 内 施 設 見 学 4 10 14 11

12 球技 (バスケット・バレー等) 3 10 13 12

13 学 習 の ま と め 5 5 10 13

14 合 唱 ・ 器 楽 練 習 0 9 9 14

15 スポーツ・陸上・駅伝 0 8 8 15

16 訓練 (含養護訓練) 0 4 4 16

17 ビ デ オ 鑑 賞 1 2 3 17

18 テ ー ブ ル マ ナ ー 0 3 3 17

19 劇 練 習 0 2 2 19

20 楽器作り・ケーキ作り 0 2 2 19

№ 活 動 名 学校団体 社教団体 合計 順位

１ フィールドアスレチック 33 26 59 1

２ 野外炊飯・バーベキュー 25 34 59 1

３ 星空ウォッチング 36 20 56 3

４ ス キ ー 35 21 56 3

５ 雪 遊 び ・ そ り 37 11 56 3

６ 散 策 27 10 37 6

７ キャンプファイア 25 10 35 7

８ ナ イ ト ハ イ ク 26 8 34 8

９ 宇 宙 大 作 戦 22 4 26 9

10 会津フィールドワーク 20 6 26 9

11 ハ イ キ ン グ 22 3 25 11

12 	 
 � ゴ ル フ 16 7 23 12

13 ス コ ア � � 12 7 19 13

14 アニマルランドの冒険 12 7 19 13

15 ネイチャーゲーム 12 6 18 15

16 自 然 観 察 7 10 17 16

17 地 層 観 察 17 0 17 16

18 バウムクーヘン作り 3 14 17 16

19 昆虫ウォッチング 10 4 14 19

20 い か だ 遊 び 6 8 14 19

21 外 部 施 設 見 学 11 3 14 19

22 ビ ン ゴ � � 11 1 12 22

23 登 山 (高寺山等) 8 2 10 23

24 白 鳥 観 察 10 0 10 23

25 花 火 2 7 9 25

26 奉 仕 活 動 4 4 8 26

27 歩 く ス キ ー 3 5 8 26

28 古 墳 め ぐ り 5 0 5 27

29 川 の 環 境 学 習 4 1 5 27

30 テ ン ト 設 営 0 4 4 30

31 野 草 � � 2 2 4 30

32 か ん じ き � � 2 2 4 30

33 ウ ォ ー ク ラ リ ー 2 1 3 33

34 樹 木 � � 3 0 3 33

35 ツリークライミング 0 3 3 33

36 コ ン パ ス ラ リ ー 1 1 2 36

37 カ ヌ ー 1 1 2 36

38 す ご ろ く � � 1 0 1 38

39 おっかけハイキング 0 1 1 38

40 そ ば 打 ち 0 1 1 38



の情報交換

� 社会教育団体指導者研修会 (リーダーセミナー)

ア 目 的

社会教育団体が行う集団宿泊生活の充実のために､ 諸

活動の実技研修を通して､ 指導者の資質の向上を図ると

ともに､ 活動プログラムの作成や調整を行い､ 各団体の

指導者の交流を図る｡

イ 期日・対象・参加者数

第１回�平成15年６月15日� 日帰り

７月19日～８月３日に利用する団体の引率者44

名参加

第２回�平成15年６月29日� 日帰り

８月５日～８月24日に利用する団体の引率者32

名参加

ウ 研修内容

� 施設設備の利用の方法

� 野外活動に関する指導法と実技研修

� プログラムの作成と調整

� 施設設備の実態と活動エリアの状況把握

� 森と川の環境教育指導者研修会

ア 目 的

自然の家の自然環境・人的環境を生かし､ 指導者対象

の環境教育研修会を実施することにより､ 学校や社会で

の環境教育の浸透に寄与する｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成15年７月24日�

� 環境教育に関心のある教員・一般13名参加

ウ 研修内容

� 講義 ｢自然との共生と環境教育の流れ｣

� 森の環境学習の実際

� 水生生物による川の環境調査の実際

� 研究協議

２ 利用促進事業

� 自然にアクセス�冒険キャンプ

ア 目 的

自然の中での生活体験を通して心身を鍛え､ 自主性・

創造性を発揮させ､ 自分を律し､ 自然と調和して生活し

ていこうとする心情を育てる｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成15年８月８日�～８月10日� ２泊３日

� 小学５年生以上高校生まで49名参加

ウ 活動内容

� テント設営・泊

� 野外炊飯

� カヌー体験

� 五色沼遊歩道ハイキング

	 キャンプファイアー


 記念クラフト作り

� あったかふれあいまつり

ア 目 的

展示・体験コーナーやふれあい活動を実施し､ 地域と

ともに歩む生涯学習の拠点としての自然の家に対する理

解を深めてもらう｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成15年10月12日�

� 地域住民を中心とした一般853名参加

ウ 活動内容

� ステージ発表

� 野外活動体験会

� 室内展示発表

� エコフリーマーケット

	 スライドショー 他

３ 豊かな自然から学ぶ体験活動推進事業

� 新緑�親子森のキャンプ

ア 目 的

親子によるキャンプ生活を通して､ 親子のふれあいを

深めるとともに､ 他家族との交流を図り､ 相互の親睦を

深める｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成15年６月７日�～８日� １泊２日

� 小・中学生の親子83名参加

ウ 活動内容

� 親子で仲良くテント泊

� 親子で楽しむ野外炊飯

� 親子で楽しむナイトハイキング

� 親子でゆったりネイチャー・ゲーム

� 秋日和�親子森の生活

ア 目 的

野外でのダッチオーブン料理や天体観測､ 秋の散策を

通して､ 親子や新しい友達とのふれあいを深め､ 充実し

た休業日を送ることができるようにする｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成15年９月20日�～21日� １泊２日

� 小・中学生及びその親83名参加

ウ 活動内容

� ダッチオーブン料理

� 野外炊飯 (バーベキュー)

� 天体観測

� 秋の野山散策 (自然観察)

� 完璧�新そば手打ち教室

ア 目 的

そば打ち体験や試食会を通して､ 新しい友と交わり充

実した休業日を送ることができるようにする｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成15年11月15日� 日帰り

� 平成15年11月16日� 日帰り

� 小・中学生及びその親96名参加

ウ 活動内容

� 講師によるそば打ち演示

� そば打ち体験・試食会

� ネイチャーゲーム

― 270 ―



� 手作り森のクリスマス教室

ア 目 的

ケーキ作り・リース作りを通して､ 親子や友達とふれ

あい､ 充実した休業日を送ることができるようにする｡

イ 期日・対象・参加者数

� 第１回 平成15年１2月６日� 日帰り

� 第２回 平成15年１2月７日� 日帰り

� 小・中学生及びその親94名参加

ウ 活動内容

� ケーキ (ブッシュ・ド・ノエル) づくり

� 会食 (クリスマスメニュー)

� クリスマス・リース作り

� 会津の冬�雪あそび温泉三昧

ア 目 的

親子でスキーやそりを楽しんだり､ 会津の冬の生活文

化に触れたりすることにより､ 冬の自然のすばらしさを

感得するとともに参加者どうしの親睦を深めることがで

きる｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成16年１月24日�～25日� １泊２日

� 小・中学生の親子76名参加

ウ 活動内容

� スキーレッスン

� 会津の民話

� 選択活動 (スキー・雪遊び)

� もちつき

� 温泉入浴

� 親子スキー上達教室

ア 目 的

雪国会津の白銀の中で､ スキーの基礎技術やマナーを

高めるとともに､ その楽しさや喜びを味わい､ 参加者ど

うしの親睦と友情を深める｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成16年２月７日�～８日� １泊２日

� 小学３年生以上中学生まで78名参加

ウ 活動内容

� スキーの基礎知識とマナーの学習

� スキー実技 (技能別スキー講習・含ナイター)

� 温泉入浴

４ ハートウォーム・プラン 『チャレンジ生き
生き親子のつどい』

� 目 的

不登校 (いじめ・怠学・遊び型を含む) で屋内に引きこ

もりがちな青少年を対象に､ 自然体験活動等を通して社会

性や自立心､ 忍耐心等の涵養を図るとともに､ その保護者

に対して課題解決へ向けた教育相談や交流等の機会を提供

する｡

� 内 容

本年度は､ ２泊３日１回､ １泊２日１回､ 日帰り１回の

計３泊６日の事業を実施した｡

その内容については､ 次のとおりである｡

ア 出会いと新しい仲間

� 趣 旨

� 初めて出会った友達とふれあいゲームやネイチャー

ゲーム等を通して､ 仲間作りをし､ これからの活動

に関心を持つことができる｡

	 野外活動の経験を通し､ 協力してやり遂げること

の大切さ､ 楽しさを味わい､ 人間関係を広げ､ 深め

ることができる｡


 農園活動を通して､ 作物を大切に育てようとする

心情を育てるとともに友達とやり遂げる達成感､ 成

就感を感得し､ 自分自身に自信を持つことができる｡

� 期日・参加者数

� 平成15年５月25日� 日帰り

	 児童生徒及び保護者・兄弟姉妹 19名参加

� 活動内容

� ふれあいゲーム

	 バイキング昼食


 農園活動 (苗植え)

� 子育て講話 (親)

� 教育相談 (親)

イ キャンプ生活に学ぼう

� 趣 旨

� 再会した友だちとキャンプの方法・技術を学び､

ともにキャンプ生活をする体験を通して､ 生きるた

めの生活技術と人間関係を深めることができる｡

	 野外活動の種目を自分自身で選択し､ 友だちと協

力してやり遂げることによって､ 人間関係を深める

とともに成就感を味わい､ 自信を持つ｡

� 期日・参加者数

� 平成15年６月21日�～22日� １泊２日

	 児童生徒及び保護者・兄弟姉妹 ９名参加

� 活動内容

� テント設営・泊

	 野外炊飯


 ナイトハイク (コース選択)

� 農園活動 (作物への追肥・除草)

� 選択活動 (ビンゴOL・スコアOL・樹木観察)

 教育相談 (親�個別面談)

ウ 新しい体験でたくましく�

� 趣 旨

� 仲間と協力し自分たちの力で野外活動や農園活動

をすることにより､ 野外活動の喜びを味わうととも

に仲間との人間関係を深めることができる｡

	 自分自身で選択した活動に進んで取り組み､ やり

遂げた達成感を感得することを通して､ 自分に自信

を持つことができる｡


 思い出カードや記念品づくりを通した活動の振り

返りによって､ 過去から現在の自分に向き合い､ 自

分自身の変化を前向きに受け止めることができる｡

� 期日・参加者数

平成15年８月22日�～24日� ２泊３日

児童生徒及び保護者・兄弟姉妹 19名参加
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� 活動内容

� 農園作業 (作物の収穫)

� 野外炊飯

� 火起こし体験

� 大地の恵みバーベキュー

� 選択活動

� カヌー体験活動

� 柳津町探検ウォーク

� 農作物販売活動 (会津坂下町内)

� キャンプファイアー

	 記念クラフトづくり


 思い出づくり (絵・作文等による)

� 教育相談 (親�個別懇談)

５ その他の主催事業

� 会津五桜探勝会

ア 目 的

会津の ｢五桜｣ を探勝してその歴史・自然等に関心を

持ち旺盛な好奇心の伸長を図る｡

イ 期日・対象・参加者数

 平成15年４月19日� 日帰り

４月20日� 日帰り

５月７日� 日帰り 三回実施

� お年寄りを中心に一般82名参加

ウ 活動内容

 五桜の探勝

� 五桜の歴史説明

� 樹勢診断・解説

� 春の野草を食する会

ア 目 的

春の野草を訪ねてその美しさと味覚を世代を越えてと

もに楽しみ､ 自然保護の心情を育む｡

イ 期日・対象・参加者数

 平成15年４月27日� 日帰り

� 一般 42名参加

ウ 活動内容

 野山ハイキング・山菜採取

� 山菜・野草クッキング

� 試食会・意見交換

� ��講習会

ア 目 的

パソコンを用いて情報活用や情報発信の基礎的能力を

身に付け､ 現代を主体的かつ調和的に生きる力を育む｡

イ 期日・対象・参加者数

 平成15年７月６日�・13日� 各日帰り

11月30日�・12月７日� ２回実施

� 高齢者を中心とした一般19名参加

ウ 活動内容

 パソコンの基本操作

� 文書作成

� 暑中見舞い､ 年賀状づくり

� 夏休み�学習支援作戦

ア 目 的

自然の家の環境・人材を活用し､ 夏休みの学習に自主

的に取り組ませ､ 自主性・創造性を育むとともに自然体

験を持たせ､ 学力の向上に資する｡

イ 期日・対象・参加者数

 平成15年７月19日�・20日�

７月26日�・27日�

８月２日�・３日�

８月16日�・17日� ８回実施

� 小学３年～中学生 合計249名参加

ウ 活動内容

 理科夏休み自由研究

� 絵画・クラフト

� 習 字

� 教科の学習

� 星空ウォッチング・民話

� 火星大接近かんさつ会

ア 目 的

６万年ぶりという火星の大接近を観察し､ 宇宙に関心

を持つとともに地球環境の大切さを知る｡

イ 期日・対象・参加者数

 平成15年８月27日� 日帰り (午後６時～８時)

� 一般 750名参加

ウ 活動内容

 望遠鏡による火星面観察

� 撮影ビデオによる火星面の季節変化

� 火星の環境解説

� 火星と地球の環境と生命誕生の条件

	 名月鑑賞会

ア 目 的

科学や地域の生活文化､ 民俗習慣等に関する共通の体

験をもち､ 子供からお年寄りまでが世代を越えて､ 文化

的・情緒的交流を図る｡

イ 期日・対象・参加者数

 平成15年10月４日� 日帰り (午後６時～８時)

� 一般 108名参加

ウ 活動内容

 抹茶のサービス (裏千家会津支部のボランティア)

� 月見行事の解説

� 天体望遠鏡による月面鑑賞

� 月見団子の賞味

� 月に関する民話聞き


 森のしくみを知るきのこ学習教室

ア 目 的

森の豊かさを味覚で味わいつつ､ 分解者としての重要

な働きをする菌類の生活を知る｡

イ 期日・対象・参加者数

 平成15年10月24日� 日帰り

� 一般 12名参加

ウ 活動内容

 秋の野山の散策～きのこ狩り

� 野外きのこ料理
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� 森のしくみと菌類の生活解説

� 猪苗代湖しぶき氷・白鳥観察ツアー

ア 目 的

全国的にも珍しい猪苗代湖の ｢しぶき氷｣ と､ 白鳥の

二白を訪ね､ 冬の自然と触れ合い参加者同士の交流を図

る｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成16年１月16日�

� 一般 31名参加

ウ 活動内容

� しぶき氷観察

� 白鳥観察

� 七曜天体かんさつ会

ア 目 的

夕方の空に勢揃いした日､ 月､ 火・水・木・金・土星

を天体望遠鏡ですべて観察し､ 天体に親しむとともに､

地球をグローバルに捉え､ 地球環境に関心を持たせる｡

イ 期日・対象・参加者数

� 平成16年３月26日� 日帰り (午後６時～９時)

� 一般 121名参加

ウ 活動内容

� 惑星の見え方解説

� 望遠鏡による天体観察
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第19章 ふくしま海洋科学館

第１節 施設の概要

１ 本 館 施 設

� 場 所�いわき市小名浜字辰巳町50番地

� 施 設�鉄骨・鉄筋コンクリート造

ア 階 数�地上４階建て

イ 高 さ�34� (展望室)

ウ 敷地面積�51,517.61㎡ (駐車場を含む)

エ 建築面積�8,815.31㎡

オ 延床面積�13,714.89㎡

カ 総 水 量�3,990�
(メイン水槽／潮目の大水槽�2,050�)

２ 水生生物保全センター

� 場 所�いわき市小名浜字辰巳町47－１

� 施 設�鉄筋コンクリート､ 鉄骨造

ア 階 数�地上２階建て

イ 建築面積�779.85㎡

ウ 延床面積�966,37㎡

３ 海水取水・送水施設

� 場 所�いわき市小名浜下神白字松下

� 施 設�

ア ろ過送水棟�１棟180.52㎡

イ 取水ポンプ棟�１棟90.05㎡

ウ 取水管 (管径350㎜)�126.265�×２条

エ 揚水管 (管径250㎜)�2,875.9�
オ 送水管 (管径300㎜)�146.0�

４ 展示生物の収集､ 蓄養施設

南方系生物の現地蓄養施設

当施設の ｢黒潮水槽｣ 等において展示している大型魚類の

採集・蓄養を行うため､ 海上生け簀を借りあげた｡

� 場 所�鹿児島県大島郡 (奄美大島) 瀬戸内町

� 施 設�生け簀

第２節 各 種 事 業

１ 展 示 事 業

� 常 設 展 示

展示のメインテーマを ｢潮目の海～黒潮と親潮のであい

～｣ としている｡

｢福島県の海｣ において､ 最も特徴的な事象である黒潮

と親潮の境界 ｢潮目｣ をテーマとして取り上げ､ 豊かな生

物物相を中心とした潮目の海の自然､ 潮目の化学､ 人と海

とのかかわり合い､ そして地球環境問題まで幅広い分野を

紹介した｡

� 企 画 展 示

研究成果や海洋文化の紹介､ 話題性のあるテーマを設定

した企画展を開催した｡

ア あぶくま発見～おもしろフィールドレポート～

期間�平成15年１月11日～同年５月26日

概要�海から見た阿武隈高地に ｢光｣ をあて､ あぶくま

の地域から産出する化石､ 動植物､ その中で形作

られた人々の暮らしを展示することにより､ ｢あ

ぶくま｣ の素晴らしさを紹介した｡

イ 水中の宝石たち

期間�平成15年４月23日～同年５月12日

概要�水の世界に存在し､ 人の手では作り出すことので

きない生き物たちの自然の造形美を展示すること

により､ 生物の不思議さや神秘性を紹介した｡

ウ 山野草展

期間�平成15年４月29日～同年５月５日

概要�初夏の草花等による作品を展示した｡

エ 流氷の海に生まれて ｢知床のなかまたち｣ 水中写真展

期間�平成15年６月18日～同年７月31日

概要�水中写真家関勝則氏が撮影した北の海の生き物た

ちや流氷の写真の展示を通して､ 親潮の源流であ

るオホーツク海の豊かな自然を紹介した｡

オ 海をたべる～エービーカーニバル～

期間�平成15年７月２日～翌年５月24日

概要�世界のエビやカニを展示するとともに､ 食に関す

るイベントを開催することにより､ 持続可能な海

洋資源の利用､ 人間と自然の共生について考える

機会を提供した｡

カ 水中庭園

期間�平成15年８月６日～同年８月25日

概要�世界各地の美しい水草を集め､ 水辺環境を再現し

た水中庭園を展示した｡

キ シーボーンアート展

期間�平成15年９月３日～同年10月27日

概要�海からの漂着物を利用した美術工芸物を展示する

ことにより､ 自然環境の大切さを伝えた｡

ク Eggs of Artist

期間�平成15年９月３日～同年10月27日

概要� ｢環境｣ ｢海｣ をテーマに､ さまざまなジャンル

の若手アーティスト18人の作品を展示した｡

ケ 俳句の季コンテスト

期間�平成15年９月３日～同年10月６日

概要�当館での感動や驚きなどを俳句に詠むコンテスト

を開催した｡

コ 海の男達の盆栽・第四番

期間�平成15年10月29日～同年11月３日

概要�黒松､ 杜松 (としょう)､ 槇柏 (しんぱく) など

の迫力に満ちた古木等の作品を展示した｡
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サ 干 支 展

期間�平成15年12月17日～翌年１月12日

概要�干支にちなんだ生き物として､ エンコウガニ､ ミ

ナミサルハゼなどの展示を行った｡

シ 第４回キッズ絵画展

期間�平成16年３月10日～同年４月12日

概要�県内の小学１・２年生と４～６歳の未就学児を対

象に､ ｢えがこうわたしたちのすいぞくかん｣ を

テーマとしたクラス単位での団体製作による絵画

の募集を行い､ 158点の作品を展示した｡

� 飼育展示活動事業

ア 飼育困難生物の調査研究

本施設では､ 21世紀に相応しい特色ある施設づくりを

目指す一環として､ これまで飼育が困難とされていた水

生生物の飼育実験を行い､ その研究成果を展示している｡

そのため､ 以下の調査・研究を行った｡

� 飼育困難生物 (水族館では飼育展示が困難とされて

いる生物) の展示を可能にするための飼育研究

� 福島県下に生息している生物の調査

イ 南方系生物畜養事業

南方系魚類 (黒潮水槽及びサンゴ礁水槽展示生物) を

収集し､ 現地の海上生け簀にて畜養して定期的に搬入し

た｡

奄美大島�キハダ､ カツオ外

ウ 水生生物保全センター運営事業

平成15年度における当センターの主な事業内容は以下

のとおりである｡

� サンマの繁殖

� 県内希少生物の飼育繁殖研究�イトヨ､ メダカ､ シ

ナイモツゴ､ ヤリタナゴ､ タガメ､ ゲンゴロウ外

� 深海性生物の飼育研究�マルアオメエソ (メヒカリ)､

深海サメ (フトツノザメ類)

� 外洋性生物の飼育研究�ツクシトビウオ外

� その他�サヨリ､ イズミハゼ､ ナミハゼ､ カスミハ

ゼ､ オオウミウマ､ キララハゼ､ クマガイウオ外の繁

殖

� ROV (自航式水中テレビカメラロボット) による

調査�常磐沖､ 奄美大島海域での深海性生物調査

エ 飼育生物管理事業

本館収容生物 (植物を含む) の展示・飼育管理を行っ

た｡

� 淡水生物�県内生物の採集､ 熱帯生物を購入し､ 飼

育・展示を行った｡

� 沿岸生物�県水産試験場調査船乗船､ 相馬定置網乗

船､ 松川浦採集､ 当館保有船による採取クラゲ採集､

飼育・展示を行った｡

� 深海性生物�ベニズワイガニ､ アブラボウズ､ ボタ

ンエビ､ サケビクニン､ キチジ､ ボウズギンポ等の採

集､ 飼育・展示を行った｡

� 北方系生物�ハダカカメガイ､ トクビレ､ オニカジ

キ､ アキギンポ等を採集､ 購入し､ 飼育・展示を行っ

た｡

� 南方系生物�サンゴ礁､ マングローブ等の採集､ 購

入し､ 飼育・展示した｡

� 植物�県内採集､ 購入により収集・展示を行った｡

� その他�葛西臨海水族園､ 油壺マリンパーク､ 松島

水族館､ 庄内浜加茂水族館､ アンダーウォーターワー

ルドシンガポール等との生物交換を行った｡

オ 研究交流事業

� 学会及び各種研究会へ参加して先進技術情報の収集

を行い､ 当施設の展示及び教育普及活動に反映させた｡

� 友好館であるアメリカ合衆国モントレー湾水族館､

香港オーシャンパーク水族館との生物交換及び職員派

遣事業を行った｡

� 友好館パラオ国際サンゴ礁センターの職員１名を研

修員として受け入れた｡

２ 学習支援事業

ふくしま海洋科学館では､ 『学習支援の基本的な考え方

(指針)』 (平成11年３月教育委員会策定) に基づき､ 下記の

とおり実施した｡

� 館内解説活動事業

ア 潮目の海プリズムトーク

黒潮の大水槽に展示している生物について､ 100イン

チモニターの映像を交えて紹介した｡

１日４回開催､ 15分程度

イ ギャラリートーク

企画展の開催に合わせ､ 企画展会場内において展示物

の解説及びワークショップを開催した｡

ウ タッチングスクール

タッチングプール内の生き物たちの分類､ 形態､ 習性

等について解説した｡

｢タコの秘密｣

平成15年４月１日～同年９月30日

｢クラゲの毒｣

平成15年10月１日～翌年３月22日

｢エビの秘密｣

平成16年３月24日～

エ バックヤードツアー

水族館の裏側に来館者を案内し､ 水族館の仕組みや職

員の飼育業務などについて紹介した｡

１日３回開催､ 50分程度､ 定員20名

オ バックヤードミニツアー

ボランティアが解説を行いながら少人数､ 短時間でバッ

クヤードを見学させるミニツアーを新たに開催した｡

カ スポットガイド

館内各所で展示水槽内の生物の生態や形態等について

の紹介を行った｡

キ 給餌解説

飼育職員が生物に給餌する際に､ その生物の紹介や食

性､ 生息環境等についての解説を行った｡

ク 磯の工作教室

海や海洋生物を材料とした工作教室を開催した｡

｢化石のレプリカ制作｣

平成15年４月１日～同年８月31日
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｢海・山の幸染め｣

平成15年９月１日～翌年３月22日

｢サンゴで砂絵｣

平成16年３月24日～

参加料100円､ 7,916名参加｡

ケ オリジナルハイビジョン映像 ｢水族館の舞台裏｣ の放

映

飼育職員の仕事を紹介するため､ マリンシアターにお

いて解説員とオリジナルハイビジョン映像の掛け合いに

よる演示を土日､ 祝日に開催した｡

コ AMFセミナーの開催

毎週日曜日､ 職員が交代で講師になり､ 一般来館者を

対象としたセミナーを開催した｡

� スクール開催事業

ア AMFスクール

参加者を公募し､ 海の生き物や自然の大切さなどをテー

マにした各種スクールを開催した｡

イ 夏休み自由研究教室

夏休みの宿題となる自由研究の進め方について､ １時

間半の講座を開催した｡

７／22～７／26 参加者145名

また､ 夏休み後半には､ 自由研究が終わっていない児

童を対象に貝殻を使った標本箱の作成を行った｡

８／18～８／20 参加者87名

ウ 土曜教室

学校完全週５日制に対応し､ 長期休業期間を除く毎週

土曜日に１時間半の講座を開催した｡

全41回 参加者702名

� 生涯学習・学校教育との連携事業

ア 教職員セミナー

県教育事務所及び市町村教育委員全職員並びに県内全

小中学校の教員を対象に参加募集を行い､ 館の利用方法

の説明､ 総合的な学習の時間を想定したデモンストレー

ション､ 意見交換を実施した｡

３回開催 参加者数117名

イ 館外授業 (ゲストティーチャー) の実施

学校や教育委員会からの要望に基づき､ 職員を派遣し

て授業及び移動水族館を実施した｡

34回開催 対象者数5,097名

ウ ガイダンス

学校利用団体を対象に､ 施設の展示概要の紹介 (ビデ

オ) と館利用上の注意点等を解説するガイダンスを実施

した｡

33回開催 対象者数2,909名

エ 館内学習

来館した学校を対象として､ ｢ふくしま海洋科学館学

習指導の手引き｣ に基づき､ 館内での講義を実施した｡

46回開催 対象者数2,188名

オ 教材等の貸し出し

当館の所有するビデオ､ DVD､ 化石､ その他標本類

の貸し出しを行った｡

カ 移動水族館の実施

平成14年３月に福島県が制定した ｢猪苗代湖及び裏磐

梯湖沼群の水環境の保全に関する条例｣ のPRを兼ね､

猪苗代町の国立磐梯青年の家及びいなわしろ淡水魚館で

移動水族館を開催した｡ その他文部科学省の科学系博物

館教育機能活用推進事業の委託を受け､ 二本松市､ 須賀

川市､ 東村､ 昭和村､ 下郷町において移動水族館専用車

による移動水族館を開催した｡ また､ この開催に併せて

｢海藻押し葉｣ を使用した記念カード作りを実施した｡
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期 日 ス ク ー ル 名 対象 参加人数

５／25,
６／１

親子で釣り体験
親子

小４～６
28組

６／21
～22

アクアマリン宿泊スクー
ル

小４～６ 30名

７／６ 密着�飼育体験 小５～中 20名

７／28
～29

親子で磯の生き物ウォッ
チング

親子
小１～３

29組

７／30
～31

磯の生き物ウォッチング 小４～６ 52名

９／７,
９／28

親子で釣り体験
親子

小４～６
29組

９／13
～14

親子アクアマリン宿泊
スクール

親子
小１～３

15組

10／12 密着�飼育体験 小５～中 12名

12／25
～26

アクアマリンの生き物
たちと仲良くなろう

親子
小１～３

22名

３／25 密着�飼育体験 小５～中 11名

実 施 箇 所 実 施 期 間 参加人数

磐 梯 青 年 の 家
平成15年

６月６日～８日
640名

い な わ し ろ 淡 水 魚 館
平成15年

８月29日～31日
2,405名

須 賀 川 市 翠 ケ 丘 公 園
平成15年
10月11日

14,000名

ム シ テ ッ ク ワ ー ル ド
平成15年
10月12日

463名

昭 和 村 公 民 館
平成15年

10月17日～19日
452名

東 村 中 央 公 民 館
平成15年

10月25日～26日
322名

下郷町中央文化センター
平成15年

11月１日～２日
3,000名

二本松市文化センター
平成15年

11月15日～16日
317名



� 情報提供事業

ア 情報コーナー

施設内の情報コーナー (２�) に自由に利用・閲覧で

きる情報検索装置､ 図書などを整備し､ 利用者の学習を

支援した｡

イ インターネットによる情報提供

ホームページを活用し､ 施設やさまざまな生物の紹介

等を行った｡

平成15年度アクセス件数 1,445,775件

ウ 機関誌の発行

水族館活動をはじめ､ 生物や海に関する情報を掲載し

た機関誌 ｢AMF NEWS｣ を４回発行した｡

３ 利活用促進事業

当館の特色を県内外にアピールするとともに､ 企画展等の

開催が来館者増につながるよう､ 各種媒体を活用して積極的

な広報宣伝活動を展開した｡

� キャラバン等への参加

東北地区､ 関東地区PRキャラバン､ いわき市観光物産

協会主催誘客キャラバン､ 福島県観光連盟教育旅行専門部

会主催旅行会社訪問等に参加した｡

� ポスター・パンフレット等の作成・活用

日本語版 (大人用・子ども用)､ 英語版､ 中国語版､ 韓

国語版の館内案内リーフレットを作成､ 配置するとともに､

広報用イメージポスター・リーフレットを配布､ 掲出した｡

� 各種媒体等を活用した広告

ア テレビ関係

CM素材を新たに制作した｡ また､ 夏休み・春休み向

けのCMを県内､ 宮城県､ 山形県､ 新潟県等で放映した｡

イ ラジオ関係

CM素材を新たに制作した｡ また､ 夏休み・春休み向

けのCMをラジオ福島､ ふくしまFM､ 茨城放送､ 栃木

放送等で放映した｡

ウ 新聞関係

地元３紙及び隣県の地方紙等に､ 企画展開催の告知や､

観光シーズンの誘客のための広告を掲載した｡

エ 旅行誌関係

旅行専門誌や県内のタウン誌等に企画展開催の告知や

観光シーズンの誘客のための広告を掲載した｡

オ 看板関係

福島空港､ JR泉駅に広告看板を掲出した｡

カ そ の 他

企画展を始めとする各種イベント､ 新規生物の搬入等

トピックスを資料提供することにより､ パブリシティー

広告を積極的に行った｡

４ 海洋文化学習振興基金事業

� 海洋文化推進事業の実施

シーラカンスに関する調査研究を推進するため､ アメリ

カ合衆国フロリダ州において職員２名が高深度潜水訓練を

行った｡

� ｢アクアマリンふくしまボランティアの会｣ 活動の支援､

交流促進

自主的､ 積極的なボランティア活動を通して､ 来館者の

学習活動を支援するとともに､ 多様な交流の促進を図った｡

また､ ボランティア活動者に対しても､ 本施設を自らの学

習・実践の場として積極的に提供するとともに､ 研修の機

会を提供した｡ さらに､ 新たにチューター (教育指導員)

制度を設けて募集を行い､ 22名の登録があった｡

登録者数182名 (平成16年４月１日現在)

� 環境教育事業の実施

小学校２校の児童を対象に､ 川の中流域の水質や生物調

査､ 河口のサケの孵化場の見学､ 稚魚の放流などをとおし

て､ 環境保全について考える機会を提供した｡

第３節 月別入館者数
平成15年度における当館の入館者状況は次のとおりである｡

第４節 財団法人ふくしま海洋科学館の
概要

１ 財団法人の名称

財団法人ふくしま海洋科学館 (設立当初の名称 ｢財団法人

ふくしま海洋学習館｣｡ 平成12年４月１日名称変更)

２ 基本財産等

� 基本財産の出捐及び額

本財団法人は､ 県の社会教育施設を管理する組織となる

性格に鑑み､ 設立の基礎となる基本財産については､ 県100

％出捐の法人である｡

出捐額 150,000千円
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月 開館
日数 入館者数 個 人 団 体 無 料

４月 27日 52,928 34,749 7,956 10,223

５月 27日 83,216 56,829 10,550 15,837

６月 26日 46,408 27,057 12,400 6,951

７月 28日 75,054 50,254 10,876 13,924

８月 31日 173,302 130,422 6,509 36,371

９月 25日 58,536 36,668 12,731 9,137

10月 27日 54,553 30,593 14,490 9,470

11月 26日 64,191 39,565 13,608 11,018

12月 28日 33,511 23,724 2,800 6,987

１月 24日 35,646 26,689 1,647 7,310

２月 25日 32,629 22,538 3,917 6,174

３月 28日 47,470 35,216 2,987 9,267

合計 322日 757,444 514,304 100,471 142,669



� 海洋文化・学習事業振興基金の設置

ア 基金設置の目的

当基金は､ 財団法人が行う自主事業 (公益事業) の遂

行を補完することを目的として設置した｡

イ 基金設置の方法

基金の設置にあたっては､ 県からの寄附金のほか､ 地

域に根ざした施設づくりを目指す観点から､ 広く住民・

各種団体等から寄附を募ることとしている｡

基 金 額 103,200千円 [03／03／31現在]

福 島 県 50,000千円 (平成10年度)

いわき市 50,000千円 (平成11年度)

いわき小名浜ロータリークラブ

3,000千円 (平成12年度)

個人の寄付 200千円 (平成14年度)

３ 組 織 (平成16年３月現在)

� 役員､ 評議員

ア 役員､ 評議員の人数

理事10名､ 監事２名､ 評議員11名

イ 役員及び評議員の任期

任期は２年とする｡ (現役員任期�16年３月31日)

� 事 務 局

ア 部・課の設置

事務局に総務部､ 事業部を置く｡ 総務部に総務課､ 施

設管理課､ 企画経営課､ 運営計画担当を置き､ 事業部に

学習交流課､ 環境展示課､ 繁殖育成課を置く｡

イ 職員の人数

平成15年度の事務局体制は､ 館長 (専務理事兼務)､

副館長 (常務理事兼務) を含め､ 正規職員 (定数) 42名｡

この他､ 臨時的な職員を別に置く｡

ウ 職員の身分

エ 役員､ 評議員名簿 (敬称略)

４ 財団法人の事業

本財団法人では､ 設立目的を踏まえ､ 以下の事業を行う｡

� 海洋生物 (その他の水族を含む) の収集､ 飼育､ 展示及

び調査研究に関する事業

� 海洋文化・科学に関する資料の収集､ 展示及び調査研究

事業

� 海洋に係る生物・文化・科学等に関する教育普及に関す

る事業

� 海洋生物の保護及び保全の研究に関する事業

� 福島県が設置するふくしま海洋科学館の維持管理に関す

る事業

� ふくしま海洋科学館及び水族に関する広報宣伝等､ 利活

用に関する事業

� 物品の販売等に関する事業

	 その他目的を達成するために必要な事業
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館 長 副館長 総務部 事業部 計

財 団 職 員 1 1 23 25

県 派 遣 者 1 10 4 15

市・JTB派遣 2 2

計 1 1 13 27 42

【理 事 長】

福 島 県 知 事 佐 藤 栄 佐 久

【副理事長】

福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 高 城 俊 春

【理 事】

い わ き 市 長 四 家 啓 助

い わ き 商 工 会 議 所 会 頭 野 
 満

元 日 本 魚 類 会 会 長 上 野 輝 彌

い わ き 明 星 大 学 主 任 教 授 川 合 英 俊

武 蔵 野 美 術 大 学 教 授 森 豪 男

㈱生活構造研究所代表取締役所長 松 川 淳 子

( 専 務 理 事 ) 安 部 義 孝

( 常 務 理 事 ) 津 田 直 樹

【監 事】

福 島 県 出 納 局 長 音 高 純 夫

い わ き 経 営 者 協 会 会 長 鷺 佳 弘

【評 議 員】

い わ き 地 域 学 会 代 表 顧 問 里 見 庫 男

い わ き 女 性 の 会 顧 問 蛭 田 斗 美 代

FMいわきまちづくり倶楽部会長 安 濃 廣 美

東 海 大 学 海 洋 研 究 所 教 授 西 源 二 郎

�日本交通公社地域計画室長 梅 川 智 也

� 磐 城 青 年 会 議 所 元 理 事 長 佐 藤 毅

経 営 者 呑 田 理 美 子

主 婦 永 田 リ セ

い わ き 市 企 画 調 整 部 長 前 田 直 樹

福島県教育庁生涯学習・文化スポー
ツ 領 域 総 括 参 事 武 田 善 明

福島県教育庁生涯学習・文化スポー
ツ領域施設運営管理グループ参事 長 谷 川 賢 二
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第20章 福島県文化センター

第１節 概 要
福島県文化センターは､ 県民の文化振興を図るために設置

されたもので､ 福島県文化会館及び福島県歴史資料館の２つ

の施設をもって構成されている｡

この文化センターの管理運営は､ 県が財団法人福島県文化

振興事業団に委託し､ 同法人はこの施設の設置目的に沿って

県民の文化活動の場としてその利用に供し､ 利用者の便宣を

図るとともに､ 各種の文化事業を展開し､ あるいは歴史､ 文

化関係資料の収集､ 整理､ 保管､ 調査研究を行うほか､ 埋蔵

文化財の発掘調査事業を実施している｡

１ 業 務 内 容

福島県文化センターを構成する施設の業務内容は､ 概ね次

のとおりである｡

� 福島県文化会館

○ 文学､ 音楽､ 演劇､ 舞踊等の芸術の振興に関すること｡

○ 社会科学､ 自然科学等の学術の振興に関すること｡

○ 文化会館の施設及びその付属設備の利用に関すること｡

� 福島県歴史資料館

○ 県に関する文書資料､ 考古資料､ 民俗資料､ その他の

歴史資料に関する調査研究及びその利用に関すること｡

○ 歴史資料に関する講演会､ 講習会､ 映写会､ 研究会等

の主催及びその開催の援助に関すること｡

２ 専門委員会

第２節 施設の概要
所 在 地 福島市春日町５－54

敷 地 面 積 20,592㎡

建 築 面 積 4,951㎡

建築延面積 12,400㎡

構 造 鉄骨・鉄筋コンクリート造り地下１階､ 地

上３階､ 塔屋１階

竣 工 昭和45年７月31日

１ 福島県文化会館

地階 中央監視室､ 空調､ 電気機械室､ 奈落

１階 大ホール (1,943席)､ 小ホール (444席)､ リハーサ

ル室 (107㎡)､ 和室 (20畳２室)､ 楽屋 (４室)､ 浴

室 (２室)､ 視聴覚室 (108席)､ 会議室 (49㎡)､ 事

務室､ 収蔵庫など

２階 会議室兼展示室 (466㎡)､ 収納室など

３階 展示室 (505㎡×２室)､ ギャラリー (366㎡)､ 事務

室､ 倉庫など

２ 福島県歴史資料館

１階 展示室 (180㎡)､ 事務室

２階 事務室､ 研究室､ 閲覧室､ 文書庫 (252㎡) など

３階 文化財収蔵庫 (455㎡)､ 書庫 (252㎡)
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専門委員会委員 (平成16年３月31日現在)

氏 名 現 職 備考

穴沢 �光 福島県考古学会理事

石河 清 元いわき短期大学教授

大迫 徳行 福島県民俗学会会長

菊田 宗平 福島民友新聞社編集局文化部長

後藤 順一 NHK福島放送局放送部長

小林 清治 福島県文化財保護審議会委員

鈴木 完一 福島県市町村社会教育委員連絡協議会会長

西村 榮悟 福島県美術家連盟委員長 副会長

浜津三千雄 福島民報社編集局次長

丸井佳寿子 元福島県立医科大学教授

湯浅 孝子 元郡山市教育委員会委員長 会 長

横山 慶子 福島県洋舞連盟会長



第３節 事業の実施状況
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平成15年度中に福島県文化センターが実施した事業の概要は､ 次のとおりである｡

１ 自 主 事 業

区分 事 業 名 期 日 及 び 開 催 場 所 事 業 内 容 入 場 者

舞

台

芸

術

鑑

賞

古典劇場・文楽公
演

10月８日�
１日２回公演
福島県文化センター大ホール

浄瑠璃､ 三味線､ 人形が三位一体となった文
楽の醍醐味を堪能してもらうため､ 人間国宝
吉田簑助ほかの出演による文楽協会の舞台
｢絵本太功記｣ 等を上演した｡ 1,021名

交響楽の夕べ 10月３日�
１日１回公演
福島県文化センター大ホール

クラシック音楽をより深く理解し､ 手軽に親
しんでもらうため､ 指揮者円光寺雅彦とソプ
ラノ足立さつきのミニトークを交えた読売日
本交響楽団演奏会を実施した｡ 853名

少年劇場 ６月４日�～７月４日�
21日間28回公演
富岡町総合体育館外17会場

児童・生徒の情操涵養をねらいとして､ 教育
課程に組込んだ学校単位の参加による生の舞
台芸術鑑賞教室を実施した｡ 作品は､ 劇団仲
間の児童劇 ｢ふたりのイーダ｣ で､ 県内の18
市町村を巡回した｡ 18,590名

親子劇場 ７月６日�
１日２回公演
福島県文化センター大ホール

幼児童の親と子に､ 演劇鑑賞の楽しさと､ 親
と子に共通した話題を提供することにより､
家庭教育の充実をはかることをねらいとした
劇団飛行船のマスクプレイ・ミュージカル
｢そんごくうの大冒険｣ 公演を実施した｡ 2,262名

講

座

・

学

習

文化講座 文 学 毎月第３日曜日
法 学 毎月第４土曜日
東洋史 毎月第３土曜日

情報化社会といわれる今日､ 高度な学習欲求
に応える学習講座事業として､ 近代文学､ 法
学､ 東洋史の三講座を継続的に実施した｡

(文 学) 244名
(法 学) 348名
(東洋史) 212名

文学講演会 10月25日�
塙町公民館
10月26日�
いわき市山田公民館

文学愛好者に広く学習の場を提供するため日
本古典文学会所属の東京大学長島弘明教授を
迎え､ ｢まちがいだらけの芭蕉・蕪村｣ の講演
会を実施した｡

(塙町) 90名
(いわき市)

130名

舞台芸術ワークショッ
プ

(篠笛) ７月26日�～８月３日
� ２班２日間 １階会議室
(人形) ８月９日�～８月23日
� ２班２日間 ２階会議室

舞台芸術に対する理解を深める体験講座とし
て､ 篠笛奏者福原百彗講師による ｢しの笛講
座｣ と人形劇団ひぽぽたあむ代表永野むつみ
氏による ｢人形劇講座｣ を実施した｡

(しの笛) 31名
(人形劇) 55名

地域史研究講習会 10月18日�～10月19日�
福島県文化センター２階会
議室

地方史研究の基礎となる資料の取り扱い方､
資料の整理保存公開について､ 今回は特に俳
諧を中心とした講義と研究発表を行った｡ 133名

歴史資料研究巡回
講習会

６月15日�
三島町交流センター山びこ

地域に根ざした一般向けの郷土史の講習と古
文書の研究方法等､ 専門的講習を併せ持った
研究講習会を実施した｡ 73名

展

示

公

開

歴史資料展
｢ふくしまの俳諧｣

～ ｢おくのほそ道｣
以後～

10月10日�～11月24日�
40日間
福島県歴史資料館展示室

歴史の認識と歴史資料に対する意識の啓発を
ねらい､ 芭蕉や ｢おくの細道｣ の関係資料と
ともに本県ゆかりの俳人たちを彼らの残した
俳書や短冊・掛軸などを通じて紹介した｡ 1,097名

発掘調査研究成果
発表会

【速報展】
８月９日�～８月31日�
県民の日を中心にした20日間
県文化センター歴史資料館
展示室
【発掘調査報告会】
２月21日�
福島県文化センター小ホール

平成13・14年度の発掘調査成果を中心とした
展示 ｢ふくしまの遺跡2003｣ を公開した｡ 併
せて ｢まほろん｣ の体験学習事業紹介の勾玉
作り体験コーナーも設置した｡
平成15年度に実施した発掘調査の成果を ｢遺
跡発掘調査報告会｣ として行った｡

(速報展) 596名
(報告会) 212名
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区分 事 業 名 期 日 及 び 開 催 場 所 事 業 内 容 入 場 者

普

及

奨

励

映画教室 【夏休みこども】
夏休み期間中の土曜日４日
４回上映
福島県文化センター小ホール
【フィルム上映会】
１月～３月の毎週土または
日曜日12日間12回上映
福島県文化センター視聴覚室

夏休み期間中の幼児童の健全で有意義な余暇
活動を助長するため､ 夏休みこども映画教室
として実施した｡
施設の利活用促進と利用者の増員をねらいと
して文化映画の上映会を実施した｡ ｢日本の伝
統文化｣ ｢ふるさとの記憶｣ をテーマの作品上
映｡ (こども) 830名

(上映会) 507名

歴史資料緊急調査
事業

(調査実施先)
東京国立博物館
東京藝術大学大学美術館
東京都写真美術館
早稲田大学図書館等

市町村史編さん事業や地方史研究成果として､
多くの歴史資料 (主に古文書) が発見されて
いる｡ これら福島県に関わる資料の調査､ 所
在確認を行った｡

地域文化振興協力
事業

県内外の文化情報､ 資料の収集､ これらの蓄
積を通じ文化事業に対する情報提供の協力体
制の拡充と市町村等が行う文化活動の助言指
導を行った｡

２ 委 託 事 業

事 業 名 期 日 及 び 開 催 場 所 事 業 内 容 入 場 者

家庭劇場 (古典等公演)
９月26日�・10月１日�

(２日間３回)
霊山町地域交流センター・表郷中
学校体育館・矢祭中学校体育館

(音 楽 公 演)
９月10日�～12日� (３日間４回)
天栄村体育館・昭和村公民館ホー
ル・西会津さゆり公園体育館・平
田村立蓬田小学校体育館

(児童劇公演)
９月８日�～22日�

(12日間13回) 小野町２回公演
浅川町民体育館・古殿町勤労者体
育センター・小野町多目的研修集
会施設・川内村村民体育センター・
大信村農村環境改善センター・新
地小学校体育館・磐梯町民体育館・
新鶴小学校体育館・朝日小学校体
育館・金山町民体育館・会津本郷
町民体育館・都路第一中学校体育
館

本格的な舞台設備を有しない地域の児童・生
徒に生の舞台芸術に接する機会を提供するた
め､ 県内の町村を対象にして古典芸能・音楽
会・児童劇の舞台を巡回公演した｡

(古典等公演)
日本伝統演劇の笑い ｢狂言｣

上演時間 １時間25分
１. 狂言についての話
２. ｢柿山伏｣
３. ｢附子｣
４. ワークショップ ｢狂言の笑いと歩き｣
[出演] 大蔵流・山本会 山本東次郎､ 山本

則道､ 山本則俊ほか 一行６名

(音 楽 公 演)
｢アクワバ・コンサート｣ ～ガーナの熱い鼓

動～ 上演時間 １時間10分
☆ガーナの響き
☆民族楽器 (ジャンベ､ドゥンドゥンバ､トー

キングドラム)
[出演] アクワバ (男性５名編成ハーモニー

�ダンス)
《司会》百花千草 一行８名

(児童劇公演)
人形劇 ｢あやうしズッコケ探検隊｣ ２幕

上演時間 １時間30分
(原作) 那須正幹 (脚本) 伊東史朗
(美術) 片岡昌
[出演] 人形劇団ひとみ座 一行７名

(入場料) 無料

(入場者)
[古典等公演]

1,816名
[音 楽 公 演]

2,002名
[児童劇公演]

4,613名
合計 8,431名



３ 文化情報の提供

県民それぞれが､ それぞれの価値観に基づいて主体的に文

化活動に参加し豊かな人生を楽しむことができるよう､ 文化

情報誌の発行と､ インターネット・ホームページによる文化

情報の提供事業を実施している｡

� 情報誌 ｢文化福島｣ の発行

昭和45年５月に 『文化センター月報』 として創刊された｡

体裁は�５判､ 横組み６ページ｡ 隔月刊でスタートし､ 47

年５月号から月刊となった｡ 52年４月号から誌名を 『文化

福島』 と改称､ 現行の体裁 (�５判・20ページ) となった

のは59年４月号 (通巻148号) からだった｡ 平成９年４月

号より部数を500部増の3,500部発行とし､ 創刊30周年を迎

えた平成12年９月に通巻345号､ 同15年３月には373号に達

した｡

一貫して掲げる編集方針は､ ｢組織の広報をするだけで

はなく､ 本県の歴史と文化を総合的に考えるための誌面づ

くり｣ である｡ そのため､ 寄稿者を各界各層に幅広く求め

る一方､ 職員みずからが活動の現場に足を運び取材・執筆

した記事を掲載している｡

平成13年度の機構改革により､ 財団は事務局と文化セン

ター・歴史資料館・文化財センター白河館 (愛称・まほろ

ん) に遺跡調査部を加えた１局３館１部で構成することと

なった｡ 本誌は､ これら構成施設の活動を広く県民に広報

するとともに､ 地域に根ざしたさまざまな文化活動に目を

向け紹介することを二本の柱として今後も編集することと

している｡

編集方針�本県の歴史と文化に関する話題と情報を幅広く

収集し､ 広く県民に提供する｡

発行部数�3,500部

内 容�各地・各分野で活躍している本県ゆかりの文化

人への依頼記事＝ ｢随想｣ ｢地域文化を考える｣

｢ふくしまの野鳥｣ ｢ふくしまの原像｣ ｢文化活

動の現場から｣ など｡

取材記事�地道な活動を展開している個人と団体に焦点を

合わせた＝ ｢今月の人｣ ｢トピック｣ など｡

情報提供�県内の文化イベントの紹介＝ ｢文化情報｣ ｢文

化日誌｣ ｢情報アラカルト｣ など｡

配 布 先�県内の市町村・教育委員会・小中高校・大学・

文化施設・文化団体・報道機関､ 文化庁・国立

国会図書館など県外の主要な文化機関・団体な

ど｡ 送料負担の個人の希望者にも対応している｡

� インターネットによる情報提供

平成13年７月からインターネットによる情報発信サービ

スを開始した｡ このことにより､ ホームページにアクセス

すれば､ いつでもどこからでも事業団の事業と活動情報が

瞬時にして入手出来るようになった｡

また､ ホームページには 『文化福島』 で好評を得ている

県内の文化イベント情報をさらに充実させて掲載した｡ 従

来､ 誌面の制約から入手した情報の一部しか紹介できなかっ

たが､ インターネットの利用により紹介件数が飛躍的に増

大した｡ ｢音楽｣､ ｢展示｣､ ｢演劇・舞台｣､ ｢講演・講座｣､

｢自主上映｣ 及び ｢その他｣ のジャンルごとに常時300件前

後を掲載している｡ また､ これらの情報にはなによりも新

鮮さが要求されていることから､ 各種文化団体や文化施設

と連絡を密にし､ 情報をいち早く入手して毎週２回の内容

更新を実施している｡
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事 業 名 期 日 及 び 開 催 場 所 事 業 内 容 入 場 者

21世紀うつくしま
ヤングアートフェ
スタ

12月７日�

(１日１回) 午後１時開演
いわき市平市民会館

全国的レベルで高い評価を受ける本県高校生
の文化活動を､ 広く県民の鑑賞に供すること
により､ 若い世代の芸術文化活動への理解を
促し､ 本県文化の裾野の広がりをねらいとし
て実施した｡ (全国大会入賞レベル又は準ずる
高校文化部)
[内容]

１. マーチングバンド (郡山女子大学附属高)
２. ソシアルダンス (内郷高・奥羽大学)
３. ジャズダンス (磐城高・平商業高・平第

三中・豊間中)
４. 演劇 ｢たくらんけ｣ (小名浜高)
５. 放送文化・テレビドラマ ｢BEST PICTURE｣

(安積高)
６. 郷土芸能 ｢じゃんがら念仏踊り｣ (平商業

高)
７. 合唱 (橘高・安積黎明高)
８. 昔話 ｢安達が原の鬼婆｣ (安達東高)
９. 吹奏楽 (平商業高・湯本高・磐城高)
[手話通訳] 佐藤有佳里 (湯本高)
[司会] 大井川将貴 (磐城桜が丘高)・高橋彩

乃 (湯本高)

(入場料) 無料

(入場者)
1,624名



さらに､ 平成15年７月より､ 当事業団が管理運営する各

施設の企画事業情報及び県内の文化施設や文化団体が催す

文化イベント情報を編集し､ ｢福島県文化振興事業団メー

ルマガジン｣ として､ 月２回配信している｡
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４ 埋蔵文化財調査事業

� 分布調査事業

事 業 名 事 業 内 容 事 業 場 所 調 査 期 間 調 査 面 積 事 業 成 果

福 島 県 内

遺跡分布調査

常磐自動車道遺跡分布調査

大 熊 町 ９／11～10／３ 15,700㎡ 試掘調査 ５遺跡

双 葉 町 ７／３～７／31 800㎡ 試掘調査 １遺跡

浪 江 町 11／11～11／29 106,670㎡ 試掘調査 13遺跡

鹿 島 町 11／４～12／29 64,800㎡ 試掘調査 ９遺跡

相 馬 市 ９／24～11／１ 65,100㎡ 試掘調査 ５遺跡

高規格道路 (会津縦貫北道路)
遺 跡 分 布 調 査

塩 川 町 ６／11～６／27 30,100㎡ 試掘調査 ３遺跡

湯 川 村 ５／22～11／11 46,500㎡ 試掘調査 １遺跡

東北中央自動車道遺跡分布調査 福 島 市 11／17～11／21 6,500㎡ 試掘調査 １遺跡

一般国道６号相馬バイパス
遺 跡 分 布 調 査

相 馬 市 10／20～12／９ 5,800㎡ 試掘調査 ２遺跡

新 地 町 ４／30～５／２ 1,900㎡ 試掘調査 １遺跡

原町火力発電所石炭灰埋立場
遺 跡 分 布 調 査

鹿 島 町 ５／12～９／13 122,200㎡ 試掘調査 ５遺跡

鹿 島 町 12／８～12／９ 3.2ha 表面調査

� 発掘調査事業

事 業 名 遺跡名 所在地 主 な 検 出 遺 構 と 出 土 遺 物 調 査 期 間 調査面積 ㎡�

常 磐 自 動 車 道
遺 跡 発 掘 調 査
(いわき工区)

太 刀 洗 浪 江 町

鉄滓廃棄遺構２ 木炭窯跡３ 土坑７
溝跡１ 性格不明遺構１
鉄滓 羽口 木炭 縄文土器 石器 陶
器

５／22～11／20 3,900

沢 東 � 浪 江 町
掘立柱建物跡７ 土坑７ 溝跡８ 井戸
跡３ 柱穴90
陶磁器 木製品 石器

10／22～12／18 2,100

常 磐 自 動 車 道
遺 跡 発 掘 調 査
( 相 馬 工 区 )

山岸硝庫跡 相 馬 市
硝庫跡１ 石切場４ 土坑９ 遺物包含
層１
縄文土器 弥生土器 土師器 石器

５／13～12／17 7,900

山 田 相 馬 市 竪穴住居跡１ 集石遺構３ 縄文土器
石器 10／27～12／12 1,800

会 津 縦 貫 北 道 路
遺 跡 発 掘 調 査 荒 屋 敷 塩 川 町

掘立柱建物跡５ 土坑６ 溝跡６ ピッ
ト群
土師器 須恵器 陶磁器 石器

５／12～７／14 2,600

こ ま ち ダ ム
遺 跡 発 掘 調 査

反 田 � 小 野 町 土坑３ 縄文土器 ５／７～６／13 1,200

沢 目 木 小 野 町 小ピット２ 遺物包含層１ 縄文土器 ６／17～６／20 100

堂 田 � 小 野 町
竪穴住居跡19 土坑５ 遺物包含層１
縄文土器 石器 土師器 須恵器 炭化
物

５／13～11／18 800

西 田 � 小 野 町

竪穴住居跡24 土坑10 道跡１ 遺物包
含層１
縄文土器 土師器 石器 石製品 土製
品

６／23～12／17 3,000

あ ぶ く ま 南 道 路
遺 跡 発 掘 調 査

仁 井 殿 小 野 町 報告書作成

中 根 館 平 田 村 報告書作成



第４節 施設の利用状況
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事 業 名 遺跡名 所在地 主 な 検 出 遺 構 と 出 土 遺 物 調 査 期 間 調査面積 ㎡�

一 般 国 道 ６ 号
相 馬 バ イ パ ス
遺 跡 発 掘 調 査

山 中 � 新 地 町

製塩場１ 釜跡２ 鹹水槽19 土坑４
井戸跡２ 溝跡９ 掘立柱建物跡２ 小
穴多数
木製品 陶器

５／28～10／31 1,250

一 般 国 道 289 号
南 倉 沢 バ イ パ ス
遺 跡 発 掘 調 査

木 賊 下 郷 町 道跡２ 土坑13
縄文土器 陶器 金属製品 ７／22～10／31 3,000

原 町 火 力 発 電 所
関連遺跡発掘調査

割 田 � 鹿 島 町 土坑９ 焼土遺構１ 特殊遺構１
縄文土器 土師器 10／27～11／28 1,500

割 田 � 鹿 島 町

竪穴住居跡５ 製鉄炉跡１ 木炭窯１
鍛冶炉跡２ 土坑205 焼土遺構１ 集
石遺構１ ピット１ 特殊遺構８ 石器
集中区１
弥生土器 土師器 須恵器 羽口 炉壁
石器

５／19～11／28 33,900

割 田 � 鹿 島 町 土坑３ 10／７～10／29 600

平成15年度における福島県文化センターの利用状況は､ 次のとおりである｡

１ 福島県文化会館

施設名

区 分

大 ホ ー ル 小 ホ ー ル 視 聴 覚 室 １�会議室 ２�会議室
兼 展 示 室 ３�展示室 ３�ギャラリー 合 計

回数
入場者数

回数
入場者数

回数
入場者数

回数
入場者数

回数
入場者数

回数
入場者数

回数
入場者数

回数
入場者数

日数 日数 日数 日数 日数 日数 日数 日数

年間合計
120 125 39 55 58 28 2 427

160 144,411 178 29,627 78 1,301 96 782 170 15,217 161 43,090 50 4,026 893 238,454

稼働日数 152 171 75 96 170 161 50

稼働率％� 54 59 25 31 56 53 16

開 館 日 数 306

(備 考)
・自主事業の分も含む｡
・同一行事で１日数回公演しても１回とした｡
・大会に伴う分科会などで､ 一つの催しに複数施設を使用した場合の人数は､ 主となる施設に計上した｡
・美術展で２�､ ３�､ ギャラリーを併用した場合の入場者数は３�展示室に計上した｡
・日数は延日数で表す｡ たとえば､ １日に別な催物が２件あった場合は２日にした｡
・準備､ リハーサルは公演日 (本番) とは別の日に使用したもので､ 入場者数に計上した｡
・開館日数は休館日及び工事などの使用不可能日を除いたものとした｡
・稼働率は稼働日数÷開館日数×(100％) で表す｡



第５節 財団法人福島県文化振興事業団
の概要

１ 財団法人の名称

財団法人福島県文化振興事業団

２ 事業団の目的

芸術文化の振興及び文化財等の調査研究､ 保存､ 活用等を

図り､ もって県民の教育､ 学術及び文化の振興に寄与する｡

３ 事業団の事業

○ 文学､ 音楽､ 演劇､ 舞踊等の芸術文化事業

○ 文書､ 考古､ 民俗等の歴史資料の収集､ 研究､ 整理保管

及び研修に関する事業

○ 埋蔵文化財の調査､ 研究､ 整理及び保存等の事業

○ 文化財保護の教育普及並びに文化財の展示､ 保管及び研

修に関する事業

○ 委託を受けた文化センター及び文化財センター白河館の

管理運営

○ 物品販売等に関する事業

○ その他この法人の目的を達成するために必要な事業

４ 組 織 (平成16年３月31日現在)

� 役員､ 評議員

理事10名及び監事２名､ 評議員12名

� 専門委員会

文化振興事業団の運営に関し､ 理事長の諮問機関として

設置されている｡ 委員は12名で､ 事業の企画及び実施につ

いて理事長の諮問に応じ審議している｡

� 組 織 体 制

・事務局 (総務課､ 文化情報室)

・福島県文化センター (企画業務課)

・福島県歴史資料館 (歴史資料課)

・福島県文化財センター白河館 (総務管理課､ 研修課､ 教

育普及課)

・遺跡調査部 (遺跡調査課)

の１局３館１部体制となっており､ 職員は県派遣者を含め

82名となっている｡
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役 員 名 簿 (平成16年３月31日現在)

職 氏 名 現 職 備 考

理 事 長 佐藤栄佐久 福島県知事

副理事長 藤本 強
國學院大学教授
東京大学名誉教授
福島県文化財センター白河館長

常務理事 長谷川文夫
福島県文化センター館
長事務取扱い
福島県歴史資料館長

理 事 瀬戸 孝則 福島市長

〃 成井 英夫 白河市長

〃 深谷 幸弘 福島県教育委員会委員長

〃 室井 勝 福島県総務部長

〃 村川 久子 会津大学教授

〃 平田 公子 福島大学教授

〃 山口 晢子 宇都宮文星短期大学教授

監 事 音高 純夫 福島県出納局長

〃 芳賀 裕 福島県司法書士会会長

２ 福島県歴史資料館

� 利 用 状 況

種 別 利 用 件 数 同 冊 ( 点 ) 数 内 容

閲 覧 利 用 1,034 6,262 会社員､ 公務員､ 研究者

特 別 貸 出 利 用 18 1,256 博物館､ 資料館､ 市町村史関係

施 設 利 用 11 － 市町村史関係､ 研究会

� 資料収蔵状況

種 別 搬 入 搬 出 合 ( 累 計 ) 計 内 容

文 書 資 料 1,139 598 186,528 県・市町村及び諸家寄託文書

文 献 2,866 0 35,887 寄贈､ 購入等文献
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評議員名簿 (平成16年３月31日現在)

氏 名 現 職 備 考

吾妻 幹廣 福島県町村教育長協議会長

齋藤美保子 郡山女子大学短期大学部助教授

新城 基行 末広酒造代表取締役社長

菅野 壽子 岩代町おはなしたんぽぽ代表

宗田利八郎
倉美館 (棚倉町文化センター) 運
営協会監事

武田 善明
福島県教育庁生涯学習・文化スポー
ツ領域総括参事

新妻 香織 文筆家

板東 尚武
美術館 ｢現代グラフィックアート
センター｣ 副館長

藤本 聖子 郡山テクノデザイン専門学校講師

馬目 順一 いわき市教育委員会委員

森 絵留 劇団 ｢かもめ｣ 主宰

渡邉 力
福島県総務部参事兼文書管財領域
文書法規グループ参事
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第21章 福島県文化財センター白河館

第１節 白河館の運営状況

１ 利 用 者 数

２ 利用者の内訳と傾向

１日平均来館者数 ４月�97人､ ５月�157人､ ６月�

133人､ ７月�160人､ ８月�191人､

９月�131人､ 10月�115人､ 11月�

126人､ 12月�51人､ １月�38人､

２月�70人､ ３月�66人

地域別利用状況 県内者75％ (うち白河市18％)

県外者25％

年齢層別利用状況 入館者全体のうち､ 児童生徒 (高校

生以下) が42％､ 団体入館者が50％

を占める｡
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(平成16年３月31日現在)

入 館 者 数 人� ホームページ・データアクセス件数件�

４ 月 2,426 4,652

５ 月 3,926 5,359

６ 月 3,330 5,909

７ 月 4,330 5,593

８ 月 5,147 5,712

９ 月 3,150 5,703

10 月 3,104 6,939

11 月 3,274 6,733

12 月 1,128 5,050

１ 月 867 4,861

２ 月 1,670 5,159

３ 月 1,716 5,326

計 34,068 66,996

３ 団体利用者の内訳と傾向
(単位�人) (平成16年３月31日現在)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

幼稚園・保育園
団 体 数 1 1 2 1 2 1 8

入館者数 25 29 61 54 82 41 292

小 学 校
団 体 数 9 16 12 6 10 11 9 3 5 2 5 2 90

入館者数 473 760 550 295 605 806 560 175 167 54 298 42 4,785

中 学 校
団 体 数 3 5 1 7 9 4 2 1 1 33

入館者数 162 293 64 518 575 173 13 20 20 1,838

高 等 学 校
団 体 数 1 1 3 1 1 7

入館者数 43 12 22 35 7 119

養 護 学 校
団 体 数 1 1 2

入館者数 33 36 69

大 学
団 体 数 1 1 1 1 1 1 1 7

入館者数 10 154 41 41 44 40 48 378

小 中 高���
(保護者のみ)

団 体 数 2 3 3 3 1 3 2 1 18

入館者数 34 110 69 69 20 60 86 17 465

小 中 高���
(保護者と児童生徒)

団 体 数 3 1 1 2 7

入館者数 174 18 45 179 416



４ 情報発信事業の利用者

・アクセス件数 66,996件 (平成16年３月31日現在)

(文化財データベース274,775件､ 文化財情報提供シス

テム401件をインターネット上で公開し､ 白河館のイ

ベント情報等もホームページで紹介している｡)

５ 資料管理業務

県教育委員会による調査の出土品約４万１千箱を､ 教育・

普及・研究への活用が可能な環境に整備して収蔵管理｡

写真掲載・転載の申し込み35件､ 出土品借受の申し込み８

件｡ 収蔵庫保管品の館内閲覧22件｡

６ 研修事業の状況

埋蔵文化財や無形の文化財の調査・保護を担当する自治体・

団体職員､ 学校教育・生涯学習に携わる教職員などを対象と

した研修を実施する｡
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区 分 研 修 対 象 者 研 修 内 容

入 門 研 修

埋蔵文化財の調査・
整理経験が少ない市
町村職員等

比較的簡易な遺構・
遺物の調査と整理を
行うための技術と知
識を学ぶ

基 礎 研 修

入門研修を終了し
たかこれに準じる者
で､ 埋蔵文化財調査
報告書を主体となっ
て作成したことがな
い市町村職員等

複雑な遺構・遺物
の調査と整理を行う
ための技術と知識を
学ぶ

専 門 研 修

基礎研修を終了し
たかこれに準じる者
で､ 埋蔵文化財調査
報告書作成の実績も
十分に有する市町村
職員等

調査の機会が少な
い遺構・遺物の調査
と整理をとおし､ 種々
の文化財に対応出来
る応用力を養成する

特 別 研 修

教職員・市町村職員
等

上記以外の研修
(教職員を主な対象

とする発掘調査研修､
市町村職員等の要望
に応じて随時実施す
る研修､ 無形の文化
財に関する研修など)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

研 究 会
団 体 数 1 1 1 2 5

入館者数 20 30 21 24 95

子 ど も 会
団 体 数 1 3 5 3 1 2 1 1 1 18

入館者数 25 74 155 140 25 45 53 18 40 575

公 民 館 等
団 体 数 1 5 5 5 4 6 10 6 1 2 45

入館者数 33 211 179 185 127 275 305 157 29 62 1,563

福 祉 施 設 ・
デイケアサービス

団 体 数 1 3 2 1 2 1 1 1 2 14

入館者数 25 38 36 77 71 20 20 26 40 353

資 料 館 等
団 体 数 1 1 1 1 1 1 2 1 1 10

入館者数 6 14 42 24 20 4 76 13 32 231

歴 史 研 究 団 体
団 体 数 1 1 1 2 1 2 1 9

入館者数 54 30 24 52 40 70 12 282

県 ・ 市 町 村 ・
教委・審議会等

団 体 数 1 1 5 5 4 3 5 11 3 1 2 41

入館者数 41 10 209 106 94 56 147 232 125 36 31 1,087

そ の 他
団 体 数 3 15 14 25 30 10 23 33 12 7 12 12 196

入館者数 47 338 422 523 786 197 533 811 257 142 281 245 4,582

計
団 体 数 22 50 53 63 73 42 61 64 23 13 24 22 510

入館者数 876 1,872 1,988 2,029 2,694 1,785 1,906 1,817 645 310 716 492 17,130

総 入 館 者 に 占 め る
団 体 入 館 者 の 割 合 ％�

36 48 60 47 52 57 61 56 57 36 43 29 50



平成15年度研修実施状況 (平成16年３月31日現在)

参加者375名

入門研修 ｢資料整理研修｣ ４月22日～24日 参加者４名

特別研修 ｢体験学習研修｣ ５月17日～18日 参加者３名

専門研修 ｢史跡整備のための研修｣ 白河市

６月10日～13日 参加者２名

入門研修 ｢遺物実測研修｣ ６月25日～27日 参加者３名

入門研修 ｢入門考古学講座Ⅰ｣ ７月５日 参加者28名

基礎研修 ｢遺物包含層調査研修｣ 小高町

７月８日～11日 参加者４名

特別研修 ｢体験学習研修｣ ７月23日～25日 参加者14名

特別研修 ｢教職員発掘調査研修｣ 二本松市

８月６日～８日 参加者22名

専門研修 ｢特殊遺構調査研修｣ 会津坂下町

８月26日～29日 参加者４名

基礎研修 ｢古墳墳丘調査研修｣ 郡山市

９月９日～12日 参加者13名

入門研修 ｢埋蔵文化財事務研修｣

９月25日～26日 参加者５名

基礎研修 ｢竪穴住居跡調査研修｣ 会津高田町

10月７日～10日 参加者25名

専門研修 ｢専門考古学講座Ⅰ｣ 10月11日 参加者32名

専門研修 ｢試掘調査研修｣ 船引町

10月21日～24日 参加者41名

特別研修 ｢無形の文化財研修｣ 11月12日～14日 参加者４名

基礎研修 ｢土坑調査研修｣ 鹿島町

11月18日～21日 参加者21名

特別研修 ｢体験学習研修｣ 11月29日～30日 参加者３名

入門研修 ｢入門考古学講座Ⅱ｣ 12月６日 参加者23名

専門研修 ｢時代別研修｣ 12月10日～11日 参加者13名

基礎研修 ｢遺構調査技術研修｣ １月15日～16日 参加者10名

専門研修 ｢官衙遺跡研究研修｣ １月27日～30日 参加者11名

基礎研修 ｢保存処理研修｣ ２月３日～６日 参加者１名

専門研修 ｢専門考古学講座Ⅱ｣ ２月14日 参加者19名

基礎研修 ｢報告書作成研修｣ ２月18日～19日 参加者１名

入門研修 ｢表面調査研修｣ 白河市

３月２日～５日 参加者２名

特別研修 ｢臨時館内研修｣ 遺物実測など

合計16回 20日 参加者24名

特別研修 ｢職員派遣研修｣ 表郷村・会津高田町ほか

合計13回 42日 参加者43名

７ 体験学習事業の状況

過去の生活の一部を体験しながら学べるよう､ 復元品等を

用いた体験学習の普及活動を､ 館内・館外で行う｡

活動を行うための施設として､ 屋内に体験活動室､ 別棟と

して体験学習館を設けている｡ また､ 野外展示施設では､ 体

験広場を囲むように､ 縄文時代竪穴住居､ 前方後円墳､ 奈良

時代竪穴住居､ 奈良時代高床式倉庫､ 平安時代製鉄炉､ 中世

館を復元展示しているが､ これを利用して古代の生活の体験

活動ができるようにしている｡

� 常時体験型メニュー

事前に予約を必要としない個人来館者を対象に実施する

メニューと､ 事前予約制で､ 団体で体験学習を希望する場

合を対象とするものを用意｡ 火おこし､ 勾玉づくり､ アン

ギン編みなど｡

� 募集型体験メニュー

事前に参加者を募集して土器づくり・石器づくり・古代

機織りなどの単発プログラムを行う ｢実技講座｣､ 事前に

参加者を募集し､ 関連性・継続性のあるメニューを年間８

回 (のべ10日) 実施する ｢まほろん探検隊｣ など｡

・まほろん探検隊

第１回 ｢結団式・田植え｣ ５月17日 参加者10名

第２回 ｢弥生土器づくり｣

６月14日～15日 参加者28名

第３回 ｢田んぼの草取り｣ ７月12日 参加者９名

第４回 ｢石器づくり１｣ ８月９日 参加者９名

第５回 ｢石器づくり２｣ ９月13日 参加者17名

第６回 ｢稲刈り｣ 10月11日 参加者13名

第７回 ｢弥生土器の野焼き｣ 10月25日 参加者14名

第８回 ｢お泊まり会・解団式｣

11月22日～23日 参加者25名

・実技講座

｢縄文土器づくり｣ ４月19日～20日 参加者26名

｢縄文土器の野焼き｣ ５月24日 参加者15名

｢古代の琴づくり｣ ６月21日 参加者14名

｢カラムシから布をつくろう１｣

７月19日 参加者17名

｢カラムシから布をつくろう２｣

８月23日 参加者18名

｢弥生土器づくり｣ ９月20日～21日 参加者28名

｢石包丁づくり｣ 10月18日 参加者９名

｢弥生土器の野焼き｣ 10月25日 参加者65名
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体験活動室の利用状況 (平成16年３月31日現在)

来館者数人� 体験者数人� 率 ％�

４ 月 2,426 1,190 49.0

５ 月 3,926 2,389 60.9

６ 月 3,330 1,937 58.2

７ 月 4,330 2,091 48.3

８ 月 5,147 2,298 44.7

９ 月 3,150 1,473 46.8

10 月 3,104 1,198 38.6

11 月 3,274 1,096 33.5

12 月 1,128 447 39.7

１ 月 867 491 56.6

２ 月 1,670 622 37.3

３ 月 1,716 324 18.9

計 34,068 15,556 45.7



｢カラムシから布をつくろう３｣

11月15日 参加者14名

｢凧づくり｣ 12月20日 参加者14名

｢土偶・土面づくり｣ １月17日 参加者12名

｢土偶・土面の野焼き｣ ２月21日 参加者32名

｢石器づくり｣ ３月20日 参加者21名

� まほろんイベント

｢昔話を聞こう｣ ５月４日 参加者 95名

｢鉄づくり (砂鉄選別)｣ ８月13日～14日 参加者105名

｢発掘体験ツアー｣ ９月７日 参加者 28名

｢鉄づくり (羽口づくり)｣

９月13日～15日 参加者 75名

｢鉄づくり (木炭小割り)｣

９月20日～21日 参加者 17名

｢鉄づくり｣ 11月１日～２日 参加者305名

｢弥生グルメまつり｣ 12月７日 参加者 22名

｢鉄づくり報告会｣ ２月28日 参加者 46名

� ｢おでかけまほろん｣

文化財センター白河館の職員が､ 土器や体験学習器材を

携えて､ 学校や公民館などの教育機関に伺い､ 体験学習の

支援をしたり､ 先生方と連携して授業を進めたりするプロ

グラム｡ 平成15年度は９�所で実施｡

(平成15年度実績�喜多方市立慶徳小学校､ 郡山市片平

中学校､ 田島町荒海小学校､ 福島市吉井田公民館､ 西

郷村西郷養護学校､ 須賀川市小塩江中学校､ 郡山市御

代田小学校､ 二本松市原瀬小学校､ 都路村都路第二中

学校)

� 講座・講演会

館長の講演会､ 白河館の職員が講師となる ｢まほろん文

化財講座｣､ 特別展の開催にあわせたワークショップなど

を開催した｡

・館長講演会

第１回 ｢日本文化の多様性｣

４月26日 参加者27名

第２回 ｢北の文化－北海道を中心として｣

５月17日 参加者17名

第３回 ｢南の文化－南島を中心として｣

６月28日 参加者19名

第４回 ｢各地の考古学調査－ヨーロッパ｣

10月25日 参加者16名

第５回 ｢各地の考古学調査－西アジア｣

11月29日 参加者20名

第６回 ｢各地の考古学調査－シベリア｣

12月20日 参加者17名

・まほろん文化財講座

第１回 ｢原始・古代の ｢衣｣｣ １月25日 参加者13名

第２回 ｢原始・古代の ｢食｣｣ ２月22日 参加者29名

第３回 ｢原始・古代の ｢住｣｣ ３月28日 参加者24名

� そ の 他

・開館２周年記念イベント (ボランティア自主事業)

まほろん２周年だよ�ボランティア2003

７月20日 参加者679名

８ 常設展事業

常設展示室では､ 収蔵遺物や復元品を､ ｢見て､ 触れて､

考え､ 学ぶ｣ というプロセスを通じて理解しやすい形で展示

している｡

常設展示では､ 次の各展示コーナーにより構成される｡

｢話題の遺跡｣､ ｢みんなの研究ひろば｣､ ｢しらかわ歴史名場

面｣ については年間数回程度の展示替えを行う予定である｡

○ めぐみの森 (導入部)

○ 暮らしのうつりかわり

○ 暮らしをささえた道具たち

○ 遺跡を掘る

○ 話題の遺跡 (最新の話題になった遺跡の発掘調査成果

等を紹介する)

○ みんなの研究ひろば (体験学習などを通して得られた

成果や､ 児童､ 生徒､ 一般研究家の研究成果等の発表の

場として活用する)

○ ふくしまの文化財

○ のぞいてみよう福島の遺産

○ しらかわ歴史名場面 (白河地方の文化財を集め､ 白河

地方の歴史の一こまを展示する)

○ クイズふくしま歴史発見

９ 企画展事業

特別展示室では､ 特別展・指定文化財展・収蔵資料展など

の企画展を開催している｡ また､ 前年度収蔵資料展を県内の

博物館・資料館に移動展示する移動展を開催した｡

� 企 画 展

・移動展 ｢新編陸奥国風土記 巻之二 石背郡｣

(須賀川市立博物館) ７月12日～８月24日

・特別展 ｢よみがえり (FITの昔むかし)｣

７月19日～９月７日

・指定文化財展 ｢ふくしまの重要文化財Ⅱ－考古資料�奈

良・平安時代編｣ 10月18日～11月24日

・収蔵資料展 ｢新編陸奥国風土記 巻之三 安積郡｣

３月13日～５月16日

� 特別展記念座談会

・記念座談会 ｢考古学が解き明かす福島・茨城・栃木の交

流｣ ７月27日 参加者130名

� 復元製作研究委託

｢まほろん｣ では､ 出土した埋蔵文化財を分かりやすく

展示するため､ 出土資料と復元資料とを並列して展示す

る手法を採用している (｢復元資料並列展示｣)｡ これは､

｢まほろん｣ 独自の展示手法として､ 館の目玉となって

いる｡ この成果を企画展に活かしたのちに､ 常設展の内

容の充実化を図っていく考えである｡

・平成11年度 古墳時代の馬具等の復元製作

・平成12～13年度 古墳時代の銅鏡と奈良時代の ｢弩｣ の

復元製作

・平成13年度 古墳時代象嵌資料の研究復元製作 (矢吹町

弘法山古墳群出土直刀等)

・平成14年度 平安時代の獣脚付容器・風鐸の研究復元製

作 (新地町向田�遺跡､ 相馬市山田�遺跡出土)
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・平成15年度 平安時代の鉄製梵鐘の研究復元製作 (新地

町向田�遺跡出土)

10 ボランティア運営事業

� ｢まほろんボランティア｣ 活動内容

・屋内・野外展示施設の案内・解説補助

・屋内・野外の体験学習活動の補助

・プロムナードギャラリー､ 閲覧・相談コーナー､ 体験学

習館等の案内・解説補助

・講座・講演会等開催時の業務支援

・野外および施設内の植生管理など環境整備の支援

・ボランティアイベント・まほろんオリエンテーリングな

どを実施する自主活動

・縄文土器づくり・アンギン編みなどの自主研修

� ボランティアの登録から活動まで

登録前オリエンテーション → 研修 (修了証発行)

→ 登録 (ボランティア登録証明書の発行) → 活動

登録ボランティア数 51名 (平成16年３月末現在)

� ボランティア受け入れ態勢

白河館のボランティア活動については､ 交通費や昼食な

どを支給しない無償ボランティアを原則としている｡

白河館では､ 体験学習館にボランティアルームを設置し､

ボランティア活動実施中の事故等を補償するボランティア

保険掛け金､ ボランティア用ユニフォーム､ 休憩室用お茶

代､ ボランティア研修費用等を負担している｡

� ボランティアコーディネーターの設置

白河館各課のボランティア担当者の代表１名をボランティ

アコーディネーターとし､ ボランティアの方の窓口として

いる｡ ボランティアコーディネーターは､ ボランティアの

方のスケジュール・活動場所等の調整を行うほか､ ボラン

ティアの方の意見・ニーズの集約などを行っている｡

� ボランティア研修

ボランティア活動の充実のために､ ボランティアを対象

とした研修を実施している｡ 15年度は登録前研修７回､ 館

外一般研修・代表者館外研修各１回を実施した｡

� 団体登録ボランティア

15年度から､ 個人登録ボランティアのほかに､ 団体登録

ボランティア制度を設けた｡ 個人登録ボランティアの活動

内容以外の活動で､ 登録希望団体の持っている特技・特性

を生かした活動をする｡ 活動内容・形態は登録団体と館が

協議をしながら決める｡
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